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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　アメリカ大使館は活気に満ちていた。

　虎ノ門の一角に広い敷地を有するアメリカ大使館は、普段は存在を感じさせないほどひっそりしている。しかしなぜか今日に限って沸わき立っており、敷地も一般人に開放しているようだった。広々とした公園ほどもある大使館内が、人で埋めつくされている。

　正門ゲートには多くの来訪者が列をなして混雑し、ハロウィンのような仮装までしている人もいた。そんな人々には目もくれず、壮そう司じは大使館員用の小さなゲートへと歩を進め、何やら胸ポケットからカードのようなものを取り出し、警備員にかざしてみせた。すると警備員は静かにうなずき、門を開けてくれる。

「参りましょう。なかは混雑しています。私に付いてきてください」

　そう言って、壮司は俺と日ひ毬まりを促うながしてきた。

　壮司には、聞きたいことがたくさんあった。

　俺たちは「話があるから」と唐突に壮司から持ちかけられ、連れてこられた先が、ここアメリカ大使館だったのだ。なぜアメリカ大使館なのか。そして壮司は、いったい何者なのか。

　だが核心に入る前に、壮司のあとに追いすがりながら俺は尋たずねてみる。

「これは何の集まりなんだ？　すごい盛況だけど」

「本日開催されているのは、一般人に大使館を開放するビールパーティーです。年に一度、日米親善を兼ねて大使館が行っている恒例行事ですね」

　なるほど、これがそうか。アメリカ大使館主催のビールパーティーは俺も小耳にはさんだことがある。年に一回、一日限定で大使館や宿舎の敷地が一般公開され、なかではビールが飲み放題というフレンドリーシップパーティーだ。

　ラフな格好の人々で溢あふれるなかで、ちらほらとスーツを着た近隣のビジネスマンの参加者も混じっているようだ。虎ノ門界かい隈わいでのお祭りは珍しい。

　俺たちは壮司を先頭に、人波を搔かき分けて進んでいた。周りではビールを手にした人々の喧けん騒そうで、前に進むだけでも一苦労だ。各所でさまざまなイベント──ライブや軍楽隊の演奏、パレードやダンスなどが行われ、その周囲には人垣ができている。

　肉の匂いも充満していた。屋台が建ち並び、ビーフやチキンやポークの串焼きや、鶏とりの丸焼き、ハンバーガー、フランクフルト、タンドリーチキン、ピザなどが販売されている。店員はアメリカ人ばかりで、売り物はぜんぶアメリカンサイズだ。

　人々を搔き分けて進みながら、壮司の隣に進み出た日毬が矢継ぎ早に口にする。

「なぜ私たちをここに連れてきた？　壮司はいったいどんな立場なんだ？　信じたくはないが……まさか壮司はアメリカの息のかかった人間だったのか……？」

　次に俺が訊きこうと思っていたことだ。日毬はいても立ってもいられないらしい。

　壮司は言葉をにごらせる。

「……もうすぐわかります。ですが一つハッキリしているのは、私が忠節を誓っている相手は日に本ほん大たい志し会かいです。アメリカではありません」

「ということは、アメリカ政府の関係者ということだったんだな？　なぜ話してくれなかったんだ？」

　日毬の言葉には怒ど気きが含まれていた。裏切られた思いなのだろう。

「お𠮟しかりは如い何か様ようにも受け止めます。しかし、私の役割はそういうものだと理解して頂くしかありません。いずれ総そう帥すいもきっと、私のような人間が必要だと思ってくださることでしょう」

「バカな。壮司はスパイのような役割だったのではないのか？」

「それは……」

　ちょうどそのとき、俺たちの前に一人の男が立ちはだかった。アロハシャツの上にジャケットを羽織って、缶ビールを片手に持っていた。最初は、酔っぱらったオヤジの足元がおぼつかなくなり、俺たちの前に誤って立ちふさがってしまう格好になっただけなのかと思った。しかし男はどういうわけか、忌いま々いましそうに壮司を睨にらみつけている。

「佐さ々さ倉くら壮司！」

　男は、𠮟りつけるようなトーンで壮司の名前を言い放った。どうやら知り合いのようだ。よく見れば酔った風でもなく、冷徹な面おも持もちだ。ブロンドに白しら髪がも交じった中年のわりに、胸板が厚く、筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうとした厳いかめしい男だった。壮司も武道家らしくガタイがいい男なのだが、それに劣らない体格の持ち主だ。

「これはどうも、クルス大佐。仕事の関係で参上したのですが？」

　壮司は事務的な口調で応じた。

「仕事だと⁉　どんな話だ⁉　ここはお前などの来るところではない！」

　クルス大佐は腕を払うようにして言った。

「そう言われましても困ります。せっかくですので、大佐にご紹介しておきましょう。かの有名な日本大志会、神楽かぐら日毬総帥です」

「ひまりん、だと……？」

　不意をつかれたように大佐は目を見開き、一歩後じさった。そして、まじまじと日毬を眺めやってくる。

「どんな関係か知らないが、紹介された以上は答えねばなるまい。日本大志会総帥、神楽日毬だ。まさかアメリカ大使館に来ることになるとは思わず、私もどう対応していいのかわからない」

　日毬はサッとメガネを取り去ってみせた。いつものウールキャップは事務所に置いてきてしまったので、ポケットに入っていた度が入っていないメガネだけを着用していた。それでも注目さえされていなければ、意外とバレないものだ。すぐに日毬は再びメガネをかけた。

　大佐はゴホンと咳せき払ばらいをして、居ずまいを正す。

「不愉快な場面を見せてしまってすまない。ここの佐々倉壮司とは少しばかり組織が違っていてね。お会いできて光栄だ。アメリカ大使館駐在武官、ブレイデン・クルスだ。貴方あなたの名声には、ハリウッドスターですら足下にも及ばない。いつも活躍を楽しみにしているよ」

　急に紳士的な風に、笑顔で大佐は大きな手を差し出してきた。

　日毬と大佐は握手を交わす。

「うむ。よろしく頼む」

「こちらが、総帥をプロデュースしている芸能事務所──ひまりプロダクションの織おり葉ば社長です。私も今は、ひまりプロダクションに籍せきを置く身です」

　壮司はすぐ俺も紹介してきたので、俺も手を差し出す。

「ひまりプロダクション、代表の織葉颯はや斗とです。突然のことに困惑しています。お二人がいったいどういう間あいだ柄がらなのか……」

「困惑するのも無理はない。実はこの佐々倉壮司と私は、まったくの無関係でね。私自身、どういう対応をすればいいのか困っているよ」

　苦笑しながら大佐は言った。

「その通り。まったく無関係です。出会い頭に因いん縁ねんをつけられたので、会話を交わしただけです。こちらの大佐に、何か気を留めて頂く必要はありません。では参りましょうか」

　壮司はサッサと通り過ぎようとしたが、大佐が日毬の前に立ちふさがってくる。

「だが私も、ひまりんとは深く話し合う機会を持ちたいと思っていたところなんだ。いずれ接触する可能性も想定していたが、こんな形で会うことになるとはね。間近で見るひまりんは実に美しい女性だな。私もこの世界に身を置いて数々の独裁者を見てきたものだが……これほど愛らしい独裁者など未だかつてお目にかかったことがない。世界的名声を博すのもうなずける。独裁者としては、まさしくスーパーＳクラスの逸材だ。世界中のインチキ独裁者どもに、ひまりんがいかに素晴らしいかを力説してやりたい気分だよ」

　滔とう々とうと大佐は語った。アクセントが強い日本語だが、その表情は真ま面じ目めそのものだ。

　日毬は眉まゆをひそめる。

「それは口説き文句なのか？」

「そうではない、そういうことではない。誤解しないでもらいたいが、私は妻に操みさおを誓っている。私は政治の話をしているのだ。ひまりんと我々は、深く話し合うべきだろう。そうは思わないかね？」

　大佐の含みを持たせた言い回し。

「政治の話というのなら、受けて立っても構わない。しかしまずは貴公が、どういう立場の人間なのか説明してもらいたいところだな。それから壮司との関係も」

「だから佐々倉壮司とは無関係だよ。忠告する。この男は、今すぐ解雇した方がいい。私が言うのだから間違いない」

　親身な口調で大佐は言った。

　無表情で二人のやり取りを見やっていた壮司が、すかさず口にする。

「失敬な。どんな権限でそんな口を利きくんです？」

「ひまりんの熱心な一ファンからのアドバイスだよ」

　そのとき横から中年の女性が、大佐に声をかけてきた。

「クルス大佐！　お久しぶりね！」

「メアリー！　楽しんでくれているようだね。今日は家族と一緒かい？」

　大佐はいかにもアメリカンな大おお仰ぎょうな仕し草ぐさで女性を迎え、優しく英語で聞き返した。そしてすぐ大佐はこちらに顔を近づけてきて、小さな声で口にする。忙しいことだ。

「海兵隊の将官の奥さんなんだ。まだひまりんとは話したい。ちょっと待っていてくれないか」

「あら、お話し中だったかしら？　また今度でいいわよ」

　女性は俺たちを眺め回しながら言った。

　クルスは手振りを交え、女性に応じる。

「いや大丈夫。イザヤは来ているのかい？」

　大佐が女性と話し込み始めた隙すきに、壮司が俺たちを見やってくる。

「総帥、社長、今のうちに行きましょう」

「いいのか？」

　日毬は困惑していたが、壮司が強く言う。

「いいんです。付き合う必要はありません」

　すぐに俺たちは人混みに紛まぎれ込んだ。今は壮司に従うしかない。

　広い庭園は人でいっぱいだ。ビールで酔っぱらう人々もいたし、串刺しにした肉の塊かたまりにかぶりつく人もいた。白人も黒人もアジア人も分け隔へだて無く楽しんでいる様子は微笑ほほえましい限りだ。日米は、普通の人が政治的に過敏になる必要もない国同士だし、政治体制や理念も似通ったものを持っている。大戦争を繰り広げた仲ではあったけれど、近現代を通じて世界史を共有し、似たような経験も積んできた。言いたいことを言い合っても構わない。だからこそ大使館主催の政治的なお祭りであっても、日本人の方も気を遣つかわずに過ごせる場所なのだろう。

　人波を搔き分けながら壮司の後をついていくと、ビアガーデンのように折りたたみテーブルや椅い子すが並べられ、幾つものグループが酒を酌くみ交わしながら駄だ弁べり合っている場所へと辿たどり着いた。この辺りは大使館敷地の最も奥まった場所だけに、ここまで流れ着く人は少なく、人ひと気けがだいぶ落ち着いているようだった。

　そのビアガーデンの最奥の席で、中年の、口ヒゲを生やした男性がこちらに向けて手を上げているのが見えた。向こうが俺たちを先に見つけて、合図を送ってきたのだ。中年男性が囲むテーブルでは、三〇代後半らしき白人女性と、一〇代前半のブロンドの少女がこちらに笑顔を向けている。

　壮司は無言でその三人のテーブルに向けて足を進め、俺と日毬が後に続いた。

「ママ！　見て見て！　本物のひまりんだよ！」

　少女は日毬の姿に目を丸くし、母親と思おぼしき三〇代半ばの女性の袖を摑つかんで、キャッキャと騒いだ。

　中年男性が立ち上がり、俺たちを迎える。

「ようこそ！　神楽さんを待ってたんだ。ひまりプロダクションの社長もね」

　そして男性は手を差し出し、握手を求めてくる。

「ローガン・レイエスだ。よろしく。ローガンと呼んでくれ」

「日本大志会総帥、神楽日毬だ。ときどきアイドル活動もやっている」

「ひまりプロダクション、織葉颯斗です。私のことは颯斗で結構です」

　ローガンの横から、少女がはしゃいで口にする。

「ひまりん！　私とも握手してくれる？」

「うむ。よろしく頼む」

「私はリリィ・レイエス。ひまりんを一杯テレビで見てて、いつか会ってみたいなぁって思っていたの。こんなに早く夢が叶かなうなんて思わなかったわ」

「そこまで喜んでもらえるのは、一政党の党首として喜ばしい限りだ。私もより一層の精進を重ねてゆきたいと思う」

「私の大事な娘なんだ。どうか仲良くしてやってほしい」
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　ローガンが少女の肩に手を置いて言った。

「家族なのか？」

　日毬の問いに、ローガンがうなずく。

「そうだ。こちらは私の妻──クロエ・レイエスだ」

「クロエよ。よろしく、神楽さん。娘があなたの大ファンなの。ときどき会ってもらえると嬉しいわ」

　笑顔で言いながらクロエは手を差し出してきた。日毬に続き、俺も握手を交わした。

　挨あい拶さつが済むとすぐ日毬が訊く。

「そもそも、私をここに呼んだのはどうしてだ？」

「それを話そう。座ってほしい」

　ローガンに促され、俺たちはビアガーデン用の椅子に腰かけた。プラスチック製の貧相なテーブルと椅子である。こんな場所で、しかも和わ気き藹あい々あいとした家族連れの相手と、何か重要な打ち合わせをするとは思いがたい。

「壮司、すまなかったな。手間をかけてしまった」

　ローガンは壮司を見やり、労をねぎらった。

「たまには私も言い付けに従わないと、いい加減に外されてしまいますからね。もっとも、それならそれで一向に構わないわけですが」

「そう言うな。壮司はいつも、実に良いポジションに身を置いてくれる。まさか神楽さんのところに食い込んでくれるとはね。我々にとっても貴重な人材だよ」

「多分に誤解があるようです。あなたのために日本大志会の党員になったわけではありません。私は自らの信条に従って生きているだけです」

「それでいい。壮司が好きな動きをしてくれているからこそ、本当に質の良い情報をもたらしてくれるんだよ」

　日毬が気難しい顔つきになる。

「やはり情報機関員か。アメリカ大使館に連れてこられたときに薄々感づいてはいたが……私に接触してくるのはどういう魂こん胆たんだ？」

「私は貿易商を営んでいる者だ。ベイリングから委託を受け、アジア地域を中心にセールスを担当している。今は日本の防衛省とも新しいミサイルシステムの導入計画について交渉を重ねているところなんだ」

　口調には、どこか冗談交じりといったニュアンスがあった。

　ベイリングはアメリカ最大、そして世界最大の航空宇宙機器開発会社だ。民間分野では大型旅客機で多大な実績を上げ、軍事部門では戦闘機、ミサイル、宇宙兵器などで地球をリードする技術力と生産力を誇る巨大企業グループである。宇宙人を相手に戦いでも始めかねない、途方もないスケールの軍産複合体なのだ。

　日毬は即座に首をふる。

「信じない。どうにも貴公には、端はなっから隠すつもりなどないように見受けられるが？」

　ローガンはおどけた風に両手を広げ、あっけらかんと口にする。

「その通り、ＣＩＡだ。この会合が終わったあと、どうせ壮司が自らの身分を神楽さんに打ち明けることになるだろう。ならば最初から、腹を割って話していた方がいい」

「この人はＣＩＡ東アジア支局長です。極東地域全般の情報に最も精通した世界的権威と呼んでも、過言ではないでしょう」

　壮司はポーカーフェイスで説明してきた。

　できるだけ表情に出さないように俺は試みたが、内心では度ど肝ぎもを抜かれていた。壮司があっさりと言うから、一瞬、大したことのないように聞こえる。しかし、重々に身構えなくてはならない相手だ。由ゆ佳か里りに話せば興奮するに違いない。

　肝心のことを俺は確認する。

「なら、佐々倉さん自身はどういう身分だったの？　いわゆる工作員？」

「私はフリーのエージェントにすぎません。ＣＩＡから最初に接触を受けたのはアメリカの大学院に在籍していたときでしたが、その後、日本で国会議員の秘書を始めると正式にスカウトされ、今に至ります。しかしアメリカのために働いているつもりは私にはなく、双方の利害が合致したときだけ協力関係を築き、必要に応じて情報を流してきました」

　頑がん固こ一いっ徹てつに思われていた壮司に、実は鵺ぬえのような側面があったのだ。まったく想定すらしていなかった自分が情けない。だが、壮司がそのことを明かしてくれたのは、信頼していいということではないだろうか。

「壮司は優秀なエージェントだよ。政界とも付かず離れず、よいポジション取りができている。しかも今最高にホットな日本大志会の内部中枢にいるのだからな。抜群の働きだよ」

　そんなローガンの言葉を、すかさず壮司が否定する。

「いかにもアメリカのために役に立っていると受け取れる言い回しは、止めてもらいたいですね。私は日本国家のためだけに、ＣＩＡのエージェントを受ける決意をしたんです。それは話を受諾するときにあなたにも率直に伝えたはず」

「同じことだよ。日本とアメリカは運命を共にしている。それが日本人の選択なんだ。ならば、アメリカのために役立つことが日本のためにもなるだろう」

　すごい理論だったが、かといって外れているわけでもない。ＣＩＡから見れば至し極ごく当然の認識だろうか。

　ローガンは続ける。

「今日は本当に、家族でビールパーティーに出席するだけのはずだったんだ。しかし壮司と話してみて、このタイミングがベストだろうと判断した。こういうオープンな席で家族まで含めて席を共にした方が、逆に怪しまれることがない。情報工作には、こういうことが間ま々まにある。娘も大いに喜んでくれてね。一三歳になったばかりだから、良い誕生日プレゼントになってくれたろう」

「よろしくね、ひまりん。パパの仕事が終わったら、あとでお話ししたいな」

　リリィは屈託ない笑みを浮かべた。小学校を卒業したばかりといったところだろうか。やはりまだ幼さがある。

「綺き麗れいな日本語ですね。完璧に日本人のものです」

　俺の言葉に、クロエが応じてくる。

「娘は英語、日本語のネイティブよ。それからフランス語と北京語も学ばせているところなの。私が教師役よ」

「奥さんが自ら教えているんですか？」

「妻は元国務省のキャリアでね。妻が日本大使館に赴任していたときに出会ったんだ。四ヶ国語を扱える。ぼくより優秀で本当に困ってるよ」

　ローガンが説明してきた。

「あなたのせいで私のキャリアは台無しよ。今は上智大学で国際関係学を教えてるの。びっくりするほど詰まらない仕事で困ってるわ」

　典型的なＷＡＰＳ──白人エリート支配層の保守派といった風に見受けられるが、なかでもかなりのエスタブリッシュメントな一家である。

「ところで、ＣＩＡが私に接触してきたのはどうしてだ？　その魂胆を、包み隠さず教えてもらいたい」

　問い質ただすように日毬が言った。

　含みを持つような顔つきで、ローガンが応じる。

「……神楽さんは、我々ＣＩＡが日本大志会を支援することに興味はないだろうか？」

「ない……と、即断したいところだが、私とて政党を率いる身。政界に深く関われば関わるほど、貴公らのような勢力と関係することもあるはずだ。現に日本の公安部が、しつこいくらいに私に付きまとっている。ならば、まずは耳を傾かたむけ、貴公らの目的を理解することが必要だろう」

「神楽さんは興味深い提てい携けい相手だと考えている。なぜなら神楽さんには、世論を動かす力があるからだ。もし早い段階から我々と神楽さんの方針が合わせられるなら、それは日本人にとってもアメリカ人にとっても、大いに素晴らしい結果に繫つながるかもしれない。我々も全面的に神楽さんを支援していくことができるだろうね」

「私がＣＩＡのエージェントになると思ったら間違いだ。アメリカは同盟国として大事に扱うべき相手だと心得ているが、アメリカ国家の陰いん謀ぼうに荷か担たんするつもりは私には微み塵じんもない」

「陰謀ではない。いつでも話し合え、協力し合える関係を構築していきたいだけだ。外交の舞台ならば当たり前の関係を、早い段階で創り上げておく必要性を我々は感じている」

「……目的は、なんだ？」

　日毬は、鋭い視線をローガンに向けた。

「……今日は家族も同席していることだから、ほどほどにしたいところだ。だがＣＩＡに、何か今すぐ成し遂げたい明確な目的があるわけではない。関係性を創っておきたいだけだ。普通の人が考えるよりもずっと、情報工作とは息が長くて、無駄が多い地味な作業なんだよ」

「目的がないのにＣＩＡが接触してくるとは思わない」

「神楽さんは誤解している。我々は映画のなかのド派手なＣＩＡではない。キーマンになりえる相手と関係性を築き上げながら、そのコネクションがどのように扱えるかを研究し、判断していく必要がある。もちろんＣＩＡで考えていることは多々あるが、それがホワイトハウスの方針になっているわけでもない」

「たとえアメリカ国家の決定事項には未だなっていなくとも、ＣＩＡで描いている方針というものがあるだろう？　それを聞かせてもらいたい」

「この人間社会、いつ何時、戦争のような事態に発展しないとも限らない。中東と極東が、現時点最大のホットスポットと言えるだろう。いざ有事となった場合、極東の中核にある日本の世論を適切にコントロールしていくためには、神楽さんの力を借りたい瞬間が来るのではないかと我々は考えている」

「それは戦争が迫っているということか？　それともアメリカには、極東地域での戦争を起こす意図があるのか？」

「そうではない。もっと大たい所しょ高こう所しょから見た一般論だ。人間社会においては、常にそのことを想定しておかなくてはならない……と言っている」

「非常に曖あい昧まいな話に聞こえるな。ましてや一般論を持ち出されては、何の判断材料にもならない。私としてもどう応じるべきか困ってしまうぞ」

「いいんだ。そう構えないでいてほしい。我々としても神楽さんとの関係は、中期的視野に立って考えている。今すぐ何かを取り決める必要もない。だからこそ、今日はこうして家族ぐるみでいいのではないかと思ったんだよ」

　クロエが皆を見回し口をはさんでくる。

「せっかくのパーティーなんだし、食べましょうよ。食事をしながら会話した方が話も弾はずむでしょ？」

　俺たちはクロエの提案に乗り、皆で席を立って近場の屋台から適当に食べ物や飲み物を買い集めた。それをテーブルに持ち寄り、皆で食べながら話し始めた。話題はいったんＣＩＡ関連から遠ざかり、パーティーや家族の事柄になってゆく。小腹も空き始めた頃合いだったので、ちょうどいい。

「肉ばかりだな……。胃もたれしてしまうぞ……」

　目の前の肉の山に、日毬は辟へき易えきしたようだ。

「エビもあるよ。はい、ひまりん。いっぱい食べてね」

　そう言いながら、リリィが甲か斐い甲が斐いしく日毬の皿に焼いたエビを取り分けた。

「うむ。感謝するぞ」

「ひまりん、アイドルって楽しい？」

　興きょう味み津しん々しんでリリィは訊いてきた。

「……むう……どうだろうか。……率直なところを言えば、楽しいと感じたことはない。私は義務感を持って事に当たっている。この仕事が、私が率いる政治政党に多大な貢献をしてくれていると確信しているからこそ、私にはアイドルをやる使命があるのだ」

「考えてみれば、ケネディやガンジーやヒトラーも、アイドルみたいな仕事だよねー。ひまりんも一緒なんだ。注目される立場から民衆を見るのって楽しい？」

　リリィは一三歳になったばかりにしては、なかなか知的な子らしかった。教育の賜たま物ものだろうか。

　やや日毬は面めん喰くらったようにしつつも、考えながら応じてゆく。

「そういう側面はたしかにあるだろう。できるだけ世間を突き放して見ないよう、心がけてはいるつもりだ……。いかなる状況にあっても、民衆には真しん摯しに向き合ってゆきたいと願っている」

「パパが昨日の夜に『もしかしたら明日、ひまりんと会うことになるかもしれない』って言うから、もう嬉しくて信じられなくて、昨日は興奮しちゃって寝られなかったんだよ」

「最高の誕生日プレゼントだろう？」

　ローガンが笑顔で言った。娘を同席させるのは、個人的な目的もあったということだろう。

「うん！　パパ、ありがとう……」

「突然の成り行きには驚いたが……そこまで喜んでもらえるのならば、足を運んだ甲斐があったというものだ」

　それから日毬とリリィは友達のように話し込み始めた。

　俺がローガンに質問する。

「そもそも、どうしてぼくらをここまで呼んだんです？　うちの事務所に来てくれれば、きちんと応じたのに」

「私の動きはいつ何時、ロシアや中国に漏もれないとも限らない。加えてアメリカ政府側だって一枚岩じゃないんだから、身内の変な勘かんぐりが予想外の展開に転がっていく可能性だってある。だからこういう席でオープンに、密談っぽくないくらいでちょうどいいんだよ。それに娘にも、神楽さんに会わせてやりたかったしね」

「なるほど……」

「それから神楽さんは中国情報部の重点監視対象だよ。仕事や動きは、すべて向こうも把握していると想定しておくべきだ」

「中国の？　それは本当か？」

　娘と話し込んでいた日毬が、ハッとしてこちらを振り向いてきた。

「警視庁公安部が、神楽さんとの距離感を変えたろう？　それはアメリカ側の動きに反応してのことではない。彼らが我々に表立って反抗するようなこともない。公安部が注視しているのは中国の情報機関員の動向であって、今後は神楽さんと共同歩調を取った方がいいと決めた結果なんだろう」

　ローガンの情報は、俺たちにとって非常に有益なものだった。公安部の奇妙な動きに、ようやく合点がいったからだ。

「ううむ……やはりそうなるのか……。どうしたものか……」

　眉をひそめて日毬はうなった。

　中国は、日本の国家主義に最も敏感な国だから、日毬を監視してくるのは当然でもあるだろう。諜ちょう報ほう組織がある国ならば日常業務には違いない。何事にも無防備な日本の方が、常じょう軌きを逸いっしているだけである。

「だが中国も一枚岩というわけではない。目下のところ中国国家安全部は厳重に動向を追えばいいと考えているだけのようだが、しかし人民解放軍総参謀部第二部の方はかなり強硬なスタンスで臨のぞむつもりのようだ。今後もし神楽さんが日本政界に影響力を及ぼすようなポジションになるとすれば……その前に暗殺、という可能性も想定しておいた方がいいだろう。念のため、注意は怠おこたらないべきだ。今日はそれを、忠告もしておきたかった」

「ふふ、共産国家でもお家事情は変わらないということね。高こう慢まんちきな人民解放軍にはお仕置きが必要よ。一度ガツンとやって、実力の違いを完かん膚ぷ無なきまでに思い知らせてやった方がいいわ」

　クロエは肩をすくめて口にした。

「私としては中国とのパイプは太くしていきたいと思っているのだが……なんとも難しいものだ……。戦争は避けたいところではあるが……それでもやはり開戦の想定だけはしておかなくてはならないのだろう」

「大丈夫だよ。人民解放軍のなかは混ぜこぜに分裂してるから、そのうち自滅すると思うよ。きっと勝手にアメリカに戦いを挑いどんできて、勝手に死んじゃうの。勝てるわけないのにね」

　リリィは、さも当然といった様子で言い放った。一三歳の少女が口にする内容ではないような気がしたが、父親も母親も特に意識していないようだった。子どもの言葉だからか、いささか辛しん辣らつな表現で辟易してしまう。

　日毬は意表をつかれたようにリリィを見やり、口にする。

「う、うむ……。そうだろうか……」

「人民解放軍はいつアメリカに踏みつぶされるか恐怖で怯おびえてて、そのストレスで軍部が暴走するからね。いつかの日本みたいじゃない？」

　日本なら、どんなに優れた家庭でも、小中学生ほどの子どもが人民解放軍とアメリカとの関係や、モデルケースになるような往年の国際関係をきちんと把握していたりはしない。エリート教育もここまでいくと、実に恐ろしいものである。

　だが一方で自分のことを振り返ってみた場合、リリィと同じくらいの年齢のときは、すでに経営についての基本的な手ほどきを受け始めていたように思う。子ども時代には実践経験がほとんどなかっただけで、企業経営の気構えについては学び終えていたのではないだろうか。ということは、うちの家が子どもに施したものが経営面での帝王学だったし、レイエス家はそれが政治面や外交面の帝王学なのだろう。そう考えれば、俺はリリィのことを恐ろしいとは言えないのかもしれない。

　日毬は口にする。

「しかし、人民解放軍が恐怖するように仕向けているのはアメリカではないのか？」

「それはあるよね。そこがまさに、パパの仕事ってことじゃないかな？」

　リリィは、日毬の疑問を少しも否定しなかった。やはりこの子はわかっているのだ。上うわっ面つらの知識だけで語っているわけではないのは間違いなさそうである。

　ローガンが言う。

「中国側だってアメリカに対して、ありとあらゆる工作を仕掛けてきてるんだ。急激に盛り上がる中国のアメリカ敵視政策には、我々の方が困惑している。中国に盗まれた軍事技術は一つや二つじゃ済まないんだよ。東風21Ｄの開発における技術流出は、我々にとって最も忌々しい事態だった。アメリカは世界に責任を持つ国家として、日本のように無為無策ではいられないんだよ」

　東風21は、中国が開発した、核弾頭搭載可能な準中距離弾道ミサイルである。派生型に東風21Ｄという対艦弾道ミサイルがあり、これは台湾有事を想定して、アメリカ軍の第七艦隊に対抗するために開発された。この東風21Ｄは高速で目標に接近しつつも軌道を変更するので、迎撃するのが非常に難しい。イージスシステムを以もってしても防御は容易ではなく、アメリカの空母が安心して中国近海に近づくことは不可能な情勢になりつつある。極めて技術レベルが高いミサイルであり、もともと米軍が持っていた技術に近いため、中国が技術を窃せっ盗とうしたとささやかれていたものだ。

「ですが根本的な問題は、現状のアメリカ政府内で、ＣＩＡが蚊か帳やの外に置かれているということですね」

　壮司の言葉に、クロエが応じる。

「ウォーカーはＣＩＡが嫌いなのよ。ＣＩＡの助けなしで、何もかもをやりおおせるつもりなんでしょう。先を見み据すえられないのよ」

　ウォーカーとはアメリカ大統領のことだ。クロード・ウォーカー。世界的知名度でいえば、日毬より上にある数少ない人物であろう。他に日毬より有名人を探すとすれば、故人であるマイケル・ジャクソンやマドンナ、さらにはチャップリンやヒトラーにまで遡さかのぼらねばならないかもしれない。さすがにイエス・キリストとは勝負にならないが。

　壮司は淡々と口にする。

「しかしＣＩＡはこのところ失敗続きで、大統領の気持ちもわからなくはない。大統領自身、上院議員時代にＣＩＡの誤情報に乗せられ、イラク攻撃を積極的に推おし進めた議員でしょう？」

「壮司。あなた、ＣＩＡのスパイでしょ？　自分自身にツバを吐はきかけてるような言い方よ？」

　リリィが憤ふん然ぜんとして口をはさんだ。

「スパイ呼ばわりはしないで頂きたい。協力者です。アメリカ国家に忠誠を誓っているわけではありません。冷静に現状を指摘しているだけです」

「ふーん。でも、ＣＩＡからお金をもらって動いているということよね。それってやっぱりアメリカ政府のために働くスパイみたいなものよ」

「見解の相違です。外部業者や取引先だと思ってください。仕事内容が折り合ったときだけ、受注して動くようなものです」

「でも──」

　リリィはまだ何か言いたそうではあったが、ローガンが押し止とどめる。

「いいんだ、リリィ。ＣＩＡが今、危機にあることは事実なんだ。我々の存在意義が問われている」

　クロエが言う。

「長官のディアスもよくないわ。ホワイトハウスに媚こびを売ろうと必死で、周りが見えてないのよね。『何でもいいから主導権を取り戻す成果を上げろ』って曖昧な命令ばかり。方針の指示もなしで何もかもこっちが決めなくちゃならないんだし、責任も被るわけでしょう。こんなタイミングであなたが東アジア支局長だったのは不運よね」

「愚ぐ痴ちを言っても仕方がないだろう。俺はもう五年も東アジア支局長をやっているんだ。他に日本語や北京語や広東語を話せる適任がいないんだよ」

「ＯＢたちのヘマがなければ、あなたはもしかするとＣＩＡ長官だって狙えたかもしれないわ。それなのにＣＩＡが能無しのレッテルを貼はられ……局内での出世は、もう諦あきらめた方がよさそうよね」

「出世のためにこの仕事をしているわけじゃない。世界秩序を維持するという崇すう高こうな役割を与えられている」

「与えられてないでしょう？　無視されてるの。私が国務省に残って、あなたがＣＩＡを手っ取り早く去った方がよかったかもしれないわね。あなたは保険のセールスにでも転職していればよかったのよ」

　そんなクロエの辛辣な言葉に、ローガンは困ったように顔をしかめた。

「パパ、ママ……喧けん嘩かしないで。お願いよ」

　リリィは懇こん願がん口調で二人の会話に割って入った。

　夫婦の揉もめ事を見せつけられても困るところだが、かといって部外者の俺たちが調停に入るのも憚られる。

　中間管理職の悲哀といったところだろうか。スパイだって所しょ詮せんは国家公務員だし、ＣＩＡは六〇〇〇人もの人員を抱える大組織である。わけのわからない命令だったとしても服従する義務があるし、命令がなくても何らかの成果を上げる必要もあるだろう。下っ端ぱのメンバーならまだしも、支局長ともなれば尚なお更さらだ。

　壮司は、俺と日毬に顔を近づけ、小声でささやく。

「申し訳ない。こんな内輪話になるとは思っておらず……」

「すまない。変なところを見せてしまった」

　俺たちが困惑するのを察したローガンが言い、咳払いをして続ける。

「そこで神楽さん、私から改めて提案だ。今後、ＣＩＡと共同歩調を取っていかないか？　日本大志会が主流になっていくために、我々が提供できることは多くある。人脈、資金、プランニング……必要に応じて、ありとあらゆる手助けができるだろう。そして我々も、神楽さんが主導権を握れば握るほど、日本政界に対する影響力が大きくなってゆく。お互いにとってメリットのある提案のはずだ。いかがだろうか？」

「今の貴公たち家族の会話が謀略でないのなら、どうやら本当にＣＩＡには確固とした目的があるわけではなさそうだな。ホワイトハウスの意向を受けて動いているわけではなさそうだし、それが故に、コロコロと方針が変わる可能性すらあるに違いない。組む相手としては不安しかないぞ。本当に大丈夫なのか？」

　冷静な口調で日毬が念押しした。

「ＣＩＡに対するホワイトハウスの影響力が弱い現状だからこそ、組む相手としては適切だと判断してもいいのではないか？　対等な立場で協力関係を築いていけると思うんだ。私なら、できる限り神楽さんの要望を吞のんでいける。我々が神楽さんに協力するなかで、日本政界に対する影響力を拡大していけば、ＣＩＡがまた極東地域で盛り返すことも可能になってくるだろう」

「……」

　日毬は押し黙った。そして思案するような面持ちになり、訝いぶかしげにゆっくりと続ける。

「そもそも論になるが……貴公のような情報機関員が、どこまで本当のことを語っているのか疑わしい。弱々しいＣＩＡの内実を私に示すことが、演技であるという可能性が大いにある」

「それはない。本当だよ。なぜなら君たちのところには壮司がいるからだ。壮司はＣＩＡのエージェントだが、それでもＣＩＡに忠誠を誓っていないことを私は知っている。だからここで私が誇こ張ちょうした内容を話しても、この会合ののち、壮司は君たちに何もかもを伝えてしまうだろう。だからこそ神楽さんの信頼を勝ち得るために、こちらも都合の悪いことを隠すつもりはないんだ」

　壮司が繫ぎ役になってくれるのはＣＩＡにとってプラスにもなるが、マイナス面もあるということだろう。

　気難しい顔でローガンが続けてゆく。

「我々ＣＩＡは厳しい立場にある。ホワイトハウスの主流だったのは今は昔。傍ぼう流りゅうに身を落として、自分たちの存在意義を模も索さくする日々だ。それでもＣＩＡが情報機関として大組織であり、世界の情報に最も精通した組織の一つである事実に変わりはない。我々は今最もホットな極東地域で主導権を取り戻すことで、アメリカ政界におけるＣＩＡの影響力をまた昔のようにしたいんだ。それが私に与えられたＣＩＡ内での使命でもある」

「使命は大げさよね。この人、長官から口うるさく言われてるの。何でもいいから成果を上げろって。毎日毎日、本国とわけのわからないやりとりでノイローゼ気味なのよ。本国対策が、この人の今最も重要な仕事じゃないかしら？」

　クロエの言葉に、ローガンは肩をすくめた。

「それが偽りのないＣＩＡの現状だ。……ＤＩＡやＮＳＡやＣＩＡなど各種の諜報組織がそれぞれの視点から逐ちく一いち情報を上げていく体制が、真にバランスあるアメリカ外交を創り出すはずだ。にもかかわらず、ＣＩＡは往年の力を失ってしまっている。なんとかしたい」

「貴公らにとっては、極東地域や日本の平和や安定など、どうでもいいのだな。アメリカ国内での政治的影響力を取り戻すための駒こまにすぎないのか」

「どうでもいいとまでは思っちゃいない。しかしアメリカ人である私が、神楽さんのように我が身のこととして日本の将来を考えているわけではないのも事実だろう。日本のことは、日本人が決めればいい」

　リリィが嬉々として口にする。

「私は日本大好きだよ。先月、パパとママと京都に旅行したんだけどね、任天堂の旧本社まで行ってきたんだ。ひまりんはポケモン、やったことある？」

「わ、私はないのだが……。昔、クラスメートがみんなポケモンに夢中だったころがあって、私だけ話題についていけなかったんだ……。何も知らない私は除のけ者にされ、哀しい思いをしたことがある……」

　日毬は寂さびしそうな面持ちで言った。

「リリィは半分くらい日本人みたいなものだからね。私やこの人にとってはやっぱり外国だけど、リリィにとっては生まれ故郷でもある。そういう意味では、私たち一家にとって重要な国よ」

　クロエは言うが、それは単なる好き嫌いの話であろう。いざ有事となった場合に日本を守ろうと動くわけでもないはずだ。

　俺が口をはさむ。

「もう一度確認させてもらいたいんですが……神楽がＣＩＡと歩調を合わせるといっても、単に情報交換していく仲になろうってだけですよね？」

「いや、本格的に組むとなれば、神楽さんに対する支援は惜しまない。ＣＩＡが仲介すれば、神楽さんが日本政界の中枢に近づくのは早いだろう。そのことは約束できる」

「ＣＩＡの具体的なメリットは？」

「神楽さんを介し、日本に影響力を持てるだろう。正規の外交ルートよりずっと強力なパイプを築くことができる。そうやってＣＩＡと太いコネクションを保ってきた首相も過去に数名いたが、その頃の日米関係は極めて良好だった。往年の影響力を取り戻すために、神楽さんは極めて興味深い人物になるということだよ」

　ローガンは真面目な面持ちで言った。

　ＣＩＡとしては、日毬に白羽の矢を立てたということだ。もっとも、別に日毬を特別に選んだというわけではなく、他の重要な政治家らともパイプを保っているに違いないけれども。日毬は、そのうちの一人に肩を並べる程度にはＣＩＡから認められたということだ。

「颯斗は、どう思う？」

　日毬は俺に視線を向けて、訊いてきた。

「あとで話そう。突然のことだから、今は何も整理できない」

「そうだな。……貴公からの提案は理解した。少し考えさせてくれないか？」

「了解した。こちらも今ここで返事をもらおうとは思っちゃいない。壮司がパイプ役を務めてくれるから、返事はいつでもＯＫだ」

　ローガンは承しょう諾だくし、テーブルに両手を広げる。

「重要な用件は済んだ。今日はせっかくのパーティーだし、気の済むまで食べて飲もうじゃないか。さあ、神楽さんも織葉さんも、どんどん食べてくれ」

「気持ちは嬉しいが、今日は帰ろうと思う。本心を打ち明ければ、提案を聞いて、気持ちがざわめいているんだ。素直に食事が喉のどを通りそうにない」

「急にここまで来ることになったので、仕事を放り出してあります。そろそろ戻らないと」

　俺も腕時計を見て応じた。

「そうか……。残念だ。娘が神楽さんの大ファンだから、もっと日常のいろいろなことを話してみたかったのだが」

「よろしければファミリーで事務所に遊びに来てください。喜んでお迎えしますよ。ローガンが他国に監視されてて気軽に動けないのなら、娘さんと奥さんだけでも」

「本当？　本当に、いいの？」

「もちろん。いつでも待ってるよ。事前に携帯やメールで連絡をもらえれば、ちゃんと時間を調整するからね。名刺を渡しておくよ」

　俺は名刺を差し出した。リリィは顔を輝かせて受け取った。

　すかさずクロエが説明する。

「リリィ、日本ではね、こういう返答を社交辞令って言うの。あまり喜んじゃダメよ」

「いやいや、本当にいいですよ。ぜひ来てみてください。今日の話がどんな風に発展するかわかりませんが、まさかＣＩＡとコネクションが出来るなんて思っていなかったんで、ぼくらとしても勉強になります」

「真に受けていいのかしら？」

「ええ。何なら今、予定を決めちゃいますか？」

「なら本当に娘と一緒に訪問させてもらうわ。あとでこっちから連絡させて。楽しみよ」

　クロエの言葉に、リリィがはしゃぐ。

「やった！　ひまりんとまた会えるんだね。ひまりん、私と友達になってくれる？」

「喜んでそうしよう。自らの恥を晒さらすようだが、私は友達がとても少ないんだ。親しく付き合ってくれる人は私から歓迎したいくらいだぞ」

　日毬は重々しくうなずいた。

　それから俺たちは別れの挨拶を交わし、リリィに手を振って席をあとにした。

　また人波を搔き分けて帰らなくてはならない。この辺はまだ空いているが、正門ゲートに近づけば近づくほど混雑が激しくなる。見渡す限りの人々で、出入り口付近はちょっとした満員電車並だ。

　俺たちは出店が並び立つエリアに差し掛かった。この辺りから人々が溢れ出す。

　突然、待ちかねていたように人混みからクルス大佐が現れた。そして俺たちの行く手に立ちふさがり、親しげな笑みを浮かべた。一家と話し込んでいる俺たちを見つけ、様子を窺うかがっていたのかもしれない。

「まだ話はこれからだったじゃないか。ずいぶん探したんだよ」

　大佐はさらに進み出てきて、日毬と俺を交互に見やってきた。

「またお会いしましたね、クルス大佐」

　壮司は言葉をかけたが、大佐は壮司を押しのけるようにして日毬と向き合う。

「私はひまりんのファンなんだ。本当なんだよ。油性ペンを用意した。サインしてくれないか」

　大佐はペンを押し付けるようにして日毬に手渡してきた。

「構わないが……どこにサインしろと言うのだ？」

「ここだよ、ここ」

　大佐が自分の衣服の端はしを引っ張り、指差した。

　日毬は大いに戸と惑まどう。

「ジャケットにしろと言うのか？　この場所にサインすると目立ちすぎる。しかも生き地じや仕立てもいいし、高そうな服ではないか」

「ひまりんのサインが入った服なんて、それはもう服じゃないよ。着て歩くわけがない。これからは大事に部屋に飾っておくんだ」

「色紙でいいのではないか？」

「それでは面白くない。今日この服を着ていたときに突然出会ったという思い出を大切にしたいんだ。ローマ字じゃなく、漢字で頼む」

「う、うむ……。貴公がそれでいいのなら……」

　サインしづらそうにしつつも、日毬はジャケットの腹のあたりになんとか自分の名前をかき上げたのだった。

「オーマイガッ！　こいつは素晴らしい！　大切にするよ」

　大佐は年齢に似合わず本気ではしゃいでいるようで、何度もサインを確認し、子どものように顔を輝かせていた。

「そこまで喜んでもらえると光栄だ。しかし、立派なジャケットがもったいない気もするが……」

　そして大佐はチラと壮司を見やってから、意味深に口にする。

「まさか今日ここでひまりんに会うなんて思いも及ばなかったよ。だけど、ちょうどいい機会だ。我々と話し合うつもりはないか？　ひまりんとなら、今後の日米関係を深く議論していける関係性を構築できるだろうね」

「つい今しがたも、似たような話があったばかりだぞ。いったい何事だ」

　さらに日毬は困惑の表情を強め、俺と壮司に視線を走らせた。

「ＣＩＡの連中だな？　相も変わらずスパイごっこが好きらしい。我々を差し置いていち早くひまりんを取り込もうとする姿勢たるや、まったくもって手ばかりが早い連中だ。しかし有能かどうかと問われれば、いささか素行に問題があるヤツらだよ」

「貴公はいったい何者なのだ？　大佐ということは軍人なのだろう？」

　日毬の疑問に対し、横から壮司が説明する。

「クルス大佐はアメリカ大使館付けの武官ですが、実態はＤＩＡの情報機関員です。アジア太平洋地域にて工作活動を展開する役目を担っており、アメリカの極東政策を決める上で、大きな発言力を持つ方であると言えるでしょう」

　ＤＩＡは、一九六一年に設立されたアメリカ国防総省に属する諜報機関である。主には軍事関連の情報収集・工作活動を行う機関だと考えられているが、実際には幅広く政治的な諜報活動を行っており、ＣＩＡとも行動範囲が被っていることが多い。アメリカ最大の巨大省庁である国防総省をバックにしている分だけ、ＣＩＡよりもパワフルな組織であると言えた。

「……。外野は黙っていてくれないか。ひまりん、話し合おう。ＣＩＡ抜きでだ。今日はこんな日だからゆっくりできないが、後日、アメリカ大使館に招待しようじゃないか。そうだ、大使にも紹介する。我々は、さまざまな事柄を話し合っていけるはずだ」

　まくしたてながら、大佐は名刺を差し出してきた。俺と日毬に一枚ずつ。名前とメールアドレスだけが記載された簡素なものだ。壮司には見向きもせず、名刺を渡しもしなかった。

「織葉社長にも忠告しておこう。ＣＩＡの要員は解雇した方がよさそうだぞ。存在するだけでマイナスになる人間というのはいるものだ。誰のことかは申し上げないがね」

　大佐が俺に向けて深刻な表情で語り始めた、ちょうどそのとき──。

「大佐！　パパの悪口なら許さないわ！」

　後ろから声がかかり、俺たちは全員振り向いた。

　そこにいたのはリリィとクロエの母子だった。

　リリィに続き、クロエも鋭い視線を向けてくる。

「クルス大佐。出店に食べ物を探しにきてみれば……うちの家族のことで文句を言っているような気がしてね。私のいる前で、いい度胸をしているようね」

「クロエ、リリィ……。別に悪口じゃあないよ。国防総省としても、アジア太平洋地域の権益は非常に貴重な要素であって、今後の日本政界の成り行きには興味があるんだ。ＣＩＡに荒らされるわけにはいかないんだよ……」

「ＣＩＡを邪険にするあなたの方に問題があるのよ。アメリカの国益を真に考えるなら、ＣＩＡの能力を活いかす道を考えなさい。ペンタゴンに諜報機関まで集中しようとする現状は、アメリカ国家として憂うれうべきことよ」

「もうクロエは国務省の人間じゃないだろう……。ローガンに伝えておいてくれ。クシャミ野郎の戯ざれ言ごとなんて無視していいから、国防総省とちゃんと足並みを揃そろえてくれってさ」

　それからレイエス母子と大佐の間で言い合いが始まった。レイエス母子は大佐を罵ののしるが、一方の大佐はチンピラに絡まれたとでも言わんばかりに弱り顔だった。一見、立場はレイエス母子の方が強いように見受けられたが、それは単に女性側がヒステリックなだけかもしれなかった。実際のところ、ＣＩＡと国防総省を比べれば、規模や政界への影響力から、どうみても国防総省に分ぶがあるような気がした。

　壮司は声を潜ひそめて、俺と日毬に解説する。

「クシャミ野郎とは、ＣＩＡ長官の陰でのアダナのことです。重度の花粉症で、年がら年中クシャミをしまくるんで付いたアダナだそうですよ」

　リリィの金切り声が響く。

「──大佐にはがっかりしたわ！　パパと昔はとっても仲良かったのに！」

「仕方ないだろう。お互い仕事なんだ……。勘弁してくれよ……」

　大佐は俺たちを見やってきて、弱り果てたように口にする。

「すまないが私は退散するよ……。ひまりん、織葉社長、私の忠告を忘れないことだ。それから、いずれまたアメリカ大使館に正式に招待しよう。ＣＩＡがちょっかいを出してきた以上、早めに話をする機会を持った方がよさそうだからね」

「ちょっかいとは聞き捨てならないわね。ペンタゴンのような魔ま窟くつの住人に言われたくないわ」

　クロエが息巻いた。

「本当に去るよ。ではまた」

　それだけを言い残し、大佐は足早に人混みの中へと去っていってしまった。レイエス母子は憤ふん慨がいし、悔しそうに大佐の後ろ姿を睨みつけていた。

　危うい喧嘩に巻き込まれるわけにもいかず、興奮するレイエス母子に再び別れの挨拶を告げてから、俺たちもパーティーを楽しむ人々の群れへと飛び込んだ。そして群衆を搔き分け正門ゲートを抜け、アメリカ大使館をあとにしたのだった。





◇






　事務所に戻るとすぐ、俺たち三人は個室となっている会議室に閉じこもった。

　椅子に座るやいなや、日毬は壮司を鋭く見据える。

「壮司はどうしてＣＩＡのエージェントになろうなどと考えたのだ？」

　冷静だが、やや怒りを含んだ口調。やはり納得しがたい部分もあるのだろう。

　壮司は畏かしこまり、淡々と応じてゆく。

「諜報機関が行うヒューミントは、情報提供者を確保することが重要な業務の一つになっています。情報提供者は、政府中枢に関わっていたり、主要企業で貴重な技術を扱っている者が中心です」

　ヒューミント（HUMINT）は人的諜報とも呼ばれ、人間やメディアを媒介とした諜報活動のことである。外交官や駐在武官による公の活動から、秘密諜報員による身分を偽いつわったイリーガル活動までが含まれる。もっともスパイらしいスパイ活動と言えるだろう。また広い意味では、新聞記者や興信所が用いる情報収集技術もヒューミントに該当する。

　一方、シギント（SIGINT）と呼ばれる、通信や電磁波、信号などを媒介とした諜報活動も極めて重要だ。日本では主に防衛省がシギントを担当しており、米軍との情報交換をしながら防諜活動を展開している。

　また、偵察衛星からの画像解析によって情報を得るイミント（IMINT）、気象観測機などによる測定情報を基にしたマシント（MASINT）などもある。シギントを耳とすれば、イミントは眼、マシントは鼻に相当する。

　加えて近年では、新聞報道やテレビニュースなどを通した公開情報によるオープン・ソース・インテリジェンス──オシント（OSINT）にも一定の地位が与えられている。

　残念ながら日本の対外防諜は、防衛省がシギント、内閣官房がイミントを申し訳程度に担になう以外には、ほぼオシントしか機能していない。警視庁公安部は国内の治安維持のみだし、内閣情報調査室や公安調査庁や外務省はオシント活動のみというお寒い状態だ。しかもバラバラの縦割り組織という、まさにどうしようもない惨状である。

　こうした数々のスパイ活動のなかでも、今も昔も最重要なものがヒューミントであり、日本が放棄している分野でもある。高度経済成長のころは、経済産業省所管の独立行政法人であるＪＥＴＲＯが、経済・技術面のみを焦点にしたヒューミントをわずかに担っていたが、それも今は昔。

　やはり中枢に関わる人間から機密情報を手に入れることが諜報活動の最大の成果だ。ＤＩＡのクルス大佐も、ＣＩＡのローガンも、そして他ならぬ壮司も、ヒューミント分野で暗躍する諜報員たちなのである。

「かたや情報提供者には、さまざまな目的を持つ者がいます。お金のため、自国の政府を恨み打撃を喰らわせたいため、スパイゲームに関わってみたいため……あるいは脅おどされている場合もあるでしょうし、ハニートラップに引っ掛かり搦からめ捕られるケースも現実に多々あります。当該国に忠誠を尽くす情報提供者というのはほとんどいません。アメリカは、情報提供者にお金を提供したり、スパイゲームの興奮を演出するのが得意です。これが中国の諜報機関になると、ハニートラップ要員の女性を何人も抱えていますし、恐きょう喝かつまがいの手段を取ることも多い」

　ハニートラップは非常に古典的なスパイの手口で、要は美しい女性工作員をターゲットの男性に近づかせ、ありとあらゆる手段を用いて男性を籠ろう絡らくし、目的の情報を引き出したり、公の場で都合のよいように発言をコントロールしたりする。その目的のために、ときには本当に結婚までしたりするのだ。

　また近年では男女の役目が逆の場合もあり、留学生に扮ふんした男性スパイが高学歴の女学生に近づき、いずれ女学生が官界や大企業に進出した際、写真などを用いて脅し、重要情報や技術を盗み出すこともあるという。

　いささか古典的な手法すぎて、いかにも噓くさいイメージがある。しかし当の情報機関員から言われると、そんなものかという気にもなる。

　ただ実際に、昔から日本の政治家には同種の噂が絶えないことも事実だ。長く国会議員を務め、東京都知事も経験した石原慎太郎が「北京とか平壌ピョンヤンのコネクションは、もうみんなこれ（親指と人差し指で輪を作り）ですからね」（『週刊新潮』二〇〇五年二月三月号）と言い放ったことは知られているが、これは単なるデタラメというわけでもないのである。まだ日本だけがアジアで突出した経済力を誇っていた八〇年代、九〇年代には、少なくない政治家が周辺諸国の女性情報部員と何らかの関係を持っていたとも言われている。防諜体制が欠如している故ゆえに、仕方のないことでもあるのだ。

　日毬は厳しく問い質す。

「では、壮司の目的は何だったのだ？」

「いつか日本の役に立つかもしれないと考えてのことです」

「私は容易に認めることができない。アメリカの走そう狗くになるということだぞ？　アメリカは同盟国として礼れい遇ぐうするべきだが、陰謀に関わるのは別のことだ」

「私には、総帥のような力がありませんでした」

　壮司は表情を歪ゆがめ、うつむいた。壮司が少しでも弱々しい姿を見せるのは珍しい。

「総帥が世の中に登場する前……日本右翼界には、何の影響力もありませんでした。地道に手順を積み上げ、現実的な影響力を持とうなどと考えてもいない。今や任にん俠きょう団体の隠れ蓑みののような状況に成り下がった業界は、ごくごく普通の人々にとって忌き避ひの対象でしかなかったことは総帥もご存じの通りです。ひとたび右翼というレッテルを貼られれば、世間から酷ひどい誤解を受けてしまうような社会情勢でありました……。そんななか、一右翼人として私が徒と手しゅ空くう拳けんで戦うため……ＣＩＡの情報提供者という選択が目の前にあったのです。私の選択肢は多くありませんでした」

「……」

　日毬は沈黙し、壮司を見据えたままだった。

「それに加えて、排外主義を掲かかげてヘイトスピーチを繰り広げ、派手なパフォーマンスをする団体の一部に、周辺諸国の情報部から注意深く資金が流されていることを知っていますか？　何も工作対象は、大手新聞社などのメジャー媒体だけではないのです。総帥が現れるまで、我々右翼人がどれほど肩身が狭い思いを味わってきたか、わかってはもらえないでしょう。そして私が、総帥が世の中に登場したことにどれほど歓喜で打ち震えたのか、わかってはもらえないでしょう……」

　壮司は苦しげに言葉を絞しぼり出す。

「潔いさぎよい人間であれば、日本大志会の隊員を辞退することで責任を取ろうとするのでしょうか。ですが私は、日本大志会を去る意志はありません。私は日本再興のため、ここに命を懸けようと決めたのです。もし総帥が許さずというのなら、私は腹を切ることで責任を全うさせて頂きます」

　そして壮司はテーブルに両手をつき、深々と日毬に向けて頭こうべを垂たれた。

「……」

　わずかに日毬の眉が動いたが、それでも壮司を見据える鋭い視線に変わりはなかった。

　俺が口にする。

「日毬。日本にも、ＣＩＡの情報提供者と目された人は少なくないよ。実際にコードネームを与えられた人も多々いたことは、近年アメリカで公開された政府資料でも明らかだ。佐々倉さんだけが特別というわけじゃないよ」

　ＣＩＡからコードネームを与えられていた日本人として最も有名な人物は、おそらく正しょう力りき松まつ太た郎ろうであろう。コードネームはpodamである。読売新聞と日本テレビの創設者でもあり、日本の原子力産業の生みの親とも言われている。日本人が親アメリカに向かうような情報を意図して流しつつ、アメリカに反抗的な人物を封じ込めることに成功した。

　また総理大臣としては岸きし信のぶ介すけがＣＩＡから資金援助を受けていたし、近年では中なか曾そ根ね康やす弘ひろもＣＩＡと非常に近い関係性を保っていた。右翼の大物でありＡ級戦犯容疑者、笹ささ川かわ良りょう一いちや児こ玉だま誉よ士し夫おらも、ＣＩＡのために働いていたことが知られている。五五年体制下における大物政治家らは、同様にＣＩＡと太いパイプを築いていた人物も少なくない。

　ただし決して無視してならないのは、正力松太郎も、岸信介も、中曾根康弘も、アメリカの日本支配に手を貸すためにＣＩＡと組んだわけではなかったことだ。むしろアメリカを利用し、日本の国益に添うような利益を引き出そうとする外交の延長線上であり、かつ愛国的な活動の一環でもあった。正力松太郎などは、自身がＣＩＡからコードネームを与えられていることに対して、「それがどうした」と堂々と言い放っていたという。中曾根康弘は日本を強大な国家にしようと試みた国粋主義者でもあり、「アメリカなにするものぞ」という気構えを持っていた。

　彼らは彼らなりに自身の信念に従ったのであり、アメリカの手先というわけではまったくない。戦後日本にとって、それほどまでにアメリカは陰に陽に強大な力を行使しており、その現実を誰よりも理解していた権力者たちは、清せい濁だく併あわせ吞のむ心づもりで、苦悩しながらＣＩＡを逆に利用しようと試みていたのである。

　そして正力松太郎や岸信介らがＣＩＡと密ひそかに結託してまで夢見ていたことは、日本の核武装であった。彼らは軍事力こそが外交力の根幹であることをよく理解しており、その最たるものが核兵器であると確信していたのだ。

　だから壮司も、志は彼らと一緒だったに違いない。国家のために命を投げ出すことを厭いとわない壮司は、政治から距離をおきたがる俺などから見れば、多少行き過ぎたくらいの愛国者だ。そんな壮司は自らの力の至らなさを悲嘆しつつ、苦く汁じゅうを飲み込んでＣＩＡの情報提供者となっていたに違いない。

　日毬は口惜しげに嘆なげく。

「……私とて頭では理解しているつもりだ。しかし素直に納得できないことでもある……。私なら見向きもしない話に、なぜ壮司ともあろう者が乗ったのか……」

「皆が皆、日毬のようになれるわけじゃない。どれほど望んだって、日毬みたいな立場にはなれないんだ」

　俺はテーブルに伏した格好の壮司をチラと見やり、続ける。

「佐々倉さんが生きっ粋すいの右翼であることは疑いようがない。そんな佐々倉さんが、そういう選択をせざるをえなかった苦しみをわかってやるべきだ。佐々倉さんの立場になって考えてやってくれ」

「……そ、そうなのだろうか……」

　日毬も苦悩しているようだった。

　顔を上げずに、壮司が言う。

「いみじくも社長がご指摘されたように、私では総帥のようになることは不可能です。才能も、カリスマも、心の持ちようでさえ、とうてい総帥の足下にすら及ぶべくもない。私程度の弱い人間が、世の中に対する影響力を持とうと考えあぐねた末の、やむにやまれぬ選択だったのです」

　俺も、もし日毬がいなかったなら、ここまで会社が上手うまくいくことはなかった。その意味では、豪ごう傑けつに見える壮司も、俺と同じ普通の人間だったということだろう。

　アテもなく蒼そう通つうを辞めた俺は、どんな事業を始めるか迷い続けていたかもしれない。仮に会社をスタートさせていても、失敗していた可能性だってあるのだ。日毬との出会いから始まるプロダクションは決して順調な歩みとばかりは言えなかったが、それでもここまで成功を収めつつあるのは、やはり日毬あったればこそである。俺一人では、絶対に為なしえないことだった。だからこそ当時の壮司の苦しい状況が、俺には痛いほど理解できた。

「この佐々倉壮司、総帥の期待を裏切り、死して償つぐないたい気持ちでいっぱいです。総帥が常々、責任を取る場合は腹を切ると公言している以上、むろん私も時がきたら切腹して果てなくてはならないでしょう。総帥が日本の独裁者として君臨するのを見届けた暁あかつきには、私はひっそりと自決して義務を全うする心づもりです」

　壮司は決然と口にした。

　即座に日毬が押し止める。

「待ってくれ。私は切腹しろなどと言ってはいない。壮司が純血の右翼であることを疑ってなどいないぞ。ただ私が、壮司の立場を慮おもんぱかってやる心配くばりに欠けていただけなのだ。厳しい言葉で壮司の生き方を詰なじってしまったこと、誠に申し訳ない」

「総帥……ありがたいお言葉です……。日本大志会の発展に向けて、私は命を賭として邁まい進しんさせて頂く所存です……」

　壮司は身体からだを震わせ、うずくまるようにして言った。壮司は腕で涙を拭き始めた。壮司が顔を上げないのは、恐縮しているからというよりも、流す涙を隠したいからのようだった。壮司は壮司なりに、よほど深い苦く悶もんに苛さいなまれていたのではないだろうか……。

「腹を切るなどと軽々しく言ってはいけない。日本人なら最後の最後まで使命を貫徹し、やむにやまれぬ状況に陥おちいったときに初めて、社会との同意の上で切腹に臨むべきだ。だから切腹は撤回してもらうぞ。壮司には、これからまだまだやるべき使命があるのだからな」

　毅き然ぜんと言う日毬に、俺が口をはさむ。

「日毬だって勝手に切腹しようとするじゃないか。前に東京ドームでのファッションショーで寝込んだときなんか、自分一人で切腹を決めちまって、こっちは本当に驚いたんだぞ。日毬なら一言の断りもなく、知らぬ間に切腹してしまいそうで怖い」

　何もかもが終わってしまったあとで、凪なぎ紗さから『日毬は潔く切腹しました』などと事後報告されるだけになりそうだ。本当にありそうなことだから、クギをさしておかねばならない。

「なっ⁉　私は政党の党首として、自らの発言の責任を取るべきだと考えたのだ！　一隊員である壮司と、党首である私の発言には違いがある！　日本国民として誰もが身につけている礼儀作法である以上、自らが率先して実践せねばならなかったのだ！　私の姿勢は間違っていない！」

　日毬はしどろもどろになり、無理やりな言い訳をし始めた。自らの矛む盾じゅんに気づいているらしい。なんだか微笑ましい限りだ。

「わかったってば。佐々倉さんの悩みを考えれば、ＣＩＡのエージェントだったことまで受け入れてあげてもいいと思うけどな。包み隠さず打ち明けてくれたわけだし、今日の彼らとの会話でも、佐々倉さんがこちら側の人間であることが感じ取れたじゃないか」

「う、うむ……。その通りだ……。期待を裏切られたと思い、いささか壮司に厳しく当たりすぎてしまったらしい……」

「いえ、総帥を裏切っていたことは事実です……。本来ならば、日本大志会に命を捧ささげようと決心した段階で、総帥と社長にはすべてを打ち明けておくのが筋すじでした。それを怠ったのは、すべて私の責任です」

　やっと壮司は半なかば顔を上げた。目はわずかに赤くなっていたが、涙はふき取っていた。

「過ぎ去ったことを責めても仕方がない。それに壮司が日本大志会に損害をもたらしたわけでもないのだからな。颯斗が指摘するように、日本政界やメディア界にもＣＩＡと繫がりを持つ大物がいたのだから、決してマイナス面ばかりでもないのだろう。この事実を前向きに捉とらえていこうと思う」

「佐々倉さんの本当の経歴を受け入れることに決まったところで……いろいろ聞いておきたいことがあるんだ」

　そう言って、俺は壮司に確認する。

「クルス大佐という人物がいたでしょう？　あっちがＤＩＡの情報局員で、佐々倉さんが情報提供者を務めているのがＣＩＡという理解でいいのかな？　そして二つは反目しあっていると」

「反目……というほどではないように感じますが、お互いの認識や仕事領域にズレが出ていることは間違いありません。アメリカの外交政策を決める上で、現大統領クロード・ウォーカーはＣＩＡをあまり評価せず、むしろ忌いみ嫌っているとすら言えます。別にこれは、秘密工作を避けているわけではなくて、ウォーカー大統領がＣＩＡの作戦遂行能力を買っていないということなのです。諜報活動は国防総省も多くを担っていますので、ＣＩＡは半ば放置されているという現状でしょうか。国家安全保障会議でも、以前までは必ずＣＩＡ長官が出席してブリーフィングするのが慣ならわしだったのですが……近年は、大統領の意向で長官に声すらかからないとのことです」

「イラク攻撃でＣＩＡに乗せられ、アメリカ政界の論争を引っ張った苦い経験があると言っていたな」

　日毬が言った。

　二〇〇三年三月、アメリカはＣＩＡなど情報機関が収集した情報を元に、イラクに大量破壊兵器が存在すると断定して戦争に突入した。アメリカはたちまちバグダッドを陥落させたが、占領下のイラクで大量破壊兵器の捜索活動を行ったＣＩＡのデビッド・ケイ博士が「イラクに生物・化学兵器の大量備蓄は存在しない。私たちの見通しは誤りであった」と公聴会で証言したのだった。

「それには複雑な問題が絡んでいて、ＣＩＡ自身もしてやられたと言えるかもしれません。もともと当時のブッシュ大統領は就任前からイラク攻撃を予定していたと言われていまして、ＣＩＡ情報が都合よく口実に利用されただけとも考えることができます。今のアメリカ政界は、深い部分でネオコン勢力に侵食されている側面があります。あらゆる組織にネオコン勢力が存在し、アメリカの外交政策に重大な影響力を持つに至っています。当然ＣＩＡにも同種の考え方を持つ者がおり、イラク攻撃に深く関わっていたということです」

　ネオコンとはネオコンサバティズム（Neoconservatism）の略称で、保守派の政治イデオロギーの一つである。日本語にすると新保守主義だが、アメリカのソレは、日本人がイメージするものとはいささか毛色が違う。

　日本人が新自由主義・新保守主義と言えば、それは主に、経済面だけを抜き取ったグローバル市場に対する志向を指している。しかしアメリカの場合は国際関係まですべてを複合して語られ、究極的にはアメリカが理想とする理念の下に地球人が集つどう、新しいグローバルシステムを指すことになる。

　アメリカのネオコンは極端だ。民主主義・自由主義の覇権を高らかに唱え、独裁国家の陥落を外交政策の大目標に置く革新的な思想であり、極めて攻撃的な性質を持っている。

　たとえば中東を例にとると、中東唯一の民主国家であるイスラエルを基盤にし、周囲の独裁国家を全滅させることが、中東問題の大半を解決すると主張しているのだ。中東には独裁体制の国家が多い。実際、イラク戦争はその大きな流れの一環として起こされたものである。そして極東地域に目を転じて見れば……独裁国家は推して知るべし。もちろん、中国と北朝鮮になるだろう。

　アメリカが次々と対外戦争を起こすのは、ネオコン思想が隠いん然ぜんと活きていて、地球上から独裁国家を残らず壊滅させるための巨大な運動の一端なのだ。その精神性は、熱狂的な宗教的情熱によって支えられた中世の十字軍に似ているが、決定的に違うのは、アメリカが地球を破壊し尽くすだけの強大無比な軍事力を持っていることだろう。標的になったら終わりだ。

　俺が話を整理する。

「つまりネオコン勢力が、ＣＩＡが行う情報分析に影響を与え、その結果としてＣＩＡが間違いを犯し、回りまわって現在の大統領から邪険にされていると」

「もともとＣＩＡの情勢分析には間違いが意外に多く、よくメディアからヤリ玉に挙げられているのですが……今回のイラク攻撃では、通常ならありえない間違いや判断ミスを連発しています。何らかの意図が働いていたと考えるのが自然でしょう。ですが、あくまで私はまったくの外野なので、アメリカ政界内部にある複雑な人間模様はわかりません」

「ネオコンは一種の党派を形成しているわけではなくて、横の繫がりによる連携を持っているのだろうか？」

　日毬の問いに、壮司がうなずく。

「近いイメージです。アメリカという国は面白くて、政治面では日本よりずっとコネクションが重要なんです。秘密結社が好きなのも、アメリカ人の特性です」

　俺が訊く。

「国防総省はどういう立場？」

「ＣＩＡが低く見られてしまっている現状において、その肩代わりを国防総省……その傘下にあるＤＩＡが担っているということになります。国防総省の諜報力は極めて高く、ＮＳＡやＦＢＩなどとの人的交流を通して、各種情報機関との連携もうまくできています。ＣＩＡより力があると言えるかもしれませんね」

「まぁ世界最強の軍事組織だからね……」

「それと、国防総省はＣＩＡと比べても遥はるかに巨体なので、簡単に少数意見に揺さぶられることはないはずです。しかし元々国防総省は軍人組織ですから、攻撃的な性質を有していて、ネオコンとも親和性があります。ＣＩＡより攻撃的になりえるのが国防総省という組織です」

「冷静に分析していくと……つまり、ＣＩＡと国防総省が争っているように見えるのは、別に政策の違いから発する諍いさかいじゃないわけだ。もしかしたら視点も行動方針も丸っきり一緒かもしれない。はっきり言えば、単なる身内の主導権争いに近いものがある」

「まさに。今までＣＩＡが担っていた役割を国防総省に奪われかけていて、ＣＩＡとしては巻き返しに必死になっているというのが現状なわけです。東アジア支局長が総帥に会いたがったのは、総帥を利用することで日本政界を動かし、極東地域での工作活動を活発化させて、国防総省のお株を奪ってしまおうという試みに違いないのです。ＣＩＡ長官が東アジア支局長を急せかしているのも、そういった内部のいざこざから発する出来事なのでしょう」

「日本大志会としてはどうすればいいんだろうね？」

　肝心のことを俺は質問した。

「我々としては、双方とコネクションを保ちつつ、こちらも向こうを利用するつもりで臨むしかないでしょう」

「アメリカの諜報機関を利用するか……。そんな曲芸みたいなことできるのかな？」

　俺は半信半疑だった。手痛いしっぺ返しを喰らうことになるのではなかろうか。

「ですがそれが、我々を取り巻く現実です。総帥が真に日本の独裁者を目指すのであれば、アメリカとの隠密裏りのパイプは必要不可欠なものになるはずです」

「難しいな。まるで日本のようだ」

　俺は苦笑した。

「いかなる国にも、各種の問題があるということだろう。いずれにせよ、私とてアメリカ政界とのパイプ作りは重要だと心得ている。彼らとの関係性が構築できていないと、独裁者として起たつとしても、現実的に潰つぶされてしまいかねないだろう」

　そんな自分の言葉に、日毬は首をふる。

「まるでアメリカが日本の本当の主権者であるようで口惜しい限りだが……それでもアメリカとは方針を事前に協議し、国民に布告する前に調整を終えておく必要がある。アメリカが強大な軍事同盟国である以上、当初は涙を吞んで彼らの方針を窺い、慎重に政策を擦すり合わせていくのもやむを得まい……」

「ただしアメリカという国家を、普通の組織と同じような感覚で推し量るのは大きな間違いの元です。アメリカは外敵が目の前に現れれば、党派を超えて団結する強い意志を内に秘めています。いざ有事となれば、不仲な国防総省とＣＩＡはたちまちホワイトハウスの号令の下に団結し、事に当たるに違いありません。足並みが乱れているのは、まだ緊迫した状況にはないからだと私は考えています」

　壮司が補足した。

　俺が疑問を呈する。

「なら、ホワイトハウスの意向を受けている国防総省と話をした方がスムーズなんじゃないのか？　国防総省側であるクルス大佐も日毬を見て仰ぎょう天てんしてたし、コンタクトしたがってただろ？　ＣＩＡの権威が弱まっているなかで、そのＣＩＡとパイプを作るのは無駄なんじゃないだろうか」

「しかし当の壮司がＣＩＡなのだろう。ならば日本大志会としては、壮司がいる方と──」

「総帥、お待ちください。社長の見解の方に一定の理ことわりがあります。たしかに自分はＣＩＡのエージェントですが、それでもＣＩＡの駒ではない。私が忠誠を尽くしているのは、畏おそれおおくも天皇陛下と、総帥および社長のみです。何か良いものが引き出せる可能性がある限り、クルス大佐の誘いには乗ってみた方がいいと思われます」

「クルス大佐は、ずいぶん壮司のことを邪険にしていなかったか？」

　不思議そうに日毬が訊いた。

「それでもです。クルス大佐は私個人を嫌っているわけではなく、ＣＩＡである私を嫌がっているにすぎません。自分たちが情報収集・工作活動の主流なのに、その目の前で傍流のＣＩＡが好き勝手なことをするのは腹の虫が治まらないのでしょう」

「なるほど……」

「クルス大佐も総帥には強い興味を抱いていたようです。にもかかわらず、ＣＩＡが先にコンタクトしてしまったのですから……かなり早い段階で何らかの連絡があるはずです。話し合う分には損になりません。彼らの提案を聞き、共同歩調を取れるかどうか総帥が判断すればいいことです。国防総省はホワイトハウスなどと協調して動いていますので、ＣＩＡのように曖昧な話にはならないでしょう」

「アメリカの思惑を垣かい間ま見られる可能性もあるな。それを事前に知っておけば、私の政治活動にとって大いにプラスになるだろう。うむ、わかった。クルス大佐からコンタクトがあれば、その誘いに乗ってみることにしよう。壮司も同行してくれるのだろう？」

　壮司は首をふる。

「いえ……私はいちおうＣＩＡの要員なので、主流派の密談に同席することはできません。第一、クルス大佐が絶対に許さないでしょう。どのようなコンタクトがあるかの状況にもよりますが……総帥と社長の二人だけで行ってもらうことになると思います」

「そうか……。ならば、そうしよう」

　日毬はうなずいた。

「俺がどこまで話を聞けるだろうな。国家間の議論をされても、何か答えるような立場にもない。俺には容量オーバーだよ」

　俺は肩をすくめた。

「そんなことはありません。私も本来はこのような場に身をおくような人間ではありませんでした。社長の場合、すでに国際情勢や人間社会に関して十二分に理解があるのですから、あとは慣れだけの問題です。場数を踏めば、欧米のパワフルな政治家連中とも対等に渡り合っていけるでしょう。私と総帥の思想面は同一ですから、社長のような立場で、別の視点からの意見を伝えてくれることは貴重です」

　壮司の話に、すかさず日毬も同意する。

「その通りだ、颯斗。私も颯斗から学んだことが多くある。それに私とて、このような国際社会の企くわだての渦中に身をおくのは初めてのことだぞ。何もかも暗中模索ばかりだが、それでも日本の未来のために、私が火中の栗を拾わなくてはならないと決意しているのだ。まだまだ颯斗の力を借りなくてはならない。よろしく頼む……」

「そんなに頭を下げないでくれ……。日毬は礼儀正しすぎて、ときどき面喰らっちまうよ……。わかってる、俺にできる限りのことはするさ。日毬のマネージャーは俺なんだからな」

「颯斗、ありがとう……。私は命を懸けて、この道を突き進んでみせる。至らない私に、どうか力を貸してほしい」

　日毬は切々と口にした。





◇






「──その話、ドッキリか何かですか？　タレントだけじゃ飽きたらず、プロダクションの経営陣にまでドッキリを仕掛けるとは、まったく見下げ果てた局ですね。どこかにカメラが隠してあったりします？」

　俺は事務所フロアのソファに座り、由佳里と顔を突き合わせていた。密談だが、オープンなフロアで話した方がいい場合もある。

「本当だよ。噓をつくなら、もっと上手い噓をつくさ」

　強い語調で俺は言った。

「まさか」

　由佳里は尚も信じないようだった。

　俺は言葉を発さずに、肩をすくめてみせた。

「ほ、本当に？」

「佐々倉さんにも、由佳里にだけは伝えていいと了解してもらってる。経営ボードメンバーなんだから知っておいてもらわないとな。万が一のときは、由佳里に俺の代わりを務めてもらわなくちゃならない」

「ほわ～。だってＣＩＡのエージェントですよ？　佐々倉さんが？　映画か何かの設定ですか？　……まぁ言われてみれば、佐々倉さんにはそんな雰囲気がありそうかもですが……それにしたって、ねぇ……」

　由佳里は腕を組み、首をかしげた。

「困惑する気持ちはわかるけどな。だが噓じゃないから、いちおう知っておいてほしい」

「公安警察に自じ友ゆう党に民みん政せい党にＣＩＡに国防総省……。思い返せば、始まりは防衛省でしたね……。どんな会社なんですか、ここ？　ドラマ化決定は確実ですよ」

「やっぱり日毬が、そのくらいパワーのあるカリスマだったってことだろう。日毬がいれば、プロダクションがここまで発展するのは当然だったんだよ」

「しかも日毬ちゃんに中国国家安全部や、人民解放軍……なんでしたっけ？」

「人民解放軍総参謀部第二部だ」

「そう、それです。暗殺の可能性をＣＩＡから忠告されたとか、もう意味不明。ハリウッド進出なんてレベルを遥かに超えてるし！」

　切々と俺は言い聞かす。

「でもさ、日毬の目標は日本の独裁者だっていうんだからな。それを考えてみれば、このくらい普通なんじゃないか？」

「そうなんでしょうかね～？　私には遠大すぎて、感覚が理解できないっすよ。泰たい然ぜんとしてる先輩はさすがです」

　俺は首をふる。

「そうでもない。俺も戸惑ってるよ。こんな風になっていくのかってな。そりゃ、政治の深いところまで手を突っ込もうとしてるんだから、こういう可能性は当然あるだろうとは思ってたさ。だけど、いざ目の前にしてみるとぶったまげるよ」

「そうでしょうね。私だって半信半疑ですもん」

「まだ公安を相手にしてるだけなら軽くあしらえたけど、ＣＩＡって言われてもな。映画やドラマで激しく誇張されまくってるだけで、意外とＣＩＡってタダの役所なのかもしれない」

「でも本当に戸惑ってます？　少なくとも先輩の態度からは、そんな風にぜんぜん見えないんですけど」

「俺と同じように、たぶん日毬自身も、この成り行きには途方に暮れてるんじゃないかな。初めてのことばかりだから当然だよ。でも日毬は普段と変わらず堂々としてるだろ。そういうもんだ。内心は不安でいっぱいだったとしても、表立ってオドオドしたりしないさ」

「日毬ちゃんは万単位の党員を抱える大物ですからね～。私がビビるのは仕方がないっすよ」

「でも日毬の本質は意外と弱いから、こういうときこそちゃんと支えてやってくれ。俺にも手に余る状況になるかもしれないし、由佳里の助けが必要になってくることもあるだろう」

「先輩から言われなくたって、私、いつでも助けちゃってます。日毬ちゃんだって、私がいないと困ってしまうはずですよ。私の力が、ひまりプロダクションには不可欠なんです。改めて先輩から頼まれる必要なんてないんです」

「ああ、期待してるよ。由佳里になら安心して任せられる」

　そう言って、俺は早々と由佳里との話を切り上げた。俺に何か質問されたとしても答えようがない。状況を由佳里にも把握しておいてもらえるだけで十分である。
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　ＣＩＡの接触からわずか二日後。

　俺と日毬宛に、ファッション関係イベントの招待状が届いた。

　差出人はクルス大佐。封書のなかにはメッセージカードが入っており、「大使も交えてお話しできればと思います」と書かれてあった。

　世界で活躍するファッションデザイナーがアメリカ大使公こう邸ていに招待され、文化交流を行うというイベントだった。先日のビールパーティーのように一般開放するものと違い、場所は大使公邸と指定されていて、参加には招待状が必要なようである。

　この前日には、ファッション関連のシンポジウムが東京で開かれることになっているそうで、幾人かの有名デザイナーも来日しているタイミングらしい。それに合わせてパーティーが企画されたのだろう。

　封書には、参加・不参加を確認する書面と返信用封筒が入っていた。参加する場合は、参加マークをつけて事前に送り返しておかなくてはならない。

　調べてみると、このファッション文化交流は定期的に開かれているものだった。大使館というものは、さまざまなイベントを開き、当該国の重要人物と交流を深めていくのが重要な仕事である。なかでもアメリカは積極的で、この種のイベントが盛り沢だく山さんの大使館のようだった。そうして培つちかったコネクションのなかから最新の情報を収集し、ときには金品を贈って技術や組織情報を獲得したり、また逆に加工した情報をキーマンとなりえる人物に流したりして、適切に工作を仕掛けてゆくのだろう。合法的に認められた範囲内での、一種のスパイ活動だ。一昨日おととい、ＣＩＡが日毬に接触してきたのも、似たような取り組みの延長線上だったに違いない。

　念のため、ブランド『Kagura』の仕事でもお世話になっているデザイナーの川かわ上かみに電話して、このイベントのことを確認してみた。すると川上も時おり出席しているイベントらしく、今回も参加予定であるそうだ。日毬も出席するかもしれないと伝えたところ、川上は喜んでいた。

　さっそく日毬に招待状を見せると、意を決したようにうなずく。

「──参加してみよう。アメリカ本流の政治的意向を確認する絶好の機会にもなるし、パイプをより強固にしておくことに損はないと思う」

「わかった。ならこの日は、午後に仕事を入れないようにしないとな。俺が朝から日毬のマネージャーに付くようにして、そのまま一緒に大使館に行こう」

　俺は書面に「参加」の印をつけて日毬の分まで預かり、さっそく二人分の返信用封筒をポストに投とう函かんしたのだった。
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「ひまりん！　織葉社長！」

　アメリカ大使公邸の大広間に到着すると、待ちかねたように川上が俺たちの下へとやってきた。

　俺と日毬は頭を下げる。

「どうも川上先生。お世話になってます」

「うむ。川上殿も健すこやかで何よりだ」

　川上とは頻ひん繁ぱんに打ち合わせする機会があるのだが、こうしてまったく別の場所で会うと妙な感じがする。

「このような場所は初めてだ。私のような半端者が、一流のデザイナーたちに交じっていいのだろうか。場違いな感じがあるぞ」

　日毬は大広間を見渡した。

　日本やアメリカのデザイナーだけでなく、イタリア、フランス、イギリスなどなど、世界各国から人々が招待されているようだった。ザッと見渡したところ、数は一〇〇人といった程度だ。ファッション業界の著名人の顔など知らない俺は、彼ら彼女らがどういう人物なのかわからない。おそらく業界一流の人物たちなのだろう。

「何を言うんですか。ひまりんは今や、誰もが認めるファッションデザイナーですよ。自信を持ってください」

「私の腕はにわか仕込みにすぎない。川上殿のようにファッションの道でコツコツ積み上げてきた人物と比べるなど烏お滸こがましく、申し訳ないくらいだ」

「それにしても……正装のひまりんは息を吞むほど美しいですね……。ひまりんが会場に入ってきてから、皆さんチラチラとこっちを見やってきてますよ」

　ファッション業界のパーティーに相応ふさわしいように日毬はめかし込んでいた。いくら有名なデザイナーたちが多いとは謂いえど、知名度では日毬が群を抜いている。

「なっ、何を言うんだ川上殿は……。ファッション関係者のパーティーというから、恥ずかしくないようにしてきただけにすぎない……。私など……」

　容姿を絶賛されると萎い縮しゅくしてしまうのはいつもの通りだ。まるでモテなかった日毬だから、人から容姿を褒ほめられることに慣れていないのである。仕事上でも、健剛な日毬に下手なことを言うと𠮟られると誤解する人が多いせいで、面と向かって褒めてくれる相手はあまりいない。

　大使公邸の隅すみで川上と話し込んでいると、時間通りにバーンズ大使が姿を現した。その隣には奥さんも伴ともなっている。

　ウィリアム・バーンズ在日本・アメリカ大使は六〇代後半で、見目通り穏やかな人物としても知られていた。元弁護士であり、国際的な業務に精通し、主にアジア企業とアメリカ企業の提携を数多くこなした経験を持っている。州の司法長官まで務めたのち、上院議員に当選。外交経験には乏とぼしかったが、極東地域に対する知識と堪たん能のうな語学力を買われ、日本大使に就任していたのだった。

　大広間に姿を現した大使は、マイクを片手に一同に語りかける。

「皆さま、ようこそお越しくださいました。各国の有能な専門職の方々にさまざまな機会を提供することが、我が国の役目のひとつであろうかと心得ております。今日は、世界で最もエキサイティングな都市であるこの東京で、ファッションデザインの世界で活躍する皆さまをお迎えできたことは私も嬉しい」

　ゆっくりと会場を見回した大使は、一呼吸おいて続ける。

「ぜひともこの機会に交流を図り、次の新たな仕事に繫げていって下されば幸いです。私は執務があるので中ちゅう座ざすることになりますが、妻が最後まで世話役を務めさせて頂きます。どうぞごゆるりとおくつろぎください」

　おごそかな拍手が部屋に鳴り響いた。

　それからパーティーが始まり、大使はデザイナーたちに囲まれることになった。しかし同時に、日毬の下にもデザイナーたちが押し寄せてきた。大使に挨拶に行く人々よりも、日毬の側にやってくるデザイナーの方が多いようだ。

　手を差し出されると日毬は即座に応じ、律義に言葉を交わしていく。

「素晴らしい活躍です。ひまりんは世界にもっと打って出るべきです」

「実にお美しい女性ですね……。今日はお会いできて光栄です……」

「こんな可愛かわいらしい同業者がいるなんて驚きです。まさにあなたは奇跡のような存在だ」

　真顔で歯の浮くようなセリフを言う相手が多く、日毬はもじもじとしたり面喰らったりしながらも、丁てい寧ねいに挨拶を続けた。俺は日毬の側に陣取ってデザイナーたちの言葉を聞いていたが、彼らは誰もが本気で日毬を褒め讃たたえているようだった。政党運営とアイドル活動が優先の日毬は多忙すぎて、こうしてデザイン関係の同業者たちと会話する機会に乏しい。こういう場所に招待されることは、日毬の見聞を広める貴重な出来事になるだろう。

　同業者らの挨拶が一巡し終えたころを見計らったように、会場に大佐が姿を現した。どこかで監視でもしていたのだろうか。大佐は脇目も振らず、俺と日毬の下へとやってくる。

「招待を受けてくれてくれてありがとう。こんなに早く再会できるとは思わなかったよ」

　正装の大佐は妙に似合わなかった。筋骨隆々の軍人が無理をしても栄はえないものだ。

　俺と日毬は即座に応じる。

「こちらこそ、お招き頂きありがとうございました。不思議なお誘いですね」

「待っていたぞ。単刀直入にいこう。貴公らは日本大志会に、どのような役割を望んでいるのだ？」

「おっと、待ってほしい。別室で話そう。大使も同席することになっているからね。付いてきてほしい」

　大佐は日毬を制し、俺たちを促してきた。素直に大佐に従い、俺と日毬は会場を抜け出した。

　アメリカ大使も会合に参加するというだけで、やはりレイエス一家より、大佐の方がアメリカの本流なのだということを雄弁に物語っている。

　公邸の階段を上がり、最奥の部屋へと案内された。

　部屋に入ると、先ほど大広間で接待に勤いそしんでいた大使が待っていた。ここは大使の執務室らしい。

　広い室内には磨き上げられた調度品が並び、中央には重厚なソファセットが置かれている。壁ぎわには黒こく檀たんの机。

「ようこそ、総帥閣下。あなたのことはよく知っていますよ。駐日アメリカ大使、ウィリアム・バーンズです」

　自分のデスクに向かっていた大使はすぐに立ち上がり、両手を広げて俺たちの側にやってきて、歓迎の言葉を口にした。

「日本大志会総帥、神楽日毬だ。ときどきアイドル活動もやっている。こうしてアメリカの対日政策を直に聞く機会を持てることは、実にありがたい限りだ。今後の糧かてとしていきたい。よろしく頼む」

　日毬は重々しい口調で言い、大使が差し出してきた手を堅く握りしめた。

　次に大使は俺に言葉をかけてくる。

「ようこそ、織葉社長ですね。芸能人としても、政治家としても、神楽さんを陰から引き立ててきたのがあなただと聞いています。素晴らしい成果ですね」

「ひまりプロダクション、代表の織葉颯斗です。その評価は、いささか大げさのような気がします。日毬は自分の力でここまで駆け上がってきました。本当に私は大したことをやっていないんですよ」

　俺も大使と握手を交わした。

　挨拶が終わり、お互いテーブルを挟んで向かい合わせに腰かけた。こちら側には俺と日毬、向こうにはバーンズ大使とクルス大佐の二対二だ。

「実は我々は、自友党や民政党が日本大志会に接触していることを知っている。なかなか興味深い動きだ」

　唐突な大佐の切り出し方に、日毬が面喰らったように口にする。

「貴公らはどこまでお見通しなんだ……？」

「何もかも見通しているというわけでもない。ただ、我々はいずれの党にもパイプがあるから、大きな動きに繫がるようなことは、事前に情報が漏れ伝わってくるだけだよ」

「しかし相手にしたのは党の中枢だぞ。そんなに簡単に情報が他国に漏れるものなのか？」

　尚も日毬は半信半疑だった。

「我々も暇ひま人じんではない。末端の議員とコンタクトを取っていても仕方がないだろう。だが主要政党のトップらとは懇こん意いにしている。それが我々の仕事だよ」

「将来、私が独裁者になったとしても……貴公らと親しくしていかねば、政権の安定など夢のまた夢なのだろうな」

　口惜しげに日毬はつぶやいた。

「いいではないか。外交とは、公にならず、目に見えない部分にこそすべてがある。こういった付き合いが政治の本質だよ。どこの国にいこうと、どんな政治体制の下にあろうと何も変わらない。情報機関員として各国を渡り歩いてきた私が出した、最終的な結論だ」

　大佐の話に、大使が穏やかな口調で続く。

「だからこそ、神楽さんにも可能性があるということではないですか？　私たちは神楽さんに一定の興味を抱いている。この状況はきっと、神楽さんにとって有利に働きますよ」

「私にどういう興味を抱いているのか、何をしてほしいのか、包み隠さず教えてほしい。私も可能な限り、率直な返答をしていきたいと思う」

「私の認識では、日米関係は危機にある。日米同盟を引き裂こうとする力が働き始めています。急激に台頭しつつある中国が、日本を引き込もうとする動きの一環です」

　俺が口をはさむ。

「その認識は、日本の政財界人にも共通していると思います。しかしそれでも、今や経済面で日中関係は切っても切れない関係性になりました。経済面だけを切り出せば、日本にとっても、中国にとっても、お互いが最大の貿易相手国になりつつあり、もはや相手の存在が必要不可欠なものです」

「なるほど、経済人たちにとっては中国との親密な関係こそ、必要不可欠なものでしょう。しかし経済人たちに長期的展望を期待するのは大いなる間違いです。五年後一〇年後も、本当にこのまま何もなく安あん逸いつにいられると？　とんでもない！　ラスベガスで一晩一〇〇〇万ドルくらい大勝ちするよりも確率が低いホラ話ですよ」

「たしかに表面上は、日中関係の危機が叫ばれて久しいです。ですがそれは一部の民衆の間で喧けん伝でんされている議論であって、現実に政治的な影響力を持っている両国の主要人物は、対立など想定していないはずです」

　俺の話に、大佐が苦笑する。

「それこそ願望だよ。中国との衝突を意識から消し去ろうとしている織葉社長は、本質的な危機から目を逸そらしているだけにすぎない。現にホワイトハウスに影響力のある我々は、今こうして日米と中国の対立の話をしているじゃないか」

「アメリカが、それを望んでいるだけでは？」

「それは誤解だ。この危機を仕掛けたのは、中国共産党エリートたちの方だ。彼らが自らの政権を守るため、人民に行ったナショナリズム的な政治宣伝があまりにも効き過ぎた。おかげで中国人民は自らを過大評価しすぎている。この歪みは時を経るに従って大きくなってゆくし、やがて共産党政権は、引くに引けない状況に自らを追いやることになるだろう。目先の安定を勝ち得るために、中国共産党は将来の自殺を選んだんだよ」

　断固とした口調で大佐は言った。

　大使が説明してくる。

「あなたもご存じでしょうが、中国という国は、政府と軍部の二重体制になっています。国防に関し、中国の政治家には思っているほどの影響力はない。近年、人民解放軍が採る膨ぼう張ちょう政策は目に余るレベルになってきました」

「中国の政治体制は本当にロクでもない。人脈と腐敗の魔窟で、グローバルスタンダードとかけ離れすぎている。このような国があるなど、とうてい信じたくないほどだ。一部の中国通を自称する知識人は、それがさも中国の歴史に根差しているシステムだという物言いを試みるが……国際社会にはルールがある。世界が中国だけで成り立っているわけではない」

　大佐は吐き捨てた。

　それはアメリカも……と言おうとしたが、口にはしないでおくことにした。たしかに中国と政治体制を比較するのは、アメリカに対して失礼だ。中国政治は、外からでは計り知れない、中世をそのまま抜き出したような歪いびつさを色濃く持っている。

　咳払いをして俺は確認する。

「アメリカは、本気で中国との開戦を想定しているのですか？」

「極東で、中国発の戦争が起こる可能性は高いと、国防総省とＤＩＡは分析しています。経済的な困難に端を発する中国政治の混乱が間近に迫っており、そのタイミングで人民解放軍は国内統制のために外部に戦争を仕掛けてくることになる。台湾侵攻か尖せん閣かく諸島への上陸が引き金になるでしょう。アメリカは見過ごさないし、中国の横暴を許さない」

　大使の言葉に、大佐も続く。

「人民解放軍は必ず紛争を起こす存在だ。中国の国家体制が二重権力構造のために、いずれ軍部が台頭するようなシステムになっている。ならば事前に舞台を整え、先制攻撃を計画するのがまともな国家の対応というものだ。もっとも、ミサイルを最初に撃つことになるのは人民解放軍の方だがね」

　初しょ手てのミサイルが飛んでくる方向が日本だったとしたら敵かなわない……とも思ったが、しかし戦争とはそういうものだ。米中が開戦したとして、それを日本が外から眺めているなどできるわけもない。無責任極まるし、国際社会から相手にもされなくなる。第一、人民解放軍の上陸拠点が尖閣なら、侵略対象は日本ということになる。自衛隊は真っ先に防戦を試みるはずだし、多くの日本人も覚悟を固めるだろう。

　日本の一部の大手新聞や報道機関は、中国の情報操作により、日本人の厭えん戦せん感情を駆り立てようとするに違いない。しかしアメリカとて歴戦の諜報員たちを多数抱えており、情報操作戦で後れを取ることはないだろう。おそらく、その布石として日毬が有効な手札になると睨んだのではないか。

　だが戦争は、いずれの国家にとっても高度な政治判断だ。危機が極まったときにこそ、双方の主要人物たちの積極的な妥協を後押しし、一転してたちまち和平が訪れるということもある。ペンタゴンは常に最悪のケースを想定しようと試みているはずだ。決して中国と必ず開戦するという意志を固めているわけではなくて、その可能性への対応として準備しようとしているだけかもしれない。

　率直に俺は疑問を口にする。

「それでも中国政府要人が、現状の経済的繁栄を投げ捨てるような愚おろかな選択をするでしょうか？　中国は経済的苦境に立っているし、環境破壊による地域の崩壊も叫ばれていますが……中国国内で頻発する暴動を、人民解放軍は抑え込む力があるはずです」

「中国の経済的崩壊は、人民解放軍にとって通過点に過ぎない。資本主義が成熟し、のちに崩壊する過程は、マルクス主義の教科書に載っている通りだからだ。まさに今、中国の資本主義は極まり、そして崩れゆく歴史的瞬間を我々は目撃しているわけだ」

　気難しい顔つきで話の流れを窺っていた日毬が口にする。

「戦争準備に向かう過程で、中国は勝手に崩壊するという議論もあるが……」

「可能性はゼロではないが、それに賭けて黙って見ていることほど愚かしい話はない。ミサイルくらいは飛んでくると思っておいた方がいいだろう」

「中国の帝国主義的施し策さくに対し、アメリカには二つの選択肢があります。その一つが日米同盟を主軸に、中国との戦争を見据える方針。もう一つは日本から米軍が撤退し、グアムまで防衛ラインを下げる方針」

　まさか大使の口から米軍撤退という言葉が出るとは思っていなかった。オフレコだからこそ言える話だろう。アメリカの主流の意見ではないはずだ。アメリカが、太平洋の中核ともなるべき極東での覇権を、易やす々やすと放棄するとは考えがたい。

　大佐が滔々と語る。

「軍事的な観点だけで言えば、太平洋司令部をグアムに設置し、日本に展開する兵力もグアムまで引き下げることは、理にかなった選択だ。もし日本を守らなくてもいいという前提に立てば、それで何ら問題がない。仮に日本領土に人民解放軍の地上部隊が上陸したとしても、その後で、アメリカ軍には連中を何千回も殲せん滅めつする力がある」

「軍事的観点はともかく、政治的に本当にアメリカにそんな意志があるのか？　第七艦隊の母港として、日本が極めて重要な軍事拠点だとアメリカは考えているはずだ」

　日毬は訝しげに訊いた。

「もちろん今までアメリカは、日本を世界で最も重要な軍事拠点と考えていた。その方針は今も変わらないが、高度軍事技術の進歩によって、重要性が低下しつつあることもまた事実だ。グアムからでも極東全域を十分に警戒できるし、人民解放軍ごときを太平洋から追い払うことはいとも簡単だ。人民解放軍は昔の軍閥の延長線上のようなもので、まともな軍事システムも、世界戦略も有していない。我々からみれば、人民解放軍など赤子ですらないんだよ」

「アメリカには、日本を見捨てるオプションがあるということか」

「アメリカが日本を見捨てるという言い回しはおかしい。日本人の選択を尊重するというだけだ。もし日本人が極東のパワーバランスを現状のまま保ちたいなら、中国との対決は不可避なことになる。我々は日本にも、応分の軍事的負担を求めていきたい。いざ開戦となった場合には、主要な地上戦闘を自衛隊が担い、アメリカ軍はエア・シー・バトル──空軍と海軍による航空戦、ミサイル防衛、潜水艦戦闘などを総合して受け持つことになるだろう」

　大使も続く。

「日本の防衛省も、中国との戦争の可能性は理解しています。しかし問題は、日本の市民に、中国の横暴に立ち向かう気構えが欠如していることです。もし尖閣諸島を取られても、日本のメディアや市民は泣き寝入りする可能性すらある。アメリカならとうてい考えられないことです」

「尖閣諸島を巡る争いでは、自衛隊だけでなく、アメリカ人将兵も血を流すことになる。であればこそ、日本人も覚悟を持ってもらいたい。中国の軍事的圧力を押し返すことは、アジア全体の利益に叶うのだからな。日本だけでなく、フィリピン、ベトナム、マレーシア……それからタイやミャンマーまで、中国の侵略的行動に晒されている。万が一、中国が西太平洋の覇権を握るようなことがあれば……世界秩序は計り知れない打撃を受けることになるだろう」

　日毬は身を乗り出す。

「私は常々、日本の核武装化を主張している。だが核武装の最大の関門が、貴国の方針であると思っていた。アメリカがすんなり日本の核武装を認めるとは考えられないからな。日本に軍事的負担を求めるということは、核武装化も容認すると考えていいのか？」

　大佐はしばし考える風になり、用心深い面持ちで言う。

「……それはまた別の話だ。日米同盟が継続する限り、日本はアメリカの核の傘かさのなかにある。そもそも核を撃ち合っての戦争はできない。私がいま口にしているのは通常兵器によって人民解放軍を吹き飛ばし、中国の帝国主義的膨張を抑制しようという話だ。お互いが核を持って睨み合うという話ではない」

「待ってほしい。アメリカが日本から撤退し、グアムまで司令部を引き下げるオプションもあるということは、日米同盟が現在の片へん務む的な約束のまま残るとは思えない。アメリカの核をアテにし続けるわけにはいかないだろう。しかもアメリカの核の傘の下に入り続けるということは、アメリカに従属し続けろと言っているのと同じようなものだ。やはり私としては、日本人は自らが自らの防衛に責任を持つべきであると考えている。中国に核があり、その中国が日本領土に侵入を繰り返している以上、どうしても日本も核を持たねば、まともな外交交渉すらできなくなってしまう」

　そこまで一息にまくしたてた日毬は、口惜しげに続ける。

「第二次世界大戦当時、貴国がドイツに核兵器を使用せず、日本のみに投下したのは……ドイツは核兵器を保有する能力を有しており、一方で日本が核兵器による反撃能力を持っていなかったからだ。国際紛争を大きな戦争に発展させないためには、矛盾するかもしれないが核兵器を持たなくてはならない。現実の世界を考えれば、戦争をしないために核兵器は絶対に欠かせないものだ。なんとかして私は、日本の核武装化への道筋をつけたいと日々考えている」

　大佐は慎重な口調で応じる。

「ホワイトハウスは原則として日本の核武装は認めない。しかし日本に核武装を認めるべきだという議論もあり、そういった意見が主流を占める可能性は今後ある。期待はしないでもらいたいが、可能性は開けるのではないだろうか」

　実際に日本は、日本人自身が想像している以上に、世界から──とりわけアメリカから核兵器開発を警戒されている。

　たとえば日本は、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）による世界で最も厳しい査察を受け入れている。驚くべきことに、ＩＡＥＡ設立直後は、核査察対象の七割が日本だった。現在でもＩＡＥＡは五割近くの労力を日本の査察に使っており、全予算の実に二五％もの金額が日本の査察に投入されている。

　日本は多数の優秀な原子力技術者を有するが、政府が公に核兵器開発に触れることはタブーだ。民間を装って有志を募つのり、密かに細々と取り組むのが精一杯の現状である。仮に本当に核兵器を配備するにしても、日本が諜報力を放棄している現状に鑑かんがみれば、あまり現実味がある選択肢ではない。

　日毬は言葉を震わせる。

「アメリカに認められなくては何もできないなど、本当に情けない話だ……。軍事的にアメリカに大きく劣り、より本質的には核がないことが従属を許しているのだ。やはり防衛力の強化こそが国家の根幹である。私の独裁によって、なんとしてもこの状況を打破せねば……」

「二元論で考えて悲観する必要はありません。状況はもっと複雑怪奇で多層的なものです。我々アメリカ人から見れば、約四五年間に及ぶ冷戦期、日本はずいぶん上手くやりおおせてきたように思いますよ。ですが、国際社会が同じ形でいつまでも永続するわけもない。後進国の急激な勃ぼっ興こうや世界的な景気の低迷によって対立が深まってゆく国際環境のなかで、日本が次の一手のために方針転換できるかどうかは、研究対象として、個人的にも関心を持っているところです。そんななか、神楽さんのようなカリスマが日本政界にどのような影響を与えるか……実に興味深いケースになってくれそうですよ」

「大使の言う通り、相対的にみて、日本はなかなか上手くやってきた。だが古くさい成功体験にしがみついたままでいると、日本は必ず墓ぼ穴けつを掘り、没落の道を歩むことになるだろう。実際、日本の地盤沈下は大変なものだ。私が初めて沖縄に着任した当時の日本とは、とても比べものにならないほどの沈滞だと思う。転換が必要だ。今すぐにでも。その意味で、我々はひまりんに注目しているんだ」

「貴公らが、私に期待していることは何だ？　具体的に教えてほしい」

「日本の世論形成だ。ひまりんは普段から、日本の軍備増強、アメリカとの対等な外交関係の構築、日米同盟の深化を主張しており、その意見には少なくない同調者もいるようだ。メディア界はもとより、言論界においてもひまりんの主張が時おり持ち出されることが増えてきた。異論反論はあるようだが、我々としてはその主張を支援していきたい。日米同盟をより強固なものにし、中国の帝国主義に立ち向かう勇気がいま試されている」

「アメリカはグアムへの撤退の可能性も見据えているのだろう？」

「それはあくまでもオプションという話だ。我々が逐ちく次じそのような話を持ち出すのも、日本人に日米同盟がいかに重要か気づいてもらいたいという思惑がある。日本の軍港や航空基地の重要性が低下しつつあるのは間違いない事実だが、それでも日本ほど第七艦隊の母港として相応しい海外基地は見つからない。人心の安定性、政治面の柔軟性、工業力、産業力、資本力……多くの点で、日本はアメリカと同等以上の能力を有する稀まれな国家でもある。ホワイトハウスの本音を代弁すれば、できうることならば未来永劫、アメリカは日本に基地を置いておきたいと思う」

「……。喜ばしい話ではないな。私は日米同盟を重要な柱だと考えているが、アメリカへの無闇な従属も変えていきたいと決意している」

　日毬は顔を曇らせた。

「気持ちはわかるが、日米同盟を弄いじるのは今ではない。中国との対決に決着がついてからだ。だがもし日本人の対米感情が悪化し、日米同盟に亀き裂れつが入るようなことがあれば、対中戦略を模索するアメリカの方針にも大きな影響を与えることになる。米軍基地をすべてグアムに引っ込めるというオプションが現実味を帯びてしまうということだ。ここが、極東地域の情勢を左右する大事な転機になる。正念場だろう」

「もし日本が尖閣諸島を取られるようなことがあれば、あるいは人民解放軍が台湾に武力侵攻という事態になれば、日本人は黙って見ているつもりはないという世論を醸じょう成せいしていってほしい……その世論形成の一環に日毬が役に立つ……そういうことですか？」

　念のため俺は再確認した。重要な点だ。

　大佐は大きくうなずく。

「そういうことだ」

「そんな覚悟なら、とうに私は持っている。日本国民であれば誰しも同じはずだ」

　日毬は決然と胸を張った。

　しかし大佐は首をふる。

「日本人に、戦争に乗り出す気構えができているとは思えない。アメリカとしては、中国と戦せん端たんを開いた際に、日本が優柔不断なままだったり、中国に媚びを売ろうとする議論がでてきたりすると対応に苦しむことになる。日本の基地が最前線になるからだ。それに、安保条約を軸に日本を守ろうとするアメリカの世論も説得できなくなってしまう。その世論形成のためには、ひまりんが重要な役割を果たしてくれるだろうと我々は期待している」

　それからホワイトハウスの外交方針などについて一時間ほど議論を重ねただろうか。おおむね大使と大佐は、本音に近いところを率直に語ってくれていると俺は感じた。国家の要よう衝しょうに関わるキーマンと意見交換できるのは貴重な機会だ。ましてや相手は、世界の運命を左右する超大国アメリカである。

　彼らの意見や方針を聞き終え、俺たちは丁重に礼を言い、アメリカ大使公邸を後にしたのだった。





◇






　俺と日毬は、会議室に壮司と由佳里を呼び寄せ、アメリカ大使を交えた会合の結果を報告していた。

　由佳里が目を丸くする。

「──マジっすか。こんなこと話して大丈夫なんですか？　だって盗聴されてたりしません？　ううん、私がＣＩＡなら、絶対してると思います」

「まぁ私がＣＩＡなので、ある意味で言えば盗み聞いている立場になるわけですが……このビルなら心配いりません。ビルの一階に妨害電波を出す機材を設置してあります。特に厳重な細工を施ほどこしてあるのでご心配なく」

　壮司が事務的に言った。このビルに移転してきた直後、壮司から「ビルに盗聴対策を施すから少々の予算をもらいたい」と言われ、すぐに承認していた。防諜のことは壮司に任せておけばいいだろう。

「管理室に佐々倉さんが運び込んだサーバですか？　何の物体だろうなぁと思ってたんですが」

　由佳里は腕を組み、首をかしげた。

「あれは基本的な妨害装置ですよ。その他にも各階で妨害を試みておりますので、ビル内であれば密談はまず問題ないレベルかと。さらに念を入れて、盗聴機器をチェックする機材も買い揃えておきました。週一くらいの割合で私が機材を背負い、各フロアを見て回ることにしましょう」

「いよいよスパイじみてきましたね。いろいろ付いていけてないんですけど！」

　苦笑しながら俺が言う。

「前に俺と由佳里が間違ってぶちのめしてしまった公安だって、今じゃ日毬にしきりにアプローチしてきてるだろ。潮しお目めが変わったんだよ。これからは良くも悪くも、日毬の行動が本物の権力者たちに注目されるということだろう」

「総帥も、いよいよ日本政界における大物として認知されたということです。独裁者として君臨するのであれば、ホワイトハウスと良好な関係性を保つことが何より必要なことでしょう」

　壮司は感じ入ったように言ったが、日毬が冷静に応じる。

「だが国防総省が動いたのも、ＣＩＡがコンタクトを取ってきたためだ。彼らはＣＩＡに先手を取られないようにしたかっただけで、どこまで私のことを純粋に評価しているのかわからない」

「共闘関係を持つということになれば、資金や人脈の点で、全面的な支援をしてくれるらしい。その点はＣＩＡの提示と一緒かな。どっちと話をしていけばいいんだろうね？」

　俺は壮司を見やって訊いた。ＣＩＡに関係している壮司の意見が重要ではないかと思ったからだ。

　代わりに日毬が口にする。

「私の印象では、クルス大佐はかなり具体的な青写真を持っているように見受けられたぞ。すべて開示してくれたわけではないだろうが、それでもホワイトハウスや国防総省の方針は決まっているのだろう。だがＣＩＡはどうにも迷走しているように見える。支局長の言葉に、具体性や自信があまり感じ取れなかったんだ」

「実際、その通りです。ＣＩＡとしては、極東で何らかの大掛かりな工作を成功させることで、諜報機関としての確固たる地位を取り戻すことが悲願なのです。だから独自に動いているわけで、手探りな部分も多いんですよ。その分だけ身軽とも言えるのですが……」

「そう言う佐々倉さんは、別にＣＩＡに肩入れしているわけでもなさそうですね。普通にＣＩＡのメンバーなら、自分たちと組もうって主張しそうなのに。逆スパイや二重スパイってヤツですか？　そういうスパイって、裏切り者呼ばわりされて殺されたりしないんです？」

　興味津々といった様子で由佳里が言った。

「私の場合は、最初からＣＩＡやアメリカに忠誠を誓っていないことを伝えています。支局長の方も、私の性質をよく理解しています。情報提供者はそのくらいでないと質の高い情報を供給できません。ＣＩＡとしても、無意味な人物に忠誠を誓ってもらっても一文にもなりませんが、腹に一いち物もつあっても権力の中枢に近い人間と接点を持った方がいい。お互い持ちつ持たれつ……。過去、ＣＩＡからコードネームを与えられていた日本の情報提供者たちも、その多くは私と同じようなスタンスだったはずです」

「小説になりそう。佐々倉さんの人生が！」

「なりません。非常に情けなく、苦く渋じゅうに満ちた人生でした。私に総帥の力の万分の一でもあれば、このような醜しゅう態たいに甘んじることもなかったのですが……。総帥が日本に現れたのは、私にとって天てん佑ゆうです」

　壮司は苦しげに言葉を絞り出した。よほど悔かい恨こんに苛まれているのだろうか。あまり触れないであげた方がよさそうだ。

　俺が言う。

「現状をまとめていくとだ……まず日本国内の勢力としては、自友党、民政党の双方から声をかけられている。条件はいずれも、日毬を自らの政党の候補者として立候補させたいという話だな。自友党は与党だし、長年に亘わたる基盤もある。だが民政党は第二党とは謂えど、分裂気味で実力もなく、もはや死に体と言えるかもしれない」

「民政党以下、他には小政党が乱立している情勢ですね。このような情勢だからこそ、知名度抜群の総帥に反自友党勢力の支持が自然と集まり、日本大志会にも可能性が見いだせるというわけです。アメリカが総帥に接触を図ってきたのは、その空気をいち早く感じ取ったからに他なりません」

　壮司が応じてきた。

「加えて、公安が資金提供を申し出てきている。これは警視庁公安部という理解でいいのかな？　警察庁や政府の意向を受けているというわけじゃないよね？」

「さあ……。警察庁とは何らかの話ができているのかもしれませんが……」

　壮司は首をかしげた。果たして、キーポイントにならない組織だと無視していいものかどうか。なんとも対応に困る相手だ。

「それって月にたった一〇〇万円って話ですよね？　先輩、一〇億円の聞き間違いじゃないんですか？」

「間違えるわけないだろ。日毬も同席していたんだぞ。もっとも日本のお役所が、秘密工作のために月一〇億円は出せないだろうがな」

「月一〇〇万円で間違いない。年間一二〇〇万円を秘密裏に寄付したいという話だ」

　日毬が淡々と言った。

「しかも、足がつかないように金銭処理を迂う回かいさせてくれーってことだろう？　そんな現金、手渡しするつもりでもってこいよ。こいつらは何なんだと。サッパリだ」

　俺は肩をすくめた。

「ひょっとして、日毬ちゃんを混乱させるのが公安警察の手なんじゃないですか？」

「そんな高等手段のようには見えなかったけどな……」

　壮司が俺たちを見回し、口にする。

「本当に公安は大したことを考えていないと思います。ただ、ＣＩＡ支局長が指摘していたように、中国関連のスパイが周囲に張り付く訝しげな匂いを感じ取ったので、関わっていた方が得だという判断なのではないでしょうか。もっと上手いやりようはあるはずなのに……日本の情報工作のレベルの低さには、ただただ驚かされることしきりです」

「まぁいいよ。公安は捨て置こう。そしてアメリカはＣＩＡと国防総省だな。これは最初に話した通りだ。ＣＩＡの方は、極東で大きな企てを成功させてアメリカ国内での情報部門の主導権を取り戻したい。国防総省の方は主流勢力で、ホワイトハウスの意向を汲くんで動いているようだし、他にもＮＳＡやＦＢＩなど巨大省庁とも連携が取れているわけだ。こっちは対中戦争を念頭において、着々と準備を重ねているような状況……という理解でいいんだろうか」

「そうですね。方針に大きな違いはないはずです。立場が鮮明なのは国防総省ですが、ＣＩＡも以前からずっと中国各地での暴動の一部を密かに援助していますし、中国の民主化勢力にさまざまな支援をしています」

「ＣＩＡと国防総省、両方と上手く付き合っていくということはできないのかな？　彼らの方向性はほとんど同じと認識していいんだよね？」

「それは何とも……。複雑な人間関係や各種の権力が絡みますから、安易に返答ができかねます……」

　壮司は言葉に詰まってしまった。

　日毬が話を引き継ぐ。

「いずれにしても即断することはできない。現時点では向こうから提案をもらっただけの状況だから、それをよく検討し、必要あればヒザを突き合わせて話し合い、日本大志会にとって最も確実な道を選び抜きたいものだ」

「こうなってみると、日本大志会やひまりプロダクションの資金が潤じゅん沢たくで心底良かったよ。いくら日毬のカリスマがずば抜けていても、裏側で金策に走り回っているような状況なら、熟じゅく慮りょもせずにすぐ転んだ可能性だってあるからな。金繰りに困ってる政治家なら、相手がアメリカだろうが中国だろうが飛びついてしまうケースが多いに違いない」

「情報防衛が欠如している日本の弱さですね。現実として私のような者が政界に入り込んでいたわけですから、推して知るべしです」

　壮司が無念そうに言った。

　日毬も首をふる。

「まったく嘆かわしいことだ。私が政権を獲とった暁には、やはり諜報機関の整備は欠かせない。不当な現憲法の撤廃や軍事面の再整備と合わせ、大々的に行う予定だ。いかなる困難を前にしようとも、なんとかして一刻でも早く、私が政治の頂点に立つ必要がある」

「ここから先は日毬が判断すべきことだろう。幸いにも俺たちは今、金に困っているわけでもないし、自友党や民政党などとのコネクションも現にある。アメリカとはパイプを太くしておく必要はあるだろうが、今日明日で決めなくちゃならないことでもない」

「了解した。熟慮に熟慮を重ね、どのような道を選び取るべきか決断してみせよう。重大な分岐点だ」

　日毬は胸を張り、深々とうなずいた。

「ここで交わした話は、表では絶対に口にしないでくれよ。とくに由佳里はこの手の話は初めてだ。注意してくれ」

「あたぼーです！　先輩だって私の義理堅さは知ってるくせに！　口の堅さはベルリンの壁レベルですよ！」

「ベルリンの壁はぶち壊れたけどな」

　それから状況を共有し終えた俺たちは、急ぎ足で各自の仕事に戻ったのだった。





[image: 第二章 国家百年の 大計]














　自友党、党本部。

　幹事長である深ふか見みのアレンジで、俺と日毬が招かれていたのである。深見とは一度すでに会っており、日毬の自友党からの立候補を持ちかけられていた。その立候補を検討するにあたり、自友党総裁と引き合わせたいと深見から言われたのである。自友党総裁とは、もちろん総理大臣のことだ。

　自友党側から列席したのは、深見を含めて三名。いずれも、紛まがう方かたなき実力者たちだった。

　会議室でテーブルを囲み、俺たちは挨拶を交わす。

「まさか日本右翼界のドンとこうして話す機会があるとはね。桐生きりゅう匡まさ俊としだ。よろしく」

　桐生匡俊は内閣総理大臣である。背丈が高く、スラリとした好人物だった。

「官房長官の持じ統とうです。あんまり構えず、気楽にしてくれていいですよ」

　持統はやや肥満ぎみなためか、どこか愛あい嬌きょうのある容貌をしている。しかし見目の割に毒舌政治家としても名を馳はせていた。そして体形に似合わず、自友党内きっての頭脳派としても知られている不思議なポジションの政治家だ。

「日本大志会、神楽日毬だ。日本国のために、日々政務に尽くしている。よろしく頼む」

　日毬は背筋を伸ばして応じた。

「ひまりプロダクション、代表の織葉です。自友党の緒お方がた先生と原はら田だ先生にはいつもお世話になっています」

　俺は丁寧に頭を下げた。恐縮する必要はないが、それでも相手は、普段の仕事で関係することのない大物たちだ。

　持統が笑みを浮かべながら切り出す。

「ひまりんを取り込もうなんて深見先生も面白いことを考えますな。アイデアを聞いたときはびっくりしたけど、なるほど、自友党の将来を考えれば、ひまりんを確保しておいて損はない。世論ってのは移ろいやすいものですからね。とくにクソメディアの連中には、何をやっても叩かれる。バカな上に嫉しっ妬と深いヤツらばかりだから、自分より上の存在を認めたくないんですかね」

　持統の物怖おじしない言い回しを目の前で聞かされると、さすがに面喰らってしまう。身内の席という安心感があるのだろうが、記者たちを前にして同じ事を言えば、大変な事態になるだろう。だがまぁ、持統とはズケズケと物を言いまくる政治家であることはすでに知られていて、メディアの前で放言してしまい、叩かれたことも一度や二度ではない。それが持統を自友党内で際立たせ、特殊な地位に押し上げている理由にもなっていた。

「いや、先にひまりんに声をかけたのは神じん内ない先生なんですよ。民政党に取られるよりいいでしょう？」

　深見の言葉に、持統が吐き捨てる。

「あぁ、神内ね……。あんなヤツ、どうでもいいですよ。舌先三寸、掲げる政策はポピュリズムばかり。あいつこそ売ばい国こく奴どだ。選挙しか興味ないんでしょうよ。早く検察にでもとっつかまって、政治家やめてくれないかなぁ……」

「そうはいいますけどね、持統先生。今でも神内先生はそこそこ人気がある政治家だから。あれだけメディアの注目を浴びる政治家はいませんよ」

「まったく間違ってる。神内に愛想を尽かさないなんて、世論ってのはどうしてこうもアホばかりなんでしょうな」

　持統の言葉に、桐生と深見は苦笑した。特に制止しないところをみると、慣れっこなのだろう。

　俺が言う。

「その世論を形成するのはマスメディアですからね。広告が専門のぼくから言わせてもらえれば、彼らの責任は重大ですよ」

　我が意を得たりといった風に、持統が俺を指差してくる。

「うんうん、まったくその通り。でもね、それを真に受ける世論もどうかしてる。織葉社長はもともと蒼通でしたっけ？　どうすればメディアの連中を矯きょう正せいすることができるか、アドバイスをお聞きしてもよろしいですかな？　アイツらはしぶとい。日本の大メディアの半数は、本質は不動産屋だから、適当なことばかりやっていてもなかなか経営的に崩れない。まったく困ったものです」

　持統が指摘するように、日本の大手キー局や大手新聞社の多くは、本業以外の不動産収入が潤沢に見込める。一等地に数々のビルを保有していたり、副業で優良な商業施設を経営していたりするからだ。メディア各社は、ガタガタに崩れる本業の赤字を、不動産事業から上がる収益で補おぎなっているのが現実だった。それゆえ、マスメディアが廃すたれゆくデジタル時代のなかにあっても、大手メディア各社は経営的には意外と粘り強く、最後まで生き残る企業グループを形成していると言えるだろう。

　もちろん俺も、日本メディアの歪いびつさは理解しているつもりだ。しかしその俺から見ても、いささか持統がメディアを目の仇かたきにしすぎているように感じられた。敵意が強すぎる。考えてみれば、持統はいつもバッシングに遭あう側であり、もっともメディアからヤリ玉に挙げられ小馬鹿にされている政治家の一人でもあるため、その怒りは尤もっともなのかもしれない。

　少し考えて、俺はゆっくりと説明する。

「彼らにも自分たちの発言の責任をしっかり取らせるようにすれば、少しはマシになるかもしれませんよ。現状では、まるで五五年体制下の旧社会党のように、とにかく権力らしきものを叩いていれば仕事が完了しますからね。残念ながらマスメディアが日本では最高の権力です。だからこそ、メディアの発言をチェックする第三者機関のような仕組みが必要だと思われます。総務省のような単なる監督官庁ではなくて、メディア各社の発言をデータベース化してきちんとまとめておき、あとになって発言をチェックできるような機関です」

　これは商売になりそうだ。現実化すれば、『きれいなネット政治推進協会』よりずっと大口の国絡みの仕事にできる。世の中にとって必要なことも確かだろう。

「興味深い案ですな。織葉社長の腹案をまとめてもらって、私まで提出してもらえますか。こういうことの専門家はなかなかいませんから、織葉社長の見識はぜひとも活用させてもらいたい」

　持統は満足げに、しきりに何度もうなずいた。

　困ったように深見が場を制する。

「持統先生、今日はそんなお話じゃないんです。また別の機会に……」

「持統くん……率直なのはいいけどな、部外者のいる前で口を慎つつしまないと、またしっぺ返しを喰らうことになるぞ。君は五年前も、失言で閣かく僚りょうを辞任してるじゃないか。あのときは凄すさまじいバッシングだったな」

　桐生もたしなめた。

「そうそう、神内の名前が出たから話が飛んじゃったんですよ。あの耄もう碌ろく野郎はまたロクでもないことを企たくらんでるんでしょう。周りは皆、神内に愛想を尽かしたってのに、まだやるつもりなのか……」

　日毬は毅然として言う。

「私も神内三さぶ郎ろうの政治に肩入れするつもりは毛頭ない。メディアでは神内が日本政治の立役者のように語られるが、逆の見方をすれば日本を混乱させた一人でもある。……しかし民政党の提案に、私が興味を抱いているのは確かだ。落ち目の民政党だからこそ、上り調子の貴公らより日本大志会にとって良い条件が引き出せる」

「でもね、ひまりんは自友党しかないと思いますよ。民政党なんていずれ消えてなくなる政党だから、やめておいた方がいいです」

　深見が穏やかな口調で説得してきた。

「あんな極左まがいのクソ政党がたとえ一時期でも政権を担っていたなんて、日本の黒歴史ですな。それもこれもマスメディアの連中が煽あおったせいで……まったく酷いもんだ。日本国民として、本当の本当に恥ずかしい。泣きたくなるよ、まったく。メディアの低脳どもときたら……」

「持統先生、またさっきの話に戻ってますよ」

　深見が困ったように指摘した。

　日毬がテーブルに身を乗り出す。

「貴公らとの提携を探るにあたり、まずは聞かせてほしい。今後の日本の行く末にとって、良くも悪くも、最大の柱になっていくものが日米関係、日中関係であると思う。戦後の国家方針を振り返れば、外交の基軸をアメリカとアジアのどちらに置くのかが日本の重大なテーマであり続けた。まずは危機的な日中関係から問おう。自友党は、日中関係をどうしていくべきだと考えているんだ？」

　戦後日本の国家政策を類型に当てはめてしまうと、反共的な色彩の強いタカ派代表の自友党派閥『清和政策研究会』はアメリカ重視、日中国交正常化を達成した田た中なか角かく栄えいを源流とする自友党派閥『木曜クラブ』は中国重視、池いけ田だ勇はや人とを創始者とする名門の自友党派閥『宏こう池ち会』はどちらでもないという構図になっている。もちろん政治家個々人の価値観は複雑だから、すべてをこの図式に当てはめることはできないにしても……この大きな図式、時の政権が親米か親中かは外交のみならず、金融・経済・内政全般にも重大な影響を及ぼし続けた。

　しかもこの構図は日本だけの特殊事情でなく、アジアの各国にも共通し、親米か親中かの選択によって政権が崩壊したり、クーデターが起こったりまでしている。だから日毬は冒頭から、最も重大な政治ファクターについて問うているのだ。

　桐生が手振りを交えて答える。

「指摘のように日中関係は極めて重要だ。とりわけ経済面での結びつきは、もはや切り離して考えることなどできない。その前提に立った上でのことだが……現政権としては、ホワイトハウスと共同歩調を取っていく方針だ。それが戦後の保守本流としての自友党の既定路線となっている」

「つまり……アメリカに従属する形で判断していくということで、いいのだな？」

「従属とは言い過ぎだ。外交方針はもちろん日本独自に判断するが、しかし日米の同盟関係は最大限に配慮されるべきということを言いたいんだ」

「ここは国会答弁の場所ではない。本音で語ってもらいたいぞ。私とて責任ある立場についている。ここで交わした会話を、他に伝えるようなことはしない」

　日毬も俺も、アメリカ中枢の方針はすでに漏れ聞いているわけだ。目の前に居並ぶ三人も当然、ある程度の実情を理解しているに違いない。だが、アメリカ側がすでに俺たちとの接触を図っている事情は簡単に表おもて沙ざ汰たにできないのだから、桐生らは、俺たちが知っているということを知らない状態である。表向きの答弁に終始してしまうのは、致し方のない状況だった。

　しかし持統が身を乗り出し、意味深に口を開く。

「要するにだよ神楽さん、総理が言えないことを言っちゃうと、アメリカの極東戦略はある程度固まってる。だってね、人民解放軍がぶち上げたＡ２／ＡＤ戦略は、あからさまに日米に対抗した軍事戦略ですよ。あまりにアメリカをバカにしすぎてる。中国人民の気分を満足させるために、解放軍はこんなふざけた戦略をでっち上げちゃったものだから、そりゃアメリカは怒りますよ。ということは日米としては、対中戦争まで選択肢の一つになっているということですな。向こうから石が飛んできてるんだから避けようがないよ。その辺りの事情は、総理の立場だとゴニョゴニョっと言うしかないでしょ？」

　持統の言うＡ２／ＡＤ戦略とは、人民解放軍の軍事戦略だ。海空軍の増強を主軸とし、中国の沿岸領域にアメリカ軍を近づけさせず、極東の軍事バランスを中国に有利なものにしようとする戦略である。

「匂わせる必要などない。いま貴公が口にした国際情勢は、もっと詳しく複数の筋から聞いている。当然、アメリカは極東情勢を注視しているし、人民解放軍の膨張政策を苦々しく思っていることも理解している」

「……どこからか接触を受けました？」

　疑わしげに、深見が訊いてきた。

「申し上げられない。だが、日本大志会にも複数の、独自のルートがあるということだ。だからこそ腹の探り合いをせず、本音の勝負をしたいと考えている」

　しばらく桐生と深見は顔を見合わせて押し黙ったが、やがて桐生が重々しく語る。

「……。日中関係をどうにかして改善したい。その糸口は探っているつもりだ。経済面でも両国の結びつきはもはやなくてはならないものになっている。二国間の平和が保たれることは、日中の多くの庶民に共通した願いだろう。しかし現実は複雑だ……」

　深見も続く。

「難しい舵かじ取りです。中国共産党の命脈がどこまで続くのか……。中国国内の混乱を前にして、人民解放軍はどのような手段を講じるのか……。正直なところ我々としても苦慮しているところです」

「財界の多くの企業人は中国と何らかの関わりを持っています。もっとも最近では中国から撤退して、東南アジアなど、より安い賃金で仕事を任せられる地域に進出する方向に変えていますが……それでも両国の関係が混迷すれば、潰れる企業は多いんじゃないでしょうか？」

　俺の問いに、桐生は淡々と口にする。

「今後、中国に進出している日本企業は、すべて自己責任で対処してもらいたい。政府としても可能な限りの方法で、そのシグナルは何度も送ってきたつもりだ。こればかりは日本側がどうにかすれば解決する話でもないのだから、仕方ないだろう。相手あっての問題だ」

「自友党と連立を組んでいる公こう世せい党は、日中関係を最重要視しているだろう？　自友党の方針だけで決められるのか？」

　疑り深そうに日毬が桐生を見据えて訊いた。

「誤解しないでもらいたい。自友党としても日中関係を非常に重視している。当然だろう。しかし繰り返すが、我々が努力すれば何かが変わるという事案でもないということだよ」

　再び持統がしゃしゃり出てくる。

「はっきり言えば、公世党は基本的にノンポリ集団ですよ。彼らの大目的はただ一つ、巨大な宗教団体である世せい法ほう協会を政治的圧力から守ること。それだけ。大丈夫、自友党は世法協会に優しくしてあげられる。だから自友党としても安心して組むことができる相手というわけですな。信者を間接的に自友党が取り込めるわけで、日本の政権の安定に重要な役目を果たしてくれるというわけです。しかも形の上では別々の政党でいられるんだから素晴らしい。世法協会、万ばん歳ざい！　万歳！　万歳！」

　高らかに持統は両手を振り上げ、万歳三さん唱しょうを連呼した。

　持統はそう言うが……果たして、自友党が公世党を取り込んでいるのか、それとも公世党が自友党を取り込んでいるのか……俺には、どちらとも言えない気がした。

　苦々しい表情で、かといって制止するわけでもなく、深見が首をふる。

「またまた、公世党が聞いたら怒りそうなことを……。そんなことばかり言ってると、持統先生には永遠に総理の椅子が回ってきませんよ」

「使いどころが難しいよな持統くんは……。頭も経歴も申し分ないだけに、何ともな……」

　桐生は眉をひそめた。

「誤解ですって。だって私の奥さん、世法協会の信者ですから。本当に応援してるんですよ。……いやぁ、入信するの嫌がったんですけど、無理やり拝み倒したんです。その代わり、財さい布ふは妻に握られることになりましたけどね」

　さらに持統官房長官は指を折りながら続けてゆく。

「それから学者の従姉いとこが福ふく運うん実じつ学がくでしょう、さらに上場企業の取締役の実弟が理り荘そう宗しゅう、そして密かに私自身が典てん戒かい宗しゅうと栄えい呈てい教きょうですよ。まさに万全の備えです」

　テレビで見る持統官房長官は、メディアからの質問への返答も素早く、どことなく愛嬌もあり、ユーモアに富んでいてなかなか面白いのだ。だからこそ国民ウケも良く、人気のある政治家の一人だった。だがたしかに、これではいずれ口を滑らし、失言で失脚という可能性も高そうな人物でもあった。それがまた政治家としての持統のキャラを国民に印象付けることにもなっているのだが。

　ともかく持統はメディアの恩恵を受けて高い知名度を誇っている議員であり、一方でメディアからバッシングに遭いやすい議員でもある。だがこれで政界や官界に人脈が広く、有能なのは誰もが認めるところであるために、主要ポストに起用されることが多い議員でもあった。ある意味、自友党らしい議員である。

「今だから言っておきますけどね、『持統先生に官房長官を任せて大丈夫なのか』って、党内でもすったもんだがあったんですよ。知名度だけは党内きっての大物なので起用したんですけどね……失言で総理まで転がさないように注意してくださいよ」

　弱り果てたように深見も言った。

「なんですか二人して。私だって公私の区別くらいつけてますよ。この場は私的で気楽なディスカッションでいいじゃないですか。神楽さんと共闘していく可能性を探るって話でしょ？」

　持統はむくれて、手振りを交えながら主張した。しかし大して怒っているわけでもないようで、やはりどこか愛嬌があるのが不思議である。

　日毬が念を押す。

「アメリカが対中戦略に本腰を入れれば、自友党はそれに乗ると考えていいのだな？」

「安保条約を基本に対応するのが当然だ」

　桐生は一言で応じたが、またも持統が代弁する。

「日中関係はむちゃくちゃ重要。できることなら何事もなく過ぎてほしいと願ってる。でも一方で、中国の帝国主義的活動を抑えられるとしたら、今をおいて他にないんですよ。そしてその役割は、日米同盟が担うべき……そうでしょ？」

「そこに自友党の方針はないのだな。アメリカに従い、場当たり的に対処するしかないということか」

　悔しそうな日毬の言葉に、桐生が口にする。

「誤解を受ける言い回しになるやもしれないが、アジアの盟主はアメリカであるべきだ。地域の安定を保つ上で、第七艦隊の力が必要だ。自衛隊や台湾軍も、アメリカの覇権を保つ上で欠かせない存在になっている」

「極東の地域バランスが崩れる前に、ロシアとは協調しないのか？」

「国際的な威信の問題もあって、日露双方ともに、主張を曲げることは容易ではなかろう。それでも北方四島の解決は可能な限り急ぎたい。ロシアは、アメリカの対中構想を公では非難するに違いないが、内心では狂喜することになるはずだ。ロシア人は中国人をまるで信じてはいないからな」

　深見が説明を引き継ぐ。

「日本とロシアは、帝国主義時代を通じて戦ったこともあるし、お互いに悲惨な状況に陥ったこともある。経験値が違います。近現代史が多大な犠牲を払って培ってきたゲームのルールが通じる相手ですよ。しかし中国には、ゲームのルールが通じない。いや、正確には、独自のルールを持つ国と言うべきでしょう」

「ふむ、話はわかった。自友党の主体性があまり感じられないのは、私にとって悪いことではない。日本大志会の政策を導入しやすくなるからだ」

　生真面目な顔で日毬はうなずいた。

「我々としては、神楽さんがいずれ自友党から立候補すると宣言してもらえるなら十分です。自友党のさまざまな会合にも招待しますし、国家戦略協議会のメンバーにもなっていただきたいと考えています」

「要するに視聴率がほしいんですな。メディアの連中の注目を集めるには、神楽さんの協力が必要不可欠なわけです」

　持統が本音をもらしたが、それはこちらも承知の上だ。

　しかし日毬は吐き捨てる。

「バカげた話だ。それでは私が、自友党の広告宣伝に無償で協力してやるだけだろう？　私が国会を統制し、日本国家を先導する役割を担わなくてはならない」

「現実的な話をしましょうよ。国会議員への立候補は年齢制限があるし、そもそも神楽さんは未成年です」

　深見が滔々と言ったが、日毬は刮かつ目もくして叫ぶ。

「無礼者！　私の話は常に現実的だ。私ほど現実を見据える政治家は他にいないと断言できる。もし自友党が私の力を活用しなければ、早々と政権の命脈は尽きるだろう。年齢制限など取っ払ってしまえ」

「さすがに年齢制限の枠組みを変えることはできませんよ……。世の中、神楽さんみたいな特別な人だけじゃないんです」

　困った面持ちで深見が息をはいた。

　持統が言う。

「神楽さんに道を開くことで、たとえば今後、若い芸能人やスポーツ選手が適当に立候補して当選でもしたら、日本の民主主義の程度がバレてしまう。ありそうだから困る。神内みたいなポピュリズム政治家がいると、選挙対策のためだけにタレントやスポーツバカを立候補させたりしちゃうんですな。あのクソ神内なら、有名だったらヤクザ関係者や外国スパイだって立候補させますよ、本当に。世界の笑いものになってしまう。恥ずかしくて海外に行きたくなくなりますよ」

　少し考える風にして、桐生が口を開く。

「もし年齢制限の融通を神楽さんだけに限定できるなら、俺は面白いとは思うけどな。だけど、深見くんや持統くんの言う通りだよ。世論が衆しゅう愚ぐ化するのは避けられないという前提に立って、それを可能な限り回避する手段をとっていくことが政治家の責任だ」

「一秒でも早く、私が日本を統治せねばならない。まずは私を国会議員にすることだ。自友党にそれができるのかと、私は問うている。自友党に無理なら、他の手段を採るまでだ」

　断定的な口調で日毬は言った。

　意味深に深見が日毬を覗き込む。

「……自友党が受けなければ、神楽さんは民政党と組むことになりますよね？」

「貴公がどう想像しようが勝手だ。そもそも私は既存政党との連携が絶対必要などと思ってもいない。だが連携によって目標までの距離が縮まると判断できれば、乗る可能性は十分にある」

「逆に神楽さんから『こうしてほしい』という提案はありますか？　その提案を我々が検討させて頂くというのは如何でしょうか？」

「ふむ。案はさまざまあるが……自友党と日本大志会の合併なら、私は十分に検討の価値があると考えている。むろん、対等合併だ」

　桐生や深見は啞あ然ぜんとした様子だったが、持統がクスリと笑う。

「ふふ……はっはっは」

「無礼者！　何がおかしいというのだ！」

　日毬は鋭い視線で持統を睨みつけた。

「いやいや、すみませんな。だって神楽さんがあまりに大真面目な顔で言うものだから……。実に神楽さんらしいと思って」

「対等合併といっても、日本大志会は議員が一人もいないじゃないですか。まさしく神楽さんたった一人で成り立っている党です。ですが自友党は国会議員だけでも数百人になりますし、地方議員も含めれば数千単位もの大所帯ですよ。党員だって一〇〇万人いる」

　切々と深見が説明を試みたが、日毬は歯し牙がにもかけない。

「それがどうした？　貴公が合併を拒否するならそれでいい。話は終わりだ」

「仮に対等合併だとして……いったい何が変わるのか形が見えてこないのですが……。だって日本大志会は議員だっていないわけですから、本当にただの掛け声だけになりませんか……？」

「私を自友党総裁にしてもらおう。ならば国会議員でなくとも構わないし、議員の年齢制限を撤廃しなくとも問題はないはずだ。自友党の総裁になる条件が法律で規定されているわけでもないのだし、誰を総裁に指名しようが勝手なのだからな」

「自友党の総裁は、総理大臣になりますよ。もちろん今の総裁は桐生総理です」

「誰が決めた？　ただの慣習だろう。私が自友党総裁に就任したとしても、しばらくの間、桐生議員に総理大臣を務めてもらって構わない。ゆくゆく準備が整った暁には、私が満を持して総理大臣に就任すればいいことだ。その際は、貴公らにも各大臣として私の手足となって働いてもらうことになるだろう」

「……」

　やり取りしていた深見は押し黙ってしまった。

　桐生は首をふり、言葉もないといった表情だ。さしもの持統も口を開けたまま、惚ほうけたように日毬を見守っていた。

「そしていずれは私がただ一人の独裁者として君臨し、この国の統治を引き受ける。私の独裁期間に、今後五〇年間に想定される日本のあらゆる困難を解決し、大和民族の未来を決してしまいたい。私の魂は日本と共にある。必ずや私はやり遂げてみせるだろう」

　日毬は胸を張って断言した。
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「よく来てくれた、神楽さん。今後の共闘の可能性を、お互い納得がいくまで話し合いたいと思っていた。提案や不安があれば、どんなことでも言ってくれ。民政党としては、本気で神楽さんを候補者に立てたいと考えている。神楽さんを取り込むことでメディアを席巻し、第三極の小政党と合併することで、再び政権の座を狙いたい。そしてもちろん、神楽さんは将来の総裁候補だ」

　俺と日毬をホテルのスウィートルームに迎え入れた神内三郎は、心底嬉しそうだった。神内は、部屋にたった一人で待っていた。

　神内とは一度、この同じ場所で会っている。それ以降、再三に亘って神内からはラブコールが送られてきていたのだった。日毬はそれを無視していたが、自友党との会合の誘いを受けた直後、神内との再会談を受けることにしたのである。

　官房長官である持統が散々嫌っている神内は、とりわけ敵が多い議員であり、それだけに有数の知名度を誇る国会議員だ。自友党では一、二を争うほどポピュラーな持統でさえ、神内の知名度には及ばない。メディアからはバッシングに遭うがため嫌悪している国民も多いし、一方で熱心なファンもいるという異色の人物である。

　ソファに腰かけると、開口一番、日毬は神内を睨みつける。

「初めに伝えておく。私は民政党が嫌いだ。革新系の匂いが強すぎる。だがそれでも私は、貴公らと組む可能性を選択肢の一つにしている。むしろ貴公らはバラバラだからこそ組みやすい」

「民政党は革新政党ではない。今は世論が右傾化していて流れが悪いが、アジアの時代を見据えれば、我々こそが本当の保守本流であるべきだと考えている」

　即座に神内は応じてきた。

「保守本流とは片腹痛い。民政党が政権を担っていた一時期、恐ろしく噓ばかりの政党だった。虚偽をまき散らして国家を混迷させた責任を取って腹を切れ。執行部全員だ。勘違いするな。私は謝れと言っているのではなく、自決しろと言っている。それが日本国民として生まれついた者の、正しい責任の取り方だ」

「政治家ならば、ときには政策を推し進めるため国民の目を逸らせる必要もあるし、噓になると知っていて言わなければいけない場合もある。政治家に求められるのは潔けっ癖ぺきさではなく、政策実現能力と、批判に耐えうるタフネスだ。だいたい、自友党が噓をついたことがないとでもいうのか？　俺だって自友党出身なんだ。既得権益が第一である彼らの体質は、嫌というほど知っている」

「さっそく言い訳か。貴公こそ真っ先に自決するべきではないのか？　未だに世間に身を晒し、政治家を名乗ることが恥ずかしくはないのか？　私には理解しがたい」

　日毬の強い𠮟しっ責せきに、神内はしばし呆ぼう然ぜんとする。

「……。神楽さんは俺に喧嘩を売りにきたのか？」

「貴公は浮ついた世せ辞じを述べる相手と組みたいのか？　民政党と日本大志会が、同盟できるかどうかを問う場なのだぞ。軍事同盟のようなものだ。その判断が極めて重要だからこそ、私は本音を口にしている。貴公も私を前にしてまやかしを述べず、胸底にあるものすべてを吐き出すべきだろう。魂たましいを懸けて勝負してもらいたい」

「……」

　神内は目を見開き、やや怯ひるんだ様子だった。いくら政界の大物であっても、日毬の圧力を受け止めるのは苦しいはずだ。

「なるほど、貴公は選挙で勝てるのならば何でもするのだろう。選挙のためなら知名度のある人間を誘うことに躊ちゅう躇ちょしない。しかし私をその辺の芸能人やスポーツ選手と同じように思わないことだ。まやかしで私を懐に入れようとするならば、私は躊躇なく貴公を切り捨てる」

　そこまで一息に言い放った日毬は、意味深に神内を覗のぞき込み、冷静な口調で続ける。

「……念のため説明しておこう。切り捨てるというのは、文字通りの意味だ。殺す、と受け取ってもらいたい」

「……」

　さしもの神内ですら気け圧おされたのか、息を吞んでわずかに目を逸らした。神内三郎と言えば、政界最大級の大物だ。そんな相手に対し、真っ正面から殺人を告げる人間がいったいどこにいるというのか。

　普通の場だったら、警察を呼ばれても文句は言えない。だが、日毬にとってここは戦場なのだろう。本物かつ唯一の右翼を自任する日毬にとっては、悪党の殺害すら政治的行為の一環なのだ。

　押し黙り困惑した様子の神内に、俺が言葉をかける。

「神内先生、神楽は正真正銘、本気ですよ。ここまで言うのは、民政党と組むかどうかを本気で検討しているということです。目の前で惨劇は見たくないので、遠慮なく思うところを口にしてください。逆に言えば、もし神内先生が神楽を攻撃するようなことがあっても、それが本音であるならば、神楽は斬りかかったりまではしません。どうか安心してください」

「……とんでもない相手だ。とてつもないよ。俺とて政界や財界の数多くの重じゅう鎮ちんと会合を持ってきたが、神楽さんみたいな相手は初めてだ。俺もどう対応していいかわからんよ」

　神内は苦笑いを浮かべつつ、首を振って続ける。

「民政党の失政は俺も認めるところだ。政権の座を追われるのも致し方ない。その責は、もちろん俺も受けるべきだろう。しかし世間では、さも俺が党内の舵を取り、重要な決断に口をはさんできたようにも受け取られているが……それは行き過ぎだ。もともと民政党という政党は、自友党に対抗するため右から左まで主張を異にする政治家が寄り集まってできたのだから、マニフェストにはあらゆる主張に耳を傾けて、妥協に妥協を重ねたものを盛り込むしかなかったんだ」

　咳払いをして一呼吸おき、神内は説明を続ける。

「もともと無理なものを一つにまとめる際、たしかに俺が無理を通して成立させたこともある。なぜなら他にやれるヤツがいなかったからだ。触りたくないものには触らず、良いとこ取りをしたがるヤツらが多すぎた。当時の民政党をまとめるには、俺のような嫌われ役が必要だったんだ」

「やはり民政党は無能な政党だな。官僚が業務を継続してさえいれば、貴公らなどいてもいなくても同じだった。……だが最も重要なことはこれから先だ。貴公らに、本気で政権に返り咲こうとする気構えがあるとは思えない。あとはもうダラダラと議員報酬を受け取れればいいと考えている議員が多いだろう」

「本気で返り咲こうと考えているからこそ神楽さんに声を掛けたんだろう？　いささか過激な案ではあっても、神楽さんとの提携は、民政党にとって逆転になりえると踏んでいる。俺は本気だ」

「私の主張と、民政党の主張には隔たりが大きい。主張だけで考えれば、私には自友党の方が相応しいはずだ」

「そうだろうか。これは政治だ。いかなるものでも、妥協できない政治などない。我々は必ず共闘できるはずだ」

「実に神内三郎らしい物言いだな。ならば聞かせてもらおう。まずは大きなところ──アメリカや中国との外交関係を、民政党はどのようにしていきたいと考えているのだ？　この構想こそが、今後の日本の最大の分岐点になるだろう。経済も外交も防衛も国際問題も、日米関係、日中関係をどのように選び取っていくかで針路が大きく変わってくるはずだ」

「対米自立。それが日本の国こく是ぜだと思う」

　わずかな躊躇も見せず、明快かつ率直に神内は答えた。

　手振りを交え神内は続ける。

「俺は日本が普通の国家として自立するべきだと昔から主張してきた。日本はアジアの国だ。いつまでも対米従属を国家方針としたままならば、必ずそこには落とし穴が待っている。アメリカの覇権は永続しない。遠くない将来アメリカは、アジアやヨーロッパから撤退し、自国へと回帰する道をたどることになる。否が応でも日本は対応を迫られることになるだろう。民政党は表向きには『脱官僚』や『自友党時代からの転換』を掲げていたが……その真の目的はすべて、アメリカ従属からの脱却に繫がっている。その戦いに民政党は敗れたのだ」

「理想を求めるのは結構だがな。力を伴わない理想は、いつの時代も悲惨な結末を迎えるものだ。率直に言わせてもらおう、貴公の理想は出来損ないの空理空論であるとな」

　日毬に俺も続く。

「一時は民政党の総理が、臆おく面めんも無く『友愛外交』なんて提唱して、近隣諸国との親しい全方位外交を目指してましたね。さすがに総理の立場で『愛』なんて繰り返す姿には仰天しましたが……要するにアレは、アメリカ従属を振り切って、アジア諸国と親しくしていこうという主張が形を変えたものだったわけですか」

「鳥とり山やまくんはな……ちょっと変わっていたから……。……だがその通りだ。彼もまた対米自立こそ日本が掲げるべき方針だと理解している」

　神内は苦々しい顔をした。

　鳥山はその当時の日本の総理大臣である。これがまた政治エリート家系の出身で、祖父が自友党の元総理総裁、父親が自友党の外務大臣、そして母親が東証一部上場企業の創業家から嫁いだ大金持ちでもある。かの企業は連結売上高三兆円──東とう王おう印刷より一回り大きいグローバル企業だ。戦前からの老舗しにせ大企業ということもあって、織葉家とも多少の縁がある。母親が遺産相続で巨額を引き継いでいて、民政党の設立資金まで出したと言われ、息子が総理になることに誰よりも執念を燃やしていたようだ。この母親こそが民政党の立役者であり、息子を総理にまで導いた原動力だったのである。

「そうだ……机上の空論を振りかざすところが、民政党が最悪の政党だった理由なのだ。理想は、欺ぎ瞞まんと紙一重なんだ。貴公らは民衆を欺あざむいた無能集団だった。その貴公らを政権につける役目を果たしたメディア人たちはさらに悪あつ辣らくだ。もちろん、見抜こうとすらしなかった民衆もな」

　そこまで言った日毬はうつむき、口惜しげにつぶやく。

「やはり民主主義は一時的に凍結する必要がある……。この国難を前にすれば、私が独裁するしか術すべがないということだ……」

「ずいぶんと酷い物言いをしてくれるな。俺は理想論を振りかざしているつもりはない。対米従属からの脱却は達成できるはずだ。田中角栄オヤジの時代にわずかに日本の光明を見出した。日本は独自の道を打ち立てられるはずだった。もう少しだった……」

　田中角栄は、戦後日本が有した最も強力な金権政治家だった。自友党最大派閥の田中派を率い、巧みに官僚を動かすその手腕は希け有うなものであった。高等教育を受けずに総理大臣にまで上り詰めた実力は豊臣秀吉と重ねられ、「今太閤」と称された。また、数多くの政治課題を柔軟に乗り切り、田中が掲げた「日本列島改造論」は一世を風ふう靡びした。

　とりわけアメリカを差し置いて日中国交正常化を成し遂げたことは、つとに有名だ。田中は、大統領特別補佐官ヘンリー・キッシンジャーが、日本抜きで新しい東アジアの秩序を形成しようとしていることを即座に察知し、逆にアメリカの先手を取って、信じがたい速度でたちまち日中国交正常化を果たしてしまったのである。アメリカの外交戦略の先手を取った事態は、戦後日本の政治史において極めて例外的なことであった。田中にしてやられたキッシンジャーは、「最悪の裏切り者」「あのジャップ野郎はぶっつぶしてやる」と地じ団だん太だ踏んで悔しがったことも伝えられている。

　もっとも田中は、日本が完全にアメリカから脱却できると考えていたわけではない。大きな部分ではアメリカの志向を意図して見て見ぬフリをしていたが、普段はアメリカの機嫌を取るためにありとあらゆる手立てを講じ、必死で関心を引こうと試みていた。その一つが、ロッキード社からの航空機購入の口利きだった。しかしそれが命取りとなり、結局、キッシンジャーの言う通りになったのである。アメリカ合衆国上院で行われたチャーチ委員会にて、突如、ロッキード社が田中にワイロを送っていたことが暴露され、検察によって田中が逮捕されるキッカケになってしまった。最後はメディアが一斉に袋叩きにし、世論は金権まみれの政治を激しく批判し、田中に引導を渡したのだった。

　神内は悔しげに続ける。

「今回、民政党が大敗を喫きっし、自友党に再び政権の座を明け渡さざるを得なかったのは、当然、我々の政権担当能力が欠如していたということを重く受け止めねばならないだろう。だがな、そもそも民政党と自友党に、どれほどの違いがあるというのだ？　俺とてもともと自友党だし、民政党内にも自友党出身者が多くいる。人間が変わらないのに、器を変えれば能力が増すわけでもなかろう。民政党が無能政党呼ばわりされることになったのは、アメリカの情報操作を真に受けたメディアの報道による部分が大きかったと俺は考えている」

「アメリカに追い落とされた……と言いたいのか？」

　日毬は訝しげに神内を見やった。

「そういう側面は間違いなくあった。田中角栄オヤジのときほどあからさまではなかったが、俺は肌で圧力を感じている。アメリカの他にも、既存勢力──現状のアメリカ従属を良しとする既得権益層がタッグを組んで、民政党を追い落としたのだ」

「民政党自身にも多大な責任があったろう。貴公らは自ら墓穴を掘ったのだ」

「だからそれは認めている。脱官僚を推進するにあたり、あまりにも準備が不足していた。政権奪取に熱心になりすぎ、その後のことが疎おろそかになってしまった。結果として公約をほとんど守れなかったのは、我々の不徳の致すところだろう」

　政権公約を守らないのは責められるべきだが、かといって頑かたくなに公約を守る政党は世界を見渡してもあまりない。公約と、現実の政治は別モノである。どんな政党でも、いったん権力の座についたら、メディアから「公約違反」を責め立てられるものだ。だから本質的な敗北要因は、公約を裏切ったというよりも、情報操作で完敗を喫し続けたという方が正確かもしれない。とりわけアメリカを敵に回せば、こういうことになる。

「貴公らの無能は横に置いておいたとしても……日本大志会と民政党の方針はまったく相容れないものだ。二つの政党を比べてみれば、日本大志会は自友党の方と近い。むろん自友党ほど現状維持に徹てっしようとしているわけでもないが、民政党とはあまりに隔たりがある。貴公とて理解しているはずだ。にもかかわらず、私を取り込もうとするのはどういう了りょう見けんだ？」

「民政党はもう一度、政権に返り咲く。そのためにこそ神楽さんの力が必要なんだ」

　押されっぱなしだった神内だが、ここぞとばかりに力強く言った。

「選挙で勝つためなら何でもするという、実に貴公らしい話だな。落ち目の民政党が復活するために、日本大志会に魂まで売ろうと言うのか」

「政策の違いは乗り越えられる。妥協点を見出すのが我々政治家の仕事だ。どうか民政党の候補者になってほしい。年齢面で今すぐ立候補はできないが、神楽さんならいずれ総理大臣を見据えることができるはずだ」

「民政党の一候補者になるつもりはない。まして一〇年後のことを決めるなど、論外だ」

　日毬は一刀のもとに切って捨てた。

　尚なおも神内は食い下がってくる。

「しかし神楽さんには被選挙権もないのだし、どうすることもできないだろう」

「私からの提案だ。日本大志会と民政党の対等合併。だが、合併した新党の党首は私だ。党内の権力も私に集中させてもらう。民政党の政策もすべて白紙に戻し、日本大志会の政策を存分に盛り込ませてもらおう。それなら検討してやってもいい」

「神楽さんが……新党の、党首……？」

　雷かみなりにでも打たれたかのように神内は血相を変え、半ば椅子から腰を上げた。神内にとって、よほど驚きょう天てん動どう地ちの提案だったようだ。

「そうだ。むろん貴公には容易に吞めない話かもしれないが、そこまで譲歩しない限り私には民政党と組む選択肢などありえない」

「な、なるほど……。すごいじゃないか……」

　何を思ったのか、神内は打ち震えているようだった。

　ゴクリと息を吞み、言葉まで震わせて神内は続ける。

「党首なら、議員である必要性はないということだ……。そういう方法があったのか……。俺としたことが……。まさに起死回生の一手になりえるじゃないか……」

　奇妙な神内の態度に、逆に日毬が狼ろう狽ばいする。

「……な、何を興奮しているのだ？　貴公にとって、かなり厳しい提案をしたのだぞ。今までの自友党や民政党のような政党になると思ったら間違いだ。私は一人でも政権を奪取してみせるのだから、その私が頂点に君臨する独裁的な組織を志向しているんだ」

「やろう。その提案を吞もうじゃないか。実に素晴らしいアイデアだ。ずば抜けた神楽さんの知名度を存分に活用した、次の一手になりえる政党を作れるかもしれない……」

　興奮する神内を、日毬が慌てて押し止めようとする。

「待て……。貴公は政権を狙えさえすれば、政治信条など二の次なのか？　もっと冷静になって断を下すべきだ」
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　俺も口をはさむ。

「神内先生、神楽はあくまでも、『この提案なら検討できる』と言ったんです。政策や方針が違いすぎますし、組織のタイプもまるで別です。まずは提案が妥当かどうか洗い出していかないと。それに他の民政党議員の方々の意向も重要でしょうし……」

「何を躊躇することがある？　どう考えても、日本大志会にとってマイナス面はないはずだ。落ち目とは謂えど、民政党にはかなりの基盤がある。議員経験者も多く、いざ総選挙となれば五〇〇人規模で候補者を立てられるだろう。労組などの支持基盤は一〇〇万人を超えるんだぞ。あとは神楽さんが党首に就いてメディアの注目が再び集まりさえすれば……」

「バカな。労組と私はまったく相容れない存在だ。私が薄ら寒い左翼勢力の支持などを受け入れるわけがない。労組の方も、私のような真の右翼を担ぎ出すようなことはご免だろう」

「心配することはない。労組は一定の票にはなるが、組織としては半ば死に体だ。神楽さんが党首となって離れるヤツは放置でいい。民政党の復活には、神楽さんを党首に迎えるしか術がない。いや、ぜひそうしてもらおう」

　力強く神内が口にした。

「『迎えるしか術がない』という言い分はおかしい。もともと私が提案したことではないか。形なり振ふり構わぬ貴公の話には、不安しか感じないぞ」

　日毬の困惑は深まったようだった。

　こんなに軽く転んでくると、逆に怪しく感じてしまう。とにかく政権に近づくことが第一優先であって、他の事柄は半ばどうでもいいに違いない。だが、この政権奪取に対する猛烈な執着心が、まさに神内三郎という政治家なのだろう。

「政策は調整していけばいい。神楽さんを党首に仰あおぐ以上、日本大志会に最大限の譲歩ができるはずだ」

「民政党内の問題もあるだろう。いくら貴公が力ある議員だとしても、簡単にまとめられるわけもない」

「こんな優れたアイデアに反対する議員がどこにいる？　民政党の議員は今、断崖絶壁にまで追い詰められ、崖がい下かに転落寸前といった有様だ。メディアや国民からは嘲ちょう笑しょうされ、民政党議員としての存在意義まで全否定されかけている。その状況を覆くつがえせるのなら、誰もが諸もろ手てを挙げて賛同してくれるはずだ。俺には党内を説得できる絶対の自信がある。だからこそ、神楽さんの提案に乗ったんだ。細かいことは後回しでいい。やろうじゃないか」

「乗るのが早すぎる……。貴公は政権への執念で一杯になっているだけではないのか？」

「政治家なんだ。政権に対する想いは誰もが持っている。政権を奪取せずして政治家をやる意味がない。政権を担う者こそが、国家の旗はた印じるしを掲げることができるんだ。日本が自立の道を歩むために、どうあっても、神楽さんを党首に迎えたい。伏して頼む」

　神内は両手をつき、頭をテーブルにすりつけた。

「と、とにかく私は検討させてもらうぞ……。貴公の執念には付いていけない……」

　困り果て、持て余したように日毬は首をふった。





◇






　ひまりプロダクション一〇階フロアにある会議室に由佳里と壮司を呼び寄せ、俺と日毬は代わる代わる事の成り行きを話して聞かせた。

　真っ先に由佳里が声を上げる。

「日毬ちゃん、フツーに桐生総理大臣に会ってるの⁉　すごすぎなんですけど！」

「……ったく。どっかのミーハーかよ。桐生総理より、日毬の方がずっと有名人なんだがな。それに自友党は、深見幹事長が一番の実力者だと目されてる。深見幹事長に呼ばれて出向いたら、総理と官房長官が同席しただけだ」

　冷静になるよう俺は言った。

　日毬は軒けん昂こうに応じる。

「桐生議員は自友党の総裁でもある。日本大志会の総帥として私が出向いた以上、桐生議員が出てくるのは不自然ではなかろう。日本大志会と自友党との連携という重大な話だったのだからな」

「自友党との連携は、深見幹事長を落とすことが第一条件ですよ。実力も資金力もある人なので、党内での意見調整に非常に大きな力を発揮します」

　壮司が説明を加えた。

「持統官房長官は噂通り面白い人だったけどね。会ってみると、すごく印象に残る議員だ。でも冷静に見れば、あの人、わざと口を滑らせてるとしか思えない。いやたぶん、意図してやってるんじゃないか？」

　俺の言葉に、壮司が何度かうなずく。

「さすが、よく見ておられますね。社長の見立ての通りだと思います。あの人は茶目っ気あるタイプで、一見付き合いやすく見えるんですが……実は目が笑ってないんですよ」

「やっぱりか。笑顔がちっとも楽しそうじゃなかったからさ」

「持統先生は資金力もないし、最初のころはコネクションにも乏しい人だったのに、官房長官にまで上り詰める実力は伊達だてではないということでしょう。深見幹事長と話が通じない場合は、存外に持統先生を絡めると、何か面白い成り行きになるかもしれません」

　日毬が俺に視線を向けてくる。

「これで自友党、民政党の両方と腹を割って話したことになるが……颯斗はどう思った？」

「俺の考えは重要じゃないんじゃないか？　日毬がどう感じて、どう判断するかがすべてだろう」

「颯斗の意見は貴重な判断材料になるはずだ。私と同行してみて、率直な感想をどうか聞かせてほしい」

「民政党の政権交代の意義や失敗、それから自友党の復権が、自分なりに整理できた気がするよ。そうした一連の流れを整理してゆくと、日毬が世の中に登場してきた系けい譜ふが必然のものだったんだって思えてきたな」

　意外そうに日毬が目を見開く。

「……ほう。興味深そうな視点だ。続けてくれ」

「二〇〇九年に民政党が総選挙で勝利し、華々しく政権の座についた。でもすぐにゴタゴタして失敗ばかりなのが明らかになって、一般大衆の期待を裏切ることになったわけだ。この結果は、至極当然のことだったんだと、今回やりとりしてみて俺なりに理解できたよ」

「なぜそう思った？」

「神内三郎も強く主張していたように、民政党には『対米自立』を達成し、『日本の独自外交』を推し進めるという隠れた方針があったわけだろ？　だからアメリカとの対等な立場を主張してたし、アジアへの接近を強く打ち出していた。基地問題をゴチャゴチャさせてアメリカとの関係を極度に悪化させたのも民政党の失政に思えたけど、あれも『対米自立』の一環だったと思えば、なるほど、スッと意味がわかった感じだよ。理想論は頷うなずけるし、素直に賛同したい気持ちもあるぞ。だけどさ……結局のところ実力が伴ってないんだから、いくら口先ばかりで叫んでも仕方なかったんだ」

「実力とはどんな部分だ？　政治家の資質か？」

「違う。これも神内三郎が言ってたけど、自友党と民政党の議員にそこまで超えられない差はないと思うぞ。だから政治家の質はまるで関係がない」

　俺は、皆を見回して続ける。

「もっと単純明快な事実──軍事力だよな。日本の地政学的なポジションを考えれば、対米、対中、対ロが可能なだけの軍事力が伴って、初めて『対米自立』や『独自外交』が成立するわけだ。最低限、通常兵器で容易たやすく敗退しないだけの戦力の用意が必要不可欠だし……いずれも核兵器を持っているんだから、可能であれば日本も核を準備する必要がある。そこまで伴ってやっと、『独自外交』が模索できるようになるんだよ。外交力は、軍事力と正比例する。それがあらゆる時代に共通する、国際社会の公式だ」

　国際社会は、国内政治とはまるで違う。国際関係を支配する絶対的な権威や法律がないために、無法地帯と紙一重なところがある。それを統制できるものはたった一つ──武力だけなのだ。断じて愛や道徳心ではない。

「驚きだ。颯斗の口から核武装を聞けるとは思わなかったぞ」

　日毬の言葉に熱がこもりかけたが、俺はそれを制する。

「待ってくれ。そういうことじゃないんだ。誤解しないでもらいたいんだけど、何も俺は日本が軍備増強を重ねるべきだと主張したいわけじゃないし、平和憲法がそこまで悪いものだとも考えちゃいない。日本はもともと国力に見合った軍事力を放棄してる国なんだから、外交力はないも同然で、端っから軍事大国に従属する道しか選択肢がないんだよ。だから民政党が本当に本気で『独自外交』を打ち立てたかったとするなら、軍事力の増強は必要不可欠なことだった。そしてそれは、現状の国際関係を考えれば難しい。結局、不可能な話だったんだよ。まさしく手の届かない蜃しん気き楼ろうを追い求めていたわけだ。民政党が失敗し、嘲笑の対象になるのは当然の結末だったってわけさ」

「ふむ。その通りだ。やはり颯斗は私以上に、物事を整理していると思う。意見を求めて正解だった」

「逆にだぞ、『対米従属』を基本とする自友党はその現実をよく理解していて……左寄りの理想論が強い日本メディアの主張や国民世論などの見地から、いささか投げ遣やり気味に、日本が普通の国になるのは難しいと考えているんだろうな。だから消去法で、従属のままでいるのが妥当だと判断しているはずだ」

「なるほど……」

「これは何も自友党の考えだけじゃない。うちのオヤジもやはり自友党に近いし、財界・官界・法ほう曹そう界の主流もほぼ同じような思想を持っているはずだ。経済面でアジア重視は当然なんだが、一方で政治的にはアメリカ従属という綱つな渡り……。苦しいのはわかっちゃいるけど、仕方ないんだよ。外交力を国民が放り出してる国なんだからさ」

　俺は手振りを交えて続ける。

「もっとも、五五年体制のときには自友党しか存在しないような状態が続いてたから、田中角栄のような異分子が過去に出てくることもあったが……大筋としては自友党の方針は変わらない。でだ、田中角栄の一派である神内三郎が、もっと明確な形で日本の国是を変えようとした。ここで民政党失敗の話に戻るわけだな。最低限の基盤すらないのに、一足飛びに理想が実現するわけがない」

「颯斗の言う通りだ。まったくもって、その通りなのだ。日本大志会も、軍事力の増強や核武装こそが必要不可欠だと常々主張しているが、それはまさに『日本の独自路線』を掲げるためだった」

　感心した面持ちで、日毬は何度もうなずいた。

「話してて今気づいた……神内三郎との話題にも出た鳥山元総理の友愛のことにな。鳥山が首相時代、『友愛外交』なるヘンテコなものを提唱してたって話題が出たろう。それは独自路線を打ち立てたい民政党日本が、軍事力の欠如を補うための止むにやまれぬ発想だったんだよ。『軍事』を『愛』で補おうという健気さに、一国民として色んな意味で涙が出てくるな。キワモノ思想を理解したいとはこれっぽっちも思わないけど、少しだけ気持ちがわかった気がするよ。そう考えていけば、なるほど、すべてが繫がってくる」

「理想論を高らかに振りかざし、現状の軍事力のまま下手に『対米自立』など強硬すれば、それこそ亡国の道を突き進むだけだ。結局、民政党は現実を見据えることができなかった。アメリカに寄りかかる自友党がマシなのだ」

「官界が完全に対米従属なのは事なかれ主義かもしれないが、それでも現実をよく選び取ってる連中だと言えるだろう。司法界の検察も、官界に準じて、枠から飛び出ようとするヤツを強引に逮捕する理由があったということだ。財界は経済面で当然アジア重視だが、それでも大局的な自由貿易構想では対米従属の枠組みに留とどまろうと、綱渡りしながら手を尽くしてるわけだな。そして自友党は、政官財の現実路線を、ごにゃごにゃっと引き継いでいる政党ということだろう。だが、『俺たちの国是は対米従属です。それが現実の日本が採れるベターな戦略なんです。国民が相応の軍事力を持つ意志を放棄している以上、仕方ないんです』なんて口が裂けても公には言えない」

「政官財は現実路線を綱渡りしている一方で、マスメディアの主張はまったくもって空論ばかりだ。それが民衆を混乱させ、民政党のような理想主義的な政党を誕生させ、国家を低迷させてしまったというわけか」

「その通りだ、メディア界はまた違うわけだ。メディアの連中は口当たりのいい議論が好きだから、『軍事力を削減しろ』『対米自立しろ』『独自外交を推進しろ』なんて叫ぶが、民政党や旧社会党と一緒だよ。無責任な立場だから、夢みたいなことばかり言えるんだ。メディア界がこうだと民衆にも影響を与えることになる」

　俺と日毬のやり取りに、壮司が口をはさんでくる。

「ですが、もう少し整理すれば……日本大志会の求める『独自路線』の理想は、民政党に近いのではないですか？　総帥が日米同盟の深化を唱えているのは、あくまで対等な立場での軍事同盟へと発展させるためであって……それはやはり日本が『独自路線』を勝ち得た上での一つの行為に他ならないでしょう」

「それもまた正しい見方だ。私は軍備増強と核武装によって、日本の真の独立を志向している。その上で、日本がパートナーとして共同歩調を取って行かなくてはならない相手は、やはり現代的な倫理的価値観を共有できるアメリカしかないと考えているのだ」

「自友党や民政党の立場と比較検討してみれば、日本大志会の方向性も明確に見えてくるよな」

　俺の言葉に、日毬はうなずく。

「うむ。敵を知り己おのれを知れば百戦して殆あやうからずとは兵法の初歩の初歩だ。日本大志会のポジションを十全に把握することが、真の勝利へと繫がっていくはずだ。ここで話し合った状況を踏まえ、自友党、民政党のどちらと交渉を深めていくべきかをよく検討しようと思う。むろん、どちらも切り捨てる選択もあるだろう」

「だけどな……日本の軍事力強化や核武装への道筋が、俺には難しいと思うぞ。民政党の場合はそんな現実を無視して『独自路線』を打ち立てようとしたが、日毬は本気で準備するつもりなんだろう？」

「困難でも、やらなくてはならないことがある。たとえ死しても私はやり遂げる。そのためにこそ、私は命を懸けて日本大志会を立ち上げたのだ」

　日毬は頑強に断言した。

　おずおずと由佳里が片手を挙げる。

「ちょっといいですか」

「なんだよ、思うところがあったら何でも言ってくれ。珍しく黙ってるじゃないか」

　そう俺は促した。

「付いていくのに精一杯っす。だって私、自友党や民政党がどうのって、まともに考えたことなんてありませんでしたし！」

「まぁそうだろうな。それで、何だってんだ？」

「今の議論は、あくまでも日本国内のことばかりですよね。国内勢力がどんな風に考えてて、どういう動きをしてるのかってことばかり。でも、アメリカ様はどうなんです？　だって日毬ちゃん、ＣＩＡや国防総省からアプローチされてるって話だったじゃないですか。そっちもかなり影響してくるんじゃないですかね？」

「そうなんだけどな。考えることが多すぎて大変だ。アメリカの事情は佐々倉さんの方がずっと詳しいと思うんだけど」

「日本の事情よりは比較的簡単です。ホワイトハウスに権力が集中してますし、強大な軍事力を保有する分だけ国論も単純ですからね。現在のアメリカのアジア戦略は、膨張政策を採る人民解放軍の頭を押さえ込むため、やっと重い腰を上げたという状況ではないでしょうか。ですが広い視野で見れば、独裁国家として台頭してきた中国を叩こうとする姿は、自由と民主を掲げるアメリカの純真な宗教的情熱であって、自然な歴史の成り行きでもあるということです。アメリカというのは、理想のために常に戦い続ける国なんです」

　壮司の言う通り、「自由」「民主」はアメリカ国家の成り立ちそのもの──アメリカの国体なのだ。日本人が「天皇陛下」と口にするのと似たような側面がある。

　ゆえに「自由」「民主」を旗印にしてグローバルに新自由主義を推し進めるネオコン勢力は、コスモポリタンでも無政府主義者でもない。彼らこそがアメリカの理想の結晶、熱烈な国粋主義者たちなのである。ある部分、日毬のアメリカ版のようなものかもしれない。だからこそ、ネオコン勢力がしぶとくアメリカ政界の中枢に根を張り続けているのである。

　日毬が確認する。

「クルス大佐がアメリカの主流派だと想定していいのだな？」

「主流派も何も、国防総省はアメリカそのものですよ。ホワイトハウスの意向を受けて動いているのが、国防総省、ＮＳＡ、ＦＢＩという錚そう々そうたるメンツということです」

「メンツが世界最強すぎる……」

　由佳里は呆あっ気けに取られたようにつぶやいた。

「ＣＩＡも当然ホワイトハウスの意向を受けますが……どちらかと言えば今は、主流から遠ざけられているという形ですね。ＣＩＡ情報を評価せず、ＤＩＡやＮＳＡの情報に重きを置く現大統領のスタンスが強く影響しています」

「国家としての方針にそれほどの違いはないのだろう？　内部の主導権争いというだけだ。三々五々に分裂する日本の国情に鑑みれば、ある意味で羨うらやましい争いではある」

　日毬は悩ましげに口にした。

　俺は腕を組む。

「俺らにはどうすることもできんよなぁ。せいぜい、彼らからのアプローチをその度ごとに検討していくくらいか……」

「ホワイトハウスが日毬ちゃんをどんな風に利用したいかも、重要になってくる気がしますね～。このレベルになるとサッパリですよ」

　由佳里は肩をすくめた。

「心配ない。いざとなれば渡米し、私が自らホワイトハウスに乗り込んでも構わないのだ。私なら、いかなる逆境もはねのけ、日本の栄光を勝ち得てみせる。責任を取って腹を切れるのは私しかいない。その覚悟がある者だけが、トップに就く資格があると私は信じている」

　毅然とした態度で日毬は言った。

　ちょうどそのとき──。

「おはようございまーす！」

　騒々しい音を響かせ、ノックもせずに杏あん奈なが会議室に飛び込んできた。

　日毬はすくみ上がり、両腕で自分の胸を抱えるようにした。

「ここにいたんだ～。探しちゃったよ。ゆかりんの携帯鳴らしたんだよ」

　杏奈の言葉に、由佳里が慌てて携帯画面をチェックする。

「えっ。あっ、ゴメンね杏奈ちゃん！　着信あったみたい。まるで気づかなかった」

「一三時から旭あさ日ひ放送でしょ？　今からランチ食べて向かえばちょうどいいよ。ひまりんも一緒に食べよ。ね？」

「……う、うん……。いいよ……」

　日毬はチラチラと杏奈を窺いながら小さな声で口にして、静かに立ち上がった。

「決まりっ。何食べる？」

　すかさず杏奈は手を差し出し、日毬と腕を組むような格好になった。

「やんっ⁉」

　身を翻ひるがえさせた日毬を、腕を組んだまま杏奈は覗き込む。

「どったの？　ひまりん？」

「な、何でもないよ……。一瞬、また胸を触られたのかって思って……。変な風になっちゃうんだ……」

　たどたどしく、日毬は応じた。

「人少ないのに事務所が広くなって、ちょっと寂しい感じだよね～。どこに行っても人がいないよ」

　杏奈の言葉に、俺が応じる。

「千ち歳とせと栞しおりはいただろ？　朝、見たぞ」

「事務所フロアで、千歳ちゃんはパソコンに向かってブログ書いてたよ。栞ちゃんはなんか難しい原稿書いてたっぽいね。この事務所、結構みんな真面目だよね～。タレントも普通のサラリーマンみたい」

「杏奈プロジェクトの準備は順調か？」

「バッチリだよ。社員や店員さんの募集も順調に進んでるの。もうすぐ一気に二店舗開店だよ。お互い頑張ろうね、ひまりん」

「お店の開店には協力するよ……。必要なら声かけてね……」

　日毬は怖がっているようにも見えた。しかし杏奈の手伝いを率先して申し込むのは、やはり仲が良い証拠だろう。

「大丈夫。ひまりんが側にいてくれるだけで、私、すっごく一生懸命になれるの。私たち二人一緒なら、きっとすごいことができると思うんだぁ。あー、ひまりんが好きすぎて死んじゃいそう」

　言いながら、杏奈は日毬を抱きしめた。

「あんっ……。やぁ……」

　杏奈が日毬に手を回したときにわずかに胸に手が掠かすっただけだったが、日毬は過敏に反応してビクンと身体を震わせ、腰をくねらせた。

　杏奈は顔を上げ、側から日毬を覗き込む。

「行こ。千歳ちゃんと栞ちゃんも誘おうよ」

「……」

　日毬は顔を真っ赤にしつつ、無言でコクリとうなずいた。

「ほらほら、ゆかりんも行くよ～」

　杏奈が促すと、由佳里は立ち上がりながら俺に言う。

「深夜まで仕事が続くので、杏奈ちゃんを家の前まで送ったら、そのまま直帰するかもしれません。先輩の方は、次の予定はスタジオ撮影ですよね」

「日毬と凪紗と栞の三人でな。千歳は留守番だ」

「了解っす。じゃ、まずは女の子同士でランチ行ってきますね」

　それから怯える日毬を引き連れるようにして、杏奈と由佳里は会議室をあとにしたのだった。
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　杏奈プロジェクトが経営するドーナツショップ、その連続開店の幕開けだ。

　一店舗目は銀座に開店。その四日後には二店舗目が、新宿御ぎょ苑えんのひまりプロダクション本社ビル一階に開店というスケジュールである。

　銀座店、開店初日。メディアの取材陣がワラワラと押しかけてきた。

　開店前から列ができていたが、そこまで長蛇というわけでもない。あえて何一つ告知活動をしていなかったから、普通のお店なら行列などできないものだ。よほど杏奈のことを追いかけている一部のファンが先行してしまった結果だろう。

　だが列に並んだ人々よりも、メディアの報道陣の人数の方が多かった。あしらうのが大変で仕方がない。

　俺は、お店の前に陣取る報道陣に向かって声を上げる。

「片かた桐ぎり杏奈の記者会見などは予定してません。イベントもありません。これじゃお客さんも買いづらい。営業妨害ですよ。どうか静かにお願いします」

　メディアを大々的に巻き込む計画のときは嬉しい悲鳴なのだが、メディアを抑え込みたいときには鬱うっ陶とうしくて仕方なく感じるのは、俺もずいぶん都合がいい身分だなとは思う。しかし、たかがドーナツ屋である。他にやることがないのかと、集まる報道陣に問い詰めたいくらいだ。

「報道陣の方は、カメラやマイクを持ってお店のなかに入っていかないでくださいよ！　乱暴なことをやるようなら、局に厳重注意しますよ！」

　強い調子で俺はさらに声を響かせた。

　杏奈は店内にいて、開店初日は特別に、他のスタッフたちと一緒に販売員役を自らやっていた。それが杏奈の希望だったのだ。杏奈が自ら購入した商品を手渡してくれるのは、列に並んだファンにとっては感涙モノだろう。

　店舗から出てきたファンらしき女の子たちが、なぜか泣いている様子を報道陣のカメラが追っていた。嬉し泣きだ。女の子は、杏奈と直接言葉を交わせる機会を持てて嬉しくて仕方がないのだろう。

　報道陣たちもコメント取りができないのは困るのか、不満げに俺に質問をぶつけてくる。

「マネージャーさんが付いているということは、所属事務所公認のお店ということでよろしいんでしょうか？」

「もちろん公認しています。ですが、すでに報道されているように片桐の会社ですからね。芸能の仕事があるんで付き添っていますが、杏奈プロジェクトは別法人なんです。ひまりプロダクションとは基本的に関係がないんです」

　意図して別法人ということを俺は強調した。資本関係上は一体なのだが、世間には別モノだと思わせておいた方がいい。

「杏奈ちゃんにインタビューさせてもらえませんかー？」

「記者会見はすでに開いています。新たに語ることもありませんから、当面は片桐の会見予定はありません。何かあれば事務所まで質問状なりをお送りください」

「でも別会社って話なら、杏奈ちゃんに直接インタビューするのは自由ですよね」

「あなた方だって芸能人としての片桐に興味を持って集まってるんでしょう？　ならば素直に事務所を通してください」

「杏奈プロジェクトはどんな状況なんですか？　出店攻勢が続くようですが、資金が保つんでしょうか」

「まだ始まったばかりです。杏奈プロジェクトが上手く推移するかどうかは、今後の皆さま方のご支援次第だと思っています。どうかよろしくお願いします」

　それから俺は記者たちがバラバラにしてくる質問に答え、報道陣がお店に入るのを押し止めたのだった。

　お店の模様などはニュースとして配信されるだろうが、内部の映像が取れないため、困惑した扱いになるだろう。
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　開店時間に合わせて大挙してやってきたテレビ局の報道陣が成果もなく引き上げても、その後もちょくちょく新たな取材陣がやってきた。開店時間に遅れてくるのは、多くは新聞や雑誌の記者たちである。カメラマンを引き連れず一人でやってくる記者も結構いて、彼らは普通にお客さんの列に並び、杏奈と言葉を交わして買い物をしていった。こればかりは仕方ないし、すべての取材攻勢をシャットアウトすることも不可能である。

　しかし一いち目もく瞭りょう然ぜんのテレビの取材陣だけは徹底して追い返すように努めたのだった。テレビでガンガン報道されるとメチャクチャになってしまいかねないが、そこさえ抑えればなんとかなる。

　そうやって一一時の開店から、およそ五時間にわたって俺はお店の前に陣取ってメディアへの対応をこなしていた。それにしても、テレビの現場よりよほど疲れるものだ。

　一七時から杏奈にはレギュラーでやっているラジオ番組が入っていたので、一六時にはお店を切り上げ、スタジオへと向かわなくてはならない。

　一六時も少し過ぎたころ、店員の通用口から店内へと入ると、スタッフらが行き交うなかに芹せり沢ざわ佐さ歩ほの姿が目に入った。

　すれ違うとき、俺は言葉をかける。

「おつかれさん」

「あっ、織葉さん。おつかれさまです」

　佐歩の顔は明るかった。

「大繁盛だね。ひとまず良かった。メディアを抑え込む方が大変だよ」

「杏奈や織葉さんのおかげです。私が一人でやっていたお店とは違いすぎて、目が回るようです。これから杏奈が仕事でいなくなるので、スタッフへの指示は私が頑張らなくちゃなりません」

　長く一緒に過ごしているためか、杏奈と佐歩は急激に親密になっていて、呼び捨てし合うような関係になっていた。チームのメンバー同士の結束が固まるのは良いことだ。

　それから佐歩と二、三の言葉を交わし、俺はスタッフ控え室へと向かった。

　ノックをすると、杏奈が顔をのぞかせる。

「颯斗くん、もう少し待って。あと五分！」

　杏奈は早口にまくしたてた。着替え終わっているようだったが、杏奈プロジェクトの残務があるらしい。

　俺は雑然とした部屋のなかに入って腰かける。待っている間、俺はスマートフォンでメールチェックし、杏奈が仕事を終えるのを待った。

　杏奈のサポートは適てき宜ぎやっているつもりだが、相談があるのは大きな方針や資金計画が中心だった。日々の作業については俺も由佳里もノータッチだったし、仮に聞いていたとしても業種が違いすぎて、細かい点は答えられないだろう。だから杏奈は日々の業務については、佐歩や森もりと相談して取り組んでいるのだった。

　無事に開店までこぎ着けたのは素直に褒めてやりたいところだったし、店舗内を見回しても、少なくとも表向きにはマネジメントに支障が出ているようには見えなかった。数日前、材料を多く仕入れすぎて失敗したと杏奈が悔しがっていたが、そのくらいは許容範囲である。上手くやっていると思う。

　杏奈はファイルをめくり、仕入れ業者への発注表を確認しているようだった。その後、ＦＡＸに書類をセットし始めた杏奈に向けて、俺は腕時計に視線を落としながら声をかける。

「結構ギリギリだ。急いでくれ」

　生番組だから、余裕を持ってスタジオ入りしておかなくてはならない。

「オッケー！　行こ！」

　ＦＡＸ送信のボタンを押した杏奈は、ファイルをバッグに突っ込んで席を立った。

　そして二人で小走りで駐車場へと向かいながら、俺は訊く。

「そう言えば、森さんの姿が見えないけど？」

「森くんは本社で面接してもらってるよ。採用担当を急きゅう遽きょ任せてるのよね。今はまだ適任って森くんしかいないし。もうね、面接予定が朝から晩まで詰まってて大変。採用前には私も直接会ってお話ししたいし、身体が二つあっても足りないよ」

「社員や店員の増員は急務だな。でもスタッフらが育てば、だいぶ楽になってくるはずだぞ。広告宣伝にそれほど注力しなくていい分だけ、他の店よりずっと有利な立場にいるわけだしな」

　杏奈プロジェクトで雇用するスタッフはすでに、ひまりプロダクションより遥かに多くなっていた。小しょう所じょ帯たいでも対応可能な芸能プロと、店舗経営はまるで違う。ただ店舗商売は、信頼できるスタッフが増えてくれば、それだけ経営者への負担は小さくなり、マネジメントに専念できるようになる。杏奈自身が事業の整備に走り回らなくてはならない今この瞬間が、最も忙しい時期なのだ。

「楽になってくれるかなぁ？　なんだか想像できないよ」

　息を切らせながら、杏奈が首をかしげた。

「こんなに走り回らなくちゃならないのは今だけだよ。杏奈が成功して、いつかこの時期を振り返れば、きっと良い思い出になるはずだ。だから精一杯、楽しむつもりで取り組んでみな」

「さっすが、経験者は語るか。もっと語っていいよ。そういう話を聞くだけでやる気になるしね。創業したばかりのころの、ひまりんとの話を聞かせてくれる？」

　駐車場に到着し、俺たちは車に転がり込んだ。

　杏奈が後部座席のドアを閉めたのを見計らい、俺は車を発進させる。

「そうだな……いろいろあった。あの頃は暗中模索で、まったく先が見えなかったよ。お店だったら最低限のお客さんくらいは来てくれて、売上が立つだろう。でも芸能プロだと、何の見込みもないからな。不安ばかりだった」

「でも、それが今では良い思い出ってわけ？」

　杏奈は、前の座席に身を乗り出すようにして訊いてきた。

「振り返ってみればな」

「そっか～。忙しくても、もっと頑張ってみようって気持ちになるよ」

「だけどな、たまたま日毬が世界中で名前が売れてこんな風になっちまっただけだ。成功してなかったら、創業時の苦労やトラブルも、単なる苦々しい記憶でしかないだろう」

「でも私、初めてひまりんを見た瞬間、すっごい売れてる姿を想像できたんだよね。ひまりんを芸能界に引っ張ってきたことだけで、颯斗くんの勝ちだったんだと思うよ。ひまりんを選んだのは間違いなく颯斗くんだし、やっぱり颯斗くん自身が積極的に行動を起こしたからこそ成功に繫がったんだよ」

「そういや、かなり早い時期に杏奈とは出会ってるよな。雲の上の存在だった。まさか一緒に仕事をする仲になるなんて想像してなかったよ」

「雲の上っていっても、ひまりんはデビューしたばかりだったじゃん。私なんてデビューして四年くらい経ってた頃だよ？　あっという間に追い越されちゃって、ひまりんが遥か遠くに行っちゃった。私じゃとても追いつけないくらい」

「まぁ日毬は、ただのタレントじゃないからな。議員ですらないのに、政治家と呼ばれることもある。政党の党首だと記事に書かれることもある。日本右翼界のドンなんて異名が、マジで付いてるからな。なんかもう次元が違う存在だ」

　杏奈はため息混じりに口にする。

「すごすぎるよ、ひまりんは……。でもね、私も必死にやってみて、きっとまたひまりんを追い越そうって誓ってるんだ。競争しながら励まし合って頑張ろうねって、ひまりんとお手紙でも約束したんだぁ」

「へぇ。文通、まだ続けてたんだな。今じゃ毎日でも会えるのに」

「会う会わないの問題じゃないんだよ、文通は。ひまりんと私は、一生お手紙交換をしていくの。ロマンチックでしょ？」

「男女のカップルならロマンチックとも言うだろうけど、女の子同士で使う言葉か？　まぁ、仲良いなと思うけどさ」

「ひまりんが好きすぎて死んじゃいそう……。ひまりんのことを想うと、涙が出てくるくらいに好きなんだぁ。やーん……ひまりーん……」

　杏奈はギュッと目を閉じて下を向き、全身に力を込めたようだった。よほど日毬のことを強く思っているらしい。

　俺は笑顔で応じる。

「ははは。変な方向に走らないでくれよ。とにかく、杏奈プロジェクトは放っておいてもメディア露出があるし、日毬の手助けも必要なさそうだな。思っていたより杏奈が適切な判断をしてくれてるようで、本当に一安心だよ」

　杏奈は毎回必ず経営会議に出席するメンバーになっていたが、予想外に賢い子であることが今ではわかっていた。発想力は由佳里並にあり、寝しん食しょくを忘れて仕事に励むのは日毬並である。仕事に対する要領の良さや経験値ではやはり由佳里に軍配が上がるが、タレント出身者としては杏奈が異質な人材であることは間違いなかった。俺や由佳里のように一般企業出身者から見れば、なかなか発想できないアイデアも次々と出してくれる。

　強いて欠点を挙げればビジネスマナーが大きく欠落している部分だが、それはむしろ経営者としての杏奈にとって、味になると思っておいた方がいい。大物アイドルという特殊なポジションの経営者なら、下手へたにビジネスマナーを叩き込んで矯正するより、素を活かした方が取引先や顧客にウケがよさそうだからだ。

　杏奈が嬉々として口にする。

「店舗が軌道に乗ったら、宅配事業も始めてみるね。パーティーで一定の需要あると思うんだよね。佐歩や森くんとも話し合って、宅配用のバイクも選んだの。スタッフ募集にまでは手が回ってないけど」

「宅配か。会議で話してたヤツな。いいんじゃないか。金の心配はするなよ。思いついたことをどんどんやってみればいい」

「さらにお店をフランチャイズ化してもいいと思うな。当面の目標は、全国の主要駅に絞って一〇〇店舗を出すことだよね」

　俺がクギをさす。

「フランチャイズは問題も多いからな。加盟店が上手くいかないと裁判沙汰もありえる。アイドルとしてのブランドを大切にしたいなら、焦らず取り組むべきだぞ。宅配みたいに気軽にってわけにはいかない」

「慎重にやるよ。下手に加盟店を集めて拡大するより、堅実に成功できる環境を作るのが第一だよね。私は、見ず知らずの人がお金を出せば加盟店になれるっていうのはイヤだなー。うちのスタッフのなかから一生懸命な子を選んで、資金も全部面倒を見てあげて、新店舗を任せるような流れって作れないかなぁ？」

「それはいい！　チェーン店の拡大は、杏奈のブランド価値を守ることを最重要視するべきだ。マネージャーとしてもありがたい限りだよ」

　俺は、杏奈の方針を素直に褒め讃えた。

「早いうちに海外にも出店攻勢かけたいよね。日本では欧州のキルシュトルテが上陸ってことでやってるけど、海外に出るときは日本ブランドでいいと思うんだよね。実際、日本ブランドなわけだし」

　日本に持ってくるときは欧州ブランドとして、他国に持っていくときは日本ブランドとして……奇妙だが悪くない方法である。どこの国でも、海外のお洒落しゃれに見える文化には、一定のバイアスがかかるものだ。その感覚を活かさないのはもったいない。

　たとえば有名コンビニエンスストアであるセブン‐イレブンも、元をたどれば一九二七年、アメリカのテキサス州オーク・クリフで氷販売店として始まったフランチャイズシステムだ。しかし今では、日本ブランドとしての認知度が大きくなっている。一九九一年にはアメリカのセブン‐イレブンは経営破綻し、二〇〇五年に日本のセブン‐イレブンを運営するセブン＆アイグループの完全子会社となっている。

　とにかく資本関係というものは複雑怪奇であり、会社やグループの数だけ仕組みがある。よほど興味を持って状況を追っていないと理解できないし、ましてや非上場企業の資本関係ともなれば一般の人には窺い知ることもできない。状況に応じて調整していけばいいのだ。

「何もかも好きにやってみな。追加資金が必要なときだけ声をかけてくれればいいよ。経営会議でも定期的に業績報告はしてくれてるわけだしな。こっちに遠慮はいらない」

「じゃあ好き放題の勝手なんだけど……お店以外の事業もやってみたいんだよね。やっぱ、芸能事務所っぽいこともしてみたい。だって私の本業で得意分野じゃん」

　唐突な杏奈の提案に、俺は意表をつかれた。運転しながら、チラと杏奈に視線を向ける。

「おいおい、ひまりプロダクションと競合しようっていうのか？　まぁ別に構いやしないんだけど、どんなことを始めるのか相談くらいはしてくれよ」

「ほら、前に経営会議で提案したことあるでしょ。ひまりプロダクション所属アイドルの自主制作番組を作ろうって」

「あぁ、千歳を売り出すアイデアだよな。うちの所属アイドルはほとんど大成功してるけど、唯一、千歳だけはいつまでたっても微妙だ。杏奈の提案は、自主制作番組を通して千歳のドジで健気な部分を知ってもらえれば、もっとファンが増えるって話だろ？」

「そうそう！　千歳ちゃん、やり方を工夫すれば絶対浸しん透とうするって！」

　杏奈が千歳のことまで考えてくれているのは本当にありがたい。

「経営陣としては耳が痛いところだ。俺や由佳里の営業努力が上手くいってないってことだからな」

「大丈夫、任せてよ。それでね、その自主制作番組は、杏奈プロジェクトで作りたいって思ってるの。最初は森くんにカメラを持たせて地道にやろうって思ってたけど、もっと本格的にやってみようよ」

「杏奈プロジェクトで制作するのか。こっちとしては一向に構わんよ。でもたぶん、その番組、利益にはならんぞ」

「でも千歳ちゃんの宣伝になるし、なにより面白いでしょう？　たしかに颯斗くんの言うように、利益にするのは簡単じゃないよね。でも、撮影されるアイドルって私たちのことじゃん。ということは、ギャラがかからないわけでしょ？　撮影・編集の仕事を外注するだけなら、大したコストにはならないと思うの。やってみて損はしないはずなんだ」

「それもそうか。わかった、やってくれ。というかむしろ、杏奈がやってくれるなら、俺や由佳里の手間が省けてありがたいくらいだ。制作した番組は、ＤＶＤやブルーレイにして売ったりするのか？」

「ううん、ネット配信でいいと思う。無料でね」

「まったく何の利益にもならんぞ」

「だから、千歳ちゃんの宣伝効果がジワジワと出てくるはずよ。そうなれば、私たちプロダクションにとってすっごくプラスになると思うんだよね。やらせて。これからも杏奈プロジェクトでいろんな制作物を出していきたいと思ってて、私たち自身の番組を第一号の制作コンテンツにしたいの。これは利益じゃない。ひまりんや私の生涯の想い出として、杏奈プロジェクトの記念制作物として、大事に作ってみたい記録番組なんだ」

「そこまで言われちゃ、許可しないわけにもいかないか……」

「いいの？　やった！　言ってみるものだよね。半分、ダメ元だったのにラッキーだよ。ドーナツ屋だけじゃなく、制作会社としてもすごい会社にしていきたいな。あっ、本格的な映画も創ってみたいし、アニメも創ってみたいし、音楽レーベルもやってみたいし……。やりたいことありすぎて困っちゃうよ」

「ずいぶん積極的な経営者様だ。うちの会社の細々とした事業面は、すべて杏奈に振っていってもいいかもしれないな」

　ひまりプロダクションと、杏奈プロジェクトの、両会社間の役割分担もしていけそうだった。

　グループの中心になるひまりプロダクションは少人数で、大方針を決めるだけでいい。人員を雇う必要があるような事業に手を出すときは、すべて杏奈プロジェクトに振っていくというスタイルなら、想定していた以上に意義のある子会社になってくれそうだった。

　政治面は日本大志会を支援しつつ、事業面は杏奈プロジェクトに丸投げしていけば、かつてなく面白いグループになっていきそうである。
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　杏奈が「無料でネット配信するから」とＶＴＲを持ち込んできたので、俺は社長室のモニタでその映像を確認していた。

　ＶＴＲの冒頭、杏奈が笑顔で高々と手を上げる。

「はーい！　片桐杏奈だよ！　ひまりプロダクション所属アイドルなんだけど、最近、社長業も始めたの。杏奈プロジェクト株式会社って言うんだ。良い名前で気に入ってるんだよね～。いろんな仕事をしていく予定だから、みんな、よろしくね」

　収録場所は、このビル内に設置したスタジオだ。金をかけて準備したスタジオだから、ラジオ番組や声の収録にも使えるし、身内で行うトーク主体のネット番組程度なら十分すぎる場所だった。

「この映像はね、杏奈プロジェクト株式会社が送る自主制作番組シリーズ、第一回なんだ。あっ、勘違いしないでね、今流れている映像は番組の宣伝じゃないよ。そう、まさにこの映像こそが第一弾ってわけ」

　カメラマンや編集作業など番組作りに関わる諸々は、杏奈プロジェクトがフリーの制作スタッフに発注して任せたらしく、良質な映像に仕上がっている。

「うん？　どんな番組かって？　このシリーズは、ひまりプロダクション所属アイドルを素のままで登場させちゃおうという企画なのです。飾かざらず、台本もなく、演技でもなく、私たちの本当の姿をみんなに知ってもらいたいの。番組は名付けて『アイドルたちの何気ある日常！』」

　考え抜いたタイトルというより、適当に一〇秒で名付けたような番組名にしか思えなかった。杏奈は思いつきで次々に決めてしまうところがある。しかし杏奈プロジェクトで制作する番組なのだから、杏奈の好きにさせていいだろう。

「第一回の司会者は私が務めるよ！　いずれ司会者は交代で担当していこうと思うんだけど、まずは言い出しっぺの私が始めなきゃ！　シリーズは全部で一〇回くらいを想定していまーす。番組ごとに個々人をピックアップしていければいいなって思ってるんだ。ひまりんも登場するから期待しててね」

　杏奈はカメラに身を乗り出すようにして続ける。

「そしてそして、私の司会をサポートしてくれるコメンテーター役はこの人！　じゃじゃーん！　槙まき野の栞ちゃんです！」

　カメラが若干引き気味になり、杏奈の隣に腰かけていた栞が初めて映し出される。杏奈と栞が二人並んで腰かけ、カメラと向かい合っている映像だ。

「かなわんわぁ。うち、ついさっき声かけられたばかりやで。杏奈の頼みちゅーから気楽に受けてみたら、スタッフや機材は本物の番組と変わらんやないか」

「本物だよ～。テレビでは見られないテレビよりすごい番組を創りたいんだよ。言ったじゃん」

「言ったって……それ五分前やないかい。ツッコミどころ多すぎて、どうしていいかわからんわぁ。台本もないんかい。ホンマ適当に喋しゃべってええんか？」

「おっけーおっけー。そういう番組だから。テレビ向けの役作りはしなくていいよ」

「うち、役作りなんぞしとらんわ。演技なんて女優の仕事するときくらいやで。日毬や千歳もしとらんのちゃう？」

「そーだよねー。ひまりプロダクションって、かなり適当なんだよね～。最初に来たとき、『こんなんでいいの？』って思っちゃったもん。だいだい、こんな番組を許可してくれるプロダクションってありえないよ！」

「こんな番組言われたって、どんな番組かサッパリやが……」

　栞は肩をすくめつつ、続けてゆく。

「日毬の影響やないの。颯斗は最初、日毬に役作りをさせておったみたいやで。せやけど日毬はああいう性格やろ？　演技なんて無理やって。結果的に右翼丸出しの日毬が爆発的に当たってしもうた。以来、所属アイドルが素のままで勝負するんが文化になったちゅーわけやろうな。会社名に掲げられてる通り、ひまりプロダクションの文化は日毬が創ってきたっちゅーことや」

　杏奈はカメラ目線になって説明する。

「あっ、颯斗くんっていうのは、ひまりプロダクションの社長さんです。マネージャーもやるし、社長業もちゃんとやってるよね」

　なんで俺の名前を出すんだよ……と思ったが、一部でもカットや編集を入れていくと、いずれ次々と編集したくなってしまうだろう。もともとの杏奈のコンセプトが台無しになる。あくまで主役はタレントなのだから、プロダクション経営者に少しでも脚光を向けるのは避けたいところではあるけれど、この番組内だけは堪こらえることにした。営業や実務に影響するわけでもないし、ここは俺が我慢すれば済む話だ。

「颯斗は週刊誌やネットあたりで局地的に名前が出とるな。普段から防弾チョッキ着とるとか、拳銃を隠し持っとるとか、アイドルの愛人を何人も抱えとるとか……。ありえんわ～。どんだけ闇の組織やねん。そのうち地球を支配できそうやわ」

「颯斗くんの方も取材には応じないから、どんどん扱いがすごくなっちゃうんだろうね。実際には、颯斗くんほどビジネスマンっぽい芸能プロの社長さん他にいないよ。業界人っぽさがぜんぜんないんだよね」

　それは杏奈の話通りだ。俺はかなり特異な部類であると自任している。一部、西プロダクションのようないかにも企業っぽい例外もあるが、業界全体の体質はヤクザ業界のようなものだろう。

「言われてみればそうやなぁ……。うちは余よ所そに所属したこともないし、業界の新参やから意識してなかったが……。せやけど、わかるわ。颯斗が業界っぽいノリやったら変やで。たぶん日毬も所属することなかったんちゃう？」

「すべてが繫がってるってことかな。ひまりんがいたから、栞ちゃんにも繫がってきた。それにしても、栞ちゃんの売れ方も急激だよ。今ではテレビで顔なじみよね～。私より仕事入ってるんじゃないの？」

「杏奈より？　なわけあるかい」

「待って待って。だって先週は大きなものだけでも、ニュースイブニングに……ドラマ『銀の竪たて琴ごと』に……」

　杏奈は先週の栞の仕事を、指を折りながら並べていった。たしかに仕事の本数だけなら、栞の方が多くなる週もある。栞は実に幅広く使い出があるタレントなのだ。しかし、どこに出しても主役になりえる杏奈と比べれば、ゲストや脇役としての登場だったりする場合が多いのだが。

「私は会社始めたでしょ？　だからホラ、前より少し仕事量が落ちてるわけ。ううん、もしかしたら栞ちゃん、ひまりんより多いかも。地味にトップランナーじゃない？」

「せやけどギャラの額が日毬や杏奈とはぜんぜん違うからな。颯斗が言っておったけど、同じモデル業やっても、日毬とは桁けた二つ違う場合もあるらしいで。桁二つって何やねん。うちのギャラ少なすぎやろ。今はまだ貧乏ヒマなしってヤツや。けど、そのうち日毬なんて抜き去ったろう思うとる。密かに計画を練ってるとこやで」

「番組で話したら『密かに』じゃないじゃん！　視聴者さんに知られちゃうよ」

「だから何の番組やっちゅーねん。カメラに映っとんのはわかるけどな、いつも事務所でしとるようなフツーの会話やん」

　杏奈がすかさず栞を指差す。

「そーれ！　それこそがこの番組のコンセプトでしょ？　普通にダラダラした感じでいいわけ」

「コンセプト言われたってな」

「たとえば今、栞ちゃんスッピンでしょう。そういうコンセプト。素のままでいいわけ」

「ちゅーか、杏奈だけメイクしとるやん！　考えてみれば、何でうちだけスッピンで出とんねん。いきなり声掛けられて、いきなりカメラの前に引っ張りだされて……変なギャングに拉ら致ちられた気分やわぁ」

「だって私、司会者だもん。それにメイクって感じでもないよ～。朝の収録があったから、そのときのままだし」

「ズルいやないか。スッピンがコンセプトちゅーなら、杏奈も守るべきやね」

　栞の指摘に、杏奈は不満げに唇をとがらせる。

「なんかメイクしてると顔変わるみたいじゃん。ひまりプロダクションは別にみんな同じだよ～。ひまりんも千歳ちゃんも凪紗さんも素で可愛いし」

「メイクは淑しゅく女じょのたしなみってヤツやん。カメラの前に立つときの武装みたいなもんやで」

「そんな風に言うならいいよ。次からは私も顔洗って出るから。じゃあ第二回からはノーメイクをルールにしよ。この番組は全員スッピンです。決まりっ」
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　杏奈はカメラ目線になり、何度かうなずいた。

「第二回もあるんかい」

「あるよ～。今日は第一回って言ったじゃん。栞ちゃんはコメンテーターだからね」

「コメンテーター役って何すんのん？」

「もちろんアイドルの解説でしょ。栞ちゃんは分析とか得意そうだし」

「とにかく、杏奈と一緒にスッピン番組に出ればええんやな。ええよ。うちは安売りは止めんとアカン時期やから、杏奈を利用させてもらうつもりで取り組んでみるわ」

「では『アイドルたちの何気ある日常！』、第一弾は終了しておこうね。この番組は不定期にやってみるよ。私と栞ちゃんのスケジュールに都合つくとき、それからインタビュー相手の子の時間が空いたとき……そんなわけで、更新時間はしっかり決められないんだけど、収録次第、ネットにアップしていくよ」

　杏奈はカメラに向かって微笑み、声を大にする。

「次回以降、ひまりプロダクション所属アイドルの私生活事情が山盛りです！　演技なしだよ！　楽しみに待っててね」

「ほなな～」

　最後に栞が手を振って、番組は終了した。

　番組のオープニングとエンディングにはＣＧで編集が加えられており、短いが、しっかりと作られた番組である。

　俺が杏奈に番組を確認したことを伝えると、さっそく杏奈プロジェクトのウェブサイトに映像がアップされたのだった。

　番組の告知は、ほとんど何もしていない。せいぜいやったことと言えば、ひまりプロダクションのページに映像の案内文とリンクを張り付けただけである。ただ、杏奈プロジェクトはメディア各社から注目を集めていたタイミングだったので、幾つかのメディアが取り上げてくれるかもしれない。

　この映像が収入に繫がる可能性は低いけれども、杏奈の好きにやらせておこうと思った。経営者としての杏奈の感覚は決して悪くなかったし、想像力も俺以上にあるのだから、思いもよらない仕事に繫がっていくのではないかという期待もあった。

　それに、もともと杏奈が自主制作番組に取り組もうと提案してきたのは、千歳の売り出しに繫げるためだった。この番組を通して千歳の可愛らしい素の姿を多くの人に知ってもらえれば、ファンが増えてくれるはずだというのが杏奈の考えだ。たしかに千歳単体で番組に出すと弱いけれども、日毬や杏奈と並んで番組で活用できるなら、知名度の浸透には多少の役には立つかもしれない。

　とにもかくにも、俺や由佳里がアレコレすべてを考えて動かなくとも、こうして杏奈がタレントたちの将来を考えて勝手に動いてくれる。大黒柱の一つに杏奈という経営ボードが加わってくれたのは実にありがたいことだった。
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　杏奈プロジェクトのトップページから視聴できる『アイドルたちの何気ある日常！』はクチコミで地味に広がってゆき、なかなかのアクセス数を叩き出すに至っていた。

　またスポーツ新聞や週刊誌やネットニュースなどでも、この突発的にアップされた番組が紹介され、そこそこの知名度になっていた。あくまでネットを中心にした話題だから国民的なヒットというわけではないが、それでも告知もなしでネットにアップしただけのコンテンツにしては、かなりの注目を集めたと言えるだろう。何をやっても注目される杏奈の知名度は、やはり大きいのだ。

　第二回の収録現場には、俺も立ち会ってみることにしたのだった。これには理由がある。

　カメラが回り出すと、のっけから杏奈は大仰に驚いてみせる。

「なんとなんと、第二回のゲストは超大物！　番組始まって以来の大激震だよね！」

「まだ二回目やないかー。ちゅーても、ホンマに大物すぎやろ。誘ったうちも、出演を快かい諾だくしてもらえるとは思わんかったわ。ある意味、日毬よりも大物やで……」

　言いながら栞は、汗をふくような仕草をした。その通り、ゲストは妙な大物だ。俺が収録に足を運んだ理由でもある。

　杏奈ははしゃぐ。

「ひまりプロダクションが出せる最強のカード！　ホントにこんなのアリ⁉　って感じだよ！」

「まさにジョーカー。番組がこれからどないな方向に行くんかまるでわからんで……」

「じゃーん！　記念すべき第二回のアイドルはなんと！　ひまりプロダクション副社長、ゆかりんです！　見て見て、本当にタレントみたいでしょ？」

　カメラに映らないように少し後ろで控えていた由佳里が、頭を下げながら進み出てきた。そして二人の間の椅子に腰かけながら口にする。

「ちわーっす。ひまりプロダクション、健けん城じょう由佳里です。なぜかアイドルとして紹介受けちゃいましたが……テヘ、でございます。業界の皆さま、いつもお世話になってます。視聴者の皆さま、うちの子たちを応援してくれてありがとうございます」

　第一回に無理やり引っ張りだされた栞も気をよくしたようで、杏奈以上に乗り気になっていた。その栞の案で第二回のゲストに迎えることになったのが、なんと由佳里だったのである。タレントですらないのだが、杏奈としても栞としても、それでいいらしい。どういう判断基準なのか謎だった。

　ゲスト出演に「由佳里の快諾を得た」と杏奈から聞かされたときには、俺もすぐには意味が吞み込めなかったものだ。由佳里が業務に差し障りないと判断するのなら、別に俺は止めはしない。とにかく、由佳里が登場するというのが、俺が第二回の収録を見守ることにした理由である。

　栞は、由佳里に手をかざしながら声を上げる。

「しかもスッピンやでこれが。見てみい、この貫かん禄ろく」

「だって急に言われて化粧落としたんだよ。何か意味あるの？」

「心構えの問題なんや。この番組は素で勝負する。杏奈のコンセプトらしいで」

「うちのタレントはみんなそのままじゃない？　日毬ちゃんなんてすごいわよね。今だってビックリしちゃう。切腹とか本気でしちゃいかねないし」

　由佳里の言葉に、杏奈が応じる。

「でも、凪紗さんなんてチョー誤解されてると思うんだよね。それに何より、千歳ちゃんのこともっと知ってもらいたいじゃない？　あんなに性格が可愛い子いないよ」

「あー、うんうん。千歳ちゃんの素直さは真似できない。正直者とか、そんな次元じゃないからね。天然？　……ともちょっと違うっていうか……捨て身って言うのかしらね？」

「早く千歳ちゃんも出したいよねー！　とにかく、好き勝手なことを喋りながら、ひまりプロダクション所属のアイドルの子たちの素顔をみんなに知ってもらう番組だよ」

　杏奈は笑顔でカメラに向かって言った。

「微妙なタレントさん使って似たような趣向の番組は結構あるけど……杏奈ちゃんクラスのアイドルがやるのは未だかつてないかもね。しかも、プロダクションの全員が出るって言うんでしょ？　経営陣の立場から言うと、何の得にもならないなぁ！　困っちゃう」

「そー言うゆかりん自身が出てるし！」

「いいでしょ、うん！　深いこと考えずにＯＫ！」

　由佳里の軽い口調に、栞が頭を抱える仕草をする。

「こらアカンわ……。経営者交代するべきなんちゃう？」

「杏奈ちゃんが経営メンバーに加わってくれたから、ぶっちゃけ私があんまり頭を悩ませる必要なくなったのよね。ある程度は杏奈ちゃんに任せちゃっていい気分」

　言いながら、由佳里は腕を組んで続ける。

「この番組、結構なアクセス数があるよね。なーんにも宣伝してないのに、昨日たった一日だけで二〇万もアクセスがあったみたい。前の晩に複数のネットニュースで取り上げられたおかげかしら。私はテレビ業界出身みたいなものなんだけど、ネットのこういう取り組みも面白いわよね～。片隅でひっそりやってたら、ちょっとした棚たなぼた頂きました、みたいな。稼ぎにはならないんだけど」

「ねー！　でも、ひまりんが出たら一日一〇〇万アクセスいくよ。海外からもアクセス一気に増えると思うんだぁ」

「日毬はモンスターレベルやからな」

「スポンサーつけようか？　飲料メーカーさんあたりいけるんじゃない？　前後のＣＭの他にも、私たちの目の前にドリンク置いたりして」

「つけちゃっていいよ～。私、そーいう営業やったことないから、ゆかりんに任せる」

「了解。任せちゃってよ。営業だけは得意なんだ」

「ということで、今日はゆかりんの話だよね。広告代理店出身でしょ？」

「そうそう。官庁界かい隈わいに出入りしてたんだよねー。地味だけど、クライアントがガツガツしてなくて、すっごく楽な仕事だったなぁ」

　実際、俺たちがいた部署は、蒼通のなかでは楽なセクションだったと思う。部署によっては、営業とて朝から晩まで打ち合わせに走り回っているし、制作や企画に携わるスタッフらはそれこそ家に帰れないこともザラだ。もちろん一般企業と比べれば、俺たちがいた部署も忙しい部類に入ったかもしれないが、毎日普通に帰宅できただけでもマシだった。

　杏奈が興味津々な様子を見せる。

「じゃあじゃあ、ひまりプロダクションを始めたキッカケって何だったの？」

「始めたっていうより、私は途中参加かな。創業のときから関わっていたんだけど、その頃はまだサラリーマンだったからね～。ほら、そこに突っ立ってる人に誘われたの」

　突然、由佳里がこっちを指差してきた。

「やめろっ、俺に振るな」

　俺は手で払うようにしながら睨みつけ、威い嚇かくした。幸い、カメラはこちらを向かなかった。一台しかないから、杏奈らを映している場所から動かせないのだ。収録に使われているのが二台だったら、確実に一台は俺を映していただろう。

　杏奈は笑顔で言う。

「怒っちゃってる」

「颯斗はクソ真面目やからな。とても芸能業界の経営者だとは思えんわ」

　栞は呆れたようだった。

　由佳里は少しも動じず、笑顔で二人に応じる。

「いっつもあんな感じ。慣れてるから大丈夫よ」

　俺は心の中で舌打ちした。

「ねぇねぇ。訊いちゃっていい？」

　意味深な風に、杏奈が訊いた。

「何々？」

「そら当然の疑問やろ。うちから訊くわ。ズバリ、颯斗と付き合ってたりしたんか？」

　栞があっけらかんとして質問した。

「そこまで聞いちゃうのこの番組！　ざーんねん。違うんだなぁこれが。元上司。もし男女の間柄だったとしたら、間違いなく私は誘われなかったと思う。だってホラ、この堅実で愚直な感じ、見てわかるでしょ」

　またもや由佳里は俺を指差してきやがった。……ったく、由佳里には敵わない。

「あー、うんうん。颯斗くんって、やたらと堅いんだよね～。わかる気がするなー」

「ある部分、日毬と似てるんちゃうか」

「うちの実家がやってる寿す司し屋の常連で、よく一緒に食べに行ってたの。だから仲は良かったのよね～。でもこんな風に発展するなんて想像してなかったわ」

「杏奈はまだ由佳里の家の寿司食べたことないんちゃう？　美味うまいよホンマに。寿司にここまで違いがあるなんて思わんかったわ」

　栞が杏奈の方に身を乗り出した。

「今度連れてってよ、ゆかりん！」

「いいよ～。なら今度、私が杏奈ちゃんのマネージャーに付いてる日に、仕事が終わったあと寄っていこ。築つき地じの側に陣取ってるから、一番いいネタを仕入れるルートに長たけてるのよね」

「築地かー。毎日海と接して暮らすってのもいいよね～。一度はそういう生活してみたいなぁ」

「実際に住んでると海なんてあんまり見ないよ。一ヶ月も暮らせば意識しなくなると思う。杏奈ちゃんは埼玉だから海に憧あこがれってあるのかな？」

　ふいに杏奈がカメラを向き、笑顔で握り拳こぶしを突き上げて叫ぶ。

「さいたまー！　憧れってほどじゃないけど、ないものは欲しくなっちゃうね～」

「埼玉ってイマイチ想像つかんわ。何があるのかもサッパリや。浦和レッズくらいしか思い浮かばん」

　何気ない栞の言葉に、しきりに手振りを交えて杏奈が抗議する。

「そこは大宮アルディージャだよ！　どうしてレッズになるの⁉」

「んなこと言われたってな。どっちでもええやん」

　由佳里が説明する。

「さいたま市って珍しいところでね、同じ市内にＪ１のクラブチームが二つもあるの。大宮と浦和が合併して、さいたま市になったせいよね」

「そういうことかいな。んで、杏奈は大宮の出身だから、贔ひい屓きしてるってことやな」

「浦和と比べるのは違うと思う！　やっぱり埼玉といえば大宮なんだよ。なんで合併したんだろー？　誤解しないでね。浦和には友達が結構住んでるし好きな場所だけど、さすがに大宮と比べるのはオカシイじゃんってことなんだよね。大宮には何でもある。でも浦和って住宅街だよ」

　熱烈に杏奈は主張した。

「熱うなるところが、バリバリに意識してるやん。ちゅーか、たかが埼玉の話やないか。そもそも埼玉って小さな県なんちゃうの？」

「大きいよ埼玉県！　さいたまー！」

　またも杏奈は笑顔で拳を突き上げた。

「埼玉県って人口七〇〇万人よ。全国屈指の人口だと思う」

　由佳里の話に、栞が声を上ずらせる。

「七〇〇万⁉　でかっ。大阪並にあるやん」

「まー、でも。関西出身の栞ちゃんが、埼玉って言われてピンとこないのは仕方ないよね。埼玉の人って、言われなきゃわからない。愛郷心があんまりないせいかな？」

「あー、うん、そうかも。フツーに住みやすくて私は好きだけど、やっぱり東京以上に外から移り住んできた人が多いんだ。だからあんまり愛郷心に燃えてないタイプが結構いるねー。そういうのも含めたのが埼玉の良さなんだよ。さいたまー！」

　県名を叫びながら、杏奈は満面の笑みで拳を振り上げた。

「大阪は基本、みんな愛郷心あるで。大阪が好きやからみんな大阪に住み続けてるんやと思う。ぜんぜんタイプが違う県ってことかいな」

「県の成り立ちが違うから」

「でも私の家は、ずーっと前から大宮だったみたい。神社だったしね。戦国時代の終わりころに移ってきたらしいよ。だから私みたいに生っ粋の埼玉っ子も、少ないながらいるんだよね。さいたまー！」

「大宮の神社ってことは氷川神社と関係あるの？　東京には氷川神社の系列が結構あるよね」

「氷川さんとはぜんぜん違うよ。あんなに巨大な神社じゃない。ていうかね、私が生まれたころには、うちの境けい内だいや鳥とり居いとかもうなくなってたし。廃業……とはちょっと違うと思うんだけど。お父さん、普通にサラリーマンだったよ」

　ふと栞がスタジオの時計を見やり、口にする。

「ところで杏奈。今回、時間押してるんやないの？」

「あっ、そうだ。視聴しやすいように、一本一五分くらいにしようって決めてたのに！　思いっきりオーバーしちゃってるよ！　なんか最後の方、私の話ばっかりだったんじゃない？　ゆかりんの話のハズだったのに～」

「えー、でも結構話した気分だよ！　芸能人でもないのに、杏奈ちゃんと栞ちゃんに挟まれて自分のことを話すなんて思わなかったなぁ」

「こういうのも、茶飲み話のいいところやろ。由佳里は別の機会にまた出てもらえればええやん」

「颯斗くんにも出てほしいなぁ！　どうかな、次あたり？」

　可愛く杏奈は首をかしげ、訊いてきた。

　俺は切り捨てる。

「断る。絶対にだ」

「即答されちゃったよ。いつかゲストに迎えてみたいよね～」

「断られると、いつか引っ張り出してやりたくなるわな。人間のサガってヤツや」

「それでは『アイドルたちの何気ある日常！』、第二回はチョー大物、ひまりプロダクション副社長、ゆかりんをゲストでお送りしました！　みんな、第三回も楽しみにしててね～！」

　そこまで杏奈はまくしたて、それから二人に向けて何か小声で提案したようだ。由佳里と栞はうなずき、三人はカメラ目線で身構えた。そして杏奈が掛け声を上げる。

「せーの！」

『さいたまー！』

　三人は同時に叫び、高らかに拳を突き上げた。
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　俺は杏奈を連れて、テレビ局の会議に出席していた。急遽、局から「ぜひとも相談したい企画がある」と声がかかり、急いでやってきたのである。

　本当は由佳里も連れてきたかったが、日毬のマネージャーにつけなくてはならなかった。

　プロデューサーは熱心に口にする。

「──というわけで、『アイドルたちの何気ある日常！』は番組改編期に合わせ、是非ともうちの局の特別番組としてやらせてほしいんですよ。どうでしょう？」

「私の方は結構ですが……」

　俺はそう応じてから、次に杏奈を見やって確認する。

「杏奈はどうしたい？　自由に決めちまっていいぞ。もともと杏奈が始めた番組だ」

「断るわけないじゃん！　いいよ～。やっちゃおうよ」

　杏奈は軽い口調であっさり同意した。

「本当に？　やった！　第二回の健城さんがゲストっていうのが実に良かった！　あれを見て、うちが是非ともやりたいと思ったんです」

　俺が訊く。

「どの辺が気に入りました？」

「いかにもな身内ネタっぽい会話でありつつも、それでいて何も知らない人でも楽しめるような感じ。なかなか作れない案あん配ばいのものが、自然にできちゃってまして。本当に楽しんで作ってるんだってことがわかって、テレビマンとしてはちょっと悔しいですね」

「番組改編期に当てるってことは、ゴールデンタイムだよね？」

　杏奈の言葉に、プロデューサーは番組編成の予定表を見ながら口にする。

「二一～二二時の帯に突っ込みます。一回一時間番組にして、月曜日から金曜日まで、五夜連続で流したいですね」

「一時間番組ってことは、番組のスタイルは変えなくちゃダメじゃん？　ずーっとトークだと、さすがに飽きるでしょ」

「いま活躍してるアイドルたちの日常生活を覗こうっていう基本コンセプトは活かしつつ、演出はいろいろ組み込んでいかないと。その辺は任せてほしいです。それぞれの女の子たちに丸一日取材チームを張り付けさせてもらって、面白く編集すればいいですね」

「颯斗くん、取材チームを付けちゃってもいいかなぁ？　多忙すぎるひまりんとかに付けちゃうと、邪魔になっちゃうかも。凪紗さんとかは嫌がりそう」

　しばし考えてから、俺はゆっくりと応じる。

「日毬や凪紗と相談してみるよ。日毬の方は問題ないと思うんだけど、凪紗とはよく話してみないとならないかもしれない。凪紗に取材チームを付けるなら、よほど距離感を測らないとな」

「そーだよねー。でも、凪紗さんも出したいなぁ！　一番誤解されてるのが凪紗さんだと思うんだよね」

「凪紗本人も交えて相談してみるよ。それは俺が確認してみるさ」

「では五夜連続で、ひまりん、杏奈ちゃん、健城さん、凪紗ちゃん、栞ちゃんの順番で決めちゃっていいですか？」

　プロデューサーの話に、杏奈が声を上げる。

「ちょっと待って！　千歳ちゃんが入ってないよ！　しかも、ゆかりんがアイドル枠に入っちゃってる！」

「健城さんはどうしても入れたいんです。お願いします。健城さんは当たりますよ、本当に。私もプロですから見てわかりました」

「ゆかりんは出てくれるならいいかもだけど、千歳ちゃんはどうしても入れて」

「朝あさ霧ぎりちとせちゃんですか……？　悪くはないんですが、五夜の編成でやるので……」

　プロデューサーは渋った。

　しかし杏奈が強い口調で言う。

「ダメ。この番組は、本当はね、千歳ちゃんを猛プッシュするために始めたの。シリーズはまだフルコースの前菜だったんだ。ひまりんをメイン料理に持ってきてね、デザートに千歳ちゃんをぶつけたいと思ってた。だから千歳ちゃんを入れてくれないと受けられないよ」

「ちとせちゃんは……ゴールデンタイムの個人特集番組としては、いささか弱すぎるような……」

「それが条件。でなきゃ、話は終わりだよ」

「ん～……」

　プロデューサーは腕を組んだ。

　俺も追従する。

「うちの健城は、こぢんまりとしたネット番組ならともかく、さすがにテレビの方で『アイドルの個人特集』として登場させるのは問題あるんで……代わりに朝霧を入れてもらえませんか？」

　実際のところ、由佳里はアイドルではない。番組に出るのに抵抗がないのなら、出演を止めさせようとまでは思わないけれども……アイドル枠としての登場はどうなのか……。

「いやいや、健城さんにはどうしても出てもらいたい。どうしてもです。幾らでもギャラは相談させてください。健城さんが一番インパクトあるはずなんです。だってあれだけの美人で若いのに、有名タレントを多数有するひまりプロダクションの副社長ですよ？　ちょっと信じがたいですね。ひまりんや杏奈ちゃんはもう知名度抜群で誰もが知っているアイドルです。でも、健城さんはノーマークだったじゃないですか。すごい話題を巻き起こしてくれると思えるんですよ。お願いします」

　プロデューサーは熱烈に頼んできた。由佳里に対し、相当なこだわりを持っているようだ。

　杏奈が新しい提案を試みる。

「だったら、こういうのは？　ゆかりんは出演させてあげる。ゆかりんなら、確認しなくてもＯＫしてくれるよ。でね、提案はここから。ゆかりんはリポーターや司会者のような立場で出すのはどうかな？　それならアイドルとしての扱いじゃないし、颯斗くんも乗れるでしょう？」

「アイドルはどうかと思うが、リポーターなら……」

　曖昧に俺はうなずいた。アイドル枠で由佳里を出すよりは、遥かにまともだ。

「リポーター……？　ということは、健城さんが毎回出ると……！　副社長が自ら、会社の所属タレントに密着し、本当の姿を世の中に届けるわけですか……！　ああ、それはいい！」

　プロデューサーは興奮したようだった。

「ね、面白いでしょ？　その代わり、千歳ちゃんの回を作ってほしいの。五夜連続放送なら、最高に盛り上がってるところで、アンカーを千歳ちゃんが務める感じがいいな。それが、ゆかりんを出す交換条件だと思って」

　そこまで杏奈が説明すると、プロデューサーは意外にも簡単に陥落する。

「……わかりました……いいでしょう。健城さんが所属タレントと行動を共にする場面を追っていくスタイルは素晴らしい。それに、ひまりんや杏奈ちゃんがこの企画で素顔を披露してくれるというだけで、十分にお釣りはくるでしょうからね……」

「決まりっ。順番はそうね……ひまりん、私、栞ちゃん、凪紗さん、千歳ちゃんって流れにしよ。やっぱ、ひまりんを最初にして視聴率をぐーんと上げなくちゃね。千歳ちゃんに到達するまで十分に盛り上げて、フィニッシュで決めるわけ。いい案でしょ、ね、颯斗くん？」

「営業までやってくれて助かるよ。それでいこう」

　苦笑しつつ俺はうなずいた。

「決定ですね。タレントさんごとの価格表通りのギャラをお支払いします。その上で、企画料や制作協力金も上乗せさせて頂きましょう。今回は御おん社しゃが企画していた番組ですからね。その代わり、ネットの方でテレビ番組の案内をお願いできればと思います」

「制作した番組のＤＶＤ化などについても、権利を頂きたいのですが」

　俺は言ったが、プロデューサーは首をふる。

「それは当然、局の方になるのが自然かと……」

「これは特別な企画ですから、そういうわけにもいきません。うちのアイドルたちの私生活を切り売りするわけですからね。本来なら、すべての権利はこっちが確保したいところです」

「……相談させてください。上とも話し合って、善処しましょう」

　それから俺と杏奈は、プロデューサーと諸々の条件を話し合い、さっそく撮影を開始することになった。

　日毬や杏奈の特集番組だと、ギャラは高額になる。しかし番組内容は簡潔であり、複雑な設備や細工を施す必要がないから、あまりコストを掛けずに番組化が可能だ。なおかつ一定以上の視聴率は見込めるに違いない。しかしまさか、杏奈が気楽に始めたネットでのオンデマンド放送が、こうしてテレビの改編期に、スペシャル番組にまで昇格するとは考えてもいなかった。この手の勘は、やはり杏奈には天性のものがあるようだ。
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　車に乗り込み局を出て、後部座席に座る杏奈に問いかける。

「悪くない成果に繫がってくれたな。こうなることを織り込んでたのか？」

「ううん、ぜんぜん！　なわけないじゃーん。だって好き勝手やってたんだよ。ラッキーだよね～」

　そう杏奈は軽く応じて、気づいたように続ける。

「あっ、でも最初に経営会議で企画を提案したときに、なんとなーく上手くいきそうな予感があったんだぁ。やっぱ、私の第六感って当たるんだよ。ネットでのオンデマンドがテレビにまで繫がるとは思ってなかったけど」

「杏奈の閃ひらめきは本物かもしれん。……だけど社長業は、勘に頼ってばかりいてはダメだぞ。冷静に市場やトレンドを分析して進む方向を決めなくちゃダメだ。神頼みは、分析が終わったあとの最後の分かれ道くらいにしとけ。もっとも、俺だってそんなにちゃんと出来てるわけじゃないけどさ」

　指導的な立場を担う責任として俺は言った。すでに俺より秀ひいでた部分が多々ある杏奈に対して烏お滸こがましい気もするが、それでも一応は伝えておかなくてはならないことである。

「大丈夫だって。そんな適当に決めてるわけじゃないよ。私だって勉強してるしね。最大の目的は千歳ちゃんのＰＲって話だったでしょ。それがテレビのゴールデンタイムで、最高の形で出来るよね。五日連続のラストに千歳ちゃんを持ってくると注目度は抜群のはずよ。あとは、千歳ちゃんの力量次第だと思う」

「杏奈がいろいろ考えてくれて助かるよ。これからも頼む」

「任せてよ、颯斗くん。伊達に業界で長年生き残ってきたわけじゃないんだよ」

　こうして『アイドルたちの何気ある日常！』はネットでのオンデマンド放送を休止し、局とタッグを組んで大々的に仕掛けていくことになったのだった。
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　二一時を回ってすぐ、『アイドルたちの何気ある日常！』第一回の放送が始まった。企画打ち合わせや準備にはほとんど時間を費やさなくていい番組だったため、かなりスムーズに番組化することができていた。楽に取り組めて、支払ってもらうギャラも多く、ひまりプロダクションの広報としても役に立つありがたい番組だ。

　番組の冒頭、いきなり登場したのは由佳里だ。カメラ目線で、声を潜めて口にする。

「ども。ひまりプロダクション、副社長を拝命している健城由佳里です。今日からなんと、うちの子たちの素顔を連続特集でお送りしちゃおうということで、ささやかながら協力させて頂きたいと思っております」

　由佳里はカメラに腕時計をかざし、続ける。

「現在、朝、六時三〇分でございます。昨晩の仕事上がりが二三時四五分なので、正直かなり眠いっす」

　カメラに向かって由佳里は語った。映し出される住宅街は静せい寂じゃくで、人の気配もあまり感じられず、いかにも早朝といった様子だった。

　ちなみに由佳里は、当たり前だがネット番組とは違いスッピンではなかった。いつもの通り、ビシッとオフィススーツに身を固めている。こちらの業界に移ってきても、由佳里は蒼通で働いていたころのままだ。男の俺から見れば、いつも毅然とした身だしなみを保つのは大変に思えるのだが、当の由佳里はあまり苦にならないらしい。

　画面は、日毬の家の門構えを映し出す。黒くくすんだ木製の門は綺麗に手入れされていても、土台が錆さび付いているのは隠せないようだった。

　ここで唐突にナレーションが入る。

「神楽家である。趣ある木造一軒家は、実に日毬ちゃんらしい家ではないか。さあ、副社長に続いて入ってみよう」

　この番組は合間合間に、解説のためナレーションを入れる形式なのだ。

　挟み込まれるナレーションのやたらと渋い声が居心地悪く感じるのだが、そのうち慣れてくるだろう。

　家を丸ごと映すことはしなかった。画面で露あらわになったのは塀や門構えだけである。この範囲なら視聴者に住所を割り出されることもない。この映像を見て場所がわかるような近所の人には、最初から日毬のことが知られてしまっている。

　玄関を開けて由佳里が待っていると、日毬が姿を現した。

　すかさず由佳里が挨拶する。

「ちわっす！　おはよー、日毬ちゃん！」

「うむ。おはよう由佳里。今日は赤坂からだな。私の準備はできている」

　まったくいつも通りの由佳里と日毬だった。テレビを通しているのに演技っぽくないと、なんだか妙な気分になるから不思議だ。

　この手の番組は普通、たとえドキュメンタリーであっても出演者を言いくるめ、しっくりくるまで同じ場面を撮り直すことが間々ある。しかしこの番組に限っては、本当に撮り直しは一切ないそうだ。

　張り付ける局のスタッフも一人体制を保ち、複数人のカメラマンが交代で入れ替わって対応したようだった。できるだけ邪魔にならないように撮影することで、素顔の映像を届けたいというコンセプトである。

　家の前に乗り付けていた車の運転席に由佳里、助手席には日毬が乗り込んだ。カメラマンが後部座席に乗り込むと、由佳里は車を発進させた。

　女子には運転下手が多いものだが、なかなかどうして由佳里の運転は巧たくみなものだった。由佳里は車にまるで興味がないし、ほぼペーパードライバーだったのに、東京のゴチャゴチャした狭い路地の運転を軽快にこなす。体育会系で鍛えられているだけに運動神経がよく、バランス感覚が発達しているためだろうか。

　日毬と由佳里の軽口がそのまま流されつつ、時おりナレーションが挟み込まれる。俺にとっては二人のいつもの言葉でも、視聴者にとってはこんな何気ない一コマが面白く映るに違いない。

　テレビ局についてもカメラは密着しつづけ、日毬の仕事ぶりや、由佳里と交わす会話などを撮り続けた。日毬が出演する番組を追いかけ、ファッションスタジオでの撮影風景を追いながら番組は進行していった。

　改めて見ると、実に日毬は真面目一徹だ。不満一つもらさず、まるで軍人のように仕事に取り組むアイドルの姿には、視聴者も面喰らうに違いない。休憩の合間にも日毬はニコリともせず、台本を確認したり、ディレクターに質問したりと業務に関係した動きばかりだ。一〇分も時間があけば日毬はメモ帳を取りだし、何をするかと思えば、ファッションデザインに頭を悩まし始める。他の出演者の女の子に声をかけることがあったかと思えば、やたらと礼儀正しく物々しい言い回しで、「その服はどこで購入したのか？」とか「どんなデザインの服を好むか？」など懸命な表情で問いかけ、相手のタレントをたじろがせる。

　これを日毬らしいと見るか、それとも困惑するだろうか……。こんなアイドルなど、後にも先にも日毬以外に現れることはないだろう。

　一四時半過ぎに事務所ビルに引き上げてきた日毬は、いったん由佳里と別れ、即座に日本大志会の事務所に足を運んだ。ここでカメラは日毬の方へと張り付く。あくまで由佳里はマネージャー役としての登場で、日毬特集なのだから当然だ。

「総帥、おつかれさまです」

　日本大志会のフロアに踏み込むと、画面の端で壮司が立ち上がり、厳めしく頭を下げている様子が映し出された。

「また一七時には出なければならない。由佳里が迎えに来る。それまでに、今日の政務を終えておきたいところだ」

　言いながら日毬は、日本大志会の応接ソファに腰かけた。

　ファイルを片手に持った壮司が、その隣に歩を進め、直立不動でうなずく。

「わかりました。まずは本日の新たな日本大志会への入党者です。今日は比較的人数が多く、現時刻までに九二人もの新規入党がありました」

「うむ、そうか。見せてくれ」

　片手を伸ばした日毬に、壮司が新規入党者ファイルを差し出した。

　日毬は一人一人の名簿をじっくりと眺めやっていた。十分に時間をかけて確認し終えた日毬は、やがて机の上にファイルを置き、それに向けて両手を合わせて静かに頭を下げる。

「ありがとう……。諸君らの期待を背負い、私は命をかけて日本の行く末のために立ち向かう覚悟だ。一念通天。私が玉ぎょく砕さいしてもなお、諸君らが大和の後継者となってくれるだろう。どうか日本大志会を、これからもよろしくお願いする……」

　感じ入った声音で厳おごそかに日毬は言ったのち、さらに下げる頭を深くし、まるで気合を入れるかのように身体を震わせながら三〇秒ほどうずくまり続けたのだった。

　このシーンはややもすると、視聴者は日毬が演技していると誤解するかもしれない。しかし、ひまりプロダクションと日本大志会が同じ事務所に同居するようになって以来、毎日のように日毬が同じ儀式を繰り返していることを俺は知っている。日毬は一人一人の名前を胸に刻み込むように努めており、心の底から貴とうとんでいるのだ。

　顔を上げた日毬は、生真面目な顔で口にする。

「夜までに入会した人々のファイルは、私の机の上に置いておいてほしい。今日は早く上がれる見込みだ。二二時頃には事務所に戻れるだろう」

「まだ私も残っているはずなので、直接お渡しします」

「了解した。他には？」

「雑誌『月刊国論』から取材の申し入れです。先方が質問状をメールで送ってきたのですが、文章で回答するだけでいいようです。総帥本人に答えてほしいという依頼でした。……いかがしましょう？」

　重々しく日毬はうなずく。

「よろしい。『月刊国論』なら答えるべきだ。快こころよく取材に応じようではないか。私までメールを転送しておいてくれ。この後、急ぎ質問に答え、返信しておくことにしよう」

「了解しました。また、広告代理店から次回の党大会の構想が上がってきました。まだ先の予定とは謂えど、取り決める項目が多岐にわたります。準備は進めた方がよろしいかと」

「ふむ。企画書が上がってきているのなら確認したい。渡してくれ」

「代理店の担当者が直接説明に来たがっていますが」

「今しばらく時間が取れない。むうう……そうだな……ならば、アイドル業務の合間の空き時間に説明してもらうのが都合がいいだろう。悪いが私のスケジュールを颯斗か由佳里に問い合わせ、空き時間が多くなりそうな仕事を確認してもらいたい。その時間帯に合わせ、担当者には局かスタジオにまで足を運んでもらうことにしよう」

「畏まりました。日時が決まり次第ご報告しますので、しばしお待ちください」

　その後も日毬は、日本大志会の業務に関わる報告を壮司から聞いていた。それが一段落すると、壮司は即座に仕事に取りかかる。日毬は応接ソファから立ち、自分の机に行ってノートパソコンの電源を入れた。

　オフィスチェアに腰かけた日毬が、真剣な面持ちでパソコンに向かい合う場面が映し出されている。カメラが日毬の後ろに回り、パソコンのモニタが映し出されたが、光がぼやけてよく見えなかった。おそらく『月刊国論』の取材に答えているところだろう。

　日毬がパソコンに向かっている姿に対し、ナレーションが渋い声で解説を加えていく。

　しばらく映像は日本大志会のフロア内を映し出していた。

　ふいに、静かなフロア内に甲高い声が響く。

「ひまりーん！　おつかれー！」

　乱入してきた杏奈が、張り詰めていた空気を引き裂いた。

　厳めしくパソコンに向かっていた日毬が目を見開き、ハッとした表情で顔を上げる。

「あっ、杏奈⁉」

　日毬はすくみ上がり、両腕を前に出して胸を守るような格好をしていた。

　壮司が立ち上がって頭を下げる。

「おつかれさまです」

「やっほー、壮ちゃん。日本大志会と事務所が上下階に別れてから、ひまりんと顔合わせる機会減っちゃったんだよね～。昨日ぶりだよ」

「昨日ぶり……昨日もお会いしたということでは……？」

「当ったり前じゃん。私ね、毎日ひまりんの顔見ないと、禁断症状で死んじゃうかもだよ」

「禁断症状、ですか……？」

　不意をつかれたように壮司が問い返した。

「私、病気なんだよね。ひまりんが好きすぎて死んじゃう病。ひまりんのことを想うだけで、胸が張り裂けそうになって危険なんだぁ。すっごい苦しくて激ヤバなんだよねー」

　笑顔で言いながら、杏奈は奥の日毬の机までやってきて、明るく声を響かせる。

「ひまりーん、お話ししよっ！」

「う、うん……。ちょっとだけなら、いいよ……」

　おずおずと日毬は席を立った。すると杏奈は意気揚々と日毬の手を取り、ソファまで引っ張って行った。そして日毬を座らせ、そのすぐ側に杏奈が腰かける。ソファセットはテーブルをぐるりと囲む幅の広いタイプなのに、杏奈が日毬にほとんど密着するようにして腰かけているのが微笑ましい。今にもキスしそうなほど、杏奈は日毬に迫っていた。

「杏奈は、お仕事大丈夫なの……？」

　おそるおそるといった風に日毬が訊いた。

「ちょっと前まで一階で仕事してたの。でも、もうすぐ撮影があるから事務所に行ったら、ひまりんが戻ってるって聞いてね。だったら、来なくちゃいけないでしょ？」

　映像で見る日毬と杏奈は密着しすぎて、その構図だけでもなんだかおかしい。日毬は震えて後じさっているようだったが、どんどん杏奈が近づくから、いつまでも密着したままである。

　ちょうど壮司がお盆にお茶を載せてやってきた。

「お茶です。ごゆっくりどうぞ」

「ありがとー、壮ちゃん。でも、すぐ行くから構わないでいいよ」

「畏まりました」

　丁寧にお茶を並べ置いた壮司は、一礼してその場を離れていった。

「あーん、ひまりーん……可愛いね」

　杏奈はうっとりした表情で、日毬を注視していた。

「……」

　日毬は頰ほおを染め、うつむきがちに目を逸らした。

　おどおどした日毬の態度に、視聴者は呆気に取られるのではないだろうか。普段の威風堂々とした日毬からは想像もつくまい。

「ひまりんの仕事、手伝うよ。何でも言ってね」

　優しく杏奈は言いながら、なぜか日毬の腰に手を回して引き寄せた。

「あっ……。困るよ杏奈……」

　日毬は自分のバストと杏奈との間に手を入れ、必死で逃れるようにした。日毬は、胸が少しでも他人と接触するのが苦手で仕方がないらしい。

「あっ、今気づいた！　なんか胸、成長してない？」

「そ、そんなことないよ……」

　日毬は真っ赤になって首をフルフルと振った。

「えー！　絶対成長してるって！　測ってみようよ！」

「やあっ……」

　もじもじとしながら日毬は両手で胸を覆おおって抵抗した。あまりに日毬が必死な風だったので、杏奈が少し身体を離し、日毬を覗き込むようにしながら口にする。

「そんなにイヤなの？　ごめんね、ひまりん。ちょっと嬉しくなっちゃって……」

　杏奈は殊しゅ勝しょうに謝った。

　言われてみれば、たしかに日毬の胸は所属当時よりサイズが増しているようだった。俺も映像を見て、今気づいたところだ。この機会にバストサイズを測り直し、プロフィールを書き換えた方がいいかもしれない。

「杏奈。時間だぞ。早くしてくれ」

　今度は、唐突に俺の声である。フロアの入り口に立っていたおかげで、姿がほとんど映らなかったのはありがたい。エレベータを降りて日本大志会のフロアを覗いた直後、杏奈に声をかけたこの瞬間は覚えている。デジャビュ感があって変な気分だ。

「あっ、はーい！　ちょっと待ってて」

　杏奈は返事を返し、再び日毬に向き直る。

「夜の戻り、何時？」

「二二時ころになると思うよ……」

「そっか～。じゃあ今日はもう会えないね。ちょっとしか話せなくて、すっごく残念で泣きそうだよ。また明日会お？」

「うん……」

「じゃあ私、行くね。またね、ひまりん」

　杏奈は颯さっ爽そうと立ち上がった。

「が、頑張ってね……杏奈……」

　震える声音で、恥ずかしそうに、上目遣いで日毬は杏奈に小さく声をかけた。杏奈は笑顔で手を振って応え、フロアの外へと出て行った。

　視聴者は、杏奈の前で弱々しい姿を見せる日毬に驚くことだろう。だが俺は、本当の日毬はこっちなんじゃないかと薄々気づいていた。文通を通して内面を晒し合っている世界で唯一の相手だけに、たぶん日毬は、杏奈には本当の姿で接することができるのだ。

　以降もカメラは日毬を追いかけ、日本大志会に迎えに来た由佳里に付いて、次の仕事へと向かったのだった。杏奈の訪問時には弱々しかった日毬だが、仕事ではまるで軍人のように決然と対応していた。ラジオの討論番組では対談相手を「無礼者！」「軟弱者！」などと𠮟り飛ばし、テレビのトークショーでは「我々日本大志会は魂を懸けて次世代日本を創り上げてみせる。そのためならば私は死んでも構わないのだ」などと自らの政治的抱負を熱烈に語り、出演者やスタッフたちをたじたじにさせたのだった。

　収録が終わって一度事務所に戻った日毬は、再び日本大志会の机で残った執務をこなした。それから二三時も過ぎたころ、再び迎えに来た由佳里に車で自宅まで送られたところで、二人が車を降りる様子をカメラは追った。

　夜更けの住宅街。

　神楽家の門構えの前で、由佳里が明るく声をかける。

「今日もおつかれ～！」

「由佳里も遅くまで疲れたろう。いつも苦労をかけて済まない」

　豪壮に日毬は言った。

「ホントに真面目だなぁ、日毬ちゃんは！　私のことはまーったく心配しなくていいんだよ」

「だが由佳里は働きづめじゃないか？　気分転換も必要だろう。たまには由佳里も休みを取るべきだ。身体を壊してしまうぞ」

「この仕事やってると、まったくストレス感じないの。楽しすぎて笑っちゃうくらい。遊びの延長線上みたいな感じかな。これホントなのよ」

「そういうものか？」

「サラリーマンだったときは、こんなに朝から晩まで毎日働いてたら頭おかしくなってたかもね。でも、今はぜんぜん違うんだなぁ。自分でもびーっくり！　今のところマネージャーを増やすつもりもないの。だって他人に、こんな楽しすぎる仕事を取られたくないもんね」

　由佳里の声音には真実味があった。実際に由佳里は、仕事を遊びと見なすことができるように発想を転換する術を、自然と身につけている。だからこそ苦もなく柔軟に仕事をこなしていけるのだろう。

　日毬は実直にうなずく。

「ふむ。たしかに言われてみれば、由佳里の性分には合っているかもしれないな。これこそ天職というわけか」

「でしょ～？　そーなんだよねー。私の人生の終着点がここでいいって気がしてるくらい」

「颯斗の方は疲れているように見えるが……」

　渋い声でナレーションが入り、「颯斗」とは社長であるとの説明が入る。俺としては勘弁してもらいたい。こんな番組の終盤でわざわざ解説しなくてもいいのに……。

「あー、そうかも。私とはタイプが違うからね。いろいろ細かいことばっかり考えてるんじゃないの？　まぁまぁ、ネガティブ思考な人は気にしないでおきましょ」

　余計なお世話だ、と言おうとしたが……画面に向けて突っ込んでも意味がない。

「明日は一二時三〇分にスタジオ入りが最初だから、寝坊したっていいからね。ゆっくりして来て」

「日本大志会の政務が溜たまっている。九時には出勤する予定だ」

　力強く日毬が応じた。

「真面目すぎ。お姉さん言葉もないわ」

「ではこれで失礼するぞ。由佳里、今日もありがとう。おやすみなさい」

　日毬は、由佳里に対して礼儀正しくナナメ四五度に一礼し、玄関のなかへと姿を消していった。

　ふう、と息を吐き出した由佳里は、スッとカメラを見やった。そしてカメラに向けて敬礼した由佳里は、明るく声を響かせる。

「視聴者の皆さま、おつかれさまでございました！　ではまた明日お会いしましょう！　ではでは～！」

　そんな由佳里の軽めなノリの挨拶で、『アイドルたちの何気ある日常！』第一回の日毬特集は終了したのだった。





◇






「おはようございまーす！」

　第二回『アイドルたちの何気ある日常！』の冒頭では、杏奈の顔が大写しになり、お店のスタッフたちの前で挨拶する場面から始まった。

『おはようございます』

　開店前、お店の一階に居並ぶスタッフたちは声を揃えた。

「みんなの頑張りのおかげで、昨日の銀座本店はなんと、売上五〇万円を達成しました～！　これってすごいらしいよ！」

　杏奈が声を弾ませると、スタッフらは拍手で応じた。

　店内に響く拍手と共に、一〇人ほどのスタッフらが画面に映り込んだ。スーツ姿の森や、パティシエ姿の佐歩の姿も見える。今日のシフトに入っていないメンバーらも合わせると、銀座本店の全スタッフは二〇人近くいる。

「特別ボーナス、ちゃんとだすからね。一人一万円！　ってわけにはいかないけど、商品券二〇〇〇円ずつ配っちゃうよ！　森くん、大入り袋で帰り際に一人一人手渡ししてって」

「わかった」

　森は事務的に応じた。

「もうすぐ開店二ヶ月だよね。みんな慣れてきたころだと思うんだけど、こんな時こそ気を引き締めて取り組んでほしいな。それでね、知っての通り来週から、新宿御苑支店の方で宅配事業のテストをスタートするよ。もし上手くいってくれたら銀座本店では──」

　ふいにカメラが引き始めた。杏奈がスタッフらの前で訓辞する場面から映像は遠ざかり、画面には由佳里が顔をのぞかせた。

　由佳里はカメラに顔を近づけ、小声で語る。

「みなさん、おはようございます。朝八時。ただいま朝礼中のようです」

　チラと由佳里はスタッフたちを振り向いてから、再びカメラを見やる。

「何の朝礼かって？　杏奈ちゃんは杏奈プロジェクト株式会社の社長さんですよ。すごい！」

　由佳里はカメラに向けて拍手した。

　しばらく由佳里が画面のこちら側に話し込んでいると、訓辞は終わり、スタッフたちは店内に散らばっていったようだった。

「朝礼が終わったようです。迎えにいきましょう」

　杏奈と佐歩と森が立ったまま打ち合わせしているところに、由佳里が突入する。

「おつかれさま。杏奈ちゃん、そろそろ時間だよ」

「あっ、うん、おっけー！」

　杏奈は明るく応じ、森へと指示を出す。

「じゃあ森くん、一五時に新宿御苑支店でね。そのとき打ち合わせしよう」

　森はうなずいた。

　またナレーションが挟み込まれ、森の解説がなされた。「西にしプロダクション時代からずっと杏奈のマネージャーを務めている忠実な人間」であると紹介されていた。間違ってはいないが、内部の人間としては微妙なズレを感じる。まぁ、どうでもいい部分だ。

　森は杏奈プロジェクトでの業務以外に、杏奈のマネージャーを担当することも多々ある。今日は『アイドルたちの何気ある日常！』の撮影ということもあって由佳里がマネージャーを務めるが、だいたい一〇回中七回ほどは森が杏奈に付いて回る。杏奈としても、会社の管理職が側についていてくれた方が何かと便利であるらしい。森は何でも屋のようなポジションなのである。

「佐歩、こっちはよろしく。閉店にはちょっとだけ顔出せると思うよ」

　去り際、杏奈が笑顔で言うと、佐歩が朗ほがらかに応える。

「忙しかったら寄らなくても大丈夫だからね。こっちは安心して任せちゃって」

　由佳里と佐歩は会話を交わさなかったが、画面の隅で、軽く手を振り合っている場面がチラと映った。

　杏奈が出口に急ぐと、由佳里があとに続く。

「あと一五分で着かないと。今日はタクシーだよ。急ご」

「汐しお留どめでしょ？　余裕余裕！」

　早足で銀座本店を出た二人は、由佳里が待たせていたタクシーに乗り込んだ。カメラを担かついだスタッフは助手席に滑り込んだようで、正面から二人を撮影していた。

「社長業、なんだか板についてきたよね」

　由佳里の言葉に、杏奈が熱心に応じる。

「充実しすぎてヤバいよ！　お店も軌道に乗ってきたし、早いうちに出店攻勢までこぎ着けたいなぁ！」

　タクシーのなかでキャッキャと二人は盛り上がった。お互いタメ口で、まるで友達同士のようである。実際にこのシーンは演技でも何でもなく、由佳里はうちのタレントとは誰とでもこんな感じだ。だが、神楽姉妹──日毬と凪紗だけは堅物すぎて、言動も行動もサムライのように物々しく、人ひと懐なつっこさに定評ある由佳里でさえ気軽に懐に飛び込むことは難しいようである。

　テレビ局の車寄せに乗り付けたタクシーから二人は飛び出し、正門ゲートへと駆けた。カメラも後を追う。

　それから杏奈はクイズ番組のメインゲストとして登場し、いつものマシンガントークを炸さく裂れつさせた。うちに移ってきてから、饒じょう舌ぜつぶりには磨きがかかったようだった。すべて本人の自由にさせているので、縛りを感じなくなったせいだろう。

　それが終わると、即座に次は歌番組である。

　歌よりも、ミュージシャン同士の和気藹々としたトーク時間が長いこの番組は、杏奈にはお気に入りの仕事の一つだった。杏奈の場合、急がしさで溜まるストレスはトークで発散できるらしい。トークがそのまま仕事に繫がる芸能界において、杏奈はどこまでも業務を継続できる永久機関なのだ。日毬や事務所の同僚タレントと会話することも、杏奈にとっては貴重なストレス発散だ。逆に言えば、常に誰かと話していないとエネルギーが充じゅう塡てんされないため、その負荷は周りの人間──とくにマネージャーを担当することが多い森に掛かってくる。その点、由佳里ならばトークを一緒に楽しめる性質のため、杏奈に抜群にマッチしたマネージャーであると言えた。本来ならば由佳里をずっと杏奈に付けてやれればベストであり、杏奈もそれを望んでいた。だが由佳里には副社長としてもっと幅広い事業戦略に携わってもらう必要があり、一兵卒の仕事はほどほどにしてもらわないと困るのだ。ゆえに時おり由佳里を付けてやることがせいぜいで、今後も森には負荷を受け止めてもらわなくてはならない。たまには俺もマネージャーにつくが、杏奈にはいつもキリキリ舞いさせられる。

　汐留の局で二本連続の収録が終わったあと、再び杏奈は由佳里と共にタクシーで、ドーナツショップの銀座本店へと顔を出した。そしてなんと杏奈は従業員控え室に入って店員用の服に着替え始め、販売員として店頭に立ってしまった。お店に到着してからの変わり身の早さ、わずか三分である。

　いきなり販売員として乱入してきた杏奈に、周りのスタッフたちは明るく挨拶し、何事もないように業務を継続していた。杏奈にはいつものことだから、スタッフたちはすっかり慣れているのだ。

「いらっしゃいませ～！」

　店の奥から接客カウンターを窺っている由佳里の視点で、カメラは来客の姿を映し出していた。杏奈が店員として笑顔を振り向いていることに、いちいち客が仰天する姿が面白い。

　由佳里がカメラに語りかける。

「ちょっと時間が空くとこれです。杏奈ちゃんらしいって言いますか。そのうち私まで売り子さんやっちゃってるかもですよ」

　その後、杏奈が店頭に立って一五分ほど経過したころ──。

　店員姿の杏奈に対し、頃合いを見計らった由佳里が後ろからそっと声をかけた。杏奈はダッシュで控え室に戻り、またもや三分で由佳里のところまで戻ってきた。

「行こ、ゆかりん！」

　そして杏奈は立ち止まることもなく路上へ出て、両手を挙げてピョンピョン飛びはねタクシーを捕まえた。慌てたように由佳里も続き、カメラも追いすがる。杏奈がお店に留まっていたのは、わずかに二〇分強といったところだろうか。

　続いてはファッション雑誌の撮影だ。

　映像はスタジオまで一気に飛び、杏奈がカメラマンの要望に応え、さまざまなポーズをしている様子をテレビは映し出す。態度は堂々としていて、それでいて自然。心からの笑みでカメラに応じている。さすがは経験豊富なファッションモデルの重鎮だ。なにより杏奈は名実ともに、ファッションモデルとしては日本ナンバーワンである。

　撮影が終わると、今度ばかりは慌ただしさもなく、杏奈と由佳里は友達同士のように駄弁りながらスタジオを後にした。次のスケジュールに余裕があるのだろう。

　そしてスタジオの隣にあるイタリアンレストランに入り、二人ともパスタを注文した。時刻は一四時二〇分。遅いランチだ。混雑する時間を過ぎている店内には、他の客は少ない。

　杏奈は声を響かせる。

「え～！　じゃあじゃあ、そのあと千歳ちゃんどうなったの？」

「いつまでたってもナンパされてることに気づかないのね。なんか一生懸命に返答しちゃってるの。可愛すぎて笑っちゃった。私が助けに入って連れ出したんだけど、あとで教えてあげても意味がわからない風でね──」

　由佳里は楽しげに応じていた。もうすっかり単なる茶飲み友達である。

「あっ、電話！　ちょっと待って」

　杏奈は携帯を取り上げ、耳に押し当てた。

「うん、うん。そっか。わかった。遠慮せず病院に行って。代わりは森くんに務めさせるから。心配ないよー」

　何度も杏奈はうなずきつつ、優しい口調で続けてゆく。

「明日も念のため休んだ方がいいよね？　りょーかいしたよ。もし明日出てこられるなら電話して」

　杏奈プロジェクト絡みの連絡だろう。

「いいってば。お大事にしてね。何かあったらまた電話ちょうだい」

　そこで携帯を置いた杏奈は、由佳里に話し出す。

「新宿御苑店の店長から連絡があってね、お子さんが学校の体育中に鉄棒から落ちてケガしちゃったみたい」

「鉄棒から？　大丈夫なの？」

「ケガは大したことないらしいんだけど、念のため安静にするように学校から言われて、病院にも連れていくんだって。だから今日は早く上がって、明日も休むかもしれないって連絡だったの。代わりは森くんに務めさせるからお店は大丈夫だけど、鉄棒から落ちるって心配よね」

「森さんって店長できる？　真面目なんだけど、ムスッとしてる印象あるよね」

「うんうん、もっと言ってやって。取とり柄えが真面目ってだけで、他はサッパリなんだよね～。でも店長の代役くらいはできるよ、たぶん」

　酷い言われようである。だが森は面と向かって散々杏奈から指摘されていることだから、今さら落ち込んだりはしないだろうが……。

　和気藹々と語らいながらのランチの時間、おおよそ二五分。パスタを食べ終わるとすぐに席を立ち、二人はまたタクシーに乗り込んで新宿御苑の事務所まで引き上げてきた。由佳里はメールの送受信のためパソコンの前に戻り、カメラは杏奈を追って一階店舗の方へと付いていく。

　すでに森がスタッフの服に着替え、店長の代わりを務めているようだった。杏奈は森を捕まえて打ち合わせをこなしたかと思うと、今度はお店を抜け出してエレベータへと飛び乗り、日本大志会の事務所へと顔を出す。

「壮ちゃん。ひまりんは？」

　事務作業をしていた壮司に、杏奈が声をかけた。

「先ほどまでいらっしゃいました。しかし川上オフィスに行ってくると仰おっしゃり、スケッチブックを幾つも抱えて出かけて行ったところです。戻りは一七時ごろになるそうです」

「ちぇっ。入れ違っちゃったなぁ。もうちょっと早ければひまりんと会えたのに」

「何か伝言しておきましょうか？」

「ううん。書き置きしていくから紙とペン貸して」

「了解しました。どうぞ」

　壮司はきびきびと紙とペンを机から取りだし、杏奈に差し出した。

　杏奈は日毬のデスクまで行き、紙にサラサラと書き殴った。日毬に伝言を書いているようだ。二人はずっと文通を続けている間柄であるためか、ちょっとしたことでも文章で意思疎通を図るのに慣れているようである。

　カメラがそれを覗こうとすると、杏奈は咄とっ嗟さに手紙に覆いかぶさり、不満そうに口を尖とがらす。

「ダメー。ひまりんと私だけの内緒だよ」

　即座にカメラは引き下がった。聞き分けのいいカメラマンである。もっとも、可能な限りタレントに存在を感じさせないようにするのが、この撮影の約束だ。

　芸能界は表向き仲がよさそうなタレント同士でも、意外と反目しあっているケースは多いものだ。とくに同じ分野で活躍するタレント同士だと、内心は嫉妬が渦巻いている場合があったりする。だが幸いなことにひまりプロダクションは小所帯なこともあって、人間関係は良好であり、苦楽を共にするような雰囲気があった。ありがたいことだ。なかでも日毬と杏奈の二人はトップアイドル同士にもかかわらず非常に特異な関係で、親友以上の仲むつまじさがあった。二人は出会ったころからの、貴重な文通友達だ。日毬は杏奈の前でだけは、鎧よろいを取り払った本当の姿を覗かせる。

　その後すぐにエレベータに乗り込んだ杏奈は、再び一階の店舗に戻ったかと思うと、森にアレコレと指示を出した。その一〇分後には最上階のひまりプロダクションのフロアまでやって来て、由佳里のデスク側に寄り、飛びはねるようにして言う。

「準備オッケーだよ。間に合わなくなっちゃうよ」

「待って、あと一本だけメール送らせて。もうちょっと」

　由佳里はパソコンに集中しながら応じた。

　ちょうどそのとき、別の部屋から凪紗がやってきた。

「あっ、凪紗さん！　来てたんだ」

　杏奈は飛ぶようにして凪紗の目の前まで近づいた。

「片桐殿、ご無沙汰しています。日毬がいつもお世話になっており、誠に恐縮至極です」

　兵隊のように凪紗は深く頭を下げた。

　凪紗の服は『Kagura』ブランドの洋服で、普通に着用できるようになっていた。最近では稽けい古こ着ぎで会社にやってくるようなこともなくなって一安心である。だがサングラスを常にポケットに隠し持つようになっており、凪紗が苦手とする人混みの多い場所に行くと、身につけるのがクセになっていた。凪紗としては、サングラスを掛けると周りの人々から隠れたような気分になるそうだ。

　杏奈が困惑したように口にする。

「真面目な挨拶でいつもびっくりしちゃうよ。今日はどの現場？」

「この後、原宿の撮影スタジオに参ります。農林水産省のお仕事をさせて頂くことになりました。お魚のＰＲだそうです」

　ここでナレーションが入り、「日常の神楽凪紗は『なのである語』ではないのだ」との解説が挿入された。多くの視聴者には逆に新鮮に映るかもしれない。

「凪紗さんらしい仕事だなぁ！　写真できたら見せてほしいな」

　言いながら杏奈は、自然に凪紗の胸に手をのせた。

「あっ……ああっ……片桐殿……ど、どうかそれだけは……」

　凪紗は身体を震わせつつも、気丈に踏み留まった。

　日毬とは胸を触らない約束をしている杏奈だが、今でも同業タレントに対しては、挨拶代わりにタッチしたり揉もんだりするのは変わらない。千歳や栞あたりは杏奈に揉まれても気にならなくなっていたが、凪紗だけは体質の関係からか、過敏な反応はいつもの通りだ。

　だが凪紗もついに耐えられなくなったようだ。ヒザを折り曲げて肩をわななかせ、身体をくねらせる。

「はああっ⁉　立っていられなくなってしまいます……あぁ……やめて、ください……」

　凪紗は日毬のように払い除けたりはしないのだ。手を叩き落としたりするのは極めて失礼な行為だと考えるためらしい。

　珍しくスッと自分から手を離した杏奈は、息を荒らげて紅潮する凪紗を覗き込む。

「凪紗さんの胸って弾力がすごくて、プニプニしてるんだよね。信じられないよ。同業の女の子の胸をたくさん触ってきたけど、ひまりんと凪紗さんだけ、もうぜんぜん違うんだよね～。同じ女なのにどうしてこんなに違うのって驚いちゃうなぁ」

　凪紗は涙目になっていた。恐怖したように震えながら、胸を守るように前で腕をクロスさせて押し黙っている。

　後ろから、メールの送信を終えて立ち上がった由佳里が声をかけてくる。

「なんといっても世間が認める巨乳姉妹のお姉さんだからね。準備おっけーだよ、杏奈ちゃん。待たせてゴメンね」

「いいよー。待ったおかげで、凪紗さんに会えたのはラッキーだったからね」

「凪紗ちゃんもお仕事頑張ってね」

　そう言って、由佳里はトンと凪紗の肩をタッチした。すると凪紗は全身をビクンと震わせる。

「ああっ……」

　大きな吐息をもらした凪紗は、逃げるように顔を両腕で隠し、必死で口にする。

「ごっ、誤解なんです……。本当に、何でもございません……。どうか、どうかお気になさらないように……」

　必要以上に凪紗が首を振り何かを否定する姿勢が、逆に気になって仕方なかった。

　そこから映像はプロダクション事務所ビル裏手の駐車場に飛び、由佳里は社用車の運転席、杏奈は後部座席に乗り込んだ。今度はタクシーではなく、由佳里が運転するらしい。

　次はレコーディングだ。杏奈が人気アニメの主題歌を歌うことになっているので、その収録である。

　ひまりプロダクションに移籍してくる前から決まっていた仕事で、そのまま引き継いでいるだけのものだった。日毬たちと違い、杏奈は自分の歌もたくさん持っていて、歌一本でもタレント業が成立するくらいの仕事量がある。

　最近ではドラマや映画の主題歌を担当するより、アニメは堅実な仕事になってくれる。一時期、一世を風ふう靡びしたドラマ主題歌は、視聴者のテレビ離れと軌きを一いつにして商売としては完全に下火になってしまった。誰もドラマ主題歌のＣＤを買おうとしないのだ。しかしアニメは手堅い需要が今でも見込めるし、海外でも一定の地歩がある。プロダクションとしてはドラマとアニメのどちらかを選択できるのであれば、予算や企画内容によって状況は変わってくるものの、現状ではアニメを選択するのが無難かもしれない。

　しばらく映像は杏奈のレコーディング風景を撮影しつつ、時おりナレーションが挟み込まれて進行した。由佳里がレコーディングスタジオのスタッフと名刺交換している場面などもあり、タレントの営業のためにマネージャーが活動している様子も映し出されていた。

　収録が終わると、すっかり夜更けになっていた。

　杏奈の仕事は、今日はこれで終わるはずだ。しかし二人は車に乗り込み、銀座へと向かったのだった。目的の場所は杏奈プロジェクトの第一号店、銀座本店だ。

　すでに閉店していたが、車を降りた二人が店内に入ると、数名のスタッフたちが居残り打ち合わせをしているところだった。佐歩や森もいる。森は夕刻ころには新宿御苑店にいたが、業務終了のミーティングのために一日の最後は銀座本店の方へとやってくる。忙しいことだ。杏奈と由佳里はその輪に交じり、会議に参加し始めた。残ったドーナツを夜食代わりに頰張りながら、お店の状況や今後の計画の話し合いが続く。その模様が、淡々と映像に収まっていた。

　打ち合わせが終わると、スタッフらは席を立った。

　杏奈や由佳里らも帰り仕度を整え、店内の電気が消される。

　店の外に出た由佳里が、カメラに向けて敬礼し、おどけたように口にする。

「視聴者の皆さま、これから帰ります。家に着くのは零時を過ぎちゃうかな。まぁ、いつもこんな感じっす！」

「お疲れ様です」

　佐歩もカメラに頭を下げ、杏奈も続く。

「じゃーねー！　また明日！」

　由佳里が運転する車の後部座席に、杏奈と佐歩が乗り込んだ。そして車がフェードアウトするまでの様子が映し出され、第二回『アイドルたちの何気ある日常！』が終了したのだった。
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　場所はマンションのエントランス。

　マンション内での撮影らしく、建物の外観はわからない。

「おはようございます！　今日もまたまた朝八時！　これから、とある場所へ突入しちゃう計画です。付いてきてください」

　カメラ目線で挨拶した由佳里は、颯爽と歩を進め、エレベータへと乗り込んだ。

　エレベータを降り、目的のドアの前。

　由佳里はカメラに手をかざし、鍵を見せる。

「実は鍵も借りてます。私もなかに入るのは初めてなんで、ちょっとドキドキしてたりします。入っちゃいましょう」

　チャイムも押さずに鍵を開け、由佳里はドアの中へと入っていく。

「おはよー！」

「あっ、由佳里さん、お待ちしてました！　おはようございます！」

　千歳がリビングから顔をのぞかせ、声を響かせた。

　そのまま室内に上がり込んだ由佳里に、カメラが続く。

　リビングでは千歳が後ろ手を組んで由佳里を迎えた。カメラは舐なめるように一〇畳ほどのリビングを映し出す。

「どうですか？　起きたばかりの朝霧ちとせちゃんです。可愛いでしょ？」

　由佳里はカメラに語りかけた。

「でも普通に着替えて準備も終えたので、いつもと変わりませんよ」

「雰囲気の問題なのよ。ほら、この部屋なんて女の子っぽくて……ていうか、何もないやないかー、って突っ込むべき？」

　リビングには、小さなテーブルと椅子が二つ置かれているだけで、他には何も見当たらなかった。新しいマンションだから室内は綺麗だが、殺風景な場所である。

「あぁ、うーん、たしかに何もない部屋かもですね……。必要最小限のものしか買っていないんです。引っ越してきて間もないですし、毎日遅くまで事務所で仕事してたりするんで、ゆっくり買い物に行くヒマがないだけなんですよ」

「他の部屋も見ていい？」

「もちろんです。どうぞ」

　千歳は隣の部屋を開けた。

　由佳里とカメラが入ると、そこは八畳の広めの部屋である。だが、マットが二枚、敷いてあるだけの部屋だった。あとは部屋の隅に毛布が畳たたんであるくらいだ。それ以外には、めぼしい物が何もない。

「ここが寝室？　ベッド買おうよ。なんなら私が買っておこうか？」

　由佳里が不思議そうに言った。

「これで十分ですよ。こんな立派なマンションに住まわせてもらってるだけでもありがたいです」

「おはよーさん。なんや朝から騒々しいな。密着取材って今日やったっけ？」

　後ろから声をかけてきたのは、タオルで顔を拭いている栞だ。タンクトップに短パンと、なかなかワイルドな姿だった。この格好で寝ているのだろう。

「今日の一本目は一一時から渋谷やろ？　朝早すぎなんちゃう？」

「いちおう、朝から晩まで追いかける企画だからね。それに二人とも九時半ころにはもう会社に出勤してるでしょ。だったら企画側としては準備しておかないと」

　すかさず千歳がカメラと栞の間に割って入り、声を上ずらせる。

「栞さん！　カメラが入るので、ちゃんと着替えておかないとダメだって言ったじゃないですかぁー！」

「別にええやん。素のままの姿を撮るって企画やったろ。なら、構うことなんてあらへんのや。着替えたからって、うちの美貌が変わるわけもないんやしな」

「でもでも、最低限のものってあると思うんです。栞さんはファッションモデルとしても売り出してるんですから、もう少しちゃんとしましょうよ。ひまりプロダクションの事務員として見過ごせません」

「こないに無骨な部屋見せといて、最低限もなにもあらへんで。千歳が綺麗にしてればええやん。もともとうちの売り出しイメージは、アイドルプラス芸人プラス毒舌コメンテーターって感じやろう」

　由佳里がカメラに解説する。

「ちなみにこの部屋には、朝霧ちとせちゃんと、槙野栞ちゃんが同居しています。栞ちゃんがうちに所属して以来、ずっと二人暮らしなんですよ～。この二人はとっても仲がいいんです」

「一緒に寝てる仲やからな。ほれ、そのマットは窓際が千歳、扉側がうちの寝床や。最近のマットはウレタン素材っちゅーの、布ふ団とんより楽でええね」

「あっ、お洋服は見ていってください。服だけはいっぱいあります。下着以外はほとんど『Kagura』のお洋服なんですよ。ちゃんと自分で買うんです」

　千歳はいそいそとクローゼットを開いてみせた。ハンガーには大量の服が掛かっている。

「千歳ちゃんが今着てるのもそうよね？」

「そうです。テレビ番組に出るときもですよ。みなさん、『Kagura』をよろしくお願いします」

『Kagura』ブランドの製造元は、なにせ千歳の実家工場である。千歳が宣伝したくなるのも無理はない。

　ふいに部屋の隅でガサゴソと音が聞こえ、カメラはそれを捉えようと振り向いた。慌てて千歳が両腕を広げて、懸命に立ちふさがる。

「栞さんの着替えは映さないでください！」

「大丈夫やって。パンツ一丁で映ってるわけやないんやし」

　興味なさそうに栞が言った。

「たった今、下着が見えてたじゃないですかー！　ダメです！」

「ほれ、うちもいつも『Kagura』や。ＰＲしたろう思うて着てたんや。この格好で仕事に出かけるで」

　再び由佳里がカメラに語りかける。

「今日は栞ちゃんに密着します。今やテレビで見かけない日を探す方が難しいくらいのインテリアイドル、栞ちゃんの素顔をご覧に入れましょう！」

「別に密着されても、視聴者のイメージと変わらん思うがな。まんまやで。ともかく、よろしゅうたのんま」

　そっけなく栞は挨拶した。

「栞さん、一生懸命、頑張ってくださいね！」

　千歳は両拳を握りしめ、気合を入れるような格好をしてみせた。

「千歳は何でも大ごとにするからな。適当でええて」

　栞は微苦笑しつつ、うなずいた。

　そこから映像はひまりプロダクションのフロア内に飛び、パソコンに向かっている栞を映し出していた。

　ソファに腰かけた由佳里が説明する。

「栞ちゃんは時間が空くと、原稿を書いたり、ブログを書いたりと執筆作業が中心です。これがまた、硬派な文章を書くんですよ。ご存じですよね？」

「由佳里さん、どうぞ！」

　ふいに、横から千歳が明るい声を響かせた。お茶を持ってきたらしい。

「ありがとう」

「カメラマンの人もどうぞ！　粗茶でございます！」

　カメラは大きく上下に動き、うなずいたことを伝えた。

　この日の千歳は午後に二本の撮影があるだけのはずだ。昼過ぎまでは会社に留守番で、電話受けや、掃除や片付けに勤しむのだろう。

「千歳ちゃん、こっちのことは気にしないでいいよ。カメラマンさんも存在しないことになってるからね」

「わかりました！　何かあれば遠慮なく声をかけてください！」

　いそいそとお盆を置きにいった千歳は、今度は雑巾で机を拭き始めた。

　栞が映し出されてナレーションが挟み込まれたり、由佳里がカメラに向けて話している間も、雑巾を持った千歳が時おり画面に映り込んでいた。鼻歌を歌い、なんだか楽しそうである。しかし千歳には、自分をＰＲするような意図はまったくないのだ。いつも通りの姿だし、千歳はそこまで頭が回らない。雑巾がけも、実に手際が悪い動きである。

「そろそろ行こう、栞ちゃん」

　時計を見やり、由佳里がソファを立った。

　栞は伸びをして、ゆっくりと腰を上げる。

「了解。ほな、行こか」

　掃除の最中だった千歳が、満面に笑みを浮かべて口にする。

「今日は日毬先輩とご一緒するんですよね？　一緒に頑張ってきてください！」

「午後の仕事でな。なんやかんやで、今日は二〇時には上がりや。夜、一緒にメシ食べへんか？」

「なら、事務所で待ってます。行ってらっしゃい、栞さん、由佳里さん」

　千歳は明るく応じた。どうも千歳を見ていると、ひたむきに主人を信じて尻尾を振る忠犬のように見えてしまう。

　それから栞と由佳里は、車に乗ってＭＨＫ教育、渋谷の放送センターへ。

　中学生から二〇代前半のタレントまで若い人たちが集まる討論番組だ。なんでも戦争について考える番組で、子どもたちが団結して反戦を訴えようという主旨らしい。教育テレビっぽさが強すぎて大人にはまったく興味が持てないが、子ども番組としてはアリなんだろう。

　二本分の収録を一気に済ませると、時刻は一五時近くになっていた。朝から長丁場の撮影で、しかも二回分を連続して撮るから、かなりの時間を要したのだ。番組自体は一本四五分なのだが、議論を長々と撮影し、都合の良い部分だけを切り取ってコンパクトに編集するのである。ＭＨＫだけに、厳しい本音が見え隠れするような箇か所しょはオールカットだ。

　ヨロヨロと由佳里の側に戻ってきた栞が、お腹を押さえて口にする。

「腹減ったわぁ……。番組中も腹鳴ってて、どうやって隠そうか四苦八苦やったで。飢え死にしそうや……」

「お弁当、買っといたよ。車で食べようね」

　二人は局内を歩きながら会話する。

「今日もよかったわよ、栞ちゃんのお話。どこに出しても上手く喋ってくれるから、マネージャーとしては本当に助かるなぁ」

「教育テレビやからな。びっくりするほど当たり障りない話しかせんかったわ」

「栞ちゃんの話が一番レベル高かったと思うけど」

「んなこたぁない。下手に突っ込むと独どく壇だん場じょうになってしまいかねんから、どうやって公式通りのこと言おうか悩んどったわ。ストレスマッハやで。次の『ひまりんプロジェクト』の方が言いたいことが言えて気が楽や」

　栞は後部座席で弁当を食べながら、由佳里の運転で東とう洋ようテレビへと向かった。

　時刻は一六時。

　控え室の扉には、『ひまりプロダクション様』と紙に大たい書しょされている。一六時三〇分からスタジオ入りし、『ひまりんプロジェクト』の収録が行われる予定になっていた。この番組は、ＭＨＫよりも編集でカットされる箇所が少ないため、撮影時間はそれほど長く掛からない。

　部屋に入るなり、栞と由佳里は挨拶する。

「よーう、大将。おつかれ」

「おつかれさま、日毬ちゃん」

　日毬はわざわざ立ち上がって、二人に頭を下げてくる。

「おつかれさま」

　身内に対しても、厳格なほど礼儀正しいのが神楽姉妹である。

　三人で向き合って腰かけると、まずは栞が切り出す。

「颯斗の姿が見えんが、どこ行った？」

「事務所に戻ったぞ。千歳の仕事があるそうだからな。こちらは由佳里一人で十分だろう」

「これから千歳ちゃんのグラビア撮影が入ってるからね。千歳ちゃんが表紙の、ちょっと大きな企画なのよ。だから先輩はそっちを担当して、杏奈ちゃんには森さんが付いてるね」

「千歳が、日毬に『よろしく』言うとったで。ちゃんと伝えたからな」

「そうか。恩に着るぞ。千歳には頑張ってもらいたいところだ。なんといっても千歳と由佳里が、うちの事務所のムードメーカーだと思う」

　生真面目な表情で日毬が言った。

「あは。私まで入ってるんだ」

「うむ。由佳里なしのひまりプロダクションなど考えられない。もちろん千歳もだ。姉上も、私と同じ見解だぞ」

「そこまで大真面目に言われると、なんだか恐縮しちゃうんですけど！」

　由佳里は心底嬉しそうな様子だった。

「日毬は昼メシ、食ったんか？」

「遅いお昼ご飯になってしまったが、つい先ほど東洋テレビのお弁当を食べたところだ。いつもはフライが多くて断るのだが、今日は鮭さけ弁当だったからな。定食屋さんに行かずに済ますことができた」

「今日の仕事、上がりは何時や？」

「『ひまりんプロジェクト』が今日は最後だ。由佳里に連れられて事務所に引き上げる予定になっている。夜は日本大志会で政務をこなすつもりだ」

「なら、千歳も交えて一緒に夜は食べへんか？　約束しとんのや」

「何時ごろだ？」

「時間は決まっちゃおらんが……日毬に合わせるで」

　日毬はしばし考える風にして応じる。

「ふむ……。今日の昼間は慌ただしく、日本大志会に戻れていないのだ。戻って少し政務をこなしてからにしたい。二一時三〇分ではどうだろうか？」

「決まりや。由佳里はどないや？」

「ん～、行きたいところだけど……杏奈プロジェクトの打ち合わせに参加する予定なのよ。新宿御苑の一階店舗でね。広告の手伝いをする予定だから」

「なら仕方あらへん。近場でメシ食べてると思うから、もし早めに終わったら顔出してや」

「了解。なんとか早く切り上げるわね」

　由佳里はうなずき、時計を見やって立ち上がる。

「……あっと、そろそろね。スタジオ入りしましょう」

　三人は部屋を出て、喋りながら移動する。

「今日の議題は、『日本は戦争をする覚悟があるか？』やったっけ。教育テレビで戦争の話をしてきたばかりなんや。公式通りで辟易しとった。こっちはガツンといったるで」

「大変なテーマだ。栞の左翼然とした薄ら寒い本性が現れるかもしれないな。だがそれでいい。番組を盛り上げるためには、左翼のインチキ話がどうしても必要だ」

「よう言うてくれるわ……。左ちゅーだけで誤解されるから、あんまり表に出したくないんや……。うちのことを、頭が天国な平和主義者やと思わん方がええで。理想は理想、現実は現実や」

「ほう……。栞から『現実』などという言葉を聞けるとは思わなかったぞ」

「マルクスとエンゲルス、『共産党宣言』の言葉知っとるか？　『共産主義者は、自分たちの目的が、これまでの一切の社会秩序の暴力的転覆によってしか達成され得ないことを公然と宣言する』ちゅーてんのや。暴力しかないって言い切ってるんやで」

「マルクスにしても、エンゲルスにしても、あとになって自分たちの発言を、平和革命へと修正しているのではなかったか？」

「平和革命の可能性にちょびっと触れただけや。その方が楽でええなぁって程度やで。レーニンも平和革命を徹底的に批判しとるわ。左翼は本来、戦闘的な武装集団である必要がある。戦争や暴力を認めない連中は、人間の歴史をぜんぶ否定してんねん。宇宙人や」

「だが社会共産党は、一九五五年に武装闘争路線を放棄しているはずだ」

　日毬が断定すると、栞はため息をつく。

「ええか、武装闘争路線を放棄したってだけやぞ？　暴力革命を否定したわけやないんや。そもそも共産主義革命の根本が暴力なんやから、自分たちの根源を否定するわけがないやろ。ゆえに左翼は革命となれば公然と暴力を振るうし、ここ一番で資本主義国との戦争やってバンバンやるわ」

「実に左翼らしい胡う散さん臭くさい言葉遊びをしているようにしか思えないな。良識ある人間が聞けば、武装闘争路線の放棄とは、暴力革命の否定としか受け取らないだろう。民衆を騙して煙けむに巻こうとする意図しか感じないぞ。左翼のまやかしもここまでいくと、実に滑こっ稽けいだ」

　日毬は鼻息を荒くした。

　栞は困ったように応じる。

「そう言う日毬の話もわかるんやけどな……。せやけど、事実なんやからしゃーないやろう。言葉の一つ一つを理論に基づいて積み上げるのがうちらの姿勢や。共産主義者が信奉するのは神でも伝統でもなく、科学と理論だけなんやで」

「社会共産党が公安警察から今でもマークされているのは当然だな。破は防ぼう法を適用して、早く壊滅においやらねば日本が危険だ」

「日本やとな、事ある度に街中でデモやってる平和主義者どもを左翼と結びつけたがる見解が多いし、実際に左翼系の連中が結構混じっとるらしいけどな……一体全体、どういう理屈で成り立ってんのかサッパリやわ。さすがに科学も理論も不明な集団に、まともな共産党員が関係するとは思えんが」

　日毬は視線をそらし、つぶやくように口にする。

「……ふん、科学と理論か。……だが、そういう当の栞は、ずいぶん人情家のように思えるのだがな」

　栞は面喰らったような表情になり、わずかに頰を紅あかくする。

「なっ、なんやねん……。急に優しい物言いせんといてや……。うちもどう対応していいかわからんやないか。調子くるってしまうわ……」

　今の二人のやり取りは、『ひまりんプロジェクト』の番組内のことではない。しかし都合よくカメラが後ろに付いていたおかげで、『アイドルたちの何気ある日常！』の方で放映できたのはラッキーなことだった。こうした二人の掛け合いだけでもずいぶん面白いものだ。視聴者も満足するだろう。

　そのままスタジオに入り、ディレクターや女子アナ、他の出演者らと親しげに挨拶を交わしつつ、日毬と栞の二人は席に着いた。由佳里はスタッフらに混じり、壁ぎわで番組の様子を見守る。

『ひまりんプロジェクト』の収録風景は所々映ったが、要所要所で日毬や栞が大声を上げる場面しか放映されなかった。すでにテレビで放映後の映像だったし、何より他局の番組である。先ほどのＭＨＫもこちらの東洋テレビも他局であるため、画面の右下にはテロップでその案内が小さく表示されていた。すでに東洋テレビ系列で放映されているこの回は特に面白かったし、実際の評判もすこぶる良かった。番組内容を覚えている視聴者も多いに違いない。

　そして収録が終わり、日毬と栞は一緒に由佳里の運転する車で事務所へと引き上げてきたのだった。時刻は二〇時少し前。

　事務所ビルに着くと、そのまま由佳里は杏奈プロジェクトの打ち合わせへと向かい、日毬は日本大志会のある階でエレベータを降りた。

　ひまりプロダクションのフロアに栞が戻ると、千歳が待っていた。奥の机で俺が自分のパソコンに向かっているのもチラチラと映っている。

「おかえりなさい、栞さん！　お腹空いちゃいました。どこ行きますか？」

　千歳の明るい声に迎えられ、栞は席に着く。

「夜メシはちょっと待っといてくれんか。二一時三〇分からや。日毬も参加するって話やからな」

「えー！　日毬先輩もですか！　大事件ですよ！　嬉しいです！」

「んなもん、いつものことやろ。珍しくもない」

「でも日毬先輩は忙しすぎて、あんまり事務所でもお会いしませんから。この前一緒に食事したのは二週間くらい前ですよ」

「そんなに経ってたか？　どうもアカンな……最近、月日が経つのが早すぎるわ」

「忙しすぎるのが原因なんじゃないですか？　今では私より、栞さんの方が何倍も仕事量が多いですからね」

　千歳の言葉にはまったく嫌味っぽさがない。普通の人がどうしても抱きがちな負の感情を、千歳はあまり持たない素直な性質なのだ。

　だが栞の方は逆に申し訳なさを感じているのか、言葉をにごらせる。

「まぁ、アレや……千歳もそのうちヒットするって。今だって売れてる方やろ。立派なもんや」

「私だと栞さんには絶対に敵いませんもん。カメラの前でもあんなにペラペラ喋れる栞さんがいつも羨ましいです」

「喋るだけが勝負やない。千歳はグラビアやと、うちよりもずっと人気が上やないか。お互い頑張ろうや」

　そんな会話を交わしたあと、栞はパソコンに向かった。ブログの更新作業だ。つい今しがた出演してきたばかりの『ひまりんプロジェクト』の話題を書いているようだ。

　千歳も並んで座席に座り、自分のブログに何やら書き始めた。前の原宿事務所のときは、所属タレントたちが一つの机とパソコンを共有していたが、こちらの事務所では一人に一席が用意されている。この二人は時間が空けば、いつも自分の席に座って作業をしていた。栞は淡々と原稿を書いていたし、千歳は数行のブログを更新するだけでも平気で一時間座っていることもあった。

　しばらく二人がパソコンの前で作業に没頭していたところ、日毬がフロアにやってきた。

「待たせてしまったな。千歳、おつかれさま」

　日毬は千歳の側に近寄り、礼儀正しく腰を折り曲げた。日毬は、局で栞とすでに挨拶を済ませていたが、千歳と顔を合わせるのは今日初めてなのだ。

　栞が振り向く。

「お～、待っとったで」

「日毬先輩とお食事できるのを楽しみにしてました！　腹ペコなんです」

　千歳は笑顔で応じた。

「少しだけ待ってくれ。颯斗にも挨拶してくる」

　日毬は画面から消え、俺の机へと向かったようだった。カメラは、栞と千歳が席を立ち、帰宅する準備をする場面を追っていた。

　それからすぐ、映像は近場のレストランへと飛んだ。

　日毬が演説口調で語っている。

「──それゆえ、国防こそが国家の根幹である。日本は軍備編制を疎かにしすぎた。現状の国防費も、およそ四割が隊員への給与になっていて、最新装備の購入にまでお金が回らなくなっている。一刻も早く、相応の軍事力を整備することが必要だ。我々日本大志会としては、国家予算の二・五％を防衛費に計上するべきだと考えているんだ。あるいは国家公務員法を改定し、自衛隊員の給与は他の公務員たちと一律に支給する体制にして、国防費の全額を兵器の購入やローンの支払いに充あてる形式を整えるのもよかろう」

「まずは社会の末端まで金を行き渡らせて、景気を浮ふ揚ようさせるのが先決や。経済の低迷をすっぽかして、防衛費なんぞに金を割いてられるかい。右翼は脳筋だから困るわ」

　栞はテーブルを叩いた。

「何を言う。防衛費の増額は経済活動の活性化に大きなプラスをもたらすはずだ。重要な公共事業の一環になる。今の日本ならば道路やダムをさらに増やすより、遥かに有力な技術革新と経済効果が見込めるだろう。防衛は永続的にやっていかねばならないもっとも重要な国家事業なのだから、最優先で予算を割り当て、軍需産業を振興し、新たな雇用を創出するよう努めるべきだ」

「んな準備したところでな、どうせ日本人に戦争する気概なんてあらへんわ。戦う前から負け確定みたいなもんやねん」

「軟弱者！　周辺諸国に領土を掠め取られても、栞は黙っていられると言うのか？　我々の魂はそこまで軟弱ではない！　日本人は社会のために命を投げ出すことができる、世界最強の戦闘民族である！　私は神しん州しゅうの守護者として民族の誇りを再生し、日本の輝かしい未来を創出するだろう」

　意気軒昂に叫んだ日毬は、激して身体を打ち振るわせた。

「わーったって……。興奮しすぎやで……。日毬みたいな人間ばっかりやったなら、日本もこないにはなっておらんかったろうにな……」

　早々と栞は主張を譲り、肩をすくめた。

　千歳が口をはさむ。

「ひまりんプロジェクトみたいなお話ですね。お二人は先ほども討論してきたばかりじゃないですか？」

「さっきの延長戦みたいな状況や。うちはもう遠慮したい議論なんやけど、日毬が終わらせてくれへんねん」

「重大な事柄だ。我々は真っ正面から立ち向かわねばならないことなのだぞ⁉」

「難しいお話はわからないんですが、どこまでも日毬先輩について行きたいと思います」

　律義な千歳は、すぐさま日毬に同意した。

「よい心がけだぞ。千歳のような日本人が増えてくれれば、日本は必ずや再生することができるだろう」

「あっ、由佳里さん、杏奈さん、佐歩さん！　おつかれさまです！」

　千歳は椅子から腰を上げ、店内に入ってきた三人に声をかけた。杏奈プロジェクトのミーティングが終わり、やってきたのだろう。

　杏奈は日毬を見つけたとたん、ダダダッと店内を突っ切り、日毬の隣の椅子に滑り込むようにして腰かけた。そして杏奈は、すぐ間近で日毬を覗き込む。

「ひまりーん！　来ちゃった」

「お、おつかれさま……」

　すくみ上がった日毬は、両手で胸を守るような格好をしながら小さく言った。

「ひまりんがいるって聞いて、会議を急いで終わらせようと頑張ったんだよ。そしたら逆にね、すごく引き締まった打ち合わせになったんだぁ。ひまりんのおかげだね」

「う、うん……」

　日毬はうつむき、はにかんだ。

　由佳里と佐歩も続いてテーブルに着く。

「間に合ったー。店員さん、まずはビールね」

「私もビールで。杏奈は何頼む？」

「じゃ、私はペリエ。ひまりんは何飲んでるの？」

「あのね、湯飲みで熱いお茶もらったんだ……。メニューになかったけど、お願いしたら出してくれた……」

「やーん、可愛い～。ひまりんのやることなすことが可愛すぎて死んじゃいそうだよ」

　杏奈はそう言って、陶酔したように間近で日毬を見やっていた。

「……」

　日毬はうつむいたまま頰を染めたが、時おりチラチラと杏奈に視線を上げ、しきりに恥ずかしそうな様子だった。

　栞は不満げに口にする。

「なんやねん、日毬の態度。うちには散々突っ掛かってきおったのに、杏奈には、まるで最愛の恋人みたいな反応しおってからに」

「実際、私とひまりんは友達以上、恋人以上、夫婦以上の関係なんだよ。相思相愛なんて遥かに超えた、宇宙的な愛っていうのかな。大好きだよ、ひまりん」

　杏奈は満面に笑みを浮かべ、さらに日毬に顔を近づけた。

「うん……私も……」

　それだけ言って日毬はさらに頰を赤らめ、視線を落としてしまった。

　千歳が言う。

「日毬先輩と杏奈さんが二人でいるのを見てると、いつもドキドキしてきちゃうんですよね。なんだか羨ましいです」

「せっかくの機会だし、二人の恋人話を披露してもらいましょうか？」

　由佳里が皆を見回して口にすると、杏奈は即座に応じる。

「いいよ～。時間がいくらあっても話しきれないなぁ！　私がひまりんをどのくらい愛しているか知ったら、感動で涙が止まらないはずだよ。映画化決定だねー。私がフィアンセ役で、ひまりんがヒロイン役になるの」

「あっと、待って。カメラさん、ここからは女子限定のお話なんで、今日はこれで終わりでいいですか。ささ、外に出ましょう」

　そして由佳里は立ち上がり、カメラを引っ張って店の外へと出たのだった。

　店の入り口の前、由佳里はカメラに向き直り、敬礼する。

「視聴者の皆さん、一番面白いところを見せられず申し訳ないですが！　こればかりは女の子だけの秘密です！　夜も更けて参りましたので、『アイドルたちの何気ある日常！』第三回は、これにてお開きといたしましょう！　ではでは～！」

　そう言い残し、由佳里が再び店内に入ってしまったところで、番組は終了となったのだった。
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『アイドルたちの何気ある日常！』は第一回から高視聴率を叩き出してくれているらしく、杏奈の提案がかなり良質の仕事に繫がってくれた。全国区に名前が浸透している四人──日毬、杏奈、栞、凪紗の知名度を活用し、微妙な千歳のネームバリューが増してくれるなら、プロダクションにとっても願ったり叶ったりだった。

　こういうタレントの背景を見せることは、多くのプロダクションにとって「タレントの切り売り」と映るだろう。タレントを一商品として考えれば、私生活を開示して得られるものはないからだ。タレントと私生活は切り離し、別のモノと考えた方がメリットは大きい。

　ひまりプロダクションにとっても、たしかに別段得られるものはない。しかし一方で、ひまりプロダクション所属タレントには隠すようなことは何もなく、マイナス面がなかったのだ。もともと日毬は素だからこそ売れたのであって、それ以来、所属タレントに縛りをかけず、日常のままで売り出すことが伝統となっている。凪紗のように世間が勝手に誤解しているケースはあれど、天性が知られたところで困らない。もともと、分別ある全うな女の子しか採用していないつもりだ。

　経営者である自分自身も、芸能プロとは想像できないほど堅い人間であると思っている。恥じ入る部分は何もない。ならばプロダクションの方針を世間に知ってもらうため、こういう番組に取り組むのも一興だと思っていた。

　番組改編期の連続シリーズ、三日目の槙野栞特集が終わった翌日の午前中。

　この番組を担当する局のプロデューサーから俺宛に電話が入った。千歳が取り次いだ電話を俺が受ける。

「いやぁ織葉社長、『アイドルたちの何気ある日常！』ね、すごい反響がありますよ。実際、面白い番組です。杏奈ちゃんがやっていたオンデマンド番組を見てピンと来た直感は、間違ってませんでした」

　プロデューサーは心から安あん堵どしているようだった。

「そう言って頂くと、こちらとしても嬉しいですね。タレント本人が素のままで高く評価されることは、プロダクション経営者としての本ほん懐かいですよ」

「それでですね、今電話したのは他でもありません。織葉社長、うちの局のウェブサイト、見てますか？」

「いえ、まったく」

「試しに一度見てみて下さい。局のウェブサイトで、『アイドルたちの何気ある日常！』の番組紹介をかなり大きくやらせてもらってます。局のウェブのトップに、どでかいフラッシュムービーも出してますよ。うちとしても力入れてますんで」

「そうですか。ありがとうございます」

　そんなことでわざわざ電話してきたのかと、俺は一瞬訝いぶかった。局が勝手にやることであって、彼らがウェブでどんな告知をしてくれているのかなど、さほど興味はないからだ。それに『アイドルたちの何気ある日常！』に関する詳しい打ち合わせは、番組内にも出演する由佳里に引き継いでいたから、俺の方は企画の詳細まで把握しているわけではない。由佳里が勝手に決済して進めていることだ。

「で、ですね。うちの局でネット投票をしてるんですね。特集で、『どの子が好みですか？』みたいな簡単なアンケートです。今後の番組作りの参考にもなるんで、試しにです。いちおう同じ人が何度も投票できないシステムになってますし、不自然な投票の動きもないので、それなりにまともな数字なはずです。今までに登場した三人……ひまりん、杏奈ちゃん、栞ちゃん……誰が一番人気だと思いますか？」

「どうだろう……。片桐は五年間の基盤がありますが……それでもやっぱり神楽が突出するのでは……？」

　これに疑問の余地はないように思われた。栞はかなり売れているタレントには間違いないのだが、さすがに二人にはまだ敵わない。そして杏奈は多数のファンを抱えているものの、ワールドワイドな知名度を誇る日毬には及ばないだろう。

「ですよね？　普通はそう思いますよね？」

　プロデューサーの、もったいぶった言い回し。さて、何事だろうか。

　俺は答えを急がせる。

「と、言うことは？」

「驚いてください。なんと、健城さんが一番人気なんですよ！　我々も予想外！」

「由佳里が⁉　まさか！」

　俺は危うく受話器を取り落としそうになった。まったく想像すらしていなかったのだ。

「そりゃどう考えても、ひまりんは最高レベルのタレントですよ。でもやっぱり、ひまりんのことはもうみんな十分知ってるから、予想の範囲内だったんでしょうね。そこで唐突に登場した健城さんには、視聴者が意外性を感じたんじゃないですか。初めてテレビメディアに登場した健城さんが一番インパクトがあって、投票が集まったと」

「はぁ……。そういうことも、あるわけですか……」

　どう反応すればいいのかわからない。喜ぶのも変だし、かといって困るわけでもなく……。

「この企画をやるとき、ぼくらがどうしても健城さんに出てもらいたかったのはご存じの通りです。やはり我々の目に狂いはなかったということですよ。オンデマンドを視聴した際、健城さんは確実に来ると思ってました。やはり想像通りだったわけです」

　自分の選択眼が正しかったことが、プロデューサーはとにかく嬉しそうだった。
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「どもども～。『アイドルたちの何気ある日常！』、第四回の今日はここ！　第一回に続き、今日も日毬ちゃんの家の前です。さっそく入っちゃいましょう」

　カメラに語りかけた由佳里は、ガラガラと門を開けて中へと入っていく。そして正門玄関でインターフォンを押さず、由佳里は奥にある道場へと歩を進めた。

「聞こえますか？　竹刀しないで打ち合う音ですよ」

　空気を切り裂くような竹刀の音が、映像を通して伝わってきた。

　道場の入り口で、由佳里は声をかける。

「おはようございまーす」

　道場内では、防具を着込んだ二人が向き合っていた。面を取ると、日毬と凪紗だ。

　二人は由佳里に、サムライ然として頭を下げてくる。

「おはよう、由佳里。待っていたぞ」

「健城殿、おはようございます。朝早くからご苦労様です」

　由佳里は道場に足を踏み入れ、説明する。

「凪紗ちゃん、カメラさんがいるけど気にしないでね。カメラに向けて話してもらう必要なんてまーったくなし。いつも通りでいいからね」

「ご、ご苦労様なのである……」

　つい意識してしまったのか、なぜか凪紗はカメラ目線になり声を震わせた。

「凪紗ちゃん……だからね、意識しないでいいの……。カメラに向かう必要もない。存在しないものと思ってて」

「姉上、いつも通りでいいんだ。インタビューというわけでもない。気にしないのが一番だ。再開しよう。もう少し時間がある」

「わかりました、日毬……なのである……」

　二人は再び面を着け、竹刀を構えて向き合った。

　凪紗は中段、日毬は上段の構え。

「や───！」

「えいっ！　やあああああああ！」

　道場には気合が響き、気迫が伝わってきた。

「私も道場で朝稽古を見るのは初めてですよ～。本格的な感じですね～」

　静かにカメラに向けて由佳里は語る。

「ちなみに凪紗ちゃんはカメラを意識すると、時々『なのである語』になっちゃいます。いつもは普通の、とっても愛らしい女の子なんで、優しく見守ってあげてくださいね」

　気合一いっ閃せん、日毬が踏み込みざま竹刀を打ち下ろす。

「やああああああああああ！」

　見事に日毬が小手を決め、凪紗は竹刀を落としてしまう。

　凪紗は面を取り、口にする。

「ま、参りました……」

「どうしたのだ姉上。簡単に竹刀を落とすなど、どうも普段の姉上ではないな。そんなにカメラが気になるのか？　ならば、やはり姉上だけは撮影を取りやめてもらうことにするか？」

　言いながら、日毬も面を外した。

「カメラさんというよりも、朝稽古を他の方が見ている状況が初めてで……慣れていないのです……。親しい健城殿に見られている状況でさえ、なんだか精神のバランスを崩してしまって……」

「いざ道で出会った剣客と野っ原で斬り合おうと思えば、必ず一いち見げんの客は現れるものだ。他人の視線を気にしていると、ここぞというときに足をすくわれてしまう。姉上の太刀筋は超一流なのだから、目の前の敵に集中しさえすれば、敗北することなどありえないはずなんだ」

　切々と日毬は語った。

　凪紗は顔を曇らせる。

「精神の修養が足りないようですね……。精しょう進じんを重ねなくてはなりません……。今日は上がらせてもらっていいですか？　今晩、この場面を想像して瞑めい想そうし、明日の朝に再び日毬に挑みたいと思います」

「うむ。そうしよう。明日の朝、姉上の成長を見届けるのは楽しみだ」

「もういいの？　一戦しか見てないけど」

　困惑したように由佳里が訊いた。

「健城殿にはお恥ずかしい場面を見せてしまいました……。しかし健城殿が同席して下さったことで、私は自らの弱い部分を発見することができました。大いに感謝しています」

「由佳里、勘違いしないでほしい。今の一戦は、偶然が重なって私が一本取っただけだ。姉上と一〇戦やれば、私の一勝九敗というのが普段の戦績だ。純粋な剣士としての実力は、私ではどうあっても姉上に勝つことが難しい」

「何を言うのです、日毬。どのような場面にあっても本来の地力を発揮できる実力こそが本当の強さです。手て練れん手て管くだだけは上達しても、いざという場面では私は日毬に及びません」

「姉上こそ何を言うのだ。今後一〇年修行を続けても、私の腕前が姉上の境地にまで到達するのは難しい。姉上が剣を愛する心に、私が敵わないということでもある。私は姉上を尊敬している」

　実に武士然とした姉妹愛である。

　由佳里が口をはさむ。

「まぁまぁ二人とも！　たしかに今日はちょっといつもと違ったわけだからね。カメラさんまで引き連れて、急にお邪魔しちゃってゴメンね」

　なぜか凪紗はカメラ目線になり、おどおどしつつ口にする。

「健城殿が謝る必要など皆無なのである……。私の弱い心が原因なのである……」

「だからね凪紗ちゃん、今回、カメラさんは隠れて撮影するスタイルだから、そっちを向いて喋る必要はないし、『なのである語』でなくてもいいの。本当の本当に、普段通りにしてて」

「ああ、申し訳ございません……どうして私はこうなのでしょうか……。心に波風が立っただけで、たちまち視野が狭くなってしまうんです……。自分の弱々しい性格が情けなく、哀しくなってしまいます……」

　凪紗の落ち込みぶりは相当なものだった。

「反省する必要もないからね。……といっても、凪紗ちゃんは普段から厳格すぎるんだけど……。か弱い割に、生き方がどうも苛か烈れつなのよね……」

　その後も二、三のやり取りが交わされ、凪紗がカメラを意識して『なのである語』になったり、それを言い直す場面が放映された。世間の期待に合わせて無理して『なのである語』を使用していたとわかると、余計に可愛らしく、クセになるような気がするから不思議だ。凪紗の鯱しゃちほこ張ばった「なのである」の発音もなんだかギャップがあって心に残るのだ。

　日毬が言う。

「ここで話し込んでいても仕方がない。着替えてご飯にしよう。由佳里の分も用意するから、少し待っていてほしい」

「お邪魔しちゃった上に朝ご飯までなんて申し訳ないなぁ。でも、神楽家の食卓には興味あるし、参加させてね」

　由佳里は嬉しそうに同意した。

　映像は、すぐさま朝食が用意された座敷へと飛んだ。

　母親の神楽京きょう子こ、それから日毬と凪紗と由佳里が座敷の座布団に正座し、各自の前には膳ぜんが用意されている。膳の上には各種の食器で、ご飯や総菜が並べられていた。

『いただきます』

　京子と日毬と凪紗の三人は食膳に向けて手を合わせ、厳かに一礼した。慌てて由佳里も真似て手を合わせ、遅れて口にする。

「いただきます」

　メニューは小さな茶碗にご飯と、焼き海苔のり、一切れの魚、その隣には大根おろし、里芋の煮っころがし、ホウレン草のおひたし、味噌汁といったメニューだ。男なら、すべて一口でほおばれるほど少ない分量だった。

「ていうか、訊いていい？」

　箸を手にしながら、由佳里が声を上げた。

　日毬が視線を向ける。

「何だ？　遠慮はいらない。苦手なものがあれば残していいぞ。私が頂こう」

「ううん、ぜんぜん食べられるんだけど……そういうことじゃなくてね。食事、これだけ？　日毬ちゃんや凪紗ちゃんは、いつもこれでお昼まで持たせてるの？」

「朝食はバランスよく、そして最小限であるべきだ。この生活に慣れきっているから、今さらどうということはない」

「ほわ～。こんな少食じゃ、私なら絶対お腹グーグー鳴っちゃう自信アリだよ。二人の厳格さは、こういう日々の食事からも培われてるのね……」

　由佳里は膳を見やりながらつぶやいた。

　食事の後片付けが終わると、由佳里が運転する車で、日毬と凪紗は事務所へと向かった。

　日毬は日本大志会の階でエレベータを降り、凪紗と由佳里がプロダクションのフロアへと向かった。

　由佳里が自分の机に戻り、凪紗は応接ソファに腰かけた。他のタレントと同様に凪紗の机やパソコンも用意してあったのだが、凪紗は指示しないと座ろうとしない。凪紗だけは毎日出勤するわけではないから、慣れないということもあるのだろうか。こんなことでさえ遠慮がちで、恥ずかしがるのが凪紗なのだ。

　ソファに背筋を伸ばして静かに座る凪紗に、千歳が笑顔で近づいてゆく。

「おはようございます！　凪紗さん、今日は一緒ですね！」

　やはり千歳が尻尾を振った忠犬のように見えてしまうのは、俺だけではないはずだ。

「朝霧殿、何卒よろしくお願いします。至らない私をご指導ください」

「凪紗さんはもう十分にプロですよ。私が教えられることなんてありません」

　千歳は向かいに座り込み、しばらく二人は話し込んでいた。

　しばらくして、由佳里がソファの側にやってきて二人を見下ろす。

「確認ね。今日は凪紗ちゃんと千歳ちゃん、二人が被る仕事が一本あるから、一緒に行動してもらうわよ」

「わかりました！」

　千歳が明るく声を上げた。

「一〇時半に雑誌『キャンパスライフ』のグラビア撮影。凪紗ちゃんが表紙、千歳ちゃんはグラビア六ページね。向こうが服を用意してくれるって」

「水着じゃないってことでしたよね？」

「大学生っぽい普通の服装みたいね。一三時には千歳ちゃんの方の仕事、漫画雑誌のグラビア撮影があるわよ。こっちは千歳ちゃんが巻頭の仕事ね。水着はうちから持っていく。準備しといて」

「はい！」

「凪紗ちゃんには悪いけど、微妙に事務所に戻ってる時間ないから付き合ってね。車のなかや喫茶店で待っててもらってもいいし」

「私には遠慮なさらないでください。むろん、朝霧殿のお仕事ならお付き合いさせて頂きます」
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　実直に凪紗はうなずいた。

「一六時には凪紗ちゃんに、ＣＭの企画打ち合わせに参加してもらうわ。ほら、今度担当することになったチョコレートのＣＭね。撮影じゃないんだけど、関係者への挨拶と、事前に仕事内容を把握してもらうのが今日の業務」

「本当に私ごときでよろしいのでしょうか……。脂分が多い洋菓子は体質に合わないようで、あまり食べないのです……」

　しきりに恐縮した風に、凪紗は弱々しく言った。

「何度も言ってるけど心配しすぎ。考えてみて。たとえば新築マンションのポスターに登場したからって、タレントが実際にそのマンションに住むわけじゃないでしょ？　イメージがマッチしてるかどうかの問題なのよ。それは私や代理店が考えることだから、凪紗ちゃんが不安に思う必要はないの」

「私はどうします？」

　千歳が訊いた。

「企画打ち合わせに一緒してくれる？　もしかしたら、いずれ千歳ちゃんにも担当してもらう可能性があるからね。千歳ちゃんのことも代理店と一緒にメーカーさんに売り込んでるから、今回うまくアピールしときましょう」

「頑張ります！」

「そのあとは代理店の指示に従って、流れで軽く接待に参加するかもしれないけど……そっちは私一人で参加するわね。凪紗ちゃんはどう考えても向いてないし」

「何から何までお気遣い頂いて申し訳ございません……。私が不甲斐ないばかりに健城殿にはご迷惑ばかり……」

「ぜんぜん迷惑じゃないってば。だから企画の打ち合わせが終わったら、二人でタクシーで事務所に引き上げてもらえるかな？　帰宅する前に、凪紗ちゃんは次の予定を確認しといてね」

「わかりました。それが終われば朝霧殿の事務作業などを手伝ったあと、日毬と一緒に帰ることにします」

「私がそれまでに帰れたら、家まで送るわね。じゃ、そんな感じでいきましょう」

　それから二人は由佳里が運転する車に乗り込み、撮影スタジオに向かった。

　千歳はリラックスしていたが、凪紗は車のなかでさえ背筋をピンと張り、両手をヒザの上について正面を真剣に見やり、これから戦いに挑もうとするサムライでもあるかのようだった。時おり千歳から話を振られると、いかにも畏まった様子で首だけを動かし、丁寧に応対していた。こうした日常生活の仕草ひとつとっても、神楽姉妹の天然記念物級な堅物ぶりには微苦笑せざるを得ないほどである。

　スタジオに着くと、さっそく二人は指定の服に着替え、『キャンパスライフ』のグラビア撮影に取りかかった。俺から見れば、まったくいつも通りの代わり映えしない仕事だったが、テレビ視聴者はこういう芸能界の朴ぼく訥とつな一面だけでも新鮮に見えるのかもしれない。

　それが終わると次の撮影場所に向かい、スタジオに入る前に三人はファミレスでランチを取った。

　だが今日の番組は凪紗特集のはずなのに、ランチでの会話の大半は由佳里と千歳のものだった。女の子らしい二人の話に凪紗はなかなかついていけないようで、たまに話を振られるとうなずくのが関の山だったようだ。

　ランチ後のスタジオでは、千歳は着替え室に向かった。由佳里は編集者やスタッフらに挨拶するため、凪紗を隅に一人残してスタジオ内を歩き周り始めた。

　ポツリと取り残された凪紗は、なぜかサングラスを取りだして身につけ、その場で直立不動の姿勢を取った。スタッフが凪紗の近くを通りかかると意表をつかれて驚き、そそくさと小走りに通り過ぎるのだった。どう見てもサングラスの凪紗は怪しい。ある意味、鉄壁の防御態勢である。だが怪しいことに本人が気づいていないのが困りものである。

　千歳の撮影が始まると、由佳里が凪紗のところへと戻ってきた。

「そのサングラス、お気に入り？」

　由佳里の質問に、凪紗は言葉をにごらせる。

「いえ……そういうわけではないんですが……。見知らぬ人たちに囲まれているときに身につけると、不安が軽減される気がするのです」

「まぁ凪紗ちゃんが構わないなら、それでいいんだけど……。せっかくだし新しくて立派なのを今度買ってあげるわね」

　撮影が進んでいた。水着姿の千歳がさまざまなポーズを取る様子を眺めやりながら、凪紗が口にする。

「朝霧殿は美しい方ですね。こうして側で見ているだけでびっくりしてしまいます」

「ん～、私もそう思うけど、それを凪紗ちゃんが言う……。前に日毬ちゃんのマネージャーやってもらってたことあるでしょ？　日毬ちゃんだってすごくなかった？」

「そうですね……。とても私の妹だとは思えません……。何をやらせても日毬は上手くこなしますし、いつも堂々としています。なぜ姉妹でこれほどの違いがあるのか……」

「日毬ちゃんが何でも軽～くこなしてるわけじゃないと思うわよ。もしかしたら、かなり無器用な子かもしれない。でも、すっごい努力してると思うのよね。日毬ちゃん、本当に命懸けだもん」

「私も精進しなくてはなりません……。でも人前に立つだけで、怖くて足がすくんでしまうんです……。こんな愚かな私でも、せめて日毬の役に立ってあげられれば……」

　口惜しげに凪紗は唇くちびるを嚙かんだ。

　千歳のグラビア撮影に付き合ったあとは、凪紗が出演する予定のＣＭ打ち合わせである。

　初めて凪紗に会うメーカーの担当者たちは、とてもタレントらしからぬ凪紗の礼儀正しさと謙虚さに意表をつかれたようだった。おまけに凪紗が『なのである語』を喋らず、普通の言葉遣いだったことにも驚嘆していたようだ。それだけ『なのである語』が一人歩きして有名になりすぎたということでもある。

　俺にとってはいつもの風景だ。同様の場面を俺が担当しても、クライアントや関係者らの反応はほぼ一緒である。予想外の驚きを、凪紗特集では視聴者も感じることになるのだろうか。

　打ち合わせのあとは、由佳里が代理店の営業マンらと揃ってクライアントの接待に向かい、凪紗と千歳は二人でタクシーに乗り込み事務所へと戻ってきた。

　ひまりプロダクションのフロアには栞がいて、パソコンに向かって何かの原稿を書いているだけのようだった。栞は最近、必死で文章を書いている。おそらくゴーストライターに頼むのではなく、自分の原稿を出版したいと考えて取り組んでいるに違いない。

　凪紗と千歳はフロアの掃除を手分けして行い始めた。本来は事務員としての千歳の業務の一つなのだが、凪紗は事務所にいても他にやることもないようで、よく手伝っている光景を見ている。千歳の手際は非常に悪かったが、凪紗は慣れた手つきで素早く掃除機をかけ、机を拭き、テキパキとこなしていった。凪紗が手伝うだけで効率は一〇倍だ。

　ほぼ掃除も終わりかけたころ、事務所に俺と日毬が戻ってきた。映像では、俺は皆に軽く声をかけただけで自分の机へと戻ったが、日毬は机を雑巾がけしている凪紗の側に寄り、声をかける。

「姉上。颯斗から聞いたぞ。次はチョコレートのＣＭに出るそうだな。芸能界でも姉上が成長する姿は、私も密かに誇らしく思っている。やはり姉上は立派だ」

「おかえりなさい、日毬。私は不安ばかりです。とても日毬のようには参りません……。まだまだ日毬には教えてもらわなくてはならないことがたくさんありそうです」

「私も芸能歴は短く、まだまだ未熟者だ。私も精進を重ね、姉上と共に進みたい。……ところで姉上は、今日は道場で瞑想に勤しむ予定だったろう？　まだ帰らないのか？」

「日毬と一緒に帰ろうと思いまして、朝霧殿のお手伝いをしながら待っていました」

「しばらく私は日本大志会で政務を執らなくてはならない。姉上は先に帰っていてもいいのだぞ」

「ならば、私に手伝えることはありませんか？」

「いくらなんでも姉上に……雑務を手伝わせるようなことはできない」

「いいのです。私がやりたいと思っているのです。どうか、私にお手伝いをさせてください」

「しかし……」

　日毬は言葉を途切れさせたが、凪紗が食い下がる。

「お願いです、日毬。少しでも役に立たせてください」

　日毬は躊躇していたようだった。しかし一歩も引きそうにない凪紗の様子に、日毬はうなずく。

「わかった……。党員に発送する資料の仕分けを手伝ってもらえないだろうか。いつもは発送作業を外注しているが、今回は印刷業者の印刷ミスにより、資料を急遽入れ替えなくてはならなくなってしまった。日本大志会のマニフェストをギリギリで手直ししたことによるミスなんだ」

「やりましょう。もうすぐフロアの掃除が終わりますので、先に行っていてください」

　ふと千歳が声を上げる。

「聞こえてました！　私にも手伝わせてください！」

「話はわかった。声かけてくれんのは冷たいやないかい。さっそく行こか」

　栞までパソコンから顔を上げた。

「何を言うんだ、千歳、栞。あくまで別組織のことなのだぞ。頼むわけにはいかない」

「しかしも案山子かかしもないんやで。なんや日毬、うちらが友達やない言うんかい。答え方によっちゃ、出るとこ出たろうやないか」

　栞は有無を言わせなかった。

　千歳が雑巾がけを急ぐ。

「凪紗さん、早くこっちの掃除を終わらせてしまいましょう。もうすぐですよ」

「済まない……。作業量が多いから、本当は手伝ってもらえると助かるんだ……。ありがとう……」

　日毬は素直に頭を下げた。

「さ、行こ行こ。うちと日毬は先行ってるで。ゆっくりして来たってや」

「日毬に代わってお礼申し上げます。誠にありがとうございます、朝霧殿、槙野殿……」

　凪紗も畏まって礼を述べた。

　それから映像は日本大志会のフロアへと飛び、楽しそうに会話しながら資料を入れ替えている四人の様子が映し出されていた。カメラの端では壮司も作業をしていたようだが、女の子四人に遠慮して離れていたようだ。

　しばらくすると由佳里が日本大志会のフロアへとやってきた。

「おつかれ～。みんなで楽しそうね？　何してるの？」

　栞と千歳が代わる代わる事情を説明すると、由佳里もテーブルに割り込み作業を手伝い始めた。

　千歳が問いかける。

「由佳里さん、接待だったんですよね？　飲まなかったんですか？」

「車だったしね～。それに私、接待ではできるだけ飲まないようにしてるの。どーしてもって時以外、ウーロン茶オンリーよ」

「どうしてです？　みんなで楽しく飲むのが好きそうなタイプですよね？」

「当然このメンバーで行ったら飲みまくるけど、クライアントが同席してるときは別よ。やっぱり営業だからね。私の場合、お酒が入ると周りのことに気を遣わなくなるの。そのせいでサラリーマンだったときね、先輩や部長に𠮟られまくったし」

「あー、社長、𠮟りそうですよねー」

　千歳の言葉に、栞も訳知り顔で続く。

「𠮟る𠮟る。うちやって出版原稿では散々な言われようやったことあるわ。颯斗はグイグイ言ってきおるから、逃げ道ないんよ。正論なんやけど、いちいちムカツクちゅーか……。勘弁してほしいで」

　我が意を得たりといった風に由佳里が指差す。

「でしょー！　普通の上司なら入社したばかりの初うい々ういしい部下を、温かく見守ろうって気持ちになるはずよ。先輩はもうぜんぜん違ったの。チャラそうに見えてやたらと生真面目で頑がん迷めいだし、それってつまり陰いん険けんってことよね。ううん、むしろ邪悪？　凶悪？　極悪？　なんか腹立ってきたし！」

「私もイジメに遭あってます。社長に認めてもらいたくていつも一生懸命なのに、からかわれてばかりなんです」

　すかさず千歳も同意した。

「最悪や。まさに悪の組織やで。おそろしゅうて今晩は寝られんわ。ホラー映画一〇〇本見るより怖すぎるで」

　栞もしきりにうなずいた。

　凪紗特集なのに、まったく無関係の話……しかも俺の愚痴である。こんなあからさまに自分の愚痴が放映されていると、むかつくのを通り越して、むしろ清すが々すがしいくらいだ。冗談みたいな愚痴だから、笑ってしまうほどである。

　日毬が口をはさむ。

「そ、そんなに颯斗は酷いだろうか……？　約束は守るし、非凡だし、みんなの待遇をしっかり考えている経営者だと思うのだが……」

「私も日毬に賛同します……。私などは、織葉殿ほど聡明な男性がいるものかと驚いているくらいなのですが……」

　おずおずと凪紗も追従した。

　栞が神楽姉妹に言い聞かす。

「それが策略や。騙されたらアカン。これだけの企業を一瞬で創り上げる経営者ちゅーのはな、まともやないんよ。非常識人。うちらと同じような善良な市民と考えたらダメやで。魔王みたいなもんなんや」

「栞を善良な市民などと表現するのはおかしい。密かに破壊活動を企むプロ市民の間違いだろう」

「何と言おうが勝手や。颯斗が暴虐の王であることは決定事項やで。多数決で三対二なんやからな」

「社長が私をもっと褒める必要がありますね。今日の決議を伝えて、私に優しくしてくれるように抗議しようと思います」

　千歳は熱心な面持ちで何度もうなずいた。

　その後も日毬と凪紗が弁護を試みてくれたものの、愚痴のスケールはどんどん増していき、まるで俺が宇宙の支配者でもあるかのような存在として語られ、激しく非難されたのだった。ここまでくると単なるジョークである。番組の終わりにちょうどいいエンターテインメントとして、番組側もそのまま流すことにしたのだろう。愚痴が壮大すぎて、俺もまったく気にならなかった。

　ともかく愚痴の言い合いで盛り上がりつつ、日本大志会の会員向けの発送作業は楽しく終了したようだった。

　すでに夜更けだったので、千歳と栞は近所の自宅マンションへと引き上げ、日毬と凪紗は、由佳里が運転する車で帰路についた。壮司だけは残務があるらしく、日本大志会フロアに居残ったようだ。

　神楽家の前、車を降りると、二人は深々と由佳里に頭を下げ、自宅の門をくぐっていったのだった。

　運転席でカメラ目線になった由佳里は笑顔になり、明るく口にする。

「凪紗ちゃん特集、どうでした？　視聴者の皆さまの印象とは、たぶん一番ギャップがある子だと思うんですよね～。この番組を通して本当の凪紗ちゃんを知ってもらえると、企画した甲斐があったというものです。本当の凪紗ちゃんは、ものすっごく可愛らしい子なんです！」

　切々と語った由佳里は、カメラに向けて敬礼する。

「えっと……五回連続の本特番も、ついに明日で最終日でしょうか。ぜひ見てくださいね。それでは皆さん、これにて本日の業務は終了です。おつかれさまでした！　ではー！」
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　こうして外から改めて事務所で抱えているタレントたちを眺めてみれば、自分のことを覗き見ているような不思議な気持ちになる。いくら芸能事務所とはかけ離れている会社だとは謂えど、本質的にはこのタレントこそがうちの会社のすべてなのだ。彼女たちがいるからこそ成り立っている会社である。

　事務所の個室で第四回の凪紗特集を見終わったあと、俺は一人一人の状況を振り返っていた。




　日毬はグラビアやファッションモデルが多く、テレビやラジオにも一定以上の時間を割いている。もはや語るまでもない世界レベルの知名度を誇る、スーパークラスのタレントである。今や五万人を超える熱心な党員を抱える政治結社の党首であり、政治家としても高い認知度を持つ。それに加えて、日本右翼界のドンと目されているのは冗談みたいな本当の話だ。ひまりプロダクションが今あるのは、すべて日毬のおかげだといっても過言ではない。

　ただ、日毬が主戦場の一つとしているグラビアは、一般的に安い部類の仕事である。杏奈などは駆け出しのころに少しグラビアに出ていたそうだが、メジャーになってからは一切出なくなっていた。西プロダクションのときからの方針であり、芸能プロとしては妥当な判断だ。

　日毬が今でもグラビアに出ているのはメジャータレントとしては特殊なケースで、経営側の判断としては、ある部分で危険なタレントである日毬に安全牌ぱいの露出ルートを確保しておこうという方針だった。テレビやラジオでの日毬のトークはヒヤヒヤものだが、グラビアなら怖くない。しかも日毬は容貌とスタイルのバランスが良く、図抜けたグラビアモデルだったので、グラビアファン以外からも根強い支持があったのだ。雑誌がまるで売れない時代にあっても、日毬がグラビアに出ていると目に見えて数字が伸びるのである。現実に雑誌の部数を伸ばせるタレントなんて、芸能界広しといえども、昨今では日毬だけだ。




　杏奈はテレビとファッションモデルと歌の仕事がバランス良く入っており、定期的に俳優やラジオ番組もこなす。五年間にわたって日本のトップアイドルに君臨し、芸能人として日毬に次ぐほどの知名度を持っている。今や会社経営者でもあり、芸能界と自分の会社を往いき来しながら極めて多忙な生活を送る珍しい大物タレントであった。

　一九歳の経営者と言えば、あまりに若すぎる。無謀な挑戦にも思える。しかし俺は、一見無邪気に見える杏奈が、実のところ日毬と似通った行動原理で動いている部分があるのではないかと思っていた。日毬に強く影響を受けた杏奈が経営者として成功したいと願うようになったのは、杏奈なりの愛国心の発露だったのではないだろうか。

　普通の人が、いくら国や社会を思い遣ろうとも、日毬のように行動は起こせないものだ。杏奈とて、それは同じだった。かといって、並の個人が可能な範囲で、何らかの政治活動に取り組んだりするのも現実としては意味が薄い。たとえ一般人が一〇〇〇回デモに参加しようと、そのデモが右にしろ左にしろ、極言すれば階級闘争を闘っているだけのケースが多いものだ。また評論家が、テレビや新聞や雑誌で高説をぶつのは他人事とは言わないが、リスクが少ない安全な場所から好きに語っているのは否めない。ましてやネットのような仮想空間上で政治論に熱くなるのは、無価値な時間の空費でしかない。

　ごくごく一般の人ができる最も愛国的な行為は、実業家に転身し、新しい産業を自分の手で創り出すことだ。事業はどんな人間でも、決断しさえすればすぐに取り組める。実業家は一般人から目の仇にされがちだが、実際に社会を豊かにし、雇用を創出し、国庫に貢献し、グローバル競争に打ち勝ち、本当に国を強くする行為は、実業家の手による新産業の創出こそが至上のものである。

　それを杏奈は明確に意識しているわけではないだろうが、漠然と感じ取っているからこそ、困難なチャレンジに乗り出したはずだ。現在のドーナツショップは産業として非常に小さいけれども、杏奈ならこれを踏み台にして学び、いずれ社会に大きく貢献できる逸材になってくれるに違いない。

　そしてたぶん、日毬もそのことを感じ取っているからこそ、杏奈とあれだけ仲が良いのではないだろうか。歩む道は別々でも、目指す場所は一緒なのだと気づいているのかもしれない。




　栞の主戦場はテレビである。とにかくテレビでの使い勝手がよく、あらゆるトーク番組から引っ張りだこだ。頭がよくトークも切れ、各番組ごとに自分の役割を明確に把握している。場を搔き乱すように指示されれば即座に対応するし、悪役を求められれば物怖じせずこなす。コメンテーターを任せても普通とは違う視点を提示できるし、日毬と対になる共産主義者という位置付けも申し分ない。もっとも本人は左翼色をあまり押し出したくないようだが、『ひまりんプロジェクト』などを通して、栞と日毬は敵同士というキャラ付けが浸透したおかげで、名前も一気に全国区に引き上げられていた。日毬や杏奈のような派手さはないものの、タレントとしては十二分の成功だ。

　最近では黙々と原稿執筆に取り組む姿をよく見るから、ゴーストライターを立てずとも、いずれ栞の本が定期的に出版されるようになるだろう。栞は「いずれマルクスを超えたる」というのが口癖になっており、どうやら本気でもあるらしい。どこか醒さめてしまっている栞だからこそ、突き放して社会を眺め、さまざまな事柄を客観的に原稿に落とし込めるはずだ。しばらくは試行錯誤を繰り返すかもしれない。しかし元来、頭は抜群にいい子だ。いつか本当に新しい社会システムを創り出してくれるようなことがあれば、それは人類史上最高の仕事になるだろう。




　凪紗はもちろんモデル業が主体だ。トーク番組やラジオ番組には活用できない扱いが難しいタレントである。だが、予あらかじめ決まった演技をするだけの仕事なら問題なくこなせるので、テレビＣＭにも多々出演するようになっている。先日は和服で出演したお茶のＣＭが話題になったばかり。日毬の驚異的知名度のおかげで、姉である凪紗には幾らでも仕事が舞い込んでくるというポジションにあった。

　日毬とは姉妹だけに、突出した美貌の持ち主であることは間違いない。礼儀正しく堅物な割に、精神がいささか脆ぜい弱じゃくであるのが悩みの種だ。自信さえ持ってくれれば、素晴らしい人生を歩めるはずなのだが……。




　そして悩みは千歳である。

　千歳はグラビアモデル中心で、他には定期的にテレビやラジオの仕事がある。しかし千歳が出演する番組は深夜帯が中心だ。時おり歌やＣＭ出演の依頼もあるが、やはりピンで仕事をするには若干弱い。ひまりプロダクションが抱えるタレントのなかでは、唯一名前が全国区で浸透していないアイドルだろう。千歳の写真を見てパッと名前を言える一般人は、一〇〇人中三人といったところか……。決して売れていないわけではないものの、他のメンバーが大物揃いだけに、比べてしまえば今一歩に感じてしまう……。

　だが客観的に見れば、実のところ千歳は、最もアイドルらしいアイドルなのである。一般的なアイドル……という言い方もおかしいが、昨今のアイドルの姿を地の性格のままでなぞる、極めてオーソドックスなタイプであると思う。アイドルのオールドスタイルとでも言おうか。出演しているテレビもラジオも雑誌も他の仕事も、ひまりプロダクションのメンバーのなかでは一番アイドルに近いものだった。日毬と凪紗と栞が受けている仕事はアイドルとはかけ離れていて、もはや分類不能になっている。そして杏奈は単なるアイドルというよりも、もっと幅広い分野で活動している芸能界の大御所だ。それゆえ千歳は、突出した他のメンツと比べると地味に埋もれて見えるだけかもしれない。アイドル事務所としては千歳こそが、もっとも正統派の人材であることは間違いなかった。

　千歳は容貌もスタイルも非常に高いレベルにあると思うし、仕草や懸命さも素のままでアイドルらしい。バランス良くまとまったハイレベルなアイドルであるはずなのだが……突出した側面がないからこそ、どうしても他のメンバーの陰に隠れてしまい、いまいち頭角を現せない理由であろう。

　もしかすると強烈に色濃いひまりプロダクションに所属しているよりも、芸能界では正統的な西プロダクションあたりに移籍した方が、知名度が伸びたりするかもしれない。ということは、やはり経営陣の力不足なのだ。

　とにかく、明日は最後の『アイドルたちの何気ある日常！』が放映され、千歳の認知度は大きく引き上げられることだろう。メジャーアイドルたちのアンカーを務めるだけで、視聴者には名前が一気に浸透するはずだ。もともとこの企画は杏奈が千歳の知名度を上げるために発案したものだったから、テレビで一連の企画を成功させたというだけで、十二分の成果であろう。




　しかし何より予想外だったのは、由佳里である。

　本企画に登場したアイドルたちのなかで、一番人気が由佳里だとプロデューサーは言っていた。冗談でもないらしい。たしかに第一回から第四回までの放送内容を見ると、由佳里人気もわからなくはない気もする。

　だが由佳里はあくまで経営陣であり、人気になったからといって何かが変わるわけでもない。まさか由佳里をアイドルとして売り出すのも不自然極まる。もうすぐ二五歳になる由佳里だし、仕掛け人の側にいるはずの女の子が、大っぴらに表で活動するのもどうかと思う。今回、由佳里がこのような役回りで登場することになったのはプロデューサーの強い要望だったから、企画をすんなり通すために仕方なかっただけである。

　ひとまずシリーズ放映後の様子を見つつ、本当に由佳里人気が定着するのか見極めていく必要があるだろう。
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　ここまでメジャーアイドルの生身の姿を特集してきたおかげで、番組に対する好感度は良好であり、非常に高い視聴率を持つ人気シリーズになっていた。

　ベストな形で、いよいよ千歳の番である。先の四人とはまるで違い、千歳の名前を知らない国民の方が多かった。メジャー四人と並んでいるだけで、千歳も同レベルだと誤解する人もいるに違いない。

「おはよーございまーす。時間はなんと朝六時。ねむーい！」

　由佳里はカメラに向けて声を上げた。場所は先日、栞特集で放映されたマンションエントランスである。

「最終回はちょっと趣向を変えて、すごいゲストを迎えています。番組冒頭から、片桐杏奈ちゃんと槙野栞ちゃんに登場してもらいますよ。いきなりすごい！」

「おっはよー！　千歳ちゃんのすべてを探るっていうから駆けつけてきたの。ま、私はこの隣のマンションに住んでるんだけどね」

　笑顔の杏奈がカメラに映り込んだ。

　栞も続く。

「おはようさん。千歳の特集ちゅーなら、うちも参加せなな。同居人にして親友や。協力せんとアカンやないか」

　杏奈が手を挙げる。

「同居してる栞ちゃんに質問。千歳ちゃんが起きる時間は何時？」

「朝早く仕事がない限り、だいたい七時半やね。それから九時には家を出て、会社に出勤するちゅー案配や」

「そっか！　じゃあ起きるまでまだ一時間半も楽しめるわけだね！　今からニヤニヤが止まらないよ」

「さっそく突入してみましょうか。栞ちゃん、案内お願いね」

　由佳里が促すと、栞が先頭に立ってエレベータへと向かう。

「ええで。行こ行こ」

「レッツゴー！」

　杏奈は拳を突き上げた。

　そして場面はいきなり室内に飛び、女性陣三人が扉の前でヒソヒソ話し合っていた。

　由佳里はカメラに語りかける。

「さて視聴者の皆さん、この扉の先に千歳ちゃんがいるわけです。ここまできたら、行くしかないでしょう？」

　扉に手を掛け、由佳里は静かに押し開いた。

　三人は部屋内に突入し、千歳の枕元を取り囲む。続いてカメラも部屋に侵入し、大写しに千歳を映し出した。

　千歳の、実に幸せそうな寝顔である。スースーと寝息が漏れ聞こえた。不安や苦悩とは無縁の、子どものような面持ちだ。

「やーん、可愛いなぁもう！」

　言うが早いか、杏奈は千歳の頰をプニプニと突っついた。

「ズルイで。うちもやる」

　栞は逆側の頰を突つつき始めた。

　二人から人差し指で両頰を連打されている千歳は、わずかに動き、くすぐったそうな笑顔になった。意外と気持ちいいのかもしれない。

「笑ってる。視聴者の皆さん、朝霧ちとせちゃんのノーメイクのお顔ですよ。美形でしょう？　お肌に張りがあって羨ましい」

　由佳里の言葉に、杏奈が続く。

「喜んでくれてるよ～。わかるんだよね、私。千歳ちゃーん、来たよ～。私だよ～」

「いつも隣で寝とるんやけどな、こんな風に、じっくり見たことなかったわ。嫉妬するほど幸せそうやなぁ」

　栞は半ば呆れ声だった。

　それから三人は千歳をくすぐったりしてイタズラしていたのだが、一向に千歳は起きる気配がなかった。

「これだけやっても起きないんだぁ。過敏な人は気配だけでも起きたりするけどねー」

　ついに杏奈は布団をめくり、両胸をハッシと握りしめた。

「……あっ」

　わずかに千歳は吐息をもらし、身体を強ばらせたようだ。しかしそれでも目覚めることはなかった。

「またそれか。いきなり鷲わしづかみされる相手が、どんだけビビるかわかってへんやろ」

　栞は肩をすくめたが、杏奈は千歳の胸をつまんだりしながら口にする。

「片桐杏奈の特選バスト情報～。ちゃららーん」

　杏奈は変な効果音を自分で出し、したり顔で語り出す。

「ひまりんの胸は筋力があって、適度な弾力性があるんだよ。揉み甲斐があるって言うのかな。つついても押し返される感じ。とにかく、すっごいんだよね。私が触ってきた同業の子のなかではナンバーワンだよ。あっ、そう言えば凪紗さんも同じ弾力があるから、姉妹でツートップだね。あの二人なら一日中触ってても飽きないかも」

「どんな性せい癖へきやねん。視聴者に誤解されるから言うておいてやるけどな、杏奈は別にレズやないで。これ、同業タレントに対する挨拶代わりなんや。杏奈なりのルールがあって、同業者しか触らんみたいなんや」

「でね、千歳ちゃんの胸はやわらかくて少女みたい。オーソドックスなんだけど、どんな時代にも安定したニーズがある胸なんだよ。女の子らしい大きさと、心地好よい手触り。まさに王道よね。触ってて安心感があるんだぁ。大切に育てられてきたんだなぁってことまでわかるわけ」

「どんだけバスト好きやねん。バスト占い師でも開業せいや」

「ん～、栞ちゃんの胸はぁ……」

　言いながら、杏奈はニタリと微笑んだ。

　栞は慌てだす。

「う、うっさいわボケ……。人には向き不向きちゅーものがあってやな……」

「由佳里さんの胸は触ったことなかったなぁ。タレントさんじゃないからノーマークだったよ。でも『アイドルたちの何気ある日常！』でこれだけ出演しちゃったし、私のなかで、もうアリなんじゃないかなぁって思えてきてるんだよね」

　意味深な杏奈の視線に、由佳里はしどろもどろな口調になる。

「だ、ダメよ杏奈ちゃん！　ほら、私のスタイルはなかなか定評があるからね。たぶん千歳ちゃんくらいのイメージになるはずだから、触っても特に目新しいことないよ！」

「かなり背伸びしまくってないか。どっちかってーと、うちと同じ……」

　栞は胡散臭そうに由佳里を見やった。

「とっ、とにかく！　千歳ちゃんを起こさないと！　待ってたら七時半まで起きないよ！」

　必死に由佳里はまくしたて、耳元に口を近づける。

「千歳ちゃーん。朝よー」

「起きないと、こんな風にしちゃうよ」

　言いながら、杏奈は胸を激しく弄いじりだした。

「はあっ……⁉」

　千歳は身体を震わせ、身をくねらせるようにして目を見開く。

「えっ⁉」

　唐突にガバッと跳ね起きた千歳は、顔を覗き込むように撮影していたカメラにゴツンと頭をぶつけた。鈍い音が響く。

「あいたっ⁉」

　千歳は一言叫び、皆を見回して声を上ずらせる。

「由佳里さんに杏奈さん？　カメラさんまで？　どっ、どうしたんですかっ⁉」

「おはようさん。今日は千歳にカメラが密着する日や。そういう話やったろ」

　栞は言った。

「でも、こんな朝からですか？　やだ、パジャマのままですよ！」

　千歳は布団を摑み上げ、服を隠そうとした。

「それがええんやないか。ほれ、起きてパジャマ姿見せたり」

　布団に逃げ込もうとしていた千歳だったが、栞が引き起こした。

　千歳は体育座りの格好になり、両膝に顔をうずめるようにしながら口にする。

「恥ずかしいです……。栞さんのときは、こんなことなかったじゃないですかぁー」

「グラビアできわどい水着着とるヤツが、パジャマで恥ずかしがるなんておかしいで」

「心の準備ってものがあるんです。しかも寝起きの顔ですよぅ……」

　笑顔の杏奈が訊く。

「千歳ちゃん、どんな夢見てた？」

「覚えてないんですけど、なんだか気持ちよかったような気がします」

　千歳もこの自分の特集を見ているはずだ。杏奈が散々胸を弄ったあとの発言だけに、気恥ずかしさで失神するかもしれない。幸いにも今は事務所ではなく、自宅に戻って見ているはずだ。

　そこで映像が切り替わり、千歳がいつもの服に着替えた直後に飛んだ。カメラは千歳の足下から顔まで、舐めるように映し出す。

　由佳里が声を上げる。

「見てください、こんな風になりました！　千歳ちゃんは事務所のなかではマスコットみたいな感じで、皆に可愛がられているんですよ」

「改めまして、おはようございます！　今日も気合を入れて頑張ります！」

　千歳は両拳を胸前で握りしめ、「えいっ！」と口にした。

　杏奈が感心したように言う。

「アイドルっぽいよね～。私だってアイドルなはずなんだけど、千歳ちゃんはなんか違うよ」

「千歳はホンマ、セリフも仕草もアイドルっぽいなあ」

　栞はうなずき、カメラ目線になって続ける。

「テレビの前の人らに言っとくと、千歳は別に元気キャラ作っとるわけやないんや。これでいつも通りの千歳やねん。空回りしがちなのが玉に瑕きずなんやけど、それもまた千歳の良さやろう」

「空回りなんてしてませんよ！　芸能のお仕事だけじゃなく、これでも事務員まで引き受けてて忙しいんです。所属アイドルのなかでは唯一の事務員でもあるんですよ。お掃除から買い物から何から何まで、ぜーんぶ私がやってるんです。それって、ひまりプロダクションのお母さんみたいなものじゃないですか？」

「ここに颯斗がいたら、何て言われるやろうな」

　栞が微苦笑しながら言った。

　それから、ぞろぞろと千歳＆栞の自宅を出て、女の子四人は揃って会社へとやってきた。

　ひまりプロダクションはいちおう一〇時始業だが、かといって普通の会社のように明確に決まっているわけではない。朝方まで働いていたりすれば、仕事がない限り、翌日は体力が回復するまで寝ていても構わない。一般的な意味での社員は壮司しかおらず、しかも壮司はブラック企業も驚くほどに朝から深夜まで自ら率先して働くタイプだった。要するに、すべて本人の自主性に任せており、規定の仕事をこなしさえすれば何もかも自由だった。壮司がひまりプロダクションと日本大志会を勝手に往き来して両方の仕事をやっているのも、自由ゆえだ。

　そんな会社だったが、取引先からは朝でも電話が掛かってくる。それゆえ千歳は休日もなく、毎日九時半までには会社にやってきて電話受けをするようになっていた。千歳が休日を返上して働いているのは会社の方針ではない。実のところ千歳は会社にいても大した貢献をしていないので好きに休んでもらっても構わないし、ちゃんとした外面を保たなくてはならない会社でもないから、事務所に誰もいなければ電話に出なくても困らない。重要で緊急の連絡は必ず携帯に掛かってくる。しかし千歳本人が働くことを希望しているのだから、自由にさせるしかない。千歳なりに一生懸命なのだ。

　杏奈は一階の店舗にいき、由佳里と栞は会社に着くなりパソコンに向き合った。

　カメラは千歳の仕事を追った。ゴミ捨てや雑巾がけなど、鼻歌を歌いながら仕事に取り組む千歳を映し出す。実に楽しそうである。だが極めて手際が悪いのは、なんとも千歳らしいところだ。

　雑巾がけの最中に電話が鳴ったので、勇いさんで千歳は受話器を取り上げる。

「おはようございます！　ひまりプロダクションでございます！」

　笑顔一杯に千歳は社名を名乗り、明るく応じる。

「はいっ！　少々お待ちくださいませ！」

　千歳は通話口を手で押さえ、由佳里を見やる。

「由佳里さん、とっても重要なお話があるそうです。どうしても社長か役員の人とお話ししなくちゃいけないと言ってますよ」

「フフ。どんな内容だったの？」

　由佳里はパソコンから顔を上げ、微笑した。

「えっと……投資がどうとか……」

「はーい、お電話代わりました」

　サッと由佳里は内線電話を取り上げ、受話器を耳に押し当てる。

「社長か役員？　私でもいいですよ。で、どんな話です？　……ああ、結構です。ではー」

　あっさりと由佳里は受話器を戻してしまった。

　シュンとして千歳は言う。

「必要、なかったですか？」

「先物だって。売り込みはすべて断ってもらっていいからね。ガチャ切りでもいいわ」

「ごめんなさい由佳里さん……。ぜんぜん売り込みっぽくなかったんです……」

「千歳ちゃん、何度か言ってるけど、メディア関係者だけに注意して。私か先輩がいないときは、彼らの連絡先だけ聞いておいてもらえればいいからね。この仕事は、大半の取引相手からは直接携帯に連絡があるの」

　栞が会話に参加する。

「素直すぎて、ホンマにオレオレ詐さ欺ぎに軽く引っ掛かるレベルやな。千歳にはボディーガードを張り付けとかなアカンで。将来が心配や」

「千歳ちゃんを守ってくれる人、募集中。連絡先はこちらまで～」

　イタズラっぽい笑みを浮かべ、由佳里がカメラに向けて指先を下に向けた。指で示した場所に連絡先が書いてあるということだろうが、映像には何も映らなかった。

「そんなっ。今の電話の手口は覚えましたので、もう大丈夫ですよっ！　次からは絶対騙されません！」

「賭けてもええ。千歳は二回目も騙されるやろうな。三回目でようやっと覚えるタイプ……自分でそう言ってたやろ」

　そのとき、日毬と凪紗が事務所にやってきたのをカメラが素早く捉える。

「おはよう。心身共に、私の準備は万全だ。今すぐ撮影に臨む心構えはできている」

「皆さま、おはようございます。精一杯取り組みますので、本日もどうぞよろしくお願いいたします」

　二人は揃って慇いん懃ぎんに頭を下げてきた。

「待ってたよ。お店で杏奈ちゃんを捕まえて、さっそく出発しましょうか。六人で行くから、三人ずつタクシーに分乗ね」

　席を立ちながら由佳里は言った。

　この日の午前中は、雑誌『エイティーン』の撮影だ。ひまりプロダクション全員が揃うほとんど唯一の仕事である。しかも、これだけメジャーなアイドルが勢揃いする雑誌は他にない。いつの間にか『エイティーン』は、出演しているモデルのレベルが群を抜く雑誌になっていて、ファッション系のなかで一気にナンバーワン媒体にまで躍り出ていたのだった。日毬を筆頭に、出演モデルの知名度が急激に上がったためである。ひまりプロダクションとしてもこの雑誌には思い入れがあるので、ギャラを抑えて取り組んでいる仕事でもあった。雑誌が伸びてくれるのは嬉しいことだ。

　ひまりプロダクション控え室。

　さすがに女の子六人も集まると賑やかだ。

　栞が雑誌をめくっていく。それを皆は覗き込んでいた。メンバーがモデルとして出ている写真の撮影は先月行ったものだ。しかし発売は明日である。刷り上がったばかりの雑誌を編集者からもらったようで、六人は雑誌をめくりながら語り合っているのだった。

「たはー、先月の水着特集、漫画誌のグラビアより過激やないの。編集部、わざとやっとるやろ」

　栞がニヤニヤして日毬を見やった。

　めくってもめくっても、出てくるのは日毬の水着写真ばかりだった。

　千歳が言う。

「過激なのって日毬先輩だけじゃないですか。女の私から見てもドキドキするような水着は、ぜんぶ日毬先輩が着てましたよね」

「ち、違うんだ……。逃げ出したいほど恥ずかしかったけど……でも日本国家のために踏み留まらねばと決意して……頭を空白にして指示に応えていただけなんだ……。写真に撮られている間は、機械になりきっていたと思う……」

　日毬は弱々しく言った。

　雑誌に身を乗り出しながら杏奈が声を上げる。

「やーん、ひまりんの恥じらいがしっかり写真に出てて、胸がキュンとするよ。やだ、この写真、自分の胸を両手で持ち上げてるし……悩殺されて死んじゃいそうだよ」

「これが日毬……」

　啞然とする凪紗に、日毬が涙目で口にする。

「姉上……どうか誤解しないでほしい……。指示されただけなんだ。私はあまり覚えていないんだ。本当に違う……私であって私ではないはずだ……」

「この写真、記事になって騒がれるはずよ。売り切れ御免よね。明日の発売が楽しみだなぁ！」

　嬉しそうに由佳里は言った。

「やっぱ編集部、明らかに狙ってきとるわ。ファッション誌ちゅーより年齢指定するような青年誌見とる気分やで」

　栞の言葉に、杏奈も続く。

「ううん、青年誌より過激だって。まさか『エイティーン』がここまでやっちゃうとは思わなかったな～」

「ちゅーか日毬のページ多すぎ。めくっても日毬ばかりやん。うちらの扱いと違いすぎて笑えてくるわ」

「ひまりんなら仕方ないよ。だって私たちがひまりんに及ぶわけないよ。ひまりんは地球人代表だと思うんだよね。ううん、銀河系代表かな？」

「杏奈が言うのなら諦めるしかないな。……おっ、次は千歳の尻特集やで。ええ尻しとるやん」

「尻特集じゃありません！　水着の後ろ側が重要なんです！」

　腕を上下させて千歳が猛抗議した。

　千歳がヒップを突き出しつつ、笑顔でこちらを振り向いている格好が中心だった。ビキニの後ろが他人からどう見えるかを写真でわかるようにするためだ。まぁ、ヒップを突き出す必要はないのだが、カメラマンの指示に応えるのがモデルの役割である。

「これなんか、ほとんど尻見えとるやん。ヒモパンみたいなもの穿はいとるから、この角度からの写真やと、何も穿いてないようにしか見えんで」

「しっかり穿いてます！　誤解されるようなこと言わないでください！」

「千歳ちゃん、いいモデルよね～。バランスがいいよ。見てるだけで安心できるっていうのかな。完成された感じ」

　杏奈の声には真実味があった。

「そうでしょうか……。いっつも社長にからかわれてばかりなんで、あんまり自信持てないんです……。皆さんのなかでは一番売れてないですし……」

　由佳里が励ます。

「グラビアの仕事は、地味に千歳ちゃんが一番多いんだけどね。漫画や週刊誌のグラビアでは、千歳ちゃんの登場回数はうちの事務所ナンバーワンよ」

「でもグラビアって、駆け出しの仕事だと思います……。杏奈さんなんて、もうグラビア自体やってないじゃないですか。社長なら『まだグラビアに留まってんのかー』って絶対バカにすると思います」

　千歳はよほど俺のことが気になって仕方がないようだ。ここまで気にされると、少々千歳への接し方を考えてやらないと可哀想な気になってくる。

「颯斗くんはジョークを言ってるだけだって。真面目に受け取りすぎだよ」

　杏奈が冷静に口にした。

「千歳は立派にやれているぞ。懸命に会社の事務や仕事に取り組む姿は、とても清々しいものがある。ひまりプロダクションにとって、もはや千歳は必要不可欠な人材だ」

　厳めしい面持ちで日毬が言った。

　凪紗は感じ入ったような視線を向ける。

「水着でも堂々としていられる朝霧殿の勇気には感服します……。私など写真に撮られるだけでも恐ろしくて……」

「颯斗は千歳のことが気になって仕方ないんや。子どもみたいなもんやねん。千歳は大人として、毅然と対応してやればええんやで」

　栞の言葉に言い返したいところだったが、画面に詰なじっても仕方がない。

「でも、事務所で一番売れていないのは事実だと思います。日毬先輩や杏奈さんや凪紗さんの足下にも及びませんし、後から芸能界入りした栞さんにもあっさり追い越されてしまいました……。どうすれば皆さんに追いつけるのかわからなくて……」

　落ち込む千歳に、由佳里が切々と言い聞かす。

「このメンツと比べるのが間違ってるわ。周りがすごいから置いていかれてる気持ちになってるのかもしれないけど、千歳ちゃんはかなり上手くいってるの」

「でも、どうして皆さんはすごいのに、私だけ普通のままなんでしょうか……」

「普通じゃないってば。千歳ちゃんはモデルとしてなら完璧よ。でも強いて言えば、千歳ちゃんは平均値が高いんだけど、突き抜ける部分がないっていうのかしら？　だからこのメンツのなかでは目立たないだけだと思うのよね」

「日毬なんて突き抜けすぎやろ。敵うわけがない。しょうがないねん」

　栞は肩をすくめた。

「栞ちゃんもね。いろんな意味で、かなりヤバいタレントさんだと思うなぁ。栞ちゃんみたいな子、見たことなかったよ」

「杏奈に言われとうないわ。ジブン、どんだけすごいねん。トップタレントの一人やないかい」

「私は突き抜けてなどいない。日本人として私は極めて標準的であるはずだ。ゆえに私は未だ研けん鑽さんを重ねなければならぬ身であって、姉上に追いつこうと懸命なのだ」

「とんでもありません……私は剣にしか生きられない人間……。どんな困難も乗り越える日毬に、敵うはずもないのです……」

　皆のやり取りに聴き入っていた千歳が、いっそう声を沈ませる。

「皆さんにいろいろ敵う気がしない……。やっぱり私も何かすごい得意分野が必要だと思いました……。普通のことを普通に頑張ってるだけじゃダメなんです。とんでもない何かが必要なんです」

　由佳里は腕を組む。

「経営陣としては、今のままでいいんだけどねー。みんながみんな、ぶっ飛んでる事務所ってのは大変よ。千歳ちゃんみたいな子がいてくれた方がいいんだけど」

「それじゃいつまで経っても一人だけダメな子のままです……。社長に褒めてもらえるように、なんとかするしかないんです……」

「千歳はダメな子などではない。日本大志会をいつも手伝ってくれる千歳は、清く正しい日本人であると私は思う」

「ありがとうございます、日毬先輩……」

「たとえば……脱いじゃったりする？　グラビアで千歳ちゃんくらい人気のある子がいきなり脱げば、それはそれでインパクトあるけどね」

　冗談交じりな口調で杏奈が言った。

「そ、それは……。もし事務所が危機に陥ったりするなら、私、何だってしますけど……でも今は……」

「ダメダメ！　千歳ちゃんの商品価値は十分高いんだから、無理にアクセル踏まなくたっていいの。ブレーキが利かなくなっちゃうよ」

　慌てて由佳里が押し止めると、杏奈は舌を出す。

「冗談だってば～。本当に脱ぐなんて千歳ちゃんが言い出したら、私だって止めるよ。そこまで野心剝むき出しにして売れる必要ってないと思うんだよね。お金や名声がほしくて脱ぐなんてバカらしい話だよ」

　そして杏奈は千歳に身を乗り出し、穏やかに続ける。

「私もひまりプロダクションの経営陣の一人としてアドバイス。千歳ちゃん、焦ってばかりいるようだけど、冷静によく考えてみて。千歳ちゃんはどうして私たちに追いつきたいと思ってるの？　お金のため？　野心のため？」

「え？　えっと……やっぱり一人取り残された気分になりますし……社長に認めてもらいたいですし……」

「それって周りを気にしてるだけでしょ？　一番大事なことは、千歳ちゃんが幸せかどうか。よく考えてみて。千歳ちゃんは今、幸せ？」

「……あっ、はい……そう訊かれてみれば、とっても幸せだと思います……。こんなすごい皆さんに囲まれてお仕事ができるなんて奇跡みたいな出来事ですし、社長には感謝ばかりですし……毎日が充実してて、信じられないくらい楽しいです……」

　すかさず杏奈が千歳を指差す。

「ほら！　なら答えは決まりじゃない！　今のままがベストなの。最高よ。結局、千歳ちゃんには悩みなんてなかったんだよ。ね？　そうでしょ？」

「あっ、そんな気分になってきました……。そうなのかも、しれません……。こんなに幸せなのに、どうして私って焦ってたんでしょうか……」

「ホンマ千歳は素直で単純やなぁ。せやけど、杏奈の話はまったく正しいで。焦る必要なんてないんや」

「朝霧殿は十分にご立派です。どうして悩む必要があるのか、私にはわかりません」

「その通りだ。皆から慕われている今のままの千歳を大切にした方がいい。その上で、ゆっくり新しい目標を見つけてチャレンジしていけばいいんだ」

　皆が千歳を励ます言葉に、杏奈は何度もうなずく。

「うんうん、気持ちが落ち着けば、自然に新しい挑戦もできるようになるよ。千歳ちゃんのこと、私たちみんなで応援してあげるからね」

「うぅ……皆さん……ありがとうございます……。大好きな人たちからこんなに応援してもらえて、私ってすごく幸せな人間だったんですね……。今を大切にして、自分にできるチャレンジを、焦らず探していきたいと思います……」

　皆は立ち上がり、千歳を取り囲んで肩に手をやった。メンバーたちが心から千歳を思い遣っている様子が伝わってくる。それだけで千歳はジワッと目に涙を溢れさせたようだった。

「そうだ！　せっかくの機会を活かして、視聴者さんの協力も仰いでみましょうよ」

　ふいに由佳里が顔を輝かせ、カメラを向いて語り出す。

「千歳ちゃんの新しいチャレンジ、皆さんも一緒に考えてくれませんかー？　千歳ちゃんに『こんなことをやってほしい』『あんなことをやって』という要望をどしどし募集しちゃいます！　みんなで一緒に千歳ちゃんの未来を創り上げてくださいね」

「よろしくお願いします！　私、一生懸命に頑張ってみます！」

　カメラ目線で、目を赤くしたまま千歳は明るい声を響かせた。

　このシーンは実にいい。これだけのメンツに囲まれて、大切にされている場面を見せられれば、千歳の知名度が一気に高まってくれるはずだ。

　その後も番組は千歳を追いかけ、仕事に懸命に取り組む様子、ドジをやる場面、プロダクションに戻ったあとの手際の悪い事務作業、やたらと自己主張の強い接客などなど、いかにも千歳らしいシーンをありありと映し出したのだった。

　知名度抜群のタレントたちに囲まれ、こんなアイドルらしいアイドルが埋もれていることを、たくさんの人に知ってもらえただけで大成功だ。このゴールデンタイムの特番を通して、千歳の名前は一気に浸透するだろう。

「普及率一六％理論」というものがある。アメリカの社会学者エヴェリット・ロジャースが著書『Diffusion of Innovations』で提唱した理論で、市場に投入された新しいモノやサービスや知識などは、普及率が一六％を超えた段階で急激に普及・拡大するというものだ。つまり、一〇〇人のうち一六人以上が特定のサービスを享受し始めたり、知識を持ったりすると、その後たちまち社会に浸透して一般化する。かつての冷蔵庫、テレビ、洗濯機もそうだし、自動車やエアコン、携帯電話やインターネット、スマートフォンもそうだ。このラインを超えればブレイクスルーが起こる。

　当然この理論はタレントにも当てはまり、日毬も杏奈も凪紗も栞も、一六％の壁を軽々と破ることで確固とした社会的知名度を獲得したのだ。

　一方、千歳の場合となると、『アイドルたちの何気ある日常！』に登場する以前の認知度は、せいぜい数％といったところである。グラビアや深夜番組に数多く出演していたことは確かだが、嗜し好こうにマッチした人だけの認知に留まってしまい、どうしても一六％の壁を突破することができなかったのだ。その壁を、このシリーズのアンカーを務めたことで初めて、打ち破ることができたと思われた。千歳は皆の力を借りて、ブレイクスルーを起こしたのだ。

　こうしてシリーズが完結してみると、千歳を売り出すために『アイドルたちの何気ある日常！』を企画した杏奈の慧けい眼がんには賞賛を送りたい気持ちだった。

　俺や由佳里とは違う視点を持った優秀な経営陣として杏奈を迎え入れたことは、今後のひまりプロダクションの飛躍にとって非常に大きな一歩だったのだと改めて気づかされたのだった。
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『アイドルたちの何気ある日常！』にて朝霧ちとせ特集が放映された翌日。

　プロダクション所属アイドル全員の素顔を特集されるというちょっと異例のシリーズを終えたのちも、業務は通常通り、変わることなく入っている。一山越えたとホッと一息ついている余裕も、感慨に浸っている時間もない。

　シリーズ自体は非常に評判がよくて、プロデューサーからは「また折をみてやりたい。今後は番組改編期の定番シリーズにしてもいいかもしれない」とのメールが入っていた。ありがたいことだ。四半期に一度ずつ所属アイドルの特集が組まれるという可能性は、芸能プロとして一つの到達点といってもいいのではないだろうか。

「社長！　お電話です！」

　千歳に、俺は聞き返す。

「どこから？」

「テレビ日本さんからです。『朝霧ちとせちゃんですよね』って言われてびっくりしました」

「へえ。声だけでわかるなんて、やっぱかなり名前浸透してるなぁ。事務員として千歳が実際に電話受けてる場面まで放映されたから当然か」

「なんだか嬉しいですね……。今朝なんて、すれ違った人にも声をかけられたんです……。急に世界が変わったみたいでびっくりですよ」

「話は後だ。ところで、テレビ日本の誰からだ？　用件は？」

「あ……社長とお話ししていたら忘れちゃいました……。ごめんなさい……」

　別のことを少し会話しただけで、本当に失念してしまったのだろう。俺は困ったような視線で見やると、千歳は萎い縮しゅくしたようにうなだれた。

　俺は受話器を取り上げる。

「もしもし、お電話代わりました。ひまりプロダクション、織葉です」

「社長さんですね？　これは大変お世話になってます。テレビ日本で『特報ワイド』の担当ディレクターをしております里さと原はらと申します」

「どうも、こちらこそお世話になっております」

　知らない相手だったが、局内ですれ違っていたりしてもおかしくはない。

『特報ワイド』は土曜日の夕方に放映される報道番組だ。だが報道番組というのは名ばかりで、実態はニュースをネタにしてダラダラと騒ぐだけのワイドショーのような番組だった。しかし視聴率はそこそこ持っており、同時間帯では最も視聴されている番組である。

「実はですね、御社の健城さんを番組にお招きできないかなと考えまして、お電話差し上げた次第です」

「えっと……具体的にはどういうことです？」

　慎重に俺は訊いた。

「番組に出演してもらいたいんです」

「はあ……。ゲストとしてですか？」

「いや、一回限りのゲストというわけじゃないんです。『報道ワイド』では芸能ニュースコーナーがありまして、そこで健城さんにコーナーの司会者を引き受けてもらえないかなぁと」

「しかし……健城はうちの副社長なんですが……」

「素晴らしいポジションじゃないですか。あれだけ若くて美人で、タレント性もある副社長なんて他にいませんよ。しかも無名の会社じゃなくて、世間を騒がすひまりプロですよ？　健城さんはすごいキャラクターになります」

「タレントじゃないんですけれども……なんて応えていいか……。うちも忙しいんでご要望にお応えできるかどうか、すぐにはお返事しかねるところです。ひとまず健城本人と相談させてください」

「もちろん相応のギャラもお支払いいたします。どうしても健城さんを引っ張りたいんです。なんとかお願いいたします」

　それから電話口で、いかに由佳里が素晴らしいタレントになりえるのかを、ディレクターから切々と訴えられたのだった。

　テレビ日本からの依頼は由佳里が戻ってから相談してみなくてはと思っていたところ──。

「社長、お電話ですよ！　責任者と話したいと言ってます」

　千歳がまたも電話を受けたようだ。取引先はほとんど携帯に掛けてくるので、代表電話に連絡があるのは新規の相手が多いということである。珍しい日だ。

「どこの誰？」

「今度は大丈夫です。政経新聞社の………………あれ？　政経……政経……なんとか編集部……なんとかさん……」

「忘れるんだったら紙にメモれ。電話の横にメモ帳が置いてあるだろ」

　千歳にそう指示して、すぐに受話器を取り上げる。

「もしもし、お電話代わりました。ひまりプロダクション、織葉です」

「初めてお電話します。政経新聞社、『政経ウーマン』編集部の塚つか本もとと申します」

　政経新聞社は大手媒体の一角であり、さまざまな雑誌媒体を抱えている。ひまりプロダクションも、政経新聞社の幾つかの雑誌編集部と仕事をする機会は多い。電話の相手である『政経ウーマン』とは今まで仕事をしたことはなかったが、二〇代から三〇代のビジネスウーマンに多く購読されているなかなかの大型雑誌だ。

「ああ、どうも。お世話になってます。どのようなご用件ですか？」

「『政経ウーマン』の翌々月号の表紙グラビアは、ぜひとも御社の健城副社長で飾りたいんです。『アイドルたちの何気ある日常！』を拝見して驚きました。素晴らしいですね。こんなにすごい女性経営者が今まで埋もれていたなんて」

　グラビアといっても日毬や千歳のように水着になるわけではない。『政経ウーマン』のグラビアは、オフィススーツや仕事着だ。

「……おたくの表紙グラビアって、大物女優とか女子アナとか、女性の作家やスポーツ選手や棋士なんかが中心ですよね。人選が違いませんか？」

「何を仰おっしゃいますか。健城さんのような方こそ、ドーンと表紙にもってくるべきですよ。むしろ他に誰がいるんです？　まさにベスト、考えうる限りのベスト中のベストな人物です！　引き受けてください」

　興奮しているのか、矢継ぎ早に続けてゆく。

「それだけじゃないんです。健城さんが表紙に登場する号から、特別なコーナーを担当してもらいたいんですね。毎号、健城さんに、ビジネスのコツや成功学を語ってもらうわけです。編集部ではもうコーナーのタイトルまで決めちゃってまして、『ゆかりの視点』で行こうじゃないかと」

「せ、成功学……」

　いわゆる成功哲学は世の中に氾はん濫らんしているが、極めつけにアホらしいものだと思う。だが、ビジネス書籍では常道の分野であるのもまた事実だ。

「そしてコーナーのコンテンツが溜まったら、ゆくゆくは政経新聞社から書籍として発売させて頂きたいと思うんですね。健城さん、必ず行けますよ。人々の憧れをまさに手中にしている人ですし、キャリア女性たちのトップリーダーのような存在になれるんじゃないかなと思うわけです」

　頭が痛い……。どうしてこうなったのだろうか……。

「政経新聞さんや『政経ウーマン』さんならば可能な限り協力したいと思いますよ。しかしですね、本人がどう思うかわからないので、確認してみないことには……」

「よろしければ、いつでも御社にお伺いします。健城さんとぜひお話しさせてください。ご本人があまり乗り気ではないようでも、私が絶対に説得してみせます。健城さんはすごい存在に化けるはずです。番組を見て確信しました」

「待ってください。少し、話し合う時間をください。明日までには連絡を差し上げますんで……」

　逸はやる相手を説得し、必ず連絡するからと伝えて、ひとまず俺は電話を置いたのだった。

　実のところ俺は、由佳里なら、どういう反応をするかわかっていた。ああ、わかっていたのだ。

　ともかく由佳里が出先から引き上げてきたら、じっくり話し合ってみなくてはならない。

　そして、なおも驚くことに……その後もメールや電話で由佳里への出演依頼や取材依頼が入り続けたのだった。





◇






「おつかれーっす！　栞ちゃんの仕事終わりました。少しここで仕事したら、次は千歳ちゃんの撮影、行ってきますね」

　事務所に引き上げてきた由佳里はいつも通りだった。

「ちょっと座ってくれ。由佳里に話があるんだ」

　俺の机の隣にオフィスチェアを引っ張ってきて、由佳里に座るよう促うながした。

「栞ちゃん、女優が板についてきましたね。うちでは役者の手持ちが杏奈ちゃんと栞ちゃんの二人しかいないんで、貴重な進展ですよ」

　腰かけながら嬉々として語った由佳里は、眉根を寄せて俺を覗き込んでくる。

「なーんか先輩、疲れてますよね。ま、いつものことなわけですが！」

「いいよな、由佳里はいつでも楽しそうで」

「ところで何ですか、深刻な顔しちゃって」

　俺は今しがた受けたばかりの、由佳里への出演依頼や取材依頼の数々を語って聞かせた。

　由佳里はみるみる増長し、腕を組んでしたり顔になってゆく。

「ほほう、そうですかそうですか。ですよねー。そうなんですよねー。やっぱり私に目をつけないわけがないんです。仕方ないんです。当然なんです」

「で、由佳里はどうしたいんだ？　依頼あったら受けてくか？」

「先輩は、どう考えてるんです？」

「俺はどっちでもいいよ。経営陣としての仕事さえ疎おろそかにしないのなら、自由にしていい。杏奈だって両方こなしてるわけだからな」

　半ば投げ遣り気味に俺は言った。できることなら由佳里には経営側に集中してほしいところだが、かといって束縛はしたくない。元来、由佳里にはおちゃらけた側面があり、周りと一緒に祭りに参加したがるタイプだった。江戸っ子気質かたぎなのだ。

　それにしても……ごくごく一握りの仕掛け人の側であるはずの由佳里が、いったいなぜ、メディアに次々と転がされまくる典型的な女性層の発想のままなのかわからない。男なら、もっと醒めた目線になるはずなのに。

　由佳里は不思議そうに首をかしげる。

「意外なこともあるものですね。先輩なら、『バカなことはやめろ』って一いっ蹴しゅうしちゃいそうなのに」

「まぁ、バカなことには違いない。俺らは仕掛け人に徹するべきだろう。にもかかわらず、何を好き好んで仕掛ける相手の前までノコノコ出て行って、一緒に踊ってやらなくちゃならないんだ？　俺は勘弁だよ。……だけど由佳里にも人生観があるだろう。自分でよく考えて、業務に悪影響にならない自信があるのなら、好きにするといいさ」

「ん～、私は別に出演するのは構わないんですけどねー。無理に出たいってわけでもないですけど、来る者を拒む必要もないっていいますか。私としては楽しければオッケーなんで」

「ふーん。なら、自分のプロデュースは自分でしてみることだな。俺は由佳里のプロデュースなんて願い下げだぞ」

「杏奈ちゃんに私のマネージャーとして付いてもらったり。それってシュールで面白いかもですね」

「マネージャー役はいらんだろ。一人で勝手に往き来すればいい。だがくれぐれも、本来の業務に影響が出ないようにな」

「でも考えてみれば、私、もうすぐ二五歳ですよ。アイドルとしての露出は……さすがにどうなんでしょうね～？　いくら私でも分別はあるって言いますか……ちょーっと無理があるかなぁ？」

　由佳里は悩ましげな表情で、中空に視線を走らせた。

「アイドルに対する依頼って感じじゃなかったぞ。どの相手も、経営ボードとしての由佳里に興味を惹ひかれたんだろう。依頼を受けるなら、文化人チックでいいんじゃないか」

「ほうほう、経営者としての私に興味があるということですね。楽しめるかどうか、まずは気楽にやってみましょうか。いろいろ試してみれば、自分が面白く感じる仕事の分野もわかってきて、好きなものだけ選べるようになっていくかもしれません」

「いけしゃあしゃあと成功した経営者として売り出すってわけか。もう副社長じゃなくて社長でいいよ。俺が副社長か常務あたりに降格して、由佳里を社長にしてもいいかもな。いや本当に」

「なるほど～。それはマーケティング的にアリですよ。いやいや、なかなかに良質な戦術じゃあないでしょうか。そんなに先輩から頼まれるんなら、私が社長になってあげてもいいですね。うん、それなら仕方ない！」

　仕方ないという割に、由佳里はやたらと嬉しそうだった。

　俺は肩をすくめる。

「由佳里が社長になるかどうかは、あとでゆっくり考えようぜ。俺はどっちでもいい。今度の経営会議でな」

「了解です。私なら、オールオーケーですよ」

「まったく、由佳里がこんなことになるとは思っちゃいなかったよ。『アイドルたちの何気ある日常！』は、もともと千歳の知名度を世間に浸透させるための企画だったのに……まさか由佳里デビューに繫がることになるとはな。俺も、どう言っていいかわからんね……」

「これも私が持っていた本来のパワーってことでしょう。健城由佳里、満を持して、ついにデビューってなわけです。頑張らなくっちゃ！　えい、えい、おー！」

　そう言って由佳里は拳を高々と掲げ、一人気勢を上げたのだった。
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　由佳里には、出演・取材依頼が殺到し始めていた。

　エンタメ番組もあればニュース番組からのテレビ出演依頼もあったし、女性誌やビジネス誌での持ち上げられぶりも華々しいものがあった。新聞紙面でも話題の経営者として取り上げられ、多数の媒体を賑わすことになっていた。

　果てはＣＮＮやＦＯＸやＢＢＣなど海外の主要メディアから取材を受けるまでになり、健城由佳里の名前は、稀まれに見る成功女性として広く知られていった。日毬が世界的に有名なせいで、その日毬を発掘しプロデュースを成功させた陰の仕掛け人として、グローバル社会で注目されるに至ったというわけだ。考えてみれば由佳里ほど、素晴らしいポジション取りができているビジネスウーマンは他にいないということだろう。珍しい立場であるのは間違いない。

　巷ちまたを騒がす芸能プロダクションを創業し、ビッグタレントを育て上げ、わずかな期間で成功を手中にした女性経営者──このことだけでも世間での評価はかなり高いはずなのに、加えて弱冠二四歳と極めて若く、インタビューや番組出演での受け答えも快活で、そして何より人目をひく美女であったのが大きかった。これほど事業で成功を収めた若手女性として、由佳里ほどの美貌の持ち主は、世界に目を向けてもちょっと見当たらない。

「由佳里の……本ですか？」

　思わず俺は聞き返した。ピンとこなかったためだ。

「このタイミングで、ぜひともうちからお願いします。他社からも多々要望が入ると思いますが、最初の刊行はなんとか弊社でと駆けつけてきたんです」

　ひたむきに依頼してきたのは、最大手出版社の、三〇代前半の女性編集者だった。この編集者は、電話してきた当日にひまりプロダクションに早くもやって来て、俺と由佳里を前にして盛んに説得を繰り返してきた。

　編集者は、羨せん望ぼうの眼差しを由佳里に向ける。

「私、健城さんにすごく憧れていまして……ご本人を前にしてお話ししているなんて夢のようです。健城さんのお話を聞きたがる女性はたくさんいるはずです。話題の健城さんの本となれば世間の注目度もすごいですし、弊へい社しゃとしても積極的にプロモーションを仕掛けて参ります」

「な～あるほど。そう来ましたか。ふふん、いいんじゃないでしょうか。もはやテレビ界になくてはならないメジャータレントの一人である私としては、作家デビューという選択肢は悪くないですよ。コメンテーターもできる。アナウンサーもできる。そして何よりビジネスの第一線で切った張ったを繰り広げ、経済界での実績まで豊富……。こんなにすごいビジネスウーマンって他にいたかなぁ？」

　由佳里はしきりに自画自賛を繰り広げた。

　俺は由佳里に注意する。

「いやいや……由佳里が原稿なんて書けんのかよ……。出版とはまったく縁がないのに、無理に関係しなくたっていいんじゃないのか？」

　栞の本ならまだわかる。実際に栞自身も新聞にコラムを持っていたり、長文の社会評論ブログを書いていたり、原稿を執筆したりする。何より、主張すべき自分の意見も持ち合わせている。

　しかし由佳里が書籍を発売するなど、俺には想像しがたい。由佳里に長文が書けるとは思えないし、本にして公に発表したがるような信念も持ち合わせてはいない。すぐ面倒になって投げ出すタイプだ。漫画雑誌でも創刊するというのか。

「私、早稲田の文学部出身ですから！　文学部っすよ⁉　私が本気を出せば、文章なんてお茶の子さいさいってことです！」

「文学部卒なのに在学中は本なんて一冊も読まなかったって、自分で言いふらしてたことあったろ？」

「それはまぁ……よく卒業できたと思いますね、うん。卒論なんて、愛読してた漫画の感想書いたんですよ。最低評価でしたけど、卒業させてくれました。それってやっぱり、私の人望だと思うんですよね。総合的な人間力の為せる業っていいますか」

「日本の大学マジどうしようもねーな。せっかくの貴重な四年間と高い学費をドブに投げつけてるようなものだ」

　俺も大学生時代は、家庭の教育方針で多様なアルバイトに駆け回っていたから他人を批判できるほどではないのだが、さすがに由佳里に呆れることができる程度には、最低限の勉強に取り組んだとは思う。もっとも日本の大学生は、大なり小なり由佳里と似たようなものだろう。

　しかし由佳里の話に、編集者は感じ入ったように口にする。

「人間力という視点、いいですね。健城さんの豊かな人間力を余すところなく盛り込んだ本にしましょう。世の中の女の子たちは、誰もが健城さんみたいになりたいと思っているはずです。その方法をみんな知りたい。私にも教えてください。だからご本人の口から、どうすればビジネス界で成功できるのか、どうすれば健城さんのような優れた人生を手に入れることができるのか……妥協せず、すべてを盛り込んでみたいんです」

　編集者は、すっかり由佳里を信奉しているようだった。

　俺はクギをさす。

「お話はともかく、健城は文章なんて書けませんよ。適切なライターを探さないと難しいように思いますね」

「今回はスピードを重視したいんです。可能な限り素早くマーケットに本を届けるべきタイミングです。健城さんの話題が盛り上がっているからこそ、一刻も早く……。ですから原稿は三日で仕上げます。かなり無理してでも来月の半ばには全国の書店に平積みする状態にしたいですね」

「み、三日⁉」

　俺は泡を食った。そんなことが可能なのだろうか。

　栞の最初の出版に取り組んだ俺の経験では、ページ数は非常に少ない本だったものの、それでも原稿完成までに一ヶ月半がかかったのだ。それを三日で……。

　編集者は強くうなずく。

「やります、必ず。私も会社に何日でも泊まり込んででも、これは絶対やり遂げます。間違いなく売れる本になります。キャリアウーマンに向けた健城さんの商品力は近年稀に見るレベル──出版界でこそ最高に活かせるものだと確信しております」

「ですよねー！　やっぱりそうなんですよねー！　存在するだけで光り輝いちゃう人間っているものなんですよね～！　さすがに私は違うなぁ！」

　浮かれはしゃぐ由佳里をスルーし、俺は確認する。

「現実的に、どうやって三日で原稿を仕上げるわけです？」

「今日この場で健城さんから了解を得れば、明日にはライターを連れて参ります。このような事情に手慣れた優秀なライターは編集部でも何人か確保しているので、すぐ対応できます。そして私とライターから健城さんにさまざまな質問をさせてください。時間にして二時間から三時間くらい。もちろんレコーダーで録音します。そこでの質疑応答をライターが面白く取りまとめ、一冊の新書として発売します。二〇〇ページ未満にして、二時間くらいで手軽に読めるスタイルがいいですね」

「なるほど。健城がやることはインタビューを受けるだけで、あとは本人が書いた風にプロが話をまとめ直すわけですね。たしかに、それなら早い……」

「著者は健城さんですが、印税は六％にさせてください。手伝ってもらうライターから原稿を買い切るため、そちらへの支払いがありますので」

「印税は正直どうでもいいですよ。これでも健城は年俸一億二〇〇〇万あるんで。上場企業経営者よりずっと多いです。来期はたぶん三億は取りますよ」

　年俸をそこそこ多めに設定しているのは会社の節税の一環だ。報酬として大盤振る舞いしてバランスを取らないと、その分だけ税金を多く持っていかれてしまう。加えて、役員報酬の額面よりも自由になる金は多い。何を買うにしても経費は使い放題だ。会社の利益は勝手に湧わいてくる。

　もっともサラリーマンは給与の額面にしか理解が及ばないだろうが、本質的にはこんな年収の多た寡かなど極めて瑣さ末まつすぎる話だ。なぜなら株主である由佳里や俺は、すでに数十億、数百億円の資産家ということになるのだから。

　西プロダクションでさえ株式市場で一〇〇億円前後の企業価値が付いていた。ひまりプロダクションは一回り大きい企業グループだし、西プロダクションと違って仕事を放っておいても売上が入ってくるビジネスモデルも構築できている。会社を売却すれば、現時点でも数百億円の値が付くのは確実だ。実際には忙しすぎて贅沢をしているヒマなどまったくないが、その気になれば豪遊生活を送ることも可能だろう。

「……すごい……。同じ女性として、心から健城さんに憧れます……。個人的にも早くインタビューして、キャリアアップについて色々教えてほしいです……」

　編集者は目を丸くした。

　労働組合が強力な大手出版社勤務の三〇代正社員なら、出版社本体が経営難に喘あえいでいても年俸は一〇〇〇万円を超えているはずで、かなりのキャリアを有する女性には間違いない。その彼女から見ても、由佳里のポジションは飛び抜けたものに映るようだ。

　由佳里は自分の胸を叩く。

「ズバリ教えて差し上げましょう！　ドーンと何でもお答えいたします！　それがキャリア女性のトップリーダーとしての私の責任といいますか！　しょうがないですよねー！」

　勇むのは勝手だが、世間では本当に由佳里が女性のリーダーだと思われているから困る。

「最初から一〇万部刷ります。全社を挙げて宣伝も試みます。発売されたら、健城さんが登場するテレビでぜひとも紹介の方、よろしくお願いします」

　編集者は興奮を隠さず、力強く請け負ったのだった。
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　日曜日早朝。

　経営会議に集まるのは、俺、由佳里、壮司、杏奈の四人である。今日も千歳が出勤していて、各自の前には、先ほど千歳が買ってきてくれたペットボトルのお茶が置かれていた。そのテーブルの中央で俺たちは幾つものビジネス誌を広げ、記事に見入っていたのだった。




『ひまりプロダクション仕掛け人──健城由佳里が語る、成功の軌跡』

『健城由佳里、その品格と才能を大解剖』

『美しきビジネスリーダーの素顔』

『七つの鉄則！　由佳里の成功学』




　広げていたページは、すべて由佳里に関する特集記事だ。

　これらはワイドショー的な内容を扱う女性誌や週刊誌の類たぐいではない。会議に持ってきたのはビジネスマンが読む主要な経済誌ばかりであり、由佳里をピックアップした記事を広げていたのだった。もちろん女性誌やゴシップ誌にも由佳里の話題が数多く掲載されていたが、そちらまで雑誌を積み上げると収拾がつかなくなってしまう。

「──というわけで、私が受け持つレギュラー番組の数がすごいことになっちゃってるの。テレビからラジオまで、駆けずり回らなくちゃならないくらい。それから女性雑誌でも受け持つコーナーが増えちゃって、もう大変」

　由佳里の説明に、杏奈が嬉しそうに応じる。

「いい感じだね！　『アイドルたちの何気ある日常！』は、本当は千歳ちゃんを猛プッシュするために企画したのに、ゆかりんの大ヒットに繫がるなんて想像してなかったよ。まさかの特大ホームランだよ」

「困ったことだ……。メインの業務に影響がないようにしてくれって言ったじゃないか……」

　俺は頭を抱えた。

「大丈夫、本業は絶対疎かにしません。私の大好きな仕事なんです。ちゃんとスケジュールを見ながら、空いた時間に受けられるものか見極めるようにしてますからね」

「そうは言うけど、あまりにも過重労働になるだろ……？」

「そもそも労働だなんて思ってないんですけど！　私にとっては毎日が日曜日ですよ」

「遊びだって疲労するときは疲労するんだ。見えないところで心労が溜まってて、何かのキッカケで倒れることにもなりかねないぞ」

　杏奈が口にする。

「私の方のマネージャー業務なら心配しなくていいよ。ここ最近、ゆかりんにマネージャーに付いてもらうこと多くなってたけど、これからは森くんに付いてもらうようにするからね。だからゆかりんは活躍して。その方が、プロダクション全体にとって絶対プラスになるよ」

「うちにとって、新しい市場でもあるのは確かだ。所属してるのはアイドルばかりだったなかに、キャリア女性のリーダーって位置付けのタレントは……なかなか悪くはないだろう。だけどさ、そこまでして小銭を稼ぐ必要はないんだけどな。できれば由佳里には、仕掛け人の側に徹してもらった方が利益は大きい」

「稼ぎの問題じゃないよ。ゆかりんは、ひまりプロダクションの新しい顔になると思うんだよね。ゆかりんみたいなポジションのタレントっていないから確実にいける。いきなり超人気タレントだよ」

　そんな杏奈の言葉に、ふと俺は思い出す。

「そうだった、由佳里がプロダクションの顔になるって話だよ。決めるべきことがあったんだ。この経営会議で重大な話をしたい」

「急にどったの、颯斗くん？　畏まっちゃって」

　杏奈は首をかしげた。

「先日、由佳里にも話したことなんだ。この機会に、俺は社長を降りようと思う。これからは由佳里が社長だ」

「それ本当の話だったんですか？　冗談だと思って適当に聞いてたなぁ」

　由佳里は意外そうな顔をした。

「由佳里自身も、戦術としてはアリって言ってたろ。俺もそう思った。だから今後は、由佳里が取締役社長でいこうじゃないか。そして俺は、役職のない代表取締役でいいだろう。何らかのリスクを取ることがある場合のために、代表権は俺一人だけにしておく。だけど会社の看板は由佳里だ」

　杏奈が感心したように腕を組む。

「……ふーん、そんなパターンがありえるんだぁ……。私はあんまりよくわからないことだから、颯斗くんとゆかりんが決めちゃっていいと思うよ」

「いいだろ、それで？」

　俺は由佳里を見やり、決心を促した。

「え？　まぁ、そうですね。それはそれで楽しそうですし、私と先輩の関係の本質が変わるわけでもありませんから、私はいいっすよ～」

「なら決まりだ。そのくらいの軽いノリでいい。気負わずに何でも引き受けるところはやっぱり由佳里だな」

　次に俺は杏奈に視線を向ける。

「それから杏奈。この機会に、ひまりプロダクションの取締役にも就任しておいてほしい。今は、杏奈プロジェクト株式会社の代表取締役社長だけど、それと並行して本体の取締役にもなるってことだ。役職は副社長でいいんじゃないか。昨日までの由佳里のポジションだ」

「ホントに⁉　私、何気に大出世じゃん？」

　杏奈は声を上ずらせた。

「現状でもすでに杏奈は経営陣のポジションにいるんだから、実際には何か関係性が変わるわけじゃないけどな。由佳里が社長になるのに合わせて、メディアを意識した対策を強化するだけだよ」

　今まで取締役は、俺と由佳里の二名だけだった。だがこれからは杏奈も加え、取締役は三名体制である。代表取締役が俺で、取締役社長が由佳里、そして取締役副社長が杏奈という構成だ。壮司は取締役には加えない。なぜなら『きれいなネット政治推進協会』の代表理事であるため、表向きの繫がりを薄くしておいた方がいいからである。そのことは壮司も理解しているし、本人にはビジネス上の野心がまったくない。

　ちなみに杏奈プロジェクト株式会社の方は、代表取締役社長に杏奈、専務取締役に佐歩という二名体制だ。森は平社員である。

　近年のビジネス界は、ドッグイヤー、マウスイヤーと呼ばれるほど技術革新の進展が速く、ものの一瞬で成功と失敗が入れ替わる。たった一つの商品や人材の登場が、その企業をたちまち隆盛にする事案もあるし、経営陣や部門の硬直化によって瞬またたく間に衰退する企業もある。

　レガシーコスト（遺産のコスト）と言って、かつては有効に機能した組織・生産方式・商品・人材であっても、ひとたび状況が変われば、それが逆に大いなる足かせになってしまうケースが多いためだ。

　組織のレガシー遺産は大切である。しかし同時に、レガシーは乗り越えるべき対象だ。ひとたびレガシーにしがみつき、現状を守ることばかりに執着し始めると、たちまち組織は没落し始める。より大きな視点で見れば、これは企業だけでなく、あらゆる組織体や国家にも当てはまる。日本国家は今まさに、かつての栄光と衰弱の狭はざ間まで藻も搔がき苦しんでいると言えるだろう。

　いつだって新しい未来を創るのは、破壊と創造を受け入れる精神だ。

　だからこそ俺としては、このタイミングで由佳里に社長を代わるのがベストな選択であると思ったのだ。今こそひまりプロダクションは、前向きに変わるべき時にある。あまり由佳里を調子に乗らせたくないから、あえて「関係性が変わるわけじゃない」とか「メディアを意識した対策」などと表面的なことを言ったまで。俺の本心はまた別だ。ここで自らが降格し、組織を一新するのは、これからも勝ち続けていくための極めて攻撃的な経営判断なのだった。なにせ俺たちが目指す目標は、日毬を錦にしきの御み旗はたへと高く掲げ、日本を変える大事業なのだ。

　皆を見回し、俺は言う。

「決まりだな。じゃあ佐々倉さん、名刺やウェブサイト、会社案内や各種資料をぜんぶ変えちゃってくれる？　今までは社長として俺の名前が出てたと思うけど、これからは社長を由佳里、副社長を杏奈に変更で。取締役会議事録と株主総会議事録も作成して、登記手続きまでやってもらっていいかな」

「畏まりました。対応する数が多いので数日かかるものと思いますが……このあと最優先で取り組みます」

　実直に壮司はうなずいた。

「壮ちゃん、会社のパンフレットやウェブでは、私の名前は片桐杏奈でお願いね。でも議事録や登記では、私の本名、美み城しろ晴はる菜なの方ってことになるのかな？　その辺、間違えないでね」

「大丈夫です。杏奈さんのファンである私が、間違えるわけがありません」

「ありがと、壮ちゃん。頼りになるなぁ！」

　前から気づいていたが、壮司は杏奈の熱心なファンであるようだ。隠すつもりもないらしい。密かに杏奈のＣＤを買っていたりするのだろうか。なんとも似合わない構図だが、微笑ましくもある。

「経営者としては、由佳里と杏奈の二枚看板になるわけだな。そしてタレント陣もすごいことになってて、超有名どころが日毬、杏奈、凪紗、栞に加えて由佳里の五枚看板というわけだ。『アイドルたちの何気ある日常！』のおかげで千歳の知名度も全国区に引き上げられたから、そのうち六枚看板と言えるレベルになると思う」

　感慨深げに杏奈が口にする。

「すごい育ってきたよね～。正真正銘、日本芸能界のトップ企業だよ。最も芸能プロらしくない芸能プロかも。タレント数が少ないのが逆にいいじゃん。全員、それぞれが強い分野で力を発揮できてるってことだからね」

「しかも新社長まで超有名タレントってなわけです。そこまで絶賛されると困っちゃうなぁ！」

　そう言う由佳里は少しも困った風ではなかった。

「由佳里はくれぐれも行き過ぎないようにしておけよ。他人をプロデュースするなら由佳里は十分にプロかもしれないが、自分のことになると足を踏み外しかねないぞ。規定速度を守らないと、必ず叩かれることになるはずだ」

「先輩、誰に向かって言ってるんですか？　ふふん、私は女子たちの新しいビジネスリーダーですよ。メディアの操縦なんて指先一つでやっちゃえるほどの特Ａ級の広告ウーマンにして、日本経済を細腕一本で支える偉大なる大社長ってことですよ。何を今さらです」

「わかったよ……。いちおう俺もチェックしてるから、たぶん大丈夫だろう。しかしだ……日本右翼界のドンから、芸能界の重鎮にして社長、女子たちの憧れであるビジネスリーダーまで……この会社、どんだけ突飛な組織なんだよ……。俺の方が驚いちまうよ……」

　グループに在籍する一人一人の顔を思い返し、俺は呆れて首をふったのだった。
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　由佳里がマスコミを賑わす最中、絶妙なタイミングで書籍が市場に投入されることになった。由佳里が好き勝手に喋った内容を、本当にライターがわずか三日で原稿としてまとめ上げ、編集者の不眠不休の努力の末に、信じられないハイスピードで書店に並ぶまでに至ったのだ。新書コーナーに足を運ぶと、どの書店でも由佳里の本が一番目立つところに山積みにされていた。

　書籍タイトルは──『勝てる女のビジネス力』。

　もちろん著者名には健城由佳里。

　誰よりも由佳里を知っている俺からすれば、なんともシュールな破壊力のあるタイトルである。だが、やはりネーミングセンスはプロの編集者は違うと思わざるをえない。俺が名付けてきた会社名やブログ名は酷いレベルばかりだったし、栞の本のタイトル『槙野栞の社会経済超入門』も今から振り返れば弱すぎた。中身はともかく、マスコミで急激に持て囃はやされだした由佳里のブランド力と、その由佳里の一冊目である注目度の高さ、そしてこの書籍タイトルだけで売れそうな気がする。

　新書が書店に並ぶ数日前には、完成した書籍を編集者からもらって内容を確認していたが、特に注意を要するような部分はなかった。どこを見ても当たり障りないことしか書いていなかったし、何か特別な情報が盛り込まれているわけでもなかった。由佳里が思いつきで適当に喋った内容を、まとめただけのようである。延々と心構えの話ばかりだ。俺が読んでも、一体全体、どの辺が役に立つのかわからない。どこが勝てる女なのか、どこがビジネス力なのか、首をかしげざるを得ないものだった。心構えをいくら聞かされたところで、現実のビジネス上では役に立たないことを俺は断言できる。何かを学んだように感じるのは、単なる〝錯覚〟なのだ。

　ただし、内容に間違いがあるわけではなかった。由佳里がやってきたさまざまな仕事や、所属タレントの売り出し方を幅広く盛り込み、表向きのことをザッとなぞっただけの内容である。強いて違和感があった箇所を挙げれば、ひまりプロダクションの創設の物語に触れている章のなかで、由佳里がすべてを一手に仕切って会社をプロデュースしてきたようなニュアンスになっていたことだろうか。俺のことには書籍内ではあまり詳しく触れていないのだが、「パートナーの上手な扱い方」と称して、さも俺が由佳里にコントロールされたがごとく所々に登場しているくらいだった。この扱いは望むところだ。もともと世間一般に対しては、ひまりプロダクションは由佳里の会社だというイメージ付けをしたいと思って社長を譲ったのである。もっと強く由佳里が「すべてを仕切ってきた」と宣伝してもいいくらいだった。日毬の衝撃的なデビュー時に社長は織葉颯斗だという報道が過去に重なっていたが、そんな情報を記憶している人は少ないに違いないし、メディアが発信する報道が世間の認識を一瞬で塗り替えてくれるだろう。

──そして、『勝てる女のビジネス力』発売の翌日。

　一〇万部刷った由佳里の新書は早くも重版が決定し、次々と大量の書籍が全国に配本されていった。このペースなら、近いうちにミリオンセラー超えは確実だ。栞の本とはまるでスケールが違う。

　しかも意外なことに読者の評価はすこぶる高く、とりわけキャリア女性たちを中心にして由佳里が教祖でもあるかのように崇あがめられるようになっていった。さらには数々の新聞紙面の書評やテレビでも極めて好意的に取り上げられることになり、世の中に話題を提供し続けた。俺にはなぜ評価が高いのかわからないが、一般社会人には面白いのだろうか。

　世間は由佳里の才能を絶賛し、その成功者ぶりを褒め讃えた。みるみるうちに由佳里は、ビジネス界におけるニューリーダーとしての地位を確立してしまったのだった。

　そしてビジネス系雑誌の『Ｂｉｚネクスト』が、由佳里に憧れるキャリア女性たちの特集を組んだ際、その登場女性たちを『ユカラー』と名付けた。由佳里の名前をもじったものだ。するとこの名称はたちまち広まり、他のメディアでも『ユカラー』が一般的に使用される用語になっていった。キャリア女性たちの方も堂々と『ユカラー』を自称したから、日本全土には三〇〇万人を超える信奉者が誕生することになったのだった。

　しかもこの動きは、アジア各国の女性の間でも広まっているらしい。『勝てる女のビジネス力』の翻訳版がアジア諸国でもかなりの売れ行きになっているそうだから、本当に大したものである。

　たしかに由佳里は有能だ。それは全面的に認める。俺も由佳里をビジネスパートナーに選んだのは、要領の良さや、営業力や企画力の高さ、各種の仕事に比較的万能に対応できる柔軟性、仕事を遊びの延長線上に据える独特の前向きさ……などなど、多くのことを誰よりも買っていたからである。実際に由佳里と共同で仕事に取り組んでみれば、俺の見立ては間違っていなかったことが証明されたはずだ。

　しかし由佳里の能力は、あくまでも戦術的な側面でこそ発揮されるものである。全体の戦略を論理立てて考えるような頭脳を持っていないし、そもそも由佳里は難しいことを考えるのを好んでいないのだ。

　百歩譲って、マーケターとしての優秀さを強調するなら理解できる。しかし俺から見れば、由佳里が「ビジネスリーダー」とは到底思えず、「ビジネスリーダー（笑）」といったニュアンスが正確だ。要するに兵隊や下士官としては飛び抜けて有能だが、軍を仕切る指揮官としては別問題ということである。にもかかわらず世の女性たちは、由佳里のことを、軍の指揮官として憧れ、尊敬しているのだった。ピントがズレた世の中の勘違いぶりには、ただただ失笑を禁じ得ない。

　まさか『アイドルたちの何気ある日常！』が、由佳里を教祖のような立場に押し上げるキッカケになるとは思いも寄らない事態である。世の中は、何がキッカケになって一変するかわからないものだ。
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「この原稿を、手直しせずに使い物にするのは難しいな……。努力して書いたのは重々承知だ。優れた視点も散見される。でもな、そもそも力の入れどころが間違ってるよ。栞が釜かまヶが崎さきにこだわる気持ちはわかるけど、内容が硬派すぎるんだよ」

　俺は原稿を前にして、ひまりプロダクションフロアにある応接セットで、栞に滔々と説明して聞かせた。隣には由佳里だ。なにせ今の由佳里は、書籍を出せば軽く数十万部を売り上げるベストセラー作家様でもある。

「由佳里の爆発的ヒットを見て、うちも作家として売れたい思うたんや……。せやから努力してみたんやけど……」

　栞は悔しげに唇を嚙んだ。

　釜ヶ崎での生活を振り返る自伝や、ルポなら面白味がある。しかし栞が提出してきたのは、大阪市西成区の経済分析や改善案を基点にして社会構造を考える原稿だったのだ。あまりにピンポイントすぎるし、商業出版はお役所の仕事ではないのである。

　俺は手振りを交えながら説明する。

「悪いけど、いったん釜ヶ崎はお預けにしてくれないか？　栞は思い入れが強すぎるから、どうしても硬くなっちゃうんだよ。もっと軽いタッチで日本や世界を見るようなものに取り組んでほしい。この原稿は、いずれ栞が作家として売れたら、アレンジを加えて出版ラインナップに加えるくらいでいいんじゃないかな」

「栞ちゃんはもうタレントとして引っ張りだこだし、芸能界での地位は完全に確立したわけだから、本にこだわる必要なんてないのよ？」

　由佳里は優しく口にした。

「せやけどな、うちも芸能界が最終目標ってわけやない。日毬や杏奈やって、芸能界を踏み台にして自分が本当にやりたいことをやってるはずや。焦る気持ちを抑えられんねん。そこに由佳里のバカ売れを見せつけられたら……。一冊目なのに、いきなりミリオンセラーに到達しそうやないかい……。うちには日毬みたいな勇気もないし、原稿を書くしかないんかなって……」

「一冊目に出した栞の本は、タイトルがよくなかった。俺の責任だ。下手に俺が関わったのが失敗だったと思う。優秀な編集者を見つけて丸投げしてしまうべきだったと反省してるよ。やはり餅もちは餅屋だってことだ。『牛丼指標』は決して悪くなかったんだがなぁ……」

　俺は椅子に身を沈め、話を続ける。

「それとな、由佳里の大ヒットは意識するな。これは普通の現象じゃない。俺だってまったく予想外だったんだ」

「次の栞ちゃんの本は、私が推薦しまくってあげる。私のイチオシ本だってね。そしたらきっと全国のユカラーが買ってくれるはずよ」

「ええなぁ由佳里は……。売れてる芸能人やって、ユカラーみたいなファン層は抱えとらんで。日本大志会の党員みたいなもんやないか。まさか由佳里にあっさり追い抜かれるとは思わへんかったわ。うちにメディア出演の量で抜かれたのを残念がる千歳の気持ちが、初めて身に染みたで……」

　しみじみと栞は言った。

「しかもだ、ユカラーって三〇〇万人いるって言われてるからな。日本大志会の党員数は先週時点で六万人前後ってところらしいから、由佳里がちょっと物凄いことになってるぞ……。単純に比較はできないにしても、どうなんだろうな……。グローバルな評価なら日毬一択だけど、日本国内やアジア地域に限ってみたら由佳里人気は日毬に匹敵するかもしれん」

「ふふん。やっぱり持って生まれたカリスマが発揮されているわけですよ。私って昔から実は結構すごいんです。やっと先輩も、その辺のことを理解してくれましたね」

「まさかの伏兵やで。いつか日毬を超えたろ思うとったのに、由佳里まで前に現れるなんて驚きや。うちも気合入れ直さんとアカンなぁ……」

　聞き耳を立てていたのだろうか、パソコンに向き合っていた千歳が顔を上げ、ソファに座っている俺たちに向けて口にする。

「栞さんは大成功してますよ。私なんてかなり早く事務所に所属してるはずなのに、あとから入ってきた栞さんや凪紗さんにもあっという間に追い抜かれちゃってます。ましてや日毬先輩や杏奈さんにはとうてい追いつけそうにないですし」

「でも、千歳ちゃんは全国に名前が知られたし、もうすぐだって！　おかげで仕事の依頼も増えてるからね。心配することないのよ」

　由佳里が穏やかに慰めた。

　ちょうどそのとき、杏奈がフロアにやってきた。

「おつかれー！」

　明るく挨拶しつつ、杏奈がソファになだれ込むように腰かけてきた。

　皆はそれぞれ挨拶を返すと、杏奈は由佳里に視線を向ける。

「ゆかりんにお願いがあって来たの。お話ししていい？」

「うん、いいよ～。どんなお願い？」

「今度、ドーナツショップのポスターを作るんだぁ。それでね、最初は私自身が出ようと思ってたんだけど……ゆかりんを起用したいなぁって思って」

「もちろん杏奈ちゃんの頼みなら断らないわよ。でも、どうして杏奈ちゃんより私なの？」

「だってドーナツの購買層って、ずばりユカラーの女の子たちだと思うんだよね。冷静に考えれば、私のファン層って男性六五％、女性三五％って感じじゃない？　でもユカラーって女性一〇〇％じゃん！　しかも一番購買力のある層でしょ。ゆかりんを起用しないわけにはいかないよ」

　なるほど、杏奈の分析は的確だ。しかもユカラーは、まさしく広告宣伝に強く影響を受ける層でもある。由佳里を押し立てるのは、悪くない人選だと思われた。

「そこまで言われちゃ、出てあげなくちゃいけないなぁ！　杏奈ちゃん、大船に乗ったつもりで任せちゃってよ。うん、それなら仕方ない！」

　由佳里は満まん更ざらでもなさそうだった。少し前なら、役員でありマネージャー役でもある由佳里がタレントとして露出するなど論外の話だったのに、今ではすっかり普通のことになってしまった。変われば変わるものだ。

　俺も同意する。

「たしかに、ターゲットはズバリだな……。最初のころの佐歩のお店の購買層が、まさにユカラーって感じの女の子たちだった」

「でしょ？　ゆかりんがベストだと思うの。それに私もユカラーだしね！」

「実はうちもユカラーなんやわ。由佳里が広告務めてたら、うちなんて毎日買ってまうかもしれんで」

　栞は本気で言っているようだった。

　千歳は自分の席に座ったまま、小学生のように手を挙げる。

「はい！　私もユカラーなんです！　由佳里さん、大好きです！」

「あは。私がみんなの広告塔になってあげるからね。今まで以上にマネージャー業務にも励まないと！」

　由佳里ほど同性に好まれる女子は珍しい。女の子にありがちな嫉妬とは無縁だし、開けっぴろげで明るく、何をやらせても前向きだ。多忙を極める毎日のなかにあっても、会社の雰囲気が華やかに保たれているのは、まったくもって由佳里のおかげである。そしてそのことは、ひまりプロダクションのメンバーなら誰もが理解していた。

　ひまりプロダクションは、もう本当に由佳里に任せてもよさそうだ。
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　深夜。

　携帯の電話が鳴った。杏奈からだ。

「おつかれー！　相談があって電話したの」

「どんな話だ？」

　即座に俺は応じた。

「ゆかりんデビューの記念パーティーを開催したいなぁって思ったんだよね。たった今ここで、みんなで話し合って決めたことなんだぁ。それですぐ颯斗くんにオッケーもらいたくて。今までは私たちが祝われる側だったけど、今度はゆかりんを祝う側に回ってあげたいじゃん？」

「なんだ、みんないるのか？」

「いるよー。ひまりんと千歳ちゃんと栞ちゃんと佐歩と、凪紗さんまでね」

「社長！　お願いします！」

　千歳の声が飛び込んできた。杏奈の後ろから叫んでいるのだろう。

「いいよ。断る理由なんかないしな」

　由佳里デビューといっても、俺にとっては何も変わらない。由佳里の露出状況をいちいちチェックするわけでもないし、マネージャーにつく必要もないからだ。しかし、せっかく杏奈らが楽しみに企画しているのに、水を差すほど野暮でもない。社内での全員が集まった飲み会を、そろそろ開いてもいいタイミングだろう。

「やった。企画は私たちに任せてもらうよ。もちろん颯斗くんも出席してね。あっ、ゆかりんには絶対に内緒だよ？」

「わかってるさ」

「壮ちゃんや森くんには、私の方から連絡しておくよ。じゃーねー」

　俺の了承が聞けただけで十分だったのか、杏奈はすぐさま携帯を切ってしまった。女の子たちが集まって企画を練るのだけでも楽しいだろう。
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　時刻は一九時四五分。

　映報堂で、日毬と凪紗が同時起用される新しいＣＭ企画についての打ち合わせを終え、俺は杏奈から指定されたホテルへと駆けつけた。パーティーは二〇時開始と聞いている。

　ホテルのロビーには宴会場使用予定が張り出されており、チェックしてみると、最上階の会場に「ひまりプロダクション様」と書かれてあった。

　国際色豊かな人々が行き交うロビーを通り抜け、俺はエレベータへと乗り込んだ。今日の主役である由佳里は、この前の時間、エンタメトーク番組の収録が入っているはずだ。もちろん由佳里本人が特別ゲストとして登場しているのである。収録が終わるのは一九時三〇分と聞いていたから、由佳里は局前でタクシーに乗り込んだ頃だろうか。杏奈の話によると、由佳里には「ホテルの最上階のバーで軽く話そう」と誘っただけらしく、本当の目的は知らないはずだ。杏奈がバーで待っているとしか思っていないだろう。

　最上階で降り、東京の夜景が一望できるフロアの最奥に目的の会場はあった。数十人規模のパーティーが催されるスペースだろうか。広すぎず、狭すぎず、身内だけのパーティーを開くにはちょうどいいくらいだ。会場はガラス張りで、素晴らしい夜景が目の前に映し出されていた。このホテルで最上の場所だろう。

　用意されたステージの横では女性陣──日毬、杏奈、凪紗、栞、千歳、佐歩の六人が輪になって、計画を話し込んでいるようだった。そして会場の隅では、ひっそりと壮司と森が肩身が狭そうにして佇たたずんでいた。

　女性陣の邪魔をしたくはないので、俺は男性陣二人の方へと近寄っていく。

「社長、おつかれさまです」

「どうも、織葉社長。杏奈がいつもワガママばかりですみません……」

　すぐさま壮司と森が声を揃えてきた。

　森に謝ってもらう必要はないのだが、森としては挨拶代わりのようなものだろうか。森は杏奈のメインマネージャーであり、杏奈の会社の社員であり、経営者としての杏奈の秘書役でもあり、その杏奈の会社はひまりプロダクションの一〇〇％子会社という、なんとも微妙な位置付けにあった。俺の直接の部下ではないし、かといってグループの身内同士でもあるし、森から見れば俺は上司の上司という立場だ。俺の方は別に森に対して偉ぶるつもりは毛頭なく、杏奈のサポートをしてもらえれば十分である。

「佐々倉さんや森さんは詳しいこと、何か聞いてる？」

　俺の質問に、二人は首をふる。

「由佳里さんのパーティーをやるので集まってくれとしか聞かされておりません。くれぐれも由佳里さんには内密にと」

「ぼくは何も聞いてなかったんですよ。ついさっき、杏奈の仕事が終わってから、『行くよ』と言われて連れてこられただけです。ここで佐々倉さんからお話を聞いて、今日のイベントを初めて知った次第です」

「ははは、杏奈らしいな。振り回されて大変でしょう。由佳里が忙しくなる分だけ、また森さんには杏奈のマネージャーを本格的に頑張ってもらわないと」

「マネージャーというより何でも屋です。でもなんだか、自分が中心で関わってる新会社が育っていくのは楽しいんですよね。こんな風に仕事にワクワクするのは初めてなんで、新鮮な気持ちです。こうなったのも杏奈のおかげといいますか……。行くところまで行ってやりますよ」

　案外、森は満更でもなさそうだった。

　二人と話し込んでいると、女性陣六人が俺たちの下にやってきた。

　杏奈は楽しげに言う。

「今、ゆかりんから電話あったよ。もうすぐ着くって！」

「俺たちはどうすればいいんだ？」

　俺が訊くと、千歳が明るく応じる。

「好きにしててもらって大丈夫ですよ！　私たちがやります！」

「みなさん、そんな奥にいないで、もっと前に出てください。ステージの前へどうぞ」

　佐歩に強く促され、俺たち三人は言われるがままステージ下の前列へと歩を進めた。

　そして栞と杏奈がステージに上がってゆく。栞がステージ脇にある演台でマイクの音量を整え、杏奈はその後ろにある音響機材の側で腰を屈かがめる。佐歩は会場の隅でビデオカメラを握りしめ、出入り口を映し始めた。

　日毬と凪紗が出入り口の側で待機し、千歳が会場の外へと出て行った。女性陣は皆、イタズラを前にした子どものように笑顔で楽しそうだ。何が始まると言うのか。

　手持ち無沙汰の俺と壮司と森は、グループ内の業務改善について意見を交わしていた。場にそぐわないが、俺たちは本当に置いてけぼりなのだ。この場を準備したのはすべて女の子たちであり、由佳里のデビューパーティーをやるということしか聞いていない。任せるしかないだろう。

　五分ほど過ぎたころ、出入り口が開き、千歳が駆け込んでくる。

「来ましたっ！　来ましたよっ、皆さん！」

　そのすぐあと、ゆっくりと出入り口が動いて、由佳里が顔をのぞかせた。

「ここでいいのかな？　……あれ？　日毬ちゃん？」

　由佳里は、目の前の日毬に目を留とめ、意外そうな顔をした。

「由佳里、入ってくれ。みんな楽しみに待っていたんだ」

　日毬に腕を摑まれて引っ張られ、由佳里が会場に足を踏み入れた。その瞬間、会場いっぱいに穏やかなクラシック音楽が鳴り響く。

「なっ、何？」

　由佳里は意表をつかれたようで、会場内をしきりに眺め回していた。

　栞がマイクで声を響かせる。

「これより、ひまりプロダクション主催、健城由佳里デビューパーティーを盛大に開催させていただくで！　ひまりプロダクションのヒロインにしてプリンセス、立役者にして真のフィクサー、健城由佳里本人の登場や！　温かい拍手で迎えたってや！」

　女性陣が全員、笑顔で由佳里を見やり、一斉に拍手を始めた。事の成り行きを見守るしかできなかった俺たち男性陣も、精一杯の拍手で応えた。

　由佳里は目を見開き、呆然と立ち尽くした。その両手を日毬と凪紗が摑んで引っ張り、後ろに千歳が回り込んで肩を押し始めた。

「行こう。やはり主役はステージの上でなくてはならない」

　日毬が断固として言い、凪紗も声を揃える。

「参りましょう。みんなで準備したんです。どうか応えてください」

　由佳里は大いに戸惑った様子を見せつつも、日毬と凪紗と千歳に取り囲まれ、ステージに向かって押されるがまま歩き始めた。

　さらに俺たちは拍手を強くする。

　そのまま三人からステージに押し上げられた由佳里は視線を彷徨さまよわせ、珍しくオロオロとするばかり。こんな由佳里の姿を見るのは初めてで、なんだか微笑ましい限りだ。

　由佳里が登壇した頃合いを見計らい、栞が声を響かせる。

「では次に、うちら所属タレントを代表し、凪紗さんより感謝の言葉といこうやないか。企画を皆して考えたときに、なんと凪紗さんが、この役目を自らやりたいと立候補したんや。うちらもびっくりやが、それだけ凪紗さんの思いが強かったちゅーことやろ。それじゃ、頼むで」

　ステージの下、凪紗は由佳里の側に進み出て、おずおずとマイクを持ち上げる。

「た、大変な役割に立候補してしまいました……。健城殿……よ、よろしくお願いいたします……」

　実に凪紗らしい、妙ちくりんな冒頭の挨拶である。マイクを手にする凪紗は小刻みに全身を震わせているようだった。皆に注目される真っ直中での挨拶は、凪紗にとって恐ろしいものであるはずだ。それでも意を決し、気丈に振る舞おうと努める凪紗の姿勢が、その真剣な表情から伝わってくる。

「姉上、頑張れ！　私がすぐ側についているぞ！」

「凪紗さんっ、頑張ってください！」

　日毬と千歳が、後ろから励ましの声援を送った。

　凪紗は息を整え、懸命に語り出す。

「健、健城……健城殿と初めてお会いしたのは私の自宅でありました……。日毬がデビューするというお話でご訪問して下さったのでしたね。そのとき健城殿と会話を交わしたのは一言二言でしたが、世の中にはこんなカッコいい女性がいるんだと驚いたものです。それから一緒に仕事をするようになり、健城殿を知れば知るほど憧れの気持ちでいっぱいになりました。その気持ちは今でも変わりません」

　たどたどしく、だが必死な様子で凪紗は続ける。

「健城殿はいつも優しくて明るく、情けない私にも温かく接し続けてくれました。落ち込んだときにも、逃げ出したいときにも、穏やかに励まし続けてくれました。健城殿の支えがなければ、私はまともな仕事にもありつけなかったに違いありませんし、社会での自分の身の置き所を見出すことすらできませんでした……。筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいほど感謝の念でいっぱいです……。誠にありがとうございました……」

　凪紗は目に涙を浮かべていた。どこか小中学生の作文のような言葉の数々だが、それでも凪紗が逃げ出さず、決死の思いで切々と祝辞を述べる様子に俺は呆気に取られた。何人にも囲まれた中心でマイクを手に語るなど、凪紗にとっては驚異的な進歩なのだ。

「こんな私ですが、いつか健城殿のような女性になりたいと夢見ています。これからもずっと、カッコいい健城殿でいてください。私たちの中心になって、ひまりプロダクションを引っ張っていってください。女性たちの中心になって、日本を引っ張っていってください。日毬のことも、どうかよろしくお願いいたします……。お願いばかりで恐縮ですが、私たちは皆、健城殿のことを心から頼りにしています……。これからも末永く、よろしくお願いいたします……」

　そして凪紗は深々と頭を下げた。

　由佳里は表情を歪め、片手で目を拭いた。

　俺は心底驚いた。まさか、あの由佳里が……目に涙を溜める姿を見るなんて！

　栞が再びマイクに顔を近づける。

「おおきに凪紗さん。さて続いては、日本右翼界戦後最大の巨頭、世界一有名な芸能人、冗談みたいなスーパーアイドル──神楽日毬から、うちらが用意したデビュー記念品の贈呈といこうやないか。日毬、よろしゅう頼むで」

「うむ。承知した」

　日毬は側のテーブルの上に置いてあった包みを開けて、竹で編まれたバスケットを取りだした。それを大切そうに両手に持ち、日毬はステージへと上がってゆく。

　バスケットのなかには、ゴールドで創られた一本のバラ……いや、一本のバラを模した黄金の造ぞう花かといった方が適切か。

　なんというバブリーなプレゼントだろう。しかし花が枯れることはないから、一生の想い出として永遠に手元に置いておけるものになるはずだ。

　日毬は生真面目な顔で歩を進め、由佳里の前で立ち止まった。

　由佳里は目を真っ赤にし、洟はなをすすっているようだった。
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「由佳里、デビューおめでとう。私たちは皆、由佳里が活躍する姿を見るのが嬉しく、自分のことのように喜んでいるぞ」

　親身のこもった日毬の言葉。

　背筋を伸ばした直立不動の姿勢、軍人のように厳格な面持ちで日毬は続ける。

「多くの女性たちも由佳里に共感し、その一挙手一投足に注目している。日本を率いる天命が、由佳里にはあったのだと思う。もし私が道半ばで討ち死にすることがあっても、この日本に、由佳里が残っていてくれるなら安心だ。命尽きたあとのことなど気にせず、私は自らの魂に忠実に従い、前進に前進を重ね、使命を全うできるというものだ。由佳里……どうか日本のことを、よろしく頼む」

　日毬がバスケットを差し出すと、遂に由佳里は涙を堪えきれなくなったようだ。はらはらと流れ落ちる涙を流しながら、由佳里は震える手つきで受け取った。

「日毬、おおきに！　その花は、うちら全員の感謝の結晶や。大切にしたってや。さて、次もまだまだあるで～！」

　栞は司会者席で、俺を見やってくる。

「ひまりプロダクション創業者、颯斗からの祝辞やで！　由佳里に声を掛けたってや」

「え、俺？」

　思い掛けない役割だ。しかし振られた以上、応えなくてはならないだろう。せっかく温まった場を、白けさせるわけにはいかない。

　千歳はマイクを手に、笑顔で俺に差し出してくる。

「はい、社長。どうぞ！」

　俺はマイクを受け取り、先ほど凪紗が祝辞を述べたステージのすぐ下まで進み出る。

「急に振られることになるとは思わなかったな。ふーむ……」

　しばしマイクを握りしめながら考えを巡らせてみれば、この場で語るのに最も相応しい報告があると俺は思い至った。

「そうだ、せっかくの機会だ。経営会議で決めたことを、全員が揃っている前で発表しておこう。登記が完了したら皆に伝えようと思ってたんだが、今でいいだろう」

　皆を見回し、俺は続ける。

「先日、俺は正式に社長を辞任したんだ。代表権は俺に残したままだが、経営の舵を取るポジションは由佳里に任せていけるんじゃないかと思ったんだよ。だから、新社長には由佳里だ。取締役社長として由佳里、そして同時に杏奈が取締役副社長に就任することになる。ここのメンバーは皆で、由佳里を支えてやってほしい」

　何人かから驚きの声が上がるのが聞こえた。

「前に、由佳里と佐々倉さんの前で誓ったことがある。『日本のすべてがここにある──そんな会社にしてみたい』ってな。未だ道半ばかもしれないが、それでもこの道程のその先で、本当に日本の未来が摑つかみ取れるような気がしてきたんだ。俺も日毬から影響を受けまくっちまったのかもしれない。まったく、とんでもない人生だ」

　俺は肩をすくめつつ、先を続ける。

「このバトンは、いったん由佳里に手渡してみたいと思う。もちろん俺も今まで以上に努力するけど、ひまりプロダクションの顔役は、由佳里こそが相応しい」

　由佳里はもう涙を隠そうとすらしていなかった。しきりに両手で顔を拭きながら、嗚お咽えつをもらしていた。

　俺は努めて穏やかに語りかける。

「由佳里。今の俺たちがあるのは由佳里がいてくれたからだ。俺一人じゃ、とうてい成し遂げられないことだった。由佳里には誰にも負けない才能がある。ひまりプロダクションのこれからを創る、新しい社長は由佳里の役目だ。責任はすべて俺が取る。だからリスクは気にせず、何もかも好きなようにやってみてほしい。由佳里ならやれるさ」

　さすがに俺も、語っていて気恥ずかしい気持ちになった。だから最後に、ほんの少しの冗談を交えることにする。

「ちなみに、俺も今日からユカラーだ。以上、俺からの話は終わりだ」

　すかさず栞が声を上げる。

「ええ話や！　あんがとさん！　さあいよいよ、今日の主役から大いに語ってもらおうやないか。頼むで、由佳里の出番や！」

　俺からマイクを受け取った千歳は、勇んで壇上に上がり、由佳里に手渡した。

　ついに由佳里は袖でしきりに涙を拭ぬぐい始めていたが、もはや嗚咽が止まらなくなってしまったようだ。

　由佳里は何度かマイクを口元に近づけ、何かを語ろうと試みたようだ。しかし、嗚咽にかき消されてしまう。俺たちは皆、そんな由佳里の様子を静かに見守っていた。

「今日は……」

　やっとのことで由佳里は言葉を絞りだそうとしたのだが、しゃくり上げ、腕で目を拭った。

「よ───っ！　新社長！」

　栞が合いの手を入れた。

　由佳里は深呼吸を繰り返し、再び喋ろうと試みる。

「不肖ながらわたくし健城由佳里は、ひまりプロダクションの新社長として……新社長として……」

　懸命に由佳里は皆の期待に応えようと努力したようだが、それ以上、言葉にならないようだった。

　由佳里があまりに咽むせび泣く姿に、さすがにこれ以上まともに喋らせることは難しいだろうと思ったとき──。

「ありがとう、みんな……。頑張るね……。精一杯、頑張ってみるからね……」

　嗚咽混じりに、由佳里は切々と小さな声で口にしたのだった。

　満足そうに栞が皆を見回し、口にする。

「さあ乾杯や！　一丁、気合入れようやないかい！」

　俺たちは、テーブルの上に並べられているコップを取り、各自が好きなものを注いで準備した。由佳里には、千歳がビールを注ぎ、壇上に上がって手渡した。

　用意が終わると、栞が促す。

「準備完了！　ここで乾杯を務められるほどの超大物は、やはり日毬だけやろう。頼むで、日毬」

「うむ。了解したぞ。身しん魂こんを込めて務めさせてもらおう」

　日毬は深くうなずいた。

　先ほどまで俺がいた場所に、今度は日毬が進み出た。そして大きく息を吸い込み、壇上の由佳里に視線を向ける。

「由佳里、社長就任おめでとう。今や由佳里はひまりプロダクションの船せん頭どう役であるだけでなく、この日本のリーダー役の一人である。由佳里には重大な使命があるが、心配するには及ばない。なぜなら、ここにいる私たち全員が、全力で由佳里を支えるからだ」

　日毬はコップを高らかに掲げ、あらん限りの声を振り絞る。

「行こう、絶望を超えて！　進もう、魂を懸けて！　私たちが歩むこの道の先に、輝く日本がきっとある！　大日本の未来のために……乾杯！」

『乾杯！』

　俺たち全員は心底から声を揃えて叫び、日毬の献けん盃ぱいに応えたのだった。
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　テレビ画面には由ゆ佳か里りとアナウンサーの二人が映し出され、対談している模様が放送されている真っ最中だった。ゴールデンタイムの番組で、由佳里がインタビューを受けているのだ。

「──では、健けん城じょう社長と所属タレントたちの関係は、主従関係ではなくて、友達同士のような関係だということですね？」

　アナウンサーの問いかけに、由佳里が嬉々として応じる。

「茶飲み友達みたいな感じかもですね～。うちの子たちと話してると、もう時間なんて忘れちゃってますし、仕事だなんて思えないんです。こんなに楽しく毎日を過ごせていいのか不思議なくらいですよ」

「そう言えば健城社長のミリオンセラー『勝てる女のビジネス力』でも、仕事を遊びとして捉えることの重要性を盛んに力説していらっしゃいました。芸能プロダクションの社長は、まさに健城社長の天職じゃないでしょうか」

　ひまりプロダクションは経営陣を一新し、社長には由佳里が就任していた。それに伴い、副社長には杏あん奈なを起用し、俺は取締役に降格していた。いちおう常務取締役ということになっている。また監査役には形式上、税務をお願いしている会計士に就任してもらっていた。

　今やひまりプロダクションは、関連会社として杏奈プロジェクトやステッチラインなどを傘下に持つ優良企業だ。杏奈プロジェクトは日本有数のアイドルである杏奈が経営している会社として有名になっていたし、ステッチラインは年商一〇〇億円単位の中堅大手の洋服工場である。そのグループのトップが由佳里というのだから、本人をよく知る俺としては苦笑を禁じ得ないところである。

　由佳里は手振りを交えて語る。

「やっぱり人生、そういう天職を見つけるための視点を、いかに早いうちから養えるかが勝負だと思うんですよ。いくら大企業に入ったって、楽しくない部署や仕事に回される可能性は山ほどあるわけで……そんなとき、会社にしがみつきますか？」

「難しい質問ですね……。日本の場合、一度大企業のラインを外れちゃうと、そこに復帰する可能性はほとんどありませんからね……。自分なら、テレビ局を辞めることは今は考えられません」

　アナウンサーは気難しい顔で応じた。

「たとえば私のイトコのお兄さんに、日本有数の商社に入った人がいたんですよ。商社と言えば、兵器や石油や天然ガスや鉱石を扱っていたりして、世界経済の中心で活躍できそうなイメージがあるじゃないですか。でも私のイトコが配属された部署は、うどん屋さんに小麦粉を卸す部署だったんですよね。それ、もちろん立派な仕事ですよ。本人が好きな仕事であればいいんです。でもイトコはですね、もっと壮大な絵図を勝手に描いていて、英語や中国語、経済学や経営学まで死ぬほど頑張って勉強して、誇らしく商社に入ったわけです。そしたら小麦粉だったわけですね。街のうどん屋さんのための。まぁ商社っていうのは、本当はそういう地道な仕事が大半を占めるわけですが、当時のイトコは想像していなかったんです。しょせん学生だったわけですから、そういうことがわからない」

　なかなか堂々と喋るものだ。もっとも由佳里は営業マンとして非凡な才能を持っているから、人前で語ることに慣れきっている。明け透けでヤンチャな自らの体験をベースにした由佳里の話は面白いし、クライアント受けもいい。際立った容姿と相まって、テレビで映えるのは当然なのだ。

　由佳里は話を続けてゆく。

「商社は特定部門に一度配属されると、よほどのことがない限り部署移動は叶わないわけですね。最初の部門が、生涯の専門分野になるんです。だから一生小麦粉なわけで……。あれだけ活き活きとしていたイトコが、みるみる鬱うつっぽくなっていく姿を、私は中学生のころに間近で見る機会があったんです。『ああ、どんなに優秀でも意味がないんだ。自分の好きなことをし続けるのが人間一番なんだな』って」

「なるほど……。イトコのお兄さんのそういう姿を間近で見て、その真理に到達したと」

　アナウンサーを指差した由佳里は、ふと気づいたように語る。

「あ、テレビ局だって同じじゃないですか。アナウンサーだって、最初にどういう分野に配属されるかで、だいたい将来が決まっちゃう。テレビ局の皆さん、学歴社会の覇者なのに。局の社員さんにはコネ入社の方もいますけど、やっぱり大半は真面目にやってきた方でしょう？　興味のない分野に回されたら最悪ですね」

「……うー、なんとも答えづらいツッコミであるわけですが……。まぁそういう部分はあります。望んでいない分野に回されて、どんどん物憂うげになっていく同僚は意外といますよ。それでも、いずれは希望の分野の仕事ができるようになるという望みを繫つないで、なんとか頑張っているわけですけどね。きっと商社よりは、部門の壁は低いはずですし……」

　守勢に立たされ弱々しくなるアナウンサーに、由佳里は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて口にする。

「ご自身はどうなんでしょう？」

「これはまずい話になってきました……。話を切り替えさせてもらって、ですね……そのイトコの方の行方が気になるんですけど……」

　咳払いをして、アナウンサーは咄とっ嗟さに話を切り替える。

「あっ、それを続けようと思ってたんですよ。実は私、イトコの姿を見るに見かねて、無責任にも『辞めたら？』って言ったことがあるんです。それに影響を受けたか知りませんけど、その頃、本当にイトコは商社を辞めちゃったんですね。転職先も決めてなかったのに」

「思い切りましたね！　ある意味、羨うらやましい決断です」

　アナウンサーは大きくうなずいた。

「で、イトコは海を渡って、カナダの探鉱会社に転職したんです。鉱石を掘る方じゃありません。鉱山を見つける会社ですね。給料は低いですし、福利厚生なんかも日本の大商社と比べものになりません。それでもイトコはなんていうか、男のロマンみたいなものを大事にする性格でして……定期的にメールや電話でやり取りしましたが、みるみる精気が戻ってくるのがわかるんです」

「いいですね～、そういう話。人生、やり直しは利くんですね」

「いっつも冒険家みたいな格好をして、世界中を回ってますよ。いずれは独立して、自分で探鉱会社を始める計画も持っているそうです。本人にとって楽しすぎる仕事みたいで、もう三〇後半のはずなのに、未だ独身のままですが。イトコは仕事と結婚しちゃったんじゃないでしょうか。それはそれで問題あるかもしれませんけど、人生の一つの到達点に辿たどり着いたんじゃないかなーって私には思えるわけです」

「聞けば聞くほど羨ましい人生ですね。私のような一般人は、家庭や世間体……多くのしがらみに縛られて、なかなか思うようになりません」

　アナウンサーの言葉には、決してテレビ的な演出ではなく、実感のこもった響きがあった。

「だから私はずっと楽しいことを追求して生きてきました。私の生き方の根幹は、すべてそこに詰まってるんです。自分の興味、楽しく感じること、いつまでだって没頭してしまうこと……そういうものを冷静に理解して、把握に努めることが第一歩になるんじゃないでしょうか。敵を知り己おのれを知れば……っていうアレです」

「流れに任せて、曖あい昧まいなまま生きている人は多いかもしれません」

「そして二歩目に大事なことは、ほんの少しだけ思い切って、そこに踏み出す勇気なんです！」

　身を乗り出すようにして由佳里は言った。

「素晴らしいお話です！　どうして日本全国に三〇〇万人ものユカラーが誕生したのか、その理由がわかりました。決して女性陣だけの憧れじゃなく、多くの男性だって健城社長のようになりたいと思うはずですよ」

「ありがとうございます。皆さんの温かいご支持の下、これからも作家活動の方面にまで注力していけるよう努力していきたいと思います」

「このペースで行くと、本年度のビジネス書作家として、健城さんは間違いなく日本ナンバーワンになるものと思いますね。『勝てる女のビジネス力』は一五〇万部を突破したことが話題になっています。アジア各国でも、翻訳版がたちまちベストセラーだとか。そこで次は本の内容について深くお伺いしていきたいのですが──」

　俺たちひまりプロダクションの面々は、当の由佳里を交え、テレビを囲んでこの番組を見ながら語り合っていた。タレントらが出演しているテレビ番組を皆でじっくり眺める機会はあまりない。それでも由佳里のタレントデビューには皆が興味津しん々しんだったし、なにせこの会社の顔役である。

　栞しおりが恐れ入ったように口にする。

「なんや、尤もっともらしいこと語ってんなぁ。これだけ堂々と主張されたら、つい頷うなずいて聞いてしまうから不思議やで」

「あの由佳里が真面目なことを語ってると、こっちは面喰らっちまうよな。由佳里をよく知ってるだけに」

　そう言って俺は苦笑いを浮かべた。

「先輩、『あの由佳里』ってどの由佳里です？　私は能ある鷹なので、普段はツメを隠してたってわけです。実力が及ばない人にはそれがわからない。可哀想！」

「ゆかりんの出演番組追ってるけど、結構ちゃんとしてるんだよね。どんなタイプの話にも機敏に対応してるし、思わず納得しちゃうっていうか。やっぱ、ゆかりんはすごいよ。女の子たちの憧れになるのは当然だって」

　杏奈に日ひ毬まりが追従する。

「先週、同じトーク番組に出たのだが、由佳里が一番喋っていたぞ。普通の人間なら、芸能人たちの饒じょう舌ぜつな話の合間になかなか入っていけないものだ。エンタメ特化の番組だと、私でも会話に入っていくのは緊張してしまう。そんな場で悠ゆう々ゆうと自分を主張できる由佳里は本当に大したものだ」

　日毬の言う通り、芸能人は喋ってナンボである。一秒でも多く画面に映り込むことが最大の仕事であって、トーク番組で自分が他のタレントよりも少しでも多く喋るために、視聴者にはうかがい知れないシノギの削り合いが展開されている。そんな命懸けの舞台にあって、由佳里が物怖じせず、ひょっこり芸能人同士の会話に入り込むのは、並大抵のスキルではないのだ。しかも由佳里はどんな番組に出ても、ちゃっかりと最も長い時間を喋り、特等席を確保する。由佳里に人気が出るのは当然だった。

　由佳里がソファにしなだれかかるようにしながら言う。

「スーパーアイドルな日毬ちゃんにそこまで褒ほめられると困っちゃうなぁ！　どれだけ大物なんだろう、私」

「よくもまぁペラペラと語れるものだ。自画自賛もほどほどにしないと痛い目に遭あうぞ」

　すかさず俺はクギを刺した。尤も、由佳里には刺さりそうにないのだが。

　千ち歳とせが訳知り顔でうなずく。

「由佳里さんは、日毬先輩や杏奈さんみたいな超大物を束ねる事務所の社長なんです。由佳里さんが偉大なのは当然なんです」

「普通なら『いくらなんでも褒めすぎやろ』とツッコミ入れるところやけど、由佳里はホンマに腕利きやから困るわ。間違いなく、ひまりプロダクションの大黒柱やね」

　憧れに満ちた眼差しで、どこか拝おがむような仕草をしながら凪なぎ紗さは口にする。

「美しくて有能でいつも堂々としていて……なんて素晴らしい方なのでしょうか……。私も、ほんのわずかでいいから由佳里さんに近づきたいです……。いったいどうすれば由佳里さんのような女性になれるのでしょうか……」

「心配しないで、凪紗ちゃん。このお姉さんがいろんなことを教えてあげるわね。凪紗ちゃんの未来はきっと素敵なものになるはずよ」

「はい……。由佳里さんにそう仰おっしゃって頂けると、こんな私でも少しだけ自信を持てるような気がします……」

　凪紗はうっすらと目に涙すら浮かべ、うなずいた。すっかり由佳里を信奉しているようだった。いささか宗教色を帯びてきたようで心配だ。

「もう事務所のみんなユカラーだよね、だよね。ゆかりんなしじゃ、うちの事務所は成り立たないよ」

　意気揚々と言う杏奈に、冗談交じりで俺が続く。

「なにせ由佳里が社長だってんだからな。いろんな意味で、すごい会社になったものだ。大丈夫かよ、この会社」

「始まったで、いつもの颯はや斗との虐待や。今度は由佳里に狙いを定めてイジメ抜くつもりや。うちらの心がどれだけズタズタに引き裂かれてるか、ちょっとは理解した方がええやろうな。労働基準監督署に告発せんとアカンかもしれんで」

「いっつも私のことばかりイジメてるのに、今度は由佳里さんまでイジメようっていうんですか。絶対許せません。でも許してほしいなら、もっと私に優しくしてください！　社長に優しくしてもらいたいんです！」

　タレント陣が一斉に俺を睨にらみつけてきたので、慌てて言い訳する。

「冗談で言ったに決まってるだろ……。本当に心配だと思ってたら、由佳里に社長を譲ったりしないよ……」

「颯斗はジョークで言っているだけだろう。栞がいかにも共産主義者然とした酷い物言いで、無実の颯斗を地獄に突き落とそうとしただけだ」

　日毬だけが俺を擁よう護ごしようとしてくれたが、栞は聞く耳を持たない。

「日毬がなんと言おうと、颯斗がうちらを虐待してるのは事実やからな。この機会に、しっかり現状を認識させといた方がええ」

「皮肉っぽい言い回しは、いつもの颯斗くんの照れ隠しみたいなものだよね。颯斗くんの可愛いところだと思った方がいいよ」

　杏奈がそう言うと、由佳里も図に乗ってくる。

「先輩って子どもですよね。小学生みたい。大人な私は、先輩の皮肉を軽く受け流しちゃうわけです。先輩と私じゃ格が違うのが歴然としちゃったなぁ！」

「佐さ々さ倉くらさん、森もりさん、見てないで助けてほしいんだけどね」

　静かに成り行きを見守っていた二人に俺は助けを求めた。

「私もユカラーですから」

　当然のように壮そう司じが宣言し、遠慮がちな声で森も続く。

「すみません、ぼくもユカラーなんで……」

「社長を引退すると辛いな。いったん権限を手放せば、こんなに全員から手の平を返されるとは……やれやれ、世知辛い世の中だ」

　俺は首を振り、ため息をついた。

　女性陣に散々やり込められた末、数少ない男性陣にまで裏切られ、這ほう々ほうの体ていで俺は撤退したのだった。全面降伏である。
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　日曜日のひまりプロダクション事務所。

　それぞれ仕事の書類を手に、テーブルを囲んだのは由佳里、杏奈、壮司、そして俺の四人だ。

　誇らしげに由佳里が宣言する。

「やりましょう！　私が社長に就任してから初めての、記念すべき役員会ですよ」

「私も傘下企業の社長としてじゃなく、ひまりプロダクションの副社長としての参加になるよね。ゆかりん、私たちってちょっとすごくない？」

　杏奈は満面の笑みを由佳里に向けた。

「こんな会社他にないよ！　世界一企業だって誇ってもいいと思う。何が世界一なのか具体的に訊きかれると困っちゃうけど、とにかく世界一ってことでいいでしょ、うん」

「だよねー！　日本一は確実だけど、たぶん世界一でもあるよ。でも何が世界一なんだろー？　なんていうか……雰囲気とか、勢いっていうか、ゆかりんや私みたいな女の子が経営してる年商数百億の会社だったりするところとか……そんなこと含めてぜんぶが世界一ってことでいいよね。最高じゃん」

　女性経営者二人の適当なノリに、俺は心配になってきた。

「杏奈にまで由佳里の増長ぶりが伝染したんじゃないのか。何事もほどほどが肝心だぞ。あんまり先走りすぎると足元をすくわれるだけだ。冷静に、謙虚に構えて行動していかないとな。経営者なんだからさ」

「なんか小言を並べ立ててる人がいるよ～。いるよね、つい説教から始まっちゃう誰かさんみたいな人」

　杏奈はニヤニヤ笑いながら俺を見やってきた。

「先輩、ちょっと姑しゅうとめみたいっすよ！」

「社長を降りると、本当に肩身が狭くなるものだな。佐々倉さん、俺の代わりにこの二人に何か言ってやってよ」

「すごい会社だと思いますよ。こんな会社は世界中探しても他にありません。この会社に労働力を奉仕できるのは、奇跡のような素晴らしい出来事だと考えています」

　真顔で壮司は言い切った。

「やばいな、佐々倉さんまで同じようなことを言ってる……。この会社にいるまともな人間って、もう俺だけじゃないか」

「ささ、杏奈ちゃん、佐々倉さん。ネガティブ思考で姑思考な人は置いておいて、さっそく議事を進めちゃいましょう」

「おっけー！　始めよー！」

　杏奈は拳こぶしを突き上げた。

　実にノリノリな危うい役員会である。だが口をはさむのはヤメにした。どうせまた詰なじられるだけだ。それに、なんだかんだ言っても由佳里も杏奈も優秀な人間である。問題があるとすればバランス感覚が欠如している部分だから、適時、軌道修正をしてやればいい。

「じゃあまずは先月の会社の数字から見ていきましょうか。佐々倉さん、お願いしまっす！」

　由佳里に指示された壮司はすぐに書類を配布し、それから売上や利益状況の確認が始まった。といっても、今までと同じ流れの数字であり、とくに目新しいこともないので、細かいところを二、三チェックするだけだ。

　由佳里と杏奈は試算表を見て「ふんふん」と知った風にうなずいているだけで何も指摘しなかった。儲かっている会社だから丼どんぶり勘定でも経営は回るのだが、いずれ二人にはリアルタイムで数字を読めるようになってほしいものだ。代わりに俺が幾つかの質問をして、それに壮司が答え、数字のチェックを手早く終えたのだった。

　その後は各タレントの仕事の受注状況や、マネージャーの配置状況、新しく準備している予定の仕事の話など、こちらも特別な話し合いが必要なことはないと俺には思われた。だが由佳里や杏奈には各タレントのための仕事の構想がいろいろあるようで、彼女ら二人は議論が進むごとに盛り上がっていった。

　杏奈が喋り続けている。

「──だからね、私としては、ひまりんをもっとグローバルに売り込んでいきたいよ。計画的に売り込むために、海外支社を作ってしまうのもアリなんじゃないかなーって。あるいは海外のエージェントと契約してもいいかも」

「現実的なところを考えると、エージェントを探して任せてしまうことになるでしょうね。日毬ちゃんが着物を着てるポスターとか、日本刀を持った映像とか、それなりに需要はありそうな感じよね。演技力に問題があるから、海外では主流の映画出演は難しそうだけど」

　由佳里が考えながら応じた。

「ひまりんには世界的知名度があるし、たぶん私たちが想像してないようなニーズがあると思えるんだよね。さっそく幾つかのエージェントと交渉してみようよ。海外とのビジネス交渉だし、壮ちゃんにアレンジを頼んでいいかな？」

「私ですか？　杏奈さんに指示されたのなら、やらなくてはならないでしょうね。総帥の海外展開のため最善を尽くします。お任せください」

　これほどポジティブな印象の壮司は初めてだ。黙々と仕事をこなしているだけだった壮司が、杏奈の指示には率先して従おうとしている。

「商売上は日本だけでも十分だけどな。俺らの強みは、局の連中をおだてて利用して、タレントを前面に立てた実業部分にあるのであって、そちらの方が遥かに儲かる。芸能活動での収益はうちにとって、実は大したものじゃないんだ。日毬はもう十分すぎる知名度を誇ってるんだから、タレントとしての売り込み拡大は考えなくてもいいんじゃないか？」

　そう俺が説明すると、由佳里と杏奈は空うつろな視線を向けてくる。

「……」

「……」

「わ、わかったよ……。任せる……。好きにしてくれ……」

　すぐさま俺は引き下がった。

　杏奈は何事もなかったように続けてゆく。

「というわけで、ひまりんの展開についての案なんだけど──」

　参った。すっかり会社の主導権は女二人のものになっていた。

　しかし二人とも体系立てて経営戦略を考えるわけではなく、場当たり的な戦術に終始するタイプだ。その分だけ俺の方で、全体的な戦略を検討して補おぎなっていく必要がある。ただし俺はできるだけ細々とした戦術からは距離を置き、普段は二人に丸投げする姿勢を貫いた方がいいかもしれない。

　日毬の海外展開の話題も尽きたころ、由佳里が別の話を提案してくる。

「次の議題。急いだ方がいいと思う課題なんだけど、マネージャーも増員していかないと。『アイドルたちの何気ある日常！』の影響で、千歳ちゃんの仕事が一気に増えたから、三人体制だと回せないんだよね。私までレギュラー番組抱えるようになっちゃったし」

「現状でも、なんとかならないわけじゃないと思うよ。私には、マネージャーつかなくてもいいからね。私はかなり慣れてる方だから一人でも問題ないし」

「そうね～、自分でタクシーに乗って現場を回ってもらうことも出てくると思う。そのときはお願いね」

「マネージャーが絶対に必要なのって、凪紗さんだけだと思う。できれば千歳ちゃんも付いた方がいいかな。でも私やひまりんや栞ちゃんは、手の空いている人がいなければ、別にいなくても大丈夫だと思うんだよね。中小のプロダクションなら、マネージャーが付いた方が何かと営業面ではプラスかもだけど、正直ひまりプロダクションには関係ないよ。日本一な芸能プロだもん。あ、世界一だったよね」

「でも資金は有り余ってるから、人材を増やしても損ってわけじゃないのよ。今までは佐々倉さんが雑用をしっかりこなしてくれてたから、私たちは助かってただけ。これから佐々倉さんに海外エージェントに当たってもらったり、仕事が増えたりすると、やっぱりマネージャーや事務員の増員は必要だと思うな」

「そう言えば、千歳ちゃんの仕事まで増えたから、今までみたいに千歳ちゃんに事務員の仕事を任せられなくなっちゃうよね。やっぱ雇わなくちゃダメかー。少数精鋭がカッコいいなぁって思ってたんだけど」

「千歳なら、いてもいなくても大して事務作業に関係なかったけどな。役に立たなかったし、何を任せても超絶にトロくてさ。なんかいつも事務所にいるなぁって感想しかないぞ」

　つい無意識で、俺は二人の会話に割り込んでしまった。本当に無意識だったのだ。口にした直後に、大失敗だったことを自ら深く悟っていた。しかし過去には二度と帰れない。

「……先輩、そんなに千歳ちゃんのことが気になるんですか？」

　不満げな由佳里に、呆あきれ口調の杏奈が続く。

「なんか颯斗くんって本当はさぁ～……千歳ちゃんのこと、可愛くて可愛くて仕方がないって思ってない？　寝ても覚めても千歳ちゃんみたいな。たしかに、女の私が嫉しっ妬としちゃうくらい可憐な感じだもんね～。一〇〇万回くらい抱きしめても飽きないかも。颯斗くんの夢のなかも千歳ちゃんでいっぱいなんじゃないの」

「悪かった。済まん。俺の話は忘れて進めてくれ……」

　素直に俺は謝罪し、殊勝に頭を下げた。

　すぐに二人は会話を再開する。

「で、マネージャーや事務員の話よ。猫の手も借りたいレベル。私のレギュラー番組がなかったら回せるんだけど、そうもいかなくなってきたからね」

「募集出そうよ。でも、ひまりプロダクションで社員募集したら、応募が殺到しそうだよね。あえて条件のハードルは高くしていいと思うな」

「年俸はいくらでもいいのよ。だから、かなり高い応募条件を設定してみる？　一〇億円以上のプロジェクトを成功させたことがある人限定とか、世界中を旅したことがある人限定とか」

「普通に仕事ができるだけじゃ面白くないよ。型破りなところがある人がいいなぁ。タレントさんじゃないからそこまで期待してるわけじゃないんだけど、テレビに出してもＯＫなレベルの人。たとえば魔法が使えたり、手刀で鉄パイプを折れたり、宇宙人からの電波を受信できたりするみたいな。やっぱ、そこまで求めるべきじゃん、ひまりプロダクションは。普通の人代表は森くんだけでいいよ」

　従業員が本当に宇宙人と交信し始めたなら、俺は真っ先に会社を逃げ出すだろう。ツッコミを入れたいところだったが、また邪険にされることはわかりきっていたので、ここは堪えることにした。由佳里も杏奈も言葉では無理やりなことを喋るものの、実際のビジネスセンスは案外悪くない。いざ採用実務となれば、まともな人材を選別してくれることだろう。

　それから由佳里と杏奈の間で、どのような人材を増員していくべきかしばらく議論が続いた。杏奈が突飛な案を出し、由佳里が悪ノリするという会話である。それを壮司が微笑ほほえましそうに眺めやっていた。壮司は杏奈のファンだからなのだろうか、杏奈が何を言っても許容してしまうところがある。やはり経営陣でまともなのは、もはや俺だけなのかもしれない。

　こうして由佳里が社長に就任して初めての役員会が無事に終わった。大した話があったわけではないのだが、由佳里らしい仕切り方でありながら、滞とどこおりなく終えることができたのは評価すべきだろう。

　俺が社長のときとは、ずいぶん雰囲気が違う会社になりそうだ。まぁ、それはそれでいいだろう。
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　ひまりプロダクションの事務所に、先日招待していたレイエス母子──母親のクロエ・レイエス、娘のリリィ・レイエスがやってきた。クロエの旦だん那ながＣＩＡ東アジア支局長である。

　俺と日毬と壮司で二人を出迎え、ソファに案内して座らせた。

「こんにちは！　ひまりんとまた会えてとっても嬉しいな」

　リリィは満面の笑みで、日毬に向けて声を上げた。リリィは一三歳。日本なら、つい最近まで小学生だった年頃である。

「うむ。喜んでもらえると、私としても、こうして招待した甲斐があったというものだ。それに、ＣＩＡの関係者と接触する機会を持つことは、私にとってもマイナスだとは思わない」

「私やリリィには直接の関係があるわけじゃないわよ。旦那が仕事の状況を詳しく話してくれるわけでもないしね」

　クロエの言葉に、日毬はうなずく。

「だからこそ、貴公は良いポジションなのではないかと思う。アメリカ政界に関わった経験を持ちながら、利害関係がない相手は貴重だ。貴公の意見を聞くことができるのはありがたい」

「こんな風に、古文書に出てくるような言葉遣いをする人がいるのね……。こんな日本人に会ったのは初めてだから面喰らっちゃうわ。これがサムライなのかしら……。神楽かぐらさんが有名になるのは当たり前よ」

「それは違う。私は最も平均値に近い日本人であるはずだ。日本で生まれ育ったわけではない貴公には、日本人の本当のところはわかるまい」

　生き真面目な顔で、日毬はかなり無理があることを言った。

　リリィが首をかしげる。

「私は日本生まれの日本育ちだよ。でも、ひまりんみたいな人はいないなぁ。アメリカンスクールじゃなくて、日本人の学校ならいっぱいいたりするのかな？」

「たくさんいると思う。以前、私の通っていた学校はそうでもなかったが……しかし普通の学校には、私よりしっかりしている者たちが数多くいるに違いない。いつでも公共の理想と平和のために、命を捨てる心構えを持っているはずだ」

　俺が通っていた学校でも日毬ほどの人間には一人もお目にかかることができなかったが、あえて指摘はしないでおくことにした。

　アメリカ人には、カミカゼ特攻の気質は理解しえまい。そもそも日本人である俺にだって、どこまできちんと理解できているかわからないのだから。

　納得しがたい表情をしている目の前の二人に、俺は口にする。

「あとでプロダクションやスタジオの方も見学していってください。アメリカ政府関係者からの視点で、日毬の方にも政治的なアドバイスをしてもらえると糧かてになると思います」

「私が案内して差し上げますよ。下の階の日に本ほん大たい志し会かいから、一階のお店まで、ぜんぶひまりプロダクションの関係団体です」

　壮司が補足した。

「もちろん私に何か意見を聞きたいのなら、いくらでも答えさせてもらいましょう。今は大学講師なんだけど、ヒマを持て余しているのよね。授業のために事前調査や研究が必要なわけでもないし、学生の方にも大してやる気が感じられないし。転職すら考えているくらいよ」

　そんなクロエに日毬が持ちかける。

「それはいい機会かもしれない。これは私からの提案なのだが……貴公に日本大志会のアドバイザーとして、定期的に意見を聞かせてもらえないだろうか。もちろん日本大志会はＣＩＡと協調関係になることを決めたわけではないから、あくまで非公式のアドバイザーだ。元国務省のインサイダーからアメリカ側の話が聞けるのは大いに貴重な機会だと考えている」

「わーお！　日本大志会のアドバイザー？」

　軽く両手を広げ、クロエは心底驚いた様子だった。

「そうだ。時おり、一ヶ月に一度ほど時間を設けて、貴公の意見を聞かせてもらえないだろうか。もちろんアドバイザーとしての報酬はきちんと支払うつもりだ。貴公にとって損になるような話ではないと思う」

「娘のプロダクション訪問に付き添ってみれば……まさか私の話になるとは思わなかった。だけど、実に興味深い仕事の提案かもしれないわね……」

　考えごとに頭を巡らせたクロエは、ふと何か閃ひらめいた表情になる。

「だったら、こうしない？　月に一度なんてダメよ。状況はリアルタイムに進行しているから、最低でも週一回、話し合う時間を設けなくちゃならないでしょうね。曜日と時間を決めておいて、政策アドバイザーとしてここに通ってあげる。それでどうかしら？」

「むしろありがたいくらいだ。大学講師の仕事に支障はないのか？」

「こちらのアドバイザーだって仕事でしょう？　私には、こっちの方が遥かに魅力的に思えるわね。大学講師なんて辞めてもいいくらい。日本政界の中ちゅう枢すうに入り込めるかもしれないあなたの政治団体で、ロビイストの役割を担えるかもしれないなんて……考えれば考えるほど、すごいチャンスが巡ってきたんじゃないかしら？　いずれ日本政界にアプローチするために、ホワイトハウスや国務省やＣＩＡやＤＩＡは、きっと私を通すことになるのよ」

「だったら毎週、私もママに付いてきていいの？」

　リリィの問いに、クロエは大きくうなずく。

「当然じゃない。これを機会にリリィも陰謀の一端に触れて、政治力学について深く勉強してみなさい。最高の教材よ」

「やった！　これからもひまりんと会えるなんて嬉しい！」

　盛り上がる二人を尻目に、壮司が日毬に問い質ただす。

「総帥……。本気ですか？　クロエはＣＩＡの関係者ですよ？　しかもローガンの単なる配偶者じゃない。国務省にコネクションがあり、その気になればホワイトハウスにもパイプを通すことができる。内部に招き入れるわけではないとはいえど……こちらの情報を余さず手渡すのは危険です」

「壮司、あなただって関係者じゃないの！　裏切り者！　どうしてママに素っ気ない態度を取るのよ！」

　リリィが息巻いた。

　そんなリリィの両肩に、クロエは手を回す。

「いいのよ、リリィ。大人の世界にはいろいろあるものなの」

「壮司の懸念は理解できないわけではない。しかし日本には、リスクに挑むことを躊ちゅう躇ちょしているヒマなどないのだ。私たちが台頭すればするほど、アメリカとの関係性を慎重に構築していかねばならないのだから、あらゆる力を取り込む必要があると思う」

　日毬が決然とした口調で言った。

「私はＣＩＡの要員じゃない。壮司よりむしろ立場は中立よ。別に旦那に敵対するつもりはないけど、味方でもない」

　そう言ったクロエは、日毬を見据えて続ける。

「約束しましょう。私はきっとあなた方の役に立つ。その代わり、私にアドバイザーの仕事をさせなさい。日本大志会をスターダムに押し上げることが、私の本格的なキャリア復帰の狼煙のろしになるのよ。私はやり遂げてみせるわ」

　押しの強さは並じゃなかった。さすがキャリアに自負を持つアメリカ女性らしい応答である。しかし実際には、そこまでクロエが万能だとは思わない。アドバイスは有用に違いないものの、それをどう活かすかは俺たちの側の問題になるだろう。

「決まりだな。よろしく頼む。週一回、私たちにアメリカ側の考えや動きを解説してほしい。もちろん言えないこともあるだろう。それでも可能な範囲でやってみてほしい。一、二ヶ月も続けてみれば、さらによい取り組み方が見出せるかもしれない」

「ＯＫ。毎週土曜日の一〇時～一二時でどうかしら。神楽さんから、私に教授してほしい事柄を事前に聞いておければ、その報告書を毎回提出して講義する形にしましょう。原油の高騰が日本政財界に与える影響でも、エジプトの動乱によるシーレーンの防衛政策の変化でも、何でもいいわよ。特に何もなければ、私の方でその週の動きや予想を伝えることにしたらどう？」

「それでいい。アドバイザーをお願いする報酬は、月四回が平均だとすると、毎月四〇万円という形でどうだろうか。それでスタートしてみて、適切な額を調整していければと思う」

「いいでしょう。支払いは、今のところ円でね。もしかしたらいずれ、スイスフランでの支払いに変えてもらうかもしれないけど」

　やや払いすぎだと思ったし、相手が日本人なら「ずいぶんもらえるんですね」と謙けん遜そんしてみせるところだ。大学から招かれているとはいえど、特別講師ならせいぜい年収八〇〇万円といったところではないだろうか。それがサイドビジネスで年四八〇万円もらえるというわけである。しかしクロエは顔色ひとつ変えず、さも当然のようにうなずいたのだった。

「お疲れーッス。ただいま帰りましたー」

　ちょうど由佳里が事務所に帰り着き、いつもの声を響かせた。

　後ろには杏奈も続いている。

「ただいまー！　トーク番組で、ゆかりんと共演してきたよ！　楽しかったぁ！」

　我が社の社長様、副社長様が揃そろっての番組出演だったらしい。別に番組に興味はないが、賑やかな収録だったことだろう。

　日毬と壮司と俺はそれぞれバラバラに「おかえり」と声をかけた。

「打ち合わせ中だ。話ならあとにしてくれ」

　俺がそう言うと、杏奈は日毬を覗のぞき込むようにして言う。

「ひまりーん、打ち合わせ終わったら一緒にご飯食べにいかない？　今日はちょっとだけ余裕あるんだぁ」

「わー！　プレジデント健城と片かた桐ぎり杏奈ちゃん⁉」

　リリィは半なかば立ち上がり、呆然としたように声を上げた。

　それに目を留めた杏奈はすかさず反応する。

「おーっ！　金髪白人だぁ！　幼さが残ってて可愛い子ねー！」

「えっ⁉」

　リリィは目を白黒させた。なぜなら突然、杏奈に胸を摑つかまれ揉まれたからだった。しかしリリィは不意打ちに驚いているものの、特に何も感じないようではあった。リリィは一三歳の割には、そこそこ胸はある方だ。

「こら、やめろって。いきなり失礼なことするな。この子はタレントじゃないんだぞ。外部の見学者なんだよ」

　慌てて立ち上がった俺は、杏奈の腕を摑み、リリィの胸からゆっくりと引き離した。いつもは森の役目だが、今回ばかりは俺が代わりを務めることにしたのだ。

「見学者ー？　芸能関係者じゃないのー？」

　杏奈は不思議そうな顔をした。

「珍しいお客さんですね。しかも先輩が見学者を受け入れるなんて、どんな風の吹き回しですか？　先輩なら即座に追っ払いそうなのに」

　そう言う由佳里の耳に顔を近づけ、俺は小声で伝える。

「ほら、この前、役員会で話したＣＩＡの……その奥さんと娘さんだよ」

「あ～。そう言えば、連れてくる約束をしたって言ってましたよね」

　そして杏奈を向き、俺は言う。

「この子が日毬のファンでな。リリィ・レイエスだ。うちのプロダクションを見学しに来てくれと約束したことがあったんだよ。ちょっと今は別の話になってるんだけどさ」

　杏奈はこの二人がＣＩＡ関係者であることを知らない。杏奈になら隠す必要はないかもしれないが、かといって大っぴらに語るような話でもないだろう。必要なタイミングが来たら伝える程度でいい。

　日毬のファンと聞いて杏奈が喜ぶ。

「そーなんだー！　同じだね！　私もひまりんの大ファンなんだよ！」

「ひまりんのことが好きなの。もちろん杏奈ちゃんのことも憧れてたよ。ファッション雑誌でいつも見てた。ひまりんだけじゃなく、杏奈ちゃんにも会えるなんてびっくり」

　またもや自然に杏奈がリリィの胸に手を伸ばす。

「リリィも一緒にランチ行こうよ。ひまりんと三人でね。どう？」

　胸をまさぐりながら言うのはどうかと思う。まったく、息をするように相手の胸を触るクセの持ち主は、世界でも杏奈ただ一人に違いない。
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「いいのっ？　本当に私も一緒していいのっ？」

　リリィはわずかに吐息をもらしたが、それ以上に日毬や杏奈のようなトップアイドルと一緒に食事に行けることに興奮しているようだった。胸を触られているのは、まったく気にならない風だった。

「いいよ！　ひまりんも、いいよね？」

「う、うん……」

　小さくうなずいた日毬は、おそるおそるリリィを覗き込む。

「リリィは……その……おかしくならない体質なのか？」

「おかしくって？」

「胸を触られるのは……」

「胸？　くすぐったいけど平気だよ！　杏奈ちゃんに身体に触れてもらえてるなんてびっくりだよ！」

　由佳里が滔とう々とうと説明する。

「だから日毬ちゃんや凪紗ちゃんは感じやすい体質だって、みんなで話し合って結論出したじゃない。普通じゃないのよ」

「……」

　日毬は絶望したように顔を曇らせた。

「ひまりんの胸、おっきいね。ちょっと触ってみていい？」

「ダメなんだ！」

　過剰反応した日毬は、必死で胸を両腕で覆い隠した。

　リリィはショックを受けたようで、謝罪の言葉を口にする。

「ごめんねひまりん……。嫌がらせるつもりはなかったの……」

「す、すまない……私こそ、つい……」

　杏奈が訊く。

「お歳はいくつ？」

「一三歳だよ」

「立派な発育だねー。このまま努力すれば、将来、ひまりんに並ぶかもしれないよ」

　まじまじとリリィの胸を凝視した杏奈は、ふと気付いたようにポンと手を叩く。

「よし！　これから毎日、筋トレしよう！　バストには遺伝が重要な要素だけど、適度な筋トレもすごく大切なんだよ。ランチしながら、バストアップの秘密の方法、いろいろ教えてあげるね。もっと大きくなるよう頑張ろうよ！」

「杏奈ちゃんにいろいろ教えてもらえるなんて……信じられないよ……」

「私の特選、バスト体操！　真似まねしてみて。行くよ。せーの。おいっちにー、さんし！　おいっちにー、さんし！」

　掛け声に合わせて、杏奈は右腕と左腕を交互に、何度か素早く上下させた。

　すぐにリリィが真似をする。

「おいっちにー、さんし！」

　目の前で妙な運動を始めた二人に面喰らい、俺は咄嗟に声を掛ける。

「ほら、ランチに行くならいいぞ。日毬も行ってやりな。杏奈も日毬もこのあと仕事が詰まってるから、一時間くらいで戻ってきてくれよ」

「わかった。行こう」

　日毬は立ち上がった。

　次に俺は、由佳里に話を向ける。

「由佳里はどうする？　こっちで大人の話に交じるか、それとも日毬と杏奈とリリィに交じってランチに行くか……どっちでもいいぞ」

「こっちか、こっち……？」

　何度か双方を見比べた由佳里は、迷わず宣言する。

「うす！　ランチ行きます！」

「オッケー、四人で出動！　さ、リリィも立って！　ゆかりん、どこにする？」

　杏奈はリリィの手を引っ張りつつ由佳里に訊いた。

　そして四人はガヤガヤと騒ぎながら……いや、口喧やかましいのは杏奈と由佳里だけだが……彼女たちが事務所を出ていくと、とたんに場は静かになったのだった。

　残った俺たちが顔を見合わせると、まずは壮司が先ほどの話をクロエに向けて蒸むし返す。

「本当にいいんですか、日本大志会のアドバイザーなんて勝手に受けて」

「壮司、あなたは私がアドバイザーに就くのが嫌そうね」

　鋭い視線でクロエは壮司を睨みつけた。

「だってローガンには伝えていないでしょう？」

「当たり前じゃない、今日初めて聞いた話なんだから。でも、これはチャンスよ。私が大いなるキャリアに復帰するためのビッグチャンスになるかもしれないわ。こういう話に巡り会えるなら、国務省を辞めてよかったのかもしれない……」

「あくまで外部のアドバイザーですからね。別にクロエが日本大志会に所属するわけでもない。そもそも日本人じゃないんだから」

「日本人とかアメリカ人とか関係ないでしょう。これは偉大なゲームなのよ。ＣＩＡとＤＩＡの間に挟まれて、日本政界にも影響力を持てて……考えるほど素晴らしいポジションよ」

　それを聞く壮司は苦々しげな顔つきをしていたが、クロエの表情は明るかった。

　クロエは自らのキャリアに繫がると考えているだけで、それ以上のことには関心がなさそうだった。日本の未来やアメリカの方針についての責任もないのだから、当然といえば当然だ。そういうスタンスが逆に、アドバイザーとしては適切なように俺には感じられた。特定の物事にこだわりがなく盲目にならないから、客観的な意見を出せる。

　ただ、クロエの政治理念や、世界をどのように捉えているかについては、まだわからない。その点が心配だった。

「クロエの考えは、ＣＩＡの方針とどこまで一緒なんですか？　それを確認しておきたいんですが」

　肝心の要素を俺は確認してみた。

「まだ誤解しているようだけど、私は一切ＣＩＡと関係ないの。ＣＩＡから仕事を受けたこともない。アドバイザーを受けたからには、クライアントに忠実であるべきよ。だからこそ、どこまでの範囲でアドバイスに責任を持てばいいかどうか、きちんと契約を交わした方がいいわね」

　すかさず壮司が口をはさむ。

「契約書は用意しましょう。ただ、アメリカで取り組むような、確固とした契約内容にはなりませんよ。総帥は、あなたの善意に期待するでしょうし、約束通りにアドバイザー料金をお支払いするだけです。辞めてもらいたいときには、私からお伝えします。クロエにとって曖昧な契約は居心地が悪いでしょうが、ここは日本ですからね」

「そうよね、日本だものね。ＯＫ。慣習には従いましょう。私はきっと役に立つわよ」

　突然舞い込んだ仕事が、クロエには嬉しくて仕方がないようだった。

「ＣＩＡとは別だといっても、やはり影響は受けているわけですよね？　クロエがどんな報告を上げてこようとも、我々としてはアメリカの国益分をさっ引いて考えていかなくちゃならないでしょうね」

　あえて厳しいことを俺は言い、クロエの真意をもう少し探ってみることにした。クロエのスタンスを理解するためには大事なことだ。

「私は、アメリカ帝国の未来は長くないと考えている。おそらく、少なくないアメリカのトップエリートは、同様の疑心暗鬼を奥底では共有していると思うわよ」

　意外だ。アメリカ国家に忠誠を誓う立場のＣＩＡ東アジア支局長ローガンや、ＤＩＡ情報部員クルス大佐なら、決して公おおやけでは口にしないことだろう。たとえ心では思っていたとしてもだ。ポジティブ思考を優先するアメリカ人が、破滅的な未来を語る機会は多くない。壮司も珍しく意外そうな顔をしていた。

　クロエは続けてゆく。

「あなた方は実感として理解しえないでしょうけど、アメリカ社会には未来がない。絶望的な富の偏在は社会をジワジワと蝕むしばみ、いずれ国家そのものを押しつぶすことになるでしょう。ま、大した富を得られる側じゃなかった私のやっかみも入ってるんだけどね。こんなことなら学位を取ってすぐウォールストリートに駆け込むべきだった。なぜ私は官庁の方に行っちゃったのかしら？」

「私は理解していますよ。人生の四分の一をアメリカで暮らしました。アメリカ人にはなりたくない。アメリカには住みたくない。表で語られる理想の世界と、民衆の惨めな現実が、アメリカほどすっかり乖かい離りしてしまっている国を、私は他に知りません」

　そう言いながら壮司はうなずいた。

「ただし誤解しないでね。だから日本に未来があるなどと、わずかでも考えたことはない。見るも無惨な社会の老化は、中産階級の没落と同じくらい、やがて社会の維持を不可能にすることになるでしょうね。日本が落ちる緩慢な死はすぐそこにある。世界の最悪レースで一番足が遅いから、今のところマシな部類というだけよ」

「まさかの終末主義者だったとは……。意外でした。もっと攻撃的でポジティブな方かと思っていましたが……」

　俺は、クロエの開けっぴろげな語り口には好感を持った。予想していたよりも、いい人材ではないか。

「私だって若い頃は、人類はどんな危機も乗り越えていける叡えい知ちを持ってるなんて思ってたけど……そんなに楽観的でいられるほど、今の世界は甘くはないからね」

　肩をすくめてクロエは続ける。

「幾き何か級きゅう数すう的な富の膨張、格差の急激な拡大、主要国のマネタイゼーション、租税回避地の拡大的傾向、国家機能の弱体化……行き着くところまで行けば、待っているのは革命でしょうね。第三次世界大戦や、中小規模の戦争まで含めてのことだけど。すべての人にとって悲惨な事態になるのは間違いない。世界中、どこも一緒。遠くない将来、世界は一度、終わりの時を迎えるのよ」

「終わりのときは、いつ頃だと想定していますか？」

　俺の問いに、クロエは首をふる。

「わからない。五年後かもしれないし、三〇年後かもしれない。それでも、差し迫っていることには違いないでしょ？」

「アメリカが招いた厄やく災さいみたいなものじゃないですか。あなたのようなエリートたちがワガママ放題やった末の、哀れな結末です」

　壮司は煽あおるようなことを言ったが、クロエは気にもしないようだった。

「エリートのなかにも二極分化はあるのよね。悔しいけれど、私やローガンは負け組みたい。もっと上手うまく立ち回ればよかった」

　クロエはクロエなりに、錯さく綜そうした想いを秘めているようだった。

　俺は冷静に言う。

「レイエス一家は、どう考えたって平均的な人たちより、ずっと恵まれているのは間違いないと思いますが」

「平均値と比べないでね。せめて上位二％には入るべきだった。だけど一家の収支を考えてみれば、今の私たちは民衆の側よ。ローガンが世界の一端を操る側にいるっていうのに、私たちはどこで道を間違えてしまったのかしら」

「それなりに豊かな生活が送れるだけでも、十分な成功じゃないですか。普通の人にはそれがなかなかできない」

「世界が普通じゃなくなってるんだから、それじゃ失格だったのよ。気付いたときには手遅れだった。それでも、リリィにだけには未来を残したい。だから私やローガンが培つちかってきた知識や経験を、リリィには早いうちに注いでおきたいと思ってる。私たちのように道を間違えることがないように」

　アメリカンエリートたちの世界は意外と狭いものだ。世間一般からみればレイエス家は成功した家庭に見えるはずだが、当人たちにとっては、大学の同級生が大金持ちになっているのを見せつけられると、嫉妬や焦燥や落胆を感じてしまうのはやむを得ないのかもしれない。

　俺はゆっくりと口にする。

「だからこそ日本大志会に関わることで、各勢力との橋渡しができるキーマンとなり、失ったチャンスを取り戻す機会になるかもしれないと踏んだ──」

「誤解しないで。最初に誘ってくれたのは神楽さんでしょう。だけどあなたの言ったことも正しくて、私は少しだけ興奮してる。行き詰まっていた人生に、興味深いスパイスをもたらしてくれる転機になるんじゃないかって気がしてるわ」

「ただのアドバイザーですからね。日本大志会からとってみたら、あくまで情報の外注先であるということをお忘れなく」

「壮司、あなたはそればっかりね。よほど私が嫌いなのかしら？」

「アメリカ人に大きい顔をされたら堪たまらないって話です。ただでさえ法や道徳の埒らち外がいにあるようなアングロサクソンが、外でメチャクチャやるのは勝手ですよ。しかし、こっちにまで来てほしくないというのは誰でも願うことです」

「やっぱりあなたは私に喧けん嘩かを売っているわね。ずいぶん直接的な物言いは褒めてあげたいくらいよ」

　クロエは壮司を睨みつけた。

「最終的には総帥が決めることですから、私はその決定に従うまでです。個人的な感想はこれ以上差し控えておきましょう」

「だったら部外者は黙ってなさい」

「あなたこそ部外者ですけどね」

　いきり立つ二人を俺はなだめようと試みる。

「佐々倉さんは好ましく思わないかもしれないけど、日本大志会が方針検討のために意見を聞く相手としては、クロエは得え難がたい相手だと思うぞ。直接ＣＩＡと繫がると角が立つ。即座にＤＩＡとも険悪な関係になってしまうだろう？　だからクロエを介して情報を集めるのは賢い方法だと思うけどな。誘った日毬にちょっと感心したよ。日毬は堅物のようでいて、意外とここ一番で柔軟な対応ができる優秀な人間だと改めて思ったな」

「わかってます。総帥の決断にはすべて従う覚悟です。ただ私は、クロエに立場をわからせておく必要があると思っただけです」

「忌いま々いましい人ね。だから壮司はモテないのよ」

　売り言葉に買い言葉である。

「失敬な！　私は望んで独り身なだけです。私は日本国家と結婚しているのであって──」

「やめなって佐々倉さん。ここは佐々倉さんが大人になって矛ほこを収めるべきだろう」

「……そうですね。失礼しました。非礼はお詫びします」

「いいのよ別に。壮司の気質は知ってるからね。ＣＩＡと密接に関係している割に、内心ではよほどアメリカに対して憎しみを抱いているんでしょう。気持ちはわからないでもないけど、アンビヴァレントな内面はちょっと可哀想よね」

「……。……ええ、クロエの指摘は認めますよ。私はＣＩＡに情報を提供する身だが、そんな自分が腹立たしくて仕方がない……。ふと立ち止まって自分の立場を振り返ってみると、絶望を禁じ得ないほどです」

　壮司が唇をかみしめ心底から悔しがっているようだったので、俺は慰なぐさめる。

「そんな風に自分を冷静に分析できるなら十分じゃないか。佐々倉さんはよくやっていると思うよ」

「アメリカのような強大な覇権国を取り巻く周辺国家の情報関係者なら、誰しもきっと同じような苦悩を抱えてるんだと思うわよ。国を愛すれば愛するほどにね」

　反目しあっているような二人だったが、存外にお互いの立場を理解しあっているようでもあった。二人とも優秀な人間だから、相手の立ち位置もわかるのだろう。

「お互いのポジションを確認したところで話を戻そう。もう少しクロエの未来予想を聞いてみたいんだけど──」

　それからしばらく、グローバル社会の将来像について、クロエや壮司と議論を交わしたのだった。クロエは比較的最近までインサイダーだったし、旦那が特殊な職業ということもあり、なかなか深い見識を有していた。こうして話しているだけで勉強になるし、新しい視点を吸収できるのはいいことだ。

　三人で四〇分ほど話し込んだころだろうか、事務所の出入り口から由佳里の明るい声が響く。

「ただいまです！」

　由佳里に続いて、日毬と杏奈とリリィがやってきた。

　リリィが俺たちの側までやってくると、クロエはソファから腰を上げる。

「どうしたの、リリィ？　何か変よ？」

「ママ、聞いて。私ね、芸能のお仕事に誘われたの」

　リリィが上気しているように見えたのは、興奮しているかららしかった。

　杏奈が進み出てくる。

「リリィのお母さんにお願い。私のドーナツショップのイメージガールの一人にリリィを起用したいと思ったんだ。まずはポスターとチラシにリリィを使いたいんだけど、許可してくれる？」

「そんなの……断るわけないじゃない。素晴らしいわ！　まさかそんなことがありえるなんて……。やりなさいリリィ」

　難しい話をしていたときと表情が一変し、クロエまでなぜか興奮し始めたようだった。

　杏奈のショップのイメージガールというのなら、正直なところ、まったく大した仕事ではない。目立つ広告ではないし、人々の目に触れても、ほとんど記憶に残ることがない。

　ちなみに由佳里もドーナツショップのポスターに起用されている。由佳里は超ＶＩＰ級のタレントではあるものの、しょせんはポスターだ。テレビの仕事とは次元が違う。あくまでグループ企業同士の友情出演のようなものだ。

　だが小さな仕事だからこそ、考えようによっては、芸能の仕事のとっかかりには丁度良い。そこで万一リリィがモノになるようなら、そのままプロダクションの方に所属して売り出していってもいいわけだ。プロダクションとしてはリスクなく、リリィの資質を見極めることができる。

　リリィは可愛らしい女の子だと思うが、一三歳というのが若すぎる印象で、どこまで需要があるのかどうか俺には判断がつかなかった。小学校を出たばかりの子は初々しいけれど、だからといって万人受けするような女性的魅力を期待するのは間違いだ。現実的には、メジャーデビューは一五歳くらいからだと俺は思う。

　白人タレントやアメリカ人タレントには一定の需要があるからその点はいいのだが、リリィのケースでは世間のニーズを見出せるかどうかわからない。もちろんその手の仕事はあるけれど、あくまで特殊で、ひまりプロダクションのような大手事務所が取り組むには小さな仕事すぎるような気がした。

　やはり俺には判断がつかない。ここは由佳里や杏奈に任せるしかないだろう。それに由佳里や杏奈も、まだ正式なタレントとして採用したわけではないようだ。

「やったね！　お母さんの許可もらったよ！」

　言いながら杏奈は、またもやリリィの胸をタッチした。普通なら両手を握り合ったりするシーンだが、こういう場合もなぜか杏奈は相手タレントの胸に手がいくのだった。

「うん！　胸がどきどきして、興奮が収まらないみたいだよ。大好きなひまりんの側で、同じように撮影の仕事をすることになるなんて思ってなかったよ」

「そこまでリリィに喜んでもらえると私も嬉しい限りだ。カメラを前にすると最初は緊張すると思うが、楽しいことを考えるようにすると、私でも上手くこなせるようになったんだ。少しは教えてあげられることがあると思う」

　生真面目な顔で日毬は言った。

　由佳里がクロエに向けて説明する。

「今のところドーナツショップのポスターやチラシに掲載されるだけのお話ですが、もしかすると他にも仕事をお願いすることになるかもしれません。契約書は作成してお送りします。その際には、予定の仕事量を勘かん案あんしてギャラの額も算出しますので、ご検討ください。ギャラの振り込みは、ご両親どちらかの口座になります。もっとも最初のうちはギャラの額は雀の涙なので、ほとんど期待しないでおいてください」

「信じられない！　こんな幸運ってあるのね。私の新しい仕事も決まったし、まさかリリィにまで特別な巡り合わせが訪れるなんて。でもリリィならやれると思ってたわ！　あなたには美び貌ぼうと才能があるのよ！」

　自分のことのようにクロエは顔を輝かせ、娘と喜びを分かち合っていた。なんだかアメリカ人らしいポジティブな喜び方だと思い、つい見入ってしまった。

　壮司が口をはさむ。

「ローガンに確認しなくてもいいんですか？　万一話が進めば、テレビ出演だってありえるんですよ。本国に打診はしておく必要はあるんじゃないかと思いますが」

「あの人は関係ないでしょ。リリィ自身の人生の問題なんだからね。壮司はいつも一言余計なのよ」

「許可取れたね。一緒に頑張ろう。これから毎日、バスト体操忘れないで。私との約束だよ。おいっちにー、さんし！」

　杏奈は両手を素早く上下させた。

　すぐにリリィが真似をする。

「おいっちにー、さんし！」

「うん、いいよ！　おいっちにー、さんし！」

「おいっちにー、さんし！」

　リリィは顔を輝かせていた。やはり素直な小中学生といった印象だ。父親と母親の教育によって、年齢に相応ふさわしくない政治的な教養を持っているリリィだけれども、それでも根底にはまだまだ幼さを残しているのも確かだった。
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　杏奈プロジェクトのポスター撮影日。うちのビル内に設置した専用スタジオを使い、フリーランスらに仕事を発注しての撮影だ。杏奈が撮影の指揮を執っていた。

　他に撮影陣以外でスタジオに来ているのは、俺とクロエだけである。若すぎるリリィの初仕事だから、プロダクションとしても両親のどちらかには付き添ってもらいたいところだった。

　ドーナツチェーンの広告塔としては、すでに由佳里をポスターに起用してあった。しかしそちらは成人以上の女性を対象にしたものだ。ユカラーなる数百万人のファン層を抱える由佳里は、大人の女性に対して強大無比な訴そ求きゅう力を持っている。男の俺からみれば謎の怪しげな女性たちにしか見えないものの、キャリアウーマンの大半が今やユカラーである。女性たちが一度集団化すると恐ろしいほどのパワーを発揮するものだ。

　だが「仕事ができる女」として売り出している由佳里のポジションは、小中高生にはピンとこないようで、若い層に向けた広告塔が必要になっていた。杏奈が言うには、そこをリリィで補いたいらしいのだ。リリィは可愛らしい女の子だし、元気で目立つタイプだし、広告塔としては悪くないと思う。子どもたちを対象にした広告なら、有名タレントである必要性はまったくなく、目を引く子であることが重要だ。

　杏奈の計画では、ポスターだけでなく、チラシやメニュー表などにもリリィを起用して、チェーン全体のマスコットにしていく方針らしかった。

　プロのメイクスタッフの手によってメイクを終えたリリィは、すっかりタレント然とした印象だった。化粧をしたのは初めてだろう。

　そしてリリィは杏奈に逐ちく一いち指導されながら、撮影に臨のぞんでいた。気後れせずカメラの前で笑顔になるリリィは、心から撮影を楽しんでいるようだった。演技の笑みではなく、素直な子どもらしいはしゃぎぶりだ。

　だが、はしゃいでいるのはリリィだけではなかった。撮影風景を見ながら、クロエは指差して俺に叫ぶ。

「なんて素敵なのかしら！　見なさい颯斗、あれは私の娘なのよ！」

　そんなこと知ってるよ、と言うのはヤボだろう。

　クロエの興奮は収まらなかった。たとえ小さな仕事だとしても、大手芸能プロダクションで自分の娘が仕事に取り組むことが、クロエには嬉しくて仕方がないらしかった。

「美しいと思わない？　ねぇ、あんなに美しい子っているのかしら？」

　それにしても……隣でギャーギャーうるさい限りだ。恥ずかしいバカ親丸出しである。

　自分の子どもを子役として売り込むことに血ち眼まなこになるこの手のバカ親は日本の方が多いと思っていたのだが、存外にアメリカ人は子どもと一緒にバカになるのかもしれない。俺は適当に相づちを打って応じ、クロエを満足させた。

　撮影の休憩時間になると、リリィは真っ先にクロエの元にやってくる。

「ママ！　私、上手くやれたかな？」

「よくやったわ、リリィ！　あなたは最高よ！」

　クロエは両手を大きく広げてリリィを迎えた。

　撮影陣の指揮を執っていた杏奈も俺たちのところへやってきて、リリィに声をかける。

「ポスターの撮影は終わりっ。でも休憩が終われば、次はチラシやウェブ用画像の撮影よ。いろんなポーズをしてもらうから、まだまだこれからだからね」

「杏奈ちゃん、とっても楽しい仕事だよ。私、これからもやれそう」

「リリィは十分に可愛いから、モデルを続けたいならスタイルを気にするようにしてね。カロリーや脂肪分は控え目な食事を心がけて、スタイルを保つように頑張ろう。和食中心にして、そのなかでも油ものは避けて、サッパリ系メニューを選ぶのがいいよ。それから、バスト体操は忘れないで。おいっちにー、さんし！」

「おいっちにー、さんし！」

　目の前で杏奈特製のバスト体操が始まった。

「白人は食事に注意だな。欧米の食を基本として育てば、放っておくと体格がよくなってしまう。可愛らしく見えるのは子ども時代だけだ。まぁ、クロエを見てると大丈夫そうだけど」

　平均的な欧米女性と比較すれば、クロエはかなり瘦やせている方だと思う。ローガンも平均的な範囲内だ。食事は問題ない家族だろうと想像できた。

「日本に住むようになって、日本食が基本になったからね。リリィがもっと活躍するために、これからは細心の注意をすることにするわ。私に任せなさい」

　リリィ以上に、クロエの方が熱心なようだった。

「さ、リリィ、そろそろ行こう。次は私と一緒に撮影するシーンもあるからね」

「うん！　おいっちにー、さんし！」

　そして休憩を切り上げた杏奈とリリィは、再び撮影へと復帰したのだった。
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　ドーナツショップ広告の撮影後、杏奈は局へと仕事に出向き、俺はクロエとリリィを引き連れて日本大志会の事務所へと向かったのだった。ちょうど日毬の仕事が終わるころで、アドバイザーとして定期的に意見を聞くことになったクロエとの初会合である。

　アドバイザーに就任するにあたり、クロエは自らのプロフィールを持参していた。ハーバード大学政治学部政治学科を卒業し、国務省入省、アジア政策の専門家であり、語学に堪能で四ヶ国語を操る。

　大変なエリートだ。しかしクロエ自身が忸じく怩じたる想いを抱いているように、ウォール街へと進んだ同級生らと、それ以外では、人生の収支に途方もない差が付いてしまっているだろう。たかが金融が実体経済を振り回す世界を、人類はいつまで続けることができるだろうか。

　支援政党は共和党。根っからの保守層だが、未来のことはあまり信じていないようだ。

「日本大志会の究極的な目標の一つに、日本の核武装がある。私が死しても成し遂げたいと願っていることの一つだ」

　俺たちを前にして、日毬は意気軒けん昂こうに語ってゆく。

「しかしこの願望を、直接ＤＩＡやＣＩＡにぶつけるのはリスクがある。せっかく表舞台に立つことができた日本大志会が、引きずり降ろされる可能性があるからだ。だからワンクッション置いて相談してみたいと考えていた。意見を聞かせてほしい」

「アメリカ以前に、日本の核武装は周辺国が許さないと思うな。無理に強行すれば戦争になる可能性だってあるんじゃない？」

　リリィが明るい声を上げた。

　気難しい顔つきになった日毬が重々しく語る。

「だが、日本より厳しい状況に取り巻かれていても、核武装を成し遂げた国はある。イスラエルや北朝鮮がそうだろう。だから、いざ本当に核武装を行ったとしても、それが済んでしまった後なら、実はそれほど問題にはならないのではないか？　国内の左翼勢力や自称リベラルのメディア勢力が騒ぐことが、最も忌々しい事態になるに違いない。実は真の敵は外国ではなく、常に国内にある。だから外交関係については、アメリカの意志だけが主要な問題なんだ」

　すかさずクロエが指摘する。

「希望的観測よ。一国が核武装を目指すというのなら、そんな楽観的な予測に基づいて進めるわけにはいかないでしょう？　日本のような大国が責任ある振る舞いを放棄すると、世界の秩序が崩れてしまう」

「それは噓だ。新しい核武装国──イスラエルやインドやパキスタンや北朝鮮の方がよほど秩序を乱していると思う。イスラエルの核武装などは中東の対立を深め、第三次世界大戦の引き金を引くキッカケにすらなりえるかもしれないだろう？」

「噓かどうかは神楽さんが決めることじゃない。噓だろうが本当だろうが、そんなことは関係ないのよ。現行の世界体制が決めること。たしかにアメリカの意向は相当に重要だけど……やっぱりハードルが高いんじゃないかしら」

「可能か不可能かを問うているのではない。どのような手順を踏めば可能かということを問うている。どれほど細い可能性でもいいから、アイデアを聞かせてほしいんだ」

「……難しいわね。私がアメリカの政策立案者だったら一いっ蹴しゅうするような提案だけに、何ともね」

「アドバイザーとして、その可能性を探ってもらいたいんだ。もちろん我々も考えるが、元アメリカ政府関係者という視点から案を出してもらえるのは得難いことだと思う。プレッシャーを感じてもらう必要はない。方策を見つけるキッカケになれば、我々にとって十分に有益だ」

「なんてハードルが高い仕事なのかしら」

　クロエが肩をすくめると、リリィが口にする。

「ママ、こういうのはどうかな？　アメリカはたくさん核兵器を持ってるでしょう。廃棄を進めてる核弾頭だって多いよね。だったら、それを少しだけ日本に分けてあげるっていう可能性は……ありえたりしないの？」

　最初は子どもの発想だと思ったが……これは案外、なかなかウルトラＣの方法になりえるのではないだろうか。

　核武装と言えば、当然ながら独自開発するものだという大前提があった。しかし、もし本当に核兵器を供与してもらえるならば、開発にかかる膨大な時間やコストもクリアできるし、極秘裏に開発を進めるリスクも排除でき、アメリカを矢面に立てることで国際社会からの批判を封殺することさえできる。

　奇妙な提案に、日毬も意外そうな顔をする。

「面白いのではないか……？　以前、アメリカが日本に核兵器を持ち込んでいた事実が明るみになったことがある。愚劣な民政党がその秘密協約を暴露してしまい、日本は非核三原則を掲げているからこそ大問題に発展した。しかし、その秘密協約を守りとおすことが確約できるなら……あとはアメリカ側へのアプローチ次第だ」

　民政党は政権を獲る前、公約として、外交関係における密約の暴露を掲げていた。そして政権を獲ったあと、外交関係者の反対を押し切って、アメリカの核兵器持ち込みに関する密約を公表してしまったのである。たとえ密約とて外交の一環だし、外交に密約は付きものなのだから、民政党の行為は外交の放棄に他ならなかった。

　民政党がアメリカとの密約を軽々しく暴露してしまったのは、神じん内ない三さぶ郎ろうが言っていたように「対米追従」を強引に打ち止めにするために、自ら日米関係に亀裂を入れるという謀略の一環だった可能性がある。民政党は対米関係を混乱させたが、それは意図があったということだ。神内から話を聞いていたからこそ、その辺の事情はスッと理解することができていた。

　俺は確認する。

「それはつまり、日本国民へは、実質的な核武装化は隠して進めるということか？」

「現状の日本の政治的混迷状態を考えれば……やむを得ないものと考えている……。日本国民の長期的安あん寧ねいを確保するために、国民を騙さなくてはならないこともあるはずだ……。そういう私の考えは、責められても仕方がないのだが……」

「いや、責めはしないよ。政治や外交を新しい局面に進めるには、国民に秘ひ匿とくしておく事柄が多くなるのは仕方ない。だが、日毬にとって負担になるんじゃないかと思ってな」

「ときには優しい噓があってもいいのではないかと私は思う……」

　そう応える日毬は自信なさげだった。

「国民は知らなければそれで十分かもしれない。だけど万一情報が表沙汰になった場合、傷つくことになるのは日毬なんだぞ。それが心配なんだよ」

「私への非難なら問題ない。日本国家のためならば、私は死しても構わないのだ。恐れることなど何もない」

　守ろうとした相手から責められるのは、誰であってもショックであるはずだ。だがそんなことは日毬とて理解しているはずであり、決意を怯ませることはできないだろう。

　クロエは考えるようにしながら、慎重に口にしていく。

「五〇年代から六〇年代にかけて、実はアメリカ軍部には、日本への核兵器の配備に何としてもこぎ着けたいという思いがあったの。軍部はあらゆる手を尽くしたけれど、日本国民世論の悪化を恐れた国務省が、それを妨害した。結局、ホワイトハウスは国務省の意図を汲くみ取り、日本に核兵器が配備されることはなかった」

「だがその核配備は、あくまでアメリカ軍の管理下で、勝手に配備することを意図したものだろう。実際上の日本の核武装とは程遠く、日本側は一切手出しをしない形だったはずだ」

　日毬の指摘に、クロエがうなずく。

「それは当然でしょう。その後もアメリカは、艦船や潜水艦が日本に寄港する際、普通に核を持ち込んでいた。佐さ藤とう栄えい作さくは非核三原則──『核兵器をもたず、つくらず、もちこませず』──を成立させていながら、一方でアメリカとは密約を結び、核兵器の持ち込みを事実上容認していたの」

「佐藤栄作は本音では核兵器保有論者だったはずだ。一方で、非核三原則の成立に力を尽くし、ノーベル平和賞まで受賞している。私も佐藤栄作が何を意図していたのかサッパリわからない」

「そういう複雑さは、本人の心のなかの問題だからね。外野が知る由もないのは仕方ないのよ。とにかく大事なポイントは、ソ連との冷戦が盛んだったその時代ならともかく……多極化が進む現在においては、率直に言って、アメリカが日本の核武装を容認する可能性はかなり低くなっていること。だけど冷戦当時に軍部が志向していたように、東アジア地域に睨みを利かせるために、日本に核兵器を配備するという戦略的メリットは多少残っている。台湾に配備すると中国をあからさまに刺激しすぎるから、前線基地は日本が最善ね。だから日本に配備した核兵器を、日米共同管理のようなスタイルに持ち込むなら……条件交渉によっては、余地はあるのかもしれない。もちろん簡単ではないと思うけどね」

「五〇年代、六〇年代にアメリカ軍部が理想としたように……日本本土に核兵器を配備しておきつつ、核兵器の所属は米軍のままでもいいんだ。そうすれば形式上、日本は核兵器を所有したわけではないから、こちらにとっても都合がいいシナリオを描ける。だがその管理は、ペンタゴンの意図とは反するだろうが、米軍と自衛隊が共同で行う形を追求してみたい。そして日本有事の際には、自衛隊が使用できるとすれば……」

「核兵器は、持っているだけじゃ意味がないわよ。持っている事実を公にすることが抑止力に繫がる。誰も核兵器を持っていることを知らなければ、保有していないのと同じこと」

「わずかでも保有を相手に疑わせるだけでも、核兵器の役目は果たせるのではないか？　公式には保有を否定し続けるが、一部の事情通が可能性を認識してくれれば十分だろう。左翼勢力やマスメディアが妨害を企くわだてるだろうが、それには無視を貫き、頑がんとして事実を否定し通すまでだ」

　俺が口をはさむ。

「アメリカとの共同管理となれば、ますますアメリカに取り込まれることにならないか？」

「それは条件次第だと思う。アメリカを利用する心づもりで取り組むんだ。情報機関が強大なアメリカは、もちろん簡単には利用させてもらえないだろう。それでも、やるしかないのだ……」

　日毬は決意を漲みなぎらせるように肩を震わせた。

「綱渡りになるけれど……ＣＩＡと組みなさい。これは決して、うちの旦那がＣＩＡだから言ってるんじゃない。国防総省だと妥協の余地なんてないから、弱い方と組んで妥協を引き出せと言ってるの」

「私も薄々は、組むならＣＩＡだろうと考えていた。ＤＩＡはシナリオが完成していて、そこに私たちの意図を割り込ませることができそうにない。しかしＤＩＡを敵に回すということは、ホワイトハウスと敵対することと同義なのではないだろうか。恐ろしいようにも感じるし、ＣＩＡがどこまで防戦を張れるのか、私たちにはわからない」

「ＤＩＡと共同歩調を取れるなら、神楽さんが政治分野でも重要な地位に立つことができる可能性は十分にあるでしょうね。だけど、日本人の手による核武装化なんて夢のまた夢よ。何らかのリターンを得たいなら、相応のリスクが必要でしょう？」

「うむ……そうなんだろう。決断をする際の参考にさせてもらう」

　物々しくうなずいた日毬は、テーブルに身を乗り出す。

「もう一つ意見を聞きたい。日本の政党の方はどうだろうか。実は今、自友党と民政党の二つから秘密裏にアプローチを受けている。彼らと組む道もありえるし、まったくの独自路線を貫く方法もあるだろう。日本大志会にとって重大な分岐点になる。まず自友党からの接近だが──」

　それから日毬は、双方からのアプローチの内容を詳しく語っていった。

　じっと耳を傾けていたクロエは、日毬が話し終えると、逡しゅん巡じゅんすらせずに口にする。

「そんなの決まってるじゃないの。まず、独自路線はありえない。一〇年の歳月がかかるし、上手くいく保証なんて一つもない。そもそもＣＩＡが接触してきたのは、自友党や民政党が、神楽さんにアプローチした情報を摑んだからでしょう。その上で、二つの政党を天秤にかければ……ＣＩＡとＤＩＡの取捨選択よりも明らかね」

「どんな風に明らかなんだ？」

「神楽さん、あなたの内心では決まっていて、一押しをしてもらいたいがために私の意見を聞いているんじゃないの？　自友党と組むということは、ＤＩＡと組むのと一緒よ。日本大志会にとって、相当に妥協を強いられる。だけど民政党なら、むしろ相手から妥協を引き出せるわけだし、いきなり党首に立てるかもしれないんでしょう？　素晴らしいチャンスよ。迷う必要なんて感じないわ」

「民政党は私が嫌いな政党だ。有言不実行の、最悪の政党だったと思う。まだ最初から極左勢力だとわかっている共産党の方がマシだ」

　日毬が嫌いなのはわかるが、アメリカとの関係を密かに壊すことで対米自立を進めようとしていた政党なのだから、結果として身動きが取れなくなってしまったのだろう。一定の同情の余地はあると俺は思う。

「好き嫌いがどれほど問題になるのかしらね？　独裁まで宣言している神楽さんなら、政党の良し悪しなんて小さなことでしょう。政治は、嫌いだから無視するみたいな子どもの駄々っ子とは違うの。ときには昨日の天敵と同盟する決断だって必要。どういう立場に身をおけば自分の政策を実現できるのか、現実的な路線を突き詰めていくべきよ。自友党なら取り込まれて終わり。独自路線はちょっとね。ならば、民政党一択でしょう？」

「……ふぅむ」

　日毬は苦渋の様子だったが、クロエが語ったシナリオは自身も検討していたはずである。おそらく、慎重を期して道を選び取りたいがために、俺や壮司やクロエなど可能な限り多数から意見を集め、最終決断に活かしたいと考えているのだろう。クロエという日本人ですらない異分子にアドバイザーを求めたのは、別の角度から光を当てる人材として適任だと判断したからに違いない。

　ならばこそ、日毬の思考の手助けを少しでもできればと思い、俺はクロエに意見をぶつけてみる。

「アメリカから離れて、アジア諸国との関係を重視する民政党だと、自友党よりもずっと核武装化のハードルが高くなってしまうんじゃないですか？」

「そう？　私にはむしろ、民政党の方が都合よく見えるけどね。たぶん颯斗、あなたは政治に関わったことがないから、そう考えるのよ。私は外交交渉の事前協議を何度も経験しているから、景色が違って見えるんでしょうね」

「クロエには、どういう風に違って見えるんです？」

「民政党がマスメディアにどんな言葉を語ろうとも、そんなことは実際の政策には何の関係もないのよ。まさしく、どうでもいいこと。民衆には誤解させておきなさい。民政党がアジア重視のスタンスを持っているのなら、それは謀略に利用できる材料になるじゃないの。つまりよ、中国に擦すり寄ると見せかけて、アメリカの気を引く。アメリカを排除しようとするスタンスを見せつつ、妥協を引き出していく。そのゲームに勝ち残ることができたなら……いずれは、アメリカからの核兵器提供という奇妙だけど興味深い提案も、現実味を帯びてくるタイミングがあるかもしれない」

　クロエは、俺の疑問を一刀両断し、謀略を当然視して議論を先に進めたのだった。

「民政党は、ひまりんを取り込んだと考えるはずよ。だけど、ひまりんの方が民政党を取り込めばいいだけなんだと思うな。民政党って日本の敗北政党でしょう？　誰が考えたって、ひまりんの方が力が強いもんね」

　リリィは至極当然といった面持ちで言い切り、続けてゆく。

「そうやって権力を握ったら、本当のことなんて語る必要ないよ。どんな国だって、表の法と、実際にやってることにギャップがあるものだよ。だってパパの仕事がそうだもん」

「民政党は実際に中国と共同歩調を取ろうとして失敗したけれど、あなたはさらに高度な綱渡りを演じるのよ。中国に接近すると見せかけて、アメリカにショックを与えて苛立たせる。激しい戦いになるわ。中途半端じゃ務まらない。だけど、アメリカから妥協を引き出していくには悪くないシナリオよ。民政党は利用できる──」

　声を潜ひそめるようにしてクロエが言った。

「果たしてＣＩＡは、私の意図に協力してくれるだろうか……？」

「日本の核武装化に繫がる陰謀に協力することは、確実に嫌がるでしょうね。だけど、それを上回るメリットを提示できれば、可能性は見出せるはずよ。政治には、不可能なことなんて一つもないの。こちらがどこまで妥協して、相手からどこまで妥協を引き出せるか……それだけが問題よ」

「パパも一緒にお話した方がよくない？　その方が、お話も捗はかどると思うの」

「そうね、たぶんそうしてもらった方がいい……」

　クロエは思考を巡らせる表情をして、ふと顔を上げる。

「でも神楽さん。私やリリィが、直接ローガンを説得することはないと思ってね。アドバイザーのポジションを逸脱することはない。そもそも私たちは日本人じゃないからね」

「わかっている。当然のスタンスだと思う。私としては、この話をいきなりＤＩＡやＣＩＡに持ちかけるのは気が引けた。思案した挙げ句、まずは二人に相談してみる手があるのではないかと考えたのだ。それは間違っていなかったと思う。リリィから非常に面白い提案も聞くことができて、考えていた以上の成果を得ることができた」

「ひまりんに喜んでもらえて嬉しいな。私、もっと頑張って考えてみるね」

　宿題をこなすような口調でリリィは言った。

　リリィの根は小中学生だが、政治面での教養を備えるよう教育を受けてきた子だ。発想は面白いし、悪くないのではないだろうか。

　そして俺たちは、いずれローガンと再度セッティングしてもらうことにして、会合を終えたのだった。

　それから今後のリリィは、ドーナツショップの広告やチラシの作成のために、アメリカンスクールが終わったあとや土日など、時おり事務所に顔を出してもらうことになったのだった。





◇






　日曜日の昼過ぎ、ひまりプロダクション会議室。

　役員の面々に加えて壮司がテーブルを囲んでいた。

　テーブルに並べ置いたリリィのポスターやチラシを見やりながら、杏奈が嬉々として声を上げる。

「一三歳！　大人の女性へ向けた重要な転換点の年齢だよね。子どもらしい可憐さと、大人の片へん鱗りんを併せ持った絶妙な年頃なんだよ。リリィは絶対美人になるね。可愛いな～」

「子役のマーケットはそんなに大きいわけじゃないが、日本語ネイティブな金髪の子は使いどころがあるな。トーク番組では目立ってくれるし、ドラマなんかでも需要は見込めるだろう」

　俺が無難に応じた。

「それにね、リリィはちゃんと鍛えれば、ひまりん並の胸を目指せると思うんだよね。驚異の逸材だよ」

　女の子を判断するにあたって、杏奈はなぜかバストから入る。大きさは重要だが、形や容積、硬さや柔らかさなど、さまざまな角度から検証を加えているのだとは杏奈本人の談だ。突っ込んではいけない点である。ちなみに杏奈に言わせると、日毬のバストは一〇〇点満点中一二〇点で、人類最強なのだという。

「リリィちゃんはあどけなさが残ってるから、その手の需要も発掘できそう」

　そんな由佳里の言葉に、俺が確認する。

「その手の需要ってロリコン向けか？　ニッチすぎて、まともなビジネスにはならないよ」

「違います。子役のことですって」

「ゆかりんが大人向けの広告、リリィが子ども向けの広告だよね。完璧！　私のショップチェーンすごすぎ！」

「杏奈ちゃん自身も広告塔になったら、もっと派手に演出できるんじゃない？」

「私は社長ってポジションだけに留めて、静かにしてるのがいいと思うんだよね。私自身がポスターやパンフレットにまでベタベタ露出しちゃうと、ちょっと私の色が強くなりすぎる気がするんだ。なんだか、みっともないような気がするんだよね。こういう広告は、適度な按配がいいんだよ……なーんて偉そうに言ってるけど、本当は颯斗くんから教わったことなんだけどね」

「言ったっけ？　そんなことまで」

　任せっきりにしているつもりだったから、あまり詳しくアドバイスしているつもりはない。マネージャーに付いたときに伝えたかもしれないが、杏奈は常に喋りっぱなしなので、こちらもいちいち話を覚えていないのだ。杏奈の仕事に付きそうときは、彼女の話を聞き流す術を心得ていないと、てんてこ舞いにされてしまう。杏奈に付くことが多い森も、同様のスタンスで取り組んでいるはずだ。

「いろいろ教えてくれたじゃん。……あー、今の颯斗くんの受け答えで、私の話に適当に相づち打ったりしてただけなのが発覚だよ。ちぇっ。ショックだなぁ」

「いや、聞いてた聞いてた。ちゃんと聞いてたって。本当だよ」

　慌てて俺は言い訳を試みた。今後、マネージャーに付いたときに、杏奈の気分を害するようなことがあっては業務に差し障りが出てしまう。

「なんか噓っぽいなぁ。こういう男の人の軽いところ、酷いと思わない？　ね、ゆかりん？」

「最低だよね～」

　深く相づちを打った由佳里は、俺に険悪な視線を向けてくる。

「女の子の気持ちがわからない男性は、おしなべて極悪人なんです。凶悪犯っていうか、裏切者っていうか、反逆者っていうか、売ばい国こく奴どっていうか……とにかく何かもうすごい悪党です。それ知ってました、先輩？」

「おいおい、今は役員会だぞ……。仕事の話に戻ろうぜ。リリィのことだったろ……」

　由佳里と杏奈という、騒々しさではひまりプロダクションのツートップが相まみえると、いつもこんな感じになってしまう。役員会というより女子会といった方が適切だ。

　しかも二人が社長と副社長なのだから堪らない。由佳里に社長を譲った俺は道を間違えたのだろうか。

「話逸らそうとしてるー」

　杏奈は俺を指差して冷静に突っ込んできたが、ひるまず強引に突っ切ろうと試みる。

「リリィはなかなか特殊な環境で教育を受けてきてるから、『ひまりんプロジェクト』なんかに出しても語れるような気がするな。本格的に売り出すかどうかは由佳里や杏奈が決めればいいと思うけど、ああいう愛らしい容姿から繰り出す冷酷じみた言動は、インパクトがあってなかなか面白いものだ。単なるモデル扱いだけだともったいないかもしれないぞ」

「ん～、それはまだ少し難しいんじゃないですかね？　先輩の指摘通り、知識面では問題なさそうです。でもでも、ちょっと話してみた感じ、言っていいことと言ってはならないことの線引きが、リリィちゃんにはできてないと思うんですよ。日毬ちゃんも線引きできないかもしれないですけど、道徳心や公共心が旺盛なので、看過できるんですよね。でもリリィちゃんは、人の生き死にや国家の裏表みたいな陰謀チックなことをサラッと口にしちゃうじゃないですか。そこには道徳心も公共心もないと思うんです。一三歳の子がテレビでする発言としては、ちょっと……」

「ああ、まぁそうかもしれないな……」

「リリィちゃん、討論番組なんかに出すと、きっと視聴者やファンから非難を集めやすいタイプですよ。本人にはまったくそのつもりがなくとも、素直なだけにストレートに話すだけで問題が大きそうです。日毬ちゃんなら跳ね返す力がありそうですが、リリィちゃんは根っこが普通の子な気がします。あまり引っ張り出さない方がいいんじゃないかと」

「意外と冷静じゃないか。そうだな、リリィには野心があるわけでもないし、外がいタレとして売れそうなら押してみるって程度か」

「リリィはモデル専門でいいじゃん。金髪碧へき眼がんで日本語ネイティブな、可愛い幼女系タレントでいいよ。ひまりんみたいに政治論を視聴者の前で語ることなんて望んでないでしょ」

　杏奈がそう指摘した。

　それにしても、ひまりプロダクションの所属タレントの面々は、家庭環境の名残が色濃い娘たちばかりだが……ついには父親がＣＩＡの娘まで現れてしまった。しかも母親はハーバード大学から国務省というキャリアの道を辿ってきた、学歴・階級社会アメリカのなかでも頂点に近いところに位置するエリート家系である。

　いやしかし、これでは俺たちがＣＩＡの出先機関と受け取られかねないのではないか。実際のところ壮司もＣＩＡの要員だし、色が強すぎるような気がした。だがむしろ公安警察に対する牽制くらいにはなるのだろうか。自分自身、うちの会社が一体全体どんな組織なのかわからなくなってくる。

　由佳里が話を進めていく。

「あえて主流メディアでのプッシュは外して、世間の期待を盛り上げてみるのもいいかもしれないですね。そこで注目されなければ、杏奈ちゃんのチェーンのマスコットガール専属のような感じでＯＫ。でももし何らかの形で世間の目が向いてきたら、こっちもそのときに売り込み方法を検討しましょう」

「リリィは可愛いだけじゃなく、頭がいいし、バイリンガルですごく物知りだよね。単なる一三歳アイドルってわけじゃないのは、ひまりプロダクションらしくていいと思うんだ。まさに相応しい人材だよ」

「普通にオーディションを開いて獲得できるようなタレントじゃないことはたしかだな。応募してくるわけがない。オーディションだと、良い人材が発掘できたとしても、せいぜい千歳クラスなんだろう」

　つい口を滑らせた俺に向けて、由佳里と杏奈が口にする。

「先輩、また千歳ちゃんですか！」

「ここで一句。千歳ちゃん、あぁ千歳ちゃん、千歳ちゃん」

「いやいや待ってくれ。客観的に言ってるだけのつもりだぞ。うちの会社は、尖った才能のある子を一本釣りしてきたからこそ成功したんだと思う。仮に千歳が三〇人いても成功はできなかったはずだ。杏奈は知らないだろうが、うちの会社で一度だけオーディションを開いてみたことがあったんだよ。結果として、あんまり上々の結果にはならなかったなぁって思ってて──」

　俺は懸命に説明したが、由佳里が話を遮さえぎってくる。

「千歳ちゃんを採用できたじゃないですか！　最高の成果ですよ！」

「あんなに可愛い子、オーディションやったって簡単には来ないのにね。千歳ちゃんの美貌は芸能界最高峰だと思うな。びっくりするほど裏表がない子だし、いつも努力してるし、素敵な人材だよ」

　杏奈も追従した。

　千歳は努力がまったく報われないタイプなのだと返そうとしたが……言い訳するほどにドツボにはまっていくような気がした。

「誤解がないように言っておくけど、千歳はちょっと信じがたいほど良い子だと俺だって思ってるよ。杏奈の言う通り表裏がないし、善意に囲まれて純粋培養されて育ってきた感じがする。だから、そういうことじゃなくて、今は割り切って芸能の仕事の話をしてるんだ。佐々倉さん、黙ってないで援護してよ……。長いこと事務所にいた佐々倉さんなら、俺の言いたいことがわかるでしょう？」

　もはや俺には、壮司に助けを求める道しか残されていなかった。口喧しい経営陣二人に対抗するためには、男性陣で団結するしか術がない。

「佐々倉さんなら、私や杏奈ちゃんの味方のはずです！」

　由佳里がいきり立ち、杏奈が壮司を覗き込む。

「壮ちゃんはどう思う？」

「私は杏奈さんのファンですから」

　当然のように壮司が言った。

　どうやら俺は判断を誤ったようだ。すぐさま謝罪して撤退すべき場面だったようである……。

「いったん社長を追われると、孤立感が半端ないな……。もう言わないよ……。許してくれ」

　俺は額に手をやり、弱々しく引き下がることしかできなかった。

　それからは壮司のように、できるだけ口を開かないようにして、経営者二人の女の子が進めていく議論に聴き入ることに徹したのだった。二人の会話は、ふとしたことからすぐに脱線していってしまう。脱線がさらに別の脱線を呼び込むこともあり、以前の役員会と比べると、小さなことを決めるのにも妙に時間が掛かるものになってしまったようだ。

　しかし結論はあながちズレているわけでもなく、納得性のあるものに落ち着くようだったので、基本は任せても大丈夫だとは思われた。それにしても騒々しい役員会になったものである。





◇






　俺は一人、屋上でボーッと佇たたずんでいた。

　屋上にはベンチを二つ設置しているだけで他には何もない。後ろ側や左右は雑居ビル群のコンクリートに囲まれているだけだが、前面からは新宿御ぎょ苑えんの緑を一望できる。しかしそれは、ひまりプロダクションの事務所からも、ほとんど同じ景色を楽しむことができた。空調が効いた最上階から、ガラス越しに景色を眺めて、ゆったりしたソファに腰かけていた方がリラックスできるだろう。排気ガス漂ただよう屋上に来て、わざわざ休憩するようなことは普通ない。

　しかし俺は、たまには一人になりたい気分だったのだ。体育館裏でグレたい気持ちとでも言おうか。

　良くも悪くも会社は変わってしまった。いや、良くなったのだろう。由佳里が社長になったことで、さらに会社の雰囲気は明るく華やかになったように思う。やはり由佳里には、一般的なビジネスマンがなかなか持ち得ない才能があるのだ。それは社長だった自分の力のなさを見せつけられた気持ちだし、創業者である自分の手から会社が離れてしまうような気分でもあった。

　それにしても、いったん社長を退くと、ずいぶん肩身が狭くなってしまうものだ。なんだか寂しいものである。役員会や打ち合わせではどうしても小言を言いたくなるものだが、これからはグッと堪えて由佳里と杏奈の二人に任せ、重要な軌道修正だけに徹するようにしなくてはならないだろう。

　意味もなく、俺は「ふう」と大きくため息をついた。

　そのとき……ガチャリ、と背後から音が響いた。

　振り向くと、千歳と栞の二人が屋上にやってきたのだった。

　二人は俺の側まで近づいてくる。

「なんやねん。背中に哀あい愁しゅう漂いすぎやろ。経営者交代したら、『もののあはれ』を感じてしまうものなんか？」

　栞は呆れた口調で言い、千歳が朗らかに続く。

「おつかれさまです！　朝からなんだか社長が寂しそうだったんで、心配してました。社長が屋上に行くのを栞さんが見かけていたんで、一緒に来てみたんです」

「もう社長じゃないぞ。由佳里が社長だ」

　俺が指摘すると、千歳は戸惑ったような顔をする。

「あっ、そうですね。でも、なんて呼べばいいんでしょうか。私にとって社長は社長ですし……」

「千歳も『颯斗』でええんちゃう？　うちの事務所、みんな呼び捨てにしとるやろ」

「えっ？　は、颯斗……さん……？　なんだか照れちゃいますね……。織おり葉ばさんだと距離があるような気がしますし……でもやっぱり名前で呼びたいですけど、なんていうか……。颯斗さん……関係が一気に進んだみたいで嬉しいけど恥ずかしいような……」

　千歳は頰を染めていた。

　たかだか呼び方など俺は気にしない。以前、危うく杏奈に名付けられそうになった「颯斗キュン」でなければだ。

「つーか、たかが名前を呼ぶだけで千歳が照れる様子を見るこっちが恥ずかしいよ。普通でいいんだ。あるいは、慣れないなら常務でもいいぞ。いちおう常務取締役だからな」

「私もみなさんみたいに気軽に名前で呼びたいんですけど、なんだか急なんで……努力してみます……。それまでは常務で……」

「千歳は初々しすぎやろう。うちみたいな図太さがないと、芸能界なんてやってられへんで。うちすら面喰らう厚かましいヤツばっかや。昨日なんか、うちに嫉妬しとるおばちゃんタレントに、番組後に嫌味言われまくったわ。『アンタなんか中卒でしょ？　私これでも東大の院まで出てるし』やって。中卒の何が悪いっちゅーねん。思い出しただけでも腹立つ～」

　言いながら、栞は地じ団だん太だ踏んで悔しがった。

「ああ、木きの下した教授だろ？　おばちゃんトーク芸人みたいな大学教授。博識の毒舌キャラは、栞が表舞台に出てくるまで木下教授の独り舞台だったからな。栞に十八番おはこを奪われて焦ってるんだろう。アレは割り切らないとしょうがない」

　栞と木下教授が一緒にレギュラーとして出演しているトーク番組が一つある。レギュラーは一〇人くらいいて、彼ら彼女らが毒舌トークを繰り広げるわけだが、栞と木下教授はキャラが完全に被ってしまっていた。なおかつ、栞の方が発言が知的だしユーモアもあり、綺麗な容姿と相まって、番組としても遥かに使い勝手が良いようだった。次の改変期には、木下教授はおそらくレギュラーを外されるに違いないと、局のスタッフではない俺ですら扱いの違いが感じられる。栞が激しく木下教授から嫉妬されるのは当然の状況なのだ。

　千歳は両拳をギュッと握りしめて口にする。

「栞さん、大丈夫ですよっ。番組を見てる人はみんなわかってます。木下教授より栞さんの方がずっと面白いですし、頭もいいなぁって思いますもん。私なんて栞さんが羨ましくてしょうがないです」

「しかもやで、『ビジュアルだけは私より少しいいから、画面に映る時間が長いだけよね』なんて捨てゼリフ残しおったんや。なんでうちと美貌を比べてんねん。おばちゃんと比べられるうちの方がよっぽどショックやわ。ジブンの頭、一体どないなっとんねん」

　一人で溜め込むより、愚ぐ痴ちとして吐き出した方がストレスを和らげることができる。こういう機会に、栞にはどんどん吐き出してもらいたいものだ。

「相手にするな。嫉妬は芸能界の御お家いえ芸げいみたいなものだ。栞さえ順調に仕事を続ければ、木下教授はそのうち消えていくタレントだよ。栞の気持ちを搔かき乱そうとする向こうの手口に乗っちゃいけない」

「……。なんや、落ち込んどる颯斗を励ましてやろう思うて来たんやけど、うちの愚痴になってしもうたやないかーい。なんでやねーん」

　栞は大おお仰ぎょうなリアクションで、軽いチョップを繰り出してきた。

「なんだ、二人して俺を励まそうとしてくれたのか？　そんなに落ち込んでるように見えたか？」

「見えました。うつむいて歩いてる姿なんて初めて見ましたよ」

「やたら寂しそうやったで。一人娘を嫁にやる親みたいな顔しとったわ。せやから、千歳と連れだって慰めてやろう思うてな」

「もっとマシな喩たとえで語ってもらいたいもんだけどな。なんだよ、一人娘を嫁にやる親ってのは」

　苦笑しつつも、俺は二人の気遣いに内心で感謝した。だから俺は二人に本当のことを打ち明けることにした。隠す必要もない程度のことだ。

「もう大丈夫だよ。ほら、由佳里に社長を譲っただろ。俺じゃないとわからないかもしれないけど、微妙なところでいろいろ変わっちまったから、それがショックというか……なんだか心細い気がしてな」

「なんやねん、そないなことかいな。うちらは別に颯斗に対するスタンスを変えたつもりなんて、まーったくないんやけどな。本人が思ってるほど周りは気にしていないもんや。気楽に行こうやないか」

「そうですよっ。社長交代なんて言われても、私たちが何か変わるわけでもないんです。今まで通りでいいんです」

「わかったよ。たしかに俺が気にしすぎてたみたいだ。二人ともサンキューな」

　礼を伝えつつ、俺は腕時計に視線を落とす。

「俺はこのあと三〇分くらいしたら日毬の仕事に付くことになってるけど、千歳も栞もそろそろ仕事の時間だろ？」

「せや。由佳里にどやされてしまうで」

　そのとき、ちょうど栞の携帯に電話がかかってきた。

　携帯を取り上げた栞はまくしたてる。

「すまんすまん、すぐ行くわ。ちょっと待っとってな」

　その一言だけで電話を切った栞は、携帯をしまいながら顔を上げる。

「由佳里から催促やったわ。ほな、うち行くわ。千歳も早はよう支度した方がええで」

　そして栞は屋上の出入り口へと駆け出した。

　すぐさま千歳も続こうとしたようだが……ふと立ち止まり、千歳はおずおずと俺の側へと戻ってきた。

「あの……どんなことでも言ってくださいね。社長のためなら私、何だってしますから……」

　上目遣いで千歳は小さく言った。

「また社長になってるぞ。まぁ、見分けさえつけば呼び方は適当でいいよ。それにしても、千歳は仕事が一気に増えてくれたな。上出来だ」

　千歳の頭にポンと手を乗せて言うと、安堵したように千歳は微笑み、栞を追いかけて階段を下りていった。

　こうしてタレント陣が経営陣の心配をしてくれるのも、ひまりプロダクションならではの事象だろう。ありがたいことだ。それだけに、タレントに無用な心配をかけないようにしようと、俺は気を引き締めたのだった。
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　テーブルの上に、壮司は静かに招待状を置いた。

「先ほど、郵便書留で届きました。クルス大佐からのものです。虎ノ門の日本料理屋で、総帥を接待したいとのことです」

　日本大志会の事務所応接ソファ。

　報告したいことがあると壮司が言うから、ここまで来ていたのだった。

　俺は招待状を覗き込む。

「ああ、植うえ松まつか。いい店じゃないか。ずいぶん渋い店を指定してくるものだな」

「知っているお店なのか？」

　隣に座っている日毬が、俺に視線を向けてくる。

「高級料亭だよ。政治家や財界人は昔から使ってるところだ。ミシュランの三ツ星にもなったから、外国要人も使うようになったんだろうか」

「受けるべき、なんだろうな。クロエからは、『ＣＩＡと組んだ方が日本大志会にとって都合がいいはずだ』と言われてはいるが……ＤＩＡの方が安心できる点もある」

「クロエは別に旦那がＣＩＡだからといっても、強く肩入れしているスタンスじゃなかったからな。ＣＩＡの方が弱いから、こちらの方針を受け入れてくれる可能性があるというアドバイスだった。もしＤＩＡから良い条件を引き出せるなら、組む相手としてはベストなんだろう」

　俺の話に、目の前の壮司がうなずく。

「そう思いますね。ＤＩＡは、ホワイトハウスとも直に繫がるラインを持っています。おそらくクロエも、ＣＩＡとＤＩＡから引き出せる条件が同じなら、ＤＩＡを選ぶべきだと言うでしょう。日本大志会としては、双方と可能な限りの条件交渉をしていくべきだと思います」

「わかった。こちらの方針を率直にぶつけてみよう。そこでＤＩＡクルス大佐が、こちらにどこまで妥協的姿勢を示してくれるかを確認する必要がある。ＣＩＡと踏み込んで話す前に、知っておきたいことだ」

　そう言って、日毬は物々しくうなずいたのだった。
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「正座というのが私には無理でね。日本語や日本文化を学んだときに慣れようと努力したものだが、老体には腰に厳しいらしい。足を崩させてもらうよ」

　奥座敷の一室で向かい合ったクルス大佐はあぐらをかきながら言った。軍人らしい巨体の持ち主のため、動作が大きくて愛あい嬌きょうがあるようにも見えた。二回話す機会があっただけだが、相当に頭がいい人物であることはわかっている。体格に似合わず、大組織ペンタゴンのなかでも厳選された知的エリートの一人なのだろう。

「あぐらでも西洋人には辛いんじゃないですか？　普通のレストランでも良かったんですよ」

　日毬の付き添いとして俺が同行していた。壮司のことはクルス大佐が毛嫌いしているし、あくまで別組織の人間であるから、連れてくるわけにはいかない。

「いや、この会席料理は一度ハマるとやめられないんだ。とても個人で何度も払えるような値段じゃないが、工作活動費として計上できるなら、利用させてもらわない手はないよ」

「なるほど、大佐の好みでしたか。ずいぶん渋いお店を指定してくるなと、密かに大佐の慧けい眼がんを賞賛していたところです」

「私も会席料理店だとありがたい。洋式料理だと慣れていないせいか、胃もたれしてしまうんだ。ここだとゆっくり話に集中することができる」

　日毬の言葉に、クルス大佐は顔を綻ほころばせる。

「ひまりんに喜んでもらえることが一番嬉しいよ。私も今日こうして誘った甲斐があったというものだ。気楽に本音で語り合おうじゃないか」

　情報機関員が本音を漏らすとは思えないのだが、公式通りの挨拶だと受け流せばいいだろう。

「ところで……クロエやリリィとだいぶ親しそうにしているじゃないか。リリィが日本でアイドルになるなんて驚いたよ」

　どこから知ったのだろうか、クルス大佐は意味深な面持ちだった。

　そのことは、今日の会合のどこかで話題にのぼると思っていた。早いうちに説明の機会があってありがたい。

　俺が応じる。

「リリィのことは、そんなに大々的に売り込む計画はないんです。あくまで一三歳モデルという位置付けです。うちは他に二〇歳の売れっ子モデルを抱えてるんですが、もっと若いモデルが必要な仕事もありました。だから、リリィならちょうどよいのかなと。うちのプロダクションは業容がすっかり確立してしまっているので、懸命にタレントを売り込む必要がないという事情もありますね」

「ちなみに二〇歳の売れっ子モデルとは私の姉上のことだ。立派にモデルとしての務めを果たしていると思う。私も見習わなくてはならない」

　勇ましく語ろうと力む日毬には、誰もがついつい微笑んでしまうものだ。そんな日毬との会話がクルス大佐には楽しくて仕方がないようで、相好が崩れるのを抑えきれないようだった。

「リリィが芸能デビューしたことは個人的にも興味を持っている。私には息子しかいないのが残念だ。もし娘がいたのなら、仲間に入れてもらえないかと相談していただろう。ローガンに嫉妬してしまうよ」

　そこでクルス大佐は気難しい顔になる。

「だが、ややこしいのはクロエだ。別にＣＩＡの要員というわけじゃないが、それでも関係者であることは間違いない。いったいどういう考えなのか聞かせてもらいたいと思っていたんだよ」

「もともと壮司から紹介されたのがレイエス一家だったからな。クロエにはアドバイスをしてもらっている。日本大志会は海外の視点には強くない。だから、相応しいアドバイザーがいればと考えていたんだ。クロエは元アメリカ国務省のインサイダーだし、日本の事情にまで精通していて、意見を聞く相手としてはこれ以上ない人物であると思う。それに直接ＣＩＡから報酬をもらう立場でないのもよかった」

「クロエが優秀なのは認めるが、少々ヒステリーじみたところがある。アドバイザーとしては不適任だと私は思うがね」

「今の話をクロエにしてみてもいいだろうか」

　サッとクルス大佐の顔色が変わり、声を上ずらせる。

「それだけはやめてもらいたい！　クロエとリリィに絡まれたら面倒なんだ！　ひまりんが考えている以上に、日本におけるアメリカ人社会は狭いもので……私は悪い意味で言ったのではなく……その……つまり──」

　そんな弁明を日毬が押し止める。

「冗談に決まっている。秘密会合での会話を軽々しく他者に漏らしてしまうほど、私は愚か者ではないつもりだ。なにより知っておいてもらいたいのは、クロエは日本人ではないし、そもそも日本国に義理立てしなくてはならない立場でもない。それは本人も指摘している。日本大志会の方針や政策に最終的な影響力を持っているわけでもない。あくまで勉強させてもらっているだけだ。日本大志会としては、クルス大佐を事務所に招いて国際情勢についての教えを請いたいくらいでもある。だがＤＩＡの秘密工作員と私が知っていて招くのは、いささか刺激が強すぎるだろう」

　クルス大佐は咳払いをしつつ、幾度か呼吸を繰り返して口にする。

「ひまりんは冗談がすぎる……。たしかに日本大志会にはすでにＣＩＡの佐々倉壮司が潜入済みなのだから、今さらクロエが少し関与したところで何かが変わるわけではない。……ただ、私の大好きなひまりんには間違った判断をしてほしくはないということだ。くれぐれもＣＩＡの甘かん言げんに乗せられ、わけのわからない工作に荷担させられるようなことがないようにしてほしい。日本のためになるとは思えないんだ。私は心配しているのだよ」

「無闇にＣＩＡと組もうとは思わない。日本大志会の方針をどこまで受け入れるのか──それが重要だ」

「ふむ。しかし、ひまりんなら理解していると思うが、自分が望むものの何もかもを手に入れることはできない。相手のためにどこを妥協し、その見返りとして何を得るか──常にその見極めが求められる。情報工作は相手を騙して利用するだけの仕事ではない。相手に対する思い遣り……たとえて言えば愛情や友情のようなものだろうか……高度な政治的関係になればなるほど、そういうものが重要になってくるケースもあるものだ」

「貴公らとの接触はわずかな期間だが、それでも言わんとしていることは理解できるようになってきたつもりだ。日本大志会としても、優先すべき事項と、涙を吞んで妥協しなくてはならない事項はおおよそ固まりつつあると思う。カードを隠して交渉するつもりはない。今日は忌憚なく、お互いの意志を確認し合いたいと考えている」

「ひまりんは吞み込みが早くて助かる。情報工作員としてスカウトしたいくらいだ」

　お世辞かジョークか、クルス大佐は穏やかに笑った。

　日毬は身を乗り出す。

「本題に入っていこう。日本大志会としては、もしできうるならば、アメリカの本流に位置する貴公らＤＩＡと組みたいと考えている。ＣＩＡとＤＩＡの条件が同じなら当然の選択だ。条件が折り合うことを願っている」

「ひまりんの望みを聞かせてほしい。ひまりんが政治家として重要なポジションに就いた暁には、どうしても成し遂げたい願望があるはずだ。それがアメリカ政府の考えとどこまで合致できるかどうかが試される。果たして、我々と同じ船に乗ることができるだろうか？」

「日本大志会には、成し遂げたい希望が山ほどある。日本の未来のための変革だ。……しかし、多くはアメリカと歩調を合わせるために妥協を要することに違いない。だから、私の命に代えても絶対に優先したいことを一つだけ決めている」

「ほう。目標をたった一つにまで絞っているのならむしろ都合がいい。やはり、ひまりんはよくわかっている。聞かせてほしい」

「それは日本の核武装だ。私の命と引き替えにしても構わない。他のことは、可能な限りＤＩＡの方針と擦り合わせていければと考えている」

「……」

　クルス大佐は押し黙り、思案するようにアゴに手をやった。

「……」

　日毬もそれ以上は口を開かず、クルス大佐の答えを待っているようだった。

　座敷には沈黙が続いた。クルス大佐は中空に視線を走らせ、苦しそうな顔になる。

「いかがだろうか？」

　日毬が促うながした。

「……申し訳ないが、それはおそらく無理だ。ＤＩＡとしては、その約束はしかねる。もちろん将来、何らかの政治的転換点が訪れて、アメリカの方針が変わることがないとは言えない。事実、アメリカの一部には日本の核武装に言及する声もあるが……その多くは日本からの米軍の撤退とセットになった議論だ。あくまでシミュレーションレベルの話であって、現実的には目下、可能性はゼロに近いだろう」

「結論を急がないでほしい。私の考えはこうだ。アメリカが日本に核兵器を供与するという形なら、何らかの妥協点が見出せるのではないだろうか。相応のお金を支払う形でもいいし、アメリカ軍の世界的な軍備編成の一環として戦略に組み込んでもらう形でもいい。何らかの可能性は見出せるはずだ」

「他国に核兵器を供与するような事態は考えづらい。国際社会を荒立たせることになる。とりわけ、中国、朝鮮、ロシアの抵抗は大変なものになるだろう」

「秘密裏でやればいい。国家間の交渉とはそういうものだろう」

「アメリカは民主主義国家だ。核兵器を移譲するような話が、議会の承認なしで進められるわけがない」

「まやかしの言葉は不要だ。軍備編成をいちいち議会の承認を取って進めているようでは、とても国土防衛などできるわけがない。大統領がひっそり承諾すれば済む話だ」

「大統領の理解は得られないだろう」

　クルス大佐はこの議論を早く終わらせたいようだったが、日毬は懸命にすがるようにまくしたてる。

「供与してもらわなくてもいい。日本に配備した核兵器を普段はアメリカ軍が管理する形にしておいて、中長期的なことは交渉していけばいいことだ。どうか頼む。この件ではどうしても、何らかの妥協点を見出したいんだ」

「米軍が完全管理下に置ける核兵器配備なら可能性はあるだろう。昔のことだが、もともと国防総省は日本に核兵器を配備することを願っていた」

「いずれ自衛隊との共同管理のような形を取っていけるよう、交渉していきたいと思う」

「それは無理だ。あくまで米軍管理であって、そこに日本人が絡んでくるとなれば話は別だ。その線引きは明確にしなくてはならない。軍人にとって曖昧さは許されない」

「日本が密かに独自開発することに、アメリカが手を貸してはくれないだろうか。アメリカが手伝うということは、日本の核武装を容認することと同義だ」

「……」

　クルス大佐は途方にくれたように日毬を見やっていたが、日毬は真剣な眼差しを動かさなかった。

「……核以外のことについて話したい。経済問題でも、軍事問題でもいい。日本大志会が目指すべき、他の目標はたくさんあるはずだ。現実的に妥協していける物事について調整していこうじゃないか」

「最重要課題の一つなんだ。避けることはできない案件だ」

　日毬には決して譲るつもりはなさそうだった。

「日本国民も納得しないだろう」

「理解を得られると信じているが、それでも当初は秘密裏に進めなくてはならないと考えている」

「それは国民を裏切ることになりやしないか？」

　そんなクルス大佐の問いかけに、日毬は不思議そうな表情をする。

「貴公は本気で言っているのか？　情報機関員の存在意義そのものを問うような質問だぞ」

「その通りだ……。今の問いかけは忘れてほしい。しかし、無理なものは無理だ。この場ではもっと前向きに、可能性のあることについて討とう議ぎしていこうじゃないか」

「……」

　今度は日毬が押し黙る番だった。

　しばらく思案した末に、日毬はゆっくりと口にする。

「拒絶しなくてはならない理由を聞かせてほしい。核を持たせたくない理由は……やはり日本に対するアメリカの支配力が弱まるからだろうか？」

「核拡散防止の取り組みに反することになる。日本のような大国が核兵器の保有に踏み切れば、世界中で同様の動きが起こるだろう」

「核拡散防止は偽善だ。世界平和を掲げながら、実際には国連常任理事国にとって都合のよいように世界をコントロールしたいがための白々しい話だ」

「アメリカが日本の核武装を容認しないさまざまな要因がある。とても一言でまとめきれるような話ではない。もちろん、ひまりんの指摘通り、支配力というのは最も重要な点になる。核兵器を保有している国を守るなどナンセンスな話であって、アメリカの軍事的コントロールを利かなくさせる。……だがこれは誤解しないでもらいたいのだが、我々が日本に対して特別に悪あく辣らつなことをしようとして陰謀を巡らせているわけではない。適切な軍備と情報機関を持つ覇権国にとっては、いかなる国家、いかなる組織に対しても、同様の方策を採るのが必然のことになる。歴史上、大なり小なりありとあらゆる時代と地域で行われてきた生なり業わいだ。言葉が適切かどうかわからないが……いわば通常業務の範囲内なんだよ」

　そこまで一息に語ったクルス大佐は、口調を和らげて続ける。

「そしてそれだけでなく、とりわけ日米の間には特殊事情も横たわっている。過去に日本に対して核兵器を使用したアメリカは、いずれ日本から復讐されるという、宗教的観念からくる潜在的な恐怖も抱えていることは間違いない。だからアメリカとしては、日本に核を持たせることを躊躇せざるをえないんだ」

「もちろん私が核兵器保有に固執しているのは、アメリカの支配を打破するための一つの手段だと考えているからだ。私は腹を割って話したい。現在、アメリカという帝国を支えているのは日本と中国の資金だ。しかしこの流れは、もう続かない。私たちもアメリカも、新しい道を模索するタイミングが迫ってきた。日本が真の独立を達成し、太平洋地域の秩序を維持する役目を担う必要がある。それはアメリカの国益に繫がるはずだ。新しい世界秩序を模索すべき歴史的瞬間がやってきたんだ」

「太平洋地域の秩序維持なら、既存の軍事力で義務を果たすことができるだろう。国防総省としては、日本の自衛隊の強化は大いに望むところだ。マッカーサーの憲法を改正する日本の努力も、我々は一定の支持をしている」

「当然、経済力に見合うだけの軍事力の強化は、国民に対する政府の最低限度の義務だが……現代においては、それだけでは不十分だ。大量破壊兵器の保有が、戦争の可能性に一定の歯止めをかけてくれる。地域のパワーバランスの維持と平和のため、この問題については、どうあっても私には妥協する選択肢はないんだ」

「日本の核武装は最も高度な政治的課題だ。そしてアメリカには、今はどうあっても認める選択肢はない。何度も説明した通りだ。勘違いしているかもしれないが……我々には選択権がある。そして君らには選択権がない。君らが我々と行動を共にする意志がないのなら、我々は端っから君らを相手にはしない。実に簡単な話だ。わかるね？」

　断固とした口調で言ったあと、クルス大佐はためらいの表情を見せて目を逸らし、苦しげに続ける。

「……大好きなひまりん相手に、私もこんな言い方はしたくなかった。どうか私の遣り切れない心をわかってほしい。それが現実なんだ。理解してもらえないだろうか」

「理解はするが、こちらも譲れない。日本大志会の存在意義にも関わる問題だ」

「ならばＣＩＡと茶飲み話でもすることだ。しかし彼らがいかなる約束をしても、その大半は反ほ故ごにされる運命にある。今の彼らには、そもそも何かを約束できるような力などないのだからな」

「ＣＩＡとの協議も当然ながら視野に入れている。ＤＩＡから妥協を引き出せなければ、ＣＩＡに話を持ちかけてみるしかない」

「他の課題について話し合おうじゃないか。我々が日本大志会に協力できることは無数にある。ひまりんの政治的成功についても強力なバックアップをしていけるはずだ。おそらく、ひまりんが考えている以上に、我々は役に立てると思う。他に叶えたい目標を聞かせてもらえないか？」

「話を逸らさないでほしい。日本の真の独立を達成することが、私は最も重要な目的だと考えているんだ。そのためにも、核武装は避けて通れない道であると考えている」

「焦ってはいけない。物事は現実的に積み上げていくべきだ。まずは双方にとって実現できる分野から、共存関係を探っていくべきだろう」

「過去の政権が辿ってきた道を行くつもりは私にはない。妥協に次ぐ妥協、現実路線を言い訳にした過去の踏襲……それを打ち破らんがために、私は一時的な私の独裁を目指している。核武装は、どうあっても成し遂げるべき目標の一つだ。さらに両国が良好な関係を築けるように、アメリカの力を貸してほしい」

　まるで譲る気配がない日毬に、さしものクルス大佐も根負けしたように弱々しい声を出す。

「無理だよひまりん……。できない約束をするほど、私はみっともない人間ではないつもりだ。私はひまりんのためを思って言っている」

「残念だ。ＤＩＡとの話は、打ち切らざるをえない。貴公のような真面目な人間の期待に応えられないことは、いささか心苦しくもある」

「……」

　クルス大佐は哀しげな顔をした。

　そして大きくため息をついて、クルス大佐は続けてゆく。

「……ひまりんと組めないことはわかった。だがお願いだ。どうか我々と敵対するようなことはしないでほしい。ひまりんは、いかなることをしようとも、我々に対抗することなどできない。だからＣＩＡと話すのは勝手だが……彼らの口車に乗せられて、不可能な道を突き進むことだけは避けてほしいんだ。私はひまりんのためを思って言っている」

「……それは叶わぬ望みだろう」

　日毬は静かに、しかし確固とした口調で言った。

「そうか……。そうなんだろうな……」

　クルス大佐は諦てい観かんした様子だった。

「……」

「……」

　先ほどまで激論を交わしていた二人は押し黙り、遣り切れない空気が部屋を支配した。

　誰も話し出さない。運ばれてきた料理に、黙々と箸はしを付けるだけだ。

　そんな状態が二、三分ほど続いただろうか、やがてクルス大佐が俺へと視線を向けてくる。

「ところで織葉社長、芸能関係の仕事について前々から興味を持っていたんだが──」

　クルス大佐は、今しがたの交渉内容とはまったく無関係の話を切り出してきた。

　俺は、もう社長ではないのだと訂正した上で、クルス大佐の質問に答えていった。

　日毬も会話に参加し、そこから徐々に利害関係のない話題で盛り上がった。

　話はお互いの日常生活や趣味、好きな食事や映画や音楽などにまで及び、会席料理の美味しさと相まって、なかなか楽しい居酒屋トークの場と化してきた。

　ＤＩＡや国防総省のことにまで話題は進んだが、クルス大佐は少しも隠す様子はなく饒舌に語ってくれた。冷戦末期からずっと情報畑を歩んできた大佐は、旧ソ連ＫＧＢとの戦いや、アメリカ政界内における権力闘争の裏側など、普段のニュースではうかがい知れないインサイダーとしての情報を存分に披露した。

　クルス大佐の話によれば、ＤＩＡや国防総省は、決してホワイトハウスと仲が良いわけではないらしい。むしろ利害が対立することが増えてきており、軍事予算を削減しようとするホワイトハウスと、軍事力による世界秩序維持を優先する国防総省の戦いは、アメリカ政府内に深刻な影を落としているらしかった。噓か真まことか検証する術はないものの、国防総省の一部では、ホワイトハウスに軍事侵攻し、政権を打倒した場合のシミュレーションまで行われており、アメリカ国家存亡の事態への対処まで考えられているらしかった。ＣＩＡが中枢から排除されたのは単なる大統領の個人的動機であって、それを補うようにＤＩＡが活動の中心へと躍り出たにすぎず、そういう錯綜した状況自体が、アメリカ国家の衰退を何よりも雄弁に物語っているのだと、クルス大佐は淡々と、しかしどこか口惜しげに語ってくれたのだった。

　今までの流れからすれば、ホワイトハウスとＣＩＡは険悪で、ホワイトハウスとＤＩＡは良好な関係を保っているように見受けられたから、ずいぶん意外な指摘だった。各国の末端で活動する軍や情報機関の現状とは違い、本国においては対立関係が真逆になっている側面もあるそうだ。誠に不思議な話だが、政治とはしょせん人間関係の延長線上だから、そういうこともあるのだろう。人間なら近ければ近いほど、友人や家族であるほど、対立や嫉妬が深刻化する場合だってある。クロエよりもずっと現場のインサイダーに近いクルス大佐の話は、実に傾けい聴ちょうに値した。

　また、クルス大佐は次の政権のことにまで言及した。曰く、「次の大統領は女性だよ。大衆の目眩くらましになるからね。今後は過酷な冬の時代だ。世界大戦なしで、閉塞したグローバル経済を再起させようとすれば大混乱は避けられない。だけど女性なら、非難がいくらか和らぐだろう？」などと、どこまで信じていいのかわからないが、大統領候補の性別まで決まっているのだと言い切ったのだった。

　さらに話題はクルス大佐の家庭にまで及んだ。クルス大佐には息子が三人もおり、子こ煩ぼん悩のうで、休日には必ず家族一同で旅行に出かけるらしい。先月は息子たち三人と妻を伴って富士山登頂に成功し、家族一同で日の出を見て感動したのだと、楽しげに語っていた。またクルス大佐の息子たちは、学年は違うもののリリィとも同じアメリカンスクールに通っており、レイエス家とも元々交流があったのだという。

　料理も美味しく、話も楽しい。心地好い時間はあっという間に過ぎていく。

　三時間ほど他愛ない話題で盛り上がったあと、そろそろ閉店の時間ということもあって、俺たちは席を立った。

　仲居さんたちに見送られながら俺たちは店を出て、揃って大通りへと足を進めた。

　クルス大佐は徒歩で大使館に戻るらしい。歩いて数分の場所にある。

　俺は手を上げて、ちょうど通りかかったタクシーを捕まえた。タクシーに乗り込む前、俺たちは最後に向き合う。

「私は今、とても哀しい。もっと日本大志会の立場を慮おもんぱかって議論を運ぶ余地があったのではないかと、後悔に苛さいなまれる気持ちもいくらかある。ただただ残念でならない。いま私にできる唯一のことは、ひまりんの幸運を祈ることだけだ」

　悲愴感さえ漂うようなクルス大佐の言葉に、日毬は手を差し出した。

「私も、貴公の幸運を祈ろう」

　日毬に続き、俺もクルス大佐と握手する。

「今日はありがとうございました。また、どこかで」

　クルス大佐はしみじみとした表情で、片腕を上げて敬礼してきた。気のせいか、クルス大佐の目は潤うるんでいるようだった。それほどまでにこの離別を惜しんでくれているのだろうか。

　俺たちはうなずき、タクシーへと乗り込んだのだった。





◇






『エイティーン』の撮影現場で、試しに今回はリリィの仕事を入れてみたのだった。ひまりプロダクションのタレントが全員集まる仕事だから、本格的な撮影でもリリィはそれほど緊張しなくて済むだろう。

　撮影中のカメラマンが口にする。

「いいね～！　今度は右膝ひざに両手を置いてこっちを向いてみてくれる？」

「こう？」

　リリィは指示通りポーズを取った。

「もっとヒップを突き出す感じで。うん、そうそう」

　リリィはモデル専門でいくから、『エイティーン』のモデルは基本の仕事である。テレビやラジオには出さない。凪紗と同じようなポジションの扱いだ。

　ひまりプロダクションとしては、大した仕事ではない。だがそれを言ってしまえば、今や芸能事業は金銭的側面を考えると、おしなべて小さな分野である。こうして抱えておけば、いずれ日毬のファッション事業や杏奈のショップチェーン事業など何らかの仕事に発展する可能性があるかもしれず、そうなれば御おんの字だった。ひまりプロダクションは有能な女の子が中心になっている希け有うな芸能プロだから、独自で何らかの仕事を創り出すこともあるだろう。

　それにリリィは、ＣＩＡと俺たちを間接的に結びつけてくれる役割を果たすわけで、取り込んでおくのは悪い選択ではないと思われた。ＤＩＡクルス大佐も公認のような状況になっているし、万が一リリィが日本でヒットすれば、アメリカ世論やアメリカのメディアにも良い印象を抱かせる可能性があるだろう。日毬の国粋的な色が強い分だけ、程よい緩衝材になる。

　リリィの撮影を眺めながら、いつも世話になっている編集者に向けて俺は口にする。

「リリィは凪紗の中学生バージョンのような扱いでしょうか。『エイティーン』のモデルとしては若干幼いですが、合うような案件がありましたら使ってやってください」

「それはもう、ひまりプロダクションのタレントさんなら最優先ですよ。何でも言ってください。あらゆる便べん宜ぎを図るよう、編集部を挙げて取り組ませて頂きますんで。うちの社長からも強く申し渡されています」

　何かあると一番初めに花や贈り物が届くのは、『エイティーン』編集部からだった。監視されているのではないかと思うほど、俺たちが意識してもいないような小さな事で気を遣ってくれるのだ。所属タレントにちょっとした番組レギュラーが決まった程度でも、必ず立派な花が届く。花は飾れるが、結局は枯れるし、あまりに頻繁に届くと処分に困る。もはや迷惑な領域だったが、善意を踏みにじるようなこともできない。

「しかしお母さんまでご同行して頂けるとは。誠にありがとうございます。ごゆっくりしていってください」

　編集者は、クロエに向けて礼を述べた。

　リリィの仕事には、最初の一回だけ同行してもらえれば本来は十分だった。八歳の子役がドラマ出演をしたりするなら常に親が同行するのは仕方ないが、リリィなら預けてもらっても問題ない。しかし初の『エイティーン』での仕事に、クロエはどうしても付いて来たがったのだ。

「新しい仕事は見てみたいじゃない？　それが親心ってものでしょう？」

　クロエのはしゃぎっぷりはリリィ以上だった。

　少し離れたところで椅子に座り、メイクをしてもらっている最中の栞が、呆れた声音で口をはさんでくる。

「いちいち親が付いてくるなんて、どんだけ過保護やねん。子どもの成長に良いことだとは思わへんで。たまにドラマとかで子役と共演するとき親が横でギャーギャー言うのを見とるけどな、ああいうの恥ずかしいだけやわ」

「栞には親の気持ちがわからないのよ。あなたも子どもを持てば、きっとこの嬉しさがわかるはずね」

「うちがクロエみたいになるとは思わんけどな」

　苦々しげな栞は、今度は俺に向けて口にする。

「リリィは『ひまりんプロジェクト』に出してもええんちゃう？　あないな子どもなのに、政治や経済のこと、真顔でドキッとすることを言うから面白いんやないかと思う。間違いなく受けるで」

「颯斗が許可してくれないのよ。私も、リリィはどんどん番組に出すべきだと思うのよね。もっと言ってやって頂戴」

　クロエが便乗したが、俺は即座に否定する。

「ダメだよ、リリィは。叩かれることに耐性ができていないし、その覚悟もあるわけじゃない。俺はリリィのことを心配して言ってるんだ。テレビメディアを安易に考えちゃいけない。モデルだけをこなしているのが、リリィにとって一番幸せな状態のはずだよ。あと三年か四年経って、リリィがもう少し将来の判断ができるようになってから、本人に進む道を決めさせるのがいいだろう」

「だって、その頃には本国に帰っているかもしれないでしょう」

「リリィだけ日本に残ったってええんやないの。うちが責任持って面倒みてやるで」

「大学はアメリカの方で受けさせたいからね。リリィには相応しい教育を用意する必要がある」

「さよか……。高度な教育の重要性はわかるけど、モデルとして業績を残した方が可能性が広がるんやないかと、うちは思うんやがなぁ……」

　栞とクロエの会話に、俺が口をはさむ。

「人それぞれだ。その辺も、いずれリリィが自分で決めるだろう」

　ちょうど日毬が水着姿で戻ってきた。日毬は両腕を胸のあたりで交差させ、心持ち水着姿を隠すように試みているようだった。あまり意味を成さなかったが。

　俺がバスタオルを日毬に掛けてやる。

「おつかれ」

「おつかれさま。私の撮影は終了だ。苦手な仕事でも営々と取り組めば、あっという間に終わってしまう」

　大物タレントからの撮影となるため、まずは日毬が一番手なのだ。

　他には、杏奈と千歳が撮影中だった。千歳より栞の方が遥かに売れているのだが、グラビアモデルとしては千歳の方が格上だったので、こういうところにも撮影順が密かに影響しているのである。ちなみに凪紗は前回、初めてファッションモデルを引き受けた由佳里と一緒に登場し、「できるＯＬ」風の格好でメインモデルを務めたので、今回は休みだった。

　リリィはこの撮影は初めてということもあり、カメラマンや担当編集が側について、撮影をしながら時間をかけてモデルの心得などを教えてもらっているのだった。日毬のころはそんな悠ゆう長ちょうな待遇ではなかったが、今では『エイティーン』編集部はありとあらゆる便宜を図ってくれている。

　そろそろメイクが終わりそうな栞が、日毬の労をねぎらう。

「おつかれさん。カメラマンの休憩が終わったら、次はうちやな」

　クロエが、ため息をつくように言う。

「あなた、とてつもなく均整の取れたプロポーションをしているわね……。彫像から抜け出してきたみたい。女の私が嫉妬してしまうくらいよ。信じられない」

「なっ⁉　そんなことはない……。私など嫉妬されるわけがないのだ……。プロポーションを褒めるなら、姉上の方がよほど優れていると思う……」

　日毬はバスタオルで必死に水着姿を隠しながら、縮こまって言った。

　メイクから解放された栞が、椅子から立ち上がりながら口にする。

「凪紗さんは水着の仕事はせんからな。比べようがないで。せやけどジブン、凪紗さんよりプロポーションええんちゃう？　うちと日毬が会ったころより、成長しとるのは明らかやで。どうすればそないな胸になんねん」

「バストについては杏奈がひたすら力説してたけど、一番の要素は遺伝なんだろうな。姉妹揃って図抜けてるのも、そのせいだ。天性のものってことだ」

　バスト学に最も詳しいのは杏奈だから、その杏奈の考察を俺が説明したのだった。

「どうか私の胸の話はやめてほしい……。恥ずかしくて思わず腹を切りたくなってしまうんだ……」

「褒めてるんやけどな。羨ましくてしゃーないわ」

「私は着換えてくることとしよう……。仕事が終わっているのに、この格好のままでいるのは体罰を受けているようなものだ……」

　そこまで言った日毬は、ふと気付いたように顔を上げる。

「そうだ、クロエの時間を借りてもいいだろうか。ＤＩＡとはじっくり膝をつき合わせて話し合ってみたのだが、残念ながら話が折り合わなかった。だからＣＩＡと協議できるか検討してみたい。ＣＩＡと妥協点を見出せれば良し、無理なら命を懸けて独自路線を貫くのみだ」

「私が話すべきことは話したわ。週末にはローガンとセッティングしましょう。一度、うちに遊びに来なさいよ」

「そうか、ならばそうさせてもらおう。日本大志会の明日を決める重大な話し合いになるだろう。私は万ばん難なんを排はいし、魂を尽くして事に当たってみせよう」

「ひまりーん！　おつかれー！」

　急に背後から声が響き、杏奈が日毬に後ろから抱きついてきたのだった。

「あんっ……」

　日毬は身体をくねらせ、過剰に反応した。

「ひまりんの生水着だよ～！　ドキドキしちゃうよ！　ね、颯斗くんもそう思うでしょ？」

　背後から日毬の肩に顔を乗せた杏奈が訊いてくる。

「俺に振られたってな。栞に訊いてくれ」

「女の裸体見てドキドキなんかするかい。むしろ日毬には嫉妬しか感じんわ」

「杏奈……変なところは触らないでほしいんだ……。今から着換えるところで……」

「だったら一緒に着換えよ？　あんなことやこんなこともしてあげるよ。えー、そんなことまでやっちゃうの私！」

「だ、だめだよ杏奈……。私は一人で大丈夫で……」

　日毬の声は震えていた。

「お互い水着なんだから、へっちゃらだって！　さ、行こ行こ！」

　よくわからない論理で杏奈は押し切り、無理やり日毬の手を取って控え室へと駆けだしたのだった。
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「神楽さんが掲げる大方の理想は、クロエから聞いたよ。そりゃ、ブレイデンとしては受け入れられない提案だろう」

　俺と日毬を前にしたローガンは、冷静な顔で指摘してきた。ブレイデンとはクルス大佐の名前である。

　ここはレイエス家のリビング。ローガンとの打ち合わせにあたり、レイエス家に招待されていたのである。ローガンの隣のソファには、クロエとリリィがリラックスして座っている。

　アメリカ大使館の側にある神谷町の低層マンションで、ずいぶん長くここに暮らしているらしい。新しい物件ではないが、一〇〇平米もの広さがあり、住人の大半もアメリカ政府関係者で占められているようだった。キッチンや内装設備も、パッと見ただけで外国人向けのマンションなのだとわかる。

　日毬はうなずく。

「うむ。ＤＩＡとしては吞むことができないという話だった。ならば他の細かい事柄で妥協し合ったとしても意味がない。残念だが、話を切り上げざるをえなかったんだ」

「だがＣＩＡとてスタンスは同じだ。正直なところを打ち明けると、ＤＩＡとＣＩＡに大きな方針の違いがあるわけじゃないんだよ。ＤＩＡが吞めないものはＣＩＡも吞めない。そういうものなんだ」

「ならば、そもそも現状のＣＩＡと組む必要性など私たちには何もないではないか。ＣＩＡの方が妥協をしやすいと考えているから交渉の余地があると考えたのであって、そうでないならＤＩＡとの密談が終わった時点で独自路線を採ることを決めている」

　強硬な日毬の姿勢に、ローガンがいくらか弱々しくなる。

「いやいや、たしかにＣＩＡの方が融通は利くと思うんだが……重大な物事になるとそう簡単なわけでもなくて……」

「煮え切らないわね。だったらＣＩＡが、ホワイトハウスが吞みやすいような環境を整えてあげたらどうなの？」

　堪らずといった風に、クロエが横から口を出してきた。

「無茶だよクロエ……」

「無茶を通すのがパパの仕事でしょう？　たまには、小説や映画に出てくる無敵のＣＩＡを演じて見せてほしいな」

　かなり無理なことをリリィが言うと、ローガンはさらに弱り切った顔になる。

「イーサン・ハントじゃないんだよ……」

「日本大志会としては、ＤＩＡと折り合えないことが明らかになった以上、組むのならＣＩＡだと考えていた。しかし、折り合わなければそれでいい。私たちは独立勢力として、自らが信じる路線を貫くまでだ。……あるいは……日本の公安……または自衛隊の一部勢力と組むなどというウルトラＣもありえるかもしれない。臨機応変に、最も適切な方針を選び取れるよう、常に努力していく必要があるだろう」

「以前アメリカは、日本防衛のために、日本国領海内に核兵器を持ち込んでいた。当然、日本政府も同意していた秘密協定だ。しかしその国家間の機密が、民政党政府に政権が代わり唐突に暴かれてしまったことがある。我々は怒った。次は同じ轍てつを踏めないという事情も、ホワイトハウスの決定に影響を与えることだろう」

　クルス大佐との議論と似たようなことを、ローガンも口にした。内容が似通うのは仕方がない。

「私の独裁政権においては、そんな無様な成り行きには決してならない。酷い裏切られ方をされるようなことがない限り、私は私の約束を最期まで守るつもりだ」

「神楽さんの独裁というのは今は横に置いておいてだ……日本に核兵器を配置すること自体は、軍事戦略と照らし合わせてみれば可能なんだ。もともと国防総省が望んでいたことでもある。地政学的な日本のポジションは素晴らしい。ここを基点にして、極東アジア全域に睨みを利かせることができる。太平洋の防波堤だ。それを自衛隊の手に一部委ねるということについては……何らかの妥協点がありえるかもしれない」

　この点において、ローガンのニュアンスは、明らかにクルス大佐とは違っていた。クルス大佐は、持ち込んだ核兵器を自衛隊の管理下に置くことなどありえないという立場だったが、ローガンは許容できる可能性があるという。金きん科か玉ぎょく条じょうを尊ぶ国防総省の軍人と、謀略を生業とするＣＩＡ諜報員との違いかもしれない。自ら妥協の可能性に言及してくるならば、日毬にも付け入る余地があるというものだ。

　ここぞとばかりに日毬は切り込んでいく。

「日本の独自開発を黙認・支援してくれる可能性はないだろうか？」

「ハードルが高くなる。時間もかかるだろう。だからやはり、もし神楽さんの意図を叶える方向で取り組むならば、当初のプラン──日米の共同管理が妥当なのではないだろうか。現状を鑑かんがみれば、それがベターだ」

　やはりローガンには、日毬の提案を端っから撥はねつけるつもりはないようだ。どのような形がＣＩＡにとって最も利益になるのか、慎重に探りながら話しているようだった。

　日毬は覗き込むようにして訊く。

「それはつまり……ＣＩＡは、日本の核武装に理解を示してくれたと受け取っていいのだな？」

「確約はできない。だが、大統領を交えた国家安全保障会議において、日米の共同管理という形式で核兵器を日本に供与することができないか、可能な限りの努力をすることはできると考える。いや待てよ……ややもすればだ……これはＣＩＡにとっても面白い話になるかもしれない……。ＣＩＡが日本の核を間接的に管理することができれば……非常に、非常に大きな……」

　話しながら、ローガンは何か新しい発見をしたとでも言わんばかりの表情になっていった。

「どういう意味だ？」

「知っているとは思うが、ＣＩＡは独自に多数の戦闘部隊を保有している。ミサイルも、戦闘ヘリもある。軍とは別個にだ。ちょっとした戦闘なら独自の作戦遂行能力を持っている。しかし……核兵器だけは持たなかった。もしＣＩＡが日本への核移譲に成功し、強い影響力を保ち続けることができるなら……少なくともＣＩＡ長官は、狂喜乱舞してくれることになるだろうね。実際、長らくＣＩＡは日本の政権与党と深い関係を保ち続けてきた。これは可能な構想かもしれない……」

「ＣＩＡが日本を支配し、そして核兵器までもコントロールすると言いたいのか？」

「その言い回しは聞こえが悪い。今以上に、太くて強固な秘密のパイプでお互いが結びつくことができるかもしれないということだよ。……考えてみれば……これは日本だけでなく、ＣＩＡにとって多大なメリットがある話じゃないか。少しばかり危険な賭けでも、乗り出してみる価値はありそうだ。ＣＩＡは賭け事が大好きなんだよ」

「その賭けに、ＣＩＡは負けることの方が多いんだけどね。一〇〇戦して二〇勝六〇敗二〇引き分けってところかしら」

　横からクロエが、鼻で笑うように言った。

「なかなか勝たせてもらえないのが玉に瑕きずだ」

　ローガンは否定せず、苦々しい笑いを浮かべた。

「でもそれが、ＣＩＡのいいところ！」

　リリィは楽しげだったが、クロエが注意する。

「悪いところよ。リリィ、よく見てなさい。こういう秘密会談の一つ一つが世界を動かす力になるのよ。その歳で現場に立ち会えるのは奇跡的なことね。将来、必ずあなたの力になるわ」

　日毬は悩ましげに言う。

「……ううむ……ＣＩＡが日本をコントロールする位置に存在し続けるというのは、私としては受け入れ難いことだ……。しかし、望みのもの何もかもを手にすることはできないのもまた事実……。日本の核武装に繫がるのなら……苦しいが妥協せねばならないところなのだろうか……」

「神楽さんが悩むように、こちらにも不安や恐れはある。本当にＣＩＡがこのような大きな陰謀をゴリ押ししてもいいものかどうか……。日本政界だけでなく、ホワイトハウスに対しても工作していくことになるのだからね。特に、この陰謀を国防総省が知るところとなれば、ＣＩＡが核兵器にまで影響力を持つという現実に、彼らは激怒することになるだろう」

「たしかにそうだろう……。国防総省は、ＣＩＡが勝手に突き進むことは許すまい」

「容易な話ではない。我々には味方が少なく、敵は途方もなく強大だ。現状の世界システムを維持している仕組みそのものを敵に回すということだからね。それでもＣＩＡには、この戦いに乗り出すだけのインセンティブはありそうだ」

「貴公が戦う理由は、ＣＩＡの組織利益のためだけになるのだろうか？」

　日毬の問いかけに、ローガンは実直な面持ちで応じる。

「ぼくは国家公務員だ。アメリカの国益とＣＩＡの省益の両方にとって、もっともベストな理想を追求したいと考えている。日本の核武装を密かに支援することはＣＩＡの省益だ。そして、この陰謀を通して日本の政界に揺るぎない柱を打ち立てることは、見み紛まごう事なきアメリカの国益だ。ＣＩＡはアメリカにこれからも必要不可欠な存在であって、我々が正当に力を発揮できる環境作りは世界のために有益に違いない」

　アメリカやＣＩＡの利益を「世界のため」と結びつけるのは、いかにもアメリカンエリートらしい発想だ。しかし、口をはさんではならないだろう。同じ船に乗るのなら、互いに譲歩し、理解し合うことが必要になってくる。

「核武装化は、日本が独自路線に強く取り組んでいけるキッカケになると考えている。それはアメリカの隠然たる影響力を排除することに必ず繫がるとも私は考えているのだぞ。私の思惑を、貴公は十二分に理解しているはずだ。それでもいいというのか？」

「現在の日本には、多くの見えないプレッシャーがアメリカから掛かっていることは紛れもない。しかし今後は、アメリカからの圧力は跳ね返せばいい。その代わり、ＣＩＡの話だけは聞いてくれ。そのプレッシャーをＣＩＡルートのみに絞っていくことは、双方にとって大いなる恩恵をもたらすのではないだろうか。アメリカの多種多様な意見を排除し、事前に我々が協議して日本国家の方針を決めていけばいい」

「ううむ……なんともストレートな物言いだな。だからこそ貴公の言葉は信用に足るかもしれない」

「悪いようにはしない。我々は、かけがえのないパートナーになれる」

　いつの間にか、日毬よりローガンの方が熱心になっているような気がした。最初は日毬が説得する側のポジションだったのに、今では逆にローガンがその役回りになっている。よほど利益を見出せると踏んだのだろう。

「だが貴公が信用できても、次の代、さらにまた次の代が同様に信頼できるとは限らない。秘密協議を行動の中心に据えると、引き継ぎが上手くいかない場合、いずれ何もかもを暴露されるリスクを抱えてしまうのではないか。ＣＩＡ側にとっても、同じ不安を抱えることになるはずだ」

「わかる。だがそれを言い始めれば、あらゆる政治が機能不全に陥おちいってしまう。キーマンによる事前協議もなしで、場当たり的に国会や民衆が本当に政治を取り仕切ることにでもなれば、その場限りの空恐ろしいものになるだろう。三〇年後や五〇年後の自分の歴史的評価を、今から考えても仕方がない。今はただ、自分が信じる道を進むしかないじゃないか」

「ＣＩＡはバカみたいに暴露されまくってるからね。手ぬるいから定期的に内部告発者が出て、マスコミに洗いざらい喋ったりするし。すっかり慣れっこなのよ」

　クロエは軽口を叩き、ローガンが続く。

「つまりだ、それくらいのことは覚悟しておかないと、独裁者など務まらないということだよ。まさか民衆の批判を神楽さんは恐れるのか？」

　躊躇せず日毬はうなずく。

「決まりだ。日米の共同管理でいい。まずは五〇基の核ミサイルを、どうしても日本防衛のために配備したい。万一、アメリカが日本から引き揚げるときは、その核施設をアメリカは放棄してもらい、日本の管理に自動的に移行するような形を私は望む」

　そこまで軒昂に言った日毬は、思案するように続ける。

「あるいはだ……六ヶ所村にあるプルトニウムは、ＩＡＥＡの黙認さえあれば五〇〇発の核弾頭を生成できる。日本のロケット技術と組み合わせれば、すぐにでも独自の核弾道ミサイル開発を達成し、世界有数の核大国となるだろう。アメリカが……アメリカさえ黙っていてくれるなら……」

「待ってくれ。神楽さんは急ぎすぎだ。『急せいては事を仕損じる』という諺ことわざが日本にあるだろう。極めて難題に取り組んでいくだけに、慎重に構えて臨むべきだ。我々の目的を調整し、双方の役割を取り決め、着実に進めていかなくてはならない。それに、神楽さんが成し遂げたいことは核開発だけじゃないだろう。それらも話し合っていかねば……」

「枝し葉よう末まっ節せつを私は重視していない。大局を動かせるならば、小さな事柄ならいくらでも妥協する用意があるからだ。それに私の独裁によれば、あらゆる国内勢力の批判を押し切り、どのような立法も成立させていけると考えている。核開発はアメリカ抜きに進められないが、内政項目ならば私には奮然と立ち向かう決意がある」

「それでも、内政問題についても方向性は聞かせておいてくれ。日本の内政の変化は、アメリカやアジアの情勢に多大な影響を及ぼすのだからな」

「内政にまで事細かに口を出すつもりなのか？　……いや、そうなのだろうな。それが貴公らの仕事だ……」

「頼むことはあるかもしれないが、強硬にプレッシャーを与えることはないよ。信頼関係に則って進むことが第一だ」

「当然、憲法改正は不可欠なことになる。だがこの程度なら、私の独裁によらずとも、自友党政権程度でやりおおせることができるかもしれない。それから社会保障の根本的な改革だ。ここを一度破壊しない限り、日本の財政は永遠に悲惨な状態を続けることになる。これは絶対に、選挙で選ばれた政治家は変革を成し遂げることはできない。私の独裁が必要だ」

「その辺りになると妥当な内容になってくるな。日本の憲法改正はアメリカとしても支持する方針だ。今後の戦争において自衛隊が共に戦ってくれるなら、この上なくありがたい話だ。アメリカとしても、日本の軍備を考慮に入れた作戦計画を進めていくことができる」

　ここに至り、俺は自分の考えだけでも伝えておくことにした。二人の会話を中断させたくはないが、この機会を逃すと議論が進んでしまう可能性がある。

「日毬、俺にも意見だけ言わせておいてくれ。社会保障改革の必要性は理解できる。当然の話だ。誰かが抜本から手を付けなくてはならない。だけど憲法改正は、まだ止めた方がいいんじゃないかと思う」

　意表をつかれたように日毬が俺を見やってくる。

「颯斗は以前から、平和憲法はそれほど悪いものではないという考えだったからな。しかしこれはマッカーサーが作ったものなのだぞ。日本の手足を不当に縛る酷いシロモノだ。神内三郎ではないが、日本は普通の国になるべきだろう」

「アメリカ人が作った憲法だろうと、利用できるものは上手く利用しようってだけの話だよ。憲法九条を改正して戦争に参戦しやすくすることが、朝鮮半島の動乱に加わることに繫がるのを俺は危惧している。日本がインド洋や南シナ海にまで艦隊を派遣したり遠征したりすることは現状では考えられないし、結局、日本が軍事力を向けるとすれば『台湾防衛』と『朝鮮半島防衛』の二つに絞られるんじゃないかと思う。台湾防衛はまだしも、朝鮮半島への軍事展開はなんとしても避けなければ戦前の繰り返しになるぞ。だから憲法九条の改正はまだ手を出さないで、アホを装って何もしないことが、一つの国家戦略なんだと思う」

「その認識は正しいわね。アジア安全保障に関した日米の共同声明のなかに、『朝鮮半島は日本にとっても緊要』『台湾は極めて重要な要素』という二つが文言として盛り込まれているの。要するにアメリカとしては、朝鮮と台湾に防衛ラインを敷いていて、そこで紛争が起こった場合に自衛隊にも出で張ばってもらいたいのよ。敵はもちろん……昔はソ連、今では中国ね」

　クロエが口をはさんできた。隣のローガンは、余計なことを言ってくれるなという顔をしていた。

　日毬に向けて俺は続ける。

「台湾への介入は、状況に応じてはアリだろう。だけどな、歴史的に朝鮮半島への介入は、中長期的な日本の国益にはまったく寄与しなかった。むしろ酷い重荷になっているだろう。戦前の政治家たちの最大級の失策だ。その悪夢を再び繰り返すことを、俺は本当に恐れているよ。今度こそ、中国に任せておけばいいじゃないか。元々あっちは中華圏なんだ。マッカーサー憲法は、アメリカに対して言い訳が立ちやすい。当のアメリカ人が作ったものなんだから、それを楯たてにしておけば、アメリカに文句を言われる筋合いはないだろう」

「朝鮮に関わるために憲法改正をするのではない」

「結果として、そういうことになる可能性が大きいんじゃないかって話だよ。はっきり言えば、日本の仮想敵国は中国だぞ。そのための憲法改正であることは疑いない。そして防衛ラインは、尖せん閣かく諸島と朝鮮半島だと考えがちだ。尖閣諸島は攻撃されれば即座に反撃できるんだから現状のままでも対応できるはずで、朝鮮半島の主導権確保に、アメリカに引き摺られてしまう可能性を排除した方がいいってだけなんだよ。だから俺は、憲法改正には反対だ」

「……むう。颯斗は目先の小さなことに囚われすぎだと思う。長期的に大局を見据えれば、日本が普通の行動を取ることができるような改正を行っておくべきだ。国家としては当然のことだろう？」

「もちろん最終的には日毬が決めることだよ。だけど意見だけは言っておきたかったんだ」

　苦々しい面持ちでやり取りを見守っていたローガンが口にする。

「颯斗の意見は興味深い。アメリカにとっては、日本が共同して動けるようにしてくれることが利益に適うのだが……。日本はアホのフリをしているのか、それとも本当にアホなのか……我々アメリカ人にはいまいち見分けがつかないところがある。おそらく、そのどちらでもあるんだろうけどね。支配者がいない国だから、タイミングによっては愚かな決断をすることもあれば、なかなか上手いことをするときもある」

「本当のアホの方かもしれませんが」

　俺が肩をすくめると、日毬は声を大にする。

「無礼者！　いくら颯斗でも許し難い言動だぞ。今の言葉は訂正するべきだ」

「ジョークだよ……。訂正させてもらう、すまなかったな……」

「でも近いうちに、アメリカは朝鮮半島からほとんど手を引くのよ。これからは中国と話し合って、ゆるやかな境界線を決めていくことになるでしょうね」

　クロエは他人事のような口ぶりで言った。

　実際、もうすぐアメリカは朝鮮半島から部隊の大部分を撤退することが決まっている。在留するのは少数のアメリカ人保護のための陸上戦力だけで、いざ有事となれば米軍は韓国軍指揮下で戦うつもりなど毛頭ない。

　近年のアメリカは、反米感情が強まった国からは拍子抜けするほどあっさり撤退してしまう。以前はフィリピンにも米軍基地があったが、反米感情の高まりによってすぐさま撤兵してしまった。その空白をぬうようにして、中国軍が南なん沙さ諸島に入り込み、中国とフィリピンの対立が激化することになったのだ。日本も人ごとではない。

　しかも日本近隣、とりわけ朝鮮半島防衛については、米軍撤退の空白を補うために、自衛隊を利用されることになるのは目に見えているようだった。ここへの介入の可能性だけは避けねばならない。

　俺が言う。

「日本の好戦的な勢力がまた躍進しないとも限らないですよ。どこの国でもそうですが、経済的に行き詰まってくると民衆は煽られやすい。このまま世界的な経済環境の悪化が続けば、大きな戦争に発展する危険性がありえるんじゃないかと思いますね。こういうタイミングだからこそ、黙ってジッとしているのが一番メリットがあるような気がするんです」

　ローガンがうなずく。

「その指摘はなかなかのものだよ。いま世界には、間違いなく第三次世界大戦の到来を望んでいる勢力が存在している。末期的な経済金融危機の問題を吹き飛ばすには、やはり戦争が必要だと考えるのは理解できなくはない。歴史的にもそうだった。ややもすれば……今の人類の問題は、戦争しか解決策がないのかもしれない」

「望んでいる勢力ってのはアメリカのことじゃないですか」

　苦笑しながら俺は言った。

「そういう人間もたしかにいる。しかしアメリカとて一枚岩というわけじゃないよ。ＣＩＡも国防総省も、世界大戦のような事態に発展することは避けたいと考えている。しかしウォールストリートや議会は……密かに大戦争をご所望かもしれない。ホワイトハウスは綱引きの真っ最中というわけだ」

　ローガンの話にリリィが続く。

「第一次世界大戦もサラエボでの銃声一発だよね。事件が起こったとき、最初は誰も世界大戦にまで発展するなんて考えてなかった。やっぱり聖書の教えの通りになるのかな？」

　ハルマゲドンは聖書の言葉だ。聖書の預言によれば、エルサレムにユダヤ教の神殿が再建されるが、やがて異邦人によって神殿が荒らされるのだという。ハルマゲドンの戦いは、そのエルサレムの荒廃から七年後に起こるのだと預言されている。現在の中東地域の緊張の高まりを考えれば、あながちこれが空理空論だと切って捨てられない情勢でもあるのが恐ろしい。

　日本人にはピンとこない人が非常に多いが、聖書に触れる機会の多い欧米人にとっては比較的一般的な知識にもなっている。信じるかどうかは別としてだ。リリィのような小さな子でさえ、聖書の国の住人ならば見聞きする機会はあることだろう。

「だからこその核武装だろう。自衛隊を国防軍に変え、軍備編成に尽力していかねばならない。世界動乱の危険性があるからこそ、私たちは自らの手で国を守る心構えが必要なのだ」

　日毬は決然と胸を張ったが、俺は冷静になるようなだめる。

「日毬の考えは毅然として立派だと思うよ。政党の党首としては当然のスタンスだ。だけど俺は、なんとか受け流す方法を採った方がいいと思えるって意見なんだよな」

「世界大戦のような事態に発展したときに、日本だけがのうのうと暮らしていけるわけがない。本件については、颯斗の見解が間違っていると私は思う」

「……そうかもしれない。なんとも、わからないよ。どっちがいいのかは、結局、歴史の証明を待つしかないんだろう。現場にいる俺たちは、目の前の現実に四苦八苦しながら足あ搔がいてみるしかないんだろうな」

　それから俺たち五人は、世界の政治経済について意見を交わし合った。認識にはそれぞれ大きな違いはないのだが、方法論はさまざまだ。

　議論は面白い。なにせ相手はＣＩＡ東アジア支局長である。加えてクロエは、アメリカ国務省の元官僚だ。これで話が盛り上がらないはずがなかった。リリィの国際政治経済に関する教育が行き届いているのは、この二人に挟まれて暮らしていれば当然のことなのだろう。

　ずいぶん話し込んだころ、時計に視線を走らせたローガンが口にする。

「──この話はまだまだ続けたいところだが、それはまた今度、ゆっくり食事でもしながら話そうじゃないか。今はひとまず話を戻そう。どうやら神楽さんとは、日本の内政方針については折り合っていけそうだ。議論の余地はまだまだあるものの、方向性は合わせられる。やはり最大の難関は核武装に関することだ」

「うむ。だからこそ私は、そこに最もこだわっているのだ。何度も言っているが、核武装化さえ乗り越えられるなら、他のことは妥協していけると思う」

「だが核武装──そこに至る道のりが問題だ。ＣＩＡと手を組んだからといって、すぐに秘密条約が形になるはずもない。言ったようにこれは賭けだ。構想の実現のためには、神楽さんには相当な演技力が要求されるだろう。そのために、我々も惜しみない支援をしていこうじゃないか」

　日毬は眉をひそめる。

「演技力？　私は選挙で選ばれなくてはならない政治家とは違う。目指すところは独裁者だ。選挙民に気を遣い、中長期的な国益を毀き損そんし続けるような政策を採る必要などない。ゆえに私には演技など不要なのだ」

「選挙民に対してではない。国際社会に対しての演技力が要求されるということだ。とりわけ、ホワイトハウスに対して強いプレッシャーを感じさせなくてはならない」

「どういうことだ？」

「ホワイトハウスに、『日本の核武装化が必要だ』と積極的に考えさせるか……それともあるいは、『日本の希望を受け入れておいた方がいい』と消極的な妥協を示してくるように仕向けるか……。つまり、ホワイトハウスを頷かせなくてはならない。綱渡りだよ」

「なるほど。アメリカ政府を納得させるための演技が必要ということか……。具体的には、私はどのように振る舞えばいいのだ？」

　クロエが話を引き継ぐ。

「このアイデアは以前も提示したけれど、民政党とパートナーシップを結んで、中国政府に近づく方法があるわね。もちろん神楽さんには政治家として主要なポジションに身をおいてもらう必要がある。そのとき、今まで盛んに日米同盟についての改革案に触れていた神楽さんが、手の平を返すように中国に接近するシナリオ──これはホワイトハウスにとって衝撃でしょう。彼らの心の動きが、私には手に取るようにわかる。焦燥、苛立ち、怒り、失望──それらがきっと、アメリカ政界の方針に小波を立てることになるはずよ」

「現状では、押しても引いてもアメリカが許可するわけがない。ならば、小波を立てて妥協を引き出しやすい環境を作れというわけだな？　そのためにも、私に演技が要求されるのだと」

「そういうことよ」

「まずは私が、日本政界の中枢に身を置かねばならない。しかし、まだはっきりと民政党と組むと決断したわけではないんだ。どこまで民政党が妥協してこられるかどうか、話し合いを重ねてみなくてはならないところだ。いずれにせよ、そろそろ腰を上げねばならないな」

「私は最初から民政党にすべきだと考えているけどね。ボロボロになった民政党の方が御しやすいし、あなたの力で再び民政党が勢いを取り戻せるなら、党内での神楽さんの力は高まるはずよ。自友党に参加したところで、重要なポジションに就くまでには早くとも数年はかかるでしょうね」

「ママの言う通り、ひまりんは民政党がいいよ。そしたら、ひまりプロダクションのみんなで応援できるよね。つまりこれからは、民政党っていうのはひまりプロダクションってことになるんだよ。ほとんどイコールな存在になるの。芸能プロダクションが一つの政党ってことなんだよね。そう考えてみると、ちょっとすごくない？」

　リリィの意見は突拍子もない気がしたが、なるほど、そういう捉え方は面白い。ひまりプロダクションと民政党を一緒くたにして語る発想はなかった。実に新しいアイデアだ。

「私も薄々は民政党なのだろうと考えていた。しかし私が嫌いな政党だし、夢のようなことばかり語っていたから、いまいち踏ん切りが付かなかったのだ」

「この際、好き嫌いは大して重要じゃないだろう。利用できるかできないか……そういう局面に、日毬は入ってきてるんだと思うぞ」

　俺の言葉に、日毬が視線を向けてくる。

「つまり、思想信条など度外視して、利用しやすい方と組めということだな？」

「言うまでもない。利用もなにも、民政党はこのままいけば消滅するかどうかの瀬戸際なんだから、日毬が取り込むくらいの勢いで乗り込めるだろう。いちおう日本全国に支部がある大政党の名残だけは残ってるから、利用するにはベストなタイミングだろうな」

「民政党がアメリカの影響力を排除しようとしていた試みは、ホワイトハウスも熟知していた。ハッキリ言えば、民政党を押し潰したのは我々だよ。今では日本国民の多くが民政党を嫌うまでになり、失敗政党の烙らく印いんを捺おすまでになってくれた。造作もない作業だったよ」

　至極当然といった風にローガンはそれを『作業』と言い、秘め事を語るようにして続ける。

「しかし民政党の親中的、反米的なスタンスは利用できる。神楽さんは民政党の外交方針を丸ごと取り込んだように演じつつ、ホワイトハウスに危機感を抱かせるといい。アメリカから妥協を引き出すキッカケになるはずだ。その細い針を通す作業こそ、ＣＩＡの本領発揮というわけだ。あとは神楽さんが、どこまで日本政界の主要人物になれるかどうか……それだけの勝負だろう」

「うむ。了解した。私はやり遂げてみせるだろう」

「そしてＣＩＡは、神楽さんが政権の座に就くために、ありとあらゆる手助けをしよう。だが約束してほしい。その見返りとして、今後、日本政界におけるすべての情報をＣＩＡに提供してほしいんだ。もちろん現在においても、ＣＩＡは多くの情報をリアルタイムで入手しているが……政権の中枢に居座ることになる神楽さんとのパイプを確固としたものにしておきたいということだ」

「私に、ＣＩＡのエージェントになれということか？」

「……エージェントと呼ばれるのが嫌なら、協力者という言葉でも構わないと思う」

「言葉遊びはやめてほしい。壮司のようなエージェントの立場になれということを、貴公は私に言っているのだ」

「どう受け取ろうと構わない。理解してほしいのは、この私も、ラングレーやホワイトハウスにこれから膨大な数の報告書を上げて、彼らと交渉していかねばならないんだ。そんなときに、見返りが何一つ具体化していないと、彼らを説得することは絶対にできない。だから彼らに対しては、『神楽さんはＣＩＡのエージェントなのだ』と伝えることになるだろう。そして、日本の政財界にいるＣＩＡ関係者たちと同じように、神楽さんにはコードネームを付与していく。そういう扱いに困惑しないでもらいたい」

「実に気分が悪い話だな……」

　日毬は吐き捨てたが、ローガンは切々と語る。

「気持ちはわかるが、私は手の内を明かしている。私は公務員であって、業務を進めるためにはそういった仕掛けが必要なんだ。私の誠意を感じ取ってほしい」

「日本の独裁者が実はＣＩＡ関係者だったなどと……それではあまりにも従属的かつ屈辱的だ……。それを私に受け入れろというのか……」

「珍しい話じゃない。世界を見渡せば、ＣＩＡが鍛え上げたエージェントが国家元首になる機会だって少なくない。そこに良い悪いはないんだ。彼らは善政を敷くこともあれば、悪政で国が混乱することもある。さしものＣＩＡと言えど、エージェントの心にまで介入はできないのだから、あとは神楽さんの姿勢次第ということだろう」

　そこでローガンは一呼吸おき、手振りを交えながら続けてゆく。

「ＣＩＡは可能な範囲で、アメリカ政財界の情報を神楽さんに提供していくことができる。だから単なる従属とは思わないでほしい。一方が一方に従うという構図ではなく、両者の間をＣＩＡが取り持つということにすぎない。ＣＩＡは国際政治の裏舞台で主要な地位を占め、日米はＣＩＡを通してより強く結びつくということだ。どちらにとっても悪い話じゃない」

「……。私が独裁者となった暁には、日本の諜報機関も根本から再構築する必要性を感じている。それに協力はしてもらえるだろうか。そして日米を取り持つ役割の一端を、ＣＩＡだけでなく、日本の諜報機関にも担わせてもらいたい」

「いいだろう。可能な限りの手伝いを約束する」

「私が整備し直した諜報機関も、結局はＣＩＡの影響を受け続けることになるというわけか……。なんということだ……」

　日毬は途方にくれた表情をした。

「悲観するようなことだとは思わない。ＣＩＡの世界有数のノウハウを、日本の新しい諜報組織に提供させてもらおう。そして我々としても、神楽さんに対する協力に見合うだけの権利を得るのが、正当な人間関係であると思う」

「世界中で数々の失敗を繰り返してきた欠陥ノウハウだけどね」

　すかさずクロエが補足した。

「……委細、了解だ……。貴公らの協力は、やはりどうしても不可欠なことなのだと思う……」

　そして日毬は胸をかきむしるようにしながら、小さく同意の言葉を口にした。
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「織葉殿……お忙しいところ畏おそれ入ります。少々お時間を頂いてもよろしいでしょうか？」

　会社に出勤してすぐ、朝一番に俺の机の横までやってきた凪紗は、軍人のように居ずまいを正して訊いてきた。相も変わらず仰々しいものだ。

「なんだよ、もっと気軽に話しかけてもらってもいいんだけどな。ほら、遠慮なく座れって」

　側のオフィスチェアを指し示すと、凪紗はチェアを引き寄せ、一礼して腰かける。

「失礼いたします」

「それで、どうした？」

「……実は、日毬が落ち込んでいるように見えるのです。疲れていたりする様子ではありません。朝稽古で竹刀を持って構え合っても、心ここにあらずといった風で、どうにも覇気が感じられないのです。何か心当たりはございませんか？」

　なるほど、日毬は軒昂に装っている割に、やはりローガンとの話が何らかのダメージになっているのだろう。ＣＩＡのエージェントになることに、心の整理ができていないに違いない。尤も、ハッキリとした形でエージェントになったわけではなく、曖あい昧まい模も糊ことした関係性だ。しかし、指摘されれば言い逃れできるような関係でもなく、日毬としては容易に受け入れ難いはずだ。

　しばし、どう応じようか思案した。日毬が凪紗に相談していないのに、俺がベラベラ喋るわけにもいかない。

「心当たりはある。だけど、日毬が直接打ち明けるようになるまで、静かに見守ってあげてくれ。辛そうな日毬を見るのは心苦しいだろうが、それだけ責任が重くなってきたということだ。日毬にとっては、あながち悪い話でもないと思うぞ」

「それは、日毬が目的に近づいているということなのでしょうか？」

「まぁ、そういうことだよ。政治に深く入り込めば入り込むほど、安易に人には語れない、様々なことがあるってわけだ」

「そうでしたか……。織葉殿が見ていて下さるなら、私は安心できます。いつも私たち姉妹には大変な気を遣って頂き、感謝の言葉もありません。誠にありがとうございます」

「おいおい、そんなに頭を下げるのは止めてくれ……。俺たちは身内みたいなものなのに……まったく、凪紗の礼儀正しさにはいつも面喰らうよ」

　そのとき、勢いよく杏奈が事務所へと駆け込んできた。そして凪紗の後ろ姿に目を留めたらしい杏奈は、そのまま勢いを止めず、ダダダッとこちらまで突っ走ってきた。

「おっはよー、颯斗くん！　凪紗さんも！」

　杏奈は声を張り上げ、凪紗の背後から自然に胸に手を回した。

「ああっ⁉」

　凪紗は身体を震わせ、涙目で杏奈を見やった。

「今日も綺麗だよね～。凪紗さんは美容や健康や料理の本をシリーズにして出していくと、女の子たちに受けそうな気がするなぁ。まずは女性誌とタイアップして企画コーナーを作らせてもらって……うん、結構いいかも」

「胸は、ダメなんです……どうか、それ以上は……片桐殿……はあっ……」

　椅い子すからずり落ちそうになった凪紗は、ようやく杏奈の魔の手から逃れることに成功したようだった。

　微笑みながら杏奈は凪紗を覗き込む。

「そういうの、どう？」

「……」

　凪紗は両腕を胸の前でクロスさせ、うずくまるようにしながら震えつつ、呼吸を荒らげていた。

　代わりに俺が応じる。

「凪紗を表で語らせる形で売っていくのはナシだよ。プロダクションとしては実に残念なんだけどな。そもそも凪紗は語れないし、訳知り顔で解説してたら変だろ。モデル専門でいいんだよ」

「そっかー。もったいないよね～。せっかく日本一の美貌とスタイルの持ち主なのに、宝の持ち腐れだよ。もっと活用したいなぁ！」

　杏奈がグイと凪紗に近づくと、また胸を摑まれると思ったのか凪紗は身体を凝固させた。

「そうそう。凪紗さんに訊こうと思ってたんだけど……ひまりん、元気なくない？　いつも勇ましい感じなのに、さっき下向いて歩いてたよ。ひまりんらしくないと思って」

「……実はちょうど今……そのことについて織葉殿にお話をお伺いしていたところなんです。何か思い当たるところはないかと思いまして……。織葉殿は心配するなと仰ってくださいました」

　俺は、先ほどと同じような説明を杏奈にも話して聞かせた。

　伝え終えると、杏奈は意味深な視線を俺へと向けてくる。

「何か重要な部分を隠してるー？」

「隠してるわけじゃない。いろいろ難しい問題が絡んでいるから、日毬本人が話すまで待ってやってくれってだけだ。親友の杏奈になら、そのうち日毬は手紙で打ち明けるんじゃないか」

　二人は文通を今でも続けている。日毬が本音を漏らすのは、おそらく日本で杏奈ただ一人だろう。

「ふーん。でも、ひまりんが悩んでるのは事実なんだね。だったら励ましてあげないと。身内でパーティーとかやって、ゆっくり話を聞いてあげたいなぁ。だけど、ひまりんを励ますためって言うと嫌がるだろうし……」

「片桐殿……日毬のことをいつも気に掛けて頂き、誠に恐縮至極です。大変感謝しております」

　そう言って、凪紗は深々と杏奈に頭を下げた。

「そうだ！　リリィの歓迎会やらない？　新しいタレント陣なんだし、いい機会よね。ひまりんも同時に励ましてあげる機会になると思うんだぁ」

「いいよ。その辺は任せる。だけどリリィは軽い感じでいいだろ。所属タレントといっても、リリィもクロエも傭兵みたいなポジションだからな。由佳里のときみたいに仰々しくはしないでくれよ」

　リリィはモデル専門で仕事量は多くないし、大学生になるころまでにはアメリカに帰ることになる。期間限定のタレントだ。もっとも数年経てばリリィの考えも変わるかもしれないが、今のところは親であるクロエやローガンの方針を優先させなくてはならない。

　ただし、社内の交流会を開くにはちょうどいい機会だ。仕切り役は杏奈にお願いするのが妥当だろう。
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　ひまりプロダクション事務所のテーブルには、杏奈のお店のメニューがずらりと並べられていた。

　大量のドーナツやピザやフライドポテト、そしてジュースとアルコールである。なんとも身体に悪すぎる食べ物ばかりだ。お店の残り物の他に、佐さ歩ほが開発中の新商品ドーナツが多数持ち込まれており、試食会のような様相まで呈ていしていた。とても食べ切れる量ではない。

「はーい、次は千歳ちゃんの番だよ。頑張って！」

　司会進行役の杏奈が声を掛けた。

　千歳が立ち上がって輪の中心へと進み出る。

「はい！　えっとですねー、昨日も私、社長のイジメに遭ったんです。どんな風にイジメられたのかっていうと──」

　指名された順に進み出て、小話を披露するという身内イベントだ。そしてなぜか女性陣の前にはボタンが設置されていた。各人の前に設置されたボタンを押すと、ぬいぐるみが立ち上がると同時に変な音が出る。ボタンを押しても特に意味はないらしいが、自分が楽しんだ話題が来たらタッチするらしい。

　ちなみに日毬のぬいぐるみは白熊のものだったし、杏奈は狐きつね、リリィはフクロウなど、サッカーボールほどの大きさの多彩なぬいぐるみが置かれていた。勢いよくボタンを叩きすぎると簡単にぬいぐるみがぐらついてしまい、上に跳びはねたり、床に落ちたりしてしまうのだが、女性陣にとってはそれすら楽しい出来事のようだった。

　各人の何気ない一つ一つの挙動で、笑いの渦が巻き起こる。見ているだけで、つい釣られて笑ってしまうのは、場の雰囲気がよい証拠だろう。日毬も笑顔を取り戻していたのは印象的だった。杏奈の目論見通り、このタイミングでリリィの歓迎会を開いてしまうのは、日毬にとってよかったと思う。

　場の中心でリリィが語っている。

「杏奈ちゃんに教えてもらったバスト体操を毎日やってるの。おいっちにー、さんし！　そしたらなんかね、胸が大きくなってるような気がするんだ。夢のなかにまで胸のことが出てくるようになって、それでね──」

　一通りの話を終え、リリィが席に戻ろうとしたとき、杏奈が「待った」をかける。

「ついでに、せっかくリリィの番になったんだから、これからの抱負をみんなの前で宣言してもらいましょう。アイドルとして、どんな風に頑張っていきたいかって宣言ね」

「せや、リリィがどんな活動をしていきたいか、自分の言葉で語ってみてくれへんか」

　栞も追従した。

　中心に戻ったリリィは、意気揚々と語る。

「えっとね！　将来もしテレビとかに出られるようなアイドルになったら、私も民衆をコントロールしてみたいな。大好きなひまりんに少しでも近づいてみたいの」

「民衆をコントロールって……どんな一三歳やねん……」

　栞が呆れ声を出したが、リリィには聞こえないようだった。

「最近ね、ベッドで寝る前も、あんなことやこんなことをすれば、きっとこういう風に民衆が右往左往してくれるんじゃないかってことばかり考えてるの。私も歌とか歌ったり、『ひまりんプロジェクト』で議論に参加して、民衆を自分の声で動かしてみたいって思うんだ。私は難しいことあんまりわからないんだけど、パパやママと一緒に陰謀に参加したり、ひまりんや颯斗の謀略を聞いたりしてたらね、きっと私にも──」

　盛り上がる女性陣とは対照的に、男性陣は彼女たちの様子を遠巻きに眺めながらドーナツやピザをほおばっていた。もともと女性陣に比べて、男性陣は人数が少ない。社内のスタッフと言えるのは、俺、壮司、森の三人のみである。だが今日は、なぜかもう一人が加わっていた。

「それにしても……何しに来られたんですか？　呼んだのはリリィとクロエだけだったはずですが……」

　なんでＣＩＡの東アジア支局長がいるんだよ……と俺は思ったが、勝手にリリィに付いてきただけなのだ。

　ローガンは、日本酒をなみなみと注いだコップを片手に、気分がよさそうにピザをほおばっていた。半ば酔っぱらって顔を真っ赤にし、フラフラと身体を揺らしているのは、どこからどう見ても情報機関員には見えなかった。単なる酔っぱらいのオヤジである。リリィの芸能デビューが嬉しくて仕方がないのだ。両親ともにバカ親だったらしい。

「こんなに嬉しい日はないよ。リリィが日本でタレントとしてデビューするなんて思ってもみなかったことだ。まだ一三歳なんだよ。こんな話ってあるのかね。日本に暮らして最も幸運な出来事だ」

　そう語るローガンは実に幸福そうな面持ちだった。先日、日毬と議論したときのような怜れい悧りな面影はまったくない。

　壮司が注意する。

「親まで押しかけてくるなんてローガンだけですよ。他のタレントの親御さんたちは、あなたやクロエと違って本当に立派です。クロエは少しばかり日本大志会に絡んでもらっているのでともかく……あなたはまったくの無関係なんです。過保護も行き過ぎると、子どものためにならないと思うんですが」

「リリィを過保護にしているつもりはないよ。ただ一緒に祝いたい……それだけなんだ。いいじゃないか。壮司も、リリィは素晴らしい娘だと思わないか？　そうだろう？」

　壮司にしなだれかかるようにしてローガンは言った。壮司は振り払ったが、よろめく足でローガンは幾度も壮司へと寄りかかろうとしていた。

　森が気遣ったように挨拶する。

「マネージャーを務めている森です。リリィは日本語が完璧ですし、可愛くて頭の回転もよく、なかなか面白いタレントに育つと思いますよ」

「ＣＩＡ東アジア支局長、ローガン・レイエスだ。ひまりプロダクションの事業は、私もできる限り協力していきたいと考えている。よろしく頼むよ」

「ＣＩＡ？　は？　……あ、もしかして笑うところでしたか。ははは、なかなか面白いお父さんですね」

　森は無理に笑いつつ、奇妙な表情をしていた。

　こちらには壮司がいるからか、それとも酔っているせいか、ローガンは隠すつもりはないようだった。何にせよ喜んでくれているのならそれでいいのだが……組む相手を間違えたかもしれない。
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　事務所に出勤すると、俺は意表をつかれて立ち止まった。ソファで由佳里と向き合って話し込んでいたのが、俺の母親だったからだ。

　俺を認めた二人が声をかけてくる。

「おはようございます、先輩！」

「おはよう、颯斗ちゃん。ずいぶん久しぶりじゃない？」

　織葉伶れい子こ──母の名前だ。

　人前で「颯斗ちゃん」呼ばわりはないだろう。「颯斗キュン」よりずっとマシだが、人前で口にする言葉ではない。

　連絡もなく急に会社に押しかけてきた母に、俺は腹を立てた。

　不快な気分で俺はソファの側まで歩いていき、母を見下ろしながら言う。

「何しに来たんだよ？　たしかシンガポールじゃなかったのか？　来るなら携帯で連絡くらい寄越せ」

「別にいいじゃないの。なんだか忙しいみたいね」

　母とはほとんど会う機会がなかった。母は海外を往き来したり、日本に戻っても東京と大阪を往復している。かといって休みかと思えば夏は軽井沢、冬は鎌倉で気楽に過ごしていることが多いので、毎日家に帰宅しているオヤジよりもずっと会うキッカケがない母親だったのである。俺が実家を離れてからは、まったくといっていいほど会った記憶がない。せいぜい電話で家族の用事を何度かやり取りしたくらいだ。

　母はもう二〇年以上、不動産会社を経営している。といっても社員はおらず、母一人の個人企業だ。実態は会社というより、織葉家の資産の一部を管理するために法人化しているだけの話だった。母の会社への連絡は本人の携帯やメールにあるし、経理作業はすべて外注しており、少しも会社らしいところはない。物件管理や家賃回収すら、他の大手不動産会社に丸投げしている。要するに、単なる不動産投資家にすぎない。

　母の会社は商業ビルを中心に、全世界に二〇〇カ所ほどの不動産を所有している。今は国内五〇カ所、欧米七〇カ所、新興国八〇カ所といった割合らしい。商業ビルの他にも、ショッピングモールやテーマパーク、面白いところでは動物園や民間刑務所まであったりする。

　普段から母が海外を往き来して、時おり売り買いをしているようだった。そこそこのビルをキャッシュで買い付けたりするときは大物のようにチヤホヤされるだろうし、趣味と実益を兼ね備えていて、本人にとっては楽しいのではないだろうか。

　母は景気の流れを読む力はあるため、意外と底値でいつも不動産を拾ってくる。マーケットが絶望の底に沈んで閑かん古こ鳥どりが鳴いているような状況のなか、母は市況に無関心な風でヒョイと買ってしまえるだけの力量があった。商才はそれなりにあるのだろう。

　ただし、たぶん母が取り立てて優秀なわけではないと思う。余剰資金が潤じゅん沢たくにある分、心に余裕が生まれ、市況に前のめりに右往左往することなく、単純に立地と利回りだけで物件を精査しているからではないだろうか。

「お父さんに付き添ってね。そのために急いで帰国してきたのよ」

　母の言葉に、俺は過敏になる。

「オヤジと⁉　オヤジはどこいった？」

「お父さんも誘ったんだけど、来たくないって。一人でサッサと帰っちゃった」

「連れてくんなよ。いいか、絶対にだぞ。顔も見たくないんだ」

　俺は強く言い聞かせた。

「どうしてこんなに仲悪くなっちゃったのかしらねぇ……」

　母は商社マンの娘で、子どものころから何ヶ国かを往き来していた。どちらかと言えば保守的なオヤジとは違い、アグレッシブな性格を持っている。秘書もつけずに海外を飛び回り、何ヶ月も日本に戻らないことすらあったりする。

　俺は由佳里を見やって口にする。

「何しに来たか分からないのに、由佳里も相手にしなくていいよ。忙しいだろ。自分の仕事を優先してくれ」

「さっきから聞いてれば、お母さんに何てこと言うんですか！　私もこの機会にご挨拶できて良かったと思ってますけど」

　由佳里は、俺の態度が不満げだった。

「いいのよ、健城さん。颯斗ちゃんは昔から素直じゃないからね。嫌いって言ったものが、本当は好きだったりするの」

「あはは。わかります、わかります。捻ひねくれてるんですよね。天あまの邪じゃ鬼くなところがあるっていうか」

「そうなのよー。もっと言ってやって頂戴」

「うっせ。だから何しに来たんだ？　用事がないなら帰ってくれよ。今すぐな」

　俺は有無を言わせず口にした。

　由佳里は鋭い視線で見上げてくる。

「お母さんになんて言い草なんですか！　もっと優しくできないんですか？」

「……」

　言い返そうとしたが、世間常識を鑑みれば由佳里が正論なので止めておいた。だが親子なんてそんなものである。とくに男は、母親と馴れ馴れしくするようなタイプは少数派ではないのか。何かする度にいちいち母親に報告するような男こそ、どうかと思う。

「ちょっと用事があって寄ったのよ。電話しようかと思ったんだけど、タクシーに乗ったらあっという間に着いちゃった。さっきまで、お父さんと慶けい應おう病院にいたの」

　慶應病院なら信濃しなの町だ。たしかに車なら、ものの五分で着く距離である。徒歩でもそれほど掛からない。

「用事？　なんだ、病気でもしたってのか？」

　俺の問いには答えず、母は由佳里に口を近づける。

「ごめんなさい健城さん。颯斗ちゃんと二人で話したいのよね」

「あっ、もちろんです。席、外しますね」

　すぐさま由佳里は席を立った。

　しかし母まで立ち上がる。

「ううん、仕事場だと落ち着かないから、颯斗ちゃんを借りたいの。いいかしら？」

「どうぞどうぞ！　持ってっちゃってください！　どこへなりとも、なんなりと」

　由佳里は俺を手で払うような仕草をした。何の権利があって同意するんだと思ったが、由佳里を詰っても仕方がない。

　母が笑顔で言う。

「楽しいお話だった。また今度ゆっくりお話ししましょう？　お休みが取れれば、うちの別荘にでも遊びに来て頂戴ね」

「そんなこと言われたら本当に行っちゃいますよ。先輩の家の別荘って興味ありますし。私、遠慮ないんで」

「もちろんよ。絶対に来てね。あとで日取り決めましょう。必ず連絡するからね」

　母は由佳里に言ってから、続いて俺に一いち瞥べつをくれる。

「行きましょう」

　後に従い、俺は訊く。

「どこに行くんだ？」

「静かに話せるところならどこでもいいけど。ここからすぐ行けるところだと……椿ちん山ざん荘そうかパークハイアットあたりに行く？」

「何でだよ……。冗談じゃない。こっちは仕事中なんだぞ。だったら、このビル内にあるスタジオでいいか？」

「誰もいない？」

「今日は予定ないし、誰も使っちゃいないよ。そこならサシで静かに話せるだろう」

「そう。なら、そこにしましょう」

　エレベータに乗り込むと、しみじみとした口調で母が言う。

「健城さん、びっくりするくらいいい子よね～。明るいし、気立てがいいし、颯斗ちゃんにはもったいないくらい。お嫁さんにもらうなら、ああいう子が最高よ。本当の本当に、そう思う」

「ちゃん付けは止めろ。いや本当にマジな話でな。高校卒業したころから母さんとはほとんど会わないから、きちんと言う機会なかった。ここで強く言っておくぞ。絶対に止めろ」

「そんなこと言ったって、昔からの慣れだもの。しょうがないでしょう」

　俺は杏奈みたいに舌打ちした。わざと聞こえるようにだ。

「何の用事で来たんだよ。電話じゃダメなことなのか？」

「冷たいわねぇ」

「母親が会社にノコノコやってきて嬉しがる子どもなんざいねぇよ。誰だって困るだろ」

　決して母と仲が悪いわけではないのだが、かといって仲むつまじい関係でもない。そもそも母は世界中を往き来しているので、普通の家庭のように顔を合わせる機会が少ない方だった。

　さらに俺は母に対して、多少なりともわだかまりがあった。俺とオヤジが喧嘩するようなことがあると、母は常に父の肩を持ったからだ。俺の味方をしたことは、記憶にある限りただの一度もない。俺のトラウマであるオヤジの最大の味方が母であり、厳しく俺を律してきたため、ベタベタ馴れ合うような関係でもないことは確かだった。

「健城さんのお家、何やってるのかしら？」

　母は由佳里にご執心なようだった。

「長いこと築つき地じで寿司屋やってる家だよ。うちよりちゃんとしてるんじゃねーか」

　皮肉交じりに俺は言った。

「これでも無数の相手と取引してきて、相手とちょっと話せばわかるようになってきたのよね。あの子、すごく良いお嫁さんになるはずよ。あんなに良い子、逃したらもったいないオバケが出るわよ」

　またもや母は繰り返してきた。さすがに俺は苛ついた。小こ姑じゅうとに回りくどい言い回しで迫られる嫁の気分だ。

「しつこいぞ。いい加減にしないと、俺はもう仕事に戻るからな。いいか、由佳里は重要なパートナーなんだよ。この会社の社長なんだよ。こっちは真剣にやってるんだから、社内に波風立てるようなことは止めてくれ。今は会社のことを最優先に考えなくちゃならない時期なんだぞ。母さんだって、友達同士や恋人同士で同じ会社を経営する無謀やバカらしさは理解できるだろ？」

「意地っ張りで石頭なところは、お父さんそっくりになっちゃったわね」

「……」

　俺はため息をついて首を振った。

　エレベータを降りてすぐ、真っ暗なエントランスに灯りを点つけた。そしてスタジオの扉を開け、母をなかへと招き入れる。

「しばらく日本なのか？」

「まぁね。何か面白い案件があれば連絡あるし、どこにいたって仕事はできるわよ」

　ふと思い出したように、母は続ける。

「昨晩、悠ゆう斗ととも話したの。悠斗も一度、颯斗の会社に来たがってたけど。遠慮してるみたいね」

「母さんよりも、悠斗の方が遥かに常識があるってことだな」

　スタジオの中央で、俺は椅子を奨すすめる。

「ここでいいだろ。茶がほしければ事務員に持ってこさせるけど、どうする？」

「いらない。……ふーん、本格的なスタジオなのね～。颯斗もずいぶん立派になったものよね。ま、私もお父さんも、颯斗なら独力できっと大物になると信じてたけど」

　周辺を見回しながら、母は椅子に座った。

　俺は向かいに腰かける。

「よく言うよ。そういうのをな、後出しジャンケンっていうんだぞ。それに俺はちっとも大物じゃない。大物ってのは由佳里みたいなヤツのことを指すんだ。俺はせいぜい大物の下に仕える参謀ってところだろうよ」

「でも、ひまりプロダクションの株主ってあなたなんでしょう？」

「そりゃそうだけどな。俺が八〇％、由佳里が二〇％だ。でも非上場企業だし、これからも株式を公開させるつもりはないし、何の関係もねーよ。……で、用事ってのは何なんだ？」

　俺は本題に入るよう促した。

「実はね、お父さん、もうすぐ亡くなるかもしれない」

　母は何の躊躇もせず、しかし生真面目な顔で口にした。

「……はあ？」

　寝耳に水の話だった。あまりに現実感がなく、気の抜けた返事を俺は返した。

「前から身体の調子は悪かったのよ。一年半くらい前かしら、肝臓癌がんが見つかってね──」

　母が話し出すのを押し止め、俺は確認する。

「待ってくれ。本当の話なのか？」

「私が、お父さんをダシにするような冗談を言うと思う？」

「……。続けてくれ」

「肝臓癌、かなり進行していて、もう厳しい状態なのよね。さっき入院手続きを終えたばかり。お父さん、本当は最期まで入院するつもりはなかったんだけど……末期の痛みを少しでも和らげられるならってね」

　俺は素直に頭を下げる。

「邪険にして済まなかった。申し訳ない。そういうことなら、母さんがわざわざ訪ねてくる理由もわかったよ。……だけど、ずいぶん冷静じゃないか」

「覚悟はしていたことだから。投薬治療に望みは繫いでいたけど、難しかったみたいね」

　母には悲愴感はまったくなく、サバサバしていた。すでに覚悟はしていたことなのだろう。

「知っていたなら、なんで教えてくれなかったんだよ？」

「知らされたところで困ったでしょう？　それに、お父さんからも口止めされてたの」

「まったく、いつだって自分勝手なオヤジだ」

「あなたもね」

「……」

　俺は反論できなかった。

　視線を逸らし、俺は小さく口にする。

「……見舞い、行かなくちゃならないんだろうな……」

「当たり前じゃない。言うまでもないことでしょう」

　母に視線を戻して、俺は困惑を隠さず言う。

「だけどさ……何を話せばいいんだ？　死ぬって言われても実感ないし、俺とオヤジの仲だしなぁ……」

「話すことがないなら、それでもいいと思うけど。顔を出すだけで十分すぎることなのよ。織葉の跡のこととか、お父さんからいろいろ話があるはずだけどね」

「跡のことなら悠斗と母さんでやってくれればいいだろう。どんな取り決めになろうとも、俺はすべて同意するよ」

「そんな風に投げ遣りにしないでよ。颯斗ちゃんが長男なんだから」

「ぜんぶ悠斗が引き継げばいいんだよ。しかし、こんなに早く逝いかれると相続税がなぁ……払えんのか？」

「準備はしてきたつもりよ。なんとかなるでしょ」

　母は軽く応じた。

　織葉家くらいの家になると、一〇〇年前から引き継ぎ、コツコツと買い貯めてきた金や銀や美術品など政府が捕捉困難なものは膨大にある。今でこそ新規に貴金属の現物を買えば政府に捕捉される時代になってしまったが、ほんの少し前まで何の規制もない時代が続いた。たとえば、わずか一〇年前までは、金現物を買っても誰にも知られることがなかったのだ。今では購入時に身分証明を求められ、資金の秘匿先としての価値は損なわれた。

　織葉家のような長期に続いている商売人の家は、グローバル金融システムから完全に切り離せる資産こそが、いざというときに本当に頼れる唯一の財産なのだと知っており、余剰資金の一定額を貴金属などに回すのが習わしだった。銀行預金も株式も、不動産も債権も、グローバル金融システムに繫がる資産は、ここ一番でダメになる。現金紙幣のタンス預金だって、数十年に一度、紙くずになると見るべきだろう。実際一九四六年前後に、円は一度、紙くず化している。軍票なんてさらに非ひ道どいシロモノだった。

　それゆえ自宅地下の金庫や銀行の貸金庫には、現物資産が山と積まれている。数百年の歴史をたどり、幾たびの戦争を乗り越えてきたような京都・大阪の商家や神社仏閣は、とくにその傾向が強い。それらは大量に売却処分したりしない限り、国税が捕捉できるわけもない。超長期にわたるインフレや経済変動のおかげで、転がしてあるだけの現物資産の価値も比例して膨張している。

　自分の代だけの豊かさを追求することを選ぶなら、株、不動産、社債、債権での資産運用が基本だろう。しかし家を末代まで残していくことを想定すれば、国家や経済システムから秘匿することが可能なものに向けて、平時にいかにコツコツと資産を移動するかどうかが重要だ。

　しかしそれでも織葉家の場合は、やはり表で公表されている株式や不動産などの方がどうしたって多くなるものだ。相続税がいくらになるのか検討もつかない。相続税支払いのために秘蔵している現物の一部に手を付ければ、それがキッカケになって国税に余計なものまで調査されてしまう危険性がある。かといってこの辺の事情を、外部の会計士などに相談できるはずもなく、あくまで一族のなかだけで決めてしまわなくてはならない面倒な事柄なのだった。

　父親の死を前にして金のことで悩むなど一般人からすれば酷い話に聞こえるかもしれないが、そもそも織葉家は普通の家とはまるで次元が違うのだ。オヤジだって自分の死よりも、どうすれば家の歴史を継承していけるかを第一に考えることだろう。

　俺は確認する。

「本当にもう打つ手はないのか？　治療や延命措置は絶望的？」

「治療はもう無理。下手な延命措置ならお父さんは拒否するわよ。苦しむだけだもの」

「そうか……オヤジ……死ぬのか……。母さんには悪いけど、悲しいとか寂しいっていう感情は湧いてこなくて……なんだかよくわからないな」

　率直な気持ちを俺は打ち明けた。

「気持ちの整理ができないのは当然よ。聞いたばかりなんだから」

「……」

　俺が押し黙ると、母も口を閉ざす。

「……」

「……そうなのか……」

　居たたまれなくなり、つぶやくしかなかった。

　あれほど嫌いだったオヤジだが、死ぬとなればまた話は別だろう。しかし、悲しいと感じるわけでもないのだ。自分のなかで、一つの時代が終しゅう焉えんするような気持ちとでも言えばいいのだろうか……。

「できるだけ早いうちに、お父さんのところに挨拶に来なさい。今日は家に帰ってるけど、明日から入院する予定。私も予定はぜんぶキャンセルして、しばらく病院にいるからね。お父さんも颯斗と話したがってる」

「俺はあんまり話すことなんてないよ……。せいぜい『じゃあな』ってくらいじゃないのか……。今後のことは悠斗に任せておけばいいよ」

「バカなこと言わないの。そんな無責任で通るわけないでしょ」

「……どのくらい保もつんだ？」

「一ヶ月は大丈夫だと思うけど……先のことはわからないわね。話せなくなったりしたら大ごとだから、できるだけ早く顔を出しなさい。本当は今日、家に戻ってるお父さんに会ってもらおうと思っていたんだけど……」

「今日は待ってくれ……。突然のことすぎてな……」

　俺は躊躇した。オヤジの部屋で話すと、さまざまな思いが渦巻き息苦しくなるのだ。個人的なワガママだが、顔を合わせなくてはならないのなら別の場所にしたい。

「だったら明日は？　朝から病院に行って、そのまま入院することになってるけど」

　強い調子で母は確認してきた。有無を言わせぬ口調だ。

「……わかったよ。明日、病院の方に顔を出す。それでいいだろ？」

「お父さんも待ってるからね。必ず来なさいよ」

　母は念を押してきた。

「待っているとは思わないんだけどな。オヤジの方だって、俺とは話すこともないだろう」

「子どもみたいな話はもう止めなさい。好き嫌いはともかく、責任は果たしてもらわなくちゃならないの」

「明日、昼過ぎな。午前中はどうしても外せない仕事が入ってるけど、それが終われば急いで向かうよ」

　俺はスマートフォンで予定を確認しながら、うなずいたのだった。
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　病室の前まで来ると、長椅子に座る悠斗の姿が目に入った。入院日ということで見舞いに来たのだろう。悠斗も多忙な仕事で、ちょくちょく海外への出張が重なることもあり、顔を合わせるのは久々だ。

　長椅子に腰かけている悠斗の前で立ち止まり、挨拶もなしで声をかける。

「オヤジのこと知ってたのか？」

「やあ兄さん。俺が聞いたのは三ヶ月前だよ。父さんから直接ね。そのとき、兄さんにはまだ言わなくていいと念押しされてさ。兄さんの会社が忙しいときに水を差すようなことはしなくていいって言われたんだ」

「まぁ、それを教えられたからといって、何かが変わったわけじゃないだろうからな」

　悠斗が三ヶ月前にはすでに知らされていて、俺には死が迫ってからやっと申し訳程度に伝えられたということは、要するにそういうことなのだ。織葉家の法定相続人は紛れもなく悠斗で、俺は木っ葉のような存在ということだろう。最初から、わかりきっていたことだ。

「仕事は？」

「先週までずっとカナダに出張してたから、その分二日間休み。本当はもっと休暇もらえるんだけど、休んだってすることもないからさ」

「なら、今日は時間あるな？　あとで少し話すか」

「そうだね。今後のこともいろいろあるし……」

「ちょっと行ってくる」

　そう声を掛け、俺はオヤジの病室に入ろうとした。

　しかし、心臓が締め付けられるような気持ちになり、そこで固まってしまった。思えばいつも、オヤジの部屋に入ろうとするときはこうだった。

「ははは。なに躊躇してるんだよ。俺がドア押してやろうか？」

　背後から、悠斗が冗談交じりに声をかけてきた。

「う、うるせー。自分でやるよ」

　悠斗に笑われたことで背中を押され、俺はドアを開けて中に入った。

　勢いで飛び込んだため、挨拶もなく俺はオヤジと向き合った。俺の知っているオヤジと違い、幾分やつれたような顔をしていた。隣には母が腰かけている。

「……」

　オヤジは無言で俺に視線を向けており、俺も何も言わずに立ち尽くす。

「……」

「待ってたわよ颯斗ちゃん。ほら、遠慮せずに座りなさい、ここに。私は席を外すからね」

　母が立ち上がって俺の側までやってきて、無理やりオヤジのすぐ側の椅子に座らされた。

　だがその直後、俺に椅子を奨めた母が、何も言わずに病室を出て行ってしまったのはまったくの想定外だった。

　──なぜ急にいなくなるんだ……。会話を取り持ってくれるのを期待していたのに……。

　オヤジと顔を合わせて、俺は心底困り果てた。沈黙が苦しい。

　仕方なく、俺は声を掛ける。

「……よう。そろそろ死んじまうんだってな」

「そうだ。これでも、よく保った方だろうよ」

　事務報告をするようにオヤジが言った。

「いきなり昨日、聞かされたばかりの話だぞ。何で言わなかったんだよ？」

「俺の自由だろうが」

「……」

　会話が終わってしまった。これ以上、何を話せというのだ。

　掛ける言葉を探していると、オヤジが問うてくる。

「あの右翼の少女、これからも支援していくつもりなのか？」

　こんな機会でなければ、「俺の自由だろ」と同じ言葉を返せば済むところだ。しかし他に話すこともないので、オヤジの問いに乗ることにした。

「そのつもりだ。俺には政治的理想を追求する野心なんてまるでないけど、生真面目なあの子のことを側で見てると応援してやりたくなるんだよ」

「資金の援助くらいなら構わない。だが肝に銘じておけ。自分自身は、可能な限り政治には踏み込まないようにしろ。政治は沼のようなものだ。関わって一つも楽しいことなどないし、関われば関わるだけ身を沈めてゆく。政治のことは、民衆がしたいように任せておけ。織葉には一切関係がないことだ。我々は極力政治の影響を受けずに経営できる環境を整え、一族の信念に従って生きれば十分だ」

「俺がどう生きようが勝手だろう。もう少し踏み込んで彼女のことは支援していきたいと思ってる。そりゃオヤジが言っていることは重々理解してるつもりだけど、俺は個人的に彼女のことは気に入っているんだ。俺にとっての大恩人でもある。なんとか役に立ってやりたい」

「ダメだ。約束してもらう。一線を引いて付き合え。関わるのは金だけだ。それで十分すぎるほどの支援になるだろう？」

　なぜかオヤジは譲らなかった。

「何でなんだよ……。死んだあとも俺の生き方に口を出してくるつもりなのか？　織葉家を継ぐのは悠斗だろう。俺は俺の好きなようにさせてくれ」

「バカを言うな。織葉を継ぐのはお前だ、颯斗。一〇年も前から遺言書にはそう書き残してある。決まっていたことだ」

「………………は？」

　俺は息をのんだ。

「東とう王おう印刷の経営には直接タッチしなくていい。俺もすでに主要な決定にタッチしていない。何かあれば、山やま野の辺べから相談が持ち込まれるだろう。だが将来、お前が経営に関わりたいというのなら、それもいいだろう。山野辺と話し合って好きにするといい」

　山野辺は東王印刷の代表取締役社長である。時折うちに訪問してくることがあったので、俺とも面識があった。

「おいおい、待ってくれ。俺はたしか、相続放棄の同意書にサインを──」

　俺が言い終わる前に、オヤジは鼻で笑う。

「ふん。あんな紙切れが何だと言うんだ？　お前が去ったあとにシュレッダーにかけたよ。同じ日に悠斗にも相続放棄の同意書をもらっている。悠斗の方は残してあるがな」

「意味がわからないんだが……」

「巨額の財産が転がり込むからと、のうのうと生きてもらっては困る。医者に余命を宣告されてすぐ、お前たち二人には相続放棄の同意書を書いてもらったんだ。本当はもう少し生きられればよかったんだがな」

「……」

「颯斗はよくやった。俺が思っていたよりも遥かにだ。お前になら、安心して織葉家を任せられる。あとは頼むぞ」

「……そんなバカなことが……」

　青せい天てんの霹へき靂れきとは、こういうことを指すのではないか。

「お前がどう思おうが好きにしろ。対応すべきことは伶子にすべて伝えてある。伶子と相談するといい」

「……」

　押し黙る俺に、オヤジは畳み掛けてくる。

「だから最後に約束しろ。お前にすべてを引き継ぐにあたり、これだけは絶対に譲れない。政治には決して関わるな。政治はお前を不幸にする。もし生涯お前が政治に関わり続けたならば、颯斗の代で織葉家が傾くことは想像に難くない」

「さっきも言ったが、俺自身には、身を削ってでも成し遂げたい政治的理念なんてないんだ。あくまで個人的に、恩人の手助けをしてやりたいだけで──」

　俺の言葉を遮り、オヤジはわずかに身を起こすようにして口にする。

「それでもだ。金絡み以上のことはするな。さあ、今すぐ返事をしてもらおう」

　オヤジは息を切らしていた。たったこれだけのやり取りでも、今のオヤジは体力を消耗してしまうのかもしれない。

　しかしオヤジの体調に気を遣ってやれる精神的余裕は俺にはなかった。

「どうしてオヤジはいつも突然なんだ。自分の用件だけサッサと済ませて、こっちの話は聞きもしない。いいか、よく考えてみろ。俺にとっては何もかもが不意打ちなんだぞ。オヤジが死ぬ？　織葉家は俺が引き継げ？　政治とは縁を切れ？　冗談じゃない。俺には俺の人生があるんだぞ」

　俺は不満を爆発させた。死を前にしたオヤジに対して投げかける言葉ではなかったが、考えてみれば俺たち父子は、いつだってこういう関係だったかもしれない。

「……颯斗の能力は誰よりも買っていたつもりだ。しかしお前は、ここぞというときに情に折れる。事業家は、進退窮きわまったときにこそ、冷徹に判断を下していかなくてはならない。お前の会社の礎いしずえになってきたのが、あの右翼の少女なんだろう。ならばこそ、このままいけばお前は政治に深く関わってしまうことになる。俺が心配している唯一のことは、それだけだ」

「返事は保留させてもらえないか。せめて数日、考えさせてくれ」

「だが俺の命は長くない。いつまでこうして話していられるか、その保証はどこにもない。もっとも、お前の返事を聞けるまでは、ベッドにしがみついてでも命脈を保ってみせるつもりだがな」

「わかった……。三日でいい。またここに来るよ」

　そう告げると、オヤジはいくらか安心したような表情になり、詰まらなそうに病室の天井へと視線を向ける。

「俺からの用件はそれだけだ。仕事中だろう。帰っていいぞ。三日後、返事を待っている」

「まったく、いつも自分勝手なオヤジだよ……。それじゃあな」

　すぐさま俺は立ち上がった。

「ふん」

　オヤジは鼻を鳴らしただけだった。

　振り向きもせず、それ以上の言葉をかけることもせず、俺は病室をあとにした。

　病室を出ると、長椅子には母と悠斗が腰かけて待っていた。

　二人は立ち上がり声を掛けてくる。

「もう終わったの？　ずいぶん早かったわね！」

「おつかれ、兄さん。なんか、げんなりしてるな」

「オヤジは、俺に対しては用件だけだからな。いつも三秒で終わるよ」

　自嘲交じりに俺は言った。

「それだけ信頼しているってことでしょう。話は聞いたわよね？」

　母は何もかもを了解していたのだろう。まったく、少しは俺の身にもなってほしい。

「聞いたけど……三日後にまた返事をしに来ることになったんだ」

「返事？　何の返事が必要だっていうのよ」

「いろいろあるんだよ。俺の生き方にも関わる問題でな。だから少し時間をくれよ」

　俺は悠斗に視線を向け、続ける。

「それより、悠斗と話したい。茶でも飲みにいこうぜ」

「ああ、そうしよう。兄さんと話すのは久々だな。こんなキッカケでもないと、お互い時間がないからなぁ」

　そして俺たち二人は母に別れを告げ、揃って病院を出てタクシーに乗り込んだのだった。
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　タクシーのなか、悠斗は感心したような声音で言う。

「父さんがこんなときに何だけど……兄さんの新会社すごいよね。とても真似できないよ。やっぱり実力者は違うっていうか……」

「何が実力者だよ。芸能事務所はタレントあってのものだ。所属してくれたタレントが凄かったんであって、俺の仕事はせいぜい彼女たちのスケジュールを調整してたくらいさ」

「神楽日毬、反則レベルだよ。よくあんなタレント発掘できたね。見つけただけで勝ちだよ。父さんが、兄さんを高く評価してるのは当然なんだ。俺なんかなぁ……」

「オヤジに昔から評価されてたのは、どう見ても悠斗の方だったけどな。俺なんざいつも、ぞんざいにあしらわれて、邪険にされて、バカにされてきただけだったよ」

　俺の本心だったが、悠斗は呆れたような顔を向けてくる。

「……それ本気で言ってんの？　信じられないな」

「適当なことを言うはずないだろう」

「ちょっと捻くれすぎだよ。……まぁたしかに俺から見たら、兄さんも父さんも捻くれてるからな。似た者同士のせいで、自分の嫌な部分が相手から透けて見えて、お互いに腹が立ってただけなんじゃないか。きっとね」

「酷い言いようだな。オヤジの嫌な部分を俺も持っていることは否定しないよ。だからこそ、余計にオヤジがムカついて仕方がないこともな」

「青春熱血漫画的な観点から見ると、それって互いの実力を認め合ってたとも言えるだろうね」

　そう言って、悠斗は含み笑いを漏らした。

「はっ。俺とオヤジの関係のどこが青春だっていうんだよ」

　俺たちはそんな話をしながらタクシーを降り、ホテルのカフェラウンジへとやってきた。

　席に着き、俺も悠斗も頼んだのはコーヒーだ。

　すぐに運ばれてきたコーヒーを啜すすったあと、ようやく俺は本題を切り出していく。

「織葉家は俺が継ぐことになるらしいな」

「はあ？　当たり前じゃん。今さらなに言ってんのさ？」

　悠斗は意表をつかれたような表情をした。

「俺はてっきり、悠斗が継ぐものだとばかり……」

「考えたこともないよ！　どうしたんだよ、いったい？」

「以前……たしか一年半か二年近く前くらいだったか……相続放棄の同意書にサインしてな。そのとき、ハッキリと『跡継ぎは悠斗で決まりだ』ってオヤジから聞いてたんだけど」

「俺も同じようなセリフで、兄さんが跡継ぎだって聞かされたよ。そんなこと当然だと思ったし、俺はすぐにサインしたよ。……なに、兄さんも同意書にサインさせられてたわけ？」

「そうだ。俺から同意書を取った直後に、シュレッダーに掛けたとか言ってたけどな。何がしたかったんだよ……」

「へえ……父さんもいろいろ考えて行動してたんだな。ふーん、そういうこともあるんだ……。そりゃ、織葉家の財産に頼らずに、自力で道を切り開くことを求めたんだろう。で、兄さんはあっさりとやり遂げたんだ。たぶん父さんが期待した何倍……いや、何十倍もの成果を収めたはずだよ。ひまりプロダクション……あんな会社、普通の人には創れないって」

「どうだかな。さっきの繰り返しになるが、すべては所属してくれたタレント陣のおかげだ」

「タレントを発掘したのも、お膳立てをしたのも兄さんじゃないか。兄さんがいなかったら今の会社は存在すらしていない。そうだろう？　兄さんほどの大物は、本当に希有な存在だと思うよ。お世辞じゃなく」

「やめろよ、恥ずかしくなる。冷静に考えても、俺には悠斗の方が才能があると思ってた。本当だ。オヤジから与えられた課題は、俺はほとんどすべて失敗してきた。悠斗はどんな課題でも上手いことやってたよな。だから俺は、なんて才能がないんだって悩んでたよ……。恥ずかしい告白だけどな」

「ああ、父さんに言わせると、失敗するように仕向けてきたんだってよ」

「それって、マジなのか……？」

　今度は俺が愕がく然ぜんとする番だった。初耳である。

「幾度も失敗してのたうち回った経験がないと、本当の糧にはならない。血の涙を流して、悔恨に身を焦がすくらいでないとダメだって。失敗は大きければ大きいほど、早ければ早いほどいいらしい。でさ、これも父さんから聞いたんだけど……俺は失敗しないんだと。お前は臆病だし、変なところでお坊ちゃんだから、石橋を叩きもしない、まるで鍛え甲斐がないって𠮟られたよ。悔しかったなぁ……」

「失敗しないのはすごい才能だ。みんな失敗ばかりで地べたを転げまわってるんだぞ」

「だけど、ひまりプロダクションみたいな会社は、どれほど望んだって俺には創れない。俺は兄さんに、心の底から嫉妬する。どうして兄弟でこれほど大きな違いが生まれてしまったんだろう……」

「違わねーよ。意識しすぎじゃないか」

「違うよ、果てしなく。俺にも少しでいいから兄さんの才能を分けてほしかったさ」

　悠斗はうつむき、苦渋に満ちた様子で唇をかみしめた。こんなに落ち込んだ悠斗を俺は初めて見た。

「この話はお互い誤解があるみたいだ。止めよう。堂々巡りになっちまう」

「そうだね。俺が兄さんを羨んだって何かが変わるわけじゃないんだし。むしろ、有能すぎる兄を持ってよかったと思うことにするよ」

　俺は話を切り替える。

「オヤジの寿命がもうすぐ尽きるなんて言われても、さっぱり実感がないな……。肝臓癌に冒されてたなんて初耳だったし、経過がまるでわからないせいだ」

「きっと父さんは、最期まで兄さんを鍛えたかったんだよ。兄さんにずっと厳しい態度を取ってたのも、その一環だったんだろうなぁ」

「うちの男はみんな短命だな。曾ひい爺じいさんは六〇代で死んでるし、爺さんはまだまだ現役ってときに突然亡くなったせいで、姉弟同士でずいぶん揉めたらしいな」

「俺たちはまぁ、母方が長命だからまだわからないよ。だけど長生きは期待しないでも別にいいんじゃないか。人生五〇年だと想定して、短く太く生きることを考えた方が前向きかもね」

「短く太く、か……」

「すでに兄さんは、ずいぶん太く生きてると思うんだけどね。問題は俺の方だよ」

　苦笑しながら、悠斗は自分を指差した。

「なぁ、突然だが相談があるんだけど……」

「何？」

「織葉家の跡継ぎ、俺じゃなく悠斗ってどうなんだろうな？」

「意味がわからない。俺らじゃなくて父さんが決めることだよね。そしてもう決定事項なわけで」

「だから、頼むんだよ。オヤジに。悠斗を跡継ぎにしてくれって」

「冗談じゃない。突然すぎるよ。本気で言ってんの？」

　悠斗は目を見開いた。よほど意外な提案だったようだ。

「俺にとったって突然の話なんだ。いきなり跡継ぎはお前だって言われて、一番驚いてんのは俺なんだよ」

「だっておかしいだろ。なんで兄さんじゃなくて俺になるんだよ。兄弟なら、よほど能力に問題がない限り、兄が継ぐのは当然だ。まして兄さんはあっという間に成功企業を創れるような逸材で、俺は単なるサラリーマンだよ？　どう考えたって不自然すぎる。俺が継いだら、誰もが首をかしげるよ」

「でも、俺と悠斗とオヤジが同意していれば、それでいいじゃないか。あと母さんもか」

「農家の跡継ぎになりたくないって話ならともかく、織葉の家だよ？　何が不満なんだ？」

「不満とかじゃないんだ。オヤジが俺に『跡を継ぐにあたって約束しろ』と求めてきたことがあるんだよ。その約束に自分が同意できるのかどうか、まだ判断がつかなくてさ……。急な提案で、悠斗が困惑するのはわかるよ……。だから少し時間をくれ」

「なんだってんだよ、まったく……。そんな突飛な提案をされるなんて予想外だよ」

　悠斗は首をふった。

　それから俺たちは嚙み合わない会話を交わし、ホテルをあとにしたのだった。

　猶予は三日。人生の岐路を検討するにしては、あまりに短い時間だ。それでもオヤジに残された時間は多くないだけに、可能な限り早く返事をしてやる必要があるだろう。
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　日毬のマネージャーとしての仕事を終えて事務所へと戻る車のなかで、後部座席に姿勢を正して座る日毬に、俺は声を掛ける。

「すまんな、マネージャーとして付いてやる機会が減ってしまって。超大物タレントに自分の管理までさせるなんてプロダクション失格だ」

「何を言うんだ。私は最初から一人で問題ないのだ。いかなる仕事でも万全にやりおおせてみせる。颯斗の手を煩わずらわせることもない」

　日毬には時おり、収録現場に一人で往き来してもらうことが出てくるようになった。マネージャーと同行せず、タクシーで現地に直接向かってもらうのだ。

　マネージャーが付かない仕事が出てくると、タレントにとって負荷が増えてしまう。なぜなら自身のスケジュール管理を徹底しなくてはならなくなるから、本来のタレント業とは違う事務的な仕事が増えてしまうのだ。生放送や、他の大物タレントと共演する収録は、遅刻などのミスは許されない。売れないタレントなら仕事量が少ないこともありマネージャーなしで自己管理しなくてはならないが、日毬クラスになると大変だ。

　プロダクションとしては申し訳ないくらいだが、しかし幸いにもひまりプロダクションのタレント陣の半数は自己管理が徹底できる有能な人間たちだった。日毬や杏奈、栞や由佳里は一任しても問題はなかった。

　一方、凪紗と千歳とリリィにはマネージャーが付いていた。スケジュール管理上なら凪紗は任せても問題ないはずだが、一人だと恥ずかしくて撮影どころではなくなってしまうので、側に身内の誰かが付き添っておく必要があった。リリィは仕事量は多くないものの、慣れていないから最初は同行が必要だろう。千歳には不安しかない。

　バックミラーで日毬を見やり、俺は言う。

「少し時間に余裕があるから、軽く茶でもしていこうか。日毬の方は、すぐに戻らなくちゃならない予定とかあるか？」

「私は戻ったら日本大志会で政務を執る予定だ……。しかし、颯斗と二人で話すなら私は歓迎だぞ……。ぜひ行きたいと思う……」

　日毬はバックミラーにチラチラ視線を向けてきたり、うつむいたりを繰り返しながら、恥ずかしそうに口にした。

「そうか、そいつは良かった。いろいろ話したいことがあったんだ」

　遠くの赤信号を前にして、ゆっくりブレーキを踏みながら俺は思案する。

「どこにするかな……。今の日毬は目立ちすぎる。予約でもしてればよかったんだが……」

「ホテルのラウンジや喫茶店である必要はない。その辺にある公園で一向に構わないだろう。あるいは車を適当に止めて、そこで話すのもいい。喉を癒すなら缶ジュースで十分だ」

「日毬のような大物とお茶するのに、そんな貧相なこともできんな……」

「実に愚かな心配だ。慎ましやかな生活のなかにこそ、本当の幸福が見出せるのだと私は思う。私に気を遣うなど無用のことだ」

　日毬らしい気負った応答に、俺は即座にうなずく。

「わかった。どこか静かなところに車を止めて、缶コーヒーでも飲みながら話をしようか」

「うむ。それでいい。私も颯斗とは静かに話したいところだ」

　そのまま車を走らせて、あと五分も走れば事務所というところ……代々木公園の側に俺は車を止めた。

　そして近くの自動販売機で缶コーヒーを一つ、日毬から頼まれたお茶を一つ購入し、車へと戻った。都心の公園であるこの周辺は、土日やイベント日でもない限り、ごくたまに自転車が通りかかるくらいで、人通りは意外と少ない。

　日毬は車のドアに寄りかかり、公園の様子を眺めていた。

　お茶を差し出し、俺も日毬の隣に寄りかかる。

「ありがとう。いただきます」

　日毬は礼儀正しく頭を下げて受け取った。

「ん」

「私に話とは何だ？　颯斗の頼みなら、どんなことでも全力で成し遂げてみせるのだぞ。何でも言ってほしい」

　決死の覚悟といった風の日毬の態度に、俺は落ち着くよう促す。

「そんなに身構えないでくれ。話ってのは……まぁそんなに大したことじゃない。これから将来のこととか、日毬が目指す政治の話をしてみたいなってさ」

「なるほど、日本大志会の政策に異議があるのだな。たしかにすべての人間を満足させる政策を出すのは不可能だ。それでも颯斗が指摘することなら、それは十分に検討に値するかもしれない。颯斗は、政治の裏側を見抜く目を持っている」

　言いながら日毬は熱心にうなずき、顔を輝かせた。これから政治議論が始まるのだと思い込み、期待に満ちた様子だった。

「すまんが、そういうことじゃないんだ。うちの実家の方でいろんな進展があってな。日毬には伝えておくと──」

　それから俺は時間をかけ、かみ砕いて、日毬に織葉家を取り巻く状況について語っていった。

　オヤジの命脈が尽きかけていること。俺とオヤジの微妙な関係。織葉の家の過去や将来像。一族の資産や相続のこと。唐突に俺が、織葉家の後継者に指名されたこと。自分はオヤジに邪険にされていると思い込んでいて、まったく寝耳に水の話だったこと。

　しかし日毬には、たった一つだけ隠したことがあった。織葉家を引き継ぐにあたり、死を前にしたオヤジから、『政治には決して関わらないと約束しろ』と強く迫られていることだ。日毬に意識して隠しごとをしたのは初めてかもしれない。

　日毬は驚いて俺を見上げてくる。

「父上がもうすぐ……？　仕事をしている場合などではないだろう？」

「それは気にしなくていい。オヤジだって、俺が病室で看病するような事態は断固拒否するだろうよ。死を前にして弱々しくなるような人間じゃないんだ。むしろ俺が仕事を放り出すようなことがあれば𠮟りつけてくるはずだよ」

「そうなのか……。厳格な家なのだな。神楽家も厳しかったが、颯斗の家はそれ以上のようだ」

「いやいやいやいや……さすがに日毬の家には敵わないよ。神楽家の方が圧倒的にしつけが厳しいと思う。たぶん日本一だ。強いて言えば、俺と日毬の家じゃ、厳しさの方向性が違うんだろうよ」

「謙遜する必要はない。颯斗の家は実に立派だ」

「正直なところを打ち明けると、日毬が独裁者になるなんて最初はほとんど信じていなかった。それどころか政治家として大成する可能性すら半信半疑だったよ。それがまさか、日毬がこんなに注目を浴びるようになって、政治の表舞台にあと一歩のところまで迫ることになるなんて……。日毬の一途な思いを少しでも疑ってしまって、心から悪かったと思ってる」

「颯斗が協力してくれたからこそだ。何度でも言うが、私は颯斗なしでは何一つ成し遂げられなかった。私の人生の恩人……いや、日本国家の大恩人だ」

　大げさすぎる物言いだと思ったが、そう語る日毬の気持ちには一点の曇りもないようだった。

「だけど、これから俺がどこまで手伝ってやれるだろうか。経営面ならそれなりの勉強をしてきたつもりだけど、政治からはずっと遠ざかってきた。日毬が成功すれば成功するほど、俺には不慣れな分野になっていくよ」

「それは私とて同じだ。経験があるわけがない。前に進む意志だけが、唯一無二の私の武器なのだ」

　力強く言ったあと、日毬はわずかに顔を曇らせる。

「もしかすると私は将来、ＣＩＡのエージェントだったという側面で歴史に取り上げられる可能性すらある。苦しくて涙が出てくる。腹を切ってしまいたい気持ちだ。もっとスムーズな道筋があったのではないかと、本当は悩んでばかりいる。……いやそれでも、立ち止まるわけにはいかない。私が日本の未来を背負っているんだ」

「日毬は強いな……。俺には、日毬みたいに一本気な生き方なんてできないよ」

「何度か颯斗に伝えたことがあると思うが、私には、颯斗が側にいてくれるだけで十分なんだぞ。それだけで私の力になる。だから、いま以上のことを求めるつもりはないんだ。戦う力を与えてくれた颯斗に、私はどのようにお礼をすればいいのだろうか……？」

「礼なんてとんでもないぞ。日毬に負担を背負わせるつもりなんてないよ」

「いいや、颯斗はどれほど私に負担を背負わせてくれてもいいのだ。その権利が颯斗にはある。私がここまで来られたのはすべて颯斗のおかげなんだ。感謝の言葉もない。どうすれば私の想いが伝わるのか、いつも頭を悩ませているくらいだ。しかし私は無器用だから、上手く話すことができず困っている……」

　手元のお茶缶に視線を落とし、日毬は寂しげに言った。

「政治的にも芸能界でも日毬がここまで駆け上がってこれたのは、すべて日毬自身の実力なんだぞ。俺はまったく大したことはしていない。ちょっと背中を押しただけだ。俺が成功したのは日毬のおかげであって、感謝されるのは逆だよ」

　俺の言葉に、サッと日毬は俺に視線を戻してくる。

「それは違う……。颯斗はいろんなことを教えてくれた。日本大志会に初めて献金してくれたのは颯斗だ。芸能界に挑戦することで政治的成功を目指せとアドバイスしてくれたのも颯斗だ。それに……男の子たちに嫌われ、話しかけてすらもらえず、無視ばかりされていて……まるでモテない私とデートまでしてくれた……。私はすべて覚えている……。ほんの少しだけだが、颯斗のおかげで私は自信を持つことができたんだ……。何もかも、颯斗のおかげだと思っている……」

　喋りながら、日毬は恥ずかしそうに視線を逸らした。

　日毬が感謝してくれるのはありがたいが、やはり本人の実力があったればこそだ。しかしここで日毬を否定して、せっかくの気持ちを踏みにじるわけにもいかない。

「だから、何でも言ってくれ。私は颯斗のために何もかもをしてあげたいんだ」

　日毬は透き通った瞳で、俺を見上げてきた。

「……」

　俺は呆然と日毬を見下ろしながら心に決めた。この子を手助けしてやるのを止めたら、きっと俺は一生後悔することになるだろう。日毬との出会いが、俺の人生まで変えたんだ。やはり俺は、オヤジとの約束は守れない。

　だが、死を前にしたオヤジに、何と言って説得すればいいのだろうか。

「……颯斗？」

　日毬は視線を逸らし、頰を染める。

「あ……あんまり見つめないでくれ……。なんだかよくわからないけど……身体が震えてきてしまうんだ……。どうしたらいいのかわからない……」

「懸命に努力する日毬を側で見ていて、俺は誓ったんだ。いつか日毬を錦にしきの御み旗はたに押し立てて、日本を変える大事業を成し遂げてみせるってな」

　覚悟を決めるように俺は言い、日毬を見やって続ける。

「……それが俺の人生でもいいんじゃないか。というか、こんな大それた目標を持てる俺は、世界有数の幸せ者かもしれない。だからこれからも、できるかぎり俺は日毬を手伝うよ。やれることはすべてやる。任せてくれ」

「颯斗にそう言ってもらえて嬉しい……。ありがとう……。つたない私のことを、どうかよろしく頼む……」

　日毬は感極まったようにそう言って、深々と頭を下げてきたのだった。
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　事務所に戻った俺が由佳里の机まで近づくと、由佳里の方から声をかけてくる。

「おつかれーっす」

「忙しいところすまん。ちょっといいか？」

「一〇分後に栞ちゃんを連れていくので、それまでならいいですよ」

「ああ、次のドラマな。なんとか視聴率が出てくれると、栞が一気に飛躍してくれるんだがな」

　オフィスチェアを引き寄せ、腰かけながら俺は言った。

「きっと大丈夫ですよ。栞ちゃんの演技の上手さは折り紙付きですからね。いずれ名女優って呼ばれることになるかもですよ」

　由佳里の言う通り、女優としての栞の演技は非常に評価が高かった。しかも今回、初のメインヒロインをもぎ取ったのである。舞台が大阪と神戸になるから、栞に白羽の矢が立ったのだ。

　ひまりプロダクションが抱えるなかで女優を務められるのは、杏奈と栞の二人だけ。杏奈はお世辞にも演技が上手いとは言えないが、人気と知名度でゴリ押しするタイプだ。杏奈が出演すれば、着実に視聴率をモノにできる。一方の栞は、タレント力では杏奈に劣るものの、演技指導を受けてもいないのに、専門の俳優たちとタメを張れるほどの演技力の持ち主だった。地頭がいいのに加えて、人前でも気後れせず、人間観察力に長けているためだろう。

　新ドラマでの栞の役柄は資産家の令嬢である。現実とはちょっと違う。栞の父親役が経営する企業の、その孫会社の末端で働くブルーカラーの青年と恋に落ちるという、なんともベタベタすぎる設定の恋愛劇だった。

　栞の人気度の上昇を考えれば、主役を務めるのも時間の問題だと思っていたが、案外あっさりと決まってしまった。こちらがプッシュもしていないのに、ありがたくも局からのご指名である。物事が急展開するときというのは、こういうものかもしれない。

「ところで、由佳里はドラマに出たりしないのか？」

　俺が冗談半分で訊いてみると、由佳里は満更でもなさそうな表情をする。

「実はですね、そういう話も舞い込んでたりするんですよ。なんか笑っちゃいますよね」

「マジなのか？」

「マジです、マジ。受けるかどうかは決めかねてますが、持ちかけられてるのは事実でして」

「由佳里がドラマや映画に出ることになれば、女優の手持ちは三人になるな。なかなか面白いかもしれないぞ」

「まぁ現実問題としては、いったん引き受けちゃうと拘束時間が長いので、断らざるを得ないでしょうね」

　たしかにドラマ撮影と社長業は、確実に両立できない。不規則で長期間にわたるドラマ撮影の拘束時間は、由佳里の仕事の選択肢を狭めてしまうことだろう。

「それもそうか。関わる時間を考えれば、せいぜいＣＭやトーク番組くらいまでだな。社長に経営を放り出されちゃ困る」

「それで、何か用事があったんじゃないですか？」

「ああ、今から明日まで、休ませてもらいたいと思ってな。俺が担当する予定だった仕事は、みんなと話し合って手配は済ませてある。迷惑はかけないよ」

　ひまりプロダクションのタレント陣は、局内での仕事なら、マネージャーなしで行動しても問題ない。

「もちろん自由にしていいですって。私に断ることもないですよ。ところで、どこか行くんですか？」

「ちょっと軽井沢にでも行ってこようかと思って。うちの別荘にな」

　打って変わって眉をひそめた由佳里は、自分の机に突っ伏しながら身体を揺らして駄々をこねる。

「ずーるーいー。やっぱり却下。休みの許可はしません」

「んなこと言うなよ。たった今、自由にしろって言ったばかりじゃないか」

「あはは！　冗談ですって。今度、私も連れていってくださいね」

　笑顔に戻った由佳里が軽い口調で言った。

「そうだな、由佳里なら、うちの別荘は自由に使ってもらっていいぞ。つっても、それほど大した別荘じゃないけどな」

　休暇を取り付けた俺は、由佳里と少し軽口を交わしてから、自分のノートパソコンだけを抱えて事務所をあとにしたのだった。
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　雲のなかにいるような軽井沢のじめじめした空気に反し、別荘内はカラリとした湿度が保たれていた。

　二四時間にわたって除湿システムが稼働しているおかげだ。常に除湿しておかないと、別荘内がカビ臭い匂いでいっぱいになるのが軽井沢の気候である。生活の基盤として暮らすには難しい環境だが、高原のため涼しく、首都圏からも近くて交通の便も良いため、長年にわたって避暑地としての地位を確立しているのは自然なことに思える。

　だが社会人になってからはいつも忙しく、実家に関係したところに近づきたくなかったという事情もあり、ここを訪れたのは八年ぶりだった。

　まだ小学生のころは俺のお気に入りの場所で、何度も訪れていた記憶がある。週末には、俺がオヤジにせがんで必ず連れてきてもらっていて、そのころはオヤジとの関係も良好だった。俺とオヤジが一般的な親子関係だったわずかな期間の話だ。だからこそこの場所で自分の人生を振り返り、オヤジとの約束を考えてみたいと思ったのだった。

　煉瓦れんが造りの瀟しょう洒しゃな別荘は、周囲に点在する比較的新しめのログハウス風物件からやや浮き立っている。旧軽井沢のメインストリートから少し外れた一〇〇〇坪ほどの敷地のちょうど真ん中に、重々しい姿を晒していた。もっとも首都圏の不動産と比べれば、そこまで大した価値はない。不動産価値の高低よりも、歴史的な価値の方があるように感じられる風格の建物だった。

　戦前からある別荘を丹念に手直しして使用しているものだ。別荘を建てたのは明治末期の有力政治家だったが、アメリカとの戦争の足音が差し迫っていた一九四〇年ころ、帝都の政治混乱や戦禍から避難する場所の一つとして織葉家が購入したもののようだ。しかし戦争中、有効活用されたのかどうかは知らない。

　荷物をリビングに投げ出した俺は、まず風呂場にいって蛇口を捻った。

　石造りの風呂場はちょっとした温泉旅館のようだ。肝心のお湯は温泉ではなく、単なる沸かしたお湯だったが、雰囲気は十分にある。石風呂の容積が大きいので、お湯を満たすにはかなりの時間がかかるだろう。

　俺は手持ち無沙汰で再びリビングへと引き揚げると、テーブルの上に投げ出しておいた携帯が震動しているのに気付いた。携帯を取り上げてみると、電話の主は母である。

「何の用だ？」

　開口一番、俺は用件を言うように促した。

「颯斗ちゃん？　いま軽井沢よね？」

　鍵は母から借りてきたのだから、俺がここにいることを母は知っていて当然だ。わざわざ確認するまでもない。

「そうだけど？」

「私もそっちに行っていいかしら。悠斗ちゃんから少しだけ聞いたんだけど……跡を継ぐのを戸惑ってるんだって？　だから、そのことで颯斗ちゃんの考えを聞いてみたいなと思ってね」

　俺は少し考えを巡らせた。一人でじっくり思案しようと思っていたから、母が来るのは煩わしくもある。しかし一方で、オヤジと約束のことについて話し合う前に、母の意見をじっくり聞いておきたくもあった。

　しばし悩んだ末、俺は同意する。

「なら話してみるか。今からそっちを出るとすると……諸もろ々もろ二時間強ってところか？」

「実は今、軽井沢に来てるのよね。旧軽にいるから、もうすぐ着くからね」

「……なんだよそれ……」

　俺は呆れ、それ以上の返事をせずに電話を切ったのだった。





◇






「どうして悩んでるわけ？　跡継ぎは颯斗ちゃんで決まりでいいじゃない」

　リビングで向き合った母は、さも当然といった風に切り出した。

「オヤジに約束を迫られてな。その約束を請け負うことができるかどうか、悩んでるんだよ」

　俺は、オヤジと病室で交わした会話を、ゆっくりと母にかみ砕いて伝えた。

　話を聞き終えた母は、つぶやくように口にする。

「……なるほど、『政治は沼のようなもの』……か。面白い言い方をするわね」

「俺だってそう思うけどな。だけど人間、いろいろあるだろう」

「私もお父さんに賛成ね～。できることなら政治からは距離をとっておいてほしい」

「母さんの方、何代か前に政治家いたじゃねーか」

「私のお爺さんね。家の財産を結構食いつぶしてて、うちの一族のなかではあんまり評判よくないのよ。立派な人だったんだけどねぇ」

「戦争中の政治家だったんだろ。さぞ忙しかったことだろうな。そういや母さんの実家にいくと、ひげ面の写真が飾ってあるよな」

　母の家は決して資産家ではないが、それなりの名士である。オヤジと母は、当時は一般的だったお見合い結婚だった。母の父親は商社マンだが、戦前にさかのぼると祖父が国会議員、曾そう祖父は台湾銀行の理事まで務めたという家柄だ。そして母には実兄がおり、大手家電メーカーでソーラーパネルの技術開発をしている普通のサラリーマンである。

「政治っていうものは究極の道楽なのよ。ピンと来ないかもしれないけど、お大だい尽じんの遊びのようなもの」

「酷い言いようだな。まぁでも、そういう側面があることは俺にだってわかるよ」

「そもそも、颯斗ちゃんが政治にシンパシーを感じているのはどうして？　まさか政治家になろうなんて考えてないでしょうね？」

　母の口調は非難がましい含みを持っていた。

「俺には微み塵じんも、まったく興味がない。その点、オヤジや母さんと一緒だよ。だけど、俺がやってる会社の所属タレント──神楽日毬って知ってるだろう？」

　俺の質問に、母は感心したように何度もうなずく。

「すごいタレントさんよね～。あんな子、世界のどこにもいないわよ。あの子が政界に進出したいってことはわかるけど、颯斗はどういう関係なわけ？」

「応援してる。かなり真剣にな。だから、オヤジとの約束はきっと守れないと思ったんだ」

「ちょっとびっくりするほどの美人さんだけど……お嫁さんにはダメよ。絶対に。お母さんは反対」

「そういう関係じゃねーよ。違うんだよ」

「すごく真面目で純粋な子なんだろうなと思う。だからこそ、あんな子が本当に政治家として活躍し始めたら、きっと家を潰すことになる。健城さんみたいな子が颯斗ちゃんのお嫁さんになってくれるなら、私は大賛成させてもらうけど」

　どうしても母には、由佳里にこだわりがあるようだった。面倒なことになったものだ。

「いい加減しつこいぞ。いいか、教えておいてやる。今どきの時代はな、親が子どもに、理想の結婚相手のことについてネチネチ口を出すのは最高に嫌われるんだ。あんまりしつこいと、子どもに口も利いてもらえなくなるぞ」

　俺が睨みつけると、母は口を尖らせて視線を逸らす。

「はいはい、わかりました。親心のつもりなんだけどね、ええ、わかりましたとも」

「悠斗の方にも口を出すなよ。悠斗は優しいから、下手すれば母さんに押し切られかねない。想像できるよ。痛ましいことだ」

「痛ましいって言い方、ないんじゃない？」

　母は不満そうだったが、譲歩するつもりはサラサラなかった。

　俺は手を払う。

「いいよもう、この話題は。とにかく俺としては、日毬を手助けすることを大前提にして人生を考えたい。俺の最大の恩人なんだ。俺が自分で会社を始めようと思ったのも、それが成功したのも、ぜんぶあの子のおかげなんだよ。少しも誇張じゃない。それなのに、自分の都合で肝心なときに手助けしてやらないなんて、絶対にできない。俺は一生後悔することになるはずだ」

「困ったわね～。颯斗ちゃんは言い出したら、お父さんみたいに頑固だから……」

　母は腕を組んで眉をひそめた。

「もちろん自分が直接、政治にタッチするようなことはない。だけど日毬の支援だけは鉄板だ。これは譲れないよ」

「どうしたらいいのかしら……」

「どうするもこうするも、オヤジとの約束は難しいかもしれないと思ってる」

「ダメよ、そんなの。許しがたい」

「俺が決めることだ。母さんに選択肢はないんだよ」

　断固として俺は突っ撥ねた。

　母もこれ以上は押せないと悟ったのか、作戦を変えてくる。

「だったら……ある程度、政治に関わるのも許してくれるよう、お父さんに頼んでみましょう。颯斗ちゃん自身が政治家になるってわけじゃないんだし、私がちゃんと責任を持って監視するからって。ね？」

「いや、だから織葉家の跡は悠斗が継げばいいんじゃないか。もともと俺は、跡継ぎは悠斗だとばかり思ってたんだ。それに俺にだって大してこだわりがあるわけでもないよ。外で伸び伸びやらせてもらった方が、人生充実してくれそうだ」

「ん～、颯斗ちゃんが継がないなんて想定外よ。お父さんもショックを受けるんじゃないの？　織葉家に何らかの危機があった場合、ここ一番で乱暴できるのは颯斗ちゃんだけだからね」

「なんだよ乱暴ってのは。そりゃ悠斗は、切った張ったの世界でやっていくようになるには時間がかかると思うぞ。だけど慣れだって。それなりの立場に就いて経験を積めば、勘かん所どころがわかってくるさ」

「そういうことを自分で切り開いてきた颯斗ちゃんの力が、やっぱり必要なのよ」

「そうでもない。悠斗なら十分に優秀だ」

「お父さんが可哀想。どんな想いで颯斗ちゃんを育ててきたかわからないの？」

　尚も母は食い下がってきたが、俺は軽く振り払う。

「育てられた覚えはまったくないんだがな」

「そういう風に颯斗ちゃんが思っている部分まで含めて、お父さんはちゃーんとあなたのことを見ていたのよ。知らないのは颯斗ちゃんだけ」

「悠斗だって育てられたわけだろ」

「向き不向きがあるからね。悠斗ちゃんには悠斗ちゃんの良さがあるけど、やっぱり織葉の跡を継ぐのは颯斗ちゃんよ」

「だから俺はすっかり相続放棄してるつもりだったんだよ。今さら蒸し返されて俺だって困ってるんだ」

「私とお父さんがどんな気持ちで颯斗ちゃんを見ていたか知ってる？　あなたは知らないでしょうけど、二人のときはいつも颯斗ちゃんの心配ばかりしていたのよ」

　ここぞとばかりに母は攻勢を強めてきた。

「プレッシャーかけるなよ……。だからこそ悩んでるんだろ……」

「お父さん、どんな気持ちでいるんでしょうね……」

　母は、俺に罪悪感を抱かせようとする説得手法を用いてきた。だが俺はその手に乗らず、視線を鋭くして母を見やる。

「俺を慰めにきたのか、それとも説得しに来たのか……本当はどっちなんだ？」

「……半ばお見通し？　やっぱり颯斗ちゃんは有能な男よねぇ……。もちろん後者の目的で来たの。私だってお父さんと同じ想いだもの」

　ついに母は開き直った。あの手この手で攻勢を掛けてきた母だったが、攻略できないと悟ったのだろう。

　話を切り上げるために、俺は立ち上がる。

「母さんには悪いが、この件は自分だけで決断することにした。だから一人にさせてくれ。俺は風呂に入ってくるよ。あとは適当な部屋に閉じこもるからな」

「そう……。聞く耳は持ってくれそうにないわね……」

　母は大きくため息をついた。

「今日は泊まるんだろ？　母さんの相手はしてやれないが、一晩よろしく頼むよ」

「ううん、すぐに帰る」

「帰る？　もう夜だぞ？　新幹線もうすぐ終わるだろうよ」

「まだ間に合うからね。もし新幹線が終わってても、タクシーで帰るわよ。お父さんのところに戻らなくちゃ」

「ここまで本当にわざわざ何しに来たんだよ……。……もしかして俺が悩んでること……オヤジも知ってるのか？　だから母さんを派遣した？」

「派遣って言い方、ちょっとビジネス的じゃない？　親子なんだもの、もっと良い言い回しがあるでしょう？」

「やっぱりか。もういいから、オヤジのところに戻ってやれ。俺は俺で決める」

　母はソファから腰を上げながら、残念そうに口にする。

「わかった。じゃあ帰るわね」

　玄関へ向かう母の後ろ姿は寂しそうだった。

　いちおう俺は風呂場に行く前に玄関まで見送ってやり、靴を履こうとする母へ言葉をかける。

「オヤジにも、よろしく伝えておいてくれよ……」

「……」

　母は靴にやった手を止めて視線を上げ、まじまじと俺を見上げてきた。

「どうした？」

「今の颯斗ちゃんの言葉をお父さんに伝えたら……お父さん、嬉しくて泣いちゃうかもしれないわよ」

「いや、やっぱり伝えなくていい。何も言うな」

「はいはい」

「どうせ明日、病室に顔を出すと思うから。だから伝えるなよ」

　俺は強く念を押したが、母は曖昧にうなずき、そのまま別荘をあとにしていったのだった。





◇






　病室を訪れると、オヤジと母が待っていた。

　俺を見やった母は立ち上がり、無言で部屋を出て行った。再び俺は、一人でオヤジと向き合うことになってしまった。

「……よ、よう……」

　ベッド脇に進み出た俺は、上ずった声で言った。

「……」

　オヤジは何も言わず、俺が話し出すのを待っているようだった。

「保留していた返事をしにきた」

　オヤジはまだ話し出さない。沈黙が俺を急かす。

「政治に関わるなという約束──俺はそれを守れない。すまんな……本当に、すまん」

　まさか自分の口から、オヤジに向けた謝罪の言葉が出るとは思いもよらないことだった。

　オヤジはうんざり気味に口にする。

「伶子からは昨晩深夜に聞いていた。颯斗は一度言い始めると聞かないからな。伶子もほとほと困っていたよ」

「そうだろうな」

「神楽日毬は核武装やら軍備増強やらを熱烈に主張して物議を醸かもしているじゃないか。戦前、織葉は軍部の要求に屈したが、それでも可能な限り反対の立場を取ってきたつもりだ。それから戦後六八年……今に至って、お前は神楽日毬の主張を支持しているのか？」

「違うんだ。そうじゃない。俺と日毬の思想は違う。だけど、政策がどうのなんて小さなことだ。日本は変わらなくちゃならない」

「実現できるわけがない」

「そうでもないところまで来てるんだよ。詳しくは語れないが……自友党や民政党ともパイプができている。実はアメリカの情報機関からも接触があるくらいだ。本当なんだよ。これからの台風の目になりえるぞ」

「バカなことを……。本当にバカ者だ……」

「もう決めたことなんだ。だから、オヤジから何を言われようとも譲れない。わがままになっちまうが、俺はこの人生を全うしてみたい」

　頑として俺は言った。

　オヤジは視線を逸らす。

「……ふん。ならば好きにしろ」

「悪いとは思ってる。だが俺も生半可な気持ちで道を選び取ったわけじゃない。本気で日毬を、スターダムに押し上げてみせるよう支援していくつもりだ。だから、織葉家の跡取りは悠斗で頼む」

「失敗した。最期の最期で俺は失敗してしまったようだ」

　オヤジは事務的な口調でそう言った。しかし感情を込めないオヤジの言葉が、より深く俺の心をえぐったのだった。

「そう言われると責任を感じるじゃねーか……」

「そうだな。責任を感じた方がいい。その分だけ、悠斗の面倒をしっかりみろ。俺に対する、せめてものお前の償いだ」

　オヤジは俺に視線を戻して口にした。

　償わなくてはならないことなのだろうか。答えは出ない。

　ただ、オヤジがずっと以前から俺を後継者にしようとしていたことは事実なようで、その期待を裏切ってしまったのは申し訳ない気持ちだった。しかし、どうしようもない。

「もっと早くに、颯斗には後継者だと意識させる選択をしておくべきだったかもしれない……。だが早すぎることも事実だった。俺がキッカケを作らなければ、いつまでもグズグズと蒼そう通つうなんぞでしがないサラリーマンであり続けたろう。どちらがよかったのか、俺にも判断がつかん」

「思い返せば、俺にとってはよかったことだ。俺の背中を押したのは間違いなくオヤジだった。オヤジがああいうやり方で俺を厳しく律しようとしたからこそ、俺は事業を成功させることができたんだろうよ。そういう諸々を、当時の俺は何も知らなかった。今では……心から感謝してる」

　素直に俺は礼を伝えたが、無意識のうちに視線を逸らしていた。とても真っ正面から言える言葉ではなかった。

「感謝されても何の得にもならん話だ。お前たちの将来は大事だが、それ以上に俺には、織葉の行く末を案じる責任がある。まさか最期の最期で、颯斗に逃げられることになるとはな」

「もしかしたら、オヤジが思っているよりもずっと、俺は大きなことを成し遂げるかもしれないぞ。思わぬ方向から織葉家を興こう隆りゅうさせる可能性だってあるじゃないか」

　視線を戻した俺は、冗談交じりに口にした。

「ほう……。そういう発想もできるのか……。そいつは意外な話だ。しかし、面白い」

「馬券の大穴や宝くじよりは、ずっと高い確率だと思うがな。せいぜい期待しててくれよ」

　いつの間にか、俺たちの間にあったわだかまりは解消していた。同時に、いろんな懸念も消失した。実家のことを、今まではずいぶん後ろ向きに考えてきたように思う。これからは、幸運にも織葉家に生まれることができたことを前向きに捉え、前に進んでいこうと俺は思い直していた。

　それからしばらく、俺とオヤジは、これから将来のことを訥とつ々とつと話し合った。笑うでもなく激げきするでもなく、ただただ淡々とした会話だった。

　東王印刷の将来のこと。母や悠斗のこと。相続に関わる税金のこと。日本の政財界の行方のこと。国際政治経済のこと。世界の金融システムの行き詰まりのこと。ひまりプロダクションの成り行きのこと。芸能界やテレビ界、マスメディア業界のこと。日毬のサムライ然とした人となりのこと。日毬を支援していくことが日本の新しい将来に繫がるのではないかと考えていること。まさか大人になった自分が、日本を変えるなんていう子どものような夢を見ることになるとは思わなかったこと。

　父子でとりとめのないやり取りを交わすなんて、いつ以来だろうか。子どものころの記憶に微かに残っているくらいで、成人してからはそんな機会を持つこともなかった。もしかするとこれが最期の会話になるのかもしれないなと漠然と感じつつ、瘦せ衰えたオヤジとじっくり向き合ったのだった。

　ずいぶん話し続けたような気がする。体力が弱ったオヤジでは、こうして会話するのも大変に違いない。

　そろそろ席を立って母と入れ替わろうとしたころ……俺の意図を察したのだろう、オヤジが締めくくるように口にする。

「──残念だが、俺にはあまり時間が残されていない。悠斗には、織葉家を継ぐ心構えを伝えておかねばならない。細かいことは伶子が把握しているから問題ないが、颯斗にも責任を持ってもらう」

「できる限りのことはする。……って言っても、俺が把握してることなんて、ぜんぶ悠斗も知ってることだぞ。母さんに任せておけば十分じゃないか」

「悠斗が気構えを持つように、颯斗が責任を持てと言っているんだ。悠斗はいささか根が優しい。だからしばらくは颯斗が面倒をみてやる必要があるぞ」

「俺は優しくないってのか？」

「ふっ……」

　オヤジは鼻で笑った。

「なんだよそれ……」

「織葉の家はあと一〇〇〇年命脈を保たせるつもりで、悠斗を強く指導してやってくれ」

「わかったよ」

　一〇〇〇年の命脈を俺が請け負うのも変だが、死に行くオヤジを前にして否定するようなこともできない。だから俺は深くうなずいた。

「織葉家の跡は悠斗が継ぐことになるが……それでも颯斗には大いに期待している。お前が日本を変えるというのなら、本当にそうなるのかもしれない。それをこの目で見られないのは残念だ」

「そうだな。オヤジには見てほしかった」

「それから……死に目には来なくていい。今日は十分に話した。だから今生の別れだ。あとのことは頼む」

　俺はうなずいて、それ以上の言葉も交わさず病室をあとにした。ずっと病室前の長椅子に座って待っていた母は、俺がずいぶん長い時間をオヤジと二人きりで過ごしたことに驚いていたようだった。あとのことは母に頼み、俺は病院からそのまま会社へと向かったのだった。

　そして俺は現場に復帰し、黙々と仕事に取り組んだ。オヤジのことは意識しなかった。俺もオヤジも、最期の挨拶は済ませたと考えていたからだ。泣くようなことでもない。母から病状についての連絡がリアルタイムで入ったわけでもなかった。

　オヤジが息を引き取ったのは、それから二週間後のことだった。
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　葬儀には多くの人が参列していた。

　面識ある人は一割にも満たない。それでも、次々とやってくる参列者には頭を下げ、一言二言決まり切った言葉を交わすのが自分の役割だった。

　葬儀自体は業者に丸投げしているから忙しく立ち回るほどではないものの、気難しい顔をして同じ言葉を繰り返すのは、なかなかに大変なものだ。

　多くの参列者が行き交うなかで、喪も服ふくに身を包んだ見知った二人がやってきた。気を遣わないでほしいと言ったのに。

「わ。言葉にできないほど大規模なお葬式ですね……」

　俺の目の前までやってきた由佳里は一言感想をもらし、頭を下げてくる。

「先輩、この度はお悔やみ申し上げます」

「誠にご愁傷様だ。謹つつしんでお悔やみ申し上げる。葬儀のご焼しょう香こうをさせて頂くが、何か私に手伝いができることがあれば、どんなことでも申しつけてほしい」

　日毬は憂ゆう色しょくな表情を浮かべて言った。

「来なくていいって言ったじゃないか。仕事中だろ」

　だが内心では、気楽に話せる相手がやってきてくれて、俺は少しホッとしていた。この二人には、型どおりの挨拶はいらない。

「そうは言いますけど、いちおう会社を代表して参列するのが礼儀だと思いまして。だから私と日毬ちゃんが代表して来ることにしたんです」

「オヤジとは会ったこともないだろう」

　俺はそう応じたが、日毬は当然のように言う。

「他ならぬ颯斗のお父上だ。私たちは身内のようなものだろう。知らぬ存ぜぬで通せるわけがない」

「とにかく、配慮には感謝するよ」

「意外です。あんまり寂しそうじゃなくて」

　由佳里が俺を覗き込むようにしてきた。

「そうか？　これでも陰気な顔をするようにしてるつもりなんだけどな」

「他人事みたい」

「オヤジと俺の関係は、少しばかり特殊だったからな。オヤジがまだ六〇代で亡くなったのは心底残念ではあるけど……親子というより、師匠と弟子のような間柄だった。泣いたりはしないよ」

「お別れは済ませたのか？」

　日毬の問いに、俺は深くうなずく。

「そりゃもちろん。亡くなる二週間前にな」

　来客は次々にやってくる。

　焼香へ向かう二人と別れても、すぐに次の相手との挨拶だ。俺は再び湿っぽい顔を作り、型どおりの言葉を口にしたのだった。





◇






　親族が家に続々と挨拶に来たり、弁護士らを交えて相続に関した話し合いが何度も行われたりなど、およそ一週間にわたって会社を休ませてもらうことになってしまった。こうなると、由佳里に社長を交代したタイミングはなかなか悪くなかったように思う。

　オヤジの死去だから仕方ないとはいえど、これほど長期間にわたって休みをもらったのは初めてのことである。といっても、俺が会社をまともに休んだのは、今回の一週間と、二〇日前にまだ病床にあったオヤジから約束を迫られて二日間ほどの休暇をもらったときの二回だけだ。

　久々に仕事用のスーツに着換え、会社の近くに借りている自宅マンションから外に出た。自宅マンションは、寝るためと、風呂に入るためと、最小限の私物を置くための三つの用途しかない。生活のすべては会社中心になっていて、家にいる時間の八割は睡眠時間となっていた。

　自宅マンションから会社まで歩いて一〇分ほどの距離だ。栞や千歳や杏奈は会社の隣のマンションに入居しているが、有名タレントたちを歩かせるわけにはいかないからである。その点、俺に気を留める一般人はいないし、会社を往き来する一〇分間、新宿御苑の緑を眺めながら、脇道をウォーキングする時間はよい気分転換になってくれた。

　わずか一週間とはいえ、これほどの期間、会社を留守にしたことはないから、なんだか奇妙な気持ちだった。緊張とは違うような気がする。大卒一年目の新入社員が初めて出社するときに感じるような、期待と興奮とほんの少しの不安が入り交じった新鮮な気持ちだった。

　以前の俺は、ネガティブな思念に突き動かされていたことは認めなくてはならない。オヤジを見返してやろうと必死になり、それが原動力の一つになっていたことは確かだ。

　だが、死の間際のオヤジと心を通わせることができ、わだかまりはなくなっていた。加えて、オヤジの資産を相続するのは悠斗に決まり、俺が引き継ぐものは全体の相続税対策のためのささやかな財産だけになったのも、かえって心の負担を軽くしてくれていた。俺が相続するものは二つばかりの不動産、ささやかな株式、わずかばかりの現金だ。それらに比べれば、ひまりプロダクション全体の資産の方が数十倍もの価値がある。

　心が解き放たれたような新鮮な気持ちで、俺は意気揚々と会社へと歩を進めた。これからは、前向きな気持ちで仕事に臨むことができそうだ。オヤジには感謝しなくてはならないと改めて思ったのだった。

　会社ビルのエントランスフロアに入ると、直立しているガードマンが声をかけてくる。

「織葉常務、おはようございます。ご無沙汰しております」

　ご無沙汰といってもわずか一週間だが、ガードマンにとっては俺が毎日出勤しないのは珍しかったに違いない。警備会社と契約してから、二四時間、常時一定数のガードマンが派遣されてくるようになっていた。とくに平日の朝から夕方まで必ずここにいるこのガードマンとは、すっかり顔なじみになっていた。彼は人目を盗んで座って休むようなこともせず、仕事の初めから終わりまで警戒姿勢を崩さない生真面目なガードマンだ。

「どうも、おつかれさまです」

　軽く会釈して、俺はエントランスフロアを抜け、エレベータ乗り場へと向かった。

　単なる一言の挨拶だったが、なんだか真新しい人生をスタートさせたような気持ちになって不思議だ。

　エレベータに乗り込み、俺は最上階の事務所フロアに降り立った。

　そして会社のドアを開くと……どういうわけか、ひまりプロダクションのメンバーが勢揃いして待っていた。

「社長、おはようございますっ！」

　真っ先に明るい声を響かせたのは千歳だ。

　だが、さすがは千歳、呼び掛けの役職名が間違っていた。案の定、すかさず栞が訂正する。

「颯斗はもう社長やないって言っとるやないかー」

「あっ、そうでした！　常務、おはようございますっ！」

　千歳に続いて、皆が口々に「おはよう」と言葉をかけてきた。

「なんだなんだ？　揃いも揃って、どうしたってんだ？」

　メンバーを見回しながら俺が訊くと、由佳里が応じる。

「先輩の仕事復帰を皆で歓迎しようかと思いまして」

「颯斗がいてこそのひまりプロダクションだ。私たちは颯斗を必要としている」

　勇ましい口調で日毬が言った。

「織葉殿、この度のことはお悔やみ申し上げます……。なんと言葉をかけていいか……」

　凪紗の、いつも真面目な挨拶だ。

　リリィが続く。

「颯斗のパパが亡くなって可哀想だと思って。みんなで話し合って待つことにしたの」

「気を遣ってくれたのか？　俺は落ち込んでないよ。むしろ心機一転、すごく前向きな気持ちになってるんだ。みんなで励ましてくれるつもりだったのかもしれないが、そういう心配は不要だよ」

「うちら超絶スーパーウルトラ美女軍団に囲まれて、颯斗が喜んでくれてるっちゅーならそれでええ。酒池肉林ってこのことやろ」

　栞のジョークに、俺は苦笑してみせる。

「自称・美女軍団だな。アクが強すぎるメンバーばかりで困ってるよ」

　本当は自称ではなく、有数の美女たちであることは疑いなかった。アイドルやモデルやタレントとして派手に活躍しているメンバーばかりなのだから当たり前だ。誰もが冗談とわかる言葉だからこそ気楽にジョークを飛ばせる。

　杏奈が俺を指差してくる。

「またまた～、照れちゃって。嬉しいくせに」

「嬉しさの押し売りは勘弁してもらいたいぞ」

　肩をすくめて俺は言った。しかし本心を打ち明ければ、素直に嬉しいと思っていた。メンバー一人一人の心遣いはありがたい限りだし、こういう風に先回りして相手を思い遣ることができる子ばかりを集めたプロダクションを創れたことが、何よりの成功だったのではないだろうか。

　日毬が剛健に口にする。

「颯斗、辛いことや哀しいことがあったら何でも言ってほしい。私たちは身内同然だ。どのような苦難のときも一人じゃない。私たちが側にいるということを常に忘れず、共に手を取り合って戦っていけたらと思っている」

「そうだよ。颯斗くんの悩みは私たちの悩み。ひまりんの悩みは私たちの悩み。どんなに苦しいことでも恥ずかしいことでも、気軽に笑って話してほしいな。私たちは一心同体だよ」

　杏奈が当然のように言った。

　なぜか知らないが、俺は思わず涙が出そうになった。たったこれしきのことで、感情が溢れそうになるのはどうかしてる……。

　失態を招かないように俺が体勢を立て直そうと澄まし顔を装うと……目ざとい由佳里がすかさず指摘してくる。

「あっ、先輩！　いま顔を歪めて、泣きそうになりませんでした？」

「ち、違う。クシャミが出そうになってな……。ちょっと微熱があってさ……」

　慌てて否定し、俺はわざと鼻をすすってみせた。

「無理やりすぎやろ。もう少しマシなはぐらかし方をしたらどうなんや。もっとイジメてやりたくなるやないか」

　ここぞとばかりに栞がニヤニヤしながら指摘してきた。いつも千歳に冗談ばかり言う俺への仕返しかもしれない。

「泣いていいんですよ。その方が私たちも嬉しくなります。だって常務が、本当の気持ちを私たちに見せてくれたってことですから」

　千歳の言葉に、今度こそ本当に、危うく俺は泣いてしまいそうになった。

　必死で袖そでを目にあてがい、目尻をふいて誤魔化す。

「……わかったよ、降参だ……。ありがとうな。心配してくれるだけでとても嬉しい」

　なんとか涙をこらえたが、俺は皆に礼を伝えた。

　たぶん目は赤くなっていたかもしれない。しかしそれは誰も指摘してこなかった。

「せっかくみんな勢揃いしてるんだし、写真撮ろう、写真！　みんな、颯斗くんを中心にして集まって！」

　杏奈の指示で、一同は俺の左右に寄ってきた。

　ケータイのカメラをこちらに向けながら杏奈が言う。

「ほら、森くん！　そんな端っこにいないで、もっと寄って。壮ちゃんも佐歩もだよ」

「私が撮りますよ」

　壮司が進み出ようとしたが、杏奈がピシャリと言う。

「いいの！　私のケータイ、自動で撮れるからね」

「こういう場面を見せられると、アメリカよりも神楽さんに肩入れしちゃうかもしれないわ。うちの旦那に迷惑をかけちゃうかもしれないわね」

　そう言うクロエに、リリィが応じる。

「ママ、それでいいじゃない。ひまりんが地球政府の大統領になれば、きっと世界平和に繫がるような気がするな」

「世界平和は大きく出すぎやろ……。ま、発想を猛烈に転換して、人類全員が極右にでもなれば、地球は一つにまとまるのかもしれんね。敵は火星人ってわけや」

　栞が笑ったが、日毬は刮かつ目もくして叫ぶ。

「無礼者！　私は敵を作るために政治をやっているのではない！　栞は私を陥れようとしている。いつもの左翼のレッテル張りだ」

「レッテルやないっちゅーの。これでもうちは日毬を評価してるんやで。日毬の真似なんて誰にもできんわ」

　ケータイカメラをセットしていた杏奈が声をかける。

「よし！　じゃあ五秒後、撮るよー！　みんな、こっち見て！」

　杏奈がダダダッとこちらに駆け寄ってきて、日毬の隣にピタリと擦り寄り腕に手を回した。

「やんっ……」

　日毬の胸に杏奈の手が掠ったのか、日毬は身体をくねらせたようだった。

「せーの！　はい、チーズ！」

　ちょうど杏奈の声に合わせて、シャッターが切られる音が響いた。

　たぶん俺の目は赤く写ってしまっているだろう。恥ずかしい限りだ。それでも、こうして全員揃って写真に写る機会は他にない。ひまりプロダクションの素晴らしい記念に残る一品になるかもしれない。
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「よく来てくれた神楽さん！　待っていたぞ。遠慮なく座ってくれ。織葉さんもだ、さあ！」

　料亭の一室で待っていた神内が、俺と日毬の到着を立ち上がって歓迎してきた。

　こちらがまだ挨拶もしていないのに、神内はしきりに着席を促し、訊いてくる。

「飲み物は、神楽さんはどうする？　織葉さんはアルコールでいいか？　それとも？」

「では、お茶を頼む」

「ぼくはウーロン茶でお願いします」

　俺と日毬を案内してくれた仲居が廊下にヒザをつきながら、神内に向かってうなずいた。そして仲居は床に手をつき深く頭を下げて、フスマを閉めた。

　再び神内が座布団に腰を下ろす。

「食べながら話そうじゃないか。時間はたっぷりある。二人が来る時間に合わせて、ちょうど料理ができるようにしておいたんだ。料理も素晴らしいお店だぞ」

　熱烈な歓迎だ。

　心底嬉しいという気持ちが伝わってきていた。連絡では、「先日の合併提案を前向きに検討している」ということを伝えてあった。電話やメールでするような話でもないから具体的なことには触れていなかったが、雰囲気やタイミングから、神内なりの結論を導き出していたのだろう。

「この店は大丈夫なのか？　盗聴器くらいはあると思っておいた方がいいかもしれない」

　言いながら、日毬は部屋を見回した。一六畳の個室に三人はやや広い。しかし、とりわけ注目するような部屋でもなく、無骨な造りの、どこにでもある和室である。わずかに目を引くのは、俺と日毬の背後には床の間があり、掛け軸と花か瓶びんに花が一輪添えられていることくらいだろうか。ワビサビを求めた、心が落ち着く空間だ。

「心配はわかる。しかし大丈夫だ。ここの料亭は従業員を縁故採用しかしないから、変な仕掛けはありえない。信頼できる。田中角栄オヤジの時代から俺たち一派は、本当に重大な決断にはこの店を使ってきた。過去、ここで話したことだけはどこにも漏れていない。そういう実績がある店だ。せいぜいチェックできるのは、この店に入ったという情報くらいだよ」

「一派……ということは、何か横の繫がりがある組織ですか？　あるいは秘密結社のようなものとか？」

　俺の質問に、神内は首をふる。

「結社のような大それたものじゃない。ただ昔から、志を同じくする者たちの繫がりのことだよ。もう仲間は数少なくなってしまったが……」

「陰いんに陽ように、『対米自立』を日本の進むべき道と考えている方々のことですね」

　民政党は右から左までの議員を集めた即席の党派で、意見や方針もバラバラだった。しかし一部の力のある人間たちは、対米追従を基本路線とする自友党とは一線を画し、対米自立を成し遂げ、独自の国家としてバランスある外交を展開することを模索していた。その急先鋒だったのが神内である。もちろん結果は散々であり、無理を強行しようとして日米関係を混乱させ、先の選挙では民政党の大敗北という見るも無惨な状況に追いやられていたのだった。

「こういう席だから本音を打ち明けるが、もうすでに日本は手遅れなのかもしれない。我々が抵抗したところで……それはかえって、日本が決めた方向性に水を差すようなことになりかねない」

「軟弱者！　手遅れかどうかは貴公ごときが決めることではない！　貴公は分をわきまえるべきだ！　日本の力は危機のときこそ抜群に発揮されるのだ！」

　刮目して叫んだ日毬は、身を震わせた。

「そうだな……。すまなかった。我々が諦めていいわけがない。だからこそ、民政党は今一度盛り返すために、神楽さんの力を必要としている。先日の提案の答えを、今日は持ってきてくれたのだろう？　ならば聞かせてもらいたい。話してくれ」

　そのときフスマが開き、飲み物や料理が運び込まれてきた。その間は沈黙だ。

　飲み物を置いた仲居が去ると、日毬はズイと身を乗り出す。

「先日の貴公の提案──日本大志会と民政党との合併という案だが、今日いくつか確認した上で、それを吞む方向で返事をしたいと考えている」

「そうか。よく決断してくれた。その言葉が聞けるのを待っていたんだ」

　部屋に招き入れてくれたときに示してくれたような熱気は神内にはなく、真面目な顔でうなずいただけだった。やはり神内は、今日の打ち合わせが決まったときに、日毬の決断を予測していたのだろう。

「だが最終決断の前に確認だ。民政党の党内は本当にまとまるのか？　日本大志会との合併を受け入れない議員だっているだろう」

「党内は確実に調整できる。この俺が、ここまで明快に請け負っているんだから当然だ。提案したときにも話したことだが、民政党の看板は何の役にも立たないものに成り下がっている。先の選挙では大敗を喫してしまった。我々にはもう後がないんだ」

「当たり前のことだろう。民政党がボロボロになるのは最初からわかっていたことだ。貴公らは国民を欺く気が満々だったし、最初に愚かなマスメディアが簡単に欺かれたからこそ、民政党は労せずして政権の座についたのだ」

「酷い物言いをしてくれるな……。しかし今は目め出で度たい席だ。責めるのはよしておこう……」

　神内は額に手をやって渋い顔をしたあと、再び視線を日毬に戻して続ける。

「なんとか議席にしがみついている議員も、次の選挙で生き残れるかどうか確信がない状況だ。再起不能になる寸前で、どんな方法でもいいから救いの手を求めている。こんな状況で、民政党の執行部は必死で起死回生の策を探っているものの……そんなものが他に見つかるわけもない。唯一、日本大志会との合併だけが、我々に残された光明なんだ」

「貴公のその言葉が事実であることは、現実を見ればわかる。しかし、いざ党勢を盛り返すことができた際に、合併を翻ひるがえすような人間が出てくるのが世の常だ。それを防ぐことはできるのか？」

「それはわからない。防ぐ保証などできないだろう。たしかに神楽さんが懸念しているようなことが起こらないとは限らない。しかしだぞ、人間が何人も集まっていることだから仕方ないじゃないか。そういう輩を追放できるか、それとも押し負けるのか……すべては神楽さんの力に掛かっている。期待に反するような言葉で申し訳ないが、未来の保証は何もない」

「いいや、期待通りの良い受け答えだ。貴公が律義に語っていると判断できる。私が政権を獲れるかどうかは、すべて私の力次第だ。合併後、謀む反ほんを企てる者は、私が自ら打ち首に処する覚悟で対応していくつもりだ」

　そんな日毬の敢然とした物言いに、神内は毒気を抜かれたように首をふる。

「俺も今まで数限りない政治家を見てきたが……神楽さんのような剛の者は初めてだ。あまりに大物すぎて、俺ですら将来の予想もつかない。神楽さんの力を見込んだからこそ、何としても共同して事に当たりたいと考えたんだ」

「問題は政策だ。日本大志会と民政党の政策を擦り合わせる必要がある。もちろん私が党首となるからには、基本的には日本大志会の要よう綱こうを採用してもらいたい」

「大前提として、いかなる難題に直面しても、必ず擦り合わせるのだという確信を持っておこう。双方にその心構えがあった上で、机上の妥協案の作成に取りかかれたらと思う」

　神内の提案に、日毬が重々しくうなずく。

「むろん、折り合いを付けるつもりで臨む。余程の事情がない限り、決裂することは考えていない」

「我々民政党の方向性は、本当の『対米自立』を日本が手にすることだ。まやかしのものではない。内政・外交ともに、日本が独自の政策判断で断を下していける体制の構築だ。アジア諸国と緊密な関係を築くと共に、とりわけ中国やロシアとの関係改善も進めていかねばならないだろう」

「よろしい。日本大志会の方針が、『対米自立』の大筋から外れるとは思わない。しかし民政党は何もかもが軟弱にすぎる。失敗してバカにされて当然だった。私は荒あら療りょう治じを以て日本の改革に臨むつもりだ」

「たしかに、神楽さんの存在自体が荒療治なんだろう」

　神内は苦笑いを浮かべた。

「最優先されるべきは軍事的独立だ。そのための最短ルートとして、私は核武装が一つの答えだと考えている。しかしアメリカを排除するつもりはなく、あくまで対等なパートナーシップを構築していくのが理想だろう」

「核武装が本当に成し遂げられるなら話は早いかもしれない。だが現行の国際情勢を鑑みれば、現実問題としてはほとんど不可能だと俺は思う。外交問題だけでなく、国内にも膨大な敵を抱え込むことになる。口にすることすら憚はばかられるほど、途方もない課題だぞ」

「国内の不平不満分子は、私の独裁によって、問答無用で一いち網もう打だ尽じんにしてくれる。そして外交関係については、アメリカに協力してもらえば乗り越えられるだろう。そのための布石も私は打っている」

「そもそも神楽さんが提唱する核武装は、アメリカからの真の独立を勝ち得るための手段なんだろう？　そのアメリカが協力するわけがないじゃないか。彼らはバカじゃない。こちらの本音は、手に取るように理解しているはずだぞ」

「現時点ではまだ明かせないこともある。しかし私は、徒手空拳で核武装を語っているわけではない。ある有力な機関と歩調を合わせて進めていく予定だ。協力は取り付けてある」

「……ＣＩＡか？」

　声を潜めて神内はズバリ訊いてきた。神内ほどの大物政治家ならば、『ある有力な機関』という言葉で真っ先に連想するのが、やはりＣＩＡなのだろう。身近でＣＩＡの動きを見聞きする場合もあるはずだ。

「……そう受け取ってもらって構わない」

　日毬は否定しなかった。

「ふぅむ……。本当にＣＩＡが日本の核武装に協力するのか？　詳しい話を聞かせてくれ。もちろん、現時点で打ち明けられる範囲でいい」

「待ってくれ。状況の進展を見つつ話していきたい。日本大志会と民政党との合併は、今日初めて動き出したばかりだぞ」

「俺と神楽さんは、もう同じ船に乗っているんだよ。後には引けない。俺も神楽さんに協力するし、神楽さんにも民政党再興のために力を尽くしてもらう。お互い道はこれしかない。俺を信頼しろ」

「……」

　日毬は神内に応えず、俺をチラと見やってきた。

　俺も日毬に視線を向ける。

「……こちらの状況を、余さず打ち明けてもいいんじゃないか。神内先生は日本人だ。ＣＩＡよりいざというときに信頼が置けると思う」

「しかし中国共産党政府に近いだろう。現時点ではいかがだろうか……」

　日毬は言葉を濁らせた。

　ドン、と神内がテーブルを叩く。

「バカにするな！　俺が中国共産党に密告するとでも思っているのか。たしかに俺は中国共産党と幾つものコネクションがあるが、仲間を売り渡すほど落ちぶれちゃいない。いったい何の得があって中国に媚こびを売らなくちゃならないんだ？」

「……すまなかった。貴公を愚ぐ弄ろうするようなことを言ったのは詫びよう」

「いや……わかってもらえればそれでいい。もう一度言う。俺を信じろ」

「……よかろう。実は日本大志会には以前から、ＣＩＡの要員がいた。私や颯斗も最近まで知らなかったことだ。その人間を通してＣＩＡ東アジア支局長と会談する機会を持ち──」

　それから日毬は、詳しい状況を神内に語っていった。

　ここまで明かせば、もはや選択肢はない。もちろん合併は、一いっ気き呵か成せいに物事を成し遂げることができる日毬にとって多大なメリットがあるし、存続の危機に立たされている民政党にとっても救いになるかもしれない一手だ。この同盟は、双方にとって悪い話ではないのだ。

　日毬の話を、神内は興味深げに聞いていた。やがて神内の方も、ＣＩＡにまつわるさまざまな日本政界の話を披露してくれた。神内自身も接触を受けたことがあるのだという。それ以外にも神内は、中国やその他の周辺諸国の情報機関からも定期的に接触を受けており、状況に応じて利用し合う場合もあるのだと語った。

　日毬も神内も冗談を言うタイプではないし、お互いユーモアのセンスがまるでない。それゆえ会話は直球の連続で、考えていた以上に素早く話が進んでいった。

　そしてこの席で、日本大志会と民政党の合併が密かに決まった。これから定期的に極秘会談を持ち、双方がさまざまな提案を出し合いつつ、具体的な構想を固めていくことになったのだった。
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　ひまりプロダクション事務所のミーティングスペースで、俺はノートパソコンに向き合い、作戦計画のために頭を捻っていた。日毬を政治的な頂点へと押し上げるための広告戦略だ。もともと日本大志会の広告業務は俺や由佳里が請け負っているし、神内からもこの方面での協力を要請されていた。

　日本大志会と民政党が合併するニュースは、それなりに世間の注目を引き、マスメディア各社は報道してくれるだろう。しかし、それだけでは数日で終わりだ。

　民政党は落ち目の政党のため、ちょっとした話題だとメディアに無視されることも増えてしまっている。なぜなら民政党ネタでは視聴率が取れないからだ。日本大志会は日毬個人に話題があるものの、政党としての実績はない。だから合併ネタは面白く、最初だけはメディアは飛びついてくるだろうが、単発ネタで終わってしまうのは明らかだった。もっと長期間にわたり、日毬の話題を継続させる必要がある。

　要するに、マスメディア各社がどれくらいの時間を日毬の話題に費やしてくれるかどうかがすべてだ。とりわけテレビでの放送時間に占める日毬の話題が多ければ多いほど、その分だけ日毬の政権獲りは確実になってゆく。逆にテレビでの放送が一瞬だと、現状と何も変わらないまま月日だけが過ぎることになる。メディアでどのくらいの報道量を確保できるかどうかが天王山なのだ。

　由佳里が事務所に戻ってきたのがチラッと見えた。

　集中していた俺はノートパソコンから顔を上げなかったが、由佳里はこちらのミーティングスペースに近づいてきた。由佳里が仕事から戻ったら打ち合わせをする予定になっていたのだ。

「おつかれーっす。杏奈ちゃんの歌の収録、ようやく終わりました～。ＣＭにサビの部分が使われるだけですが、なかなか話題になりそうな案件だと思いますね」

　俺は顔を上げ、ついでに肩のコリをほぐそうと伸びをする。

「杏奈、歌が上手くなってるよな。ずいぶん上達したよ。声が通るようになってる」

「前から上手かったですよ！　昔は下手だったって言いたいんですか？」

　由佳里はそう言うが、杏奈の歌は今一歩だったと俺は思う。もちろん歌手だから下手ではなかったが、純粋に歌だけで売っているプロと比べれば杏奈はイマイチだった。しかし最近の上達ぶりは、素直に大したものだと思っていた。もう単なるアイドルの歌ではないことは確かだ。見えないところで相当に訓練を積んでいるに違いない。

「褒めてるんだよ……。立派だってな……。それより、お互い次の予定もあるだろうから、手早く打ち合わせを始めようぜ」

　俺は話を切り替えた。

「あっ、そうですね。次は一時間後、ラジオ収録ですよ。私自身の。ビジネスニュースを扱う番組なんですけど、ゲストに呼ばれてるんですよね」

　由佳里は俺の目の前に座りながら口にした。

「忙しいことだ。俺には真似できんよ」

「それで打ち合わせっていうのは、日本大志会の広告戦略ですよね。今どんな状況ですか？」

「その件で大きな進展があってな。今後の戦略にも関わってくる。まだ内密な話なんだが、実はな、民政党の神内三郎も交えて会談をしたんだが──」

　そして俺は、日本大志会と民政党の合併が、秘密裏に動き出している状況を説明していった。由佳里にはすべてを伝えておく必要がある。

　伝え終えると、由佳里は息をのむ。

「民政党と合併、本当に決定したんですか⁉」

「本当だよ。つってもさ、民政党はちょっと前は与党だったけど、今じゃすでにボロボロだからな。腐っても鯛たい……という言葉も使えるかどうか微妙なところだ。民政党としては、日毬を取り込むのが起死回生の一手なんだよ。彼らにはほとんど道が残されてないんだ」

「でも日本の選挙って、議席を一気に伸ばして与党になったり、今度は逆に議席の大半を失ったりするじゃないですか。民政党だって、ある日突然、逆転する可能性だってあるんじゃないですか。その辺、局の気分次第ですよ。いい感じでニュース番組にじゃんじゃん取り上げられれば、意外とあっさり与党に戻れちゃうような気がしますけど」

「だからそれを民政党は、日本大志会と合併することで成し遂げようとしてるんだ。そして日本大志会の方も、いち早く権力基盤に手をかけることができるかもしれない。民政党は全国区だし、地方にまで抱えてる議員は多い。双方にとって悪くない同盟だよ」

「合併をネタにしてメディアを動かして、政界再編の気運を創り上げようってわけですね。これだけ大きなネタなら、料理のし甲斐がありそうじゃないですか」

「具材は揃えてる。お次は由佳里の料理の腕前を拝見したいところだな」

「先輩は材料を調達しただけなんですか？」

「俺も考えてるよ。ただ、由佳里とディベートしながら取り組んだ方が、いろんなアイデアが出ると思ってな」

「面白そうな仕掛けはいくらでも組めますよね。神楽日毬と神内三郎のデスマッチとか見てみたいかもです。この二人が対決するなんて話題性抜群だと思いますよ」

　軽い口調で言う由佳里を、俺は指差す。

「そういう争いのシナリオを描くのがガチだよな。戦いの規模は大きければ大きいほどいい。可能なら、日本を二分するような戦争にできると最高だ」

「手っ取り早いのは、タブーなしのテレビ生対決とか」

「神内先生ならともかく……政治ネタで日毬の生放送番組を作るのは、局はかなり嫌がるだろうな。『ひまりんプロジェクト』だって、本当にマズイ部分はカットされてる録画放送だしな。局は逃げ出すよ」

「なら、局に番組を作らせるんじゃなくて……こっちで対決の舞台をアレンジしちゃって、局が取り上げざるを得ないほどのニュースにしちゃえばいいんじゃないですか」

「たとえば？」

　俺の問いかけに、由佳里は腕を組む。

「ん～、党首選挙とか」

　党首選挙は悪いアイデアではない。メディアは長期間にわたって取り上げてくれるだろう。しかし今回のケースで、適切な方法だろうか……。

「新党の党首は日毬になる手て筈はずなんだ。そこは神内先生と話がついてる」

「選挙前に、仲間内で党首が決まってるのは当然じゃないですか。そんな大事なこと、本当に選挙結果を尊重して、思いも寄らない人が当選したらカオスですよ。日毬ちゃんが新政党の党首になるのは当然なんです」

「由佳里の指摘はわかるよ。党首選挙なら俺もアイデアの一つとして考えてはいた。だけどさ、立候補者を募って党首選挙をやったって、誰が見たって勝つのは日毬だろ。民政党のメンバーからの立候補者は小粒な人間ばかりになりそうだし、盛り上がらずに終わると思う。最悪の場合は、『出来レース』だと報道されかねないぞ」

「でも、神内三郎が党首選挙に出たら？　さっき言ったように、超大物二人のデスマッチにしちゃうんですよ」

「神内先生をダシにするのか……？」

「ダシにしましょうよ。何だってアリですよ。広告はいつだって、ほんの少しずつ悪魔に魂を切り売りしていく仕事ですよ。というわけで私たちは悪魔の使いなんです。甘いこと言ってちゃダメですよ。……なーんて言っちゃってますが、まぁ、私は神内三郎に面識がないから軽々しく言えちゃうんでしょうけどねー」

　由佳里とディスカッションの場を作ってよかったと、改めて俺は思った。発想力や柔軟性では、やはり敵わない。

「本当に神内先生が党首選挙に立候補してくれるなら面白くなる……。民政党じゃほとんど唯一の大物だ。いや、日本政界最大の老ろう大たい家かだ。日本大志会と民政党の合併ネタに続いて、すぐにこの二人の対決を押し出せば……いやいや、これは話題が継続するんじゃないか」

「テレビネタとして長く継続するかどうかですよね。そこに間違いなければ、あとは放っておいても成功しますよ」

　俺も由佳里も選挙マーケティングは経験がないものの、基本は一緒だ。根幹は、どうすればテレビに、『数多く』『長時間』にわたって話題として取り上げてもらえるかに掛かっている。もちろん叩き報道ならまったく別だが、それほど好意的な内容ではなくとも、中庸な報道でさえあれば十分なのだ。

　そしてピラミッド構造のように、てっぺんのテレビから下へ下へと話題がどんどん流れてゆく。新聞に取り上げられ、雑誌でも騒がれ、書籍にも登場し、ネットでも話題になり、一般の人々のクチコミのネタにもなってゆく。

　話題が下から上がっていくケースは時おり見受けられるが、逆流するのは余程の運とタイミングが必要になる。最初からテレビネタとして十分に耐えうる材料を用意し、上から話題を流していけば成功は半ば見えている話なのだ。

　俺はうなずく。

「いい案だ。俺の方で企画書をまとめてみて、神内先生に確認してみよう。最初から落ちる選挙だとわかっていて立候補してくれるかどうか……神内先生のプライドの問題だからな」

「ＯＫしてくれますって。大政治家なら尚なお更さら、シナリオを理解してくれるはずです。それに日毬ちゃんに負けても、まったく恥じ入るところなんてないですよ。どんな大物だって日毬ちゃんに敵うはずないですもんね」

「党首選挙なら、他にも何人か候補者を立てた方がいいだろうか？　民政党からあと何人かピックアップすることはできそうだが」

「私はサシの勝負が一番華々しいと思いますよ。日毬ちゃんと神内三郎の一大決戦に、他の小者が水を差さない方がいいような気はします。……うーん、でも、もし立候補したい人が他にもいるなら、それでいいんじゃないですかね？　シナリオをガチガチに固めたって、どうせどこかでボロが出るものです。それなら、やる気のある人は候補として受け入れてもいいんじゃないでしょうか」

「日毬や神内先生が党首選挙に立候補した時点で、敵わないことはわかってるもんな。いや、もしかしたらタイミングや党内の勢力図によっては神内先生には勝てるかもしれないと踏む政治家がいるかもしれないけど、さすがに日毬相手じゃなぁ」

「ですよ。党首選挙と、対抗馬としての神内三郎の立候補、この二つが切り札ですね」

「いいじゃないか。やっぱり由佳里を交えてディスカッションしてよかったよ」

「世界を代表する世紀のビジネスリーダーですからねー。私はビル・ゲイツやスティーブ・ジョブズ並の大物実業家ですよ。こんなに万能選手だと引っ張りだこで困っちゃうなぁ！」

　褒められて軽く増長し、自画自賛するところさえなければ、少しだけリーダーらしくなってくれるのだが……。由佳里にも、日毬らしい重々しさを持ってもらいたいものだ。

「まずは日本大志会と民政党との対等合併というサプライズ。話題作りの一環として党名を広く公募してもいいかもしれない。それに続いて党首選挙での、日毬と神内先生という両雄の対決に進んでいくわけだな。メディアの連中には、『さっそく仲間割れ』とか、『合併失敗の可能性』とか『まさかの合併破談？』みたいに、ネタになるような情報を次々と流していけばいい。ここを上手く盛り上げることができれば、日毬が党首に就任後、さらに豊富な仕掛けが用意できるはずだ」

　それからさらに由佳里と議論を交わし、広告のアイデアを掘り下げていった。有能な人間とこうして議論すると、新しい視点が続々と生まれてくるから不思議だ。

　そして俺はさっそく、戦略の全体像をまとめた計画書の作成に取りかかることにしたのだった。
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　凪紗の撮影を横目で見ながら、俺はテーブルを借りてノートパソコンに向き合っていた。由佳里とディスカッションをしたばかりの日本大志会の広告戦略を、いち早く煮詰めてしまわなくてはならない。計画全体を練るのは自分の役目だ。

　華々しく日毬が登場するだけでは、話題は短期で終わる。日毬の知名度におんぶにだっこ状態だ。日毬とは別に、新政党の話題自体がパワフルかつ計画的なものでなくてはならない。

　今や俺は、ひまりプロダクションの業務は必要最小限に対応をしつつ、日毬の政界進出のために全力を尽くしていこうと考えていた。オヤジの死がキッカケになっていることは間違いない。このために俺は、オヤジの約束を聞き届けられず、織葉の跡目を悠斗にお願いしたのだ。後戻りしようものなら、オヤジにも家族にも申し訳が立たない。

　緊張に包まれるスタジオのなか、凪紗のセリフが響き渡る。

「地盤調査から住宅・ビル建設まで──日本住宅建設をよろしくなのである」

「はい、オッケー！　次は歩きながらいってみようか」

　撮影監督が満足げに言った。

　このＣＭ撮影で『なのである語』を用いているのは、広告代理店の要望だ。日常の凪紗が『なのである語』を用いているわけではないことは、『アイドルたちの何気ある日常！』の放映以来、広く知れ渡っている。しかし、だからこそあえて『なのである語』を用いたいとの強い要望があり、セリフは台本で決まっていた。たしかにインパクトはあるだろう。

　凪紗は雑誌モデル程度の軽い撮影なら、なんとか一人でこなせるようになっていた。しかし今回はＣＭ撮影という大きな案件で、なおかつ少しばかり特殊な格好が要求されたので、俺が付きそうことになったのである。

　バニースーツの格好だ。胸をはだけるようなものではなく、スーツを着るタイプである。凪紗は水着にはなれないタレントだが、胸が隠れるならセーフという基準があった。ビキニのようにバストの一部が現れるものはアウトで、それ以外はＯＫというのは、凪紗との話し合いで決めた基準だ。

　普段はオフィススーツやカジュアルファッションや着物などが中心の凪紗だが、今回は住宅メーカーのＣＭにバニースーツの格好を依頼されたのだった。受けるにあたってこちらが付けた条件は、胸が露あらわにならないバニースーツであることだ。そうは言っても、生真面目な顔でバニースーツを着ているのは、それだけでなんだかおかしい。このＣＭは確実に話題になるだろう。

　無事に撮影が終わったらしく、スタッフらの声が響く。

「凪紗ちゃん、おつかれさま！」

「おつかれさまでーす！」

「おつかれー、よかったよ、凪紗ちゃん！」

　明るい声に取り囲まれるなか、凪紗はスタッフらの中央に進み出た。

「皆さま、不慣れな私にお付き合い下さり、ありがとうございました。また別のお仕事でご一緒する機会があるかもしれません。其の節は、なにとぞよろしくお願いいたします」

　そして凪紗はウサギの耳を大きく揺らしつつ、深々と礼をした。

　凪紗の仰々しくて堅苦しい挨拶に、最初のころは面喰らっていた撮影スタッフらも、今ではすっかり慣れっこになっていた。笑顔で凪紗を送り出す。

　俺のところに戻ってきた凪紗が、頭を下げてくる。

「織葉殿、おつかれさまです。本来は私一人で撮影に臨むべきなのですが、こうして付き添って下さることに心より感謝しています」

「なに言ってんだ。凪紗クラスのタレントなら、本当は俺らマネージャーが付きそうのは当たり前だ」

　ノートパソコンを畳んだ俺は、帰り仕度をするために立ち上がった。

「いえ……織葉殿は、日毬の政治団体のために力を入れて下さっていると聞いています。私ごときのために少しでも時間を割いてもらうのは誠に申し訳なく……」

「ほら、着換えよう。その格好はさすがに刺激的だからな」

「ああっ⁉　ど、どうかあまり見つめないでください……」

　今気付いたとでも言わんばかりに凪紗は狼狽し、両腕で自分の格好を隠すように試みたようだ。

　凪紗はいつも過剰に意識してしまう。しかも他人から指摘されると、余計に恥じ入ってしまうようだ。

「つっても、面と向かって話してるのに見ないわけにはいかないだろ」

「着換えて参ります……。少々お待ちください……」

　凪紗は両腕で必死に自分の格好を覆いながら、そろそろと歩いて控え室へと戻ったのだった。

　着換えを待つ間、俺は撮影監督や広告代理店、スポンサー企業の社員らなどを巡り歩き、関係者一同への挨拶を済ませた。

　凪紗がおそるおそる控え室から出てくるのを見届けて、俺は凪紗に片手を上げて合図を送り、荷物を取ってスタジオの入り口へと向かった。そろそろと側に寄ってきた凪紗は、小さく声を掛けてくる。





[image: （挿絵）]





「お待たせ致しました……。お恥ずかしい姿を長々と晒してしまいました……」

「あくまで仕事着だからな。今日のは凪紗にとって特殊に感じるかもしれないけど、こんなのタレントなら普通の格好だよ」

　そのままスタジオの外に出て、凪紗と連れだって車へと歩きだした。

「日毬が水着になっている姿には、いつもびっくりしてしまいます……」

「本当は、アイドルやモデルなら誰しもそこから入るんだけどな。凪紗はユニークなデビューだったよ」

　凪紗は必ず同行者の半歩後ろを歩く。そして話しかけられない限り、自分から相手に話しかけることは極端に少ない。相手が男の場合には尚更だ。俺とこうして普通に会話を交わしてくれるのは、慣れてくれたことに加えて、それなりに信用してくれている証拠だろう。

　それにしても、凪紗の会話が大抵の場合に謝罪から入るのは、如何いかんともしがたいところだ。常に謙譲する心を持つようにしつけを受けて育ってきたのだろうが、気楽に話したい場合は重苦しく感じる。そのくせ、何度注意しても一線を譲らないところは、堅物の日毬と丸っきり一緒だ。

「撮影にすっかり慣れてきたな。最初のころの凪紗と比べると格段の成長だ」

「今日のような服を着るのはまだ少し抵抗はあるのですが……織葉殿をはじめとして、皆さま方のご指導の賜たま物ものだと考えております。それに日毬からも、心の持ちようについて、いつもアドバイスを受けております。すぐ側に相談できる妹がいるのは貴重なことだと思っております」

「へぇ、日毬とは頻繁に相談し合っているのか？」

　車のドアに手を掛けながら、俺は訊いた。荷物を助手席に投げ置き、運転席へと腰かける。

　凪紗は後部座席に乗り込んでから応じてくる。

「日毬は良き相談相手です。私のような弱い心の持ち主にも、しっかり向き合ってくれるんです。きっと日毬がいなければ、私はこの仕事を続けることができなかったでしょう」

「日毬は大したものだよな。いつも気丈に踏ん張って、よく意志が持続し続けるものだと思うよ」

　アクセルペダルを踏みながら俺は言った。

「最近ふと感じるのですが、日毬は変わったように思えます。ハッとさせられることが増えました」

「どういうところが変わったように感じる？」

　興味深い話だ。時おりバックミラーで凪紗を見やりながら俺は訊いた。

「意志の強さはそのままですが、雰囲気が違うといいますか……激することがあまりなくなりました。すぐには動かず、まずは落ち着いて状況を見極めようとするようになったのではないでしょうか」

　しばし凪紗は考えを巡らせる風にしながら、静かに話を続けてゆく。

「剣を持って互いに向き合ったときも、日毬の透き通った心が感じ取れるようです。以前の日毬は、技量と勢いに任せて剣を扱っていました。それでも十分に手強い相手だったのですが、荒々しい剣使いは動きを読みやすく、与くみしやすかったのも事実です。しかし今の日毬は違います。技量が上がったわけではない。気が付いたら変わっていました。私も、日毬に一本取られることが増えてしまったように思います」

「そりゃ悪い話じゃないな。政党の党首として貫禄がついてきたということかもしれない」

　一緒に暮らしている家族から日毬の変化を聞けるのは貴重なことだ。

「織葉殿には、日毬も大変感謝しているようです。一〇〇万の言葉で礼を述べても感謝しきれないほどだと、日毬が申しておりました。私たち一家にとっても織葉殿はこれ以上ないくらいの恩人であり、どのように謝意を伝えればいいのかわからないほどです」

　なんとも厳いかめしい言葉遣いである。バックミラーでチラと見れば、凪紗は背筋をピンと伸ばし、両手を揃えて太ふと股ももの上に置き、生真面目な面持ちだった。やはり日毬とは姉妹であるのだと、まざまざと感じる。

「日毬や凪紗のおかげで仕事ができているのは俺の方だ。こっちが感謝したいくらいなのに、感謝されるのは逆だよ」

「畏れ多いことです。織葉殿から感謝を向けられるなど、とんでもございません。生活費を得るために芸能界で仕事をさせてもらっている私と違い、もともと日毬は政治団体の党首として身を立てることを望んでおりました。織葉殿なしでは成し遂げられなかったことです」

　これでは堂々巡りになりそうだ。

「凪紗は今日の仕事はこれで終わりだろ。家に直接送るよ。もし買い物とかあるなら、寄っていってもいいぞ」

「どうかお気遣いなきようお願いします。事務所に戻してもらえれば、日毬が仕事を上がるのを待って、一緒にタクシーで帰宅しますので……」

　それから事務所まで、俺と凪紗は、日毬の雰囲気がいかに変わったかを話し合ったのだった。

　いよいよ表舞台で王手をかけるところまでいき、日毬も責任をヒシヒシと感じているに違いない。それが日毬の雰囲気を変え、考え方や生活にまで影響を与えているのではないだろうか。

　凪紗から良い話を聞けたと思う。日毬をバックアップする俺としても、やる気になるというものだ。
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　日毬と共にレイエス家を訪問した俺は、家族三人を前に進行状況を報告していた。ＣＩＡと共同歩調を取っていくことになったので、重要な進展があれば報告が欠かせないのだ。

「──そのような進展があり、民政党、神内先生の合意は得られています。民政党内をまとめるのは彼の力に期待するしかありませんが、しっかり請け負ってくれていることは確かです」

　俺が進展を伝え終えると、ローガンが応じる。

「民政党内の意見の調整なら、我々も多少は手助けをしてやれるはずだ。ＣＩＡとのパイプがある人間もいるしね。神内三郎の言うことを聞かない人間は、ちょっと脅しをかけてやることもできる」

「それは助かりますが……ＣＩＡの手助けを借りるのは、神内先生がしくじるようなことがあってからでいいのではないでしょうか。横ヤリを入れると事を荒立ててしまうかもしれませんし」

「それはそうだ。もしもの場合の予備として、我々が後ろに控えていると考えてもらえればいい。その点、ＤＩＡよりも直接的なパイプを持っているのがＣＩＡだと思う」

　ずいぶん積極的なことである。ローガンとしては、すでに日毬を押し立てたあとの構想まで描いてしまっているのかもしれなかった。喜ばしいのだか、危険なのだかわからないから困る。諸刃の剣とはこのことだろう。

「合併にあたって、今後の広報戦略を検討してみました。書類にもまとめてきておりますので、これをたたき台にして議論し、必要なら修正していければと思います」

　言いながら俺はバッグから五部の書類を取りだし、全員に手渡していった。ＣＩＡ側はローガン、クロエ、リリィ、そしてこちら側が俺と日毬だ。

　たたき台にしている計画書の大まかな流れは、だいたい次のようなものだ。





①民政党と日本大志会が合併することを公に告知する。

②党名、党のマークを公募する。

③党首選挙を告知し、双方の党から立候補者を募る。

④派手に候補者討論会を演出し、可能な限り長期間、話題を盛り上げる。

⑤日毬が新政党の党首に選ばれる。

⑥正式に合併する。






　冒頭にサプライズをぶつけてメディアを賑わせ、段階的に盛り上げていくわけである。この計画が発動する前に、党首選挙には神内三郎も立候補することが決定済みだし、日毬の党首就任も根回しが済んでいる形だ。

「素晴らしい方向性だ。文句などないよ。ＣＩＡもこの計画には一枚乗らせてもらおう。今から党首選挙の盛り上がりが楽しみだ」

　ローガンは、俺がまとめた計画を手放しで褒めてくれた。ＣＩＡから指図らしきものがあると思っていたのだが、とくに異論はないらしい。

　もっとも、情報機関も広告代理店も、プロパガンダの基本は一緒だ。それなりの規模の広告代理店の社員なら、マーケティング手法の研究の一環として、情報機関が関わった謀略の著作などに触れるのは常識である。有効な大衆扇動の形式は、ラジオが中心だったナチスドイツの時代にはだいたい確立されており、現代の広告はそれをなぞっているだけにすぎない。

　ふいにリリィが声を上げる。

「待って、颯斗。計画では、どうして日本大志会から、杏奈ちゃんや栞ちゃんや千歳ちゃんは立候補しないの？　あと由佳里や凪紗さんもいいんじゃない？　きっと盛り上がると思うな」

「杏奈と栞と千歳……？　考えたこともなかったな……」

　単純に宣伝としての威力なら、ひまりプロダクションのアイドル陣が立候補する政治団体の党首選挙というのは相当なパワーがあるかもしれない。しかし、あまりに強すぎる手だし、民政党との整合性がとれなくなるから、メディアに叩かれるネタを率先して提供するようなものではないだろうか。さしもの神内三郎も、民政党をまとめられなくなるかもしれない。

　日毬が口を開く。

「杏奈は日本大志会の初期からの党員だから、立候補資格がないわけではない。しかし、栞の方は完全に間違った理論を信奉している哀しい人間だ。栞の立候補などご免めん被こうむる。千歳や姉上は……どうなんだろうか……」

「私も立候補してみたいな！」

　リリィが候補に名乗り出たが、すかさず俺が否定する。

「アメリカ人だろ。しかも一三歳じゃないか。何の選挙だかわからなくなる。つーか、そもそも日本大志会の党員なのか？」

「別にアメリカ人だって、党員なら立候補資格くらいはもらえるんじゃない？　開かれた選挙にするべきよ。リリィがどうして認められないの？」

　本気かどうか疑わしいが、クロエは真顔だった。

　国家間の自由貿易協定の話じゃないのだから、端っから無理な話だ。

　ローガンも同意見だったらしく、額に手をやって首をふる。

「ありえないよ……。さすがにそれはありえない……」

「なぁに、あなた。いったい何の権限で否定するのかしら？」

「クロエこそ何の権限なんだよ……」

　よほどクロエは娘をスターダムに押し上げたいようだった。

「私が党首になることが決まっているのなら、誰が立候補しようと構わないと思う。ただし当然だが、立候補者は日本大志会の党員か民政党員に限定すべきだろう。日本大志会の入党資格者は日本国籍保有者のみに限定されているんだ。だから残念だが、リリィには立候補資格はない」

「ママ、私も党を作れないのかな？　そしたら、私の党もひまりんの党と合併して、党首選挙に出られると思うの」

　なんて斬新な発想をするんだろうか。若いから大人の世界の常識に囚われないためか、リリィの考え方は柔軟だ。

　俺が言う。

「そこまで選挙にこだわる必要はないだろう。党首は日毬だって決まっているんだ。他の候補者はただの当て馬なんだぞ」

「でも、プロダクションのみんなが出馬するかもしれないのに、私だけ出られないなんて哀しいよ」

「杏奈たちが出る可能性はほとんどないからな。日毬の対抗馬は、神内先生だけで十分なんだ」

　本来は、ローガンとの打ち合わせのはずだった。クロエとリリィは見学者にすぎないはずなのに、かしましいので話題がずれてしまう。ローガンとしては、リリィに実地で裏交渉や謀略を勉強させるのが目的だろうが、何とも騒がしい参加者である。クロエも、大学教員という地味な仕事のせいで鬱うっ屈くつが溜まっているのだろう。重大な秘密交渉に繫がるかもしれないこの舞台で、興奮が抑えられないようだった。

　それからローガンとの間で広報戦略を確認し合ったが、横からクロエやリリィが常に口をはさんできて、何とも秘密交渉らしくない話し合いになったのだった。
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　民政党本部。

　神内に率いられ、執行部の国会議員たちが勢揃いしていた。神内を含めて計六名の陣容だ。先の選挙で大敗し、大きく議席を減らした民政党は、六人といえども決して少ない数ではない。しかも大臣の歴任者たちで、テレビでもよく見かける民政党のキーマンたちだった。このメンツが揃っているだけで、詳しい話を聞かなくても、神内の党内調整は成功したのだと思われた。

　神内が日毬を手で示す。

「紹介するまでもないよな。かの有名な神楽日毬さんだ」

「日本大志会総帥、神楽日毬だ。私は自らの政治理念に命を懸けている。合併に向けて、貴公らとは仲良くやっていきたいものだ。そして諸君らにも、政治家として、同様の気構えを持つことを望みたい。嫉妬や恨みから前に立ちはだかろうとする者は、私は寸分の迷いもなく、ただちに切って捨てるだろう。死を覚悟して讒ざん言げんせよ」

　常軌を逸した日毬の挨拶のあとで場は静まりかえったが、何事もない風を装い俺は挨拶する。

「お世話になります。ひまりプロダクション常務、織葉です。両党の将来に向けて広告戦略を担ってほしいと、神内先生から依頼されました。長らく神楽のバックアップをしてきました関係上、今後も私がマーケティングの仕事に取り組むのがスムーズなのではないかと考えています。全力で行うつもりですので、よろしくお願いします」

「我々の間では、合併はすでに了承してある。もちろん、神楽さんの党首就任もだ。だから今日は、主要メンバーとの顔合わせみたいなものだ。気楽に構えてほしい」

　神内が仲間うちを見回しながら言った。

「皆さん方は、両党の合併のことも、神楽が新党の党首に就任することも、すべて受け入れていると考えていいのですね？」

　居並ぶ一同を見やり、俺は確認した。

「面白いんじゃないの。次の選挙のことを考えると、こんなことでもしてみるしか方法がない」

　官房長官まで務めたことのある政治家が肩をすくめた。

　四〇代と若いが大臣を歴任してきた政治家が続く。

「神内先生から最初に話を聞いたときは耳を疑いましたね。でも、我々がここに揃っているということは、決意は固まっているということです」

「すげー強引な手だな。神内くんも、よくこんな話をまとめてきたもんだよ」

　強引な党内調整では神内と並ぶほど有力な政治家が、ほとほと困ったような、それでいて受け入れざるを得ないような、投げ遣りな声音で言った。

　内心では不安や不満はあるようだが、いちおう彼らは承認してくれていることが確信できた。ここにいるメンバーは民政党の重鎮だ。よほどの異常事態がない限り、民政党内はまとまるのではないだろうか。

「大きな方針が決まったところで、実際の合併に向けて擦り合わせていく作業はたくさん発生すると思います。主な論点は、政策と広報戦略の二つになるでしょうね」

　彼らに向けて俺が言うと、神内が応じる。

「政策については何度も打ち合わせが必要だろう。できるだけ早く決めたいところだが……連日徹夜で作業したとしても簡単には終わらん。そこで考えたんだが、民政党から、政策研究チームを日本大志会に何人か送り込んで、そこで擦り合わせ業務をしてしまうのがいいのではないだろうか。民政党本部でやると、何らかのキッカケでメディアに情報が漏れないとも限らない。しかし日本大志会に張り付いている政治記者はまだいないだろうし、泊まり込みするようなことがあっても騒がれないだろう」

「よろしい。こちらの受け入れ準備は即時整えるとしよう。重要な調整だ。いつでも派遣してくれて構わない」

　日毬は豪壮にうなずいた。

「次に広報戦略だが……それは織葉さんに検討してもらいたいのだがね。こちらの広報チームは、結局、広告代理店に頼りきりになるし、我々だと彼らの提案が適正なのかどうか見分けがつかない。ならば、蒼通出身でもあるし、何人もの大物タレントを育て上げた織葉さんに取り仕切ってもらうのがいいのではないか」

　すでに俺は神内から広告の計画を作成するよう頼まれていたのだが、再び神内は同じような話を繰り返した。おそらく、他の民政党の主要メンバーらにも状況を徹底させるため、あえてこの場で口にしたのだろう。

「そのつもりで、ある程度私の方で今後の計画を検討してきました。実は、神内先生の協力が不可欠な計画なんです。確認して頂けますでしょうか？」

　俺は計画書を全員に配布した。

　興味深げに計画書に視線を走らせていた政治家らが、それぞれ口にする。

「党首選挙、ね。最初から神楽さんが党首だって決まってるのに、わざわざ神内さんをぶつけるの？」

「ひまりんと神内先生の一騎打ち……これは話題になりそうじゃないんですか？　いいですよ、この計画なら」

　執行部のメンバーらに異存はなさそうだったが、肝心の神内に俺は確認する。

「神内先生はどうお考えでしょうか？」

　問題は、神内がこの計画を受け入れるかどうかだった。負けが最初から見えており、当て馬にされて捨てられる役目だ。プライドが高いだけの人間なら、容易に吞み込みづらい話だろう。しかし、俺の不安は杞き憂ゆうだった。

「勝った……！　やろうじゃないか！」

　神内は興奮したように叫んだ。計画に賛同してくれたのは明らかだった。ここからは話は早い。

「ある程度、票の配分も決めておきましょう。神楽が圧勝というのはあまりよくないですね。お互い全力を出して戦って、あえて接戦にして、神内先生が敗れたのちにテレビカメラの前で男泣きに泣くなりして頂き……その後で双方が記者たちの前で、満面の笑みで握手するなど演出を加えてノーサイド……。これが一番美しいんじゃないかと思えますね。先生がたの協力が必要です」

　そして集まる一同を見回しながら、俺は計画の詳細を説明し始めたのだった。
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　時刻は深夜〇時を回っていた。

　帰宅前、俺は日本大志会の事務所に踏み込むと、この時間になっても熱心に激論が交わされていた。

　神内がアレンジして送り込んできた民政党員ら四人と、日毬と壮司が向き合い、新政党の方針を調整していたのだった。こんな時間まで大変だが、合併の発表日は差し迫っている。スケジュールが先に決まり、それに合わせて調整していくから、時間がいくらあっても足りないのだ。それでも、やるしかない。

　民政党員の一人が熱っぽく語っている。

「いやいや、核武装を大っぴらに謳うのは難しいですって……。それを公にしようものなら、我々の粗あら探しをしている連中を喜ばせるだけですよ。核武装の是ぜ非ひを論じてるんじゃありません。今は政権獲りを第一優先にして現実的にいきましょうよ」

「あなたの仰ることはわかりますから、匂わすだけでいいんです。受け取り方によっては、軍備増強をするようにもちょっとだけ見える文章を補足すれば……」

　壮司は譲ろうとしなかった。

「待って下さいよ。ここからさらに書き加えるんですか？」

「こんな文章でどうでしょう？」

　深夜まで忙しいことだ。

　今日は泊まり込みでの調整作業をするようだった。

　日毬が立ち上がって、俺の側に近づいてきた。

　俺から声をかける。

「おつかれ」

「うむ。颯斗もこんな時間までおつかれさま」

　日毬は礼をして挨拶し、そして小声でささやくように口にする。

「新党の要綱には、ＣＩＡの助言に従って、わかる人間にだけ届くように、『対米自立』『対中接近』を匂わせておこうと思う。この辺は、民政党が元々掲げていた要綱をそのまま利用する形でいいかもしれない。民政党側に私が妥協したようにみえるから、他の条件でこちらが妥協を引き出しやすくなってくれるからな」

　ずいぶん駆け引きを意識するようになったものだ。以前の日毬なら、無理やり押し通そうと試みていたはずである。凪紗が先日、『日毬は変わった』と言っていたが、そのことを俺も実感していた。

「民政党との合併が上手くいった暁には、私の次の狙いは自友党だ。自友党まで合併して取り込んで、新生日本大志会を創ることもできる。もちろん党首は私だ。国会議員の大半を取り込んで、私が独裁するための体制を構築できると考えている。武力による政権奪取も決意していた私だから、流血の事態になることもなく独裁政権を樹立できるならありがたいことだ」

　日毬は興奮しているようだった。新党の要綱の条文作りのために、喧けん々けん囂ごう々ごうの政治的やり取りを繰り返しているから、日毬の気持ちが沸き立っているのも無理はない。

「話はわかった。だが時間がもう遅い。日毬には悪いけど、ここからは佐々倉さんに任せて帰宅してくれないか。健全な生活の維持はタレントの命なんだ」

　腕時計を示しながら俺はお願いしたが、日毬は信じられないといった風に目を見開く。

「何を言うんだ、颯斗は？　ここが天王山なのだぞ。私は総帥として、一歩も引くわけにはいかない。引くときは、討ち死にするときだと心得ている。それが責任ある首しゅ班はんの行動だ」

「細かい文章作成作業にまで日毬がいちいち同席していたらキリがないじゃないか。大将たるべき者は、部下に行動指針を示して、任せることも必要だ。彼らが上げてきてくれた仕事を、最後に確認して決裁するのが日毬の仕事だぞ。神内先生だって、ここにいないだろ？」

「う、うむ……そういう側面もあるだろう……。しかし私は帰宅したところで、ここでの話に頭がいっぱいになって、とても睡眠を取れるような状況ではないと思う。やはりもう少しここにいたい……」

「参ったな……。かといって明日も仕事なんだし、少しでも寝ないわけにはいかないだろ。風呂にだって入らなくちゃならない」

「どんなに帰宅が遅くなっても、お風呂にはきちんと入るつもりだ。この仕事の最低限の礼儀だからな」

「だったら……そうだ、千歳と栞の部屋か、杏奈の部屋に泊めてもらうことにするか。このビルの側だし、シャワーを借りるのも仮眠を取るのもすぐだろう」

　携帯を取り出しながら俺は言った。

　日毬は躊躇する。

「しかし急に押しかけては迷惑になるのでは……」

「大丈夫だよ。彼女らは迷惑だなんて思わない。ほら、どっちの部屋がいい？　今から連絡してみるから」

「じ、じゃあ……杏奈のお部屋にお泊まりしてみたい……。杏奈が迷惑じゃなければ……」

　日毬は視線を逸らし、顔を真っ赤にしながらつぶやいた。

　俺はすぐさま杏奈のボタンを押した。何度かコールが繰り返される。今日の杏奈は帰宅が二三時くらいだったから、まだベッドに入ってはいないと思われる。シャワーでも浴びているのかもしれない。

　もう少し経ってから掛け直そうかと思ったとき、呼び出し音が切れ、杏奈の明るい声が響く。

「もしもーし。どったの、颯斗くん？　明日の仕事のキャンセルとかあった？」

「夜分にすまんな。寝てたか？」

　タレント陣とは二四時間いつも連絡を取れるようにしておくことが基本だ。翌日の仕事に変更があったりした場合は深夜でも電話する場合があるから、この時間でも掛けにくいわけじゃない。

「今シャワー浴びたとこで、もうすぐ寝ようと思ってたんだよねー」

「頼みがあるんだが……今晩、日毬を泊めてもらってもいいか？　もしかしたら明日も明後日も、しばらく日毬にシャワーを使わせてもらったり、仮眠させてもらったりできればありがたい」

「え───────────────⁉　何その超ビッグイベント⁉　やだ、胸がドキドキしてきたよ！　あーん！」

　思わず携帯から耳を離してしまうほど、杏奈の甲高い嬌きょう声せいが突き抜けてきた。

「ＯＫってことだな？　日毬に代わるぞ」

　俺が携帯を差し出すと、日毬は困惑した面持ちになる。

「えっ？　わ、私から話すの？」

「了解してくれたよ。何時頃にいけるか、直接やりとりしてくれ」

　幾度か俺と携帯の間に視線を往き来させた日毬は、なぜか手を震わせて携帯を受け取り、おそるおそる携帯を耳に押し当てた。

「あ、杏奈……あのね……」

　ためらいがちに日毬が喋ろうとしたが、驚いたように携帯から耳を少し離したのだった。杏奈の声に不意を喰らったのだろう。離れていても、俺にまで杏奈の声が漏れ響いてくる。電話の向こうで、よほど興奮しているようだった。日毬が泊まることで、何か間違いが起こらなければいいのだが……。
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　俺は永田町の自友党、深ふか見み幹事長の事務所を訪問していた。

　民政党との合併が決まった以上、日毬を誘ってくれていた自友党には断りを入れておかなくてはならない。儀礼上、必要なことだ。

　民政党の動きを察した自友党は日毬を取り込もうとしていたが、それほど熱心というわけではないように見受けられていた。与党としての自信があるのだろう。

「お忙しいところお時間を取って頂き恐縮です。織葉です。神楽の使いで参りました」

　ソファで向き合ってすぐ、俺は深見にアポイントの礼を伝えた。

　訪問は俺一人だ。日毬は直接断りを伝えに来たがっていたが、俺が止めたのである。党首が自ら断りに出向くのは難しい。もともと向こうから持ちかけてきた提案だったから、こちらが平身低頭に対応する必要はなかった。加えて、日毬が挨拶に出向くと、自友党側に何か話が進むという誤解を与えてしまい、用件を伝える前に歓迎されかねない。その後に断るようなことがあれば向こうのメンツを潰すことになり、迷惑千万だろう。こういう場合、日毬の使いの者が対応するのが一番いい。

　しかし壮司を使いとして送ると、あまりに素っ気ない態度になってしまう。断る役目としては、何度か深見とも面識のある俺が最適だと思われた。

「どうもどうも、お待ちしていました。お父様のことはお悔やみ申し上げます。まだこれからの方でしたが……財界にとって大きな損失ですね」

　深見は親身な声で言った。

「その節はお気遣い頂き、誠にありがとうございました。父に代わってお礼を申し上げます」

　自友党は葬儀のときに供花を贈ってくれたり、電報を打ってくれていた。他にも、付き合いのあった自友党議員らから個別に同様のことをしてもらっており、まったくの他人というわけでもなかった。実際、オヤジが長いこと献金してきた自友党議員も一〇人ほどいる。献金額は少額だが、ちょっとした腐れ縁となっていたようだ。見返りを期待したことは一度もない。政治には深入りせず、かといって財界人に擦り寄ってくる政治家らを塩をまいて追い払うわけにもいかず、オヤジの立場として最小限の付き合いに留めていたのだろう。これからも献金を続けるのかどうかは悠斗が判断すべきことだが、波風立てないためには続けるのが妥当だろう。

　それから深見とは、本題に入る前に、織葉家の成り行きなどを話し合った。主に相続絡みのことを深見が聞きたがったからだ。深見の実家は地方で多数の企業群を経営しており、いずれ自分にも関係してくることだからだろう。二回りほど大きい織葉家がどのような処置をしたのかに、非常に興味を持っているようだった。

「──そんなわけで、弟が大半を相続しました。こういうことに何かと詳しい母がまだまだ健在ですし、上手くやってくれると思いますよ」

　俺の話に、深見はしきりに感心を示す。

「自ら身を引いたんですか。なかなか出来ることじゃないですよ。そんな話はなかなか聞きませんねぇ……」

「いや、意外とあると思いますよ。遺産は優秀な人間に集中させた方が賢明です。苦労知らずの放ほう蕩とう息子に遺してやると、結局その人間をダメにするだけじゃないでしょうか」

　俺は一般論を述べただけだったが、深見は困ったような顔をする。

「毅然とそういう応答をされること自体が、織葉さんが十分に優秀だと感じるんですけどね……。弟さんはさらに有能なんでしょうか……？　どんな教育を受けてこられたんでしょうね？　私も息子がいるので、その方面の話もお伺いしたいところなのですが……」

「待ってください。そういうお話はまたあとで……。そろそろ今日の本題をお伝えさせてもらってもよろしいでしょうか」

　時計を見やると、すでに深見の事務所を訪問して三〇分が経過していた。

「ああ、そうでした。ひまりんの件です。どんな方向でご一緒できるのかを話し合うんでしたよね」

「いえ、深見幹事長にお声をかけて頂いたにもかかわらず誠に申し訳ないのですが……神楽が自友党の候補者となるのは難しいことをお伝えに上がったのです」

　姿勢を正してそう伝えると、深見は神妙な顔で応じる。

「……それは残念です。やはり年齢面を考えると、もう少し今の形で頑張りたいということなんでしょうか？」

「そうではないんです。実はですね、神楽は民政党の候補者となる方向で最終調整をしているところです。民政党からの提案の方がどうしても魅力的に映ったので、神楽が早い段階で重要なポジションに就くとしたら、向こうと組むしかないのかなと」

　本当は手の内にまで触れなくてもいいかもしれない。しかし、どうせすぐにバレてしまうことだ。合併の発表をすれば情報が日本中を駆け巡ることになるだろうし、ややもすれば発表の数日前に、どこからかリーク情報が漏れないとも限らない。ギリギリまで隠しておいて印象を悪くするよりは、ストレートに話してしまった方がいいと判断していた。

「うーん……そうなんですかー。また神内先生にやられちゃいましたね。桐き生りゅう総理や持じ統とう先生も期待してたんですけどね～」

　案外、深見はそれほどショックでもなさそうだった。まだまだ余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくに構えているのだろう。自友党のスタンスは最初からそうだった。

「神内先生にまたやられたといっても、実際には民政党は先の選挙で、自友党に大敗北を喫してますからね。世間は、神内先生の神通力はもう信じていませんよ。終わった人だというのが一般の評価ですね」

「そうは言いますけどね、あの人は、そういうところから何度も這い上がってきた政治家だから。タダでは転ばないはずですよ。ひまりんに最初に目を付けたのも神内先生ですし」

「今回は、事前に情報は漏れなかったみたいですね？」

　もともと自友党が日毬に接触してきたのは、ホテルで行われた日毬と神内の密会を、公安警察が自友党に漏らしたからだ。だから日毬の動きが、どこまで自友党側に抜けているか、興味はあるところだった。

「情報っていっても、前はただ単に『都内ホテルで会ったらしい』と伝わってきただけですよ。具体的にどういう話だったのかなんて知りません。でも情報を総合すれば、神内先生なら、ひまりんを取り込みに来るだろうという確信はありましたね。神内先生は、利用できると思えば芸能人やスポーツ選手だって利用する人ですからね。ですが、それで勝てないとなれば簡単に切ってくる方なので、注意はされておいた方がいいと思いますよ」

　深見は丁寧な口調でアドバイスまでしてくれた。やはり自友党としては、そこまで日毬に入れ込んでいたわけでもないようだ。たしかに今の強い自友党が、日毬に頼る必要性がないことは確かである。だからこそ日毬が民政党との同盟を選んだのは、かえって良い選択だったのかもしれない。仮に自友党と組んでも、いきなり党首などという可能性は一〇〇％ありえないだろう。

「肝に銘じておきます。ご忠告ありがとうございます」

「もし民政党で上手くいかなければ、そのときこそ自友党に来ればいいんです。どうせ民政党はもうダメですよ。自友党なら、ひまりんが活躍できる舞台はたくさんある。いろんな経験を積んでから、そのときに堂々と、保守本流の我々のところに合流するつもりで取り組んでみてください。いつでもお待ちしていますよ」

　深見は引き留めることさえせず、実に寛大に口にした。

　とにかく、自友党の提案に丁重に返答をしたことで、ひとまずの義理は果たしたのだった。これで心置きなく、民政党との合併を発表できるというものだ。
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　俺は久方ぶりに、蒼通の部長の元を訪ねていた。もちろん単なる挨拶で訪問したわけではない。本格的に仕事を依頼しようと考えてやってきたのだ。

「見ない間に、いっぱしの経営者になったようじゃないか。それにしても、健城くんが社長ってのには爆笑させてもらったよ。最高だ。発想の埒外だったから、一本取られた気分だったな。広告マンとして完敗だ」

　部長は俺を前にして、心底楽しげに語った。あまり感情を表さない怜悧なタイプなのに珍しいことだ。由佳里の唐突な社長就任が、よほどお気に召したようだった。

「健城が社長になったのは、幾つかの偶然が重なっただけです。うちのタレントがアレンジした番組に由佳里が出て、たまたまヒットしただけなんですよ。ぼくだって予想外の成り行きでした」

「まぁ、そういうこともある。どんなコンテンツが当たるかなんて誰にもわからんな。俺らにもだ」

「そんなものが最初からわかってたら、ぼくら広告マンなんていりませんよ。商売あがったりです」

「俺らの仕事は、頂戴した金に見合うだけのヒットを無理やり作りだすことだからな。だが俺らのような偽物じゃなく、正真正銘のヒットは健城くんのようなケースだろう。それから、君のところの神楽日毬だ」

　部長の言葉尻に乗り、俺は本題を切り出す。

「そうです、今日はうちの神楽のことで相談に伺いました。蒼通に仕事をお願いできないかなと思いまして」

「ほう。なぜ君が頼みに来るんだ？」

「いろいろと手を回してほしいんですよ。局の連中を巻き込んで、全国的に盛り上げてほしいネタがあるんです。協力をお願いできないものかと」

　俺とて蒼通に仕事を持ちかけるのは戸惑った。自分や由佳里でも何とかできるのではないかという考えもあったからだ。今までだって、それで何とかやってきた。

　しかし今回は、単なるタレントを売り出すような話ではない。国政の方向性を決定付ける大きなスケールで取り組む必要がある。蒼通の力を借りられれば、もう一段上の話題作りを確立できることは間違いなかった。わずかでも妥協してはならない。やれることはすべてやるべきだ。

「要するに、あらゆるニュース報道や特集企画で、好意的に報道してほしいネタがあるということだな？」

　部長の問いかけに、俺は深くうなずく。

「そういうことです。力をお貸しください」

「どんなネタなんだ？」

「機密にしてくださいよ。……民政党と、日本大志会の合併」

「……本当か？」

　部長は声をひそめた。

「もちろん」

「ほう……すごいじゃないか」

　こういう世界にいるだけに、部長は疑ってかかってくるようなことはなかった。俺たちは、その物事に納得性があるかどうかではなく、広告的に受けるかどうかから考える。この二つの党の主張は普通の人には相容れないものと映るはずだが、部長や俺のような人種は、ニュースが盛り上がるかどうかが第一なのだ。

　俺まで小声になって伝える。

「しかもですよ、新党の党首が神楽になる予定です」

「そいつはまさしくスーパークラスのニュースだぞ。報道が勢いづく様子が目に見えるようだ」

「だからメディアで盛り上がるのはわかってるわけです。ただし念には念を入れて、可能な限り悪意ある報道を排除できればな、と」

「予算は？」

「要求してください。必要なだけ」

「無限大ということだな。何もかも喜ばしい話だ」

「いくらなんでも無限じゃありませんけどね。ですが、可能な限り全力を尽くすつもりです。ひとまずＣＭ撮影からポスターの発注まで、すべてを蒼通に丸投げしようと考えてます。本来ならうちの会社でもやれるんですが」

　ＣＭや紙媒体のような目に見える制作作業ならともかく、局に対する一つ一つの根回し業務まで広告費用を計測するのは難しい。やってもいない架空の業務で蒼通からお金を請求されても、こちらとしては払わざるをえなくなる。それでもなお、宣伝に関わるすべての業務を依頼するだけの価値があった。蒼通に大口の仕事を発注しているということ、それ自体が非常に有用なのだ。

　局に対するプレッシャーをかけるのは、蒼通ならば毎度のことだ。蒼通は局に対する仕事の発注主である。ひまりプロダクションも、非常に強力なタレントを有する芸能プロに育ってきたとはいえど、局より立場が明らかに上というわけではない。もし不満に感じる局の報道があれば、俺や由佳里が「今後はタレントを使わせないぞ」と刺し違えるような脅しを掛けるよりも、蒼通からストレートに言わせた方が遥かに強いことは間違いなかった。用心棒代としてはヤクザより安く、かろうじて反社会的でないだけ安心なのだ。仕事を発注する形で、金を握らせておくだけのメリットは十分にある。

「うちの社内で、神楽日毬プロジェクトチームを組織してもいいかもしれんな。通常の広告活動以外にも、さまざまな支援をしてやれるだろう」

「相応の広告費はお支払いしますよ。この時代、文句も付けず、言い値を払ううちのようなクライアントは貴重だと思いますね」

「広告費だけでなく、どこまでやるか基準を決めて、それなりの成功報酬ももらおう。さっそく何人か見繕って派遣する。詳しいことは、そっちに送り込む人間たちと話し合いを進めてくれ」

　部長は仕事を請け負ったようだった。

　メディア業界全体の流れを決める最も重要な仕事が、あっさりと完了してくれたようだった。金に物を言わせる交渉は、実に容易たやすくありがたいことだ。
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「近こん藤どうです。かの有名なひまりプロダクションを訪問する機会があるなんて想像していませんでした」

　部長から斡旋された蒼通の社員ら四人が、ひまりプロダクションにやってきた。全員が男という構成だった。部長が選んだ「神楽日毬プロジェクトチーム」の構成員なのだろう。

「や、どうも。ご無沙汰ですね。織葉です」

　蒼通のチームの代表を務める近藤とは、顔を見かけたことがあるくらいの関係だ。言葉も交わしたことがあったかもしれない。

「ちわーす。健城です」

　陽気に由佳里が挨拶したあと、俺たちはそれぞれ名刺交換を行った。

　それが終わると由佳里が応接ソファを指し示す。

「ささ、どうぞどうぞ、みなさん座ってください」

「ようこそいらっしゃいました！」

　待ってましたとばかりに千歳が声を大にした。場の空気を読めない千歳は、これから一緒に打ち合わせに参加するとでも言わんばかりに俺と由佳里の後ろにくっつくように控えていて、名刺交換の際には笑顔でこちらを眺めやり、お茶を出す機会をうかがっていたのだった。常識人ならタイミングを見計らって控え目に登場するものだが、千歳に注意しても意味がない。

「どうぞ！　粗茶でございます！」

　笑顔で挨拶しながら、千歳は手際の悪い手つきでお茶をテーブルに置いていったのだった。しかも、一人一人に対して「粗茶でございます！」を繰り返しながらだ。

　いくらなんでも四回も同じ挨拶をするのはしつこすぎると思ったが……まぁこれが千歳の良さだろう。たぶん。

　今日の千歳は女子高生の制服のようなチェック柄のミニスカートで、普通よりもやたらと丈が短く、お茶を置くためわずかに屈かがんだだけで下着が見えそうになっていた。いや、角度によっては見えるだろう。モデルの仕事でクライアントからもらったミニスカートだ。しかし千歳には、わずかでも相手を誘惑しようとする意図はないし、そんなことは想像すらしていないのだ。

　由佳里は可愛らしいものを見るような目で千歳を見やり、クスクスと笑っていた。俺は呆れつつも、半ば慣れっこになっていた。

　来客はいつも面喰らうが、危なっかしい千歳の仕草は強く印象に残るようだ。これはこれで営業面では有効なのかもしれない。

「知っていると思いますが、うちの朝あさ霧ぎりです。よろしかったらＣＭや歌なんかで使ってあげてください。今うちで一番伸びてるタレントですから」

　すかさず由佳里が千歳をアピールした。

　伸び率が最も高いことは確かだが、千歳の場合、スタート地点が他のメンバーよりずっと低かっただけである。『アイドルたちの何気ある日常！』によって小さくヒットした千歳の知名度はなんとか全国区にまで這い上がり、そこそこ仕事が舞い込むようになっていた。うちが抱えるタレントのなかではやはり弱いけれども、世間からみれば十分に人気アイドルの範囲内になってくれた。

　それからしばらく、由佳里はここぞとばかりに千歳を売り込む言葉を並べた。ここに居並ぶメンツに優先して使ってもらえるならば、小さな営業を繰り返すよりも効率は遥かにいい。

　由佳里の営業トークが終わると、千歳がペコリとお辞儀する。

「よろしくお願いします！」

　日毬の話だったはずなのに、いつの間にか千歳の営業活動になっていた。

　俺が促す。

「ほら、もういいぞ。次の仕事の準備があるだろう」

「今日はもうお仕事が終わってるんです。だからずっと事務のお仕事を頑張れます」

「ブログ更新でも何でもいいから、そっちをやってくれ。こっちは大丈夫だから」

「わかりました！　それでは皆さん、これで失礼いたします！　ゆっくりしていってくださいね」

　毎回必ず主役をもぎ取っていく、なんとも珍しいお茶出し事務員である。本人は一生懸命だから責められない。

　蒼通の一人が感嘆の声を上げる。

「実物はホント可愛いですねー……。いろんなタレントさんと一緒に仕事しますけど……正直、けっこう肌荒れしてたり、疲れてるんだろうなーって子が多かったり……。朝霧さんは雰囲気からして違いますね」

「毎日規則正しい生活を送ってますからね。食生活も健全です。うちのタレント、みんなびっくりするくらい真っ直ぐで健康的なんですよ」

　由佳里に視線を向けて俺が言う。

「超がつくほど真面目人間が多いかもな。たぶん最初の所属タレントだった日毬の影響が強いんだろう」

　次に俺は蒼通の面々に向き直り、続ける。

「というわけで脱線してしまいましたが、本来の話を始めましょう。神楽日毬プロジェクトチームの方々ですよね？」

「そうです。この案件に携わるメンバーの募集があったんです。みんな自ら立候補したんですよ。これはぜひとも担当してみたい案件だと。それに、蒼通の出身である織葉さんや健城さんのような方の側で勉強させてもらいたいという気持ちもありました。ぜひともよろしくお願いします」

　近藤がうなずき、別の社員らも続く。

「健城さんは日本を代表するビジネスリーダーですからね。うちの元社員からこんなスーパースターが登場するなんて思いも寄らないことでした。『勝てる女のビジネス力』も拝読してきましたが、面白すぎてあっという間に読み切ってしまったんです。こんなに有能な方がいたのかと驚きました」

「ですよねー。みんなにそう言ってもらえるんです。わかってるんです。当然の成り行きだったんです」

　増長する由佳里をスルーするために、俺は話を進めてゆく。

「話は聞いていると思いますが、今後のＰＲ業務を検討して頂き、我々に提案してください。予算はふんだんにあります。まずは合併にあたって記者会見を開きますので、そこからご一緒に仕事をしていければと思います。くれぐれも情報共有をする方は限定してください」

「わかりました。全力で事に当たらせてもらいます」

「期待に応えられるよう最善を尽くします。我々の力で、ひまりんを日本のトップに据えましょう」

　蒼通社員らはそれぞれ前向きな言葉を口にした。

「活躍して頂いて、うちの役員を狙ってください。役員の椅子は何席か空けておりますので。ぼくの上司の椅子まで空席ですよ」

　冗談めかして俺は言ったが、半ば本気でもあった。

　もし有能で熱心な人間がいれば、いつだって役員に迎え入れてもいいのだ。杏奈だって実力を示して順調に出世を遂げ、今では副社長にまでなったのである。うちの仕事には、ぜひとも力を尽くして取り組んでもらいたいところだった。
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　記者会見場はこちらが手配し、蒼通がマスメディア一同を集める手配をしてくれた。各局の取材チームのスタッフ構成に力を入れてもらうためにも、蒼通がアレンジしてもらえると助かるところだった。

　テレビカメラに取り囲まれた会見場のステージの上、民政党から三人の国会議員、日本大志会からは日毬一人が椅子に腰かけていた。

「よろしく。では始めようか」

　時計を確認した神内が、咳払いをして記者たちを見回す。

「日本国民の皆さん。民政党代表代行、神内三郎です。一時は政権与党まで務めるに至った民政党ですが、皆さんご存じのように先の総選挙で大敗を喫し、瞬く間に野党にまで滑り落ちてしまった次第です。国民一人一人の声に耳を傾けようと走り回りながらも、その期待に応えることができなかったのは、ひとえに我々の不徳の致すところであります。我々は真摯に現状を受け止め、いかに民政党の改革に着手していくべきか、国民の声をさらに採り入れるにはどうすればいいか、懸命に考え抜きました。そこで私たち執行部は、民政党を立て直すため、国民の声をさらに反映させるため、一つの重大な決断をすることになった次第です。その決断を、国民の方々に本日はご報告させて頂きます」

　いったん言葉を句切った神内は、そこで大きく息をはき出した。そして、ゆっくりとマイクに顔を近づけて口にする。

「民政党は、来月一日より日本大志会と対等合併いたします」

　どよめきが起こった。半ば椅子から立ち上がる記者たちまでいた。本気で驚いているようだった。

　たしかに常識では想定しえない出来事だ。世界の政治の歴史を見渡しても、与党まで務めた曲がりなりにも大政党が、議員を一人も有しない野合組織と対等合併するなんてありえない。そもそも日本大志会は政治政党というよりも、ある意味、日毬のファンクラブなのだ。

「皆さんよくご存じの通り、日本大志会は今や世界的知名度を持つに至った神楽日毬さんが運営する政治団体です。物怖じしない政治的言動で、常に物議を醸す存在の彼女ですが、それこそがまさに、政治に真剣に向き合っているかどうかの証明に他なりません。そんな彼女の決死の姿こそ、今の民政党に相応しいものではないかと私たちは考えました」

　切々と、神内は語り続ける。

「政策に相容れない部分はあるでしょう。ときには対立する場面もあるかもしれません。それでも、さらに高い次元に立てば、私たちが待ち望んでやまない日本の未来像は共有していけるはずです。私たち民政党の議員一同も、神楽日毬さんも、日本国民のあなたも、究極的な目的は同じところにあるはずです。私は日本の力を信じます。私たちは本気です」

　意を決したように神内が拳を握りしめた。

「日本の復活のためにこの命を投げ出す覚悟は、神楽日毬さんが常々語り続けてきたことです。私たちはその覚悟に倣いたい。今回の対等合併によって、民政党は命を懸ける集団に変身します。今や追い詰められた民政党であることを認めねばなりませんが、戦いはまだ終わっていないのです。サイパンを落とされ、直接空襲の被害に遭うようになった日本ではありますが、アメリカはまだ本土には上陸していないのです。なぜなら私たち日本人が戦う決意を漲らせ、本土に残っているからです。歴史と違い、私たちは降伏しません。ここから本土決戦に臨むつもりで、最後の一兵まで戦い続けます。私たち日本人の手で、かつては調和と安定に満ちていた本物の日本を取り戻すために」

　第二次世界大戦の日米決戦を絡めているから、全体としてはギリギリ隠語の範囲内ではあるが……やはり聞く人が聞けば、公然と「対米自立」の決意をにじませているようにしか聞こえない。民政党は……いや、神内三郎はこういうことを折々やるから、アメリカに追い詰められたという側面はあるのだろう。田中角栄の直系らしい、率直さと婉えん曲きょくが入り交じる、なんとも神内三郎に相応しいスピーチだった。

「最後の戦いに打って出るにあたり、私は国民の皆さまがたに約束します。この戦いは私個人にとっても政治家人生の集大成となるでしょう。最終戦に敗れた暁には、神楽さんに倣い、私も潔く腹を切る。正真正銘、皆さんの前で誓います」

　さすがに俺も驚いた。ここまで明確に、自らの命を賭した覚悟を語る神内の姿は初めて見たからだ。命や自らの幸福を投げ捨てて事に当たる政治家など日毬だけかと思っていたが、決してそうではないらしい。

「国民の皆さん。どうか今一度、民政党にチャンスを与えてください。いや、神楽日毬を有する新しい党に、日本の未来を託してみてください。私たちはやり遂げる。メディアの方々や歴史の評価には何も期待しない。ただ淡々と、日本民族の子孫の繁栄のためだけを願い、無心に戦い続ける者でありたいと思います」

　そこで唐突に記者の誰かが拍手を始め、その小波は周りにも広がっていった。やがて自然な拍手が会場を包み込んだ。記者会見で珍しいこともあるものだ。激しい拍手ではないものの、集まった記者たちが、神内の気概に心を打たれたことの表れだった。

「真打ち登場の前に長々と話してしまい恐縮です。しかし民政党と日本大志会の対等合併は、奇策ではないということを正直に語りたかっただけなのです。私からの話はこれで終わりとし、続いて日本大志会、神楽日毬さんからの決意表明とさせて頂ければと思います。よろしく」

　神内は日毬を見やり、最後にそう締めくくった。

　日毬は重々しくうなずき、会場を眺めやる。

「諸君。日本大志会総帥、神楽日毬だ。時おりアイドル活動もやっている。しかし私の本分は、あくまでも政治家である。ただいまの説明にあった通り、日本大志会と民政党が対等合併を果たすことになった。これは日本大志会にとって成功ではなく、困難な戦いへの第一歩になるだろう」

　日毬らしい切り出しだ。

「以前の私は、独力で独裁への道にまで辿り着こうと尽力していた。何も私が日本を支配したいがためではない。私はこの命を差し出し、あらゆる批判や非難をこの身に背負い込み、現状のままでは決して成し遂げられないあらゆる改革に手を付けるつもりだった。日本の新しい未来を切り開いた暁には、私は潔く、即座に独裁者の身を降りようと考えていた。それは常々、公で私が語ってきた通りだ。いざとなれば私が自ら刀を片手に議事堂に乗り込み、武力による政権の奪還も辞さず……そこまで思い詰めていたこともあった。一日でも早く──その想いが私を駆り立ててきた」

　日毬が本気だったのは、側にいた俺が誰よりも知っている。今では多くの国民が日毬の気性を理解しているから、その言葉を疑う人はいないだろう。

「幸か不幸か私は尊そん皇のう革命を実行するまでには未だ至っていないが、代わりに党員一同の支援にも支えられ、着実な成果を積み上げてくることができたと思う。今の私があるのは、一人一人の党員の助力があったからこそだ。諸君らの想いが私の力に転化し、私は戦う力を手に入れた。可能な限りすべての党員の名前を刻むように努めてきたつもりだ。この場を借りて、各人の名前を思い浮かべながら、党員のすべてに感謝したい。心から感謝申し上げる。ありがとう」

　堂々と話す風格は変わらないものの、感情を保って話していく様子が板に付いてきたように見える。何かと激することが多かった以前と比べれば格段の進歩だろう。やはり日毬は政治家として、一段高いところに脱皮したのだ。

「しかし私は決断した。民政党との対等合併を果たすことをだ。この決断を唐突に感じ、不満に感じる党員がいるかもしれない。それを理解して尚、私がこの決断を選んだことを了諾してもらいたい。政治には、民衆が決してうかがい知ることができない一面があることを知ってもらいたい」

　政治家ならば口にしない話に、日毬は触れようとしているようだった。だが今の日毬ならば安定感があるから、安心して聞いていられる。

「政治とは常に、真の姿が見えない羊よう頭とう狗く肉にくのようなものだ。私は政治結社の党首として多くの交渉を経て、舞台裏に自ら立ち、政治とはこのようなものなのだと学んできた。今ここに至れば、明治維新や日露戦争や大東亜戦争のような国家大事の決断が、どのような人間臭さのなかで行われてきたのかを肌身で感じ取ることができる」

　そこで日毬は瞼まぶたを閉じ、わずかに間を置いた。呼吸を整えて再びゆっくりと目を開き、先を続けてゆく。

「どのような経緯を経て民政党との合併に至ったか、事実をありのままに説明していくわけにはいかない。普通の政治家ならば表と裏の顔を使い分け、平然と都合のいい話をまくしたてるだろうし、メディア諸氏も何事もないような顔で表の説明を民衆に垂れ流すことだろう。私が言えるのはここまでだ。私は本当の経緯を事細かに説明しないし、どのような交渉を経てこの決断にまで辿り着いたのかも説明しない。究極的には、私個人を信じてもらうしかない。親愛なる党員諸君、そして親愛なる日本国民諸君、どうか私を信じてほしい。私は諸君らを愛している」

　祈るような表情で、日毬は真摯に透き通った声で言った。

「私からの話は以上だ。党員に対してはまた別に、会報や専用ウェブサイトにて釈明する機会を作りたいと思う。手前勝手な話ではあるが、党員は引き続き私を支援してほしい。もし私の決断を許さずという党員がいれば、一定期間にまで遡さかのぼって、払い込んでくれた会費を返済することも考えている。だから、冷静に私の決断を考えてみてほしい」

　日毬がスピーチを終えると、静かな拍手が巻き起こった。記者たちにも、日毬の言葉は届いたようだ。神内三郎のスピーチ後と同様の反応である。

　次に、神内の隣に腰かけていた民政党議員がマイクを持ち上げた。合併に関する実務報告をする役目の若い議員だ。

「お二方、ありがとうございました。それぞれの決意が滲にじみ出る素晴らしい演説でした。では次に、これからの流れ、対等合併にあたっての手続き上の話をさせて頂きます」

　会場の興奮はだいぶ収まったようだった。二人の演説に聴き入っていた記者たちは、説明を聞きながらメモを取ったりし始めた。

「まずは合併にあたりまして、新党の党名を国民の皆さまがたから公募させて頂きたいと思います。公募の要件につきましては、民政党と日本大志会の党員諸氏に別個に案内すると共に、メディアの方々の協力を期待して広く国民に呼び掛けていこうと考えております。どうかご協力のほど、よろしくお願いします」

　そこで報告役の議員が身を乗り出す。

「また、最も皆さんが気になっていることかと思いますが……新党の党首については、実はまだ決まっておりません。党首選挙を実施し、広く世の中に誰が新党党首として相応しいのか問いたいと考えています。ただ投票につきましては、スムーズな党運営を行うために、国会議員の投票によって決める予定です。党内から立候補者を募り、活発な討論などを通して選挙活動に取り組みたいと思います」

　当初は両党の党員から投票をする形での党首選挙も検討していた。しかし事務手続きが煩雑になるし、無用な手間もかかってしまう。しかも事前にメディアに票読みされてしまい、開票結果は周知のことになってしまう可能性があった。そこで、確実に投票結果を操作でき、投票先の秘密を保てる国会議員のみに限定した選挙にすることにしたのだった。

　それでも、新党名の応募は一般国民なら誰でもできるので、国民の参加意識はある程度確保できるだろう。

「新党の要綱については、ここに足を運んで頂いた記者の皆さんに配布した資料があります。それはオープンにしていただいて構いません。両党のウェブサイトなどに全文掲載を予定しています。新党名と党首が決まりましたら冊子として国民の皆さまがたに──」

　熱心にメモを取ったり、壇上に注目したりしている記者たちの表情を見て、俺は確かな手応えを感じることができた。記者会見は成功だ。

　この日のテレビ局各社のニュースは、この話題一色に染まった。明日のすべての朝刊も、一面はこの話題で占拠されるに違いない。
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　民政党本部。

　国会議員やその秘書たちが、興味津々で集まっていた。

　全国各地から集まってきた新党名を、党本部の事務員が手分けして入力作業しており、その党名を一つ一つ打ち出したものだった。七万通もの応募があったそうだ。

　一番多かったのが「日本大志会」である。

　およそ九％にあたる六三〇〇通が、この党名で公募に応じてきたようだった。おそらくこの六三〇〇通のなかには日本大志会の党員が多く交じっているに違いない。ちなみに「民政党」は一・四％で、一〇〇〇通にも満たなかったようだ。世間一般の、民政党に対する期待値の低さを何よりも雄弁に表している。

　単なる多数決なら日本大志会で決まりだが、事前に別の決定方式が決まっていた。最初にこのなかから三つを選定する。うち一つは、国民からの応募が一番多かった党名が自動的に選定されるから、「日本大志会」で決まりだ。残り二つのうち、一つを日毬、もう一つを神内が選び出し、三つを提示する。その後は国会議員らの投票で決めるという。

　といっても、国会議員らは全員が民政党議員だから、あまりに日毬に不利な取り決めではあるものの、日本大志会は国会議員が一人もいないのだから仕方がない。国会議員たちとの一体感を演出するには、こういった投票は避けては通れないだろう。今後、一緒に戦っていく仲間である。

　配布された資料を見やり、俺がざっと目を通したなかでは、「新自由党」「立憲民主党」「共生党」「未来の会」「日本連合」などなど、当たり障りなく使えそうな党名は多く見受けられた。やや微妙なところだと「国民党」「平和党」「明日の日本」など、その気になれば使えないこともない党名も見受けられる。他にも、「日本党」「蒼風会」「革命連合」「政志会」「私たちの日本」「大乱会」など彩り豊かなものが羅列されていた。面白いものだ。

　尤も、最近の政党名は目立つことを優先して、変に歪んだ名前を持つ新党が多く出てきているから、よほど受けを狙いにいかない限り大抵のものは許容されるだろう。

「颯斗はどれがいいと思った？」

　真剣な眼差しで一覧を見やっていた日毬が、視線を上げて訊いてきた。決定権のある日毬と神内が並んで机に座り、その日毬の隣には俺が腰かけていた。

「俺ならこれで決めるだろうな」

　指差したのは『日本民政党』。日本大志会と民政党をそのまま合体させた、実に当たり障りないものである。ネーミングセンスが自分にはないことを自認しているから、この手の安全牌ぱいに逃げただけである。

「それはダメだ。ありきたりすぎるぞ。颯斗、もっと真剣に考えてほしい」

　日毬は眉をひそめた。

「俺の意見は参考にしないでくれ。日毬の想いに純粋に向き合うべきだ」

　そう俺が促すと、再び日毬は熱心な眼差しで一覧を眺めはじめた。こればかりは俺の意見は少しも参考にならないと踏んだのだろう。

　やがて日毬は、感嘆したように声を上げる。

「……素晴らしい。私の想いに合致する、素晴らしい政党名が存在したぞ」

「そいつはよかったじゃないか。どれにしたんだ？」

「これだ」

　日毬が指差したのは──『皇国の証あかし』。

　俺は頭を抱えざるを得なかった。だがしかし、日毬は真摯な表情だった。

「まるで党名っぽさがないな……。民族系映画のタイトルって感じだ……」

　俺が呆れている様子を見て、神内がこちらに興味を持ったようだった。

　神内が覗き込んでくる。

「ほう。神楽さんはどんな党名にしたんだ？」

　俺が『皇国の証』を指差してやると、神内は奇妙な顔をする。

「誤解が大きくなる。それは勧められないな……。といっても、神楽さんが一つ選べる権利を俺が踏みにじるつもりはない。最終的には議員投票で決まることだ」

「私はこれしかないと考えている。美しく素晴らしい党名だ。それより、貴公はどれを選んだのだ？」

「俺はいくつか悩んでいるところだが……ギリギリ党名らしい品位を保ちつつ、目立つことを優先するのが正解だ。残念ながらな。テレビで繰り返されるんだから仕方ない」

「早く選んでくれ。私のなかでは決定しているのだからな」

「内々では神楽さんが新党の党首になることは決定事項なのだし……ここは神楽さんのイメージに合致しつつも……それでいて一般に通じるようなものだといい。ならば、俺はこれだろうか」

　神内が指し示したのは、『大和やまと同どう盟めい』という名前だった。

　なんとも首をひねる党名ではあったが、確かに日毬にあやかった党名であるような気はした。それでいてこの党名なら、日毬が選んだものに比べれば、右翼色は大して強くない。いや、右翼系と言われる可能性がゼロではないけれども、かといって中道保守あたりがこの党名を掲げていても、「おかしいだろ」と言われるほどでもない。

「神楽さんはどう思う？　党首がしっくりくるかどうかが重要だ。せっかく党名を選んでも、神楽さんが不満を感じるものならば、表情や言葉尻に出てしまうのは避けられないだろうからな」

「案外、貴公には見る目があるようだな。もっと変な名前を選ぶのではないかと懸念を持っていたが、それならアリだろう。私が選んだ素晴らしき『皇国の証』と比べれば、やはり今一歩であると言わざるを得ないところだがな」

　日毬としては許容の範囲内のようだった。

「神楽さんに拒否反応がないのならそれでいい。ならば決まりだ。三つ出揃ったな。さっそく投票といこうじゃないか」

　これで投票候補となったのは、次の三つである。




『日本大志会』

『皇国の証』

『大和同盟』




　投票を待っていた議員たちは、選択肢が提示されると狐につままれたような顔をしていた。苦笑している議員もいたし、首を振っている議員もいる。

　なんとも分かりやすい結論が出そうな選択肢だった。

　民政党員だった国会議員たちが、『日本大志会』に投票する可能性は低いだろう。あるいは消去法で考えて、この三つなら『日本大志会』がマシだと考える議員がいるかもしれないけれども、少数派のはずだ。ましてや日毬が主張した『皇国の証』はあまりに色が強すぎる。どちらかと言えば左派寄りの議員が多いなか、この名前が選択される可能性はゼロだ。結果的に、神内の選んだ『大和同盟』に決まるだろう。別に議員たちが神内に気を遣うわけでもなく、神内が裏で「自分の案に投票するように」と手を回しているわけでもない。投票前から結果は見えていた。

　やはり投票の結果は歴然としたものだった。




『日本大志会』……六票

『皇国の証』……一票

『大和同盟』……九七票




　開票結果はすぐさまニュース報道に乗り、新党『大和同盟』の名称は、日本全国にたちまち知れ渡ることになった。
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　日本大志会の党員たちを集めた決起集会が行われていた。民政党との合併に関する報告会のようなものだ。日本大志会単独では、最後の決起集会になる。

　マイクを持った男性党員の一人が熱く語っている。

「ニュースを聞いて、正直ものすごく失望しました！　民政党なんて戦後最悪の政党ですよ！　噓で塗り固めてる分だけ旧社会党の連中よりもけしからんですよ！　どうしてあんな劣悪集団と総帥が一緒になるんですか⁉　泣きました！　ガチ泣きしました！　信じてたのに！」

　この党員は吼ほえながら本当に泣いていた。世間一般から見れば、ちょっとおかしい部類の人に映るだろう。しかし彼は真剣なのだ。

　マイクを手にステージ上から応じる日毬も、目を真っ赤にしている。

「誠にすまない……。私の力が足りないばかりに……。先日の記者会見でも説明したが……どうしても表に出せないこともある。こればかりは、私個人を信じてもらうしかないんだ……。どうか私の苦しい気持ちをわかってほしい……」

　会場は異様な雰囲気に包まれていた。集まっている面々は、かなり日毬に心酔しているメンバーだ。

「そればっかりじゃないですかー！　ぼくなんて民族革命で決起するスタンバイできてたんですよ！　いつでもオッケーっすよ！　先陣切って議事堂に突入しますよ！　手榴弾握りしめて戦車や装甲車にアタックして自爆して果てますよ！　総帥と日本のために特攻しますよ！　今からでもあの卑劣な集団と手を切って下さいよ！」

　ついには日毬まで泣き出した。そしてガタガタと音を立てて立ち上がり、ステージの上、地べたに這いつくばって額を床に押し付ける。

「この通りだ。期待を裏切ったように見えてしまうこと、よくわかる。諸君らの憤ふん激げきはこの身に理解している。しかし聞き届けてくれ……。ただ一つ確約できることは、私は自分の政治目標を曲げたわけではないということだ。貴公の決意はこの私の魂に宿っている。命に代えても、日本大志会で誓った公約の数々は実現させてみせる」

　涙を流しながら土下座して謝罪を試みるアイドルなんてあってはならず、芸能プロの役員としては本当なら止めなくてはならない。しかし、日毬も党員らも真摯に向き合っているなか、精神面や思想面で部外者である俺が、ずけずけ押し入っていくのは失礼極まる。

　止めに入るべきか逡巡はしたものの……やはりここはグッと堪えて見守るしか術がない。もともと日毬はこういう人物だと理解して芸能デビューさせたのだし、だからこそヒットしたのだ。今は芸能プロとしての立場を忘れなくてはならなかった。

「ちくしょー！　土下座なんかで許されると思っているのかー！　それでも……それでも俺は日毬総帥について行くしかないんだー！」

　マイクで叫んだ党員は、今度は男泣きに泣き出した。

　終いには、熱気に当てられた周囲の党員たちまで声を上げて泣き始めた。抗議の場とも違うし、通夜や葬式のような場とも違う……なんとも言えない尋常ならざる空間だった。

　この場に招待していた記者の数人が、俺と一緒にこの様子を啞然として眺めていた。インナーサークルで常々情報交換している記者たちには、集会への参加を許可していたのだ。こうした内部に優先的に入れるのは、彼らだけの特権である。

　記者たちはそれぞれ口にする。

「すさまじいですね……。見ているこちらまで足が震えてくるようです……」

「下手な宗教なんて相手にならない傾倒ぶりです。しかもまさか、神楽さんの土下座が見られるとは……」

「ひまりんの側に、ボディーガードを付けておいた方がいいんじゃないですか？　下手したら刺されそうな雰囲気ですよ……」

　記者の一人の忠告に、俺が応じる。

「その点は大丈夫です。ほら、あそこに控えている佐々倉さんは紹介しましたよね。あの人はいっぱしの武道家です。素人が襲いかかってきたところで、取り押さえるのはわけないでしょう。もちろん神楽自身にも武道の心得がありますので、普通の政党の党首より、突発的な事態にもよほど柔軟に対応できると思いますよ」

　見れば、なぜか壮司まで大粒の涙を流し、慟どう哭こくしていた。というか、党員全員が激情にかられているようだった。決意を漲らせているのか、日本大志会の最期のときに立ち会って悲しんでいるのか、それとも民政党との合併に絶望しているのか……言語に絶する空気に包まれていた。

　向こう側の日本大志会の大勢の党員たちと、少数のこちら側の俺や記者たちとの間には、越えられない断崖絶壁が立ちはだかっていた。

　党員たちがマイクで叫ぶ姿を横目に、俺は記者たちに礼を言う。

「各種のニュース報道や新聞紙面での皆さんの報道は、非常に好意的で助かっています。これからも逐一優先して情報を流して参りますので、よろしくお願いできればと」

　この記者たちが関わる報道は、俺たちにとってみれば実に素晴らしいものばかりだった。しかも俺たちしか知りえない情報の一部を秘密裏に伝えているから、質の高いニュースばかりであり、世間からの評価も高い報道になっていた。応援団のような存在がマスコミの内部にいてくれることは、本当にありがたいことだ。

　新聞記者の一人が口にする。

「実はですね、日本大志会と民政党との合併絡みでは、社内でいろいろすったもんだがあるんですよ。ぼくが書いた記事に、上からいろいろ文句を付けられまして。上が勝手に表現を変えようとしたり、どうも好意的に扱いたくないような雰囲気があるんですよね。今回は無理やり押し通して掲載したんですが、今後どこまで歓迎する記事を書けるのかわからない状況のような気がします。なんともハッキリしないので、断言ができず申し訳ないんですが」

「おまえんとこも？　うちのニュース番組でひまりんの合併を取り上げたときに、役員から文句が付いたんだよ。番組の取り上げ方にまで細かく口出ししてくるなんて、なんかおかしい感じなんだよな。ストレスが溜まってしょうがない」

　局の記者は不満げに打ち明けた。

「言われてみれば……メディアの上層部のお歴々は、神楽が政権に手を掛けることに抵抗したい気持ちが強いでしょうね。神楽はメディアの改革を普段から口喧しく主張してますから、嫌われて当然です。今は好意的な記事が五割、批判的な記事が五割といった按配になっているのは、ここにいる皆さま方が奮闘してくれているおかげだと思います」

　心から俺は礼を伝えた。

　サラリーマンである彼らが、上層部の意向に添わない報道姿勢を取ることは大変なはずだ。とりわけテレビ局や新聞社の上層部というのは、若い頃のように現場に出ることもなく、極端に狭い世界のなかで、取引業者や広告代理店や芸能プロの面々から祭り上げられて暮らしている。尊敬されていると勘違いした人間が多く、自分は賢いと思い込んでしまう。そういった上層部と、現場を地道に走り回る記者たちとの軋あつ轢れきは、常々大きなものになりがちだ。椅子にふんぞり返る上層部の意向と、現場を直接見聞きしている記者たちの考えが、同じものになるはずがない。

　別の記者も口にする。

「私のところは、上司から『この件はあまりやるな』と言われました。今のところ否定されたわけではないんですが、上司は好意を持っていないようですね」

「どこも一緒なんですね。まぁ日本のメディアは足並みが揃いがちですけど、こうまで各社で似たような反応をされると苦笑してしまいますね」

　率直な気持ちを俺は伝えた。ここにいる面々は味方であり、気を遣う必要はないのだ。

　記者たちはうなずく。

「まったくです。よくないですよね、こういう傾向。ぼくらも分かってはいるんですが……」

　今後もインナーサークル内の記者たちとの情報交換を継続しつつ、これから始まる党首選挙や、新党・大和同盟の動向などをお互い前向きに盛り上げていくよう約束したのだった。

　それにしても……冷静に会話する俺たちと、涙と悲ひ慟どうに満ちた日本大志会の最期の会合は対照的で、なんだか奇妙な会場であった。
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　日本大志会と民政党の合併、そして新党・大和同盟の誕生というサプライズは、メディアでの主要なニュースとして扱われていた。しかし、どうにも雲行きが怪しくなり始めていた。

　最初のころの五分五分だった賛否のバランスは、話題が盛り上がるためには絶妙な按配だった。しかし、疑問を投げかける報道や、あからさまなバッシングの記事が急増していたのだ。今では少数の好意的な報道を除き、その多くがバッシングに転じてしまっていた。せいぜい良くて中立的な報道だが、必ず最後のコメントで疑問を投げかけるなど、一筋縄ではいかない空気感が醸成されつつあった。

　ネットにおいては民政党は蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われていたので、合併する日本大志会までセットでバッシングの対象になる可能性は当初から予想していたことだ。しかし雑誌や新聞、テレビまでが足並みを揃えて攻撃してくるとなると影響は甚大だった。

　おかしい。

　蒼通の連中は何をやっているのか。蒼通が関わっておいて、主流メディアでバッシングまみれになるはずがないのだ。

　たしかにメディア各社の上層部にとっては、政治家として日毬が台頭するのは何が何でも叩きつぶしておきたいはずだ。タレントとしてなら面白味があり視聴率も持っている日毬だが、常日頃から報道機関の改革や整理統合に触れている人間が政治家として頭角を現すと、自分たちの社会的地位や高額給与に甚大な影響が及ぶ。だからメディア企業上層部が、意図して日毬を封じ込めようとするのはわからないでもない。それでも、その連中を煙に巻くのが蒼通の仕事のはずなのだ。少なくとも俺や由佳里が担当していたら、こんな状況を許すはずはなかった。うちにやってきた担当らが、そんな無能集団だったとも思えない。

　今後のＣＭやポスターの作成のために、担当になった蒼通のメンバーたちに、俺は何度かメールを送っていた。もうすぐ党首選挙があり、そのための広告作成業務に取りかからねば間に合わなくなる。しかし一向に返信がなく、俺は彼らの部署にまで電話で連絡を入れていた。何度も、折り返し連絡を入れてくるよう伝えてもいた。それでも、掛かってこない。

　仕方なく俺は、電話口に出た女性社員から、神楽日毬プロジェクトチームのリーダー格だった近藤の携帯番号を聞き出した。そして彼に直接連絡を入れてみたのだった。

　ひまりプロダクションの電話番号は近藤も知っているはずだ。だからこの番号から掛けると、もしかしたら無視するかもしれないと案じていたところ……三コールほどで近藤は電話に応じたのだった。

「もしもし。近藤さんですか？　急なお電話すみません。織葉です」

「……織葉常務……。何度もご連絡を頂いていたようで、誠に申し訳ありません……。いろいろありまして、ご連絡できず仕舞いでした……。状況が確定しましたら、ご報告申し上げるつもりだったのですが……」

　近藤の戸惑った対応で、何かよからぬことが進行しているのだと俺は察した。

「そろそろ大和同盟党首の立候補の締め切り日が迫りましたので、党首選挙の準備に入らなくてはなりません。かなり大量の広告を発注する予定ですので、打ち合わせを急げればと思っているのですが」

「実はですね……大変申し上げづらいのですが……蒼通としては、神楽日毬プロジェクトに関わらないことになりました。私も戸惑っており、個人的にもひまりんを応援していましたので忸怩たる思いなのですが……会社の方針に従わないわけにもいかず……」

　現場が混乱しているのだろうとは思っていたが、仕事を降りるとは、さすがに予想していない事態だった。少なくともうちは、金払いが極めてよい優良クライアントであるという自負がある。そんな金満クライアントの仕事を、普通の企業なら降りるはずがない。

　しかし激してもプラスになることはないので、努めて冷静に俺は確認する。

「近藤さん、わかっていることを教えてください。どうして蒼通はこの仕事にタッチしないことにしたんでしょうか？　当事者のぼくが言うのも何ですが、今どき、うちほど金払いのいい客はいませんよ」

「それがわからないんですよ……。会社としては、日本大志会や民政党の仕事は受けないそうです」

「本当に何も近藤さんは知らない？」

　俺は念押しした。

　近藤は幾らか声をひそめる。

「……個人的な憶測も入ってますので、話半分で聞いてください。どうも別の部署の方に、大和同盟に対するネガティブキャンペーンの依頼が来ているように見受けられるんですよね。なぜそう思ったのかと言えば、メディアが大和同盟のバッシングに転じ始めたじゃないですか。うちが深く関係してる番組が多いんですよ」

「もしかして自友党が手を回して仕掛けてきたんですか？　うーん、でも自友党がそこまで思い切ったことをするかなぁ？　……いや、仮に近藤さんの見立てが正しいとしても、蒼通がライバル同士の両者から仕事を受けるなんて日常茶飯事じゃないですか。巨大なマッチポンプ企業が急に綺麗事を持ち出して、片方の仕事をしないなんて言うわけがないですよ。扱う部署を分けたり、一方は子会社に回すなんかして、当然のように両手持ちで仕事をするじゃないですか」

「それはもう織葉常務の仰る通りなんですけどね……。だからぼくもわからないことなんですよ……。ぼくだって大和同盟の仕事をしたかったんです。そのつもりで、企画提案書もチームのメンバーが集まって徹夜続きで作成していたんです。困ってるんです」

　もうこの時点で、近藤を責めても無駄であることがわかった。近藤の口調からは、噓を交えている響きは感じられない。

「可能であれば、御社のチームが準備していた企画提案書だけでも頂けませんか？　正当な報酬はお支払いします。会社として無理なら、近藤さんが個人的にでも……」

「……申し訳ありません。ご協力したい気持ちは山々なのですが……」

「わかりました。突然のことなんで混乱していますが、こちらでも探ってみます。またお話をお伺いするかもしれないので、そのときはよろしくお願いします」

　党首選挙が迫っている。蒼通に丸投げするつもりだったから、俺の方は余裕をかましすぎていた。

　突貫工事だが、なんとか俺の方で準備をしなくてはならない。由佳里の力も借りたいところだが、そこまですれば今度はプロダクションの通常業務に多大な悪影響が出てしまう。あまりに膨大な業務があるが、俺一人で間に合わせるしかないだろう。
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　昼夜問わず俺は一人で作業を続け、四苦八苦しながら党首選挙の舞台を整えた。スケジュールに間に合わせなくてはならない。

　メディア各社には、新政党・大和同盟の党首選挙の立候補者の発表をするからと事前に伝えてあったので、すべての報道機関が勢揃いしてくれた。

　しかし全体として、どことなく冷めてしまっているように見受けられるのは気のせいか。熱気が感じられないのだ。とくに、集団でやってくるテレビ局から熱意が伝わってこない。雑誌社や出版社、ネット系報道機関は興味津々なようだったが、大手メディアがつまらなそうにしていると、やはり場の盛り上がりに欠ける。

　蒼通が手早く手を引いてしまったことから察するに、局や新聞社には、ややもすれば報道内容について何らかの圧力があるのではないかと思われた。

　しかし、だからといって手をこまねいているわけにはいかない。スケジュール通りに計画は進行中なのだ。

　記者たちを前にして、いよいよ党首選挙の立候補者の発表だ。

「集まってくれてあんがとさん。本日の司会進行を仰せつかった槙まき野の栞や。日本の未来を決することになる大舞台やから、今日は真面目にやらんとね」

　ビッグイベントの司会と言えば栞である。今では、テレビ特番やイベントの司会を務められる若い女性タレントと言えば、栞しかいないというくらいのポジションになっていた。まだ一〇代なのに知識人たちとさえ対等に渡り合える栞は、芸能界では稀に見る逸材だった。アイドル募集の看板を立てたところで栞がやってくるわけがないし、探し求めたって見つかるような人材ではない。

　だから栞は共産党員であっても、この司会を栞が行うことにさほど違和感はなかった。

「メインイベントは、新政党・大和同盟党首への立候補者の発表と、その演説や。せやけどその前に、なんで司会が共産党員のうちやねんと思うやろ？　ツッコミどころ満載や。まーまー、堅いこと言わんといてや。ホントのことを打ち明けるとな、うちはコミンテルンが送り込んだスパイやねん。今後伸びそうな政党にはいち早く入り込み、内部から操作するっちゅー離れ業や。そら、大和同盟にはもぐり込んでおかなならんやろ」

　お堅い記者会見を想像していた記者たちは、意表をつかれたような表情だった。詰まらなそうにしていた大手メディアの面々も、壇上の栞には注目しているようだった。

「そしてうちは、党首選挙で勝った党首とラブロマンスを展開し、実質的な大和同盟の支配者に収まるっちゅー作戦や。色仕掛けちゅーたらうちってグローバルに定評があるからな。核ボタンも、大増税も、マネタイゼーションも、ぜーんぶうちが裏でコントロールする日本のフィクサーになることは決定事項やねん。ここだけの話やけど、将来うちは、国際社会を騒然とさせた華麗なる美少女スパイとして映画化される予定になっとってな──」

　会場の記者たちから笑いが起こった。

　栞は台本もないのに、よくもまぁ即興でペラペラと一人漫才風の話を続けられるものだ。大した才能である。

　ステージ脇には、俺と日毬、そして神内が控えていた。俺は急遽、蒼通に代わってこの舞台調整を取り仕切っていたし、日毬と神内は立候補者として紹介され、記者たちの前で所信表明することにもなっている。

「槙野栞か……面白いな。槙野光こう造ぞうの娘だというんだろう？　この業界にいれば誰だって理解しているが、槙野光造は冤えん罪ざいだぞ。社会共産党内の内ゲバだ。織葉さん、あの子をなぜ政治家にしないんだ？」

　神内なら、力業で栞まで政治家にさせてしまうのかもしれない。政権に手を掛けるためなら何でもする政治家だ。

「なぜと言われましても。年齢面でもまだまだですし、政治への興味は日毬ほど高くなさそうです。槙野は政治の現場に立つよりも、批評する側や、ジャーナリズムの側が向いているように思いますね」

「栞は極左的な思想を捨て去らなくてはダメだ。このまま栞が政治家にでもなったら、日本が不幸になるのではないか。栞にはもっと正しい勉強を積んでもらわないと困る」

　強い調子で日毬は断言した。

　壇上からは栞の声が響いている。

「──ちゅーわけで、大和同盟の党首選挙では、二人の立候補者が決まったんや。すでに一部ではフライング報道もされとるようやね。せやから誰が立候補してるかもう分かっとるとは思うけど、ま、これも公式な手続きやからな。一人は民政党代表代行だった神内三郎、そしてもう一人は日本大志会総帥だった神楽日毬や。党首選挙に当たり、一人ずつ所信表明してもらうで。まずは神内三郎からや。さ、頼むわ」

　栞はこちらを見やり、手をかざしてきた。

　神内がうなずき、ステージに進み出る。会場には穏やかな拍手が響き渡った。

　ステージ中央に進み出た神内は、演台に両手をつき、深く頭を下げた。そして演説をはじめてゆく。

「大和同盟、神内三郎です。この度の党首選挙においては──」

　神内のスピーチを聴きながら、日毬は気難しそうに口にする。

「会場の雰囲気が違うな。合併を発表したときと同じ記者たちが集まっているはずなのに、別の場所に来たかのようだ」

　普通の人が見れば、違いなどわからないだろう。栞の司会の妙のおかげで会場の面々は穏やかな表情をしているし、笑いや拍手のタイミングも普通と変わらない。それでも、数限りなくテレビカメラの前に立って仕事をしてきた日毬なら、肌身で感じることができる違いなのだ。

「日毬もそう感じるか」

「私もメディアでこのような仕事を多くこなすようになって、場の方向性というのが何となく理解できるようになってきた。どうも、ささくれているような感じがする」

「日毬や神内先生には伝えたけど、蒼通がこの仕事を降りてしまったってことは……見えないところで何かが動いているんだろうとは思う。自友党が圧力をかけたのなら、あんまり強硬なことまではしてこないはずだし、そこまで心配には及ばないかもしれないが……」

「ＤＩＡが手を回していたりしないのか？　残念ながらクルス大佐とは縁が切れてしまっている。大和同盟が彼らの希望に添わない政党だと判断すれば、攻撃を仕掛けてくるのは情報機関として当然の姿勢だろう」

「だけど、こちら側にはＣＩＡがいる。仮にそうだとしても、多少は抑えになってくれるんじゃないかと期待はしているが……」

「むう……ヤクザ同士の喧嘩と変わらないな。もっとも、ヤクザよりずっと陰湿には違いないが……」

　そう言って、ふう、と日毬は大きく息を吐き出したのだった。

　これから二週間にわたり、党首選挙期間として、日毬と神内のさまざまな論戦イベントが予定されていた。テレビ討論番組や新聞紙面において、二人の対戦が頻繁に行われることになる。『ひまりんプロジェクト』にも特別ゲストとして神内を招き、論争をする予定になっていた。

　また、旧民政党の国会議員らには根回しを終え、投票の配分は内々で決定している。接戦だったと思わせるように、日毬が六〇％、神内が四〇％の票を獲得予定だ。

　ここまで計画は上手く進んでいた。ただ一つ、マスメディアのバッシングが激しくなってゆく状況を除外して。
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　党首選挙準備の突貫工事で、すぐに部長から話を聞くヒマもなかった。しかし、ひとまず党首選挙の発表会が終わったことで若干の余裕ができ、俺はすぐさま部長の元に駆けつけた。

　テーブルを挟み、俺を前にした部長は単刀直入に切り出してくる。

「神楽日毬プロジェクトチームは解散だ。君には悪いが、今後うちが関わることはないと思う」

「部長は話を受けたじゃないですか。それを翻すなんて非道いですよ」

　テーブルを叩いて俺は詰った。あくまで昔の上司であって、今は取引先でしかない。

「俺に義理人情は通用せんぞ。知っているだろう。無駄なことはやめるんだ」

　動じる様子がない部長に、即座に俺は攻勢を諦め、可能な限りの情報収集を試みる。

「……ええ、わかってますよ。だったら代わりに教えてください。新生・大和同盟に敵はいるんですか？」

「わからん」

　部長は肩をすくめた。

「はぐらかさないでくださいよ。我々を攻撃する意図を持った誰かが、蒼通を雇ったという構図ですか？」

「だから本当にわからんよ。別の部署でイーグルインシュアランスの大口案件を扱ってるんだが、そのイーグルが大和同盟を排除することを希望しているらしいんだ。敵と言えば敵かもしれんが、単に利権を追求しているだけじゃないのか？　イーグルは既存の仕事とは別に、新たに六〇〇億円の広告契約を結んだそうだぞ。年一二〇億円で、五年間、テレビＣＭを出稿する予定らしい。去年のうちの経常利益分に相当する金だから、うちとしてはありがたい限りだ」

「イーグルと言えば、日本の癌保険の大半を押さえているアメリカの保険大手ですよね？　なぜ彼らが大和同盟を攻撃しなくちゃならないんです？」

「俺だって詳しく知らんがな、日米間のいろんな利権があるんだろう。日本の保険市場は巨大なマーケットだが、その癌保険部門を日本の金融機関にはあまりタッチさせず、アメリカに貢ぎ物として差し出していることは一部に知られているな。自友党政権下での、アメリカとの何らかの密約があるはずだ。大和同盟が政権についたら、その利権が危うくなると判断したんじゃないか？」

　イーグルインシュアランスは最近、郵便局の窓口でも保険商品の販売を始めていた。日本郵政と提携して独自商品を開発したという触れ込みだ。日本の保険会社を差し置いて、なぜアメリカの会社が郵便局窓口での利権をもぎ取れるのか。

　どう考えても、日本がアメリカに差し出した巨大な利権だ。もちろん日本側も、差し出した分だけ何らかの見返りがあると踏んだのかもしれない。軍事面なのか、それとも政治面なのか……。

　いやしかし、いくら何千億円が動く巨大な利権とはいっても、金融部門の一つの話でしかない。自友党に比べれば大和同盟は遥かに弱体であり、ましてや現時点では政権与党に手をかけているわけでもない政党を、わざわざ保険会社が攻撃してくるのだろうか。

　たしかに理由はあるし、金銭的に見合う可能性もあるだろう。しかし、本当にそれだけで保険会社が関係国の政治紛争に関わるようなことは……いやいや、それは日本人の発想だ。アメリカの巨大グローバル企業なら、海外の進出先で利益追求のために紛争を起こす。資源関連企業が進出国のクーデター勢力を支援したり、軍需関連企業が暴動を引き起こしたりするのはありがちな話だ。もっともそういうケースは、新興国や後進国に対するものに留まっており、日本のような成熟した民主主義国家に対して巨大企業が謀略を仕掛けるなど聞いたことはないのだが……。

「部長の指摘はわかりますが、一企業が仕掛けてくるというのは飛躍があります。大和同盟だって、自友党の政策を引き継ぐかもしれないじゃないですか。いくらなんでもイーグルインシュアランスが大和同盟をこんなに急いで抑え込んでくるとも思えない。後ろに情報機関がいますね。おそらくＤＩＡだ」

「ＤＩＡ？　なんでＤＩＡなんだ？　こういうのはＣＩＡじゃないのか？　そういや、うちの二つ前の社長は、中国共産党のスパイじゃないかって噂されたことがあったな」

　部長の疑問を俺は受け流す。

「まぁＤＩＡやＣＩＡの話はいいんです。まさか蒼通が敵になるとは思いも寄らない事態でした……」

「あんまり詮索すると死ぬことになるかもしれんぞ。生き急ぎがちな織葉くんへの俺からのアドバイスだ。自分の見えないところで紛争が巻き起こっていたら、バカに徹して、見ないフリをしておくのが一番いいんだ。そうやっておいて、自分に有利な方をじっくり見極めてから動くようにした方がいい」

「残念ながら、見ないフリをできる立場にはないんですよ。こちらも引くに引けないんです。そう簡単に、蒼通ごときに負けはしませんよ」

　苦渋の気持ちを堪えつつ、俺は捨てゼリフを吐いて席を立った。部長から得られる情報はあまりないと判断したためだ。部長も、俺を引き留めることはしなかった。

　予想外の状況だったものの、わずかでも敵味方の構図が見えてきたことは収穫だった。

　蒼通は敵だ──これは重要な認識である。日本のマスメディア界、広告界において最大の巨像がどういう立場なのか知らないままだったら、気付いたときには致命的なダメージを負っていたかもしれない。

　ここから盛り返すために、どのような手が打てるだろうか。
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　バッシングは激しさを増していた。

　多くのメディアが些細な粗を探しては、まるでそれが大ごとであるかのように叩いてきた。とくに日毬が民政党とくっついたことで、言行不一致を責め立てるメディアが多かった。内部にいれば理解できる流れも、外の人間たちから見れば言行不一致に見えてしまうのだろう。




「党首選挙で神楽日毬が選ばれたら、大和同盟はあっという間に消えてなくなることになるだろう。公然と右派を名乗る神楽日毬と、左派を多く含む民政党とでは同じ船に乗れるわけがない」




「神楽日毬は右翼だと叫びながら、裏では中国と手を結ぶために動いている噓つきである。実は神楽日毬の位置付けは簡単に説明できる。近ごろ勢いづく国内ナショナリズムを神楽日毬が取り込み、本当の目的──アジア諸国の目的のために動いている工作員である可能性を疑うべきだ」




「神内三郎が、神楽日毬を騙した可能性がある。野心満々の神楽日毬に向けて『簡単に国会議員並の立場になれる方法があるぞ』とそそのかし、日本大志会に集まる支持を取り込もうとしたのだ。ある意味、神楽日毬は、神内三郎の犠牲者の一人なのだろう」




「神楽日毬は病気ではないのか？　日米同盟強化を主張しながら、親中国的な民政党と合併？　詐欺師を通り越して、もはや犯罪的ですらある。決して神楽日毬を信じてはいけない」




　日毬は何度かバッシングに遭うことで知名度が増し、その攻撃の波を切り抜けてきている。芸能人や政治家などテレビカメラの前に立つ仕事をやっていれば、売れれば売れるほど、こういうタイミングは必ず数度あるのだ。

　しかし今回の猛烈なバッシングで最もダメージを受けたのは、日毬本人ではなかった。

　ここに来て初めて、日本大志会の会員数が激減し始めたのである。もともと日本大志会の会員数は増加と減少を繰り返し、七万人に迫るまで膨らんできた。一定数の脱会者は出るものの、常にそれ以上の加盟者がいて、全体としては増加傾向を続けてきたのである。だがこのバッシングの波で直撃を喰らったのはその会員たちだった。

　民政党との合併の直後には四〇〇〇人ほどに脱会者数が増えたものの、その後は増えもせず減りもせずと安定した状態を保っていた。しかしこのバッシングが始まって以来、毎日数百人の脱会者を記録するようになった。一日一〇〇〇人も脱会者が出るときもある。脱会者に対しては、日毬の強い希望によって、払い込んでくれた会費の五〇％を返還することにしたから、それも脱会者が急増する要因の一つになってしまったかもしれない。

　毎日報告される脱会者の数を見て、日毬は言葉にこそ出さなかったが、かなりのショックを受けていたようだった。今まで日毬の気持ちを支えてくれた母体だっただけに、やはり堪えるのだろう。

　日毬はうつむきがちで、打ちひしがれるような表情をすることが多くなっていった。
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　珍しくローガンがひまりプロダクションにやってきた。

　俺と壮司が二人でローガンを迎え入れた。日毬は局で番組の収録中だ。クロエは常駐しているわけではなく何かあるときに来るだけで、普段は大学に出勤している。リリィは学校だ。

「防戦一方ですまない。我々も手を回しているのだが、なかなかに苦戦している」

　勧めた椅子にローガンは座りながら、申し訳なさそうな表情で続ける。

「いくつかのロビイスト団体がイーグルインシュアランスを通して資金を回し、大和同盟を追い落とそうとしているようだ」

「聞きましたよ。残念ながら蒼通は、向こうの意向に添って動くようですね。ぼくも仕事を依頼しようとしていたのですが、体よく断られてしまいました」

　俺の方も状況を説明した。

「まだ大和同盟が政権に手をかけたわけでもないのに、ここまですることは普通ない。ＤＩＡは、大和同盟を放置すれば確実に政権に手を掛けると判断したのだろう。我々ＣＩＡもそう判断していたのだから、ある意味で妥当な攻撃だよ」

「やはり背後にはＤＩＡがいるということですね？」

「もちろんそうなんだが、ＤＩＡはあくまで実行部隊にすぎないよ。それはＣＩＡとておんなじだ。上の意向には逆らえない」

「上の意向に従わなければならない立場のＣＩＡが、こちらに味方をしてくれてもいいんですか？」

「命令が来ていないのだから、ＣＩＡは独自の判断で動いているにすぎないよ。ならば今はただ、ＣＩＡが信じるアメリカの国益のために動くだけだ」

　強い調子でローガンは言った。

　隣に座っている壮司が、俺を見やって口にする。

「常務。ローガンは何かカッコいいことを言っていますが、基本的にＣＩＡは、敵味方双方に都合よくコンタクトしていると思った方がよろしいです。仮にＣＩＡがこちらを敵だと判断していても、味方のような顔で近づいてくることをお忘れなく」

　ローガンがテーブルを叩く。

「バカなことを言わないでくれ。このぼくが直接接触しているんだぞ？　恨まれるようなことをするつもりなら、最初から別の要員に仕事を振ってるよ」

「それなら、この低落は何なんです？　どのテレビや新聞を見ても、大和同盟に疑問を呈したり、バッシングしているものばかりじゃないですか！　ＣＩＡは遊んでいるんですか⁉」

　壮司の声には怒りが滲んでいた。普段は落ち着き払った壮司が、こうまで気性を荒らげる姿は珍しい。

　ローガンは額に手をやる。

「それについては済まないと思っているよ……。だが東アジア支局の予算も限られている……。切実な問題なんだ……」

「……」

　壮司はため息をついて首を振った。

　さすがはお役所情報機関、一〇〇戦六〇敗のＣＩＡは伊達じゃない。ＣＩＡは普段、独擅場で弱い者イジメしているから強く見えるだけなのだろうか。

　ＣＩＡの華々しい戦果は時おり漏れ伝わってくる。最近では、イランで本物に近い偽札を大量にばらまいてインフレを巻き起こし、国家経済を崩壊させるという荒業を成し遂げたようだ。しかしこの工作だって、目の前に大した敵がいたわけではない。日本での数々の工作活動も、警視庁公安部や公安調査庁には対抗するだけの力が乏しいからこそ、縦横無尽に動き回れたという事情があったのだろう。

　だがＣＩＡの前にさらに強い敵が現れたら、意外とこんなものなのかもしれない。ましてやホワイトハウスや、アメリカ政界に巨大な影響力を持つ財界を敵に回して、公務員が都合よく立ち回れるはずもない。

　俺が訊く。

「しかし、ＤＩＡにはそんなに予算が潤沢にあるんでしょうか？　最近のアメリカは軍事予算を猛烈に減らしていて、新しい兵器の購入もままならない状況だと聞いていますが……」

「先ほども言ったように、我々ＣＩＡやＤＩＡはしょせん実行部隊だよ。大局を判断するのはホワイトハウスだし、そのホワイトハウスに強い影響力を持つ団体も幾つかある。グローバル企業から潤沢な資金を得ることが出来る団体だ。そういう連中には独自の理念があって、そのためになら必要なだけの資金を投じる力がある」

「たとえばＣＦＲとかですか」

　略称ＣＦＲ、正式名称は外交問題評議会。一九二一年に設立された非常に有名な超党派組織だ。世界情勢や国際外交を分析・研究するシンクタンクであり、グローバル企業が会員に名を連ね、驚異的な資金力を持っている。アメリカ二大政党の双方に多額の資金を注入しており、ホワイトハウスに最も影響力のあるロビイスト団体の大御所だ。

　ローガンが俺を指差してくる。

「そうだ、その手の団体だよ。とりわけＣＦＲには我々も表立って逆らうことができない。言ってみれば、彼らは上司の上司みたいな立場だからな。大和同盟を潰すために、彼らからも相応の資金が出ているはずだ」

「しかしなぜアメリカのロビイスト団体が、わざわざ大和同盟を追い落とそうとまでしてくるんです？」

　俺の疑問に、壮司が応じる。

「私はグローバルエリート階層が二つに分裂していると睨んでおりますが……一方の派は第三次世界大戦を望んでいるのではないかと常々考えておりました。紛争の種は多ければ多いほどいい。イラン、シリア、イスラエル、中国、日本……。総帥が独裁者になり、核兵器の抑止力を持てば、軽々しく戦争に巻き込まれるような愚は犯さないはずです。日本は現状のままにしておくのがベター……」

　ローガンが続く。

「戦争を望む人間たちは確実にいるよ。いわゆるショックドクトリンだ。世界を変革するために、民衆が立ちすくむことしかできないような強烈なショックを欲している。世界をコントロール下に置くために、行動を操れないカリスマが登場しては困るわけだ。神楽さんには、世界的なカリスマになる可能性がある。そして何より神楽さんは、金で操作することができない……」

　俺は話を整理する。

「そういうグローバル世界の成り行きはまた後日にでも話しましょう。今はとにかく目の前のことですよ。立ち上がったばかりの大和同盟が崩壊の危機にあるんです。これだけバッシングが集中すれば党首選挙どころじゃない。批判を受けるために選挙をしてみせるようなものです。ＣＩＡでなんとか抑えつけてくださいよ。局や新聞社のトップにもコネクションがあるでしょう？」

　無理を承知で、批判を込めて俺は言った。

「ここでＣＩＡが無理に日本のメディアに介入すれば、ぼくの首が飛んでしまうよ。確実にだ。そうなってしまえば、ＣＩＡが情報を流したり、味方したりすることはできなくなるぞ」

「果たして味方なのかどうか、怪しい現状ではありますがね」

　そんな壮司の辛しん辣らつな言葉に、ローガンは顔をしかめ、両手で顔を覆う。

「言ってくれるな……。ぼくとしてもどういう手を打てばいいか……板挟みなんだ……」

　ローガンは本当に弱り果てているようだった。予想もしていなかったほど、事態の進展は速いのかもしれない。

「……」

「……」

　俺と壮司は言葉もなく、顔を見合わせた。

　その後も三人で対応策を検討したものの、結局は何の収穫もなく、ローガンはとぼとぼと引き揚げていった。

　しかしローガンは去り際、無言で資料を手渡してくれた。資料には、さまざまな工作の証拠が羅列されていた。

　テレビ局のどの担当者が情報をコントロールしようとしているのか、制作現場にはどのような指示が飛んでいるのか、蒼通の誰が動いているのかなど、人名まで断定してある書類だ。あまりに情報が具体的なので、逆にどこまで信憑性があるのかわからないものの……メディアでどのような流れが作られようとしているのか理解できる資料だった。

　また資料によれば、予算を受けた蒼通がネット系のステルスマーケティング会社にまで資金を流し、ネット上での世論工作もかなり大規模に行っているという。ネットにおいて作ろうとしている流れや、一つ一つの書き込みの内容まで、情報は細部にわたっていた。主要な流れは「日毬が猛烈に中国に接近している」という話を誇張して、その上ありもしない内容をネットに書き連ね、議論を誘導しようとするものだった。もともと「対中接近」は意識していたことで、適度にアメリカにプレッシャーを与え、核武装について有利な条件を引き出すことが目的だった。しかし日毬への純粋な叩きのネタとして使われると、かなり厳しい局面になる可能性がある。

　俺と壮司はその資料を確認しながら、お互い沈黙することしかできなかった。

　状況は完全に、マスメディアを舞台にした空中戦へと突入していた。空中戦とは、主に官界における隠語で、政官界の利害関係者がメディアに情報を流し合い、テレビや新聞を通してプロパガンダ合戦を演じるというものである。その空中戦において、俺たちは完膚無きまでに叩きつぶされようとしていた。

　何より俺たちが不利なのは、こちらには主要な攻撃相手がいないことだ。自友党を攻撃するのはお門違いである。ましてや、ホワイトハウスやペンタゴンを攻撃するのは飛躍しすぎているような印象を与えてしまう。アメリカのロビイスト団体を取り上げて騒ぎ立てようものなら、頭のおかしい人とさえ思われてしまうだろう。

　俺たちは一方的に防戦に立たされてしまう立場だった。以前、東証を舞台にした西プロダクション株買い占めのときに、俺たちだけが一方的に攻撃を仕掛けられて、本来は強者の側だった西プロダクションが何もできなかった状態に似ている。市場が舞台でも、メディアが舞台でも、構造は一緒だ。見えないところから攻撃するのが一番強い。致命的な状況である。

　現状を理解していて尚、俺たちにはどうすることもできないのだった。
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　大和同盟の主要メンバーらが集まって会議が開かれる予定になっていた。

　旧・日本大志会側からは、俺と日毬の二人だけである。一方、旧・民政党側からは大臣歴任者など一六人ほどが参加した。いや、本来ならもう大和同盟として一体になっているのだから、日本大志会と民政党を分けて数えるのは正しくない。しかしメディアでのバッシングが高まりはじめていたことで、早くも分裂論が大っぴらに語られるようになっていた。

　旧・民政党側の人間たちが次々と発言する。

「神楽さんが党首じゃダメなんじゃないか？　考え直した方がいいぞ」

「この状況は何もかも、合併したせいだ。なんでこんなことになったんだよ」

「今からでも遅くはない。党首は別の人にすべきだろう。神内くんが当選した方が、世間の評価は良くなるはずだ」

　日毬が党首に就くことは内々で決まっていたことだったのに、猛バッシングのせいで旧・民政党内が乱れに乱れ、完成されたシナリオのはずだった党首選挙に勝利することすら危うくなっていた。相応のお金を回して、投票を確約していた政治家でさえ、難色を示し始めていた。

　別の政治家らが続く。

「元民政党のいろんな人がすでに言ってるけれども、ぼくは合併自体を白紙に戻すべきだと思いますね。国民の信を仰いだ結果、これだけ反発があるのは、合併を止めろということでしょう。国民の声を真摯に受け止めるべきなんじゃないですか」

「おう、俺もそう思うんだよ。また分離した方がどちらにとってもプラスだろ？　日本大志会や神楽さんにとっても都合がいいはずだよ」

　神内が青筋を立ててテーブルを叩く。

「バカなことを言うな！　世論が少し動いたからといって、ほいほいそれに従うのか？　時には世論に逆らってでも、筋を通すのが政治家の仕事だろうが！」

「神内先生にも責任を取ってもらう必要があると思います。民政党を破滅寸前に追いやった責任は、非常に重いでしょうね」

　そう言った政治家を、神内は睨みつける。

「なんだぁ谷たに澤ざわ！　だったら俺が、どんな責任を取るべきか言え！　俺にどうしてほしいんだ！」

「いえその……ぼくは一般論を言ったまでです。しかし、我々が何か言う前に、ご自身でとっくに対応しているのが当然じゃないんですか」

「谷澤の言う通りだろ。何だよこれ、何が大和同盟だよ。もう一度、民政党に戻った方がいいよな、絶対」

　その政治家を神内は指差す。

「だったらやれよ、仲なか本もと！　居心地の良い外野でガタガタ抜かしやがって、党の再起を俺に任せたのはお前らなんだぞ！　あ？　俺がどれだけ必死こいてやってきたか、知らないから言えるんだろうが！　俺はもうやってやらんからな！」

「ぶん投げるなよ……。これからどうするか話し合う会議だろう……」

　側に座る政治家がうんざりしたように言った。

「俺は帰る！　何もできない烏う合ごうの衆しゅう風情が、恥を知ることだ！」

　神内は席を立ち、息巻いた。

　売り言葉に買い言葉で、他の政治家が声を上げる。

「烏合の衆とは何だ、烏合の衆とは！」

　反論を神内は無視し、こちらに近づいてきた。

「何の建設的な議論にもならない。神楽さんも織葉さんも、今日は帰った方がいい。済まないが、俺は本当に帰らせてもらうよ」

　俺と日毬にそう言い残した神内は、会議室を振り向きもせず部屋を出て行った。

「何なんだ神内のヤツは！　偉そうに！」

「おい、マジでどうすんだよ、これから。手をこまねいていると、本当に民政党は消し飛ぶぞ」

　残された政治家らがラチのあかない議論を繰り返し始めた。

　俺は日毬の耳元に口を近づけて、ささやく。

「俺らも帰ろう。ここにいたって意味がない」

　うなずいた日毬は、スッと立ち上がった。そして会議室に響き渡るように口にする。

「私も帰らせてもらう。失礼する」

「失礼します」

　俺も続いた。

　残った政治家らが暴言を吐く声が響いたが、聞こえないフリをした。

　日毬は毅然として胸を張り、しっかり前を見据えて、堂々と会議室をあとにしたのだった。
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　俺たちは民政党本部側にある駐車場までやってきた。

　日毬はいつものように勇ましく振る舞っていたが、どこか緊張しているようでもあった。声を掛けづらい雰囲気だ。

　運転席に乗り込み、後部座席の日毬に俺は声を掛ける。

「気にするなよ。政治家連中が集まると、こんなことは日常茶飯事だ」

「うむ。颯斗には心配ばかりさせてしまうな。しかし、私のことなら気に掛けないでくれ。大丈夫だ」

「そうか……日毬がそんなに落ち込んでいなくてよかったよ……。今は余計なことは考えず、ひとまず事務所に戻ろうか」

　俺はアクセルを踏み込み、車を走らせた。

　ラジオを掛けると、ニュース報道では大和同盟の話題が流れていた。マズいと判断し、すかさず俺はチャンネルを切り替える。幸い、具体的なニュース内容に触れずに済んだが、大方、合併の失敗を吹聴しているに違いない。回した先のチャンネルは音楽番組で、最新のミュージックが流れてきた。ここで杏奈や千歳あたりの新曲が流れてくれれば、日毬との明るい会話のネタができるのだが……。

　ふと、鼻をすする音が聞こえ、バックミラーで俺は日毬を確認した。

　すると日毬はうずくまり、自分を抱くようにしながら切々と涙を流していた。その姿を見て俺は息をのんだ。何よりショックだったのは、俺に気付かれないため、声を上げないように日毬が堪えていたことだった。

　とっさに俺は路肩に車を止めて、後ろを振り向く。

「日毬……」

「……」

　日毬は一瞬だけ真っ赤になった目で俺を見やってきたが、すぐに顔を隠すようにしてうつむいた。そして必死に俺に応じようとしたようだったが、むせ返ってしまうようで、聞こえてくるのは嗚お咽えつだけだった。

　身体が震えている。涙が止まらないようだった。

　民政党本部を去るときに、あれほど堂々としていた日毬は、全力で気を張っていただけなのだ。本当の日毬はこちらだったのだ。

　かといって、俺もどうしていいかわからない。このまま事務所に戻るわけにもいかなかった。

　少し思案した末、俺は日毬に声をかける。

「またどこかの公園でゆっくりしようか。缶コーヒーでも飲みながら少し話そう」

　答えを期待しているわけではなかった。俺は再びハンドルを握り、車をゆっくりと走らせた。

　運転しながらも、日毬に申し訳ない気持ちで胸が締め付けられそうだった。マーケティングの失敗は、すべて俺の責任だ。蒼通ごときにしてやられるとは、俺はなんて無能な広告担当者なんだろうか。悔しいし、懺ざん悔げしたい気分だ。

　俺まで身体が震えてきた。喉がカラカラに渇き、叫び出しそうな思いに囚われた。しかし、俺が悲しんだ姿を見せれば、日毬は余計に苦しむことになるだろう。それだけは避けねばならない。俺はハンドルを強く握りしめ、焼け付くような焦燥をなんとか堪えた。

「ここでいいだろう。ゆっくり話すか」

　先日、日毬と話し合いをした公園横の同じ場所に、俺は車を止めた。平日は人通りも少なく、静かに話すには都合がいい。前にここで日毬と会話を交わしたときは、織葉家の跡継ぎにあたって俺がオヤジとの約束を守れるかどうかを悩みに悩んでいた。そのとき日毬と将来のことを話したおかげで、俺は決断を下すことができたのだった。今度は俺が、日毬の苦しみを分かち合ってやらなくてはならない。

　日毬は嗚咽を隠さなくなっていた。すでに俺にバレてしまったあとだから、隠しても意味がないことを悟ったのだろう。口元を押さえて震え、大粒の涙を流している。しゃくり上げ、まともに喋れない状態のようだ。
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「自販機に行ってくるよ。他に誰もいないから安心していいぞ」

　そう言って、俺は車から外に出た。

　最寄りの自販機まで歩きながら携帯を取り上げ、事務所のボタンを押した。

「はい！　ひまりプロダクションでございます！」

　気分が搔き乱されているときに、尻上がりな千歳の声に俺は面喰らってしまった。

　戻りが少し遅くなることを誰かに伝えておければと思ったのだが、千歳にお願いすると正確に伝わるかどうかわからない。

「誰かいる？　由佳里がいるなら由佳里で。栞や佐々倉さんでもいいよ」

「ついさっき由佳里さんが帰ってきたばかりです。代わりますね」

　千歳が電話を置くと、すぐさま由佳里が応答する。

「はいはい。何ですか、先輩」

「戻りが遅れることを連絡しとこうと思ってな。さっきまで民政党本部にいたんだけどさ──」

　俺は由佳里に事情を説明し、戻りは予定より少し遅くなると伝えた。

「──日毬ちゃんが、泣いてる？　本当、なんですか？　誇張して言ってますよね？」

　由佳里は信じがたいようだった。俺だって不意を喰らったのだから、由佳里が驚くのも無理はない。

「してないよ。俺自身も、かなりショックを受けてる。メディアで総バッシング状態なのは、俺の失敗なんだからな……。正直に打ち明けると、俺だってどうしていいかわからないんだ……」

「先輩がそんな弱気になってどうするんですか？　広報担当者が弱気な姿を見せれば、日毬ちゃんが余計に苦しむことになります」

「わかってるよ……。由佳里にだから本音で話してるんだ。まさか蒼通が敵になるなんてさ……」

「蒼通なんてブッ飛ばしてやりましょうよ！　ついでに局や新聞社もイジメてやりましょう！　私たちに逆らったことを後悔すればいいんです。私たちの力は、まだまだこれからですよ」

　由佳里は気色ばみ、エキサイトし始めたようだった。

　それから由佳里は、蒼通やメディア各社に対する攻撃的な文句を並べ立て、「自分たちが必ず勝つ」と何度も繰り返したのだった。ポジティブな由佳里のおかげで、だいぶ俺は気力を取り戻していた。落ち込むヒマがあるのなら、少しでもその時間を再起のために費やすべきだ。由佳里と話せてよかった。

　そして俺は電話を切り、自販機で二つ缶コーヒーを買って車へと引き揚げた。

　運転席に戻ると、日毬はすすり泣いてうつむきながらも、途切れ途切れに小さく声を掛けてくる。

「すまない颯斗……こんな不甲斐ないところを……」

「いいんだ。落ち着くまで泣いていいんだからな。気を遣う必要なんてないぞ」

　日毬は両手で顔を覆い、再び咽むせび泣き始めた。

　俺は運転席に寄りかかり、日毬が落ち着くのをひたすら待った。胸が張り裂けそうなほど苦しい。だが俺まで一緒に落ち込めば、余計に事態が悪くなるだけだ。できるだけ無関心な風を装い、俺はただ窓の外を見やっていた。

　ごくたまに車や自転車が往き来するのと、ペット連れの老人、軽快にランニングしている女性の姿を見たくらいだ。長い時間ここで周りの様子を眺めていたが、都心のわりに本当に静かな場所だ。

　しばらくして、ようやく日毬の嗚咽が止んだようだった。少し間を置き、俺はバックミラーで日毬を確認してみた。深呼吸を繰り返している日毬は、平静を取り戻そうと試みているようだった。

　俺は後ろを振り向き、買っておいたコーヒーを日毬に差し出す。

「ほら、コーヒー。ちょっと温ぬるくなっちまったけどな」

　無言で受け取った日毬はコーヒーの栓を開け、一口すすった。

「もう大丈夫だ。情けない姿を見せてしまい、大いに恥ずかしく思う。颯斗にはずいぶん気を遣わせてしまったようだ」

　力んで言う日毬だが、目が真っ赤になり、涙の跡が残っている姿を見て、俺は胸を締め付けられそうになった。なんとかしてやらねばならない……。

「いいんだ。辛いときには泣くのが人間だぞ。気にしなくていい」

「私は人間を超越した存在になるべきだと心得ている。ただ無心に、切々と、国を想う心だけが私にあればいい。独裁者になろうと決心したときに、同時に私欲を捨てて神の化身になろうと私は決めたのだ。戻ろう。今後の政務が溜まっている」

　日毬は胸を張って応えた。しかし、そう言う日毬はヒザの上で拳を握りしめ、わずかに肩を震わせているようだった。

　辛い立場に追いやってしまい、俺は日毬に謝罪の言葉だけでも伝えておこうかと考えていた。しかし気丈に振る舞おうとする日毬に、蒸し返すようなことをしてはいけない。

　それに、謝罪したからといって何かが変わるわけでもない。せいぜい俺の気分が和らぐくらいだろうか。バカらしい。自分が少しでも楽になりたいから謝罪するくらいなら、日毬のために、今一度盛り返す方策を練り直した方が建設的だ。

「了解、帰るか。俺も今後の広告戦略について、考えなくちゃならないことがたくさんある。大和同盟や日毬へのバッシングなんて、軽く跳ね返してやるからな」

「颯斗は十分によくやってくれている。私は誰よりもそれを理解しているぞ。だから今以上に颯斗が頑張ってもらう必要はない。ここからは、私がさらなる精進に努めるべきだ」

　俺は自分の力のなさに唇をかみしめつつも、前に進むため大きくうなずく。

「まだまだ俺もこれからだよ。気合を入れ直して頑張るからな。一緒に、やれるところまでやってやろう」

「うむ。事務所に戻ろう。やることは山積している」

　俺はドリンクホルダーに缶コーヒーを置き、ハンドルを握りしめた。

　ゆっくりと車が走り出す。日毬もホルダーにコーヒーを置いたようだった。バックミラーでチラと後ろを見やると、誰に見られているわけでもないのに、日毬は背筋をピンと伸ばして軍人のように座っていた。それにしても……他人が見ていないところでさえ、決して妥協しない女の子である。

　日毬は口元を引き結び、ただただ一心に前方を見つめていた。
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　事務所ビルについても、日毬も俺も言葉を交わさなかった。

　日毬は姿勢を正し、気き炎えんに満ちた表情をしていたが、懸命に品位を保とうと踏ん張っているように見えた。針で一突きすれば、再び涙に暮れる姿に戻ってしまいそうな儚はかなさがあった。日毬自身、それをよくわかっているから、いつにも増して気を張っているのだろう。何か言葉をかけると泣き出してしまいそうだったから、俺も無言を通していた。

　エントランスにいるガードマンから声を掛けられると、俺たちはうなずいて応え、エレベータに乗り込んだ。俺は静かに最上階を押して、ドアを閉めた。エレベータ内でも、お互い言葉を掛けることはしなかったし、意図して視線を合わせることもしなかった。

　エレベータのドアが開き、日毬が降りるまで俺は見守った。そして日毬に続き、事務所のドアをくぐった。

　ドアを開けると、由佳里を中心に、ひまりプロダクションの全員が揃って待っていた。

『おかえりなさい』

　日毬を取り囲んだ皆は、口々に挨拶してきた。

　杏奈が日毬を覗き込む。

「ひまりん、みんなで待ってたんだよ」

「……ど、どうしたんだ？　杏奈はお店の仕事じゃなかったのか？」

　戸惑う日毬に、栞が言う。

「党首選挙、今からでも立候補できるやろ？　締め切ってたって別にええやん。うちは無理にでも立候補させてもらうからね。大和同盟の党首はうちで決まりや」

「栞が立候補？　何を言っているのだ？」

　栞はドラマ撮影の時間だったはずだ。頼み込んで、抜け出してきたに違いない。

「私も立候補するよ！　パパがね、民衆のコントロールに失敗して、ひまりんの役に立てないことを悔しがってた。だからパパの代わりに、その分だけ私が頑張ってみようと思うの」

　片腕を上げて言うリリィに、千歳も続く。

「日毬先輩、みんなで一緒に頑張りましょう。マスコミの人たちが何を言ったって、私たちは負けません。正義はきっと勝つんです！」

「日毬ちゃん。何にも心配、いらないからね。天下無敵のひまりプロダクションが、総力を挙げて大和同盟の勝利に向けて戦うよ。天下分け目の大決戦でしょ？」

　そんな由佳里の言葉に、日毬は顔を歪めた。そして流れそうになる涙を、懸命に袖で拭った。

「……そんなことはできない……。これは私の戦争であって、皆を悲惨な戦いに巻き込むわけには……」

　日毬の言葉を、由佳里が遮る。

「これ、社長決定。日毬ちゃんが何を言っても、決定は覆らないわよ。私たちは全力で戦います！」

「がんばろー！」

　杏奈が笑顔で拳を振り上げると、千歳と栞とリリィが拳を振り上げる。

『おー！』

　その瞬間、日毬は声を上げて泣き出した。皆の前、隠しもせずに涙するなんて日毬には初めてのことだ。

　日毬の苦しさを知っている分だけ、俺もつい、もらい泣きしてしまった。

　凪紗が進み出てきて深く頭を下げる。

「皆さま……誠に、誠にありがとうございます……。日毬に代わってお礼を申し上げます……ありがとうございます……」

「お礼を言ってもらう必要なんかないよ。だって凪紗さんも一緒に頑張るんだし。私たちは一心同体だよ」

　杏奈が当然のように言った。

「片桐殿……」

　つぶやいた凪紗は、両手を広げて日毬に近づく。

「日毬。私も一緒に戦います。だから一人で泣かないで……」

「姉上……」

　日毬はしゃくり上げながら、凪紗の肩に顔をうずめた。

　凪紗は日毬の頭に手をやって、優しく撫でる。

「ひまりプロダクションに所属して、今ほど良かったと思うことはありません……。日毬、一緒に頑張りましょう」

　日毬は嗚咽が止まらなくなっていた。凪紗を強く抱きしめ、肩を上下に震わせていた。

　すかさず由佳里が指摘する。

「日毬ちゃんならともかく、先輩や佐々倉さんまで泣くっておかしくないですか？　ていうか、森さんまで泣いてるし！」

「うちの男性陣はみんな貧弱なんだよ。やっぱ、ひまりプロダクションっていったら女性の会社だしね。ユカラーの会社だもん」

　杏奈が、俺や壮司や森をニヤニヤ笑いながら見つつ口にした。

「せっかくみんな揃ってるんやし、円陣でも組んで気合入れてみようやないか。その方が決意が漲みなぎるっちゅーもんや」

　栞の提案に、杏奈が手を叩いて同意する。

「いいね！　みんな、集まろう！　ひまりんを中心にしてね」

　全員が、日毬と凪紗を囲むようにして集まった。そして俺たちは両腕を伸ばして肩を組み、円陣を組んだ。円陣なんて学生のときに、微かに記憶にあるくらいだ。

「本当は、颯斗あたりに声を掛けてもらうのがええんやけど……無理そうやね」

　栞が俺を見やって言った。

「すまんな……。ここは杏奈に頼む……。日毬と俺たちに、気合の入った声を掛けてくれ……」

「私？　颯斗くんの指名なら、応えなくちゃならないよね」

　そして咳払いをして息を整えた杏奈は、高らかに声を響かせる。

「ひまりんの痛みは私たちの痛み、ひまりんの目標は私たちの目標。悩む必要なんかない。ひまりプロダクションは一丸となって、日本と世界の、愛と正義と平和とロマンのために戦います！　この戦いには、地球人類の未来が懸かってる！　みんな、頑張って勝とうね！　いくよー！」

『おお──────────！』

　俺たちは声を揃えて杏奈に応え、恥も外聞もなく気勢を上げたのだった。
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